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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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●校こう則そく法ほう

第二百二十一条

・第十条に基づき、戦争または国力の消しよう耗もうが発生する行為として、臨時、または歴史再さい現げんの予定が重なっている場合、人じん員いんや準備の不備を避さけるため、それを代表戦に置き換える事が可能である。
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　風の中で、光が割れた。

　青空の下、宙ちゆうに浮かぶ長い甲かん板ぱん上にて、一定のタイミングで光の破は裂れつが生じている。

　毛もう利りの外がい交こう艦かん上、その上で砕くだけるのは、一点に集中して突き立つ結けつ界かい式しき表示枠サインフレームの群だ。

　音がした。砕くだける結界群ぐんの中央から下向きの大だい音おんが鳴った。

　足音だ。緩やかな歩の、しかし甲板を踏み抜くような響ひびきだった。

　結界群の破砕が、その足音と共に前へと動く。

　何かが、結界にしがみつかれ、振り抜きながら、足を進めている。

　歩いているのか。

　それとも走りたいのを止められているのか。

　ただ、山を登るのにも似た足音は、確実に前に進んだ。

　その響ひびきに振り落とされるように、結界が砕けて一いち陣じんの飛沫しぶきとなる。

　金きん管かん楽がつ器きの砕けるかの如ごとき音が、足音を追って宙ちゆうに散った。

　そして音が追加された。

　警けい報ほうだ。

　高鳴る断続の笛ふえ音おとに重なり、女性の声が響いた。

『上部甲板に敵てき出現！　担当警けい護ごは外がい交こう官かんの確保と退たい避ひ！　後ご詰づめは敵戦せん力りよくへの応おう撃げきを御お願ねがいいたします！』

　結界が割れた。

　再び突き立つ結界も、また割り散った。

　晴れては散じる光の中央、そこに居り、歩みを止めぬのは、

『敵戦力、──羽は柴しば所しよ属ぞく、大おお谷たに・吉よし継つぐ！　特とく務む級きゆうです！』
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　正まさ純ずみは、輝てる元もとと共に守られた。

　輝元の傍そばに着いていたMouri-01が、会談のテーブルを回り込み、前に立ったのだ。

　……迎げい撃げきか？

　違う。彼女は、こちらに手を翳かざし、

「お下がりを！　──姫ひめ様さま！」

「おう、解わかってる」

　輝元が、近くにいた馬ば鹿かの襟えり首くびを摑つかんだ。彼女は馬鹿を後ろに放り投げるようにして、しかしこちらに振り向きながら、

「下がるぞ」

「おいおい浅あさ間ま、あれ、何よ一体。史し上じよう初の何かじゃねえの？」

「はい。流りゆう体たい系けいの生物なのは確かですが、反応精せい査さでは、準じゆん制御情報プログラムです。型も何も人工の、流体を制御情報化して作られた疑ぎ似じ人格のようですね」

　慌あわただしく動く中、ホライゾンが紅こう茶ちやのポットを手にしながら浅間に問う。

「つまり、流体で出来た自じ動どう人形のようなものですか」

「人格も存在しているので、自動人形であるかどうかは、魂たましいとなる〝核かく〟の有う無む次し第だいですね。そこまで人工で作っているなら、人工物として史し上じよう初の情報体たい型がた自動人形です」

　さっぱり解わからん。

・副会長：『どーいう事なんだ一体』

・あさま：『ええと、つまり、解りやすく言うと、御お人にん形ぎようさんです。こちら、私達を守ってくれてるMouri-01さん達は、物質の人形です。でも、向こう、大おお谷たにナンタラさんは、流体で作られた情報の人形なんです』

・副会長：『流体で……、情報？』

・賢姉様：『つまり、本物の嫁よめと、エロゲの中の嫁の違いよ！　解るわよね!?　本物の嫁は自じ慢まんも出来るしいろいろしてくれるしエロい事も充実の展開だけど、エロゲの中の嫁は自慢も出来ないし他人も攻こう略りやくしてるしエロいのもセルフなのよ！　この違いは大事よ！　解った？』

・副会長：『解るかあ──！』

・十ＺＯ：『一ひと昔むかし前だったら喜き美み殿どのに何か言って百倍返しされていたところで御ご座ざるが、今となっては同意で御座るなあ……』

・●　画：『アンタ、メアリとエロい事も充実してる訳わけ？』
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　武蔵むさし野のの甲かん板ぱん上、青の極きよく東とう夏服を着ているメアリが、点てん蔵ぞうを見つけた。

　彼女は紙コップを二つ、それぞれの手に、

「はい、点蔵様、飲み物を買ってきました。点蔵様の方、スイカ飴あめで良かったですよね？」

「あ、Ｊｕジヤ、Ｊｕｄジヤツジ．！　御お手て数すうで御座った！」

「いえいえ、点蔵様、上の方への注意や監かん視しなど、御お仕事中ですから。

　でも、どうかしたんですか？　そんなに焦あせって……」

　ああ、うん、と頷うなずいたのは、黒嬢シユヴアルツフローレンと白嬢ヴアイスフローレン装備を展開している魔女テクノヘクセン二人だ。

　白と黒の内、ナルゼの方が、メアリに、

「さっきテンゾーが、メアリとはエロい事も充実してるとか言ってたけど？」

「本人に言うで御座るかあ──!?」

　点蔵の声に、まあ、とメアリが頰ほおに手を当てた。

　彼女は笑えみで、一度何か言おうとして、しかし顔を赤くして、

「神流かんな川がわの戦いの時、言いましたものね。淫みだらな忍にん者じやでも、点てん蔵ぞう様さまなら構いませんと」

　それに、と彼女は言った。

「そういう面でもちゃんと見て頂けるのは、女性として誇っていい事だと思います。

　私の事を、内面だけではなく、外見としても気に入って頂いただけたという事ですし、ある意味、内面よりも、どうすればいいか解わかりやすい分、私の方としても狡ずるい事が出来ますから」

「狡い事？　何それメーやん」

「Ｊｕｄジヤツジ．、化け粧しようの言い訳わけが」

・煙草女：『点蔵、あんた、メアリに試し供きよう品ひんコーナー歩かせるような生活させてないだろうさねえ……？』

・貧従士：『第六特とく務むがこういう話題に嚙かむのは珍めずらしいですね……！』

・十ＺＯ：『上──！　上が非常事態に御ご座ざるよ──!?』

・傷あり：『あ、す、すみません点蔵様。お仕事中ですよね』

・約全員：『点蔵がいじめた……！』

・十ＺＯ：『どういう事で御座るかあ──！』
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　いつもの事ですわね、とタイプしながら、ミトツダイラは王から離れた。

　王達を守るためだ。

　位置はMouri-01を前方に。テーブルを挟んだ向こうに大おお谷たにがいる構図だ。

　ここは毛もう利りの外がい交こう艦かんの上。前にいるMouri-01に警備の主体を譲ゆずる礼れい儀ぎはある。

　だが、彼女とて最優先は輝てる元もとだ。

　下がりながら、Mouri-01が表示枠シーニヤカドルに数すう言ことを指し示じ。彼女は自分の軽い足音に重ね、

「結けつ界かいおかわり、入ります！」

　聖せい術じゆつ式しき。細長い、槍やりのような表示枠が大谷を上下に貫つらぬいた。突とつ音おんと共に突き立つのは十六本の十じゆう字じ型がた。それらは大谷の胴どう体たいのみならず、肩から横よこ腹はら、上じよう腕わんから肘ひじ、腿ももから膝ひざへと貫つらぬいて、

「関かん節せつ、押さえました！」

　テーブルの向こう。大谷の動きが果たして止まるのをミトツダイラは見た。

　……押さえ込みましたの!?

　心に生じた疑問は、即そく座ざの答えを得た。

『さほど、意味が無いですね。大体の対応は理解しました』

　全ての表示枠が、砕くだけたのだ。

　宙ちゆうに十六の光が散り、それ以前から大谷に刺さっていた表示枠も破は砕さいした。

　大谷が、身を大きく動かしていたからだ。

　光で出来た武ぶ人じんの姿すがたは、もはや歩くのではなく、前に、こちらに走る姿し勢せいをとっていた。

　新しい表示枠サインフレームが大おお谷たにの直ちよく上じようから再び突き刺さろうとする。落らつ下かと言うより、下に加か速そくする十じゆう字じ型がたの結けつ界かいに対し、彼が疾しつ走そう準備として、ただただその身を低くする。

　……来ますわ！

　テーブルの向こうの大谷が、一いつ瞬しゆんの自由を得て瞬しゆん発ぱつしようとしたその時。

　ミトツダイラは眼がん前ぜんでMouri-01が動いたのを見た。

　彼女はこちらをカバーするように下がりながら、ロングステップで腰を落とす。

　左の膝ひざを前に着いた半はん身み。

　やや後ろ滑りでとられる姿し勢せいは、座りながらの射しや撃げき姿勢だ。

　だが、彼女の無む手てを見てミトツダイラは思った。

　……銃じゆうを出しますのね!?

　重力制せい御ぎよで弾だん丸がんなどを投とう射しやや発はつ射しやする技を、自じ動どう人形は持っている。

　記録に拠よれば、三み河かわ争そう乱らんの際、本ほん多だ家けつきの鹿か角づのが重力制御による砲ほう撃げきや剣けん戟げきを用いて戦せん闘とうした筈はずだ。

　今、Mouri-01が、スカートの裏から宙に零こぼすのは、鉄の部品群だ。

　連れん射しや式しきの火ひ縄なわ短たん銃じゆうのパーツだった。

　連射機き構こうと薬やく室しつ部分が多た重じゆう化かしたそれを、彼女は個別で虚こ空くうに送る。

　それを彼女は、座り構えながら振る手において、

「────」

　一いつ瞬しゆんで、紐ひもに引かれるような動きで、全ての部品が組み上がった。

　合がつ致ちの音は軽い金属の震えにも似て。

　そして声が聞こえる。それは、Mouri-01による、敵を確かく認にんするための言葉だ。

「大谷・吉よし継つぐ様」

　聞く。

「──聖せい譜ふ記き述じゆつと照しよう合ごうするに、羽は柴しば側の名めい将しようの一人で、裁さい判ばんや刑けい吏りを任じた刑ぎよう部ぶ殿どの。それを恐れられてつけられた字名アーバンネームが〝千人斬ぎり〟。

　石いし田だ・三みつ成なりと懇こん意いで、関せきヶ原はらでは西せい軍ぐんにつき奮ふん戦せんしますが──」

　Mouri-01が、確かに言った。

「友軍の裏うら切ぎりによって包ほう囲い攻こう撃げきを受け、大谷隊たいは壊かい滅めつ。戦せん場じようにて自じ害がいされますね」

　彼女の言葉に、ミトツダイラは思った。

　……キャリアが早過ぎませんの？
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　ミトツダイラは思う。今、自分達は、毛もう利りと北ほう条じようを相手に会議を行った、と。

　その結果、小お田だ原わら征せい伐ばつと天てん正しよう壬じん午ごの乱らん、そして備び中ちゆう高たか松まつ城じようの戦いを行う事がまとまり、羽は柴しば勢ぜいを相手に慶けい長ちようの役えきを行う流れまで見えたのだ。

　そこまでを歴史再さい現げんすれば、信のぶ長ながの暗あん殺さつ事じ案あんたる本ほん能のう寺じの変へんも、羽柴死後に生じる関せきヶ原はらの合かつ戦せんまでもが視野に入る。

　関ヶ原は、遠いものではないのだ。

　だというのに、ここで生じた、関ヶ原を最さい期ごにする戦せん闘とう用ようの情報体たいがいる。

　……我が王。

　視線を軽く振り向かせれば、王が大おお谷たにを見ていた。

　やや眇すがめの彼は、今のMouri-01の台詞せりふに、頭を搔かく。

　どことなく不満、もしくは納なつ得とく出来ず、という顔だ。それを見て、ミトツダイラは安あん堵どする。敵に対して随ずい分ぶん甘い、と見る向きもあるが、自分の王はそれでいい。

　その甘さを守るのが、自分の役目であり、関係だ。

　ああ、とミトツダイラは思った。不ふ謹きん慎しんかも知れないが、今、王に一番近くあり、必要とされているのは自分。そういう時間帯たいなのだと。だから、

「……！」

　攻こう撃げきが眼がん前ぜんで交こう錯さくするのを、ミトツダイラは見た。

　テーブルを挟んでの、Mouri-01と大谷の相あい対たいだ。

　始まりの動きは、Mouri-01がテーブルの下を抜くように身を低くし、射しや撃げきした事だ。

　応じる動きで、大谷がテーブルの下へと飛び込む。

　……無む茶ちやな！

　弾だん丸がんに自ら当たる動きだ。

　だが、既すでに大谷は刃やいばを振っていた。

　腰の一いつ刀とう。光のそれは、

「伸びる……!?」

　明らかに、伸びた。

　肘ひじからのスナップで放った刃は、振り抜くより先に五メートル程ほどに伸しん長ちよう。

　彼の身と同じ、青白い光で形作られた刀は、テーブルの足を切断した。それも、こちら側を支えている二本だけを、だ。

　テーブルの向こう縁べりに、大谷が手を掛ける。

　走る勢いのある身だ。足を失ったこちらの縁が、斜め倒しに床を打つ。

　自分達から見て、まるでジャンプ台のようになったテーブル表面に、光が炸さく裂れつした。

　Mouri-01の放った弾丸。対たい霊れい用の術じゆつ式しきを含めたものが、テーブルの厚みと傾斜によって弾はじかれ飛んだのだ。

　木を槌つちで打つような音が六発分だけ響ひびき、しかし無む駄だとなった。

　Mouri-01が、銃じゆうを掲かかげてこちらに振り向いた。

「高級品を持ち込むと、厄やつ介かいですね」

「確かに」

　頷うなずくこちらに対し、戦せん闘とうは遮しや断だんを許さない。

　テーブルが、前に倒れた勢いそのままに、甲かん板ぱん上を滑かつ走そうしてきたのだ。

　直後。空から落らつ下かした結けつ界かい式しきの表示枠シーニヤカドルがテーブルを貫かん通つうした。

　対たい霊れい式のものだ。物体には効果が無い。テーブルの下にいて、それをこっちに押してくる大おお谷たにには意味があるだろうが、

『……！』

　結界の槍やりの内、七本が砕くだけた。

　だが、他、九本がテーブルに刺さったままだ。砕くだけていない。

・あさま：『テーブルの下に隠かくれられたので、追つい尾び照しよう準じゆんがズレてます！』

　高度設定の最低限を甲板位置にされている九本の十じゆう字じ。それらは全て、テーブルの揺れに上下を震わせながらこちらに接近してくる。その疾しつ走そうは、

・ホラ子：『こちらからは対霊式の攻こう撃げきしか効かないのに、むこうは物理接せつ触しよく可能とは、少々チート過ぎませんか、あの人』

・未熟者：『いや、大谷・吉よし継つぐは元々が結けつ構こうチートだから仕方ないんじゃないかな』

・副会長：『それに追いかけられてる身になってみろ……！』

　ちなみに私、最さい前ぜん線せんですの。

　と、その時だ。

　こちらに加か速そくしていたテーブルが、その速度を一いち段だんと上げた。

　この勢いは、自分にとっては見当がつくものだ。

　……テーブルを、蹴けり込みましたのね!?

　情報体たいというものが、どれだけの力を持っているのか、ミトツダイラは知らない。否いな、この現場にいる誰だれもが知らないだろう。

　しかし、重じゆう厚こうなテーブルを押し、更さらには加速をつけて蹴けり出せるとなると、人の範はん疇ちゆうを遙かに超えている。

　そして大谷が見えた。

　テーブルの向こう、巻き紙飾かざりの武ぶ人じんがいた。

　姿し勢せいは、身体からだを水平に倒し、横よこ蹴げりを放った状態。両の腕を振ってバランスをとっていた。

　加速したテーブルは、座って射しや撃げきしたMouri-01に対してのカウンターアタックだ。

　対するこちら、Mouri-01は座して射撃姿勢のままだ。そのままでは回かい避ひなど出来ないし、テーブルが遮しや蔽へいになって、向こうにいる大谷を見る事も出来ない。

　どうするんですの、とミトツダイラは思った。

　しかし、彼女は小さな声を聞いた。それはMouri-01の、

「──では皆さん、お任せしますね」

　気き軽がるとも言える、呼び掛けの声だった。
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　Mouri-01は、幾いくつもの思し考こうを人工頭ず脳のうに作っていた。

　大おお谷たに・吉よし継つぐがどれだけの性能を持っているかは解わからない。だが、二つ程ほど、自分の方が有利だと断だん言げん出来る部分がある。それは、

　……自動人形ベル・デ・マリオネツタとしての思考速度と記き憶おく容量です！

　大谷・吉継は流りゆう体たい生物で、情報体たいだというのは解っている。その思考速度は、理り論ろん上じようで言えば、流体が構こう成せい出来る〝最速〟に等しく、つまりは無む限げん大だいだ。自動人形もこの点は同じだが、向こうの方が純じゆん粋すいに流体で出来ているため、思考速度の抵てい抗こう要よう因いんが無いだろう。

　だが、大谷・吉継は制御情報プログラムで、個人だ。その思考のロジックは、自分を構成する制御情報で全て賄まかなっている。それは何もかもを自分自身で計算しているという事であり、他に任せていない。

　自動人形は違う。人工頭脳は思考を幾いくつも別べつ計算するための回かい路ろを搭とう載さいしている。共通記憶で他の自動人形に処理を任せる事も可能だ。

　向こうは高速で長い道を走るような単たん一いつ処理。

　自分達は低速だが、短い道を皆それぞれで急ぐ並へい列れつ処理。

　処理の開始から終わりまでを考えた場合、こちらが向こうに引けをとるものではない。

　そして、記憶容量も問題だ。

　物事を記憶するための情報容量は、記憶素そ子しとその量に支配される。

　大谷・吉継は人ひと型がたなので、彼の記憶容量は人間サイズの域いきを出る事が無い。

　対する自分達自動人形は、共通記憶があるために、判はん断だんをストックしていく事が可能だ。

　つまり、自動人形は、高速の思考で、幾つもの判はん断だんを生み、ストックした中から最善を選ぶ事が出来る。

　今、Mouri-01は、仲間達に現状の条件を教え、幾つもの判断をストックさせていた。

　それは、単純な一ひと言ことを鍵かぎとするもので、皆が言うのは、

『やっぱりここはテーブルを飛び越えてMouri-01様が空中攻こう撃げきです！』

『輝てる元もと様と一いつ緒しよに回かい避ひして、他の国家当とう主しゆをテーブルで薙なぎ払って貰もらうのは!?』

『何もせず、テーブルに貼はり付いて一いつ緒しよに滑っていくと気持ちよさそうですよね！』

　瞬しゆん間かんの判断だ。ある程てい度どは作戦立って考える意見もあれば、無む茶ちやもある。しかし、それら一つ一つが本当に不要かどうかは、事態が来てみないと解らない。

　ゆえにMouri-01は、全ての思考を共通記憶にストックさせた。

　そして測るのは、高速思考の中での制せい限げん時間だ

　……テーブルの激げき突とつ臨りん界かい時間まで、高速化された私の思考の中で、あと二十秒。

　そこまでで、一つの判はん断だんをしなければならない。

　Mouri-01は、高速思し考こうの中、ゆっくりと流れていく眼がん前ぜんの光こう景けいを見ながら、

　……さて。

　決めよう、と思った。
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　Mouri-01が高速思考の中でとった判断は、回かい避ひと攻こう撃げきを賄まかなうものだった。

　腰を上げ、しかし後ろに身を振り、

　……テーブルに立ちます……！

　こちらは下がる動きなのだ。突っ込んでくるテーブルに向かう理由は無い。

　テーブルを足あし場ばに、共に下がる事が出来れば、高価な食しよく卓たくは楯たてにもなる。特に、テーブルには結けつ界かい式しきの表示枠シーニヤカドルが刺さっていて、大おお谷たに・吉よし継つぐに対するバリケードとしては有効だ。

　何の問題も無い。

　あとは、テーブルに速度を合わせるため、腰を上げる勢いの調ちよう整せいだ。

　しゃがんだ姿し勢せいから、立つ動きを利用して、後ろに跳ちよう躍やくする。

　立っていたら、即そく座ざに後ろに跳ぶ事は出来ない。一度腰こしを落とさねばならないからだ。

　座っていたからこそ、膝ひざと腰のバネを利用して後ろに跳べる。

　狙ねらったものではない。

　座った姿勢で皆の意見を纏まとめていたら、タイミング的にそうなっただけだ。

　だが、とMouri-01は思う。焦あせって立ち上がろうとする判断を先に立てなかったのは、自分の中に戦せん闘とうのセンスが作られているという事だろうか、と。

　……これは、面白いですね。

　訓練や実戦を経ているとは言え、特とく務むクラスを相手に、機き械かいの自分が〝勘かん〟を働かせるとは。アンリもよく人類の事を思し索さくしているが、意い外がいと自分達の求めるところは近いのかも知れない。

「では──」

　と、Mouri-01は高速の思考をやめた。

　動く。あらかじめ決めた通りに身体からだへと命令を走らせる。

　テーブルに速度を合わせ、

「……っ」

　蹴ける。

　その瞬しゆん間かんだった。

　Mouri-01は見た。

　こちらに飛び込んで来るテーブルから、光が生はえたのを、だ。

　刃やいばだ。

　大おお谷たに・吉よし継つぐの光の刀。それが、テーブルの天てん板いたを突き抜け、こちらの胸に走ってきたのだ。
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　氏うじ直なおは、それらを知ち覚かくした。

　大谷とMouri-01、二人による、一いつ瞬しゆんの攻こう防ぼうだ。

　氏直は何が起きたのかを理解していた。

　おかしな戦いだった。

　何しろ、両者の位置が、始まりと結果で、予よ測そく不能な場所にあったからだ。

　……ほう。

　初めは、テーブルを蹴けり込んだ大谷がいて、Mouri-01がその食しよく卓たくを足あし場ばに下がろうとしていた。テーブルの勢いがあるので、こちらも下がる速度を調ちよう節せつせねば、と、そう思えるくらいの勢いで蹴り込まれたテーブルだった。

　だが、次の瞬しゆん間かんで、ズレた。

　最初は大谷だった。

　氏直の知覚の中で、キック姿し勢せいにあった彼の姿すがたがいきなり砕くだけたのだ。

　結けつ界かいによるダメージが蓄ちく積せきされたのではない。その事は、横を下がっていく浅あさ間ま神じん社じや代表が教えてくれた。彼女は鋭い声で、

「──敵の流りゆう体たい反応、減少していません！」

　大谷は、砕けたのでは無い。

　今、砕けたのは、大谷の殻からであり、残ざん滓しだ。

　中身は、別の形になって、何ど処こかにいる。

　それは何処にあり、何の形をしているのかと言えば、

　……刀！

　刀に親しい氏直は、そう悟さとった。

　何な故ぜなら、テーブルを蹴り込んだ時、大谷は両手を空あけていた。

　ならば刀は何処にあるのか。

　……テーブルの裏ですか……！

　分ぶ厚あつい天板である事は、Mouri-01の射しや撃げきを耐えた事からも明確だ。

　その裏面に、大谷は光の刃やいばを刺していたに違いない。

　ならば大谷は、こちらに叩たたきつけるためにテーブルを蹴ったのではない。

　自分の身体からだを、一いつ刀とうの形に移して、移動させたのだ。

　氏直は、下がりながら己おのの右腰の刀を撫なで、呟つぶやいた。

「情報体たいという、そんな存在らしい行いですね……」

　今こそ氏うじ直なおは、敵の正しよう体たいを理解した。大おお谷たにの身体からだは、

　……武ぶ人じんの部分が本体なのではありません！

　恐らく、彼の本当の姿すがたは、流りゆう体たいで出来た不定型な制御情報プログラムだ。それが行動しやすいように武人の姿と装そう備びを形作っているだけに過ぎないのだろう。

　大谷は、どこか好きな部ぶ位いや装備へと、自分の情報を圧あつ縮しゆくして移動させる事が出来る。他の部分は捨て、今のは何ど処こにいるかといえば、

　……テーブルの裏にいます！

　刀から、湧わくように大谷は出現した筈はずだ。ならば次にする事は、

「Mouri-01！」

　声を上げるより先に、テーブルを貫つらぬいて光の刃やいばが走った。

　Mouri-01の胸部を貫く一いち撃げきだった。
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　ミトツダイラは、Mouri-01が攻こう撃げきを受けたのを見た。

　彼女が、下がるために腰を上げた直後だった。

　彼女の右背から、光の刃が突き出したのだ。

　直ちよく撃げきだった。

　右胸の下を、前から入った刃が、後ろに抜けている。

　位置は正確に肩けん胛こう骨こつの下。肺はいを割り、心しん臓ぞうを削そぐ一発だ。

　このままだと彼女は、走ってきたテーブルに激げき突とつされるが、

・あさま：『きゃああああ！　ずびゃああああああ!!』

・未熟者：『違うよ浅あさ間ま君！　今のソレは、ドズッ！　もしくはズブッ……だよ！』

・眼　鏡：『意い外がいに平へい凡ぼんな擬ぎ音おんで行くね』

・未熟者：『いや、以前に〝ンドズプボルァゾリゾリ──！〟とか書いたら、匿とく名めいサイトで〝何が起きてるか解らないしゾリゾリは絶対ない〟とか言われてというかあれ君だろ!!』

・眼　鏡：『心当たりはあるけど多過ぎて何が何やらだね』

・不退転：『仲がいいのね』

・眼　鏡：『……そう？』

・未熟者：『またか！　またか!!　というか戦せん闘とう中だよ！』

　確かにそうですの。

　しかし、流し見していた表示枠サインフレームの向こうでは、動きが生じていた。

　Mouri-01の右腕うでが、根ね元もとから断たれていたのだ。

　夏服の袖そでが中ちゆう途と半はん端ぱに千ち切ぎられ、右の腕が宙ちゆうに飛び、しかし、

　……え？

　Mouri-01が動いていた。負ふ傷しようによるよろめきや、反動の揺らぎではない。

「残念ですね」

　Mouri-01が、身を起こしていた。彼女は、走ってくるテーブルの天てん面めんに速度を合わせ、右足あし裏うらを当て、斜め立ちに乗った。

　テーブルに波乗りする動きに淀よどみはなく、そしてミトツダイラは気付いた。

　……これは、ウオルシンガムやホライゾンと同じ……！

「──食らう前に、右腕うでを先に外しましたのね!?」

　その通りの事が生じた。

　Mouri-01の右腕が、宙ちゆうで自ら一回転した。

　それは肩かた内側の接せつ合ごう部ぶを露あらわにしたまま、高さ三メートルの位置に己おのれを走らせる。

　重力制せい御ぎよだ。

　彼女の右腕は、短たん銃じゆうを握った手をテーブルから突き出す刃やいばに向けた。

　同時のタイミングで、Mouri-01が左手を振った。

　左のスカートから宙に零こぼれるのは二本目の短銃の部品。

　彼女は射しや撃げきの鉄てつ塊かいを一いつ瞬しゆんで左手に形成し、テーブルから突き出した刃に向ける。

　大おお谷たに・吉よし継つぐは情報体たいだ。ならば刃も彼の一部であり、撃うてばダメージが入る。

「頂いただきます！」

　射しや撃げき音おんが響ひびいた。

　だが、それはミトツダイラにとっては意い外がいなものだった。何な故ぜなら、単発であり、

　……速い!?

　タイミングが違った。

　宙にて己を固定した彼女の右腕。その五ご指しが持つ短銃が、一テンポ速い射撃を送ったのだ。

　それも、相手は大谷・吉継ではない。

「Mouri-01!?」

　Mouri-01の右腕が、己の短銃で、自分の本体を穿うがっていた。
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　浅あさ間まは、動きを見切れていなかった。

　元々、自分は学生であり、巫み女こだ。近接戦せん闘とうの機き微びや動作の意味が解わかるものではない。

　だが、ミトツダイラや氏うじ直なおよりも、明確に解ったものがあった。

　それは、Mouri-01の右腕が、彼女の本体を射撃した理由だ。

　……あれは……。

　下がる自分達から見て、左に打だ撃げきされたMouri-01が吹っ飛ぶ。

　宙に舞った金きん髪ぱつのロングヘアと、宙に固定されたように存在する彼女の右腕を見て、浅間は声をあげた。

「──病原ウイルス式しき制御情報プログラムです！」

　大おお谷たに・吉よし継つぐの正しよう体たいだ。

「彼は単なる情報体たいじゃありません！　通つう神しん経路を利用して、通神や制御機き能のうのある機き械かいを狂わせたり、乗っ取る事が出来る病原式です！」
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　Mouri-01の右腕うでが、大谷・吉継に乗っ取られた。

　その事実を見た瞬しゆん間かん。判はん断だんを一つ下した者がいる。

　浅あさ間まだ。

　彼女は急いで武蔵むさしの全ぜん艦かん禊祓みそぎ情報を確かく認にんしたのだ。

「……侵しん入にゆう報告や記録は!?」

　外部からの病原式制御情報は、それこそ日々の攻こう撃げきとして武蔵にはやってくる。各かつ国こく、各企き業ぎよう、そして個人ですら、武蔵の中にある情報を欲し、攻撃を仕込んでくるのだ。

　防ぼう御ぎよのためには、まず通神帯ネツトの各所に関せき所しよともいえるゲートを設け、そこでチェックを行う。その上で、通神経路の禊祓だ。

　日々行っている通神や流りゆう体たい経路の整せい調ちようは、艦内のインフラの流れを整えるだけではなく、取り漏もらした病原式なども一気に消し去る意味を持つ。これは定期的に行うものだが、浅間は暇ひまな時にはチェックを入れるようにしている。

　……別に病原式に限らず、淀よどみやら怪かい異いやら、通神障しよう害がいとかへの対策になりますしね。

　長年、浅間神じん社じやが担たん当とうしてきた事なので、基本、操そう作さ一つで艦内は整調される。

　不ふ純じゆん物ぶつや悪あく意いあるものは禊みそぎされ、多くは流体へと戻るのだ。

　その際、個人の通神履り歴れきで、外の〝余よ計けいなもの〟に引っかかった記録がとれる。例えば、毎度毎度、どうみても詐さ欺ぎな欧おう州しゆうの無む修しゆう正せい教きよう譜ふ壁へき画がサイトの入口ボタンを連れん打だする馬ば鹿かがいたり、病原式たっぷりのエロゲ攻こう略りやくサイトを閲えつ覧らんする馬鹿や、個人情報引き抜き型のエロ動画サイトを定時閲覧する馬鹿がいる。全部一人の事だが。

　最近は彼の表示枠サインフレームと筐きよう体たいに、神社側のプロが使用するステルス閲覧ソフト〝尊たける隠がくれ〟を搭とう載さいさせたが、ひょっとして自分は国家代表をエロ専門のスパイに仕立て上げてないだろうか。

　ともあれ、武蔵の方は安全が確認出来た。単純に、防ぼう護ごに掛けている出力勝ちと言ったところだろうか。大谷も、武蔵側に手が出せないからここに登場したのかもしれない。

　……でも、輸ゆ送そう艦かんクラスは、全艦検けん分ぶんした方がいいですね。

　父に早さつ速そく連れん絡らくを送っておく。

・浅間父：『うん！　父とうさんこれから港に行って見てくるよ！』

　何隻せきあると思ってるんですか。

　ただ、状況は推すい移いしていた。

　Mouri-01が宙に吹っ飛ばされ、そしてこちらにテーブルが加か速そくした。

　その上空では、Mouri-01の短たん銃じゆうがこちらを向き、

「危ない……！」

　浅あさ間まは防ぼう護ご障しよう壁へきを張り、前に出ようとした。

　下がる彼とホライゾンの前方、そこが自分の行くべき位置だと思ったのだ。しかし、

「駄だ目めだ浅間、オメエが前出ちゃなんねえ」

　彼が言った瞬しゆん間かんだ。

「いけません浅間様！」

　後ろから、二本の手が、こちらの身を止めた。

　ホライゾンだ。

　そして、後ろから抱きかかえるようにされた五ご指しが、胸を前から後ろにホールドする。

　……え？

　浅間にして、なかなか体験した事のない深ふか揉もみであった。
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　大おお谷たには、悲鳴を聞いた。

　押し切り、バリケードかつ打だ撃げき物ぶつとして有効なテーブルの向こうからだ。

　それは、Mouri-01のものかと思えば、

「きゃあああああ!?」

　……何なに故ゆえに浅間神じん社じや代表!?

　武蔵むさしの連れん中ちゆうは仲間割れが常じよう道どうだと、そんな因いん果がを羽は柴しばからは含められている。

　それがまさか、こんな現場でも行われるとは。

　平和な羽柴勢ぜいで良かった。柴しば田た勢はちょっと共とも食ぐいのケが強いと聞いた事もあるが、

　……柴田様達を越える武蔵の弱じやく肉にく強きよう食しよく性せい、恐るべし……！
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　武蔵の甲かん板ぱん上で、笑い声が響ひびいた。

　喜き美みだ。彼女は長なが椅い子すの上で横向きになって、露あらわになった胸と腹を抱えながら、

「ククク、いい感じのディープモミングだわ！　というか私にも出来るかしら!?　あ、ミトカーチャンは余よ裕ゆうだってのが見た目で解わかるから試そうとしなくていいわよ!?　ほら、アデーレ！　もしくは鈴すず！　ちょっとこっち来て揉んでみなさい！」

「え？　えっ？」

「どうして自分が！　というか、上が危険ですって！　どーするんですか!?」

「そうねえ」

「そうですわね」

「そうね」

「そうですね」

　と、喜き美みは、人狼女王レーネ・デ・ガルウと、成なる実みと誾ぎんと共に呟つぶやいた。

　喜美は人狼女王を見る。すると彼女は成実を見て、成実は誾を見て、誾は、

「宗むね茂しげ様」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──向こうの艦かん上じようは、毛もう利り方かたの権けん限げんのある場所なので、そこに私達が外から飛び込む事は出来ません。勝かつ手てに他国で防ぼう衛えい行動を展開した事になりますから。

　毛利方も、明日あしたからこちらと一いつ戦せん構える手前、私達に貸しを作るのは避さけたいところでしょう。ならば後は、現場戦せん力りよくに任せるしかありませんね」

「──だ、そうですよ」

「だ、そうよ」

「だ、そうですわね」

「だ、そうねえ」

　アデーレは、返ってきた答えを聞くと、ややあってからこう叫んだ。

「第五特とく務む！　頑がん張ばって下さあ──い!!」
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　大おお谷たには、テーブルの陰から、右の宙にMouri-01が飛ぶのを見た。

　彼女が宙に舞ったのは、自らテーブルを蹴けったせいもあろう。衝しよう撃げきを逃のがしてダメージを小さくするくらい、自じ動どう人形の思し考こう速度ならば楽に行うのは解わかっている。

　しかしMouri-01は、左手に銃じゆうを持っていた。

　こちらから見れば外側の腕だ。空中から振り向いて自分を狙ねらう事は難しく、もし撃うったとしても、致ち命めいがあるかどうかは事故レベルの話だろう。

　ゆえに大谷は決断した。ここで勝負だ、と。

　テーブルを再び蹴りつけ、下がる相手にぶつけるのだ。

　狙いは左側、北ほう条じようと毛利の代表だ。

　彼女達をテーブルで足止めし、本ほん命めいを討うたねばならない。

　本命とは、武蔵むさしの総そう長ちようだ。

　……羽は柴しば様や三みつ成なり君に対しての最大の敵！

　関せきヶ原はらと大おお坂さかの役えき、そこにおいて羽柴勢の因いん縁ねんとなる敵だ。

　それをここで討てるなら、戦せん果かとしては充分だろう。

『毛利！　北条！　貴女あなた達は自分達の未来のため、歴史再さい現げんを弄もてあそぼうとしている！

　ならば、自分がその遊び気分の根を断つ所しよ存ぞん！』

　言って、大おお谷たには、テーブルを強く押した。

　前に身を起こしながら、肩でテーブルを吹き飛ばし、更さらには、

『行きます！』

　テーブルの天てん面めんを、裏から蹴けり飛ばした。

　瞬しゆん間かん。

　……は!?

　視覚情報を得る制せい御ぎよ系けいが、それを見た。

　正面から、水み戸と領りよう主しゆが飛び込んで来るのを、だ。
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　一いつ瞬しゆんだった。

　大谷は、水戸領主がテーブルを飛び越えるのだと思った。もしくは踏み台にして越え、こちらの後ろに回るのだ、と。

　違った。

　水戸領主は真ま正しよう面めんで歩数を合わせると、右脚あしを膝ひざからかち上げた。

　そして、

「はい……っ!!」

　自分が蹴った直後のテーブルを、蹴り潰つぶしたのだ。

　それもこちらへ。後ろの足二本を折り割る勢いで、だ。

　結果としてテーブルは支えを失い、

「……!?」

　高速に閉じた。





●






　氏うじ直なおは、あり得ないものを知ち覚かくした。

　……は？

　テーブルが、足を失って、単なる板となった。

　水戸領主が、大谷の蹴り飛ばしに対してカウンターを当てたのだ。

　それも、単なる蹴り返しではない。

　上から斧おののように叩たたき込む踵かかと落おとし。

　その一いち撃げきは、分ぶ厚あつい天てん板いたを打ち、支えとなっていた二本の足を砕くだいた。そして、破は砕さいの音が響ひびいた瞬しゆん間かん。

「どうですの!?」

　水み戸と領りよう主しゆの踏んだ足の下。テーブルが天てん板いただけとなっている。

　大おお谷たにはその下だ。

　どう考えても、潰つぶれている。一いつ瞬しゆんの内に起きたテーブルのはたき込みに対し、避よける事が出来なかったのだろう。

　だが、即そく座ざの応答があった。

　光だ。

　水戸領主が踏んだ天板。甲かん板ぱんとの隙すき間まから、潰れた風が巻き上がっていたが、

　……違います！

　天板の中央に、人ひと影かげが生はえた。

　武ぶ人じんの姿すがたは、大谷・吉よし継つぐだ。

　情報体たいである彼は、自らがテーブルの天板に触れるための設定を外したのだ。

　テーブルは彼を潰せなかった。

　大谷・吉継は、勢いよく身を跳ね上げ、

『見事……！』

　言うなり、一いつ刀とうを水戸領主に叩たたきつけた。

　伸びのある一ひと振ふりだ。それは、実際にも数メートルを伸び、水戸領主の胴どうを横よこ薙なぎに叩き割ろうとする。

　当たった。

　そして斬ざん撃げきの行方ゆくえで、光が散った。

　快音の響ひびきは、一つの答えを見せている。

　大谷の一刀が砕くだけたのだ。
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　大谷・吉継は、風に散る光の欠片かけらを視し認にんした。

　……砕けた!?

　その通りだ。

　己おのれが振った自らの先せん鋭えい。敵にまで優に届く一いち撃げきが破は砕さいされていた。

　何な故ぜです、と大谷は思った。今の自分は、己の刀が当たるぎりぎりまで、刃やいばに当たり判はん定ていを入れていなかったのです、と。

『────』

　疑問ゆえ、大谷は敵を見た。

　高速の視し界かいの中、正面に立っているのは水戸領主だ。

　彼女が人狼ルウガルウの血を引いているのは解わかっている。総そう長ちよう連れん合ごう年ねん鑑かんを読めば、その程度の情報は知る事が出来るのだ。

　だが、人狼ルウガルウの血を引いていても、情報体たいである己おのれに触れる事は出来ない筈はずだ。

　……ならば……!?

　と、大おお谷たにが疑問した瞬しゆん間かんだ。

『────』

　大谷は、自分の背後からの一いち撃げきを悟さとった。

　風だ。

　今、自分の身はテーブルを抜けた余よ波はで、軽く散っている。

　その散り先にある自分の身体からだの一部。己を押さえ込むように巻かれた紙かみ様ようの流りゆう体たいと文字が風に流れ、身体よりも先にそれに触れたのだ。それは、

　……結けつ界かいの十じゆう字じ架か型がた表示枠レルネンフイグーア!?
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　ミトツダイラは、前に出た。

　何な故ぜなら、大谷が勢いよく伏せたからだ。

　身体を下に、まるで虫のように低くした彼の頭ず上じようを、一本の光が走ってくる。

　刃やいばだった。それも、流体で出来た十字架だ。

　テーブルに刺さっていた結界用の十字架型表示枠サインフレームだった。

　対たい霊れい用よう。人では触れる事が出来ないものだ。

　それが今、こちらの手元へと宙を突っ走ってくる。

　……摑つかめぬものを摑む技。

　その仕掛けは簡単だ。

「銀ぎん鎖さ！」

　銀鎖は神しん格かく武ぶ装そう。流体系けいの金属で出来るそれは、鎖くさりとして実体形成された後も力を有している。

　腰のハードポイントにつけているオベリスクは二本。射しや出しゆつされた銀鎖の数もそれに等しい。

　だが、先せん端たんのタイトアームで大谷・吉よし継つぐを確保する事は避けたい。大谷の〝病原式ウイルス〟がどこまで効果を持つか解わからないからだ。

　ゆえにミトツダイラは二本の結けつ界かい用表示枠サインフレームを銀鎖のタイトアームに取った。

　テーブルを叩たたきつけた瞬間、最低限高度設定をされている結界式表示枠がテーブルから浮いたのだ。それらの内、抜け落ちていく二本をミトツダイラは拾い、大谷に放った。

　銀鎖を利用した背後からの斬ざん撃げきは、かわされた。だが、タイミングを見るからに、

　……視し覚かくに頼っている!?

　情報体が人間の形にこだわる事に、意味はあるのだろうか。

　浅あさ間まに聞くと答えてくれそうだが、解説が長くなる気もする。

　今はただ、

「ようやく相手が出来ますわね!!」

　ミトツダイラは銀ぎん鎖さを短く引き寄せ、大おお谷たにに双そうの刃やいばを叩たたき込んだ。







[image: 第二十三章『露天高所の交錯者達』]
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　大おお谷たには剣けん戟げきした。

　情報の刃やいばは左右の手に形成されている。対する敵の武ぶ器きは対たい霊れい用ようであるが、こちらは敵を斬きらねばならない。ゆえに出力は、いつでも対たい物ぶつ理り設定で高めに出来るよう設定。

　……あまり長なが居いは出来ませんね……。

　身体からだを巻く紙型の流りゆう体たいの上、文字列れつは踊って宙に散る。

　光の塵ちりを纏まとい、風に流しながら、大谷は敵を相手に双そうの硬こう音おんを穿うがち合った。

　敵、水み戸と領りよう主しゆの剣けん術じゆつは荒い。

　だがそれは、拙つたないのではない。

〝型〟に嵌はまらず、己おのれの最さい善ぜんの動きを、速度と力で強ごう引いんに作り上げているのだ。

　ゆえに、彼女の攻こう撃げきには〝待ち〟が無い。

　攻撃の拍ひよう子しも、息いき継つぎすら無い時もある。

　だから、見ていたところで隙すきは生じない。相手の動きや挙きよ動どうに合わせる事を〝隙を突く〟と言うならば、自分から彼女の速度と力に割り込む必要がある。

『まるで獣けものですね……！』

　光を散らし、ただただこちらの致ち命めいを狙ねらって叩たたき込まれてくる連れん斬ざん。

　連続するそれらの中、一つ一つは柔らかい。

　人間の関かん節せつを使用せず、鎖くさりを用いているのだ。手首の可か動どう角度制せい限げんは無く、鞭むちのような高速で斬ざん撃げきは放たれ、更さらには回りもする。しかも、

　……鎖の伸しん長ちよう距離分ぶんのリーチがあります……！

　それらの複合が、水戸領主の瞬しゆん発ぱつ加か速そくに乗って連れん撃げきする。

　狼おおかみは一人だ。だが、この狼は、一人で充分に群ぐん勢ぜいだ。

　そんな敵の剣は柔らかく飛んで来て、しかし重い。

　こちらを倒すとしても、必要以上の力が掛かっている。

　間違いなく、己おのれより強い敵との戦せん闘とうを経て得た剣術だ。速度と力押しが混ざって、小こ細ざい工くというものが無い。

　それらを捌さばき、こちらは己の刃やいばを通していく。

　速度と力に割り込むしか隙を見い出せないならば、そうするしか無いのだ。

　自分の出力のほとんどは、回かい避ひと敵てき剣けんへの対応に回している。思し考こう速度に加か熱ねつするだけの出力余よ分ぶんはさほど無い。思考は、身体を動かせるようにしてからでなければ意味が無いのだ。

　更さらには、

『毛もう利り……！』

　Mouri-01が、甲かん板ぱんの端はしからこちらを短たん銃じゆうで狙ねらっている。片かた腕うでの膝ひざ着つき姿し勢せいで短銃を構えた彼女からは、時とき折おりに射しや撃げきが飛んでくる。

　水み戸と領りよう主しゆを巻き込まぬために、射撃は単発。それがために、正確な一発が、こちらの攻こう撃げきタイミングを読んで送られてくる。

　彼女の方は、狙ねらいを定める目的で高速思し考こうを利用しているのだろう。射撃姿し勢せいを固めているのも、自分の動作に思考を割さかぬためだ。

　だが、こちらにも手が無い訳わけでは無い。

　彼女の右腕うでは乗っ取って、宙に確保してある。

　本当ならばこれで水戸領主を狙いたいところだが、

『……！』

　Mouri-01に、こちらも射撃を返す。

　連れん射しやである必要は無い。相手の位置を動かすのが目的だ。移動している間、彼女はこちらに精せい査さな射撃が出来ないのだから。

　それに、こちらが奪うばった右腕の先。短たん銃じゆうには弾だん丸がんが補ほ給きゆう出来ない。

　ならば節せつ約やくをしながら凌しのぎ、

　……ああ。

　大おお谷たには思った。今、自分は敵の重圧を凌いでいる、と。
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　Mouri-01は、ある音を聞いた。

『こ』

　まるで、鼓つづみのような音だ。だが、それは楽がつ器きの響ひびきでは無かった。

　大谷だ。彼が銀ぎん狼ろうの攻撃を二に刀とうで弾はじき、ときに刃やいばを差し込んで実体化か。そのうえで狼おおかみの衣服や肌はだを削けずりながら、音を作っている。

『こ、こここ、……こ』

　それは、笑いだった。戸と惑まどいにも似た、笑い声を真ま似ねたような音。

　だが、それは惑いでも真似でもない。

　……己おのれの経験が、浅いのですね。

　大谷の情報は、聖せい譜ふ記き述じゆつにあるものしか知られていない。彼は、P. A. Oda内では当然のように試験を行われてきたろうが、実じつ戦せんはこれが初の筈はずだ。

　そんな状況を思った時、自じ動どう人形の身には悟さとる事がある。

　未知の経験は有ゆう意いである、と。ゆえに、

『ここ、こ、こ』

　拙つたない笑いが聞こえ、

「水み戸と領りよう主しゆ！」

　Mouri-01は危険を感じた。

　高速思し考こうの視し界かいの中、大おお谷たにの身体からだがその発光を強くしている。

　流りゆう体たいが加か熱ねつしているのだ。それは光量としては僅わずかな差ではあったが、

　……喜んでいます……！

　この状況を、彼は歓かん喜きしているのだ。
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　大谷は、笑った。

　当初は、北ほう条じようと毛もう利り、そして武蔵むさしを咎とがめ、必要ならば武蔵総そう長ちようを手に掛けようと思っていた。それが、関せきヶ原はらで失われる自分の、行き過ぎではあるが、今の最さい善ぜんだろうと。

　最善こそが正義なのだ。しかし、

　……この重圧や良し……！

　自分の最さい期ごは、関ヶ原にて味み方かたの裏うら切ぎりに遭あい、壊かい滅めつする事だ。自分の隊たいを失い、敵の手に掛かるならば、と自じ害がいをする事になる。

　絶望的な包ほう囲いを、いずれ己おのれは浴びなければならない。

　それに比べれば、否いな、それを思うならば、今のこの状況は己を加熱するに足る。

　敵地において、複数の敵と相あい対たいしているのだ。

　……ふむ。

　やがて、いつか、いずれ、そして近い未来において、自分はこれよりも激しい場の中央で己を全うする事になる。

　所しよ詮せんは人工の存在だ。

　制作した羽は柴しば達にはいろいろな思いがあるだろうが、制御情報プログラムとは一つの意い義ぎを持つ。

　与えられた命令コードを実行する事だ。

　己の身体に刻まれた絶対の命令は、たった一つの名前だ。

　大谷・吉よし継つぐ。

　羽柴に認められた知ち勇ゆうの武ぶ将しようで、石いし田だ・三みつ成なりの親友でもある。

　だが、後年は重病に冒おかされ、その身をもって三成に呼こ応おう。一時は親しん松まつ平だいら側がわでもあったが、関ヶ原では西せい軍ぐんとなる。

　後は、幾いく度ども確かく認にんした通りだ。

　自分の命令コードは、関ヶ原で完かん結けつする。

　しかし、まだ起きてもいない事は、推すい測そくしか出来ない。

　羽柴の元で組み上げられ、ロールアウトした後も、実際の自分がどういう運命を経ていくのかは高速思考のシミュレーションでしか得られない架か空くうだった。

　だが、今は違う。

　敵だ。この敵の重圧が、いずれ、何百、何千倍にもなって襲おそってくるのだ。

『こ、こここ、……ここ』

　喉のどが笑っている。そう、未知のものと出で逢あい、自分の可能性を、果たすべきを、満足の形を悟さとった際、人類は笑うのだ。

　大おお谷たには笑った。そして大谷は感かん謝しやした。会議への介かい入にゆうと咎とがめに対し、即そく座ざの応おう撃げきをもって得られたこの戦せん闘とうに謝しや辞じを送る。

　自分の未来を、初めて、実感として与えてくれた相手に対し、

『有あり難がとう御ご座ざいます』

　言った瞬しゆん間かんだった。大谷は刀を抜いた。

　両手にしていた刃やいばではない。胸部中央。鎧よろい型がたにした身体からだを左右に本のように割って、

『来たれ』

　光だ。刀でも、剣の形でもない。

　ただ情報体たいとしての、己おのれの出力の基き礎そ。自らの身体より起き立りつするのは、一ひと振ふりの長さの、

『〝敦つる賀が正まさ宗むね〟』

　大だい刀とう一木。

　それを構えた直後。空が光った。上空だ。己の頭ず上じようへと来るのは、

『ほう、確実を期して来ましたね』

　莫ばく大だい量りようの十じゆう字じ架かが瀑ばく布ふのように落らつ下かしてきたのだ。
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　ミトツダイラは下がった。

　降ってくるのはもはや壁と言うよりも、塊かたまりのように密みつ集しゆうした結けつ界かい式しき表示枠シーニヤカドルだ。

　大谷を刺し止めるのではなく、潰つぶすための攻こう撃げきだった。

　内容は旧派カトリツク式、その落下を指し揮きするのは、

「容よう赦しやしちゃなんねえな!!」

　輝てる元もとだ。

　既すでに甲かん板ぱん後部にまで下がった彼女達は、Mouri-03を始めとする自じ動どう人形達たちに守られている。そこに自分の王達もいるのを見たミトツダイラは、空からの落下物の形を見切り、

「──！」

　大谷に向け、銀ぎん鎖さの持つ二に剣けんを投じた。

　ただ投げたのではい。

　狙ねらったのは胸から一いつ刀とうを抜いた彼の左右、回かい避ひの動きに制限を与える軌き道どうだ。

　だが、落下の十字塊かいが落ち切る瞬しゆん間かん。ミトツダイラはある光こう景けいを見た。

　大おお谷たにが眼がん前ぜんに抜いた刃やいばを構え、ただ真まっ直すぐ上に立てたのを、だ。
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　毛もう利りの外がい交こう艦かん。その甲かん板ぱん上で光が爆ばく発はつした。

　瀑ばく布ふ同然に落らつ下かした結けつ界かい式しき表示枠シーニヤカドルの群が、一いつ斉せいに弾はじけて散ったのだ。

　だがそれは、狙ねらった結果ではない。

「砕かれた……!?」

　その通りの事が起きた。

　皆が確かく認にんする先で、一ひと際きわ大きな破は砕さいが生じたのだ。

　ただ響ひびくのは、空気の唸うなりと炸さく音おん。

　そして散じる光の塵ちりと欠片かけらが、一いつ瞬しゆんの溜ためをもって一際強く爆ばく砕さいする。

　後に残ったのは、表示枠の莫ばく大だいな破は片へんと光の霧きり。更さらには、

「あれは……」

　至し近きん距離にいたミトツダイラは、光の中にあるものを見ていた。

　散った十じゆう字じ架かの中央、そこに立つのは武ぶ人じんの姿すがただ。

　大谷・吉よし継つぐは、無ぶ事じだった。
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　ミトツダイラの視し界かいの中、大谷・吉継には何の欠けつ損そんもない。

　空からの圧あつ撃げきは、彼に何の負ふ傷しようも咎とがめも与えていないのだ。

　……どういう事ですの？

　巻き紙に似た光と散る文字によって構成された大谷は、先さき程ほどと変わりなく立っているように見える。ただ変化があるとするならば、胸前の刃が消えているのと、

「……？」

　何かが、散り降る光の中にある。

　否いな。光の中にあるものは、まだ完全に形成されていない。

　大谷の背後の空で、ゆっくりと形をとりつつあるものがあるのだ。

　腕だった。

　彼の背後の宙から空中へと突き出されているのは、青白い光で出来た細く長い腕だ。一いち関かん節せつ辺りは三メートルを下らないものが三本。

　どれも同じ形をしていた。

　機き械かいのように、関節構造を持ち、動けば軋きしみすら聞かせそうな腕のそれぞれは、その先せん端たんを刃やいばと同どう化かしている。それらの全体の形状は、ミトツダイラから見れば、

　……武ぶ神しんですの!?

　伊だ達て家けにおいては、先日の騒そう動どうの際、正まさ宗むねの武神〝青せい竜りゆう〟が、その腕だけを空中から現出した経緯いきさつがあるという。

　大おお谷たにの方は、そのような一部射しや出しゆつを能のう動どう的てきに行えるのだろうか。しかし、ミトツダイラは疑問した。あの巨きよ大だいな腕の根元。その向こうには何がいるのだろうかと。そして、

　……情報体たいの武神は、どのような運用をしますの？

　武神も、制御情報プログラムで出来ている筈はずだ。

　ならば敵は、それをどう使うのか。

　思った瞬しゆん間かん。大谷が動いた。彼は右の手を掲かかげ、手首から先を真ま下したへと振ったのだ。

『──さて』

　声が聞こえた。

　その響ひびきに対し、ミトツダイラは前に出た。

　何が自分に出来るかは解わからないが、銀ぎん鎖さがあれば接触は可能だ。だから、

　……止めますわ！

　しかし、大谷は、意い外がいな動きを武神に与えた。

『侵おかしなさい。〝敦つる賀が正まさ宗むね〟』

　三本の巨大な刃やいばを有した腕。その一本が、真下に叩たたき込まれた。

　まるで杭くいのように、甲かん板ぱんを貫かん通つうしたのだ。

　直後のタイミングで、ミトツダイラはあるものを失った。

　足あし下もとだ。

　走る己おのれの足先から、床たる甲板が、

　……消えた!?
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　ミトツダイラは、空転しかけた足を強ごう引いんに前に踏んだ。

　踵かかとに堅けん音おんを立てる動きは、確かな制せい動どうになった。それは自分の足下に、甲板が存在しているという事だ。

　足あし場ばは消えていない。

　ただ、この長ちよう大だいな空の天てん板いたが、確かな揺れを得たのだ。まるで打だ撃げきを受けたかのように、力を失い、縦たてに小さな落らつ下かをした。

　しかもそれは、今も続いている。断だん続ぞく的に、この外がい交こう艦かんが身もだえるような動きを吐き、大きく震えているのだ。

　震しん動どうには鉄の軋きしみもついて来た。

　……何ですの!?

　何かが艦かんに起きている。

　否いな。今、この場に生じている事は、推すい測そくがつく。ただそれが、今まで見た事も聞いた事も無い事態なので、己おのれの予想を信じていいかが解わからないのだ。

　現在の状況。

　それは一体、何かと言えば、

『輝てる元もと様！』

　艦かん内ない放送から、自動人形ベル・デ・マリオネツタの声が響ひびいた。

『艦の制せい御ぎよ系けいを何者かにロックされました！　当艦は制御不ふ能のう！　現状──』

　艦の左側、武蔵むさしに面した側から衝しよう撃げきが走った。

　甲かん板ぱんが軋きしみを上げる程ほどの震しん動どうが、鉄の音の連続を重ねて左さ舷げんから来たのだ。

　……これは……！

『──左舷側、流りゆう体たい砲ほう展開。流体燃料の制御解かい除じよされます！　──砲ほう撃げき可能です！』
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「あら、ちょっと困りましたわね。ちょっと、手配を一つ御お願ねがい出来ます？」

　という人狼女王レーネ・デ・ガルウの声を、誾ぎんは聞いた。

　頭ず上じよう。毛もう利りの外がい交こう艦かんの上では、戦せん闘とうが生じていた筈はずだ。

　……随ずい分ぶんと、派は手でにされておられましたが。

　今、外交艦の側そく部ぶにある十六のハッチが開き、そこから短たん砲ほう型がたの流体砲が突き出している。

　誾は、既すでに有ゆう事じのために四つ角十字クアトロ・クルスを引き抜いていたが、一応、二つ問うてみた。

「宗むね茂しげ様、この期ごに及んでも、こちらから援えん護ごを行う事や、面めん倒どうなので外交艦を撃げき沈ちんする事は不可能なのでしょうか」

　そして、

「外交艦がこちらに砲撃してくるというのは、あり得るのでしょうか」

「そうですね。誾さん。──最初の質問ですが、向こうの艦が制御不能を宣せん言げんしましたが、代表の毛利・輝元様は、その事を認めていません。ゆえに、現状ではまだ、私達が動けば外交問題に進展する可能性があります」

　成なる程ほど、と言ったこちらに、宗茂が更さらに言葉を続ける。

　彼は、空を見上げ、外交艦左舷に並んだ十六の砲ほう列れつを確かく認にんした。

「基本。外交艦が来らい航こうする時、武ぶ装そうに関しては使用不可能な状態にしています。流体砲の場合、燃料供きよう給きゆうを絶ち、芯しん弾だん形成の機き構こうにロックを掛け、それを相手国に確認させておく訳わけです。しかし──」

「病原ウイルス式しきの大おお谷たに・吉よし継つぐに乗っ取られてしまった以上、そのロック類は無効と言う訳ですね」

「Ｊｕｄジヤツジ．、外がい交こう艦かんとはいえ、万まんが一いちがありますから、無む武ぶ装そうで運用するような無防備はあり得ません。外がい交こう上、敵てき対たいした国からの逃とう走そうを可能とする、そんな程度の武ぶ装そうは搭とう載さいしています。

　ただ、この至し近きんとなると──」

　アデーレが叫んだ。彼女は、表示枠サインフレームを開いて何か手配中の人狼女王レーネ・デ・ガウルを見つつ、

「総そう員いん防ぼう御ぎよ姿し勢せい──[image: ]」

　直後に流りゆう体たい砲ほうが炸さく裂れつした。
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　浅あさ間まは、震しん動どうする外交艦の左さ舷げんから、武蔵むさしへと向けて放たれた光を見た。

　流体砲の発はつ射しや光だった。

　流体砲は流体の芯しん弾だんを核かくとした光こう砲ほうだ。発射機き構こうと流体燃ねん料りようだけで砲ほう撃げきが可能であるため、小型化されたものは艦かん内ないのスペースを食わずに設せつ置ち出来る。

　ゆえに小型流体砲は、燃料の豊富な大型艦の砲ほう列れつ稼かせぎや、外交艦に用いられるものだが、

　……一いつ斉せい砲撃はヤバいんじゃないですか!?

　至近であれば、武蔵側の反応も難しい。防ぼう護ご障しよう壁へきはどれだけ間に合うのか、と浅間が頭の中で試し算さんを始めた時、

「おや」

　後ろに立つホライゾンが、こう告げた。

「当たりませんね」

「──え？」

　浅間が疑問する視線の先、空を光が突き抜けた。

　数にして十六。白い光線は大だい出力で、真まっ直すぐに空を走る。

　……あの行く先は──。

　外交艦の左舷正面。距離八百メートル程ほどの位置には武蔵むさし野のの橋きよう状じよう艦かん橋きようがある。

　弾だん速そくから言って、二秒強で届く位置だ。

　だが、浅間の目から見ても、一つの事が確かく認にん出来た。

　武蔵野側で、何の反応も起こしていないのだ。

　その、完全無む視しの無反応に、浅間は一つの音を心に作る。それは、

　……あ。

　当たらない、という事が確かく信しん出来た。武蔵が何もリアクションをとっていないなら、これは当たる軌き道どうではないのだ、と。

　同時に、空を光が走り抜けた。

　武蔵野艦橋、その直ちよく上じよう三十メートル程を、十六の光線が通過した結果だ。
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〝武蔵むさし〟は、武蔵野むさしの艦かん橋きよう上から、毛もう利りの外がい交こう艦かんを見み据すえていた。

　上空を抜けていった流りゆう体たい砲ほうについては不ふ問もんだ。

「当たらなければ問題は無し。……無む論ろん、この高度は輸ゆ送そう関係の艦かん船せんが使用しているので危険な砲ほう撃げきである事は確かですが──」

〝武蔵〟は、表示枠サインフレームを展開した。

　映すのは毛利の外交艦。その左さ舷げん側面だ。

　白の外交艦の外がい壁へき上部には、十六の砲ほう口こうがあった。そのハッチは現在、全て展開している。

　表ひよう示じ内容を拡大すれば、内部には流体砲の砲ほう門もんがあった。

「本来なら、水平射しや撃げきでこの武蔵野艦橋を砲撃出来た筈はず。敵の制せい御ぎよ下かにあって、それが外れるとなると、別の方法が必要ですね。──以上」

〝武蔵〟は、表示枠の中に、毛利側の判はん断だんを見た。

　大おお谷たに・吉よし継つぐに乗っ取られ、自分達の制御を外れた流体砲。その砲撃軌き道どうを変えたのは、

「やはり、必要なのは私達の助じよ力りよくですか。──以上」

　開いたハッチの向こう。砲門の傍そばに人ひと影かげがある。

　自じ動どう人形だ。

　毛利の侍じ女じよ式しき自動人形達が、砲門一つにつき、二人セットでしがみついている。

　彼女達は、重力制御とその力を持って、強ごう引いんに砲門の向きを変えたのだ。

　その光こう景けいを見て、〝武蔵〟は遠くにいる同どう類るいに軽く頭を下げた。

「──Ｊｕｄジヤツジ．、私共どもでも、そういたしましょう。──以上」
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「いい判はん断だんだMouri-01！」

　甲かん板ぱん上、後部と中央側で声が交こう差さした。

　来らい賓ひんをガードする自動人形ベル・デ・マリオネツタ達の前、腕を組んで立つ毛利・輝てる元もとと、

「お褒ほめに預かり光こう栄えいです……！」

　甲板中央近ちかく、右腕を失ったまま、短たん銃じゆうを左手に笑えみを作るMouri-01だ。

　そして輝元が、口を大きく開けて言い放った。

「──今のはさっきの会議がまとまった事への祝しゆく砲ほうだ！　武蔵側は毛利との交こう渉しようが上々だった事を喜べ！」
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・●　画：『どうやって喜べばいいのよ』

・金マル：『わあい……、当たらなかった……、わあい……、って、そんな感じで？』

・83　　：『嫌いやな表現ですネー』
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　浅あさ間まは、横の正まさ純ずみが、俯うつむいた状態になったのを見た。彼女は開いた両手を肩の辺りまで何度か上げ、

　……ああ、万ばん歳ざいの表現。

・あさま：『政治家かって、大変ですね』

・副会長：『いや、これ、政治家の仕事じゃないぞ！』

　だが、自分達より一歩前に出ている者がいる。

　トーリだ。彼は祝いの踊りをくねくねしながら、

「おい、輝てる子こ！」

「誰だれが輝子だ馬ば鹿か野や郎ろう！」

　言う方も言われた方も大たい概がい酷ひどい。だが、彼は腰を横にグラインドして言った。

「今の祝しゆく砲ほう、毛もう利りと俺おれ達は外がい交こう上う手まく行ったって事か!?」

　はあ？　と振り向く輝元が眉まゆを歪ゆがめた。だが、彼女は口を横に大きく開き、

「──当たり前だ!!　だから祝砲撃うたせたんだぜ!?」

　俯うつむいたままの正純が、両の手を握った。言質げんちを取れて、やる気が少し回復したらしい。

　だが、今の遣やり取とりに抗こう議ぎの声を飛ばしてくる者がいた。

『虚きよ言げんです！』

　甲かん板ぱん上、長大な武ぶ神しんの腕と刃やいば一本を突き立てている大おお谷たに・吉よし継つぐだ。

　彼が、左の腕を下に振った。

『左さ舷げん砲ほう門もんにもう一度砲ほう撃げきを行わせます』

　告げた瞬しゆん間かんだ。

　輝元が叫んだ。

「祝砲二発目用意──！」

『無む駄だです』

　大谷は、輝元の意い図とを読んで、こう告げた。

『次は、軌き道どう設定を入れます。──下方、それぞれ違う角度で、武蔵むさしに当たるように』
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　正純は、危険を感じた。

　……軌道設定を入れるだと？

　発はつ射しやした流りゆう体たい砲ほうの光線を、下へと曲げる設定にする。

　そうなった場合、もはや砲ほう門もんの角度を変えても意味は無い。武蔵むさしへと、流りゆう体たい砲ほうの光線は当たる事になる。

　そして、輝てる元もとの虚きよ言げんも、噓うそだと言う事が証しよう明めいされる。

　当たったら酷ひどい事になるだろう。何しろ至し近きんで流体砲、十六発だ。

・副会長：『ああ、皆、ここでお別れか……』

・煙草女：『おいコラ、何を勝かつ手てに完かん結けつしてるさね』

・武　蔵：『有ゆう事じの際には至近であってもこちらでなるべく対応いたしますが。皆様の方でも可能な限り、自己防ぼう護ごを御お願ねがいいたします。──以上』

・貧従士：『──何で皆こっち見てるんですかあ!!』

・賢姉様：『フフ、でも、防護したところで、それやってるだけで、毛もう利りの今までの発言は全部駄だ目めになるわよね？　そこらへん、毛利の大たい将しようはどう思っているのかしら』

　確かにそうだ、と正まさ純ずみは思った。

　ここが交こう渉しようの場だとしたら、やはり言葉で大おお谷たにをどうにかすべきだろう。

「毛利・輝てる元もと！」

　正純は自じ動どう人形のガードを従えて眼前に立つ輝元へと声を掛けた。

「いいか!?　毛利・輝元、落ち着いて対たい処しよするんだ！　いいな!?」

「Ｔｅｓテスタメント．、わーってるわーってる。あたしに任せておけ！」

　頼もしい。やはり大たい国こくを支える女という事か。

　……行けるか。

　正純がそう思った時だった。輝元が大谷を指さして叫んだ。

「やれるもんならやってみやがれ!!」
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「こらあ──!!」

　正純は即そくでツッコミを入れた。

「武蔵に砲ほう撃げきが当たったらどうなるか解わかってるのか!?」

　ああ!?　と輝元が振り向いた。彼女は眉まゆを歪ゆがめて、

「どうなるか、お前は言えるのか!?」

　言われて見ると、上う手まく言えない。

　ややあってから、通神文メールが来た。それはネシンバラからのもので、題名には〝何が起きるか書いておいたよ！〟とある。だから正純は、表示枠サインフレームを両手で持って、

「ズゴドラグガヤゴワアアアアアン。爆ばく発はつの音が黒い暗あん黒こくの煙をともなって武蔵の甲かん板ぱん上じようを高速の風となって薙なぎ払った。おお、観みよ、砲撃の光は空からのエンジェルステア。その威い力りよくは十六発の落らく雷らいのように、空の打だ撃げきに等しい」

「棒ぼう読よみだぞ」

　正まさ純ずみは表示枠サインフレームを床に叩たたきつけた。

　背後、ホライゾンがこちらの肩に手を乗せてくるのを払って、

「酷ひどい事になるんだよ！」

　そうか、と輝てる元もとは頷うなずき、大おお谷たにを指さした。

「おまえはひどいやつだ！　武蔵むさしの副ふく会長もそう言ってるぜ！」

『い、言うに事こと欠かいて、またそのような戯ざれ言ごとを！』

　大谷が、輝元を指さした。

『砲ほう門もんを向けられた無む辜この人々を顧かえりみぬ所しよ行ぎよう！　悪としか言いようがありません！』

「お前もだあ──!!」

　正純は、毛もう利り勢ぜい以外の皆とツッコミを入れた。

　だが、輝元は聞かない。彼女は胸を張って、

「じゃあどうするってこっちは訊きいてんだ！　ああ!?　どうすんだ馬ばァ鹿か！」

「毛利・輝元！　お前も挑ちよう発はつすんな！　──おい！　北ほう条じよう！」

　振り向くと、氏うじ直なおは表示枠を開き、諏す訪わ方面の概がい要よう図ずを見ている。頰ほおに手を当て、時とき折おり、

「ほう……」

　と吐と息いきしているが、完全に現実逃とう避ひだろう。

　氏直は使えなくなった。そして背後からは馬鹿が、

「おい！　セージュン！　このまま全てが崩ほう壊かいか!?　そうなんだな!?」

「トーリ君は盛り上がる事だけ考えてないで落ち着いて下さい！　これから正純が輝元さんを説得しますから！」

・副会長：『無む理り言うな!!』

・銀　狼：『あら？　そ、そういう流れじゃありませんの？』

・俺　　：『ああ……、やっぱセージュンも無理な事あったか……』

・蜻蛉切：『正純、いざとなったら拙せつ者しやが乗り込んで解決するで御ご座ざるから安心するがいいで御座る！』

　危険だ……、と正純はしみじみ思った。だから、

「毛利・輝元！　もし武蔵に砲ほう撃げきが向く事があったら、──誠まことに遺い憾かんだぞ!!」

・約全員：『意味あんのか!!』

・副会長：『うるさいな！　〝誠に遺憾〟は〝大変遺憾〟よりもレベル上なんだよ！』

　だが、そんな事を言っている間に、輝元が言葉を作った。

「まあ仕方ねえ。武蔵を巻き込んだらいけねえわな。他国だし」

　真ま顔がおで輝元がそう言って、吐息を一つ。そして彼女は大谷に向かって、

「おい。いいか？　大谷・吉よし継つぐ。これから譲じよう歩ほしてやる」

　輝てる元もとが言った。

「あたしが頼んでやってんだから変な言げん動どうやめて土ど下げ座ざで謝れ、この馬ば鹿か」

「挑ちよう発はつするなあ──[image: ]」

『そうです！　先さき程ほどからの挑発的な言動、好こう戦せん的てきとしか言いようが無い！』

　大おお谷たにが、右手を挙げ、刃やいばを力強く握った。

『そんなに戦せん闘とうしたいのですか！』

「お前もだあ──！」

　言ったところで、好戦派はの二人は止まらなかった。

　大谷が上げた右手を左さ舷げん側がわへと、ミトツダイラの牽けん制せいをするように振った。

『撃うちます！』

「やってみろ馬鹿野や郎ろう!!」

『Ｔｅｓテスタメント．！』

　大谷が右の手を、擦すり込むように下げた。

　直後、彼の背後に突き立っていた三本の腕わん刀とうの内、二本目が甲かん板ぱんに突き刺さり、

『発はつ射しや……！』

　外がい交こう艦かんが、左舷側から激げき震しんした。
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　浅あさ間まは、左舷側からの爆ばく風ふうに防ぼう護ご障しよう壁へきを展開した。

　……ぅわ……！

　思った以上の風だ。自じ動どう人形の幾いく人にんかが振り向いて、障壁を張った自分に頭を下げる。それ程の突とつ風ぷうが左舷から艦を舐なめた。

　そして光が起き、流りゆう体たい光こうが左舷の空に飛沫しぶきを上げる。

　流体砲ほうが発射されたのだ。だが、

「……え？」

　防護障壁で守られる内側から、浅間はある事実に気付いた。

　同じように、共にいる皆も、それに気付いた。

　こちらの右、ホライゾンと一いつ緒しよにいるトーリが、首を傾かしげた。

「……武蔵むさしに、何も起きてねえぞ？」

　その通りだ。

　武蔵は、この爆風と光の向こうで、防護障壁すら張っていない。

　そして、無む傷きずだった。





●






　どういう事です？　と浅あさ間まは思った。

　流りゆう体たい砲ほうは確かに発はつ射しやされた。その風も光も確かにある。

　……音も──。

　ある。

　それは左さ舷げん側がわから響ひびいてくる、破は壊かいの鳴り音だ。

　鉄が砕くだけて、火が起き、更さらには連れん鎖さ的にフレームが砕けて行く音。

　だが、響く破は砕さい音を聞きながら、浅間は一つの疑問を得た。

　……武蔵むさしが無ぶ事じなのに、何で破壊の音が？

　その答えは、すぐに思いつく。しかし、解答をたぐり寄せ、意い思しの中で言葉にするより先に、輝てる元もとが言葉を作った。彼女は、頭を搔かき、吐と息いき混じりに、

「おおっと、いけねえ、つい焦あせって、やっちまった」

　それは、

「祝しゆく砲ほうの二発目を撃うつってのに、ハッチを閉じたままでやっちまった。

　──完全な暴ぼう発はつ状態だなこりゃ。砲ほう門もん、中で死んじまったろ」





●






　……無む茶ちや苦く茶ちやですよ!?

　と、下でその光こう景けいを見ていたアデーレは、息を詰めた。

　毛もう利りの外がい交こう艦かんが、一発目の射しや撃げきの後に、左舷での作業を開始したのは見ていた。自じ動どう人形達たちが、ハッチを緊きん急きゆう用ようの手しゆ動どう操作状態にして、重力制せい御ぎよで閉め切ったのだ。

　流石さすがの彼女達でも、装そう甲こう板ばんにもなっているハッチを閉じるのは難しい。だから内側と外側で重力制御を掛け、鉄の扉とびらを閉め切り、

「輸ゆ送そう艦かんを貸して頂いただけて幸いでしたわ。外で作業している子達を、全員拾ひろえましたもの」

　人狼女王レーネ・デ・ガルウが、今、甲かん板ばんから上に伸びる係けい留りゆう綱づなをたぐり寄せている。

　彼女が引く先にあるのは、武蔵アリアダスト教きよう導どう院いんの紋もん章しようがついた輸送艦だ。人狼女王のたぐり寄せで緩ゆるやかに近付いてくる艦かん上じようには、空を見上げている自動人形ばかり。

　彼女達は、外交艦の左舷に立つMouri-01を見ていたが、

『皆さん、上出来です』

「──Ｔｅｓテスタメント．！」

　通つう神しんに一いち礼れいし、幾いく人にんかは手を取り合ってお互いの記き憶おくを確かく認にんした。

　そんな彼女達を見るこちらの横。里さと見み生徒会長が、吐息混じりに言葉を作る。彼女は、やれやれ、という色を一いつ切さい隠かくす事こと無なく、

「暴ぼう発はつ状態にして左さ舷げん砲ほう門もん破は壊かい。これで武蔵むさしに対しては危険を排はい除じよしたのだろうが、無む茶ちや苦く茶ちやだろう。……艦かん内ない、相当に破壊されてるぞ？」

「いえ、いいんですのよ？　だって、ほら、見て御ご覧らんなさいな」

　人狼女王レーネ・デ・ガルウが、笑えみで振り向いた。

　彼女に言われる通り、アデーレは上空の外がい交こう艦かんを見上げた。すると、

「……あれ？」

　外交艦の周囲に、幾いくつかの表示枠サインフレームが出現している。

　そこに書かれた文字は、

「緊きん急きゆう状態……？」
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　大おお谷たには、相手の意い図とを悟さとった。

　この左舷での暴発劇げきと自じ爆ばくは、単に武蔵むさしへの危険を排はい除じよするのが目的では無い。

　……まさか……！

　と、思った瞬しゆん間かんだ。

　こちらの背後で、二本の腕わん刀とうが爆ばく発はつした。

　不ふ意いの事には、氷が割れるような音もついていた。それも二発分ぶん、だ。

　自じ壊かいだった。

　艦の制せい御ぎよ奪だつ取しゆと、今の砲ほう撃げき管かん制せいを行うために、〝病原ウイルス〟を打ち込んでいた二本だ。

　それが砕くだかれ、光と散ったと言う事は、

『艦の制御権が、再さい奪だつ取しゆされたのですか……!?』

「ちょっと違うな」

　応じたのは、輝てる元もとの声だった。

　振り向く先、毛利の女おんな主人が改めて腕を組む。そして彼女は一ひと息いきを入れ、

「艦の左舷側が内ない破は。状況は中ちゆう破はクラスだが、艦の運うん航こうには莫ばく大だいな不ふ備びを生じる。

　よって艦の制御ＯＳは、緊急事態として自じ動どう運航を中止。結果として──」

　何が起きたかは解わかる。それは、

『手しゆ動どう制御にシフトしたのですね……!?』

　だが、その問い掛けに、輝元はこう答えた。

「それも違うな」

　何な故ぜなら、

「この艦は、元々あたしの制御下か。今の暴発で、単に完全マニュアル式になったってだけの事さ。つまり──」

　つまり、

「この艦かんは、ずっとあたしのもんだ」
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　無む茶ちや苦く茶ちやだ、と、今日きよう何度目めかの台詞せりふを、正まさ純ずみは思った。

　だが、輝てる元もとの狙ねらいは達した。

　……大おお谷たにの制せい御ぎよ下かを離れるために、強ごう引いんに非常事じ態たいを発生させた、か。

・煙草女：『非常時じの切り替えシステムは、人命確かく保ほのために、制御ＯＳの何よりも優ゆう先せんされる自動システムさ。──大谷が制御系けいを乗っ取っていても、緊きん急きゆう事態が走ったら、制御システムより上位にある切り替えシステムが働き、繰そう艦かんは手動に戻る。

　ここに関しては他とは命令系けい統とうが違うせいで、大谷も干かん渉しよう出来なかった訳わけさね』

　ただ、と直なお政まさが言った。そこから先の言葉はこちらと同じで、

・煙草女：『無茶苦茶さねえ』

・副会長：『伊い佐さが仕込んだ爆ばく弾だんを、敢あえて爆ばく破はした機き関かん部ぶが何言ってる』

・煙草女：『あれは許きよ容よう範はん囲いさ。──非常事態にもならなかったしね』

　どっちもどっちだ。

　……だが、事態は確かに進んだ。

「おい！　どうすんだ大谷・吉よし継つぐ！」

　輝元は、今、自由だ。毛もう利り側には、大谷の〝病原ウイルス〟によって自分達の説せつ得とく性せいを覆くつがえされるという、そんな状況は無くなったのだ。ならば、

『──甘い話です』

　言うなり、三つの動きが発生したのを、正純は見た。

　一つは、何かを察したミトツダイラが、大谷への距離を詰めるための加か速そくを放った動き。

　もう一つは、大谷の背後にあった三本目めの刀わん腕とうが、甲かん板ぱんでは無く空中を貫つらぬいた動き。

　そしてもう一つは、

「姫ひめ様さま!!」

　Mouri-01が叫んだと同時に、それは生じた。

　光だ。大谷の背後に浮いていた三本目の大だい刀とうが、一いつ瞬しゆんで爆ばく発はつしたのだ。
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　Mouri-01は、反はん射しや的に自己閉へい鎖さを行った。

　他の自動人形ベル・デ・マリオネツタ達も、同どう様ように外部との情報交換を遮しや断だんする。

　大谷の流体エーテルは〝病原〟なのだ。下へ手たに触れれば、自分達が乗っ取られる事になる。

　だが、

　……え？

　Mouri-01は気付いた。閉へい鎖さを行った自分のＯＳ。その防ぼう御ぎよ機き構こうが、外部からのアクセスを何も得ていない事に、だ。ならば、

　……しまった！

　今の大おお谷たにの大だい刀とうは、フェイントだ。制御情報プログラムを載のせず、目め眩くらましとしてのグレネード。

　自分達たちの動きを牽けん制せいし、そして彼が狙ねらうとすれば、

「姫ひめ様さま!!」

　再びの叫びを、Mouri-01は放った。そして視し覚かくを取り戻してみれば、果たして大谷は、甲かん板ぱん上じようを疾しつ走そうしていた。

　それも自分達の姫や、武蔵むさし副ふく会長達の方、距離二十メートルの位置までに、だ。
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　正まさ純ずみは、大谷の接近を見ていた。

　今、彼は高速の走りで、両の手を構え、

『御お覚かく悟ご……！』

　双そうの手に形けい成せいされていた光の刃やいばが、一気に伸びた。

　光の軌き跡せきが届き、自分達の首を薙なごうとして、

「──！」

　息を詰めた一いつ瞬しゆんの中。正純は在あらぬ処ところから光を感じた。

　背後だ。正面に大谷の刃やいばを見ているというのに、己おのれの背後から、

「光の刃が、二本……!?」





●






　光と光が激げき突とつし、用意のあった方が砕くだき、突とつ然ぜんを受けた方が砕くだかれた。

　大谷の刃が、迎げい撃げきの光に断たれたのだ。

　輝てる元もとの前に飛び込み、逆ぎやく手て握りの短たん刀とうで光を砕いた者。それは、

『──自じ動どう人形!?』

　大谷の疑問は、彼の〝病原ウイルス〟に対する信頼感によるものだ。

　先さき程ほどの目眩ましによるフェイントは、その〝病原〟の恐ろしさを利用した狂きよう言げんだ。

　だが、今、大谷の前に身を飛ばした一人は、両の腕を自由に振り、眼鏡めがねの奥の瞳ひとみで、

「Ｔｅｓテスタメント．、──不ふ出来ゆえ、他の方達とは同じ仕事を得ていない、〝引きこもり〟ですので」

　ただ、

「唯ゆい一いつの能のう。戦せん闘とう行為にて、この〝世せ鬼き・政まさ定さだ〟がここを守ります」

　それだけではなかった。

　大おお谷たにの刃やいばに向かった光の刃は、もう一本あったのだ。

「おい、こらああああああ！」

　声がした。

　男の声だ。それもいきなり、大谷の真ま横よこだった。

　距離三メートル。そこに生じたのは、やはり自じ動どう人形だった。

　しかし、甲かん板ばん上にいる六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの侍じ女じよ式とは違う。

『……北ほう条じようの、侍女式？』

「左さ様よう。──それより大谷いいいいいいいいい！」

　口を大きく割り開き、舌したを伸ばして自動人形が叫んだ。

「この北条・氏うじ照てるの前、顔を見せんかあああ！　──大谷・吉よし継つぐ！」
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　正まさ純ずみは、それを見た。

　北条・氏照を名乗る自動人形が、光を吹いた一いつ刀とうで、大谷の顔を薙ないだのだ。

　光が散り、大谷の顔にあるものが見えた。その形は、

　……仮か面めん？

　違う。

　光で出来ているそれは、厚みから見ても顔そのものだ。

　ただ、目も鼻も、口もない。ただ、つるりとした卵たまご様ようの形に、穴がある。

　右目とおぼしき辺りと、口の辺り。

　視し覚かく素そ子しと発はつ声せい素子なのだろうか。

　視覚の方は、左右を確かく認にんするためか、上に浅い弓ゆみを描いた弧こになっていた。発生素子の方は、逆に下に弓を作った浅い弧だ。

　笑っているように見える。

　だが、彼は、右の手で顔を覆おおった。それも、何もない左の顔を、だ。

『やってくれますね……！』

　ただ、彼は静かに告げた。

『──敵と、そう認めましょう！』

「だったら、これでお別れですわ！」

　叫びと共に、大谷の後ろに踏み込んできた者がいた。それは、

　……ミトツダイラ！
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　ミトツダイラは、今の瞬しゆん間かんを逃のがさなかった。

　……この敵は、危険ですわ！

　未み知ちとも言える最新の技術を、現げん場ばで行こう使しする。その脅きよう威いに対し、今いま出来る最さい善ぜんの事は、

「駆く除じよですのよ！」

　叫び、ミトツダイラは己おのれの武ぶ器きを叩たたき込んだ。

　テーブルだ。

　ミトツダイラは、巨きよ大だいな天てん板いたをラケットのように銀ぎん鎖さで振り、大おお谷たににぶち込んだのだ。
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　大谷は、敵の判はん断だんを見た。

　今、自分は、迫るテーブルに当たり判はん定ていを設定していない。

　だからこのテーブルは当たらない。

　その筈はずだった。

　当たった。

　……何!?

　全身が、壁に激げき突とつしたようなダメージを受ける。

　そして、情報体たいの身体からだが歪ゆがむ中で、大谷は打だ撃げきの仕掛けを理解した。

　鎖くさりだ。

　テーブルに、流りゆう体たい攻こう撃げきが可能な鎖が巻かれ、こちらへの当たり判定を持っているのだ。

　鎖だけならば、どうとでも出来る。当たり判定があっても、鎖のタイトアーム程てい度どの打撃ならば、衝しよう突とつ部ぶ位いを自らパージすればいいのだ。もし摑つかまれたり、巻かれたとしても、自分の身体を分ぶん解かいすればいいだけの事だ。

　だが、この打撃は想そう定てい外がいだった。

　鎖をテーブルに巻く事によって、莫ばく大だいな重量と面積の打撃が生じた。

　……しまった……！

　病原ウイルスを放つ暇ひまもなく、身体が床から引っこ抜かれていた。何もかも間に合わず、そして、

『く……！』

　流し打ちの要よう領りようで、己おのれの身体が空に飛んだ。
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　ミトツダイラは、フルスイングで打だ球きゆうを見送った。

　追い打ちに走るまでもない。飛ひ距離は充分なのだ。それは、

「この外がい交こう艦かんの外。──場じよう外がいホームランですわ！」

　光を散らしながら、武ぶ人じんの姿すがたが、吹っ飛んだ先。

　そこに向けて攻こう撃げきをする者がいた。

　自分達の背後の宙。武蔵むさしから一気に上昇を掛けてくるのは、

「マルゴット、ナルゼ！　御お願ねがいしますわ！」

　応じる声は来ない。

　ただ、響ひびくのは砲ほう撃げきの音と、

「Herrlich!!」

　魔女テクノヘクセンの上出来が集しゆう弾だんし、空に舞った光へと激げき突とつした。
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　大おお谷たには、決けつ着ちやくの瞬しゆん間かんに全てのロジックを理解した。

　水み戸と領りよう主しゆの打だ撃げきから、魔女の砲撃へと移る流れは、

　……毛もう利りの艦かん上じようより外は、武蔵の権けん限げんがある空という事ですか……！

　砲撃の光は、魔術テクノマギによる対たい霊れい性せいを掛けた棒ぼう金がね砲ほう弾だんだ。それも、分ぶん裂れつ無なしの一本式しき。対霊性として纏まとう属ぞく性せいは、火か炎えんを選択されている。

　当たる。

　その直前に、高速の思し考こうによる視し覚かく精せい査さで、大谷は見た。敵てき群ぐんの中、他とは違う動きをしている者が一人いるのを、だ。

　Mouri-01だ。

　右腕うでを失った彼女は、先さき程ほどまで、左手に短たん銃じゆうを持っていた。

　違った。

　彼女は手元に表示枠シーニヤカドルを出し、何かを操そう作さし、指し示じしている。

　……あれは──。

　こちらの思考に、同じ高速思考の持ち主は気付いたのだろうか。

　Mouri-01が、自分の方を見上げて表情を変えた。

　口くち元もとに、笑えみの初しよ動どうが見えたのだ。

　それはいずれ、一いつ瞬しゆんの後に微び笑しようとなるだろう。今はただ、頰ほおと口くち端はの動きが始まったに過ぎない。

　だが、大谷は理解した。彼女の表示枠に流れる文字を読み取り、その表情もろともに全てを理解した。

『この戦せん闘とうを、関かん東とう側がわに流しているのですね……!?』

　毛もう利り勢は、ある目的を持って、今回の相あい対たいを行っていたのだ。

　……関東諸しよ侯こうに、毛利の立場を明確にするため……！

　毛利勢は、関東での知ち名めい度どが薄い。六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズと合がつ致ちしているので、西の大たい国こくというイメージはあるが、それ以外の事は知られていないようなものだ。

　それが、関東解放をしようなどと言っても、関東諸侯の信用が得られはしない。

　だから、だ。

　関せきヶ原はらにて不ふ動どうを選び、西せい軍ぐん大たい将しようでありながらそれを裏うら切ぎる事となる毛もう利り・輝てる元もと。

　そして関ヶ原で西軍として殉じゆんじていく自分。

　己おのれがここに来て、相あい対たいした時から、すでに輝元は関ヶ原を見み据すえ、その前ぜん哨しようとしての関かん東とう解放を講じていたのだ。

　結果として、輝元は北ほう条じようや武蔵むさし勢と協きよう働どうし、関ヶ原における西軍代表の一いつ角かくである自分を退しりぞけた。

　そこから導かれるものは、ただ一つだ。

『……関東解放の、絶対的な開始……！』

　もう、武蔵も毛利も北条も、その流れから逃げぬと、関東諸しよ侯こうに知らせたのだ。

　そして自分は、

　……不ふ覚かく……！

　防ぼう御ぎよ用の構えはとっている。

　己の武ぶ神しんの内、即そく座ざに呼び出せる部ぶ位いを展開もし始めている。

　だが、魔女テクノヘクセンの砲ほう撃げきは正確で、

『──!!』

　大おお谷たには、空の中で被ひ弾だんした。







[image: 第二十四章『決裁甲板の古顔達』]
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　爆ばく発はつと言うよりも、光の砕くだけ散りを正まさ純ずみは見た。

　大おお谷たにの身体からだを構成していた流りゆう体たいが破は裂れつし、空に散っていくのだ。実のところ、情報体たいの破は壊かいとなると史し上じよう初の出来事なのだろうが、自分みたいな非ひ戦せん闘とう系けいからすると、

・副会長：『派は手でだなあ』

・あさま：『こっちは情報収しゆう集しゆうを全ぜん開かいでやっておかないといけませんけどね……！』

・〇べ屋：『え!?　何!?　何ソレ！　高たか値ねで売れるんじゃないの!?　ちょっとアサマチ！　こっちにもデータ頂ちよう戴だい！　高く売って私し腹ふく肥こやすから！』

・礼賛者：『それ、ホントに商売する気があるんですか』

　こいつら金が目的だしなあ、と思う視し界かいの中、流体の光が空に散っていく。

　幾いくつかは塊かたまりとして吹き飛び、落らつ下かをしていくが、

・●　画：『どれかに本ほん体たいが移い送そうされてるかもしれないわね。……まあ、あれだけ破壊しておけば、すぐには修しゆう復ふく不可能って状態だと思うけど』

・副会長：『戦闘不能には追い込んだが、……というところか』

・未熟者：『関せきヶ原はらまでに大谷・吉よし継つぐをリタイアさせてしまったら、それはそれで問題だしね。本人が望まぬリタイアは、聖せい連れんからツッコミ食らうだろう』

　……確かに、そう言う問題もあるか。

　思い、正純は左さ舷げんの空に振り返った。

　すると、重力に任せて自由落らつ下かに入ろうとしていたナイトとナルゼが、こちらに軽く手を振るのが見えた。

　気付いて良かったな、と思いつつ、自分も手を振り返す。

　見ればホライゾンも、ミトツダイラも、浅あさ間まも同じようにしていて、ただ馬ば鹿かがくねくねと手を振り返す動きを全身でジェスチャーしており、

・●　画：『ジェスチャーの意味が解わかるのが、何だか腹立たしいわね……』

・金マル：『一発行っとく？』

・●　画：『んー……、近過すぎて練習にならないわ』

・俺　　：『お、オメエら俺おれの事を的まとか何かと思ってやがるな！』

・ホラ子：『というか現在、浅間様のスーパー防ぼう護ご障しよう壁へきが掛かっているので無む意味ではないかと判はん断だん出来ます』

・あさま：『いやいや、そんな大したもんじゃないですよ？』

・賢姉様：『フフフ、そこの魔女テクノヘクセン共！　アンタ達の砲ほう撃げきをそんな大したもんじゃない障壁で弾はじいてしまう浅間の巨きよ乳にゆう防ぼう御ぎよに恐きよう怖ふするがいいわ！　ボイ──ン!!』

・あさま：『ま、またこの馬鹿は言葉の揚あげ足あし取とりを……！』

　いつもの事だ。だが、皆が平へい常じよう運転の空気を取り戻している間に、こちらはこちらで、いろいろとある。

「姫ひめ様さま、この外がい交こう艦かん、武蔵むさし・多た摩まの外交用港みなとに一時着ちやく陸りくさせたいと思いますが、宜よろしいでしょうか？　目的は、武蔵の観光です」

「Ｔｅｓテスタメント．、じゃあついでに補ほ修しゆうするところがあったらしておいてくれ。──侍じ女じよ連れん中ちゆうも、武蔵の外交館かんで一ひと息いきだ。検けん疫えき準備させとけ」

　では私達も、と頷うなずいたのは氏うじ直なおだ。

　彼女の叔お父じである氏うじ照てるも、右う舷げんの縁へりから空と地上を見渡していたが、

「武蔵か。──初はつ上陸、悪くないぞ。寧むしろいい展開だ！」

　……やっぱ、武蔵って、異い国こくから見ると珍めずらしいのかなあ。

　自分の時はどうだったろう、と思い出す程には、己おのれの事は昔の出来事だ。

　二年前。あの当時、上陸するまでは緊きん張ちようしていたが、上がってしまえば町はあり、生活もあり、すぐに忙せわしない日々に飲み込まれてしまった。だが、そんな自分とは違い、

　……観光で来るには、面白い場所かもなあ。

　と、そんな事を思っていると、表示枠サインフレームが一つ来た。

・十ＺＯ：『正まさ純ずみ殿どの、──下した、大おお谷たに・吉よし継つぐの落らつ下か地点の目もく視し推すい測そくが出来たで御ご座ざる。追つい跡せきを行うで御座るか？』

・副会長：『いや、下は下で北ほう条じようの管かん轄かつになる。推すい測そく情報だけこっちにくれ。向こうも欲しがってる筈はずだからな』

　ともあれ、と正純は改めて一ひと息いきを入れた。

・副会長：『三国協きよう働どうというのもなかなか面めん倒どうだ。そっちは浅あさ間まと連れん携けいして、武蔵の情報関係の防ぼう御ぎよ……、で、いいのかな？』

・あさま：『はい。点てん蔵ぞう君の方で、検疫関係など気になる部分があったら御お願ねがいします。出来たらメアリの方も、流りゆう体たい関係の調査に加わって下さい。流石さすがに今回は後ご手ての部分があると思うので、なるべくの処しよ置ちをしておきたいと思います』

・傷有り：『Ｊｕｄジヤツジ．、──武蔵の守りの御お手伝いですね。点蔵様、頑がん張ばりましょう』

　仕事が増えてしまったな、と正純は内ない心しんで吐と息いきした。

　無む論ろん、今回の会議で状況が変動するのは見えていた。幾いくらかの負ふ担たん増加は織り込み済みだ。

　しかしその一方で、

「随ずい分ぶんと、毛もう利りと北条は、戦せん力りよくを出してくるのだな」

　北条・氏照に、世せ鬼き・政まさ定さだ。

　後者は詳しく知らないが、敵に回すと厄やつ介かいな相手だろう、と正純は思った。

　その思し考こうに応じるように、氏照が鼻で笑った。

　自じ動どう人形姿すがたの彼は、腰の一いつ刀とうを柄つかだけにして、鞘さや型の燃料槽そうに接続。そしてこちらを見ると、確かな歩みで近付いてきた。

「──関かん東とうの解放だあああ!!　いいなあ！　いいじゃないか！　ようこんにちはああああ！　北ほう条じようとしては、後は滅びるだけというのに、そこでこの大イベントに参加ってのはハッピーじゃないかあ！　何でも出来るとなれば、血は騒さわぐものよなあああ！」
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　正まさ純ずみは、氏うじ照てるが数歩をもって眼がん前ぜんに立ったのを見る。

　彼は、軽く姿し勢せいを崩くずし、右脚あしに重じゆう心しんを乗せた楽な構えを取る。

　気軽なようでいて、素しろ人うと目めにも、すぐに動き出せると言った姿勢だ。

　その上で、彼が言う。笑い、緩んだ頰ほおを自分で一発叩たたいて戻すと、

「くはあ！　──便びん乗じようではあるが、楽しませて貰もらう。姪めいの氏うじ直なお指し揮き下かではあるが、まあ俺おれのキャラがキャラだ。新しん鮮せんな身体からだに入っている事もあって、好きに動くとするからなああ！」

　侍じ女じよ式しき自じ動どう人形の顔で、眉まゆを立てた笑えみが作られた。

　そこに違い和わ感かんを得るのは、やはり自動人形が笑わないと思っているからだろう。

　不ふ思し議ぎなキャラだな、と思いつつ、正純は問うてみた。

「……北条副ふく長ちよう。いつから、その姿すがたに？」

「Ｔｅｓテスタメント．！　以前から、訳わけありで自動人形化かは進めていてな。気持ちいいぞ！　ただ、完全に切り替えを行ったのは今回が初めてだ。──なかなかいいぞ、何もかもクリアで、ほわほわしていてな！　自分が機き械かいの中に入っているという実感が素晴らしいいい！」

　いやそうじゃなくて、と正純は言葉を挟む。

「どうして、女性型の自動人形に？　──自分に似せたものの方が良かったのでは？」

「馬ばあ鹿かか！　折せつ角かく自分をモデルチェンジ出来るのに、何な故ぜ、同じものを選ぶ!?

　それに。どうせ入るならオッサン型よりも女性型の方が面白いだろうが！　解わからんのか！」

　すみません解りません。

　世の中は広い。これが政治家かなのだから、

　……うちの父が見たら激げき怒どするだろうなあ。
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「おい！　コニタン！　今、うちの正純が北条と毛もう利りを相手に交こう渉しようをまとめたぞ！」

「Ｊｕｄジヤツジ．！　途と中ちゆうの乱入などありましたが、見事な手しゆ腕わん！　先さき程ほどの映えい像ぞうを見ながら、さっそくうちの商品部のゴーレム係が、アクション御ご神しん体たいの北条・氏照と世せ鬼き・政まさ定さだを作って来ました！　興きように入いったのか短時間の手て捏こねですぞ！」

「──おお、ちゃんと武ぶ器き用の持ち手もあるな！　やはりアクション御神体はオッサンもいいがメインは女性型！　よっしコニタン、私が持って来た航こう空くう用御神体戦せん士し団だんと、貴き様さまのそれで戦争するぞ！　ぴぃうううううううううううう。どどどどおおおおん！　はいお前のそれ、空くう爆ばくで戦せん線せん離り脱だつな！」

「き、奇き襲しゆうとは卑ひ怯きようですぞノブタン!!」
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　……父ちち達は、こういう趣しゆ味みとは無む縁えんだからなあ。

　氏うじ照てるにとっては、自分も含めての人形遊あそびと言う事なのか。

・副会長：『コスプレ好きの副ふく長ちようってのも、困るよなあ』

・俺　　：『何だあ──!?　セージュンこっち見るその目つきは、何だあ──！　オメエも衣い装しよう欲しいのか!?　ベルさんに頼んどいてやるぞ!?』

・銀　狼：『我が王の衣装の出で所どころって、鈴すずでしたの？』

・ベ　ル：『え？　あ、うん、喜き美みちゃんのも、だよ？』

・あさま：『ああ、洗せん濯たくする時、縫ほう製せいから何となく〝そうだろうなあ……〟って見当がついてましたけど』

・ベ　ル：『でも、巫み女ことか、浅あさ間まさんの作りだよ、ね？』

・あさま：『い、いや、それはもう、バイトも出来るようにって、頼まれたりしたもので』

・ホラ子：『さあ、浅間様、地じ味みに苦しい時間帯たいになって参まいりました』

　皆がまたぎゃあぎゃあやり出したのを尻しり目めに、正まさ純ずみは内ない心しんで頷うなずいた。

　……まあ、北ほう条じようは自じ動どう人形の生産地ちでもあるからな。

　努めて笑顔で、正純は氏うじ直なおに言った。

「副長自ら、〝自動人形の北条〟と、北条のイメージアップを図られているのか。

　流石さすがは商売上じよう手ずな北条。そういう事だな？」

「はああああ!?　何を言ってる！　これは純じゆん然ぜんたる趣味だ馬ば鹿か者ものがああああ!!」

　氏照は、自分を親おや指ゆびで示し、歯を見せてこう言った。

「氏テル、入っテル！」

　後ろから、その右側そく頭とう部ぶを氏直が鞘さやで横よこ殴なぐりに打った。
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・貧従士：『何か凄すごいの来ましたね』

・ベ　ル：『え？　ボ、ボケ？　……ツッコミ？　どっち？』

・義　　：『私達、あんなのと戦っていたんだよな……』

・不退転：『過去は何もかもいい思い出ね』

・義　　：『美化しに来るなあ──！』

・傷有り：『ともあれ、北条・氏照様も世せ鬼き・政まさ定さだ様も、どういうお方なんです？」
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　そうで御ご座ざるなあ、と点てん蔵ぞうは腕を組んだ。

「北ほう条じよう・氏うじ照てるは、この時代の北条にとっては、良くも悪くも最強と目もくされる武ぶ将しようで御座る。

　北条は氏うじ直なお殿どのの父、北条・氏うじ政まさが継いだので御座るが、氏政殿はどちらかというと文ぶん官かん型の武将。しかし氏照殿は戦せん闘とう系けい。戦国の時代においては氏照殿の発言力りよくが強く、たびたび氏照殿は北条を乗っ取るような画かく策さくを働いて御座る」

「この時代らしい方という事ですね」

　頰ほおに手を当てて、シャツに青タイツ姿すがたのメアリが苦く笑しようした。

「私も、武ぶ力りよくがあったらそうなっていたんでしょうか」

「メアリ殿は、そうであったら、エリザベス殿を手伝っていたと思うで御座るよ？」

　言うと、メアリが目を見開いた。

　驚き、という顔だ。

　こちらにとってはその表情こそが驚きの不ふ意い打うちで、

「あ、いや、これはええと、今のメアリ殿という事で、聖せい譜ふ記き述じゆつとは別で──」

「そうでなくて良かったです」

　メアリが笑えみになる。

「妹を手伝っていたら、点蔵様が私を奪うばっていくのが、もっと大変になったかもしれませんね。私の方も、その、ええと、断って抵てい抗こうする時、こう言ったでしよう」

　メアリが、演技として、大おお仰ぎような身み振ぶりと口く調ちようでこう言った。

「──私には、公こう儀ぎの仕事があるんです！　って」
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・金マル：『こうぎの仕事……!?』

・●　画：『ハイ！　ハイ！　ちょっと現場仕切る！　仕切るわよ！　すぐそっち戻るから待ってなさい！』

・十ＺＯ：『来るなあ──!!』
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　点蔵は、メアリが表示枠サインフレーム内の遣やり取とりに気付いていない事を確かく認にん。

　そして、辺りを見回した。

　視線の渡る先、皆が素そ知しらぬふりをしながら、耳だけはこちらに向けている。

　……何かまた、後で仕込まれるで御座ろうなあ。

　そう思いつつも、メアリには言っておく事がある。

「確かに、メアリ殿どのがエリザベス殿を手伝っていたならば、奪うばうのは大変で御ご座ざろう」

・銀　狼：『その場合、ウオルターの後に、即そく妖よう精せい女じよ王おうが来ましたわよね』

・ウキー：『無む理りゲー過ぎるだろう』

・煙草女：『それより、倫敦ロンドンでデートした際にぶった切られてるだろうさ』

　完、とでも言いそうな直なお政まさ殿どのが見事過すぎるで御座る。

　だが、それはそれ、これはこれ、だ。

「とはいえ、どのような状況であろうとも──」

　点蔵は、告こく白はくの時の言葉を思い出した。

　……あの時は、ええと。

「たとえメアリ殿が抵てい抗こうしても、奪って行ったで御座るよ」

　向こう、背を向けて売りかけ処理をしているハイディが小さく口くち笛ぶえを吹いた。

　……な、何か危険な口笛で御座るな！

　だが、彼女の向こうでは、動きがあった。成なる実みがウルキアガに向けて、

「もっと抵抗した方が良かったかしら」

「ほほう、今いま更さら負け惜おしみか」

「男の頑がん張ばりを女が認めてあげただけ、という事実の理解が足りないようね」

　険けん悪あくなのか何なのかよく解わからぬで御座る。

　その横の方では、宗むね茂しげが苦く笑しようして、

「私達の方は、そういうの、ありませんでしたね」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そうですね宗茂様。正式な勝負でしたから」

　平へい然ぜんと頷うなずいてるこの夫婦も相当で御座る。

　ただ、自分の方では、メアリが頰ほおを赤くしながら、咳せき払ばらいを一つ。

「話をずらしてしまいましたね、点蔵様」

「あ、いやいや、理解のための流れで御座ろう。──そうで御座るな？　ネシンバラ殿」

「──あ、終わった？」

「そ、その反応!!」

　まあまあ、とネシンバラが言った。

「北ほう条じよう・氏うじ照てるについては、大体はクロスユナイト君の言った通りだ。ただ、少し補ほ足そくしておくと、上越露西亜スヴイエート・ルーシのノヴゴロドで世話になった女おんな市長、マルファがいるね？」

「いたで御座るが、それが何か？」

「彼女が新し発ば田たを襲しゆう名めいする前、上うえ杉すぎ・景かげ虎とらを襲名していたの、憶おぼえているかい？　景虎は、上杉・謙けん信しんが亡くなった後、上杉家を継ぐとされていた傑けつ物ぶつ。だが、跡あと目め争いで景かげ継つなに遅れを取り、そして北条に逃とう亡ぼうする際、追い詰められ、自じ害がいするんだ」

・眼　鏡：『その自害は、自分の生せい家かである北条に助じよ力りよくを願いに行く途と中ちゆうだった。

つまり上うえ杉すぎ・景かげ虎とらは元々が北ほう条じようの出身で、上杉には養よう子しに出されていた。

そして、彼は北条・氏うじ照てるの弟だったんだよね』

・未熟者：『な、何であっさり言うんだよ！　ここからが長いんだよ!?』

・銀　狼：『だから長いのが、駄だ目めなのではありませんの？』

・ホラ子：『そうでしょうかミトツダイラ様、朝の勝負時どきなど、思わぬ長なが物もので片がつくと〝してやったり……！〟と、親おや指ゆび上あげたくなりませんか』

・貧従士：『確かにそうで──、……って何で皆、目をそらしてるんですか！』

・煙草女：『アデーレ、あんたたまに個室の中で〝よっし！〟とか〝やった！〟とか言うの、あれ、思わずなんだろうけど、少し気を付けとくといいさ』

・●　画：『ネームの描き直しね……。まあ、犬を描き直したかったから丁ちよう度どいいわ』

・貧従士：『何なに描いてるんですか!?　捏ねつ造ぞうやめて事実描いて下さいよ！』

　だからこその描き直しでは御ご座ざらぬだろうか。

　ただ、自分の正面では、メアリが首を傾かしげている。

「ノヴゴロドのマルファ市長と、氏照様は、直接の繫つながりはあるんでしょうか？」

「襲しゆう名めい者しやならば、繫がりがなくてもよう御座ろうかと」

　Ｊｕｄジヤツジ．、というメアリの頷うなずきに、点てん蔵ぞうは疑問を得た。

「──何か、引っかかりが？」

「Ｊｕｄ．、直接に繫がりがあるなら、氏照様も、マルファ様クラスの魔ま神じん族ぞくという事になりますから」

「──ああ、そうよ、確か」

　と、応じる声があった。

　成なる実みだ。彼女は外がい交こう艦かんを見上げ、

「直接の繫がりは無いけれど、どちらかが魔神族だったので、もう片方もそれが良かろう、みたいな流れはあった筈はず。──北条・氏うじ直なおが鬼おに型がたの家か系けいなら、氏照は印度インド系けいの魔神家系」

　それは、

「──アスラなど、闘とう神しん系ね。もう一人、副ふく会長もいた筈だけど、どうだったかしら」
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　成なる程ほど、と正まさ純ずみは目の前で右頰ほお押さえてしゃがみ込んでいる自じ動どう人形を見た。

　彼女の背後、氏直が一ひと息いきをついて、

「御安心下さい。叔お父じ上うえ。──峰みね打うちです」

「お、お前、姪めいだと思って大人おとなしくしてればつけあがりおって」

「もう一度、その素そっ首くび、叩たたき落とされたいのですね」

　疑問では無く、確かく認にんだった。

　氏うじ照てるが、無む言ごんで立ち上がり、自分の首を外して上に持ち上げる。

　そして数秒してから元に戻して、

「へへーん！　首くび飛とばしても無む意味だわい！　ばああああああああか！」

「じゃあ頭部を割ります」

「こらあああ！　そんな事されたら死んでしまうではないか！　お前は鬼おにか！　そうだったな！　じゃあいいよもう！　俺おれは自由に生きていくよ！　追うんじゃないぞおおお!?」

　正まさ純ずみの視し界かいの中、氏照の背から刃やいばが生はえた。

　向こう、氏うじ直なおが、一つ頷うなずいて、

「静かにして下さい」

「お、お前、ちょっと、せせせ脊せき椎つい系けい、ぽっぽっぽぽぽっぽああああ！　こらあ！」

　……どっちも凄すごいなあー。

　そんな事を思っていると、横を眼鏡めがねの侍じ女じよが通り過ぎた。

「──姫ひめ様さま！」

　世せ鬼き・政まさ定さだだ。彼女は、輝てる元もとの元へと駆かけつけていく。

　急ぐ身は、周囲を見ていない。その動きを見る正純は、

　……ああ、やっぱ主人が心配か。

　見る者が見れば、美しい主しゆ従じゆう愛なのだろう。ミトツダイラも似たところあるなー、と正純は思う。すると、

「姫様！　駄だ目めです！　わ、私、どう考えても無む理りですよ!!」

「いや、お前、格好かつこ良かったじゃねえか。あの調子あの調子」

「む、無理ですよ──！」

　は？　と視線を改めた先。世鬼が慌あわてて輝元の後ろに隠かくれた。

　体たい術じゆつか何かだろうか。大きめの侍女衣い装しようが、輝元の細ほそ身みの後ろに隠れて見えない。

・銀　狼：『大したものですわね。こっちからも見えませんもの。流石さすがは世鬼の頭とう領りよう、と言ったところでしょうか』

　と、向こうでテーブルから銀ぎん鎖さを解いているミトツダイラが言う。

　すると、

・賢姉様：『知っているのミトツダイラ!?』

・銀　狼：『……よく解わからないノリですけど、毛もう利り側では知られた存在ですのよ？

　世鬼・政定。聖せい譜ふ記き述じゆつでは、毛利家に仕える忍にん者じや集団である世鬼一いち族ぞくの代表ですの。

　元もと就なりの時代から世鬼家が諜ちよう報ほう活動などを始め、各所の作戦を成功に導いてますわ』

・未熟者：『尼あま子ご家の滅めつ亡ぼうや、厳いつく島しま合かつ戦せんを裏で支えていたとされるのが世鬼一族だね。毛利の猛もう将しよう、杉すぎ原はら・盛もり重しげが、英国で相あい対たいしたウオルター・ローリーこと山やま中なか・幸ゆき盛もりを追い詰めたのにも荷か担たんしていた筈はずだ。政定は、輝元の時代に仕えていた世鬼の代表だよ』

　成なる程ほどなあ、と正まさ純ずみは思う。

　一応、総そう長ちよう連れん合ごう年ねん鑑かんなどはたびたびチェックをしているのだが、

・副会長：『……このところで襲しゆう名めいしたり、表おもてにまた出てきた人物については洗い直しだな。地じ味みに作業を進めていこう』

・粘着王：『聖せい連れんの通つう神しんサイトで告知が為なされているのではないのか？』

・副会長：『閲えつ覧らん履り歴れきが残るから、迂う闊かつに行けないんだよ。羽は柴しばがK. P. A. Italiaを落とすまでは気楽に行けたんだがなー』
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　武蔵むさし野のの中央。表ひよう層そう部ぶから地下への大だい規模な補ほ修しゆう工事が行われている。

　その艦かん尾び側の縁へり、休きゆう憩けい所じよの小屋の軒のき下したに、二つの影が座っていた。

　半はん袖そで姿すがたの大おお久く保ぼと、加か納のうだ。

　工事の槌つちの音が響ひびく中。加納が、表示枠サインフレームを眺ながめて、影の下を覗のぞいた。彼女は、顔を軒のきの薄うす闇やみに浸ひたしている大久保に対し、首を傾かしげ、

「──御お嬢じよう様さま、副ふく会長がこう言ってますが、私の方でチェック、もしくはその手の情報が通つう神しんで流れるのを監かん視ししておきましょうか？　副会長への手配が出来ると思いますが」

「いや、本人がこっちに頼んでくるまで、放ほう置ちでええわ」

　半はん目めで、大久保は手の上にあるものを口に寄せる。

　かき氷だ。後ろの方、休憩小屋は軽けい食しよく屋やにもなっており、店員が働いている。全員、働く皆の意い気き高こう揚ようのため、アンケートで選ばれた衣い装しようを纏まとった姿だ。

　自じ動どう人形の、侍じ女じよ衣装だった。

「せやけど、店員が皆、男だというのはアンケートに書き忘れてたわな」

「何なに故ゆえに、皆、軽食屋店員は女だと思っているのでしょうね」

　店内、やってくる客に、侍女服姿の無ぶ精しよう髭ひげや筋きん骨こつ達がかき氷や焼きそば搔かきを出していく。誰だれも彼も早はや口くちと大声が行き過ぎて巻き舌じたで、

「しぇ──らっしぇ──！　ぃよおっちごあじぇ！　ら──らっしたあ──御ご主人様さま」

「あぃいいい──おっだはっりやす！　いかっきみっしぇ──！　──御主人様」

「あぃそこぃーちゃん！　おらたせ！　んびゃくえん！　っどらしたあ！　──御主人様」

　加納が前を向く。彼女は左さ舷げんから煙と流りゆう体たい光こうの霧きりを上げている外がい交こう艦かんを見上げ、

「御嬢様、語ご尾びは要いらないのでは？」

「今から外すと衣装の意い図とが不明過すぎて混乱するで」

　ともあれ、と加納がイチゴシロップの赤に染そまった氷を口にした。

「聖連のサイト頼まれた時のため、足あし跡あとつけずに内容確かく認にんする方法、探しておこうか」

　と、そう言う彼女の眼がん前ぜんで、表示枠に文字が出た。

・あさま：『どうします点てん蔵ぞう君？　IZUMO側では当然情報収しゆう集しゆうのために聖せい連れんのサイトを閲えつ覧らんしている訳わけですから、そちらからデータを流して貰もらいましょうか？』

・十ＺＯ：『いや、諜ちよう報ほうは自分の仕事に御ご座ざろう。麾き下かの特とく務む隊たい員いんの内、その辺りに親しい者に頼んでみるで御座るよ。一両日中にサイトの内容は確かく認にん出来るかと』

　大おお久く保ぼと加か納のうは、流れていく算さん段だんの言葉に、数秒を無む言ごんで過ごした。

　ややあってから加納が眉まゆを立てて振り向き、

「御お嬢じよう様さま！　今です！　今しかタイミングはありません！　自ら進言を！　さもないと向こうに先を越されます！」

「頼みに来るのを待たず、負けろというのか加納君!!」

「ここは負けるが勝ちと考えましょう……！　恩を売るのです！」

　加納が大久保の肩に手を置いた。

「御嬢様、ここは自分が二に杯はい目め、三杯目を持ちますので、御嬢様はごゆっくりと。その間、自分が手て筈はずを進めておきますので……！」
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　浅あさ間まは、表示枠サインフレームを確認していた正まさ純ずみが眉まゆを上げるのを見た。

「あ。──あー、クロスユナイト、浅間、とりあえず大だい丈じよう夫ぶそうだ。大久保がそこらへん手配するって、加納から通神文メール来た」

「加納委員長からですか？　──大久保さん、忙いそがしそうですね」

『移い動どう教室中ちゆう、武蔵むさしの基本部ぶ分ぶんは任せて来たで御座るからなあ……。ともあれ自分らの方、そちらに手が割さかれぬなら、有あり難がたい話に御座る』

　ともあれ、と表示枠の中で点蔵が頷うなずく。

『そちらの方、一ひと息いきついたなら、浅間殿の方で禊祓みそぎ処理を御お願ねがいするで御座る。こちら、港こう湾わんと連れん携けいして多た摩まに臨時の検けん疫えきを設けるで御座るから』

「解わかりました。武蔵に降りるなら、武蔵側でいろいろ処理権けんが出ますからね。外がい交こう官かん特とつ権けんで、内部の方はあまり処理出来ませんが、どうします？」

「さっきの大おお谷たにの一件があるから、毛もう利り側としても艦の禊祓みそぎはやっておきたいんじゃないかなあ。──おうい、毛利・輝てる元もと」

　正純が呼びかけた先、輝元が振り向いた。

　彼女は、こちらの遣やり取とりを聞いていたのだろう。

「ああ。任せる任せる。あたしの部屋と、こいつらの部屋だけは廊下の制せい御ぎよ系けいから済ませてくれりゃいいから。それと、どうせだったらうちの神じん社じやの産うぶ土すな設定を改かい社しややってくれ」

「は!?」

　浅間は、反射的に声をあげていた。

　周囲、正まさ純ずみやホライゾンが振り向き、

「どうしましたか、浅あさ間ま様」

「いや、産うぶ土すな設定のやり直しって、それも改社となると……」

「は？　俺おれよく解わからねえんだけど、どういう事だよ浅間」

　はい、と浅間はトーリに頷うなずいた。

「毛もう利りの主しゆ社しやを、変へん更こうするという事です」

　言った意味は、しかし通じなかったらしい。

　眼がん前ぜん。正純がややあってから眉まゆをひそめ、ホライゾンが首を傾かしげ、馬ば鹿かは、

「そういう事か！　流石さすがだな！」

「解ったんですかトーリ君？」

「はあ!?　解ってるよ！　何だその疑いをもった視線は！　お、俺だって、ええと、そのう、あのう、──そろそろ間まを読んで頂いただけませんか」

　はいはい、と浅間は肩を落とす。その上で輝てる元もとに視線を送り、

「現状、毛利の主社は六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの土地にあります。確か、清すが神じん社じやですね。スサノオがヤマタの大蛇おろちを倒したとされる場所に建てられた、由ゆ来らいあるものです」

「Ｔｅｓテスタメント．、それの主社権けんを、こっちに毛利が構えてる神社にする訳わけだ」

「……恐らく、関かん東とう解放の為ために、近ちか場ばの方が有利という判はん断だんで一時的な措そ置ちなんでしょうけど、……権けん限げん関係は結けつ構こう絞られますよ？」

　構わねえ、と輝元が言った。

「向こうと話はつけてあるしな。それに、ここから毛利の清神社までは遠い。今の羽は柴しばは地ち脈みやく通つう神しんなどの技術力りよくが高いから、万まんが一いち、清神社からのネットワークを切断されたらあたし達は厄やつ介かいを抱え込む事になる」

　言っている意味は解る。

　バックアップ規き模ぼは大きくても、遠くにある不ふ安定と、その規模は小さくても近くにある安定と、両者を比べた場合に、安全な後者をとるという事だ。

　だからとはいえ、

「何で、浅間神社に頼むんです？」

「単に極きよく東とう主体の神社に任せたいだけだよ。清神社とは通神で遣やり取とり出来るし、こっちの担たん当とう神社とも手て筈はずはついてるしな。それに、神しん道とうでは〝仲ちゆう介かい〟ってのが大事だろ？」

　確かに、と浅間は思った。

　結婚にしろ、就しゆう職しよくにしろ、仲人なこうどや紹しよう介かいなどの仲介は重じゆう視しされる。お互いの差を、仲介し、穢けがれを生まぬようにするのは神しん道とうの仕事の一つだ。

　だとすれば、

　……あ、北ほう条じようも、毛利をこっちに連れてくる仲介者しやなんですね。

　そう思い、ふと、浅あさ間まは輝てる元もとへの意い識しきを改めた。思った以上に厳げん格かくな人ですね、と。

　意い外がいに、という枕まくらで思わなかったのは、自分が相手をちゃんと見ていたと言う事か。それとも、先さき程ほどの戦せん闘とうの流れでそう感じていたのか。ただ、

「解わかりました。仲介と改かい社しやの手て配はいをしましょう」

「お？　出来んの？　浅間」

「大型の神じん社じやについては、三み河かわが消しよう失しつした時、熱あつ田たや大おお椿つばきを武蔵むさしに移しましたからね。その時の経験があります。手て順じゆん自体は古こ来らいから連れん綿めんとされてきたので、大だい丈じよう夫ぶですよ。

　ただ、難しい部分があるとしたら……」

　それは、

「なるべく、毛利側の権けん限げん縮しゆく小しようが無いようにする、という事ですね」

「浅間様、その辺り、どうにかなりませんか。お安く」

　ホライゾンの言げんに、浅間は考えた。顎あごに手を当て、

「うーん……」

　改社の処しよ理り方法は昔から連綿と作り上げられてきたものだ。そこに介かい在ざいさせる何かいい方法はあるかと言われれば、考え込むしかない。しかしホライゾンは、

「解りました」

　ホライゾンが、無む表情に鈍い汗あせを搔かきながら言う。

「ホライゾンが浅間様に菓か子しの差し入れを行いましょう。中に黄おう金ごんが入っていればいいと判はん断だん出来ますが、さて、ホライゾン、黄金をどう作るかが勝負ですね……」

「いや、変な方向に向かってますよホライゾン！」

「んー。じゃあ、俺おれなんかで、何か作って持っていくって事で」

「え？」

　意外な方に飛び火した。さっきの思し案あんは、方法を考えるものであって、こういう催さい促そくをするものではなかったのだが、

「ええと、いや、別にそんな気き遣づかいは──」

「いいアイデアですわね！　智とものやる気が大事ですもの。そうして下さいな、我が王」

　銀ぎん鎖さを収めたミトツダイラが、やってくるなりそう言った。

・あさま：『ミト……！』

　送り先限げん定ていで言葉を投げるが、銀ぎん狼ろうは横よこ目めで微び笑しようする。そして、

・銀　狼：『昨日きのう、こっちの事見みてたじゃありませんの。〝プレゼントいいなあ〟って顔で。──私も、独どく占せんを好まぬ時はありますし、ホライゾンもそういう気ですもの。気き兼がねなく行きますわよ？』

　母親がいない場だと強い……。と、そんな事をじんわり思うこちらの正面。輝てる元もとも、小さく笑って、

「こっちに何か用意しろってんじゃなく、そっちで回せるなら有あり難がたい。下に降り次し第だい、早めに頼みたいとこだ」

　と、彼女が言う間に、空がゆっくりと動き出した。

　外がい交こう艦かんが、降こう下かを始めたのだ。

　……全く……。

　仕事も増えたけど、気分の高こう揚よう元も増えたと思うのは、浮かれているからだろうか。

　そして正まさ純ずみが、一つ手を打って言った。

「では、これで私達の状況と目的は確かく認にん出来た。が、小お田だ原わら征せい伐ばつは相あい対たい戦せんとしても、天てん正しよう壬じん午ごの乱らんや備び中ちゆう高たか松まつ城じようの戦いをどうまとめていくか、少々問題がある」

　だったら、と言ったのは氏うじ直なおだ。

「小田原征伐の相対戦を何回戦勝しよう負ぶとするか、戦争権けん益えきをどうするか等々、その基準決ぎめを武蔵むさし側で今日きようの夕方辺りから会議出来ませんか？　そして──」

　そして、

「小田原征伐の相対戦には、備中高松城の戦いを含める事も、私はここで提てい言げんしておきます。面めん倒どうなので、一いつ斉せいに同じルールでやってしまえばいいではないか、と」







[image: 第二十五章『準備回りの華やぎ娘』]
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　夏の陽ひ差ざしの下、広大な麦むぎ畑ばたけがある。

　広い場所だ。遠く、地ち平へいの向こうに森の影が青黒く。そして更さらに奥に山さん嶺れいの影が見える。

　莫ばく大だいな麦の畑だった。

　時とき折おり、緑みどり色いろの平面の上で、水すい路ろを示す影が長く横たわっている。

　そんな広大な麦の畑には、今、幾いくつかの巨きよ大だいな影があった。

　航こう空くう艦かんだ。

　赤と黒の巨大な艦が、麦畑の平野を南から北へと点在している。

　巨大艦の周囲には黒の輸ゆ送そう艦かんが無数に動き、北との往おう復ふくを行っている。

　北側。そちらには、やはり地平の向こうに、建けん造ぞう物ぶつの影があった。水平に長く延びる壁は、町を囲む高い市し壁へきだった。

　市壁の周囲、時たまに影が動いている。

　ここからでも見える、壁より巨大な影は、

「あれが、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズへの援えん軍ぐん。竜りゆうの小しよう隊たいでありますか」

　呟つぶやく声は、麦畑の中央にあった。

　広い緑の一面の中、ぽつりと立つ人ひと影かげは野の太ぶとい体たい軀くをしていた。頭に一本の頭とう角かくを持つ男。彼は、

「この三み好よし・晴せい海かい。……あれだけの竜を見ると真田さなだの地を思い出します」

　いやはや、と彼は手に一枚の短たん冊ざくを取り出すと、携けい帯たい筆ふででメモを書く。

「〝遠く　夏の日の下で　竜も人と変わらず　ああ　まるで何も無い日々のよう〟……と」

　うむ。と彼は頷うなずいた。

「客きやつ観かん的で、瑞みず々みずしい。ゆめゆめ、漫まん画が草そう紙しのような、盛り上がる事と煽あおる事を優ゆう先せんとしたような反応はしないのであります」

　言って、彼は前を見た。

　巨大な艦の姿すがたが、そこにある。

　近くにあるのではない。遠くにあるのだが、巨大過すぎて遠えん近きんと捉とらえ方がおかしいだけだ。

「自分から見れば遠く。あの艦、安土あづちからこちらを見れば、近く、でしょうなあ」

　安土の周辺では、輸送艦が動いている。

　貨物を搭とう載さいした黒の輸送艦が、ひっきりなしに北へと飛んでいき、また戻ってくるのだ。

　輸送艦は、数すう艦かんという単位ではない。大小を合わせて、百を超えていよう。

　よく見ていると、輸送艦は南の方からも連続している。

　南の艦にある貨物を、ここに持ち込み、ここからまた巴パ里リ方面へと持っていくのだ。

　あれは、と晴海は額ひたいに手を当てて見通し、

「巴パ里リ水すい没ぼつのための資し材ざい運びでありますか」
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　随ずい分ぶんと大がかりな、と晴せい海かいは思った。

　だが、巴里は巨きよ大だいな都市だ。このくらいをやらねば、沈める事など難しかろう、とも思う。

　そして今、感かん嘆たんすべきは、

　……これを為なしてしまう羽は柴しばの権けん勢せいでありますか。

　一人の武ぶ将しようが、一いち都市を、短たん時間で水に沈めてしまう。

　それは、一都市を囲む大だい規き模ぼな工事を、一武将の力と権けん限げんで行えると言う事だ。

　今の羽柴にとって、町一つを作り、失わせる事など、容易たやすいのだろう。

「成なる程ほど……」

　マクデブルクの戦せん闘とうを、武蔵むさしから検けん分ぶんした自分達たちだ。

　都市一個を破は壊かいしようとする羽柴の戦せん闘とうは、

　……あれで終わるものでもなければ、あれで手段が極まった訳わけでもない。

　マクデブルクの水みず攻ぜめは、川を輸ゆ送そう艦かんで堰せき止めるというものだった。

　今回もそれは行うだろうが、周囲の堤てい防ぼう作さく成せいなど、もっと大規模になっている。

　歴史再さい現げんとして、文もん句くを言わせないためだろう。

　着ちやく々ちやくと、信頼や、コネクション、経営的な積み重ねを行って、ここまで来たのだ。

「何な故ぜでしょう」

　晴海は、ふと、空を行き来する輸送艦を眺ながめ、こう呟つぶやいた。

「……何故、これだけ力があるというのに、歴史再現を無視するような暴ぼう挙きよを通さないのでしょう」

　羽柴の方針は、恐らく一つだ。

「自分達の行いに、何の文句も言わせない事」

　それゆえに、聖せい譜ふ記き述じゆつを履り行こうし、失わせる時は躊躇ためらわない。

　だが、と晴海は思った。何のためにその徹てつ底ていをしているのか、と。

「それは……」

　と、呟く額ひたいから右頰ほおに、汗あせが下った。

　暑い。

　夏なのだ。麦むぎ畑ばたけ、麦の作る波の影の下では、午前の土の冷たさがまだ保たれている。

　だが、それもあとわずかな間の事だろう。しばらくすれば、土が蒸むされて一気に暑さを増すようになる。

　大体、と麦畑の広こう大だいを眺ながめ、晴海はこう思った。

　……麦は本来なら、もう刈り取った後の筈はず。

　夏にこれだけの緑があると言う事は、きっと、二に期き作さく分ぶん。だが、二期作にしても少々回かい転てんが速いとなると、

「さて、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは、食料の大量生せい産さんに着ちやく手しゆしつつあるのですな……」

　大たい国こくでありますなあ、と晴せい海かいは呟つぶやいた。

　……このようにして、先を見み据すえていく国もある。

　否いな、実際は、ほとんどの国がその筈はずだ。小しよう国こくですら、生き延びていくためには先の先を考えていくのだから。

　だが、羽は柴しばに対しては違い和わ感かんがある。歴史再さい現げんを遵じゆん守しゆし、失う事も辞じさないならば、

「自分達たちの文もん句くは言わせないとして……、一体、何を見ているのか」

　ふむ、と晴海は頷うなずいた。

　そして、ややあってから、額ひたいの汗あせを拭ぬぐい、晴海はこう言った。

「小しよう生せい達と、あまり、変わらないのかも知れませんなあ……」

　今、自分は、羽柴側がわと敵てき対たいをしている。

　十じゆう勇ゆう士しは、将来、羽柴側について第二次上うえ田だ合かつ戦せんや大おお坂さかの役えきを得る存在だ。

　だから、羽柴を相手に敵対して良い訳わけが無い。しかし、

「この晴海、単たん独どくで六護式仏蘭西に荷か担たんする心づもりになろうとは」

　状況としては出しゆつ奔ぽんに近い。襲しゆう名めい解かい除じよも辞さぬ行いだ。

　ただ、理由はあるのだ。

　……我々、〝要いらず〟の理り屈くつであります。

　自分達は、かつて、羽柴の麾き下かにつくつもりだった。

　羽柴麾下の七なな本ほん槍やりという七人の精せい鋭えい。そしてその周辺を含めた合計十人の者達。彼らを襲名しようとして、自分達は失敗した。

　今の十じつ本ぽん槍との相あい対たいで、破れたのだ。

　そして流れていった自分達を、真田さなだが受け入れてくれた。

　己おのれも皆も、新しい襲名を得るため、天てん竜りゆう達を師し匠しようとした。

　そんな過去を経て、今がある。

　だが、その一方で、皆はこう思っている筈はずだ。

「今、十本槍と相対したら、どうなるのか」

　……さて……。小しよう生せいのキャラではないのですが。

　ただ、先行するように、自分達の〝大だい先生〟が、六護式仏蘭西に合流した。

　弟で子しの未来をかつて奪うばった者達に、報むくいてやろうというのだ。

　……大先生を、一人で行かせては、弟子の不ふ備びで御ご座ざいましょう。

　自分は皆の中で最さい年ねん長ちようだ。

　行くなら己だ。

　だから来た。そして、

「これを相手にするのは、厄やつ介かいでしょうなあ」

　安土あづちの一いつ艦かんを見上げ、晴せい海かいは一ひと息いきを入れた。その上で、

「大だい先生への土産みやげとして、一つ、偵てい察さつしていきますか」

　言うなり、晴海の姿すがたが消えた。

　麦むぎ畑ばたけの広大の中。彼が存在する影も、麦の押しのけもない。ただ、

「────」

　読ど経きように似た鼻はな歌うただけが、西へ、安土の先せん頭とう艦かんへと向かっていく。
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「あのう、福ふく島しま様？」

　清きよ正まさは、走りながら、右へと声を掛けた。

　安土の先頭艦。その周辺だ。

　麦は刈り取られ、露あらわになった地面は輸ゆ送そう艦かんの着ちやく地ちを重ねられて踏み固まっている。当とう初しよはＬＯＬＯ式でリフト運うん搬ぱんをされていた貨物類るいも、今はＲＯＲＯ式の積み込みを為なされていた。

　そんな流れの中、紐ひもを引いて区分けされた歩道の上を、清正は福島と共に走っていた。

　何ど処こかに急ぐ訳わけではない。単に、体調を整えるためのランニングだ。

　早朝に一度行っているが、午後にはまた身体からだの構えが変わる。

　夏においては、気温の上昇で身体の筋きん肉にくが緩むのだ。

　その整えと引き締めのため、走る。本当なら、術じゆつ式しきや加か護ごでそういった体調を整える手もあるが、ここは敵てき地ちだ。

　この土地の気き候こうに慣れておきたい、というのは、

　……自分の不安の裏うら返がえしでしょうか。

　思いながら、清正は言葉を続けた。

「朝と違い、右う舷げんに回ると日が照ってますから、お気を付けを」

　安土は一艦の全長が約一キロ。周辺を大きく回れば二キロのランニングだ。二周程をマイペースで行くようにしているが、

「福島様？」

　先さき程ほどから、返答がない。

　見れば福島は、走りながらじっと前を、やや下方に視線を向けたままだ。

　考え込んでいる、というのは一ひと目めで分かる。そして、

　……あら。

　彼女の足あし下もとが、揺らぐ。

　その陽かげ炎ろうに似た光の震えは、錯さつ覚かくではない。

　走りながら、福ふく島しまは軽く足首を踏み込んだり、足あし先さきを左右で交こう叉ささせているのだ。そのたびに彼女の加か速そく術じゆつ式しきである〝逆さか落おとし〟が起き動どうしようとして、

『────』

　途と中ちゆうでキャンセルされ、消えていく。

　その光が大気を揺らし、安土あづちが作る影の中で陽かげ炎ろうを作る。

　と、横を、資し材ざいの運うん搬ぱん用大だい八はち車ぐるまが通り過ぎた。

　巴パ里リを水すい没ぼつさせるための壁。それを構こう築ちくするための足あし場ば材ざいだ。歩道のこちらにまで張り出している鉄てつ骨こうがあり、清きよ正まさは遠とお間まの状態で道を空あける。

　だが、福ふく島しまが避けなかった。

　彼女は軽く身を捻ひねりつつ、ただ、前をじっと見ながら、

「…………」

「福島様！」

　当たる、と思った瞬しゆん間かんだった。

　……は？

　清正は、あるものを見た。

　福島の身が、横よこ薙なぎに通過していく足場材を貫かん通つうしたのだ。

　当たらなかったのではない。

　ただただ彼女は前に走って、当たって、しかし〝抜けた〟ように清正には見えた。

　……え？

　解わからない。だから清正は、

「福島様!?」

　声に鋭さが混じった。

　直後。福島が肩を震わせ、

「如何いかがしたで御ご座ざりますか!?　キヨ殿どの」

　勢いよく振り返ったのが悪かった。

　後ろを通過しようとした別の鉄骨に、その側そく頭とう部ぶから激げき突とつしたのだ。

　鈍い音がして、福島がしゃがみ込む。通過の大八車の引き手は、ん？　と振り向き、

「──あれ？　当たりましたか!?　一番槍やり！」

　言葉が疑問形なのは、普通、あり得ない事だからだ。

　だが清正は、それより先にあった事を思い出していた。福島の、妙みような〝抜け〟を、だ。

　……今の通り抜けは、一体何です？

　流石さすがにここで解かい析せきしているタイミングではない。

　ただ、清正は、周囲の注目が次し第だいに集まっている事に気付く。

　今は、皆を心配させていい時間でもない。自分達は、彼らの攻こう撃げきの要かなめであり、防ぼう御ぎよの芯しんでもあるのだ。だから清きよ正まさは、笑えみで頭を下げ、

「いえ、ちょっと髪かみが、私のものと引っかかってしまっただけですから」

　言うと、ああ、と皆が頷うなずいた。

　一人、艦かん内ないに飾る花を引き車に積んでいた初しよ老ろうが叫ぶ。

「雅みやびですなあ！」

　引き手が笑って、皆が笑った。そして福ふく島しまも立ち上がり、

「いや、失しつ敬けい。──滞とどこおりなく作業を続けて下され」

「Ｔｅｓテスタメント．！」

　応おう答とうを重ね、皆が動き出す。

　そして上空を、また輸ゆ送そう艦かんが上昇していくのを見上げ、清正は一ひと息いきついた。

「あの、福島様？」

「は？」

「今、通り過ぎようとした貨物から突き出ていた鉄てつ骨こつを、避けられましたよね？」

　問うた先、福島は、表情を動かさずにこちらを見ていた。

　形のいい瞳ひとみが、動かず、ただ数秒を経てから、

「──は？」

　困られた。更さらには福島が、

「鉄骨を避けた？　……当たったで御ご座ざりますが」

「いえ、そうじゃなくて、最初の一本に前から行って、避けられました」

「それはまあ、無む意い識しきでも、反はん射しや的に避ける時は御座りましょう」

　……えーと、そうではなくて……。

　どう説明したものか。

「あのですね？」

「何で御座りましょう」

　清正は、自分の眼がん前ぜんに左腕うでを翳かざした。

「これ、この腕が鉄骨だとします」

「それが、一体、如い何か様ように？」

「Ｔｅｓ．、これが、こう、額ひたいの辺りに迫って」

　清正は、腕を額に押しつけ、しかし頭の方を前に出した。腕を押しのける動きで、

「こんな風ふうに、ヌルっというか、突き抜けるというか、ふっと向こうに、福島様が貫かん通つうして行かれました」

　幾いく度どか額に腕を当てつつ言った先、福島がこちらを見ていた。

　夏の空の下。しかし安土あづちが作る巨きよ大だいな日ひ陰かげの中。ややあってから福島が、

「──ぷ」
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「わ、笑わなくてもいいじゃないですかっ」

　清きよ正まさは、頰ほおに熱が上がるのを自覚しつつ、両手を握って抗こう議ぎする。

　すると、福ふく島しまが口に右手を当て、左手を〝待った〟と掲かかげる。

「い、いや、キヨ殿どのが、何だかよく解わからない風ふ情ぜいなのが……」

「ですから、私が解らないから聞いてるんです」

「だとすると、本当に訳わけが解らぬので、今の動きで御ご座ざりますか」

　何ど処こかがツボにハマったらしい。しばらく、福島は背を向けていたが、ややあって姿し勢せいを戻す。そして息を吸い、

「いや、失しつ敬けい、失敬で御座りました。拙せつ者しやを心配しての言げん動どうで御座りましょう」

「ええ、ええ、はいはい、そうです。そのつもりです福島様」

　半はん目めを自覚して言うと、福島が咳せき払ばらいをした。

「──ん。誠まことに申もうし訳わけ御座りませぬ。しかし拙者、少々、それには覚えがないで御座ります」

「……何かの練習をしていた訳ではないんですか？」

「いや、一いつ向こうにそんなつもりはなく」

　と、福島が二歩を近寄ってくる。そして彼女は、こちらの腕を取り、

「こう……、で御座るか？」

　こっちの腕を鉄てつ骨こつのイメージとして、彼女は身み構がまえる。

　正せい対たいする自分は、何処となく肘ひじ打うちをするような姿し勢せいだ。

　だが、説明に困る事はないでしょう、と清正は思い、説明する。

「Ｔｅｓテスタメント．、そしてこの腕を突き抜ける感じで……」

　ふむ、といきなり福島が前に出た。姿勢はやや俯うつむきの前のめり。そして、福島はこちらの腕を持ち上げながら、一歩を近付いてきて、

「お？」

　正対するこちらの胸に、福島の顔が埋まった。

　作業中の周囲が、一いつ斉せいに振り返った。
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・６　　：『何かさっきから、左さ舷げん側がわの作業進しん行こうが遅れてる。──一番、二番、知らない？』

・巨　正：『……あ──、全く心当たりはありませんね。ええ』

・ＡｎＧ：『おーい回線繫つながった──。わあ────』

・きめえ：『──ら？　切れた？　まあいいわ、今は繫がってる？』

・しとお：『おお、久し振りで御座ります。しかし、不ふ安定で御座りますなあ』

・６　　：『いいから真ま面じ目めに仕事を……』
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　蜂はち須す賀か様に[image: ]しかられてしまいました、と清きよ正まさは思った。

　……しかし、今のは位い置ち関係を失敗しましたね。

　正面から向き合えばそうなって当然だ。

　今、顔を上げた福ふく島しまが、

「キヨ殿どのが巨きよ乳にゆう防ぼう御ぎよを発はつ動どうさせていたら、大だい惨さん事じで御ご座ざりましたな」

「残念ですけど、私、そのスキルを持ってないようです……」

　と、清正は福島に並んだ。左横よこ、裏うら拳けんを放つようにして、福島の眼がん前ぜんに腕を伸ばす。

「先さき程ほどの流れですけど……、こう、でしょうか」

「成なる程ほど。前から鉄てつ骨こつが来て──そして拙せつ者しやが、前に出ると」

　福島が、そう言いつつも、先程のミスを思し案あんしてか動かない。

　だからこちらは、彼女の額ひたいに近づけるように腕を動かし、

「こう、鉄骨が行きました……」

　彼女の額に腕が当たる。

　当たった。

　そのまま数秒。清正はお互いの肌はだに汗あせが染しみている事に気付き、

「どうです？」

　腕を離すと、その下から福島の歪ゆがんだ眉まゆが見えた。彼女は首を傾かしげ、

「────」

　解わからない、と言った風ふ情ぜいだ。しかし、自分の方も解るものではないので、

「手がかりは、ありませんか？」

「……え？　あ、キヨ殿、もう一回頼たのむで御座る」

「Ｔｅｓテスタメント．、──こうですか」

「あ、いや、もう少し勢いを」

　危ないのでは、と思いつつ、振ってみた。

　寸すん止どめ。

　腕。先の手首の力を抜いた加か速そくの一ひと振ふりだ。しかしそれを止めた先、福島は瞬まばたきもせずに腕を見ている。

　集中力りよくが高い。

　彼女は、ややあってから、ふむ、と頷うなずく。そして、

「キヨ殿、今の勢いで、振り抜いて下され」

「Ｔｅｓ．、──こうですね」

　やる気ですね、と思いつつ振ってみた。

　打ち抜くつもりで行く。

　行った。

　そして打ち抜いた。

　……え!?

　骨を打つ音と共に、肘ひじに衝しよう撃げきが来た。

　打った向こう、福ふく島しまが膝ひざから垂すい直ちよくに力を失うのと同時、

「あっつ」

　こちらも、当たらないと思っていたのがいけない。肘の神しん経けいをショットしたらしく、強きよう烈れつな痺しびれが腕から肩に回って走った。

　二人でうずくまり、向こうは額ひたいを、こっちは肘を押さえて数秒。

「キ、キヨ殿どの、結けつ構こう、体たい術じゆつもやるもので御ご座ざりますな」

「い、いや、引き腕はしっかり鍛きたえてますから」

「えーと、何してるんですか二人とも」

　片かた桐ぎりが来た。





●






　片桐は、ランニングの途と中ちゆうだった。

　基本、インドア生活が主の自分だ。だが、体力をつける事は大だい事じだと、ここ数日はそういう思し案あんも得ているのだ。何しろ、

　……男らしくありたいですからね……！

　数日くらいでどうにかなるものではないだろうが、ずっと、鍛えていけば背も伸びるだろうか。身体からだも逞たくましくなるだろうか。

　背が伸びて、身体も出来る頃ころには、戦せん国ごくの世も終わっている気がする。そうなったら武蔵むさしに行くのもいいだろうと。

　……と、そんな事を考えていた訳わけですが。

「何してるんです？」

　鍛える、という事については先せん輩ぱい格かくである二人が、しゃがみ込んでいる。

　先日に、二人とも派は手でな戦せん闘とうをしたばかりだ。何かあっては、と片桐は思い、

「どこか、負ふ傷しようが悪あつ化かしましたか？」

「い、いえ、そんな事は無いですよ？」

　と、清きよ正まさが立ち上がって腕を回して見せる。彼女の向こうでは、福島も立ち上がって襟えり元もとを正す。そして福ふく島しまが、

「片かた桐ぎり殿どのも、ランニングで御ご座ざりますか」

「Ｔｅｓテスタメント．、ちょっと思うところがありまして、僕も身体を鍛えようかと」

「まあ、前ぜん線せんに出るつもりなんですか？」

　言われ、片桐はふと思った。

　……そのつもりと、そう言えるくらいでなければいけないんだろうなあ。

　男子、常に見み栄えを張るべし。と、そんな事を思いながら、片桐は告げる。

「──Ｔｅｓ．、必要があれば前線に出る事も考こう慮りよしてます」

　言った瞬しゆん間かんだ。

　周囲が、波のようにざわめいた。生まれる声は一気に外に波は及きゆうし、伝でん言ごん状態で、

「おい！　片桐さんが前線に出るつもりだぞ！」

「ええ!?　片桐さんが前に出るつもりなのか!?」

「ああ！　片桐さんから前に出ていくつもりらしい！」

　という言葉の遣やり取とりが、わああ、という驚きを重ねて安土あづち周囲を一周した。

　ややあってから、声の波が逆から回ってきて、

・黒　竹：『片桐君？　今、おねーさん聞いたんだけど、〝片桐さんが、三回前まえを出して森もり君にラッシー〟って何なに一体。変なプレイ？』

・□□凸：『違いますよ！　何脚きやく色しよくしてるんですか！』

　まあまあ、と清きよ正まさが苦く笑しようで右手を前後に振る。

「皆、片桐君の事を心配してるんです」

「そういう心配が無いような男に、僕はなりたいんです！」

　Ｔｅｓ．、と清正が頷うなずいた。彼女は表示枠レルネンフイグーアを開いて、

「竹たけ中なか様？　片桐君が前線に行きたいそうです」

『わあい、超ハイダメ──ジ』

　……えええええええええええええええ!?

　聞いてない。というか、寧むしろそこまで言ってない。

　あと、何ですか今の竹中さんの応おう答とう。

「ちょ、ちょっと待って下さい！　僕が超ちようハイダメージって、何ですか!?」

『えっ？　聞いても逃げない？』

　……嫌いやな取引だ……！

　だが、話を遮しや断だんするように、声が生じた。

　福島だ。彼女は一ひと息いきを入れ、

「──流石さすがに、片桐殿の気き概がいは買うとしても、前線に投とう入にゆうというのは些いささか行き過ぎで御座りましょう」

「……そ、そうですよね!?　ちょっと行き過ぎですよね!?」

　Ｔｅｓ．、と福ふく島しまが頷うなずいた。その上で彼女は、顎あごに手を当て、こちらを見て、

「だから無む理りせず、可能な限りの成せい果かを上げてくるので御ご座ざりますよ？　片かた桐ぎり殿どの」

「結局、行く事になってませんか？」

「あら？　行かれないんですか？」

　これは意い外がい、という口く調ちようと表情で、清きよ正まさが言う。

　そして彼女は、眉まゆ尻じりを下げ、

「あの、すみません、片桐君が前ぜん線せんに出るというの、私の勘かん違ちがいだったんでしょうか」

　全ぜん身しん全ぜん霊れいを込めてＴｅｓテスタメント．と言いたい片桐だったが、

　……く。

　堪こらえた。

　何しろ自分は、男らしくならねばいけないのだ。

　清正に心配されたくらいで前線行ゆきを取り下げるなど、男としてあってはならない。

　そう、自分にはせねばならない事がある。武蔵むさしの淫いん乱らん巫み女こさんにまた会うという義ぎ務むが。

　そのために今、我が心に沸わき上がれ淫乱巫女パワー。

　……来た来た来た！　来ましたよ想そう像ぞう力りよくで！

　よし、と片桐は心の中で右拳こぶしを握った。

「いえ、勘違いではありません。──前線に出ますとも！」

「本気で御座りますか片桐殿！」

「本気です！」

「拙せつ者しや達、敵の前線は武ぶ神しん隊たいだろうと見当をつけて、こちらも前線は術じゆつ式しきバリケードで固め、我ら主しゆ力りよくは下がっていようと思って御座りましたが、──片桐殿は前線へ！」

　……えええええええええええ!?

　聞いてないどころではなく、それは卑ひ怯きようではないか。と、誰だれにともなく片桐は思った。

・黒　竹：『ああ……、思った以上に酷ひどくなりそうですねー』

・□□凸：『煽あおるのやめましょうよ煽るの！』

・きめえ：『──じゃあ現実言いっておくけど、敵の前線に私達が空くう爆ばく出来ないから、前線同どう士しは下へ手たすると正面から直ちよく当あたりよ？』

　嫌いやな現実が来た。

　だが、話を聞いてると、思うところはある。それは、

・□□凸：『そんなに現状、ヤバそうなんですか？』

・６　　：『馬ば鹿かが』

・つるぎ：『小こ六ろく！　片桐君の事をそんな風ふうに言うものじゃありません！　さっきから片桐君、脳のう内ないで不安を呼ぶ分ぶん泌ぴ物ぶつをどぴゅどぴゅ出してるんですから！』

・□□凸：『僕の人じん権けん何ど処こですかあ──！』

　だが、清きよ正まさが一ひと息いきを入れて言った。

・巨　正：『こちらは水みず攻ぜめの準備に忙いそがしく、巴パ里リをどう攻めるか、という部分にまで至っていない状態ですね。現状、進行度どはどのくらいですか？』

・６　　：『三割。いざとなったら私も出る。──玄げん武ぶの重力制せい御ぎよなら、資し材ざいの展開と打ち込みくらい、一気に出来るから』

　それより、と小こ六ろくが告げた。

・６　　：『三番、四番、そっちの方、──向こうが随ずい分ぶんと浮うわついた』
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　小六の言葉。それは、関かん東とうの状況を示すものだ。

　……どういう事です？

　まだ、関東側がわの情報はこちらには来ていない。それを小六が知っているのは、

・６　　：『昨日きのう、輸ゆ送そう艦かん隊たいの管理権けん限げんを得ていたから、玄武には上位通つう神しんの内容が届いてくる。それによると、武蔵むさしと北ほう条じよう、毛もう利りの戦せん闘とうは大だい部分が相あい対たい戦せんになる。

　その事に間違いは無い？　竹たけ中なか』

・黒　竹：『あっちゃー……、もうちょっと煮に詰つめてから知らせるつもりだったんですけどね。嘉よし明あき君くん、脇わき坂さかさん、黙だまって貰もらってたのに御ご免めんー』

・きめえ：『……まあ、こっちとしても、面めん倒どうな状況であるのは確かだから。その事が伝わるだけでもいいわね』

・□□凸：『あの、一体、どういう事なんです？』

　問うて見た。

　すると、回かい答とうが安治アンジーからやってくる。

・ＡｎＧ：『ショーロクが空気読よまなかったんだよ……』

・６　　：『現実見みてるだけ』

・きめえ：『あら？　現実ってのは、楽しいか不安か、どっちかだけど？』

・６　　：『解わかってるから否定はしない』

　そう言って、しかしややあってから、小六が告げた。

・６　　：『有あり難がとう』

・きめえ：『何がかしら？』

・６　　：『空気読まないのを、年下だから許そうって、そうしないだけ有り難い』

・ＡｎＧ：『いやあ、照れるなあ』

・６　　：『アンタに言ってない……！』

　と、こちらの表示枠レルネンフイグーアの向こうで、福ふく島しまが右手を挙げた。

「今の、どういう流れと意味なので？」

「えーと……」

　どう言ったものか。片かた桐ぎりが考えていると、清きよ正まさが微び笑しようで告げた。

「蜂はち須す賀か様が空気を読まなくて竹たけ中なか様が困ったのを、不安じゃないかって嘉よし明あき様が咎とがめたら蜂須賀様が御お礼れいを言って、しかし脇わき坂さか様が照れたら違ったんですよ」

　……何かおかしいですよ!?

　だが、福ふく島しまは腕を組んで頷うなずき、

「小こ六ろく殿どのも複雑な年とし頃ごろで御ご座ざりますな」

　何ど処こまで通じているのかは謎なぞだが、納なつ得とくはされたらしい。

　ただ、十じつ本ぽん槍やりの交こう渉しよう担当の片桐としては情報を得ておきたい。

「一体、何が関かん東とうであったんです？」

・ＡｎＧ：『ツギーいるじゃん？　──って、あ、回線綺き麗れい？』

・６　　：『玄げん武ぶが増ぞう幅ふくしてる』

・ＡｎＧ：『やるねえショーロク！　部屋にある御お菓か子し食べていいよ！』

・６　　：『鍵かぎ』

・ＡｎＧ：『無む理りすんなって、諦あきらめようよ!!』

　会話が意い味み不明だが、本ほん人にん達たちの間では成り立っているから怖こわい。

　だが、脇坂が言った名前は、自分達も親しいものだ。

　大おお谷たに・吉よし継つぐ。

　情報体たいとして制御情報プログラムで編まれた彼は、羽は柴しば麾き下かだ。自分達は十本槍として羽柴の私的戦せん士し団だんに近い役割だが、大谷は〝羽柴勢〟の代表の一人として動く。

　例えるならば、自分達は総そう長ちよう連れん合ごうの役やく職しよく者しや。大谷は各かく委員長クラス、という扱いだ。

　ロールアウトは先日だが、故ゆえあって、開かい発はつ段階からこちらとは近しい。そして、

・成成成：『大谷君が、何か？』

・ＡｎＧ：『Ｔｅｓテスタメント．』

　脇坂が告げた。

・ＡｎＧ：『黄こう門もん様が助走つけてテーブルでツギーぶっ飛ばしたら慶けい長ちようの役えきが起きたの』

・超正義：『──違います！　本人目めの前にして何を言われますか！』

・ＡｎＧ：『……キメちゃん、ツギー話が解わからないから、何か言ってやってよ』

・超正義：『そうですとも。複雑な経過などは省しよう略りやくして、結けつ論ろんから御お願ねがいします』

　そうね、と嘉明が一ひと言ことを送って来た。

・きめえ：『結論だけ言うと、大谷が空中で爆ばく発はつしたら慶長の役が起きたの』

・超正義：『違います……！　いえ、今のは合ってますけど真実ではありません！』

・６　　：『ダサ……。空中爆発……。ダサ……』

・超正義：『名めい誉よの空中爆ばく発はつです！　正義の負けた瞬しゆん間かんをダサいとは何事です！』

　向こうも大変ですね……、と片かた桐ぎりはしみじみ思った。

　だが、福ふく島しまが腕を組んで頷き、こう言った。

・しとお：『つまり大おお谷たに殿どのがテーブル上で爆発したら慶けい長ちようの役えきになったので御ご座ざりますな？』

・きめえ：『大だい体たい合ってるわね』

・超正義：『大体間違ってますとも！　──仕方ありません、私の書いた報告書をそちらに送りますから、確かく認にんを御お願ねがいします！』

・つるぎ：『どんだけです？』

・超正義：『Ｔｅｓテスタメント．、三秒程ほどで書き上げましたから、四〇〇字詰めの羊よう皮ひ紙し換かん算さんで三千枚程でしょうか。入にゆう出しゆつ力りよく誤ご差さがあっても、五秒程で読めるかと判はん断だんします』

・６　　：『言葉を選んで言うけど、あんた馬ば鹿か』

・超正義：『フ、制御情報プログラムに馬鹿とは理り論ろん的てきではありませんね。何ど処こが馬鹿だと？』

・６　　：『存在』

・超正義：『ひ、卑ひ怯きようです！　私が関かん与よ出来ないところに責任を投げるとは！』

　まだまだうちの流れに乗り切れてませんね……、と片桐は感想を得る。

　ただ、大谷の示し唆さするものは何となく解わかる。

　……敵は、関かん東とうの解放を狙ねらった、と？

・□□凸：『慶長の役を起こす勢せい力りよくは、何処です？』

・超正義：『Ｔｅｓ．、──全てであります。毛もう利り、北ほう条じよう、武蔵むさし。それら三さん国ごくは、明日あした、天てん正しよう壬じん午ごの乱と小お田だ原わら征せい伐ばつ、備び中ちゆう高たか松まつ城じようの戦いを相あい対たい戦せんで行う事になりました。そして──』

　そして、

・超正義：『相対戦の詳しよう細さいはこれから読めるようですが、明日、相対戦の結果をまとめ、お互いの戦争利り益えきを交換や配はい分ぶんした後、彼らは慶長の役を起こすと思われます』

・しとお：『滝たき川がわ先せん輩ぱい達は、如何いかがな状況に御座ります？』

・きめえ：『こっちとは連れん絡らくをとる気が無いみたい。北条領りよう内ないにいるせいもあって、強きよう行こうで連絡をとりに行く事も難しいし。……一応、真田さなだの十じゆう勇ゆう士し三人が合流していて、第二次上うえ田だ合かつ戦せんを同時発はつ生せいしようという流れになってるのは確かく認にんしてる』

・巨　正：『嘉よし明あき様や、脇わき坂さか様達の関かん与よはどういう風ふうに行われるんでしょう？』

・黒　竹：『ちょっと面めん倒どうですねー……。慶長の役が来ちゃうなら、小田原征伐への介かい入にゆう自体が危険かもしれません。お二人とも、連れん戦せん用ようの装そう備びしてませんからね』

・ＡｎＧ：『え!?　日帰りで戻るの？　まだ遊んでないんだけど!?』

・きめえ：『帰るなら遊んでから帰るわよ。──竹たけ中なか？　確かに連戦装備の用意は無いわ。どっちかっていうと個人戦と対たい地ち装備重じゆう視しだから、関東解放目め指ざして艦かん隊たい戦が行われるだろう慶長の役には、向いてない状態で出てしまってる。今、小田原の南、下しも田だにいるけど、もし連戦になるなら、今からでも江え戸どに装備変へん更こうに向かった方が早い？』

・黒　竹：『江戸側には、魔女テクノヘクセン用の装備なんて持ち込んでないですよねー……』

・ＡｎＧ：『流りゆう体たい燃料の賢鉱石オレイ・メタロがあれば何とかなるよー。魔女ってのは硬こう貨か弾だん撃うつだけが能じゃないし。燃ねん費ぴ悪いけどいろいろ出来るから』

・黒　竹：『だったら、江戸方面に行って貰もらうのもありですね。ちょっとその辺り、いろいろ考えてから決めますんで』

　という言葉を、片かた桐ぎりが表示枠レルネンフイグーアに見た瞬しゆん間かんだ。

　周囲。安土あづちに近い位置で資し材ざいを運んでいた者達が、いきなりざわめいた。

「うわあああ！　突とつ然ぜんに空からえろえろが!!」

・□□凸：『何やってるんですか竹たけ中なか先せん輩ぱい！』

・黒　竹：『あ、御ご免めん御免。いろいろ難しい事増ふえちゃって。気分転てん換かんに外出てきたら、安土の甲かん板ぱんって高いんですよねー。──あ、すみません、ちょっと右』

「うわあああああ！　今度はこっちにえろえろが！」

・巨　正：『竹中先輩！　艦かん外がいに投とう下かするのはやめて下さい！　皆ビックリしてますよ！』

　いつも上にいて解わからなかったけど、下にいると確かにコレはパニックする。

　わああ、と作業の学生達が艦から離れ、

・６　　：『こらあ──！　左さ舷げんの状況遅おくれる!!　離れるな！』

　酷ひどい話だ。

　だが、こちらとしても出来る事は無い。だから、話はひとまず終えて、関かん東とうを含めた判はん断だんを竹中に任せようと片桐は思った。だが、

「──っくしゅ！」

　安土の影で、汗あせが冷えたらしい。

　男らしく、という割には、子供のようなクシャミだと自分でも思う。

　……しっかりしないとなあ。

　思う正面、清きよ正まさが小さく笑った。

「早く、日の当たる方に行くのがいいと思いますよ。私達は、ここでちょっと、試しておきたい事もありますから」

「さっきの、……ですか？」

「まあ、そんなところで御ご座ざりますな」

「──わあああああ！　えろえろが風でカーブしてきた！」

　ゲームみたいだ。

「結けつ構こう皆、観察眼がんがいいで御座りますなあ」

「慣れてる僕らはどーかしてるんでしょうか……」

　嫌いやな話だ、と思いつつ、片桐は一ひと息いきを入れて走り出した。

「じゃ、先に行ってます！　一いつ周しゆうしたら艦かんに戻って、竹たけ中なか先せん輩ぱいの手伝いをしようと思いますので！」
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「向こうは賑にぎやかね。こっちはこっちで、竹中の方と連れん絡らく取りつつやって行きましょう」

　と、嘉よし明あきは一ひと息いきをつき、前を見た。

　眼がん前ぜんにあるのは石いし畳だたみの坂の下り。左右は木造の建物が並ぶ町並だ。更さらに下には海が広がっているが、

「熱海あたみって言うから、もっと灼しやく熱ねつの海を想そう像ぞうしたけど、そーじゃないね、キメちゃん」

「遺い跡せきの温おん泉せん街がいを今いま風ふうに作り直す際、実際にそうする案も出たそうだけどね。でも、各かつ国こくが外がい交こう館かんをここに置く際、奥おう州しゆうの異い族ぞく系けいが海に入りにくくなるって。そんな事で中止したらしいわ。彼ら寒かん冷れい地ちの異族が多いから」

『よく知っておられますね』

「下した調しらべは重要よ。大おお谷たに」

　Ｔｅｓテスタメント．、と呟つぶやく大谷は、足あし下もとにいる。

　走狗マウス状態だ。

　横のアンジーがたまに大谷を不ふ意い打うちで拾おうとして、

『やめて頂けますか。玩具おもちやではありません』

　即そく座ざにかわされ逃げられるのがちょっと面白い。

　今、自分達がいるのは熱海の外交町。

　……防ぼう護ご結けつ界かいで括くくられたここは、各国の外交の場で、非ひ戦せんの地というけれど……。

「何か、人、いないね」

「関かん東とうに私達羽は柴しば勢ぜいが乗り込んでから、まだ落ち着いてないのよ。外交はどちらかというと江え戸ど方面に集中して、小お田だ原わら征せい伐ばつの近い北ほう条じように、わざわざ外交の手を置く意味は無い。

　もし今、北条と外交をする意味があるならば、北条の資し産さんを小田原征伐後に移い譲じよう出来るかどうかと言う駆かけ引きのためだろうけど……」

『北条側は、松まつ平だいら勢に多くを移すつもりのようですね』

「実じつ地ちで聞いてきた分ぶん析せき役やくがいて有あり難がたいわ」

　坂を下る。建物のほとんどは、遺跡を今の硬こう化か木材で作り直したものだ。本来は宿であったらしいが、大体は表おもてに小さな門をつけ、各国の外交館かん分ぶん所しよとなっている。

　……関東や周辺の保ほ養よう所じよって扱いでもあるのかしら。

　南なん武ぶや新につ田た、他にも小しよう国こくどころか、大だい規き模ぼな居きよ留りゆう地ちの名前も見かける。

「各国、保養所が一いつ箇か所しよだと、回転悪わるくなるからかなー。さっき、里さと見みの二軒けん目めあったよ」

「……敵てき対たいしていても外交は大切。そういう事でもあるんでしょう」

　時とき折おり、町の管理を司つかさどっている自じ動どう人形とすれ違う。

　お互いに一いち礼れいをかわすくらいの余よ裕ゆうはある。実際、自分達が逗とう留りゆうする外がい交こう館かんも、彼女達を多く雇やとっているのだ。

「カニ玉、ちゃんと来られるかな」

「熱海あたみに入れたら概がい要よう図ずも通つう神しんで取しゆ得とく出来るから大だい丈じよう夫ぶでしょう」

　アンジーは、あの後こう輩はいを結けつ構こう気に入ったらしい。

　いい事だ、と嘉よし明あきは思う。アンジーは、意い外がいに人ひと見み知しりが強いのだから。

　……好きか嫌きらいかで、割り切りやすいものね。

　醒さめてない、と考えると、羨うらやましいという感想でいいのだろうか。ただ、

「今は、こっちもやる事やっておくわ」

　下、道の行き先で海が見える。

　遺い跡せきの堤てい防ぼうは、左右に長く。石で補ほ強きようをされていた。

　潮しおの匂においを感じながら歩いて行くと。

「海」

　青黒い一面が水平に広がる。

　……上から見てた時は青かったのに。

　何て今は黒々しい。そして、

「見えるわね」

　北の方、熱海から、左に望める半島沿ぞいには、小お田だ原わらを見る事が可能だ。

　小田原は、壁に囲まれていた。
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　アンジーは、ゆっくりと台たい風ふうのように回る壁の群を見た。

　恐らくは小田原城じようのある位置。そこにて、北条と毛もう利りの航こう空くう艦かん隊たいが集まっている。

　大小合あわせて数百の艦が、小田原上空を囲むように立ち昇り、下との行き来をしているのだ。その動きは途と切ぎれず、入れ替わり、

『速度は低いですが、嵐あらしのようですね』

「アンジー、仕事よ」

　言って、嘉明が魔術陣マギノフイグーアを開いた。

「上空からも見えていたけど、遠とお間まだったものね。ここで定てい点てん観測して、向こうの戦せん力りよくを見切れるだけ見切りましょう。──大おお谷たに」

『何なりとお申し付けを』

「名めい物ぶつ──！」

　ツギーが、一いつ瞬しゆんだけこちらを見上げ、

『────』

「あ、ツギー！　無む視ししたね!?」

『言いたくないから絡まないで下さい!!　ほ、ほら、嘉よし明あき様！　早く命令を！』

　Ｔｅｓテスタメント．、と頷うなずき、嘉明は大おお谷たにに命令した。

「名めい物ぶつ」

　ツギーが突っ走って一回地じ面めんに潜もぐった。ややあって、予想外がいの位置、後ろから走ってきて、

『買って参まいりました！　温泉の熱で蒸むした極きよく東とうピザ〝蒸し返し〟です！』

「ああ、一回しか裏うら返がえすなってルールなのかな？　きっと関かん西さいの外がい交こう館かんの品だよね」

　とりあえず笹ささ包づつみを嘉明と共に手に取ると、じんわり熱い。開けてみればソースの匂においがして、やはり地ち中ちゆう海かい国家の何ど処こかのものだと、そう思う。

「ツギー、ほら」

『残念ですが、固こ形けい物ぶつは食べられません』

　しかし、とツギーが頷いた。彼はそのまま一いち礼れいして、

『御心遣づかい、有あり難がとう御ご座ざいます』

「うん、よきにはからえ！」

「アンジー、食べながら喋しやべらない」

　Ｔｅｓ．、と見ればツギーも流りゆう体たい燃料の菓か子しを抱えて食べている。

　一ひと息いきだ。

「カニ玉が来るまでにやっておく事は？」

「北ほう条じようと毛もう利りの観かん測そくをやって、戦せん力りよく解かい析せき。それと、江え戸ど方面と羽は柴しば隊たいの通つう神しん仲ちゆう介かい。

　江戸方面の反はん羽柴勢の航こう空くう艦かん隊たいの動きを、江戸側と見て精せい査さする必要もあるわ」

『航空知ち識しきのある御お二人が派は遣けんされたのは、そういう意味もありますか』

「Ｔｅｓ．、──しばらくしたら、半島の西に一度飛とぶわ」

　アンジーは、笹をめくって極東ピザを剝むき出しながら、嘉明の言葉の意味を思う。

　……半島の逆ぎやく側がわは……。

「治めていた武たけ田だが滅びたから、係けい争そう地ちだよね。天てん正しよう壬じん午ごの乱らんが生じるまで」

「Ｔｅｓ．、そこから、係争地周辺の国家がどう動くかも見ないと。──来る途と中ちゆう、アンジーは幾いくつかの拠きよ点てんを見つけてたでしょ？」

　バレてたか。

　ちょっと嬉うれしい反はん面めん、照れくさい気分になりながら、アンジーは言う。

「いや、下をボーっと見てたら、山とか森の間に、ちょっと変な影や光あるから」

「小お田だ原わら征せい伐ばつが始まると、そこが北条方面を監かん視しするし、動きを持つわ。だから──」

　と、嘉明が手元に魔術陣マギノフイグーアを出した。

　受じゆ像ぞう用よう。それも夜間撮さつ影えい可能な光こう量りよう増ぞう幅ふく式しきだ。

「白魔女ヴアイスヘクセンが得意な加か圧あつ式。これを空に仕込んでおくから、アンジー、場所教おしえて。向こうにはバレないよう、警けい戒かい巡じゆん航こうに見せかけて投とう下か、時間差さ展開するようにするわ」

「する事多いねえ」

　そうね、と嘉よし明あきが頷うなずいた。そして彼女は、

「大おお谷たにはここの外がい交こう町まちの通つう神しん関係に潜せん入にゆうして、他国がどう動いているかを見て頂ちよう戴だい。中身まで見る必要は無いわ」

「おおう、ツギーも仕事があって良かったね！　食いっぱぐれないよ！」

『仕事のためにここに来ているのであります！』

「正せい義ぎのためじゃないの？」

『よ、よくお解わかりで！』

　咳せき払ばらいまでする辺り、情報体たいでも生物なんだなあ、と思ったりもする。

　ただ、不ふ意いに嘉明が肩を落とした。

「ま、こんなところね」

　仕事の手配メモをつけ終えた彼女は、ようやくというように前を見る。

　そこに海があった。だが、左に視線を向ければ、海沿いの小お田だ原わらには壁が立ちのぼり、

「滝たき川がわ先せん輩ぱい達たちの位置は、あの艦かん隊たい群ぐんの向こう。──挨あい拶さつは無む理りそうね」

「二分もあれば、辿たどり着く位置なのにねえ」

『行って参まいりましょうか？』

「駄だ目めよ。〝蟹かに江え城じよう〟は北ほう条じよう艦かん。通つう神しん回線は北条の産うぶ土すなを利用しているから、大谷の侵しん入にゆうは警けい戒かいされてる筈はず」

『では、いつ、滝川先輩と合流を？』

　どうだろう、とアンジーは思った。

　……今のままだと、慶けい長ちようの役えきが引っかかるよね。

　本来ならば、小田原征せい伐ばつに羽は柴しば勢ぜいとして介かい入にゆう。その中で滝川の援えん護ごにつく筈だった。

　滝川が連れん絡らくをとって来ない以上、事じ前ぜんの打ち合わせが出来ない。彼女の真しん意いも解らないため、滝川には自由に戦せん闘とうをさせ、外からの援護を行おうというのが、自分達が考えていた作戦だった。

「救きゆう出しゆつ作戦として考えた場合、上空からアンジー達が突入。

　下からは、上からアンジー達が突っ込む際の誘ゆう導どう、敵への足止めとして、カニ玉が出る。

　そういう手で行けるかな、とも思ってたんだけどね」

　だが、今は状況が違う。

　物もの事ごとが、小田原征伐だけで終わらないのが見えてきたからだ。

　小田原征伐と慶長の役。この二つを渡って戦うのには、それなりの用意が必要だ。

　しかも、自分達が強制介入しようとしていた小田原征伐は、

「相あい対たい戦せんとしてのルールが、これから決まるようね……」

「それって要するに、アンジー達が今いま何か話し合っても、机き上じようの空くう論ろんって事？」

「Ｔｅｓテスタメント．、──こちらとしては小お田だ原わら征せい伐ばつについても、滝たき川がわ先せん輩ぱいについても、身動きがとれないわ。大おお谷たにが一回忠ちゆう告こくに行った以上、羽は柴しば勢ぜいの代だい理りとして指し名めいされた武蔵むさしには口を出しづらいし。……次のタイミングは、彼らが相対戦のルールを決定した時に、違い和わを告げる場合かしら」

『さっきの介入で、押さえ込めなかったのは失敗でありました……』

「ツギー真ま面じ目め過ぎー。アンジー達が見てるぞ、って知らせただけでも充じゆう分ぶん充分」

　言ってはみるが、さてどうしようかという思し案あんは生じる。すると嘉よし明あきが笑えみを見せ、

「アンジー？　こういう時は、やるべき事を見つけてやるだけよ。そして、やれると思った事もやるの。やり続けるの。そうすれば事じ態たいは変わっていくわ」

「事態が悪あつ化かしたら？」

「そうならないようにするのも、やるべき事の一つよ」

　言って、嘉明が笹ささの包つつみの中身を、口に一気に押し込んでいく。

　……冷静キャラなのに、意い外がいに、落ち着くよりも速度重じゆう視し派はだよなー。

　そんな事を思うこちらの眼前、嘉明が振り向いた。

「何？　アンジー、一体」

　フフフン、とこちらは鼻を鳴らし、嘉明の真ま似ねで忠告した。

「──食べてる時喋しやべらない」

　嘉明が苦く笑しようする顔が好きだ。

　そしてアンジーは自分も、微笑を自覚する。横の大谷が首を傾かしげるのに構わず、

「向こう、皆もああだこうだとやってんだろうねえ」
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　清きよ正まさは、軽く左右の腕と、身体からだを伸ばした。

　夏の午後、安土あづちが作る影の大気を肺はいに入れ、

「では、福ふく島しま様、先さき程ほどの謎なぞは残ったままですけど、とりあえず今はランニングを終えてしまいましょう。片かた桐ぎり君も先に行ってしまいましたし」

「Ｔｅｓ．、明日あしたが本ほん番ばん、ちと散さん漫まんなのはいかんで御ご座ざりますな」

　あらあら、と清正は思う。

　……福島様のは、集中しているからこその余よ所そ見みですよ？

　思うが、言わない。

　言ったところで自覚がないため、迷うだけだからだ。

　ゆえに黙だまったままで、軽く会え釈しやく。福島が緩やかに肩を並べてきて、

「────」

　走り出す。運ばれる資し材ざいと並ぶようにして、足を踏む。

　最初の数歩は遅く。その後は、歩ほ幅はばに合わせた速度で。

　また、自分達は人の影を抜いていく。すると、不ふ意いに福ふく島しまが、

「キヨ殿どの」

「Ｔｅｓテスタメント．、何でしょう？」

「後で、負ふ傷しようのリハビリで、前に置いた艦かん上じようのプールを使用するで御ご座ざりますな？」

「あ、はい、水上に足あし場ばを作って、バランス取りなどいろいろと」

「Ｔｅｓ．、その時、ちょっと手合わせをして頂いただきたいので御座ります──拙せつ者しや、最近少々、力が足りぬようで御座りますから」

　以前の敗はい北ぼく以い降こう、自信を失っている、それを明かすのが今いま時じ分ぶんだという事に、清きよ正まさは小さく笑った。走っているが故ゆえに、ここでは話し相手に自分しか選ばれないからだ。

　無む論ろん、福島相手に訓くん練れん出来る相手は、実力的に自分しかいない。しかし、

「槍やり使つかいとして、私はちょっと邪じや道どうですよ？　どちらかというと大たい剣けん使いですから」

「いや、どちらかというとキヨ殿どのの方が正せい道どうで御座りましょう」

　どっちが邪道かで、艦かん首しゆを回るくらいまでやり合った。

　日の下に出る。運ばれる資材と並んで行くと、お互いの身体からだも温あたたまり、

「──Ｔｅｓ．、では、走った後で、上で軽く手合わせしましょうか」

「Ｔｅｓ．、宜よろしくお願いするもので御座ります。その後、艦上の縁えん日にちで一ひと息いき吐ければ」

　と、福島が言った時だ。

　ふと、清正はある事に気付いた。

　……あら？

　資材を運ぶ馬ば車しやがこちらと並んで走っている。だが、

　……おかしいですね。

　こちらは、艦首を回ったのだ。

　艦首は巴パ里リに向いている。巴里水すい没ぼつの手て配はいをしているのだから、資材は全て艦首方面に送られる筈はずだ。

　それが何な故ぜ、艦首を回った自分達と、ずっと併へい走そうする。
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　……そんな、無む意味に回る資材は、ありましたでしょうか？

　清正は、運ばれる資材を見た。

　馬車の御ぎよ者しや台だいに、見知った姿すがたが乗っている。

　知った顔だ。

　だが、久し振り過ぎて、なかなか名前が出て来ない。そしてまた、勘かん違ちがいも怖こわいので、清きよ正まさは皆に問うた。

・巨　正：『あの、皆さん？　数年前まえに、ほら、私達と相あい対たいした十人の、ええと』

・６　　：『姫ひめ路じの〝焼き肉三さん銃じゆう士し〟？』

・巨　正：『いや、あれは焼き肉屋のキャンペーンキャラクターです。福ふく島しま様がソロで完かん勝しようしましたし、人数も違います』

・ＡｎＧ：『じゃあ、長なが浜はまの〝お魚さかな八はち部ぶ衆しゆう〟？』

・巨　正：『酔よっ払ぱらった竹たけ中なか──、先せん輩ぱいが〝え？　お盛さかん八部衆？〟って言って相あい対たいになった記き憶おくがありますけど、それじゃないと思います』

・６　　：『あれ、全員の呼び名が〝おさかな様〟〝おさかな氏し〟〝おさかなさん〟とか、かなり解わかりにくい呼こ称しよう差だった』

・黒　狼：『憶おぼえる前に倒してしまった気が……』

・黒　竹：『えーと、じゃあローマの歴史八はち剣けん士し隊たい？』

・巨　正：『キャッチフレーズが〝ローマのいいとこ発見したい〟でしたが、相対初日からカタコンベで死し体たい発見して名前の通りになってましたね』

・きめえ：『確かに〝ローマのいいとこで発見死体〟だったわね……』

　よく考えたら三つ目は歴史的発はつ見けんな気もするが、全体的に自分の要よう望ぼうとは違う。というか、自分達を棚たなに上げて言うと、意い外がいに数すう字じ関係のいろいろが多い気もする。

・□□凸：『僕達と相対したのって、それこそ七なな本ほん槍やりと、他の候こう補ほ者しやでは？』

・巨　正：『Ｔｅｓテスタメント．！　それですね。どうも有あり難がとう御ご座ざります。──自分達と重なっているせいか、出てきませんでした』

・□□凸：『いえいえ、しかし清正さん、それがどうしたんですか？』

・巨　正：『ええ、横に、三み好よし・晴せい海かい入にゆう道どうがいます』

・約全員：『──曲くせ者ものだそれは!!』

　えっ、と清正は思った。

・巨　正：『え、ええと、真田さなだ十じゆう勇ゆう士しは、羽は柴しば側ですよね？』

・黒　竹：『いや、呼んでないですよー、今』

・６　　：『何な故ぜいるの？』

　じゃあ、と、通つう神しんの外で、並んで走る福島が告げた。

「聞いてみてはどうで御座ります？」

「そうですねえ……」

　清正は、走りながら問うて見た。

「あの、三好入道？」

　呼びかけると、御ぎよ者しや台だいの相手は振り返った。

「Ｔｅｓテスタメント．、──何でしょう？」
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　本物だ。良かったです、と思いながら、清きよ正まさは本ほん題だいを問う。

「何でここに？」

「──話すと長くなります」

「短めに御お願ねがいします」

　いいでしょう、と相手は頷うなずいた。

「ここに来たら、若い女性が友情を確かく認にんするようにランニングしているではありませんか。

　小しよう生せい、青春の香りを感じ、同じ空気の瑞みず々みずしさに浸ひたりたいと、そう思ったのであります」

　それを聞いた清正は、とりあえず一つ頷いた。

　息を吸い、その後で清正は叫ぶ。

「曲くせ者もの──!!」







[image: 第二十六章『曲がり道の失速者』]
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　清きよ正まさは、三み好よし入にゆう道どうが慌あわてて手を左右に振るのを見た。

「ま、待って下さい！　曲くせ者ものとは、それは早そう計けいであります！」

　何か言い分があるらしい。

　……一応、真田さなだは羽は柴しば勢ぜいでもありますからね……。

　吐と息いきをした清正は、走りながら改めて問い掛ける。

「どういう事なんです？」

「Ｔｅｓテスタメント．、実は小しよう生せい、ちょっとしたしがらみで六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズにつく事になりまして、ここにはちょっと行き途と中ちゆうでスパイに寄ったもので」

「曲者──!!」

「ま、待って下さい！　それは早計であります！」

　何か言い分があるらしい。

「大体まだ、明確に羽柴勢と六護式仏蘭西は戦せん端たんを開いておりません！」

　言われて見ると、確かにそうだ。無む論ろん、敵てき対たいである事には変わりは無いが、対応をどうするかという事については一いつ考こうがいるだろう。

　吐息をした清正は、走りながら改めて問い掛ける。

「どういう事なんです？」

「Ｔｅｓ．、結局は敵に回るので、スパイをしていたら、若い女性が友情を確かく認にんするようにランニングしているではありませんか。小生、青春の香りを感じ」

「曲者──!!」

「ま、待って下さい！　それは早計であります！　小生、怪あやしいものではありません！　単にスパイに来て若い女性に心ときめいていただけであります！」

「曲者──!!」

「落ち着きましょう！　落ち着けば小生の清い心が解わかる筈はずです！　若い女性、青春、ランニングしながらの語らい！　ああ、これで心ときめかぬ筈がありません！」

「キヨ殿どの、そろそろ張り倒してよう御ご座ざりますか？」

　Ｔｅｓ．！　と頷うなずいた瞬しゆん間かんだ。晴せい海かいが馬ば車しや馬うまに鞭むちを入れた。

　馬車が一気に加か速そくする。

「あ。逃げる気ですね？」

「話し合いが無む駄だならば、そうするまでであります！」

　晴海が、速度を上げる御ぎよ者しや台だいから立ち上がって手を振った。急いで速度をあげるこちらに対し、彼は大きく手を振って、

「さらば、清い魂たましい達たちよ……！」

「ま、待ちなさい！　乗り逃げです！」

「ははは、また明日あした会いましょう！」

　資し材ざいの山から突き出していた鉄てつ骨こつが、晴せい海かいの後こう頭とう部ぶをヒットした。

　快かい音おんつきで、晴海の身体からだが馬ば車しやの資材も飛び越える一回転をする。

　落らつ下かした。

　だが、こちらも自分達たちの身に初しよ速そくを入れたばかりだ。

　思わぬ敵の運命に、急きゆう制せい動どうを入れる。

　だが、既すでに身は通り過ぎており、距離は先さき程ほどより開いた。

「しまった……！」

　周囲にいる学生達は戦せん闘とう系けいではない。三み好よし入にゆう道どうを捕つかまえるのを任せる事は出来ない。

　ゆえに清きよ正まさは振り返って走った。横に並ぶ福ふく島しまが、

「く……！」

　加か速そくした。

「〝逆さか落おとし〟……！」
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　福島は、逆落としによるショートダッシュで、一気に三好入道との距離を詰めた。

　三好入道は落下からの回転受うけ身みで立ち上がり、こちらに気付くと走り出す。

　……意い外がいに速いで御ご座ざりますな！

　忍にん者じやなのだ。

　対する自分は侍さむらい。戦種スタイル関係で考えるならば、向こうの方が脚あしが速い。こちらは、追いつくとすれば、

「……っ」

　逆落としだ。

　急ぎ、追いつかねばならない。少しでも足止めをすれば、清正が間に合う。

　……無む論ろん、ここは二人で相あい対たいするのが吉きちで御座りましょう。

　何な故ぜなら二人とも、武ぶ器きがない。

　対し、三好入道には武器がある。今、無む手てのように見えるが、

　……来るで御座ります！

　三好入道が、走りながら腕をこちらに振った。

　太い鬼おにの腕には、入れ墨ずみで紋もん章しようが彫ほり込んである。その黒い羅ら列れつは腕の振りと筋きん肉にくのねじりで文字を絡み合わせ、

「──説せつ教きよう砲ほう!!」

　腕に走った流りゆう体たい光こうが、そのまま手を通した光こう弾だんとなった。

　対する自分は、

　……右！

　避よける。すると通り過ぎた弾だん丸がんが、左で弾はじけた。

　運ばれていく途と中ちゆうの資し材ざいに当たり、爆ばく発はつしたのだ。

　炸さく裂れつした光と、その威い力りよく自体は小さい。だが、音が鳴り、そこで初めて、安土あづち周辺の人の流れがこちらに気付いた。

「……敵てき襲しゆう!?」

　ここで作業している皆は、後ご詰づめ要よう員いんとして物ぶつ資しの搬はん送そうを行っているだけだ。

　戦せん闘とうが出来る者達の多くは、堤てい防ぼう建けん造ぞうの方で警けい備びの仕事に就ついている。

　……ならばここは、自分達でどうにかせねばなりますまいが──。

　ふと、福ふく島しまは思った。

・しとお：『竹たけ中なか様、今回、戦闘要員の配はい置ちなど、竹中様が決定されたで御ご座ざりますな？』

・黒　竹：『おっと！　いいところに気付きましたねー。何か引っかかりました？』

・巨　正：『警けい備び員いんくらい置いて下さい……！』

・６　　：『それよりアンタ達、右う舷げんの作業進しん行こうまで遅らせるな……!!』

・ＡｎＧ：『ショーロク落ち着こうよ。現げん場ばの苦労解わかってないで言うけど』

　……誠まことにその通りに御座ります！

　だが、事じ態たいが事態だ。

　今、皆は反はん射しや的に動きを止めている。

　自分達の周囲に危険があるかどうか、迷っている流れだ。

　これが、訓くん練れんされたものならば、幾いくつかの判はん断だんを採とる事が出来よう。安全な場に退たい避ひするとか、危険に対する構えをとるなど、そういう判断を即そく座ざに行う。

　だが、戦闘向むけに訓練されていないならば、

　……迷った後、誰だれかが堪こらえ切れずに、逃げ出すで御座ります。

　そうなったら危険だ。全体が、「我も」と、〝確実性せいのない安全〟を求めて、それぞれ思う方向へと勝かつ手てに動き出す。

　だからそうなる前に、

「……！」

　動きを止めた人々の間を、福島は加か速そくした。

　視線は敵を捉とらえている。

　速い。

　人々が動きをとめ、障しよう害がい物ぶつとなっているのに、その間を巨きよ体たいが抜ける。

　まるで水のようだ。

　障害物があればある程に、速くなっていくように見える。

　それを追う自分は、

「く……」

　急いではいる。だが、

　……粗あらいで御ご座ざります！

　人々に掠かすり、土を抉えぐって行く。

　それでもいい、とは思いもする。これが自分の加か速そくだとも。何な故ぜなら、

「〝逆さか落おとし〟……！」

　由ゆ来らいは、源みなもとの・義よし経つねの奇き襲しゆう作戦にある。

　敵てき陣じんの背後、崖がけに出た義経は、迂う回かいを考える皆の前で崖に飛び込んだのだ。馬うま任まかせに崖を降りるその技。それが自分の加速だとするならば、

　……荒れていて当然で御座りましょう。

　荒あら技わざなのだ。

　だが、と福ふく島しまは思った。逆落としとは、先せん頭とうを行く者が使うべき、速度重じゆう視しの落らつ下か加速で御座りましょう、と。

　このような技は、混雑の現げん場ばで用いるべきではない。ならば、

「──さて」

　福島は〝先頭〟に行く事を望んだ。
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　走る清きよ正まさは、それを見た。

　一ひと足あし先さきを突っ走っていた福島が、跳んだのだ。

　……あら。

　大だい跳ちよう躍やくだ。数メートル先、運うん搬ぱんされていく資材の上に、彼女の黒いジャージ姿すがたが舞い上がる。

　そして福島が、資し材ざいに左の足あし裏うらを掛けた。

　直後。その姿が消えた。

　……逆落とし！

　それも全力に近い、高こう加速状態だ。

　証しよう拠こというように、彼女の身が離れた運搬資材の上に見え、次の刹せつ那なでまた消える。

　再び彼女が現れるのは、馬ば車しやの馬の背の上であり、資材小ご屋やの屋根であり、

「────」

　追いつけません、と清正は思った。

　身しん体たい強化の術じゆつ式しきを入れている程てい度どでは、どうにもならない。

　明らかに自分は、福島の〝姿〟を追うのでは無く、彼女の〝後〟を追う形になる。

　これは勿もち論ろん、福島が敵に追いつくという事でもあるが、

・巨　正：『福ふく島しま様！　前に出で過すぎです！』

　呼びかけた。だが、

「────」

　応おう答とうがない。

　……また、ですか！

　まただ。

　先さき程ほど、ランニングをしている際にあった、福島の集中だ。

　何かを考えているのか。状況が捉とらえられなくなる。

　きっと今は、敵を追う事に集中してしまっている。

　訓くん練れんの時ならば、そういう思し案あんの時間も大事だろう。

　だが今は、

「……！」

　周囲が、晴せい海かいと福島に気付き、ざわめいた。

　人々が動き出す。わ、と言う者もいれば、え？　という者達もいて、

「──!!」

　戦おののき、乱れて動く人ひと群むれが、清きよ正まさの足を止めた。
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　福島は、敵に追いついた自分を悟さとった。

　場所は水すい路ろだ。麦むぎ畑ばたけの中を通る人じん工こうの小川だった。

　幅にして五メートル。左右にある麦畑からの落らく差さは一メートル程。

　水の深さは十センチもなく、水面下かには細かい石が並んでいる。

　恐らく、三み好よし入にゆう道どうが安土あづちに近付く際に使った〝道〟だろう。十メートル程先さきを行く彼は、水を蹴け立たてて走って行く。

　それを追う自分の背後、安土の方からは、

「────」

　この追つい走そう劇げきに、今いま更さら気付いた皆が、声をあげている。

　安土から離れたという事実を、福島はまずこう捉えた。現げん場ばからの距離は開けた、と。

　この敵が、皆や、安土に被ひ害がいを出す可能性は去ったのだ。

　安土から離れれば、自分も危険だというのは充分な理解の上だ。何しろ武ぶ器きがなく、軽けい装そうでもある。術じゆつ式しきや加か護ごも足りていない。

　ある程てい度ど逃げられたならば、追うのを諦あきらめねば、と思う程度の考えはあり、

　……その用心があれば、大だい丈じよう夫ぶで御ご座ざりましょう。

　深ふか追おいではない。

　無む論ろん、先日に輸ゆ送そう艦かん上じようで武ぶ神しんと戦せん闘とうした時も、充分に食いついた事で戦せん果かを出したのだ。ある程度の追つい走そうと接せつ敵てきは必ひつ須すだと福ふく島しまは判はん断だんした。

　だから追い、そして、

「────」

　三み好よし入にゆう道どうの身が、加か速そくした。

　顔がこちらに振り返り、細い視線が確かに自分の方を確かく認にんした。

　何な故ぜ彼が振り返ったかは解わかる。この先で水すい路ろが左に曲がっているのだ。

　水路は周囲の麦むぎ畑ばたけより一段低ひくい。

　麦も育っているため、左に曲がる水路の遮しや蔽へいになっている。

　迂う闊かつに追えば、待ち伏せされる可能性もある地ち形けいだ。

　三好入道は、ここを機き微びにしようというのだろう。彼は水を蹴け立たてる音を足あし下もとにつけ、振り返りざまに、

「説せつ教きよう砲ほう!!」

　腰下の高さで、一発が来た。それも、速そく射しやではない。

　放るような、遅い流りゆう体たい弾だんだった。
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　福島は、敵の誘いを悟さとった。

　敵てき弾だんの速度と位置が、その根こん拠きよだ。

　三好入道は、走っているこちらに対し、その重じゆう心しんとも言える腰の位置を狙ねらってきたのだ。

　直ちよく撃げき、もしくはガードをしても、重心を正面から撃たれれば足は止まる。

　しかも速度が遅い。

　速射であれば威い力りよくは増すが、それは、弾だん丸がんがこちらに早く届くと言う事だ。

　逃げるための時間稼かせぎとして考えるならば、弾丸はこちらに遅く到とう達たつした方がいい。

　遅い弾丸ゆえ、狙いは正確。対する自分はかわすしかない。

　だが、回かい避ひ方向が問題だ。下には水があり、姿し勢せいを低くすれば速度は落ちる。

　上に跳べば、飛び道具に対して全身を晒さらす事になる。幾いくら〝逆さか落おとし〟があっても、足あし場ばのない空中では方向転てん換かんも出来ないのだ。

　ならば左右か。

　しかし左にかわすのは危険だ。

　先の曲がり角かどは左カーブ。左にかわせばインベタで跳び込む事になるが、左に遮蔽となっている段だん差さと麦畑が邪じや魔まだ。先を見通せないままコーナーに入った瞬しゆん間かん、迎げい撃げきを受ける可能性がある。

　右が安全ではある。だがこれも、

　……左のコーナーに対しては、進しん入にゆうが遅れるで御ご座ざります！

　それは、敵との距離が空あくと言う事だ。

　福ふく島しまは三み好よし入にゆう道どうの冷静を感じる。たった一発、置いていくように撃うつだけで、幾いくつもの有利を生む事が出来るのだ。恐らくは訓くん練れんによる所しよ行ぎよう。対するこちらは、

　……一いちノ谷たにがあれば……！

　三好入道の攻こう撃げきをガード吸収し、速度を落とさず前に出る事が出来た筈はずだ。

　敵てき弾だんが来る。

　判はん断だんは下さねばならない。だから、

「〝逆さか落おとし〟……！」

　福島は加か速そくした。
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　晴せい海かいは、手に水を捉とらえていた。

　水を掬すくった大きな掌てのひら。それをやや影になるように翳かざし、指の間で泡あわのように浮かせた水の表面に背後を映す。

　鏡かがみ写うつしの広こう角かくは、広こう範はん囲いで自分の後ろを見せた。

　その中央、鏡の中で、ある異い変へんが生じた。

　福島の姿すがたが、一いつ瞬しゆん消えたのだ。

　……夏の日ひ差ざしの下、小川で少女の影が消える……！

　つい癖くせで詩し的てきになってしまう晴海だが、走る足は緩めなかった。

　敵が、いなくなる訳わけがないのだ。

　急ぎ確かく認にんする水みず鏡かがみの中では、確かに、一つの動きが生じていた。

　下だ。

　泡状の水みず鏡かがみゆえ、下方での動きは曲きよく面めんが強くて追いにくい。

　その上で、福島が更さらにこちらの予想外がいの動きをとっていた。

　彼女は、身を倒していたのだ。こちらの放った説せつ教きよう砲ほう弾だんの下を潜くぐるように、だ。

　下側。その位置に潜るのは、晴海から見れば二番目の正解だ。

　ベストはアウトコーナーに行く右回かい避ひの選択。外回りになって遅れても、安全は確かく保ほ出来るし、追いつく手しゆ段だんがあれば後のち々のちにどうにかする事が出来るからだ。

　身を危険にさらすという意味では、左と上への回避はない。

　下を行くのは、二番目の選択肢しだが、

　……姿し勢せいを低くすれば、速度は落ちます！

　だが、敵は、姿し勢せいを低くしなかった。身体からだを横よこ倒だおしに、水面にぶつけるようにしながら、

「加か速そくでありますか！」

　倒れる身体を、前に吹っ飛ばして保つ。

　……成なる程ほど！

　敵の加速術じゆつ式しきは、身しん体たい強化系けいではない。自分の足あし場ばから、脚あしの向かう位置へと加速する。

　走るのではなく、落らつ下かだ。

　だから、大事なのは行く先の指定であって、姿勢ではない。落下とは、頭からでも、背中からでも構わないものなのだから。

　そして敵が跳ねた。弾だん丸がんを潜くぐるや否いなや、前側上じよう方ほうに〝落ち〟て身体を起こし、そのまま前方に、こちらへと加速してきたのだ。

　三段落下となる連続の流れに、淀よどみはなく、

「見事でありますな！」

　晴せい海かいは、左腕うでを振った。腕を捻ひねる事で、彫ほり込んだ紋もん章しようを給きゆう弾だん用ように連結変へん更こう。左腕に絡むように発生した弾丸の連続を大おお数珠じゆずのように腕から身体に巻き付け、更さらには右手の発はつ射しや術じゆつ式しきに叩たたき込み、

「説せつ教きよう機き関かん砲ほう！」

　連れん射しやした。
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　水すい路ろの壁を、光こう弾だんが穿うがった。

　拳こぶし大だいの一発が、高速で連れん撃げきされる。

　轟ごう音おんと言うより、風の擦さつ過かに似た連射音おんに、給弾の高たか鳴なりが重なった。

　先行する晴海は後ろ向きに走り、水を蹴け立たてながら。

　追う福ふく島しまは前のめりに突っ走り、水を蹴立てながら。

　先に左コーナーに跳び込んだのは晴海だった。

　前を行く有利を最大に活いかすため、コーナーのイン側を通った。

　そして背後、遮しや蔽へいとなっている水路の壁ぎりぎりから、逆ぎやく側がわへと抜けるように流りゆう体たい弾だんを連射した。それも上下に振って、だ。

　コーナーに跳び込もうとする福島にとって、イン側からアウト側まで、横よこ薙なぎとなるような弾だん幕まくの張り方だ。

「どうです！」

　下がりながら晴海が叫んだ瞬しゆん間かん、福島が来た。

　軌き道どうは中央。先さき程ほどの一発を潜くぐって避よけた状態、そのままのルートだ。

　だが、上下にランダムで撃うち分けた晴海の射しや撃げきに対し、福島は己おのれの行く道を変えようとしなかった。彼女はただ、走りながら、

「……！」

　上着を脱いだ。そして次の瞬しゆん間かん。福ふく島しまは、袖そで先さきを摑つかんで籠かごのようにした上着で水を掬すくい、身体からだを前に叩たたき込む勢いで、

「……せい!!」

　胸むね下したの高さを横切る弾だん幕まくに、彼女は上着を放つ。

　水を含むには時間が足りない。だが、水を抱えた上着は、その重さごと弾幕に直ちよく撃げきした。

　正式な戦せん闘とう用ようではなくても、学生の装そう備び品ひんには防ぼう護ご能力や加か護ごが付ふ加かされている。それが、水の重みごと敵てき弾だんに食われた。

　無む論ろん、破は壊かいの流りゆう体たい弾だんが、その程てい度どで止まる訳わけはない。

　数発が直撃し、水と、上着の構こう造ぞう材ざいを千ち切ぎり飛ばして貫かん通つうした。

　完全な防ぼう弾だんは出来ない。

　だが、上着と水を食った敵弾の速度が、わずかに落ちた。その隙すき間ま目め掛がけて福島は、

「逆さか落おとし……！」

　加か速そくを用い、身を空中に横よこ投なげして跳び込んだ。

　右肩から入り、身体を捻ひねって背はい面めん跳びに移行する。

　蹴けった川面かわも。跳ねる水が遅れて生じたように見える程の動きではあった。

　それでも間に合わない。宙に、仰あお向むけるように身を飛ばした福島に、後続の弾だん丸がんが届く。

　だからというように、福島は身を回した。

　空中でスピンを掛け、仰あお向むけから俯うつぶせへと。その動きは、腹を下にするもので、右の脚あしを川面に蹴りつけ、

「────」

　爪つま先さきが、水面を貫通し、下の石に当たった。

　足あし場ばが確かく定ていした、その瞬間。

「……っ！」

　福島は、加速を用い、弾幕を抜けるのではなく、弾幕から己おのれを引っこ抜いた。

　弾幕の内、それでも数発が当たる速度と軌き道どうで来ている。足から身体を回したために、一番遠い顔が、弾幕を抜け切れていないからだ。

　しかし、見えていた。数発ならば、把は握あくも可能だ。

　ならば回かい避ひは出来る。

　回り、加速する身と、首を中心とした膂りよ力りよく。それをもって、福島は弾幕を越える。

　髪かみが数束たば、流体弾の弾幕に食われた。

　だがそれだけだった。

　越えた。身体はもう、次の加速に入っている。

　背後で、散った上着と水が、今いま更さらのように強く破は裂れつした。

　その飛沫しぶきに追いつかれる事もなく、福ふく島しまが前に出た。

　前方へと落らつ下かする。
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　晴せい海かいは、敵の動きを見た。

　追いつかれる。その事が確かく定ていする速度で、敵が来る。

　水の蹴けり上げがゆっくりと見える速さの中、晴海はこう思った。

　……夏の日差しの下。小川で少女と水みず飛沫を上げながら追いかけっこ、でありますか。

　思わず詩し的てきになってしまったが、出来ればこういう世界で生きていたかった。

　無む論ろん、現実は厳きびしい。現実では詩のように行かず、小川で加か速そく少女が水飛沫を爆ばく上あげして追つい撃げきっこなのだから困る。

　困った。

　敵の突とつ撃げきが止まらない。先さき程ほどの弾だん幕まくを強ごう引いんに抜けて来たのは見事だった。

　上着と水みず場ば、この二つの組み合わせで難なん所しよを凌しのぐとは。だが、

　……何な故ぜ！　遮しや蔽へいの向こうで上着を脱ぎますか！

　運動系けい少女が夏の日差しの小川で上着を脱ぐ。

　見事ではありますまいか。ゆえに、それをしっかり見たかったというのに、

「けしからん!!」

　晴海は砲ほう撃げきを散らした。コーナーを回ってくる相手に対し、至し近きん弾だんと言える連れん射しやを放つ。鬼おにとしての三みつ指ゆびを開き、流りゆう体たい弾だんを指に沿わせるようにして、

「食らいなさい！」

　３ＷＡＹの流体弾を発はつ射しやした。
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　福島は、敵の３ＷＡＹ散さん弾だんを見た。そして身をズラした。

　三み好よし入にゆう道どうの放つ砲撃に対し、回かい避ひの判はん断だんを下したからだ。

　説せつ教きよう砲ほう。鬼の持つ莫ばく大だいな内ない燃ねん拝はい気きをベースに、術じゆつ式しきをもって放たれる流体砲ほう撃げきだ。

　彼の放つ流体弾は、通常、右の掌から押し出されるように放たれている。

　大きな掌だ。見ていれば発はつ射しや角度は解わかる。

　だが、それが指の方向に合わせた散弾となる場合は、掌を下に向けた。

　掌の延長上じように発射されれば、真ま下したに飛ぶ筈はずだ。しかし、飛んでくる砲弾はそうではない。

　指を伝い、その戦せん端たんから押し出されるように、敵てき弾だんは飛んでくる。

　ならば、と福島は考えた。

　……敵てき弾だんの拡かく散さんは、三みつ指ゆびの広がりに制せい御ぎよされている筈はずに御ご座ざります！

　指ゆび先さきを用いて相手を狙ねらう時、故こ意いに〝逸そらす〟事は至し難なんだ。

　三み好よし入にゆう道どうの三指の内、中なか指ゆびがこちらを狙っていた。

　だから福ふく島しまは、中指と外そと指ゆびの軌き道どうの間、空白の位置に跳び込んだ。

「〝逆さか落おとし〟！」

　入った。

　しかし三好入道が反応した。下がりながら右の腕を振ったのだ。

　弾だん丸がんにワインダーが掛かる。

　説せつ教きよう弾だんの連れん射しやが横に波打ち、鞭むちのような軌道を描いた。福島の背後に抜けるそれは、水すい路ろの壁や水面に激げき突とつして土つち塊くれや水飛沫しぶきを宙に放つ。

　だが、敵弾の動きに福島は即そく応おうした。

　追つい随ずいする。

　……行けるで御ご座ざります！

　砲ほう弾だんの速度があり、密みつ度どがあったとしても、広こう範はん囲いの３ＷＡＹだ。こちらを狙って来る刃やいばや穂ほ先さきに比べれば、回かい避ひの余よ裕ゆうは随ずい分ぶんとある。

　今まで、自分は、全ての攻こう撃げきがこちらの致ち命めいとなるような相手と戦ってきたのだ。

　それに比べれば、

「──！」

　姿し勢せいを低くして、福島は一気に前へ跳び込んだ。

　直後、眼がん前ぜんで二つの動きが生じた。

　一つは、三好入道が後ろへと大きく跳ちよう躍やくした事。

　もう一つは、彼が指を閉じた事だ。

　弾だん幕まくの密度が高圧あつ縮しゆくになり、身を低くしたこちらに対し、顔がん面めん狙いの三発が来る。

　お互いの距離が縮んでいない。跳び込みのタイミングを合わせられていたのだ。

　……動きを読まれた!?

　何な故ぜと疑問しても、答えはない。ただ、福島は敵弾を回避した。

「お……！」

　身を低く、頭から水面に突っ込んだのだ。

　可能な限り、己おのれの姿勢を潰つぶし、弾だん丸がんをかわす。

　頭、肩、胸が水を叩たたき、藻もの匂においを浴びた。

　だが、かわした。

　頭ず上じようと言うよりも、姿勢を落とすのが遅れる腰の上、空気の薙なぎ払いが抜けていく。敵弾が背後へと通過していく証しよう拠こだ。

　凌しのいでいる。

　しかし、このままでは危険だ。

　加か速そくしている身が川かわ底ぞこに突っ込めば、直後に得る運うん命めいは自じ爆ばくでしかない。

　だからまず、福ふく島しまは前に手をついた。川面かわもの下。敷しかれた石いし群むれに手を突っ込むようにして、川底をホールドする。

　同時のタイミングで為なすのは、額ひたいを川底に叩たたきつける事だ。

　水みず飛沫しぶきが上がるより先に、そうしてやった。額が水を抜け、底の石に激げき突とつする。

　だが、これで出来上がるのは両手と額の三点支し持じだ。

　倒とう立りつの準備姿し勢せいに近いが、逆さか立だちではいい的まとだ。

　今すべきは、腰を強ごう引いんに左に流し、脚あしを広げて、

　……横に回す……！

　倒立では真ま上うえに振り上げる脚を、左に振り回した。

　強ごう引いんに腕を捻ひねり、姿勢を仰あお向むけにしながら身を回す。

　空を向いた視し界かいの中に、敵が見えた。

　下がりながら、こちらへと三みつ指ゆびを向けていた。

　砲ほう撃げきは続いており、今の自分は敵てき弾だんのワインダーに追われているのだ。

　だから福島は、腕を切った。川底のホールドを外し、脚を主体に身を飛ばす。

　左に回した脚は、身体からだを引っ張った。

　川底から手と頭が抜け、

「──っ」

　水すい路ろの左壁かべ。自分の身が垂すい直ちよくに立つ。

　立った。しかしまだ、全身には勢いが残っている。だから福島はそれを初しよ速そくとして、

「〝逆さか落おとし〟……！」

　全身に纏まとった水を、後ろに飛沫で払い捨て、彼女は加速した。
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　福島は膝ひざからの疾しつ走そうを選んだ。

　何しろ壁へき面めん上じようからの加速だ。水平になっている身体を、まず垂直にしなければいけない。

　だが、その一方で、水路に真まっ直すぐ降り立つのでは、身を立てるタイムラグが危険を呼ぶ。

　だから膝から落ちた。姿勢は水平に近い状態で、膝を水面に突き立てるようにして、

「……！」

　ぎりぎりの位置で、爪つま先さきを水面下に蹴けり込む。

　膝より先に、川底に足先が当たれば、そこが加速の起き点てんとなる。

　だからそうした。

　しゃがみ込むような姿勢からの、強引な落らつ下か加速の開始。

　それは川面にほぼ水平の、低い位置から発されるものとなり、

「……お！」

　逆ぎやく膝ひざを胸に寄せるようにして、福ふく島しまは次のストライドを踏んだ。

　踏むごとに加か速そくする。

　そして前に行くごとに、腰を起こす。

　川を駆かけ上る動きで、一歩一歩を後ろへとぶち込み、福島は加速した。

　腰を上げて位置を固定。そして、上じよう半身を上げないようにする。

　川かわ底ぞこを踏む反動で身体からだを揺らしてしまっては、疾しつ走そうのための力が散る。高速で行くならば、腰の高さは変える事なく、脚あしの動きのリズムをとるために上じよう半身を振り、

　……行くで御ご座ざります！

　先さき程ほど、動きを読まれた。

　だから今は、脚を交こう叉ささせる動きを含めながら、弧こを描いて突っ走った。更さらには、

「────」

　福島は、川底の石を手当たりで摑つかみ、投じた。

　三み好よし入にゆう道どうが振り回し気ぎ味みに発はつ射しやする砲ほう撃げき軌き道どうの外。上から回り込む山なり型の一投だ。

　自分よりも先に、石が当たる。そのタイミングで投げた一発は、

　……向こうの視し界かいに入るで御座ります！

　果たして、三好入道が動いた。上から行った石に、視界を塞ふさがれるのを避けるため、

「……っ」

　敵は、大きく一歩を下がったのだ。

　こちらから見て、距離は中ちゆう途と半はん端ぱに空あいていく。元々詰つめていた分に、今の一歩をプラスして、一歩半、といったところか。

　だが、跳ばせた。

　今度はこちらがタイミングを合わせる番だ。

　相手が着ちやく地ちをする位置と拍ひよう子しに合わせ、姿し勢せいを低く跳び込んでいく。

　三好入道が着地する瞬しゆん間かん。その胸むね中央に合わせ、

「〝逆さか落おとし〟……！」

　宙で福島は、後ろ向きに身を回した。

　放つのは、逆落としの加速を乗せた、浴びせ型の踵かかと落おとしだ。

　威い力りよくは、落らつ下かの加速が乗っているため、高所からの着地に等しい。軸じく足あしとなる左足は川底を削けずるように滑らせ、右足の支えとする。

　自分の全ぜん重量を乗せる事で、敵の身体を打ち抜く流れだ。

　もしも攻こう撃げきが満足に効かなくても、背を向けている事で身体の前面は守れるし、蹴けった反はん動どうを利用し、逆に跳んで距離を空ける事が可能だ。

　万まんが一いち、敵が三みつ指ゆびからの連れん射しやを止め、掌てのひらからの砲ほう撃げきに変へん更こうしたとしても、

　……掌は、真ま下した方向！

　姿し勢せいは低くしても、下に跳び込む事をしなかったのはそのためだ。

　下に行けば、掌からの迎げい撃げきを受ける可能性がある。

　だが、身を低くしていけば、敵は下か方ほう攻こう撃げきの選択肢しを残し続けなければならない。それは、手を高く上げる事が出来なくなると言う事だ。

　そのようにして、迎撃を押さえ込んだ踵かかと落おとしを、福ふく島しまはここで狙ねらう。

　……それに──。

　福島は思う。安土あづちからの位置を鑑かんがみても、この辺りが決けつ着ちやくの場所だと。

　だから福島は、攻撃を叩たたき込んだ。三み好よし入にゆう道どうが振り回す右腕うでの内側に跳び込むようにして、

「せ、あっ……!!」

　加か速そくを乗せた右の踵を放った。

　その瞬しゆん間かん。福島は声を聞いた。それは三好入道の、

「仕方ありませんなあ」





●






　言葉と共に、晴せい海かいが動きを作ったのを福島は見た。

　それは、こちらに突き出していた三指を広げ直す微び動どうだ。

　小さな動きだった。だがそれだけで、流りゆう体たい弾だんは指に乗らなくなった。

　新たな流体砲ほう弾だんが乗るのは、彼が下に向けた掌だ。

　右手の中央に装そう塡てんされた一発。しかし、その力をこちらにぶつける事は難しい。既すでに自分は彼の手を越えるような軌道で、浴びせ気ぎ味みの後ろ踵落としを放っているからだ。

　間に合わぬ迎撃。無む意味となる掌の一発を、しかし晴海が放った。

　握ったのだ。

　大きな掌と三指が、手首を回しながら流体の力を握り潰つぶす。

　次の瞬間。彼の手の中で流体砲弾が爆ばく発はつした。

　快かい音おんが響ひびき、硬こう質しつな手に亀き裂れつが走り、威い力りよくによって三本の指が開き直され、

「おっと」

　反はん動どうで、その手が勢いよく跳ね上がったのを福島は見た。

　上へ、しかし三指が行く位置は、

「正面であります」

　手首を回していたのは、後の軌き道どうを読んだものだった。

　暴ぼう発はつの反動による、右手の高速引ひき上げ。ダメージを是ぜとした動きが生む結果は、

「行きますぞ」

　こちらの踵かかと落おとしが、晴せい海かいの手に落ちていく。

　彼の右の手に、次の流りゆう体たい砲ほう弾だんが装そう塡てんされるのと、そこに自分の踵落としが激げき突とつするのは、ほぼ同時のタイミングだった。

　……当たる!?

　当たれば砲弾が暴ぼう発はつする。

　生せい体たいとしての装そう甲こうを持つ鬼おに系けい長ちよう寿じゆ族ぞくの晴海ですら、その手を破は損そんした一発だ。人間の自分が受ければ、踵落としの足首一つ、持って行かれかねない。

　福ふく島しまの判はん断だんは一いつ瞬しゆんだった。

　彼女は身を回す中で、軸じく足あしを捻ひねった。本来の進しん行こう方向とは逆に爪つま先さきを向け、

「〝逆さか落おとし〟！」
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　晴海は見た。

　掲かかげた自分の右掌てのひらから、空に流体砲弾が飛んだのを、だ。

　そして眼前にいた福島が、宙に大きく吹っ飛んでいた。

　高さ七メートル程。風を巻いて宙にある身は、飛んだと言うよりも破は裂れつしたような動きに近い。

　被ひ弾だんではない。加か速そく術じゆつの暴発だ。

　それは、速度の壁に激突するだけではない。次に放たれるべき加速が、壊こわれた状態で、全身を勝かつ手てな方向に散らすのだ。

　打だ撃げきされると言っていい。

　福島の五ご体たいは着ちやく地ちも何も考えていない方向に投げ出され、全身も、くの字になりつつ、大きく左に捻ねじれていた。

　そのまま彼女の身は、速度をほとんど落とす事なく右手側がわの麦むぎ畑ばたけに落らつ下かした。

　加速術の効果が暴発状態で残っているのだろう、放ほう物ぶつ線せんを描いた身が、しかし高速で麦むぎ穂ほの波に突き刺さる。

　終わった。

　後に、麦の平野が軋きしみ、風が大きく揺り戻った。

　だが、麦畑の方から敵が動く気け配はいは無く、

　……勝った、と、そう言っていいものですか。

　晴海は、右の手を見た。

　空に掲げていた掌には、大きな裂れつ傷しようが存在している。

　対し、吹っ飛んだ向こうは、速度の打撃によるダメージはあるだろうが、麦畑に受け止められてもいる。

「後こう遺いとなる負ふ傷しようは無いものでありましょう」

　負傷の度合いと、勝負の結果と、

　……さて。

　晴せい海かいは、血を零こぼし始めた手を握り、下がった。

　遠くから声が聞こえてきたのだ。

「福ふく島しま様さま……！」

　加か藤とう・清きよ正まさだ。

　声の高さから言って、彼女は、麦むぎの畦あぜ道みちを走ってくる。

　夏の日差しの下、麦畑ばたけに倒れた友人を、探しに走ってくるブロンドの少女。

「……想そう像ぞうするだに見事な情じよう景けい」

　その光こう景けいを確かく認にんしたいが、命も惜おしい。安土あづちの現状などを得る事は出来たのだ。だから今は、下がる事を優ゆう先せんとする。

「全く、変わった土産みやげ話ばなしが出来たものであります。──十じつ本ぽん槍やりと接せつ敵てきするとは」

　さて、

「大だい先生や、皆は、どのように今の結果を捉とらえ、未来を見るもので御ご座ざりましょう」







[image: 第二十七章『世話先の銀狼』]
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　浅あさ間まは、歩きながら深い息をついていた。

　浅間神じん社じやから青せい雷らい亭てい本ほん舗ぽに向かう途と中ちゆうだ。

　空に昇った日は、少し傾いている。宙でハナミが掲かかげる表示枠サインフレームにあるのは、午後二時半のカウントだ。

　既すでに移い動どう教室は奥おく多た摩まの艦かん首しゆ甲かん板ぱんで解散しており、皆は次の動きに向かっている。

　正まさ純ずみ達たちは次の会議の準備で生徒会室に向かい、それに毛もう利りや北ほう条じようの者達は外がい交こう館かんへと移動した。自分は毛利の依頼通りに毛利家けの主しゆ社しやの設定変へん更こうを行っていたのだが、これがまたいろいろ面めん倒どうかと思えば、

　……意い外がいと、あっさり済みましたね……。

　現状の毛利の主しゆ社しやは清すが神じん社じや。スサノオのヤマタ退たい治じに纏まつわる古い神社だ。広こう範はん囲いに手を広げている神社ではないが、戦せん闘とう系けいの術じゆつ式しきなどは昔から強固なものを中心に、絞しぼり込んで独どく自じ生産をしている。

　個としての強みを利点としている神社というのが、浅間の評ひよう価かだ。

　その清神社から、一時的に毛利の主社権けん限げんを関かん東とうの神社に移い譲じようする。

　どの神社にそれを該がい当とうさせるのかと言えば、

「厚あつ木ぎの三み島しま神社ですか……」
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　厚木の三島神社。

　それは、三島系の分ぶん社しや。関東を中心に展開している神社の一つだ。

　輝てる元もとが言うには、

「元々、毛利は大おお江え氏しを名乗り、鎌かま倉くらに勤つとめていたんだよ。その時にいたのが、厚木の三島な。そこから毛利は分ぶん家けしたりいろいろあるが、その地で毛利を名乗った辺りで考えると、この三島神社に権限シフトするのが一番だろ。余よ計けいな干かん渉しよう無しで行ける筈はずだ」

　確かにそうだが、毛利の主社を本社ではなく分社に設定するのは思い切りがいい。

　その辺りで制限が掛かるならば、浅間の補ほ塡てんを要すると言う事か。だが、

　……こういう神様系の仕事を捏こね回すのは、結けつ構こう面白いんですよね……。

　思わぬ繫つながりを発見したり、推すい測そくするという、遊びにも似た部分があるのだ。

「輝元さんが指示した三島神社は、大おお山やま祇づみ神社と三島大たい社しやを上に置く系列で、浅間神社とも祭さい神じんが近いんですよね……」

　三島の祭神の一つは、浅間の祀まつるサクヤの父、オオヤマツミなのだ。

　このオオヤマツミは、山と海に渡る豊ほう穣じようの神で、天あま津つ神がみであるニニギに、娘むすめのサクヤと姉のイワナガを妻つまとして贈った神しん話わがある。

　つまり、天てん孫そんに、豊ほう穣じようの神がその力を与えよう、とした訳わけだ。

　ただ、ニニギは、サクヤの方を妻としたが、共に贈られたイワナガについては、

　……ちょっとマニアックだったので、妻にはしないと断ったんですよね。

　実際は〝醜女しこめ〟であったとされるが、歴史再さい現げんにおいては、

「美の価か値ち観かんって、年代によって違うじゃん？」

　との意見が出され、爆ばく乳にゆう派はと貧ひん乳にゆう派はが素す手でで殴なぐり合いをしている横で、ぽっちゃり派はとスレンダー派が関かん節ぜつ技わざを決め合い、ロングヘア派とポニテ派や、金きん髪ぱつ派と黒くろ髪かみ派までが腕まくりして参さん戦せんしていくような状況が発生した。

　結局は〝時代に合った感覚に一いち任にんする〟とグレーゾーンが敷しかれたのだが、イワナガを返されたオオヤマツミは怒って、ニニギにこう言ったのだ。

「イワナガは寿じゆ命みようを司つかさどる娘むすめなので、ハイこれからお前の子し孫そんは定てい命めいになります。決まり！」

　ここで神かみ代よの時代には何度も言われた、

「聞いてねーよ!!」

　がまた発はつ動どうする事になるのだが、研究者達の推すい測そくでは、鉄てつ火か場ば系けいの性格をしたサクヤが、自分達の子が定命になるのを許した筈はずもなかろうという事で、

「これは酷ひどい事になった筈」

「かなり酷い事になった筈」

「親父おやじ相当やられた筈」

　という意見でまとまっている。また、イワナガの一件から、古こ代だいの神しん州しゆうでは、

「嗜し好こうがマニアックな方が寿命が延びる」

　という変な流れが生まれ、つまり神しん道とうの推おすジャンル嗜好が花を咲かす事となった。

　そんな、ある意味迷めい惑わくな父親神が、三み島しまの祭さい神じんなのだが、

　……サクヤも産うぶ屋やに放火したりですから、夫のニニギは大変ですよねー……。

　そんな迷惑一家の大おお元もとを、今回、娘神の神社が設定する訳わけだ。

　しかし、毛もう利りの主しゆ社しや元もととなる清すが神社も、これはこれで浅あさ間まにとっては興きよう味み深い。

「オオヤマツミは、スサノオの妻であるクシナダの祖そ父ふですからね」

　クシナダの父ふ母ぼはサクヤやニニギではないので、サクヤは彼女達の叔お母ば辺りの位置づけとなる。

　……ネシンバラ君が好きそうな話ですねー……。

　しみじみ思うが、その通りだ。

　だが、毛利の流れとしては、面白い系けい譜ふだと浅間は思う。

　元々、関かん東とうでは三島神社でオオヤマツミを奉まつっていた毛利が、後代においては清神社でオオヤマツミの孫まご婿むことなるスサノオを奉たてまつるのだ。

　神と人の世せ代だい交こう代たいというのは、偶ぐう然ぜんの一いつ致ちだとは思うが、

「適した流れに乗っていくもんですね」

　感心、というのが、浅あさ間ま神じん社じや代表としての感想だ。

　その一方で、手続き事じ態たいは、意い外がいと素直に進んだ。

　設定先さきの三み島しま神社に、元々毛もう利りの登とう録ろくがあったので、それを掘り起こしたのだ。

　四百年程前の登録設定だが、鎌かま倉くら幕ばく府ふ自体が長ちよう寿じゆ族ぞくを主とした組織だ。毛利の家か系けいにそういった血が含まれているかは、自分よりもネシンバラの趣しゆ味みの領りよう域いきだろう。

　だからまず、三島神社における、元の毛利の氏うじ子こ登録を、主しゆ社しや用ように再さい設定申しん請せい。

　そして三島から清すが神社まで、毛利の家系が相模さがみから安あ芸きに移っていく際、氏子として登録していった神社を洗い出す。

「……毛利は、越えち後ごなんかにも分ぶん派ぱしていたんですね」

　元となる大おお江え家け自体が、京きよう都と方面の出しゆつ自じで、鎌倉に出ていた一いつ派ぱが特とく殊しゆなのだ。

　鎌倉の毛利は越後や、安芸。長ちよう州しゆうにも広がっていく。後に、安芸に定住した主しゆ派はが立つ事で、今の毛利家が作られるのだ。

　だから浅間は、各かく毛利の歴れき代だい主社を確かく認にん。今でも主社設定が生きているような事がないかを確かめ、

「うん、大だい丈じよう夫ぶ」

　設定ミスが無い事を見た後に、清神社の方の氏子登録を、副ふく社しや用に設定。後はIZUMOに登録祈き願がんをすると、わずか数秒。


《主社設定：毛利家：清本社[image: ]三島厚あつ木ぎ分ぶん社しや：仲ちゆう介かい・浅間本ほん社しや：設定がなされました：浅間様のIZUMOポイント：御お札れいとして５０００ポイント加か算さんです》



　……あ、今度、ポイントで黒くろ盤ばん買おう……。

　などと思っている間に、自動的に三島側の設定がイキになり、組み替えがなされた。

　幾いくつかの部分はハナミが自動的に手て配はいをしてくれたのだろう。

　だが、基本はこれで終了だ。後の干かん渉しよう設定や制限解除は、IZUMO側から毛利に主社情報が送られてからになる。

　輝てる元もとの方から、何がしたいか、何が必要か、言って貰もらう事になるだろう。それが解わからない内から、勝かつ手てに第三者が手を出す事は出来ない。だから、

「こっちもこっちで、別の手伝いですね……」

　息を吸い、浅間は前を見た。

　見み慣なれた通り、それは青せい雷らい亭てい本ほん舗ぽに至る道で、

　……夕方から、ここに毛利や北ほう条じようを招いての作さく戦せん会議ですか。

　相あい対たい戦せんをどうするか、など、ルールを決めねばならない。

　流石さすがに生徒会室は使えないので、青雷亭本舗を使おうという事になったのだが、

「うーん……」

　浅あさ間まは、ふと、足を止めた。

　そして、右手に提さげているものを落とし気ぎ味みの視線で見る。

　右の五ご指しが摑つかむもの。それは藤とう編あみの鞄かばんで、

「……泊とまり込みのセット」

　これを持っていっていいのだろうか、と、浅間がふと、そんな事を思った時だ。

「あれ？　浅間さん、こんなとこで立ち止まってどうしたんですか!?」
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　アデーレは、浅間が飛び跳ね未み満まんの動きをとるのを見た。

　跳ねはしない。ただ、全身が縦たてに伸びるような身の震わせ方で、

　……また、浅間さんも随ずい分ぶんと器き用ような……。

　何だかんだで芸げい風ふうが激しい。と、そう思う眼がん前ぜんで、浅間がゆっくりと振り向いた。

　怒られたり、何かツッコミを食らうタイミング。アデーレはそういう流れを予期して、どう対応しようかを頭の中で組み立てる。だが、

「あ……」

　浅間が、肩かた越ごしにこちらを見て、吐と息いきしたのだ。

　安あん堵どとも、脱だつ力りよくとも言える息だった。そして彼女は、ややあってから夏服の襟えりを正し、

「もう、驚かさないで下さい、アデーレ」

「あ、いや、ええと」

　流石さすがに今の反応は、予期していなかった。

　弱気、と一ひと言ことで言えるものだが、

　……え、ええと？

　浅間が、何な故ぜ、そんな態度をここで見せるのか、アデーレには解わからない。ただ、

「すみません。な、何かマズいタイミングでした？」

「え？　──あ、いや、別に。……何でです？」

　……それが解らないから聞いてるんですって！

　だが、息を整えた浅間はいつも通りに見える。

　そして彼女は、

「アデーレも、青せい雷らい亭てい本ほん舗ぽに？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、早めに行くと、御お菓か子しとか貰もらえそうな気がしましたので！」

「……飢うえてるんでしたら、飴あめ要いりますか？」

「頂いただきます！」

　笹ささ包づつみの黒こく糖とう飴を貰って早さつ速そく頂く。

「甘いですね！　何とか夕食まで保もたせたいところです」

「いや、それは無む理りじゃないかと思います。……と、あれ？」

　浅あさ間まが、青せい雷らい亭てい本ほん舗ぽから右の方を見た。

　自分も、彼女の胸の陰からそちらを見る。と、浅間が、こちらの肩を手で押さえ、

「────」

　無む言ごんで引いて、並ぶ店舗の軒のき下したに下がった。

　位置は、青雷亭本舗の三軒げん隣となり。衣い装しよう屋やの幕まく下しただ。夏の日差しから日陰に入ったものの、

「ええと、浅間さん？」

「あ、うん。ちょっと」

　何事かと、アデーレは再び浅間の陰から青雷亭ブルーサンダー本舗を見る。

　すると、本舗の前に、人ひと影かげが立っていた。

　入口前、そこに荷物を提さげてたたずんでいるのは、

「第五特とく務む？」
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　ミトツダイラは、炎えん天てん下かで鈍い汗あせを搔かいていた。

　……来てしまいましたわ……！

　否いな、ここに来るのは当然の事だ。何しろこれから会議なのだ。

　それに真田さなだの地ち竜りゆう戦せんの影えい響きようで、屋や敷しきが大たい破はしている。虎とら秀ひでの爪つめが吹っ飛んできて屋敷の屋根を突き抜け、内部破は壊かいが生じた訳わけだが、あれはよく考えたら、

「……ひょっとして、私が振り回したものじゃありませんわよね？」

　自じ爆ばくの場合、保険適てき用ようがゼロになるので、それは避けたいところだ。

　ともあれ自分の家は無くなった。生徒会室に装そう備び一いつ式しきを持ち込んでいるが、流石さすがに置きっぱなしと言う訳わけにもいかない。

　それに、今日きようは毛もう利りの方の算さん段だんがついたならば、ここに母と父がやってくる。それも間違いなく泊とまり込む気だ。

　万まんが一いちがあったら、親しん族ぞくの責任として、自分が対たい処しよしなければなるまい。それによって本舗が破壊されたら、どのくらいの土ど下げ座ざで済むだろうか。素しろ人うと土下座じゃ無む理りですかもね。

　ただ、ミトツダイラには懸け念ねんがある。

　……今日、ここに御お世せ話わになったら、今後、どうしますの？　私。

　母は、屋敷の再さい建けん費用を毛もう利りや六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズが出す事は無いと言っていた。ならば自分の貯ちよ蓄ちくと稼かせぎ、そして割の低い保険から払う事になるが、

「流石さすがに表ひよう層そう部ぶの屋敷となると桁けたが違いますわね……」

　今までも、武蔵むさしの状況によっての引っ越しなどはあったが、それは元の屋敷から引っ越し先へのシフトであって、費用は割わり安やすだ。一から建築となると話が違う。

　宿が欲しい。

　正直な願いを言うとそうなるが、宿やど代だいを払うと再さい建けん用の持ち金が減少する。

　……持ち企き業ぎようを売りに出すのが一番手てっ取とり早いんでしょうけど……。

　一応自分は、極きよく東とうの暫ざん定てい継けい承しよう権けん二位の持ち主だ。貴き族ぞくや商人、政治系けいの人間はコネを作ろうとしてくる節ふしがたびたびあり、厄やつ介かいを感じてもいる。

　自分としては、己おのれの王が定まった事で余よ計けいなものを視し野やに入れなくてもいいとは思っている。が、企業の売り買いをすれば、それがコネの始まりとされる可能性もある。

　だったら、と心に前置きして、ミトツダイラはこんな事も思うのだ。目の前にある建物に住み込ませて貰もらって、そういうコネがもう通らないと示すのもいいのでは、と。

　だが、

　……王と私の関係を、私のわずらわしさの排はい除じよに利用するのは、卑いやしい話ですわ。

　いろいろ考えてしまう。

　大体、泊とまり込みの荷物を持って来てはいるが、本当に本ほん舗ぽのドアを潜くぐっていいものか。

　中には王がいるのは確実だろうが、その時王は、こちらの荷物をみてどう思うか。

「……そうですわね」

　その時の王の表情に、〝意い外がい〟があったら、それだけで、救われない気がする。

　だが、受け入れて貰えるなら、もうそれでいいとも思いもする。

　良く来たと、そう言われたら、何もかも委ゆだねていいだろう。

　どうなのだろう。

　いろいろと考えるが、何よりもまず、自分がここで待ってしまっている事に、王はいつ気付いてくれるのだろうか。

　王の支持があるとは言え、王の住すみ処かに自ら踏み込むのは、騎き士しの行いではない。

　ここにいるのを、王に早く気付いて欲しいと思う。その一方で、

　……王に出迎えさせる騎士というのも、またアレですわね。

　だから王に声を掛けない。

　家の前、ドアの正面で、今、じっとしている。そんな自分は、何に見えるだろうか。

「そうですわね」

　ミトツダイラは、ふと、こう思った。

　……番ばん犬けん？
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　……ち、違いますのよ!?

　今、危険なワードを思ってしまった。

　違う。ええ、違いますとも。

　だって番ばん犬けんは、外がい来らいを見張るために、ドアには背を向けている筈はずですの。

　今の自分はドアの方に身を向けていますから、番犬としての役を担になっていない。

　ええ、そうですわ、とミトツダイラは思う。決して今の状態は、餌えさ待まちで入口前まえに座り込んでいるのとは違いますの、と。

　そう思い、ミトツダイラはふと気付いた。

　……主人の出で待まちとしては同じですわ──！

　どうしたものか。

　そうだ。ドアの方を向いているからいけない。背を向けるのもまたいけないならば、

「横を向けばいいんですわ！」
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　浅あさ間まは、先さき程ほどからくねくねしていたミトツダイラが、こちらに背を向けるように立ったのを見た。

　何がしたいのか意味不ふ明めいだ。

　一いつ緒しよになってみているアデーレも。首を傾かしげ、

「何ですかね、あれ……」

「アデーレ、解わかります？　ミトの奇き態たい」

「いや、見た感じ、……行ぎよう儀ぎのいい犬って、主人の出てくるのを邪じや魔ましないように入口の横で座って待ってたりするんですが、第五特とく務むらしいと言えばらしいですね」

「違いますよーう？　ミトは犬じゃありませんよーう？」

　だけどちょっと、「あ、尻尾しつぽ振ってる状態……」とか思ったのは確かだ。

　しかし、アデーレの言げんには解る部分もある。

　待っているのだ。

　彼と彼女の関係。その重要なイメージの一つは〝王からの認にん可か〟だろう。

　騎き士しは王にせがむ事なく。ゆえに王は、言われるまでもなく、必然として騎士を認める。それが理り想そうの関係の一つだ。

　そんな理想を、銀ぎん狼ろうはこんな往おう来らいで望むというのか。

　だれかが訪ねてきてしまえば、そこで待っているのもバレてしまうだろうに。

　ただ、また位置を変え、入口の前で待っている彼女を見ると、

　……ミトらしい……。

　堂どう々どうとしている。が、その堂々は外に対するもので、中においては、唯ゆい一いつ弱い部分がある。

　王が彼女を不要とすれば、彼女の堂々は、方向性せいを失うのだ。

　意味や力は失わない。ただ、行く先を失う。

　何ど処こかに向かう騎き士しではなく、今の居い場所を守る動かぬ騎士になる。それは、ミトツダイラにとっては、王の騎士ではなく、武蔵むさしの騎士として、ただ武蔵を守る機き会かいのために動くようになるという事だ。

　無む論ろんそれもありだろう。本来の武蔵の騎士とは、そういうものだ。

　だが、彼女は違う道を欲していて、叶かなえられた。

　だから、待つ。

　王が偶ぐう然ぜんか必然か、扉とびらを開いてくれるのを、待っている。

　これは、遊びのようなものだと、彼女にも充分解わかっている事だろう。自分の遊びに満足したら、自らドアを開けるようにも思える。だけど、

「……うん」

「え？」

　アデーレの振り向きに、浅あさ間まは、何な故ぜか自分でも解らぬ赤せき面めんを得ながら言う。

「いや、その……」

　どう言ったらいいものか。

　ただ、視し界かいの中に立っているミトツダイラの横よこ顔がおや、その、小さくすぼめたような肩も、時たまに深く呼吸されて落ち着こうとする身体からだも、

「……楽しそうですよね」

　羨うらやましい、と思いかけ、浅間は自分の心を訂てい正せいした。

　自分だって、きっと、あのドアの前に立ったら、きっと同じだろうに、と。
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　ミトツダイラは、じっと待っていた。

　待つのは得意だ。何しろ王が歩き出すまで、数年を待ったのだ。

　ここに立って、ほんの僅わずかな時間を待つなど。王が動くか動かないかをじれったく感じながらの数年に比べれば、

「お、来た来た」

　いきなりドアが開いた。

　全ぜん裸らがいた。

　目の前だ。

　え？　と、突とつ然ぜんの展開にミトツダイラは反はん応のう出来なかった。しかし、息をするより先に、本ほん舗ぽ入口のステップを降りて、全裸がこちらの荷物を手に取った。

　自分が荷物から手を離さなければ、それは五ご指しをとられて引かれる形になる。そこで初めてミトツダイラは自分を取り戻した。

「──あの、我が王？」

「おう、待たせたか？　そろそろネイトが来る頃ころだと思っててさ」

　言われた台詞せりふに、見られていたのかと鼓こ動どうが跳ね上がる。だが、

「ネイトだったら一番に来るだろうし、入って来られるようにドア開けとくか、と思ってたところでさ」

「わ、私、一番ですの？」

「ネイトが一番に来るんじゃなかったら、他誰だれよ？」

「あ、いえ、ええと」

　どう答えたらいいものか、解わからない間に手を引かれる。

　入口前のステップを踏み、中に導かれる。そんな自分の足取りは、引っ張られるべきかついていくべきか、ほんの数歩だというのに戸と惑まどってしまう。

　結局、〝逆らわない〟というような流れになり、

「……あ」

　店てん舗ぽの中に入って、ミトツダイラは気付いた。

　誰もいない。

　自分が一番先さきだ。

　無む論ろん、喜き美みが奥にいるのだろうけど、他に誰もいない。

　王の傍そばにいる騎き士しとして、最さい善ぜんだ。

　そしてミトツダイラは思った。

　……待っている最さ中なかに、誰か来なくて良かったですの。

　もし、その人に先に入られたら、今、自分が得ているこの感情は無かったのだ。

　先せん着ちやくというだけの事だが、迷いながらでも早足にやってきて良かった。

　……ええ。

　安あん堵どとも、満足とも言える息をつく自分の眼がん前ぜん。王が下げ駄た箱ばこの下側を示した。

「ま、上がれ上がれ。あと──」

　彼は笑えみでこちらの手元を見る。

　問い掛けられる。

「これから、うちにいるんだろ？」
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　問われた意味を、ミトツダイラは考えようとした。

　体てい裁さいや、母に何と言われる事かや、友人達たちの事を思おうとして、しかし、

「──Ｊｕｄジヤツジ．」

　小さな声で、言ってしまった。だから、

「Ｊｕｄ．……！」

　言い直す。その間にも、頰ほおや、身体からだに熱が溜たまっていくのが解わかる。これが溜まり切ってしまったら、自分がどうなってしまうか、抑よく制せいの自信が持てない。

　……そうですわね。

　今、言うべきは、

「これから御お世せ話わになりますわ、我が王」

　告げた。

　その言葉が、勘かん違ちがいでは無いと信じたい。

　王の台詞せりふが、単に今日きようだけの事や、屋や敷しきの再建までという意味では無いと、思いたい。

　すると眼がん前ぜんで、王が、

「あ」

「……あ？　って、何ですの？」

「いや、その、ネイト？」

「だ、だから何ですの？」

　えーと、と、目の前の全ぜん裸らが、こちらの前で、両の手を立てた。

　ちょっと待て、というジェスチャーなのは解る。だが、

　……あの、まさか？

　こちらの言げん動どうが勘違いで、それを正すというのだろうか。

　熱を持った身が、僅わずかに血の気を引こうとする。

　その瞬しゆん間かんだった。

「──ずっと、って事でいいんだよな？」
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　喜き美みは、自分の部屋のベッドに寝ね転ころがって、表示枠サインフレームをめくっていた。

　今日は来客が多い。料理を出すにしても弟の手だけでは対応出来ない。自分と、浅あさ間ま、青雷亭ブルーサンダーの母も戦せん力りよくとして考え、

　……ホライゾンのはネタになるけど、どーしようかしらねー……。

　ともあれ総出で勝負だろうが、献こん立だてを決めておく事が肝かん要ようだ。だから家の倉そう庫こと氷ひ室むろにストックがあるものと、青雷亭への手て配はいも考え、

「……あら？」

　店てん舗ぽの方、弟と騎き士しが遣やり取とりをしているのは解っている。

　だが、店舗の床に、何か硬いものが当たった音がした。

　騎士が、持ち込んだ荷物を床に落としたのだろう。

　何が起きたのかは解る。きっと、狼おおかみが床にへたり込んだのだ。

　弟と話していて、思わぬ事を言われた。そういう〝今〟だと、解っている。

　……嬉うれしいわね。

　弟も、自分も、もう、一人ではない。ホライゾンという存在がいるが、

　……境きよう界かい線せん上じように立つ以上、〝一人〟なのよね。

　自分はそんな〝二人で一人〟と、お互いに〝半はん身しん〟であるような、そんな複雑な関係ではあるが、

「有あり難がたいわ」

　何かあった時、もう、弟と〝二人〟だけでどうしようと、そんな恐れを得る事も無い。

　そしてまた、片方がいなくなりそうになった時、もう自分だけでは無い。

　共有してくれる騎き士しが出来た。

　きっと他にも出来るだろうが、弟にとっての自覚を持った一番は、狼おおかみだ。

　それが正まさしく来て、お互いに確かく認にんして、

　……狼だったら嬉ション状態よねー……。

　自じ失しつで座り込んでしまった銀ぎん狼ろうについて、どう言うべきか。

　肉にく料理の献こん立だてをチェックしながら、喜き美みは微笑でベッドを転がった。可お笑かしさと、心のくすぐったさを感じながら、

「幸せ太りとか言うけど、幸せペタンコ座りって、あるのかしら」
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　ミトツダイラは、立ち上がろうと思った。

　……え、ええと。

　立たねばならない。

　大体、へたり込んでしまう意味が解わからないのだ。

　王の信頼を受け、それを望まれたのならば、胸を張って応おう答とうすればいいのに。

　立てない。

　腰が抜けてしまって、というよりも、膝ひざ自体が抜けてしまっている。

　参まいった。

　ただ、王が、座り込んでしまったこちらに、また掌てのひらを立てて出した。

「ちょっと待ってろ？」

「……え？」

　全ぜん裸らがキッチンに走っていく。入口で二度程ほど腰を振るのは何の意味か解らないが、彼なりの儀ぎ式しきなのだろう。

　ただ、王は、すぐに戻もどって来た。

　手にあるのは、長めの包ほう丁ちよう。それを手にした王は、こちらの前に立って、

「えーと、ネイト・ミトツダイラ」

「眼がん前ぜんにゴッドモザイクがあるんですけど、大だい丈じよう夫ぶですのこのシチュエーション」

「まあちょっと我が慢まんしとけ。ええと、ネイト」

「は、はい」

　我慢しろと言われたからには、何か意味があるのだ。

　だからミトツダイラが待っていると、王がいきなり言葉を切り出した。

「いいか？」

「はい」

「ネイト、俺おれは、オメエを、俺っていう王様の、先行予よ約やくの騎き士しとして──」

　えーと。

「景けい気き付けに刃は物もので頭叩たたくんだっけ？」

「死にますわよ！」

　王の手を避けるという発はつ想そうがすぐに来ないのがどうかしてる。

　だが、何をされるかは解わかった。

「叙じよ任にんですの？」

「今が一番だろ？」

「あ、あの」

　ミトツダイラは問うた。

「秘ひ密みつですのね？」

「ああ、今はこういう形で。一いつ瞬しゆん、ちょんまげでやろうかとも──睨にらむなよ！　で、──また何か、いい頃ころ合あいと節ふし目めがあったら、改めてやるってのもありだけど」

　だけど、

「オメエがうちに来たんだから、今は今、だ」

　言った後、こちらの肩に、刃やいばが横にされて当たった。

「これからも頼む」

　言われた。だからこちらも息を吸い、

「Ｊｕｄジヤツジ．」

　頭を下げ、ミトツダイラは言った。

「──この身も心も、王の御ご随ずい意いに。そして私からも、捧ささげますわ」

　言葉だけの儀ぎ式しきだ。実際に契けい約やくや加か護ごが交換されたり、結ばれた訳わけでは無い。

　ただ、王は、

「香こう油ゆを額ひたいに塗ってやったりするんだっけ？」

「まあ、そういう手しゆ法ほうもありますわねえ」

「……さっきベーコン焼いた時に出た脂あぶらじゃ駄だ目めだよなあ」

「わ、私、そこまで肉にく主義者じゃありませんのよ!?」

　じゃあ、と王が身を低くした。そして彼は、

　……え。

　こちらの前まえ髪がみを分けた後の事。額ひたいに、温かい、湿しめりが触れた。

　唇くちびるをつけられ、舐なめられたのだ。

　それは、確実にこちらを味あじ見みして、

「うん」

「──わ、我が王？」

　咄とつ嗟さと意い外がいの混じった事に、ミトツダイラは慌あわてて顔を上げる。すると王様は、目の前に座ってこちらの頭を撫なで、

「ネイトだと、こっちの方がいいだろ？」

「まあ、確かに理りに適かなってる気もしますけど、……何でいきなり？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、だって前に、ネイトママンと寝てる時、額舐められてさ。──だから人狼ルウガルウって、そういうものかな、って」

　……なめ回したのが本ほん人にんにもバレてますわよ、あの母親!!

　だけど今の事を思うと、ナイス所しよ行ぎようですのうちの母親。

　何がどう回ってくるものか、解わかりませんわね、とミトツダイラが思っていると、全ぜん裸らは、こちらの頭を摑つかむようにして一度強く撫で、

「えーと」

　立ち上がると、彼は急いで包ほう丁ちようをキッチンに置きに行く。

　その僅わずかな時間、彼が背を向けた隙すきに、ミトツダイラは額に右中なか指ゆびの爪つめを当てる。

　味見された場所。そこに銀ぎん色いろの爪を押し当て、位置を確かめ、

「────」

　爪を、自分の唇に軽く浸ひたした。

　舌したで包み、口の中のものを飲むように喉のどへ送れば、

　……ん。

　王の匂においがする。

　この匂いを忘れてしまうかも知れないけど、こうした事は忘れないようにしよう。ミトツダイラは、そう思い、

　……共通の秘ひ密みつの中の、私だけの秘密ですわね。

　よく考えたら、王の方もこっちの味を見たのだから、これでおあいこ。そう納なつ得とくする事で理り路ろとして、ミトツダイラは立ち上がる。

　落としてしまった荷物を店てん舗ぽの隅すみに置き、

「我が王」

　おお、とこちらに戻って来た彼に、ミトツダイラは言った。

「ちょっと、外の警けい備びをしてきて宜よろしいですの？　──この中、ベーコンの匂においがして、お腹なかが減ってしまいますもの」
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　ミトツダイラが青せい雷らい亭てい本ほん舗ぽの中に入って、出て来ない。

　その事実を、浅あさ間まはじっと見ていた。

　……えーと。

　つまり、ミトツダイラが、葵あおい家けに入った、という事だ。

　その事に、おかしな部分は無い。何しろこれから、青雷亭本舗では会議があり、その際には毛もう利りや北ほう条じようの代表達がやってくるのだから。

　だから役やく職しよく者しやであるミトツダイラが本舗の中に入っても、おかしい事はない。

　ですけど、と浅間は思う。ミトは屋や敷しきも無くて、あの荷物がある訳わけで、と。

　それはつまり、騎き士しとして葵家に〝入った〟という事だ。

　……ミトも思い切りましたねー……。

　それは評ひよう価かとしては、どういう意味になるのだろう。

　よくもまあ、という呆ぼう然ぜんなのか、それとも、羨せん望ぼうなのか。だが、

「あれ？」

　ドアが開き、影が一つ出てきた。

　ミトツダイラだ。

　……出て行くんですか？

　まさか、と思ったこちらの視し界かいの中、ミトツダイラは手に荷物を持っていない。

　何ど処こかに所しよ用ようか、忘れ物でもしたのか、それとも王様からの指し示じなのか。だが、見える彼女の横よこ顔がおは浅く眉まゆを立てた笑えみで、負の部分は一いつ切さい無い。

　彼女は、しかしステップを降り、軽く鼻を上に向け、

「さて」

　通る声で、こう言った。

「中、我が王だけを置いていくのは心配ですけど、ちょっと周囲の警けい備びしてきますわ」

　と、言うなり、ミトツダイラは道路を渡って左さ舷げんの方へと向かった。

　いなくなる。

　後に残された形の自分とアデーレ。その内の、アデーレの方がこう言った。

「浅間さん」

「？　何です？」

　見ると、アデーレが笑みでこう言った。

「自分、忘れ物したので一度帰かえっていいですか？」

「ちょ、ちょっと待ちましょうアデーレ！　逃げる気ですか!?」

「い、いや、どう考えても今の第五特とく務むは何らかの意味で気を遣つかってましたよ！」

「一応聞きいておきますけど、どういう意味で？」

　笑えみを作って問い掛けてみると、アデーレが視線を逸そらした。

　彼女は、小さな声で、

「往おう生じよう際ぎわと言いますか……」

　……うわあ、凄すごい的てき確かく……。

　まあ、外から見たらそういうものなのだろう。

　そしてまた、だからこそ、その流れに乗ってしまうのもちょっと自分の安売りのようで、

　……あ、私、凄く面倒めんどくさい……。

　自分でも思ってしまうくらいなのだから、外からだと相当の筈はずだ。

　だが、

「あれ？」

　左さ舷げん艦かん尾び側がわの通りから、ホライゾンがやってきた。

　彼女はパンの入った背し負よい籠かごを背負って、手には大きめの荷物を提さげ、

「何かホライゾン副ふく王おう、武蔵むさし坊ぼう弁べん慶けいみたいな感じで来ましたけど」

「ですねえ……」

　と、ホライゾンが本ほん舗ぽの入口前にやってくる。

　ふと、浅あさ間まは、アデーレと共に身を低くした。

　アデーレが、好こう奇き心しんと真剣の混じった声で、

「ホライゾン副王、第五特とく務むみたいに、いろいろ迷ったりしますかね」

　言っている間に、ホライゾンが無む造ぞう作さにドアを開けて中に入った。

　浅間は、アデーレに応答しようとした矢や先さきの出来事に、

「…………」

「…………」

「…………」

「……無造作でしたね」

「はい。……ノックも無しでしたね」

「……企き画かくが失敗だったと思うんですよ」

「ホライゾン、やたらと男らしいですからね」

　と、またドアが開いた。

　先に出てきたのは、空からになった背負い籠を掲かかげて這はっていく右腕うでだ。左舷側の方に高速でくねっていく右腕を見て、浅間はこう思った。

　……凄すごい絵ですね……。

　去年までの武蔵では絶対に見られなかった光こう景けいだ。当たり前だが。

　だが、本ほん体たいが続いて出てきた。本舗の方、中からは馬ば鹿かの声で、

「あれ!?　何ど処こ行くんだよホライゾン！」

「──青雷亭ブルーサンダーで仕事の続きです。午後の一ひと時ときを御お客様にサーブせねばなりません」

「え？　俺おれもそっち行ったらサービスされる!?」

「ほほう、そんなに仕事としてのサービスが嬉うれしいですか。しかも有料で」

「くそおおおおおおお!!　もうちょっと優しい言い方して下さい！」

「──舞台に上がるだけで笑いが得られる、それが嬉しい芸げい人にんという感じですねえ」

「もっとキツくなったぞ!!」

「いえ。段階で言うと、今のは松まつです」

「難なん度どで言うと、高いのと低いのとどっち？」

「──どっちがいいですか」

　突き放した上で、大体、とホライゾンが言葉を繫つなげた。

「いろいろと移い動どう教室中ちゆうに大おお見み得え切きって、戻ったら早さつ速そく女おんな衆しゆうの二、三人は連れ込むくらいの甲か斐い性しようを見せているかと期待すれば、ぼっち全ぜん裸らがベーコン焼いてるとか、何ですかそれは。チンーコに脂あぶらが跳ねたらどうするのですか」

「くっそ！　くっそ！　何処からツッコみゃいいのか解わからねえけど、ネイトはもう来てるからな！　ほら、その荷物！　どうだ、参まいったか！」

「荷物から肉の匂においがしませんが、これはトーリ様が作った幻げん影えいですか」

「ネイトもたまには肉じゃないんだってさー」

「成なる程ほど」

　とホライゾンが右の親おや指ゆびを店てん舗ぽ内ないに上げた。

「トーリ様の甲斐性の件、ミトツダイラ様の意い気きに応じて、ミトツダイラ様の決断の分を認めましょう」

「あれあれ？　俺の評ひよう価かは何処いずこに？」

「おやおや、器うつわの小さい男ですな」

「待て！　それは俺がウケとして小さいと言う事か!?　そうなんだな!?」

　右腕うでが戻ってきてドアをそっと閉じた。

　……凄すご過ぎる……。

　一いつ緒しよに身を低くしているアデーレが、深く頷うなずいてこう言った。

「何か、ホライゾン副ふく王おうの言げん動どうって、真しん理りがある気がしますよね」

「……大体、人生にとって不ふ都つ合ごうな真理ですよね」

　だが、ホライゾンが青雷亭に歩いて行く。その後ろ姿すがたを見送って、

　……さて。

　自分はどうしたものかと、浅あさ間まは内ない心しんで吐と息いきした。
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　ミトツダイラは、歩いていた。

　行き場所が決まっている訳わけでは無い。ただ、

　……マズいですわ。

　完全に、意い思しが身体からだと直結してしまっている。

　歩いている足が、軽くステップになり、小走りになって、

「……っ」

　気付けば、真まっ直すぐに、武蔵むさし野のの吹き抜け公園に辿たどり着いていた。

　別に、下のフロアに降りるつもりは無い。大体、吹き抜け公園の半分程ほど。左さ舷げん側がわの方は、先日に虎とら秀ひでが暴あばれた余波で破は壊かいされており、現在は筒つつ抜ぬけの状態だ。

　自分から見て、吹き抜け公園の半分から向こうは、居きよ住じゆう区くも何もかも、地下三階までが取り外され、改かい修しゆう状態になっている。

　左舷側の方には、こちらと同じく無ぶ事じな区く画かくがあるが、

　……随ずい分ぶんと、派は手でにやったものですわね。

　吹き抜け公園の表ひよう層そう部ぶ。手て摺すり越しに公園を見下ろせる位置に立てば、先日の夜の戦せん闘とうがどれだけ大だい規模だったかが解わかる。

「本ほん舗ぽが無ぶ事じだったのは、幸運でしたわね……」

　自分達の戦闘が、良い事だったとは言えない。目の前の状況は、やはり破壊の方が強い色で出ているからだ。

　だが、生じた戦いにおいては被ひ害がいを最さい小しよう限げんにしたと思うし、そこから得られたり作り直していくものを、昔よりも良くする事で補ほ塡てんとしよう、とも思う。そして、

「────」

　ミトツダイラは、肩に手を当てた。

　夏服の肩は狩かり衣ぎぬ型で、肌はだが出ている。

　そこに載のった刃は物ものの冷たさと、意い外がいに遠えん慮りよ無ない鉄の押しつけの感かん触しよくは、残ざん滓しがある。

　そして続くように行われた〝味あじ見み〟も、だ。

　どちらも肌に残る〝跡〟。自分の身体に痕こん跡せきをもたらされた事を大だい事じに感じるのは、異族グラソラリアンという呼び方に相応ふさわしいだろうか。

　ただ、何よりも、

　……騎き士しですのね。

　王と二人だけの叙じよ任にん式しき。

　共通の秘ひ密みつだ。
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　ミトツダイラは思う。

　自分と王は、その関係の中で、お互いだけのものを持ったのだ、と。

　無む論ろん、皆は自分が彼の騎き士しを任じている事を知ってもいるし、理解もしている。

　だけど、それがより深くなったのは、二人だけの秘ひめ事だ。

　道を定めた王にとって、これから激げき戦せんがある。大だい規模な戦いを前において、これが必要だと王が判はん断だんしたのだろう。

　皆には、王の騎士として宣せん言げんするまでもなく、今まで通り、しかし胸を張って過ごしていけばいい。

　かつて、自分が彼を王に定めた時も、そうだった。

　あれが王の騎士になるための儀ぎ式しきであるならば、

「ふふ……」

　今の儀式は、自分が王の元にいるための儀式だ。

　これから先、幾いくつ、そういう儀式をしていく事になるのだろうか。

　……先が楽しみですわね。

　吹き抜けの縁へり、手て摺すりに両りよう肘ひじをつき、両の頰ほおに手を当てる。

　熱い。

　どうしようもなく、頰が緩んでいるのも解わかる。

　そして、

「ん……」

　身が、喜んでしまっている。熱が溜たまってしまって、もぞつく感覚だ。

　膝ひざを合わせ、後ろに尻しりを突き上げるようにすると、緩んだ身が少し楽になって、

「…………」

　一ひと息いきをついて、ミトツダイラは身体から力を抜いた。

　……全く……。

　一息をつくと、左横に背の低い影が来た。

　背し負よい籠かごだ。

　よく見ると、左の方の床面で、ホライゾンの右腕うでが籠を掲かかげて辺りを見回している。

　道に迷ったようだ。武蔵むさし野の上から青雷亭ブルーサンダーに行こうとしても、現状では工事している箇か所しよが多いのだ。

　左右を確かく認にんしていた腕は、しかしこちらに気付いたらしい。五ご指しを蛇へびのように前に突き出した状態で、こっちに向けた。

「えーと、あっちですわ」

　多た摩まに行くための道。その方向を示すと、右腕うでは身み軽がるにくねってそちらに急ぎ始めた。

　途と中ちゆう、名残なごり惜しそうに振り返られたので、手を振る。

　籠かごを振り返された。そして腕は、もう振り向く事なく己おのれの道を急いでいく。

　……いい事をしましたわ。

　こんな状況に慣れていてはいけない気もするが、これも一つの運命だ。

　見れば、遠くの空中。工事している吹き抜け公園を渡る臨りん時じの吊つり橋を、ホライゾンが歩いて渡っていく。

　青雷亭ブルーサンダーに行くのだろう。

　きっと、自分の後に本ほん舗ぽにやってきて、戻っていくのだ。

「騎き士しが後から行くような事にならなくて良かったですわねー……」

　そうなっていたら、格好かつこ悪い事この上ない。と、しみじみ思うこちらの視し界かいの中、ホライゾンの後ろに右手が追いついていく。

　ホライゾンが気付いて振り向き、

「────」

　右手がこっちの事を知らせたのだろうか。ホライゾンが足を止めて、こっちを見た。

　左手を軽くあげて「よ」という動きを彼女がする。

　だからこちらも同どう様ように。

　そしてホライゾンが歩き出し、自分もまた一ひと息いきをつく。

　……少し、自分の中の熱が落ち着きましたわね。

　冷めるのではなく、馴な染じんだというべきか。

　改めて先さき程ほどの事を思い出すと、赤せき面めんの熱がゆっくりと胸の奥をくすぐるが、またそれも嬉うれしい事で。

　これから先、ずっとこういうものを自分の中に飼かっていくのだ。

「しかしまあ……」

　我ながら、狼おおかみの本ほん能のうというものが恐ろしい。

　正直、王に味あじ見みされた時、よく自分は衝しよう動どうに走らなかったものだ。

　今いま更さらながらに、同じ事を王にしたくなっている身体からだがある。

　もし、今、あの時と同じように王と一いつ緒しよに座り込んでいたら、そのまま王に頰ほおを寄せていって、全身をなすりつけていってもおかしくない。

　そうしてもいいではありませんの、と、変な誘いと許しが心にある。

　あの時、そうならなかったのは、騎士としての矜きよう持じが無む意い識しきに働いていたからだろう。

　騎士道どうとは、中ちゆう世せい、戦せん闘とうに従じゆう事じするものが野や蛮ばんに走らぬようにし、王に不ふ敬けいを働かないようにするためのものという、確かにその通りだ。

　騎士の時間帯たいから外れた今の自分は、少々、野や生せいじみている。

　だが、ミトツダイラはふと思うのだ。

　……御お母かあ様さまは、御お父とう様に対して相当に我が慢まんしましたわよね。

　人狼ルウガルウの血が半分しかない自分ですら、こうなのだ。

　母の場合は、捕ほ食しよく感かんも強いのだろうから、尚なお更さらだったろうに。馴なれ初そめの話を聞いている限り、よく我が慢まんしたものだ。

　というか、父の無む防ぼう備び振ぶりが恐ろしい。

　今の自分よりもキツい状態の母を前に肉食ったり泊とまったりしていたのだから、勇気があるのか鈍にぶ過すぎるのか。否いな、実のところは食われたかったんじゃありませんの？

　ついでにいうと、その反はん動どうで父と母は今もおかしいような気がするのだが、どうだろう。

　そして、自分達と重ねて見るに、

「……あら？」

　ふと気付いたが、

　……我が王も無防備系けいですわ……！

　少なくとも、王は、自分を親しん身みに保ほ護ごしてくれる相手を疑わない。自分を食う人かもしれないと、そんな事を思いもしても、食べはしないと信じているのだ。

　だからこそ、母は父や王を食わなかったのだろう。何な故ぜならそれは、保ほ護ごした相手の信頼を裏うら切ぎる事になるからだ。

　自分より弱い者の信頼を、強きよう者しやとして裏切るのは、人狼女王レーネ・デ・ガルウとしてのプライドが許さない。

　だからこそ母は、父を〝食わなかった〟ように思う。今は知らん。

「でも、だとすれば、私も──」

　と、呟つぶやき、ミトツダイラは更さらなる事実に気付いた。

　……私、〝責任とって貰もらう〟と、そういう立場であの場所に行ったんでしたわね……。

　それは一体、どういう事か。

「ええと」

　……食っていいんですの……!?

　いろいろと気き遣づかいはある。だが、それを無視したら、状況としては捕食可か能のう状態だ。何しろ、そういう事を含みでの「責任」の筈はずなのだから。

　父と母で言うなら、二十四日の勝負が始まる七秒前くらいの状況に、自分は今いるのではないだろうか。

　愕がく然ぜんとして、ミトツダイラは、手て摺すりについた両腕うでの間に顔を突っ込む。

　……予想以上の展開ですわ！

　いろいろと覚かく悟ごを決めて王の家に〝入った〟つもりだったが、想そう定てい外がいの条件や状況が発生していっている気がする。

　解わからないのは、王達がこれをどのくらい自覚しているかと言う事だ。

　だが、向こうが自覚していようとなかろうと、

「御お母かあ様さまだったら、こう言いますわよね？　……〝そのつもりですわよね？〟って」

　呟つぶやき、ミトツダイラは下を見た。

　抱えた腕の中、沈めた顔は、手て摺すりの下から公園を見下ろす。

　その筈はずだった。

　だが、視線の先に、母がいた。手摺りの向こう。その支柱を摑つかんでぶら下がっている母親が、こちらを見上げていた。

　え？　とこちらが反応するより早く、

「その気になったんですのねネイト！」

　母が、手摺りの支柱を腕だけで高速に上がって来た。

　そして彼女は、引くこちらの眼前で、手摺りを上に抜き上げてアーチにして、

「それでこそうちの子ですわ！」

　全力で抱きしめてきた。
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　鈴すずは、何ど処こかからミトツダイラの悲鳴が聞こえてきたように思った。

　……あ、あれ？

　武蔵むさし野のの工事現げん場ばの方だ。だが、幾いくら何でも工事現場で悲鳴があがるような事をミトツダイラがしているとも思えない。

　それに今、皆は、青せい雷らい亭てい本ほん舗ぽにいる筈はずだ。生徒会室に行った人達は遅くの集まりになるだろうけど、役やく職しよくについていなかったり、足の速い人達だったら、もう待っている筈。

・ベ　ル：『トーリ君、皆、いる？』

・俺　　：『あ、ベルさん？　いや、さっきネイトとホライゾンが来たけど、今いないし、俺おれと姉ねえちゃんだけだけど？』

・賢姉様：『フフ、私も今はベッドで席の置き方を考こう慮りよしてるから、厨ちゆう房ぼうは愚ぐ弟てい任まかせよ？　英語で言うとグーブラザーオシツーケよ！　やだ！　グーじゃない愚弟！　グーパン!?　どんなパンツ!?　握って押さえてくれるの!?　漏もれ防止よね!?』

・俺　　：『姉ちゃん！　姉ちゃん！　難なん度ど高たかい振りを一気に連れん発ぱつするなよ！』

　トーリ君、喜美ちゃんに勝てないなあ、と納なつ得とくしてしまう。

　ただ、妙みようを感じる。

・ベ　ル：『何で皆、いない、の？』

・ホラ子：『嫌きらわれましたね……。ギャルゲーだと、校門前まえでヒロインに〝トーリ様と一いつ緒しよに帰ると皆から注目されてシェイムフルだから嫌いやです。キモいし〟とか断られるタイプですね』

・俺　　：『最後の一ひと言ことが本ほん音ねだろソレは！』

　全体的に厳きびしいのはいつもの事だ。だが、

・賢姉様：『そうねえ、でも、そろそろ浅あさ間まやアデーレが来てもおかしくないと思うんだけど、何ど処こで何やってるのかしら』

　確かにそう、と鈴すずは思う。

　その二人以外にも、ナイトとナルゼ辺りは、移動力りよくもあるのだから、先行していておかしくない。

　……何で、だろ。

　と、鈴は思い、青せい雷らい亭てい本ほん舗ぽのある通りに出ようとした。

　その時だ。

「あ、ちょっと、鈴さん。ちょっと」

　アデーレの声と共に、鈴は、物もの陰かげから夏服の袖そでを引っ張られた。
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　……わ。

　鈴は、触れてくる合あい図ず無なしの引っ張りに、思わず声を漏もらしそうになる。それを止めたのは、アデーレの声こわ色いろに感じた緊きん急きゆうの色だ。

　何かが、ある。

　だから鈴は、物陰に引っ張られるに任せた。

　位置は青雷亭の五軒けん隣となり。小こ物もの屋やの物陰にある用よう水すい桶おけの間だ。

　そこに、アデーレと身を低くして入り、鈴は問うてみた。

「ど、どうした、の？」

「いや、ちょっと今、大事なところなんですよ。──浅間さんの」

「浅間、さん？」

　耳を澄すますと、確かにいる。

　青雷亭の前、たたずんでいるのは浅間だ。

　一人、荷物を手に、ドアの前で、彼女は動けないでいる。

　……あ。

　鈴は、浅間の手て荷物の大きさと、重さを感じた。

　いつもの彼女のように、何か調ちよう理りしたものや、勉強道どう具ぐなどを持って来た、というサイズではない。

　泊とまり込みのための着替えなど、一いつ式しきを持って来た構えだ。

　移い動どう教室の荷物を、もう一度組み直して来たようにも思える。

　彼女が持って来た荷物の意味。それを、鈴は頷うなずきと共に考え、

「そうなんだ……」

　浅あさ間まの性格上じよう、今日きようここに来たのは、これからずっと葵あおい家けに入るためではないだろう。

　浅間神じん社じやの事もある。そして浅間自身も、まだ自分を決めかねているところがある。

　自分の目の前に広がった可能性を、どうしていいのか、解わからないのだ。

　昔にも、こういう事があった。

　それは、小しよう等とう部ぶの事であったり、中ちゆう等とう部ぶの事であったり。

　時とき折おりに、彼女は戸と惑まどい、多くの場合は引いてしまう。

　大体の言い訳わけは、

　……「自分の芸げい風ふうじゃない」「浅間神社がありますから」だよ、ね。

　だけど、高こう等とう部ぶに入ってからは、少し変わった。

　いつも通りの自分を、いつも通りのままで、見方や考え方を変えていこうとしている節ふしがあり、それがバンド活動などにも出ている。そして、

「ん……」

　以前だったら、泊とまり込みの荷物など、持って来ないだろう。以前に会議があった時も、そのまま泊まり込んでいたのだから。

　それが今日、持って来ていると言う事は、何か思うところがあったのだろう。

　ここ数日、ホライゾンの言げんや、彼の発言によって、いろいろな〝揺れ〟が浅間の中には生じていたと鈴すずは思う。

　……凄すごく、困ってたんじゃないかな。

　だけど、彼女の困こん惑わくは、いつも一つの色を持つ。

　……嬉うれしいんだよ、ね。

　いつもいつも、浅間神社の代表を任じている浅間だ。そのいつもが、自分なりに変わると解わかっている今、困惑は嬉しい変化への入口なのだろう。

　いつもと違ういつもに触れる時、浅間の声は躍やく動どうがあり、鈴は好きだ。

　鈴は思う。

　いつもの浅間さんは、けじめをつけるところではしっかりしていて、格好かつこいい。あのくらい、意い識しきをきびきびと出来たらいいと、憧あこがれもする。

　だけど、何か新しい事を始めて、動いていく浅間さんは、好きだ。可愛かわいい、と思ってしまうのは不ふ遜そんかも知れないけど、こんな一面もあったのかと驚かされもする。

　だから今回も、きっとそうだ。

　だけど今回は、困惑が大きい。

　浅間神社との関わりを変えなければいけない可能性だって、出るかもしれない。そうなると、彼女の〝いつも〟自体を変えていく事になり、

「困ってるのか、な？」

「どうでしょう。さっき、第五特とく務むが入っていくのを見てたんですけど」

「え？　ミトツダイラさん？」

　青せい雷らい亭ていには誰だれもいない筈はずだ。

・ベ　ル：『トーリ君、ミトツダイラさんは？』

・俺　　：『え？　さっき、外の警けい備びだって出て行ったけど？』

・ベ　ル：『あ、あの、ちょっと前、ミトツダイラさんの悲鳴、したよ？』

・ホラ子：『トーリ様、ミトツダイラ様に悲鳴を上げさせるような事をしたのですか。成なる程ほど。少しはやる気があるようなので、ランクを〝ヘタレ虫〟から〝虫〟にアップです』

・俺　　：『上がってないいいい！　上がってないぞお──！　というか俺おれじゃねえよ！』

・ホラ子：『じゃあランクそのままで』

・俺　　：『その通りだけど何か凄すごく悔くやしいんですけど俺……』

　悲鳴はよく解わからないけど、その後の問題は生じていないようなので大だい丈じよう夫ぶだろう。

　ただ、

　……浅あさ間まさん……。

　彼女の事は言わない方がいい気がする。だから、

　……頑がん張ばって。

　鈴すずは、浅間の方に耳を澄すませて、両の手を握りしめた。

　頑張れ。







[image: 第二十九章『世話先の巫女』]
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　浅あさ間まは、後こう悔かいを感じていた。

　……アデーレに逃げられたのは失敗だった気がしますね。

　流石さすがは梅うめ組ぐみで一、二を争う瞬しゆん足そく。結局は即そくダッシュで去られてしまったが、近くにいるのは解わかっている。

　何しろさっきから、五軒けん隣となりの小こ物もの屋やの陰にて、黒くろ髪かみの尻尾しつぽがちらちら見える。

　……鈴すずさんですよね、隠かくれてるの。

　彼女の事だから、基本、隠れるという選択肢しはあるまい。だとすれば、そこには彼女をこちらに向かわせなかった誰だれかがいる筈はずで、恐らくアデーレだ。

　無む論ろん、五軒も離れてしまうと、大きな声でなければ聞こえない。鈴さんは耳がいいのでこちらの声を聞き取ってしまうだろうけど、鈴さんなら大だい丈じよう夫ぶ。こちらの事を間違いなく受け止めてくれる筈はずですし、口も堅い。

　ただ、と浅間は思った。実況通神チヤツトの設定を、トーリと喜き美み以外の全員にして、

・あさま：『誰か、覗のぞき見したりしてませんか？』

・約全員：『…………』

　無む言ごんが怪あやしい。

　疑い始めるとキリがないものだが、うちの連れん中ちゆうの場合は怪しさ確定だ。だから、

・あさま：『半はん径けい十メートル以内にいて、位置に動きがない人』

・●　画：『は？　何ソレ』

・あさま：『ええ、浅間神じん社じや側で取しゆ得とくしている位置情報を元に、──あ、私はそれ見てないです。個人情報ですから。──で、今、その人に自動判はん定ていで表示枠サインフレームを一枚送りました』

　送りはした。けど、これは引っかけだ。

　……あわよくば「この表示枠が、何？」と自分がそこにいるのを自じ爆ばくする人がいると有あり難がたいんですが……。

　だが、

・約全員：『…………』

　ここで引っかかる者はいない。

　見事ですね……、と感心してしまうが、ある意味、うちのクラスの外げ道どうレベルを明らかにしてしまった気がする。

・あさま：『……あのですね。何な故ぜ、皆してこうまで、他人の弱みを握る行為に対してセメントになれるんです、か……？』

・〇べ屋：『え？　さっきから何なに言ってんのアサマチ。何か勝かつ手てに被ひ害がい妄もう想そう入って私達の事疑ってない？』

・あさま：『うーん』

　確かに、言われて見るとそうかもしれない。

　五軒けん隣となりにアデーレと鈴すずがいるのは確かだが、他にこちらを覗のぞいている人はいないかもしれないではないか。

・あさま：『確かに、私の考え過ぎかも知れませんね』

・〇べ屋：『そうそう、これからそっち行くけど、ちょっとネガってるのやめといた方がいいと思うよー？』

　成なる程ほど。

・あさま：『じゃあ、いないんだったら、さっきの表示枠サインフレーム、爆ばく破はしても大だい丈じよう夫ぶですよね』

・●　画：『──浅あさ間ま、話し合いの余よ地ちがあると思うわ』

・あさま：『諦あきらめるの早いですよね！』

　二軒隣の屋根上から黒の六枚翼よくが飛んだ。全力でこちらから距離を空あけていく。

　開き直りが見事です、と浅間は思い、吐と息いきする。

　……しかし、懸け念ねんが当たりましたか。

・あさま：『じゃあ、ハイディから行きましょうか』

・〇べ屋：『え!?　な、何でかなあ。ほら、こういうのって出席番号順じゆんだよね普通！　出席番号順で言うと、トーリ君と喜き美みちゃん？　わあ、次はアサマチだあ。ほらほらアサマチ、自分から爆ばく発はつしてよ！』

・あさま：『ハイディからで異い論ろん無いですよね？』

・約全員：『どうぞどうぞ!!』

・〇べ屋：『あ！　くっそ！　全員して何よ貧びん乏ぼう人にん！　そんなにお金が欲しいの!?　だったら長期被ひ雇こ用よう者しやになって一生を終わる呪のろいを掛けてやるから！　シュ～シ──ンコヨーウ』

・礼賛者：『……小しよう生せいの方、どっちかっていうと雇用者なんですが、その呪いは就しゆう職しよく祈き願がんって言いませんか？』

・〇べ屋：『じゃ、じゃあいいよ！　全員デブになる呪いを掛けるからね!?』

・約全員：『商売無む関係だな！』

・あさま：『はいはい、じゃあハイディ、行きますよー』

・〇べ屋：『気軽に爆破する気ね!?　いいわよ！　シロ君──！　お金で解決して！』

・守銭奴：『仕方あるまい』

　土ど下げ座ざが通つう神しんに来た。

・守銭奴：『浅間、幾いくら欲しい？』

・あさま：『──いや、私、お金はあまり必要としてませんし』

・守銭奴：『貴き様さま、それでも人間か!?　普通、金の話をされたら興こう奮ふんするものだぞ！』

・約全員：『お前だけだよ！』

・〇べ屋：『貧びん乏ぼう人にんどもは無む視しして、アサマチには気を付けてシロ君！　あの女、あんだけ巨きよ乳にゆうだから人じん生せい満足してんのよ！』

・あさま：『いや、結けつ構こう肩こったり、視し界かいの邪じや魔まになったりで大変なんですけど……』

　向こう、五軒けん隣となりから鈴すずの声が、

「アデーレ！　お、落ち着こう、落ち着こう」

　などとやっているが、二次被ひ害がいは申もうし訳わけなく思う。だけど、

・あさま：『でも私、ここ数日で、ミトのお母かあさんを見ていて気付いた事があるんです』

・煙草女：『は？　何がさね？』

・あさま：『私、巨乳だ何だって言われてますけど、普通ですよね。うん』

・銀　狼：『対比が悪わる過ぎますわ──！』

　いやいや、世界基き準じゆん世界基準。

・あさま：『じゃあハイディの行きます』

・〇べ屋：『話繫つながってないよアサマチ！　大体、ほら、お金で解決しよう！　普通、金を提てい示じされたら、媚こびへつらうものだよ？　さあ、もう一回、やり直しだね！』

・金マル：『高度な挑ちよう発はつ？』

　確かに私もそう思います。

・あさま：『じゃあハイディ、何で今、近きん距離レンジにいるのか、説明を』

・〇べ屋：『え!?　金になると思っ──、おっと、今のは違うよ!?　ええと』

・ホラ子：『ウンーコですね』

・〇べ屋：『く……！　い、いや、その、ええと」

・ホラ子：『ホライゾン達は昨夜カレーと肉でした。おかげでホライゾンも今朝けさはかなりの勝負を強いられましたが、真田さなだの地において、森林の空気の中、鳥達の声を聞きながら理り詰づめの戦せん闘とうを行うというのは、……得え難がたいものでしたとも』

・貧従士：『ホライゾン副ふく王おう、語りますね！』

・ホラ子：『犬を飼うどころか虫むし飼ってる疑ぎ惑わくのアデーレ様は同どう意いして頂いただけますか』

・貧従士：『えっと、あのう……』

・あさま：『じゃあ行きますよー』

・〇べ屋：『ま、待って！　そう、ウンコ、ウンコ中だからスト──ップ！　一分待ったら距離をとるから！』

・粘着王：『言い訳わけの方が人生捨すてておらんか？』

・いんび：『ううむ、気体に消しよう散さんしてしまう僕には解わからない苦労だね』

　ただ、敵は一人去さった。

　……後は──。

・銀　狼：『智とも、艦かん尾び』

　見れば、艦かん尾び側がわ、風かぜ除よけとも艦尾管かん理り施設ともなっている巨きよ大だいな船せん楼ろうの壁かべ上うえに、光る点が小さく見えた。

　見覚えのある光だ。

・あさま：『ナイト、ちょっと左さ舷げんの方、見て貰もらえます？』
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　ナイトは、黒嬢シユヴアルツフローレンを展開し、狙そ撃げき用ようの望ぼう遠えん術じゆつ式しきで浅あさ間まを見ていた。

　だが、今の浅間の通つう神しんで、

　……左舷？

　見る。

　武蔵むさしが南向きで北ほう条じようの空に浮いているため、左と言えば東だ。そちらの方、遠く江え戸どに向かって海岸線せんが延びているのが見える。

　が、異い変へんは無い。江戸方面の水平線では、幾いくつかの影が動いているのが見えるが、あれは羽は柴しば勢の江戸占せん領りよう戦せん士し団だんだろう。

　……いずれあれと戦うのかー。

　結けつ構こうな大おお事ごとだ、とナイトは思う。規き模ぼ的に言えば、アルマダと同等。だけど今回は勝敗の部分でのルール性が低い。

　本気の殴なぐり合いになるのだ。だけど、

「何も無いよ？」

　と通神に言った瞬しゆん間かんだ。浅間が、望遠術式の枠わく内ないで、手を立てて右に振った。

　右に避よけろと、そういう仕し草ぐさだ。

　……は？

　見ろとか避けろとか、一体何だろう。と、ナイトが思った瞬間だ。

　望遠術式の魔術陣マギノフイグーアを砕くだいて、向こうから矢が飛んできた。
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・金マル：『おおおおう！　ビックリしたあ！』

・●　画：『ちょっと浅間！　マルゴットに何してんの!?　滅めつ多たな事があったらスミケシ無しで入にゆう稿こうするわよ！』

・ベ　ル：『そ、それ、挑ちよう発はつしてるっ、してるっ』

・あさま：『まあ、一応、射うつところは見せませんでしたけど、それじゃあまりにも酷ひどいかと思ったので、知らせはしました。大体、射ったのは望遠術式で、ナイトじゃありませんし』

・あずま：『ええと、どのくらいの距離？』

・未熟者：『横から軌き道どうが見えたけど、七百メートルくらい？　術式入れて浅間君の腕だったら、チョロいんじゃないかな。狙ねらわれる範はん囲いにいる人達は警けい戒かいしといた方がいい』
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　武蔵むさし野のの各所から知った気け配はいが遠ざかるのを鈴すずは感じた。

　……あ、ウルキアガ君の飛ひ翔しよう音おん……。

　皆、何だかんだと気になっているのだ。それには茶ちや化かしや興きよう味み本ほん位いも含まれているのだろうけど、

　……浅あさ間まさんや、トーリ君達の関係がどうなるか、心配なんだろうなあ。

　大体、皆、薄うす々うす解わかっていた事なのだ。

　以前の三み河かわで、彼女が彼を珍めずらしく怒った事があった。

　彼の、流りゆう体たい供きよう給きゆう術じゆつ式しきの行こう使しが為なされた時だ。

　いつもは「しょうがない人」と言っているのに、やっぱり大事なところでは「しょうがない」に出来ない。

　その意味を、解わからない皆ではない。だから、

「ん……」

　頑がん張ばって、と思う視線の先で、浅間が息を吸った。

　辺りを見回し、こちらに顔を向け、

「────」

　見み逃のがされた。そんな気がした。

　ただ、彼女はドアに向き直って、口を開く。

　トーリ君、と、そんな声が聞こえそうになった瞬しゆん間かん。

「お、浅間、来たか」

　ドアが開いた。

　そして浅間の前に、裸はだかエプロンが立っていた。
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　浅間は、荷物を持つ手を後ろに隠かくして、

「ええと、皆は？」

「まだまだ。ネイトが先に来たけど、見回りだって。あと、ホライゾンがパン持ってきたくらい」

　彼の言葉に、浅間は内ない心しんで赤せき面めんする。何しろ、ホライゾンは別としても、

　……ミトは〝皆〟に入ってないって事ですよ！

　身み内うちの枠わくなのだろう。

　そして、きっと自分も、枠の中にいる。だからだろうか、

「ほら、入った入った。あ、下げ駄た箱ばこ、下側な」

　言われて見ると、彼や喜き美みの靴くつと同じ並びだ。

　等しい場所を使う、という事に鼓こ動どうを速くしながら、まだドアは開けたままにしておく。

　一ひと息いきを入れ、浅あさ間まは靴を脱ぐ。店てん舗ぽに上がって、

　……あ、ミトの荷物。

　その横に、さりげなく自分の荷物を置いておく。

　すると、彼が笑えみでこう言った。

「有あり難がとうな」

「いや、別に……」

　何かあった時、改めて礼れいを言うような仲ではない。いつもの事で、しょうがない事、必要な事なのだ。だから、

「いつもの事──」

　じゃないですか、と言いかけて、浅間は気付いた。

　今、自分は、〝いつも〟じゃない事の入口にいるのだ、と。

　だから、自分がここに来た事に、彼は礼を言ったのだ。いつもだったら寄よ越こす事の無いような一ひと言ことを、敢あえてこちらに送ってくれた。

　……それって……。

　自分は、ここに来て、良かったのだ。

「────」

　思し考こうが、一いつ瞬しゆんで息を詰まらせた。
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「あ、あの、トーリ君？」

　浅間は、慌あわてて玄げん関かんの三た和た土きに降りた。

　そして、

「ちょっと、ええと」

　ドアを閉める。
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・金マル：『お、密みつ室しつ化か』

・●　画：『これは総そう長ちようが危険な時間帯たいね……。さっきのミトツダイラでも充分に想そう像ぞうさせて貰もらったけど』

・銀　狼：『あの、何を勝かつ手てな想像してますの？』

・貧従士：『あ、そういや鈴すずさん、中の音、聞けなくなっちゃいましたね』

・ベ　ル：『い、いや、聞いちゃ駄だ目めっ、駄目っ。あ、あと、ミトツダイラさん、無ぶ事じだったんだ、ね』

・銀　狼：『実は現在進しん行こう形けいでヤバいんですけど、まあそれはそれで……。でも、智ともの方、我が王の連続面めん接せつみたいになってますけど、大だい丈じよう夫ぶでしょうか』

・ホラ子：『あの男は、単独交こう渉しようになると、ちょんまげとかジャンケンとか、勝つ為ためにはろくな事しませんからねえ……』

・立花嫁：『宗むね茂しげ様さま、交渉で勝ちを獲とりに行きまくるのは有りなのでしょうか……』

・立花夫：『はは、それもまた戦せん術じゆつですよ、誾ぎんさん。──いろいろ手を尽くして、しかし勝って得られるものがやはり一番大だい事じなんです』

・立花嫁：『──有あり難がとう御ご座ざいます』

・約全員：『おおう……』
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　浅あさ間まは、ドアを閉じ、三た和た土きから店に戻る。

　……あ、靴くつ脱いだままやっちゃった。

　だが、それどころではないのだ。

　今、自分を改めておくべき時間になっている。

　視線を上げると彼がいて、裸はだかエプロンなのがどうかしてるが、

「トーリ君？」

「うん、何？」

　あのね？

「私、いろいろ、抱え込んでるんですよ？」

　だから蓋ふたをしている。

　蓋の下にあるものは、楽しい事ばかりではないのだ。

　その事を、彼は理解しているのか。

「──私、すごく、面倒めんどくさいですよ？　自信あります」

「そんなこたねえだろ」

「いや、だって」

「浅間神じん社じやの事とか、自分の立場とか、そういうのだろ？」

　その通りだ。

　巫み女こは結婚なども認められている。だが、仕える神から見れば、それは巫女が自分を一番にしなくなったと言う事だ。

　そうなれば、与えられる力には制限が掛かり、今までのような事が出来なくなる。それは、

　……トーリ君の傍そばにいて、全力で手伝ったりとかが、出来なくなると言う事です。

　彼の傍にいなければならないのに、彼の傍にいるのは危険だとも言える。

　矛む盾じゆんしているようだが、これもまた、しょうがない事だ。

　そして、公的に見れば、今、浅あさ間ま神じん社じやの代表として、力を失うのは危険だ。

　後こう継けいも何も無いのに、踏み込んでいいものか。

「私……」

　やっぱり、と浅間は思った。自分は、いけない事をしているのではないだろうか、と。

　ゆえに浅間は口を開く、

　……私、ここにいていいんでしょうか。

　そう言おうとした。さっき、彼が、有あり難がとうと言ってくれはしたものの、自分としてはそのつもりだったのか、自信が今いま更さらに持てなくなって、

「負ふ担たんですよね？」

　だって、

「私、トーリ君とホライゾンのウエルカム態たい勢せいとか、ミトのお母かあさんの言葉に乗ったような感じで、自分を預けようとして。……負担ですよね？」

「何で？」

　彼が、首を前に傾かしげた。

　言われてる意味が解わからない、と言った風ふ情ぜいだ。

　だから浅間も、眉まゆをひそめて、説明する。

「いいですか？　トーリ君」

「うん」

「よく考えるまでも無く、今回のはこっちの押しつけと言いますか。ええと、詩的に言うと、思いを預けられるのって、負担とか、そういうもんじゃないですか？」

　問う。

　すると、彼が腕を組んだ。眉をひそめて首を傾げ、

「んー……？」

「何です、んー……、って」

「いや、浅間？　あのさ」

「はいさ」

　……何を普通にノリで受け答えしてるんですか私！

　喜き美みが聞いていたら爆ばく笑しようされるだろう。否いな、きっと彼女の部屋に本人はいるのだ。今いま頃ごろ、枕に顔を埋めて声を殺しているかも知れない。

　参まいった、と浅間は思う。

　この人達に関わると、どうしても浅間神社代表とか巫み女ことか、そういうのとは無む縁えんの感覚を得てしまう。

　……格好かつこつけても無む意味って事ですねー……。

　納なつ得とくせざるを得ない事実に、浅あさ間まが内ない心しんで嘆たん息そくしていると、彼が傾かしげていた首を戻す。んー、という表情を崩くずさず、

「浅間は、俺おれの負ふ担たんになると思う訳わけ？」

「だって、押しかけてるようなものですし……」

「いや、〝来いよ〟って俺達の方で言ってる訳だから、押しかけてねえんじゃね？」

　言われて見ると確かにそうだ。ついでに言うと、昨夜の話で、ホライゾン共々に、

　……私がついてないと、まともにやってけないんじゃないかって、ありましたねー……。

　だったらいい侍じ女じよを雇やとえば、とも思うが、それとは違うものをこちらに見ているのだろう。生活を預けたり、責任をとるというのも、そういう事だとは思うが、

「トーリ君、私の事、負担じゃないんですか？」

「いてくれた方が有あり難がたいって思ってんのに、何で？」

「いや、まあ、……何で、有り難いんですか？」

「だって、浅間がいない状況、考えられねえし」

「あ、甘えまくってますよね！　それ！」

　まあまあ、と馬ば鹿かが両手を立ててこちらを制す。

　一いつ緒しよの生活を望んでいる。それは、

「浅間が来てくれるってのを、万ばん歳ざいこそすれ、負担に思う理由って、ねえと思うんだけど。

　大体、俺、寂しいと死ぬバニー系けいだし。何て言うか、ほら」

「何です？」

「浅間には、格好かつこつけなくて済むから」

　だから、

「浅間が来てくれてスゲー気が楽だし、嬉うれしいわ」

「いや、まあ、それは……」

　自分の方も、彼が来たりという、日常の妙みような部分を受け入れている。

　そして、浅間はある事に気付いた。それは、

「トーリ君？」

「何？」

「私だって、トーリ君の事、負担だなんて思ってませんからね」

　そういう事だ。

「私だって、同じです。トーリ君に甘えて欲しいです」

　言うと、彼が軽く目を見開いた。

　そしてすぐに、彼は微笑して、

「じゃあ、オメエ、義ぎ務むでも付き合いでもなくて、本当に、ここに来てくれたんだな」

　ほ、と彼が肩から力を抜く。

「だったら、俺おれは、オメエがここに居にくいと思ってる原因の一いつ切さい合がつ切さい、責任とってやるよ」
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　浅あさ間まは言葉を失った。

「────」

　無む言ごんになったのは、どう反応をしていいか、解わからなくなったから。

　そして彼が言う。頭を搔かきつつの、どうも頼りない感ではあるが、

「浅間神じん社じやとか、いろいろ難しい事もあるだろうけどさ。──俺が何とかしてやるよ」

「む、無む理りですって」

「無理じゃねえよ。そうじゃなきゃ、ここにいてくれ、って言えねえ」

　それに、と彼が言った。

「何か上う手まくいかなくても、皆がいるぜ」

「……皆？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、浅間が浅間神社失しつ格かくになっても、浅間が自分に出来る事を頑がん張ばるんだったら、皆がその分を汲くんでくれる。──俺だと汲んでくれねえ気もするけど、浅間だったら、皆、放っておいてくれねえだろ」

「そんな風ふうに甘えるの……、私の芸げい風ふうじゃ無いですよ」

　だったら、と彼が笑う。

「俺が何とかしてやるから、手伝ってくれよ」

　言われた意味。それを浅間は考え、

　……馬ば鹿か。

　小さな笑いが口から漏もれた。だって、目の前の馬鹿な人の言う事は、

「責任とってやるって言って、責任とるのを手伝えって言うんですか？」

「だって、浅間も、そうしないと気が済まないだろ」

　と、彼が、こちらの荷物を指さした。ミトツダイラのものと並んだばかりのそれは、

「浅間が、勇気出して来てくれたんだ。──いろいろあるなら、いろいろ考えて、やっていこうぜ。無視して行こうっても、浅間、そういう不ふ真ま面じ目め出来ねえだろうし」

　確かにそうだ。

　だが、浅間は、今いま更さらながらに頰ほおの熱を感じながら、言葉を作った。

「あの、トーリ君？」

「ん？　何？」

「いろいろ定さだまってませんから、流石さすがに、ここでハッキリとは言えない事があります」

　足あし下もとが固まっていないし、下へ手たに動けば多くのものが失われるのだ。

　だから、ここに〝入った〟としても、まずは自分を確かにしたい。ここに本当に〝入って〟も大だい丈じよう夫ぶなようにしてから、

　……それからですね。

　きっとこれが、最後の蓋ふたになる。

　もう開いてしまって中が見えているのだけど、自覚もあるのだけど、

「自分に納なつ得とくと安心が出来たら、……私の方から言いますから」

　己おのれに与える全ての許可。何もかもを許していいという、一ひと言ことを、

「それまで、待ってて貰もらえますか？」
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　言った。

　言ってしまった、と浅あさ間まは思った。

　段だん々だん、視線が下に行く。

　彼の事が正せい視し出来ないのだ。

　あ、でも視し界かいが下を向くと、裸はだかエプロンが見えてきて。

　……こ、告こく白はく未み遂すいみたいな事を折せつ角かくやったのに、この光こう景けいは何ですか！

　あと、と、浅間は内ない心しんに言葉を付け足し、今の自分の言げん動どうについてこう思った。

　……逆[image: ]
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　普通、今の自分の台詞せりふは、男の方が言うものだろう。

　どう考えても逆だ。

　ゲームなんかでは、主人公こうがヒロインに対して言う台詞だ。自分が立りつ派ぱになって迎えに来るよと、大体は死亡フラグや寝取られフラグだったりするが、とりあえずそういう見み栄えで言うものだ。

　だけど、と浅あさ間まは思った。逆ですよ!!　と。

「────」

　参まいった。

　完全に俯うつむいてしまったのは、照れよりも、自分に対して呆あきれたからだ。

　己おのれの蓋ふたを閉じて、自動的に高たか値ね売り状態になっている自覚はあった。

　それが、遂ついに位置の逆転にまで至るとは。

　……やっちゃいましたねー……。

　だけど、一つ、こう考える事も出来る。それは、

「浅間」

　顔を上げると、彼がいる。いつもの表情で、

「じゃ、今の、俺おれとオメエの秘ひ密みつな？」

「──そうですね」

　そういう事だ。

　これから先、自分は今の秘ひめ事を、心の中に持ち続ける。

　きっとミトツダイラとも、そういうものを持っているのだろう。

　ホライゾンや、喜き美みとも、他の皆ともそれぞれにあるに違いない。

　それらがある事は、皆が知っている。

　自分の最新の秘密は、今のもので。

　……あ、ミトや喜美や、ホライゾンには、大体悟さとられていますよね……。

　それでも、秘密は秘密だ。

　お互いの思いというか、ちゃんとやっていく覚かく悟ごのようなものを確かめもしたが、告こく白はくとしては未み遂すいの状態。だけど、

「トーリ君？」

「あ？　何？」

「ま、まだ、お父とうさんにはちゃんと話してないですし、荷物もミト程しっかりしてないですけど、ええと、今、重要な時期ですから」

　うん、と息を吸って、浅間は言った。

「──少し、御お世せ話わになります。だからトーリ君も、さっき言ったように──」

　言葉は微笑で出た。

「──格好かつこつけず、私に甘えてくれると、私は嬉うれしいです」
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・貧従士：『出てきませんね……』

・●　画：『昼から早さつ速そく、というのは有りね。ちょっと候こう補ほに入れておかないと』

・義　　：『おーい、こっちは〝義ぎ〟の準備も終わったが、何やってんだお前ら』

・ホラ子：『Ｊｕｄジヤツジ．、ナルゼ様が爆ばく破は予告で逃とう走そうしたらハイディ様がハイ！　ベーン中で、ナイト様が狙そ撃げきを受け、ミトツダイラ様が悲鳴をあげたのです』

・義　　：『おい、誰だれか』

・貧従士：『あー、やっぱ解わかりにくいですよね。ええと、順番正ただしますと、第五特とく務むが悲鳴をあげたら第四特務が屋根上でエロ同どう人じんの準備してるのを浅間さんに見つかって第三特務が狙撃を受けました。会計補ほ佐さは爆破されないためにトイレで勝負した訳わけです』

・義　　：『おい、別の誰か』

・貧従士：『い、いや、里さと見み副ふく会長！　今のが本当なんですって！』

・義　　：『本当かどうかじゃなくて正しいかどうかだ……！』

・粘着王：『落ち着くのだヨッシー！　この世の中、正しい事の方が少ないのであるぞ！』

・いんび：『そうだね！　正しさを追う姿し勢せいは尊とうといけど、それゆえに素直に受け止められない事もある。大だい事じなのは歪ゆがみを柔じゆう軟なんと出来るかどうかだよ！』

・不退転：『でも歪み過ぎてると、把は握あくするのも至し難なんね』

・ウキー：『──成なる実み、言葉を選べ』

・約全員：『否定しろよ!!』

・〇べ屋：『というかホントにウンコしてた訳じゃないよ──！』

・煙草女：『もはやどうでもいい事だろうさ。──鈴すず』

・ベ　ル：『あ、うん。……行っても、大だい丈じよう夫ぶ。だって……、包ほう丁ちようの音、聞こえる』

・金マル：『事件？』

・ベ　ル：『い、いや、そうじゃなく、て。──浅間さんの、調ちよう理りの、音』
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　鈴は、耳に届いてくる響ひびきに、笑えみで頷うなずいた。

　傍かたわらにいるアデーレの肩を、聞こえる音のテンポで叩たたく。

　これはきっと、茄な子すを切っていく音だ。

　だが、音の内容よりも、音に入っている力と拍ひよう子しを捉とらえ、鈴は言った。

「──いい音だ、よ？」

　うん。

「浅あさ間まさんの、嬉うれしい、音」
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　遠く、何かを打つ音を福ふく島しまは聞いた。

　眠っていたのだろうか。目は、暗いものをじっと見ている。

　別に、夜という訳わけではない。瞼まぶたが閉じているのだ。

　意い識しきは、耳から醒さめていた。

　瞼を開けるのにも意い思しが必要な、そんな眠りに自分は居る。そして、

「────」

　目を開けた時、空はまだ青かった。

　……おや？

　自分は、仰あお向むけに寝ている。だが、

　……ここは水路で、麦むぎ畑ばたけがある筈はず。

　真田さなだの三み好よし入にゆう道どうを追って、戦せん闘とう状態になったのだ。

　そして自分は、詰めを誤って、自じ爆ばくした。

　そのまま行けば敵の迎げい撃げきに嵌はまり込むと解わかったので、自らを加か速そく術じゆつ式しきの暴ぼう発はつで吹っ飛ばしたところまでは、記き憶おくにあった。

　荒い手を使ったが、戦闘状況を離り脱だつするには最さい善ぜんの選択だったとは思う。

　結果として、自分は麦畑に投げ出され、

「────」

　違った。

　ここは麦畑ではない。

　仰向けの背にしているのは、草の生はえた土の地面。

　緩やかな風が足あし下もとから吹いている。その風には、川かわ藻もの匂においがあるから、

　……先さき程ほどの小川の近くで御ご座ざりましょうか。

　そんな場所に寝ている自分の現状は、どのようなものか。

　……さて。

　意識を周囲に回すと、今、自分の頭の下には弾だん力りよくのある枕が有り、頭の上から額ひたいに掛けては、枕よりも柔らかいものが乗っている。

　頭ず上じようのものが、視し界かいの邪じや魔まだ。それにちと重いし、汗あせばむ。

　これは何で御座りましょう、と福島は頭の上のものを持ち上げた。すると、

「きゃ」

　突とつ然ぜんの清きよ正まさの声と共に、頭上の物体が揺れた。

　そして福島は気付く。

「清きよ正まさ殿どのの胸で御ご座ざりましたか」

「お、起きられたんですね？」

「Ｔｅｓテスタメント．、ここは──」

「ここは麦むぎ畑ばたけの脇わき、畦あぜ道みちです。今は、治ち療りよう中で、検査中でもあります」

　清正の言げんは、一つの事実を告げている。それは、

「……やはり、敵には逃げられたで御座りますか」

　否いな、そうではない。実際のところは、こう言うべきだ。

「──自分は、敵を、逃がしてしまったので御座りますな」







[image: 第三十章『突き当たりの今人達』]
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　夏の日差しの下。麦むぎ畑ばたけの畦あぜ道みちに座り、寝ね転ころがれば、外から自分達は見えなくなる。

　そんな、開放感と遮しや蔽へいの重なる場所で、福ふく島しまは一ひと息いきをついた。

　今、自分は、清きよ正まさの膝ひざ枕まくらに身を預けており、

　……動くな、と、そういう事で御ご座ざりますな。

　治ち療りようと、精せい査さ中だと清正は言う。

「ちょっと思う処ところあって、最近は神しん道とうの方も勉強してるんです。旧派カトリツクの届かない土地での不利を、水み戸とでは感じましたからね。だからいろいろなものを重ねたハイブリッドな術じゆつ式しき形態を、最近は考えてまして……」

　地面から、蔓つる草くさのような流りゆう体たい光こうが生はえて立ち上がり、こちらの腰や背を支える。

　熱や痛みを除去しているのだろう。その補ほ佐さをするように、清正の手が神道の符ふを携たずさえて、蔓草の分ぶん布ぷを整えていく。

　……匂においがあるで御座りますな。

　ミント系けい。これが術式特とく有ゆうのものなのか、清正がつけたものかは解わからない。

　喋しやべる自由はあるだろう。福島は、腰の辺りに術式布ふを掛けられている事に今いま更さら気付きながら、清正に問い掛ける。

「敵は？」

「福島様が追い払って下さいました」

　そういう解かい釈しやくで、皆には伝わっているという事だ。

「忝かたじけない」

「何がですか？」

「手て配はいの手て間まを取らせたもので御座ります」

　言うと、胸の向こうに見えぬ清正が、吐と息いきした。

　呆あきれられたのだろうか。

　……参まいったもので御座ります。

「実じつ質しつ、二連敗で御座りますなあ」

「以前も今回も、敵を退たい散さんさせてますよ」

「倒してはいないので御座ります」

　福島は、自分の右手を宙に掲かかげた。

「十じつ本ぽん槍やりの長として……、否いな、拙せつ者しや達の目的として、戦せん果かを挙げる事が出来ておらぬので御座ります。このままでは──」

　言った。

「武蔵むさしに対たい抗こうするどころではなく、この戦せん国ごくの世にて、自分達を保つのも難しいのでは」

　告げた直後だった。

　清きよ正まさの声が、胸の向こうからこう聞こえた。

「福ふく島しま様。──治ち療りようをやめましょうか？」
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　福島は、清正の声を聞いた。

「治療をしなければ、ここで一ひと休やすみが出来ます。明日あしたからの毛もう利り攻ぜめとなる巴パ里リ攻こう略りやくも、私から皆に話して、本ほん陣じんに置いて頂いただく事も出来ます」

　だから、というように、清正が告げた。

「お疲れですね、福島様」

　告げられた言葉は、先の台詞せりふと繫つながっていない。

　だが、清正からの訂てい正せいは来ない。

　彼女の中では、断だん絶ぜつしたような二つの言葉が、同じものとして扱われているのだ。

「すまぬで御ご座ざります」

「謝るのは、全て投げ出してからにして下さい。──そういう意味の謝しや罪ざいですか？」

「否いな」

　ただ、と福島は言った。

「どうすれば、勝てるので御座りましょう」

「昨夜、後こう輩はいの可か児に様に仰おつしやったじゃありませんか。戦せん場じようの流れを捉とらえる、と」

「言う事が出来ても、実じつ戦せん出来るとは限らぬで御座ります」

「自信ありげに言う事ではありません」

　諭さとすように告げられ、福島は黙だまった。

　実際、自分でも悪い循じゆん環かんに入っているという自覚はあるのだ。

　ネガな結果が出て、その反省としてネガな事を自じ問もんし、しかし己おのれの不ふ備びを自覚する事で自信を失い、またネガな結果を得てしまう。

　もう少し、自分にいい加か減げんに出来るといいのだが。

　しかし、

「どうすれば、勝てるので御座りましょう」

「別に、今、勝つ必要はありませんよ」

　清正の言葉に、福島は身を起こそうとした。何な故ぜで御座ります、と、清正に真まっ正しよう面めんから問おうとして、

「ぬ」

　力を浅く入れた腹ふつ筋きんによる身の起こしが、巨きよ乳にゆうに下から食い込んだ。

　そして福島は失しつ速そくした。

　腹から首の起き上がりを、胸によって止められたのだ。

　……何と……！

　圧力に負けた。

　持ち上げ切れず、というよりも、こちらの勢いを胸の歪ゆがみで吸収された形だ。

　……見事な対衝しよう撃げき防ぼう御ぎよ効果……！

　そのまま、重さに押されるようにして、福島は清きよ正まさの膝ひざ枕まくらに戻る。すると、清正が一ひとつ咳せき払ばらいをして、

「いいですか福島様。治ち療りよう中で精せい査さ中ちゆうなので、じっとしていて下さい」

「Ｔｅｓテスタメント．、しかし──」

「ええ、今の私の言った事ですね」

　清正が、胸の向こうでこう告げる。

「私達が勝つべきは、大だい事じなところで一度だけ。それでいいのです。武蔵むさしを、止めるべきところで止める。それを為なすための十じつ本ぽん槍やりです」

「しかし、今の時期の勝利が、後の戦せん況きようや、他の隊たいの状況を楽にするもので御ご座ざります」

「まずは自分の事をしてから、他を心配しましょう、福島様」

　清正が言う。

「後の事や、他の隊の事があるから〝勝たねばならない〟のではありません。

　勝つ事が出来るようになってから、後の事や、他の隊の事を案じましょう」

　手しゆ段だんと目的が違う。と、清正はそう言っている。

　無む論ろん、清正の言げんは、自分でも解わかっているつもりだ。

　だが、と福島は心の中で前置きをした。

「時間が無いので御座ります。──明日あしたには、巴パ里リでの戦せん闘とうが起きるので御座りますよ？」

「明日の戦闘で〝負ける〟と、福島様は、自分でそう仰おつしやるんですね？」

「それは──」

　福島は、膝枕から起き上がろうとして、また食い込んだ。

　二秒程してから、清正が両手の平を見せて、〝落ち着け〟の意を示す。

　福島は一ひと息いきを入れて身を戻し、更さらに肩から力を抜いた。

　そして言う。

「不安なので御座りましょう」

「見ていると、そんな感じですね、福島様」

「見ていて解るとなると、益ます々ます落ち込むもので御座りますなあ」

「早めに浮き上がって頂いただかないと困ります」

　清正の口く調ちようは、諭さとすと言うよりも軽い注意に聞こえて、こちらも困る。

　……何だか、調ちよう理りの手て順じゆんをミスした時とか、こういう口く調ちようで御ご座ざりますなー……。

　実際、そのレベルの問題という事だろうか。

　そんな事を思いつつ膝ひざを借りる自分の頭ず上じよう、清きよ正まさが髪かみを搔かき上げて言った。

「──常に〝自分達たちは大だい丈じよう夫ぶか〟みたいな遣やり取とりを続けて行く事は、私、嫌いやですよ」

「それはなかなかに難しい」

「だって、いいですか？」

　と清正が、言う。

「私達は、既すでに、他の人を押しのけて今の位置にいます。他の人達よりも〝大丈夫〟だと判はん断だんされたから、今の位置にいるんです。──それが〝大丈夫〟じゃなくて、何なのですか」

　いいですか、と清正が言った。

「不安を払ふつ拭しよくしましょう。それで充分ですから」

「充分？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と小さな応おう答とうが来た。

「不安になり、萎い縮しゆくすると、身体からだが動かなくなります。逆に、テンションが高ければ、身体はいつも以上に動きます。……身体を動かすというのは、目的のために手しゆ段だんを行こう使しするという事ですが、身体の動かし方は理り屈くつと理り性せいで制せい御ぎよされる一方、その動作レベルのストッパーとアクセルは感情です」

　一ひと息いき。

「言い換えるなら、不安であろうと、テンションが高かろうと、人の身体の基本性せい能のうには変化がありません。──ただ、その性能を何ど処こまで引き出せるかは、理性と理屈による戦せん術じゆつと、それを思い切る感情に左右されます。

　現状、福島様は、戦術面めんでは高くありますが、不安によってそれを有意に用いる事が出来なくなっていると、そう言えますね」

「キヨ殿どのは、落ち着いて御座りますなあ……」

　上う手まくは言えないが、清正は〝大人おとな〟だと思う。

　嘉よし明あきにもそんな感じを受ける事があるから、加か藤とうという名みよう字じは大人系けいなのだろうか。否いな、名みよう字じで人格が決まる訳わけではあるまい。

「キヨ殿の落ち着き。……何か秘ひ訣けつが？」

「秘訣というより、秘ひ密みつですね」

「あるので御ご座ざりますか！」

　驚きよう愕がくの事実だ。

　ふふ、と清正の笑えみが、胸の向こうで聞こえる。そして、

「福島様、後で軽く、試し合あってみましょう。明日あしたの準備として」

「訓くん練れんで御座りますな？」

「Ｔｅｓテスタメント．、先さき程ほど話した通り、──輸ゆ送そう艦かん上じようのプールで、ちょっとお願いします」

　そう言って、彼女がこちらの両肩を摑つかんだ。

「──はい、福ふく島しま様さま、治ち療りようも精せい査さも終わりました。あとは調子を、その試合で見ましょうか」
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「皆、今いま頃ごろいつも通りに馬ば鹿かをやってる時間帯たいか……」

　流れていく空を見ながら、モップを担かついだ影が言う。

　ノリキだ。彼は、腰に幾いくつもの索さく具ぐのフックを下げながら、甲かん板ぱんを清せい掃そう中だった。

　既すでに午後の日が傾き、夏の熱気は最さい高こう潮ちようを越えつつある。輸ゆ送そう艦かんとはいえ、甲板上では大きな動きはなく、ノリキに対しても、甲板員いんの皆が、

「おうい、少年！　落ち着かないのかもしれないが、少しは休んだらどうだ!?」

「性しよう分ぶんだ。いつも通りでやってるから、気にしないでくれ」

「タフだな!!　熱ねつ射しや避よけの加か護ごと、水は充分か!?」

　腰に下げた竹のボトルを掲かかげると、向こうは〝観かん念ねん〟というように手を挙げた。

「水は好きに使ってくれ！　どうせすぐに諏す訪わで補ほ給きゆうだ！」

「有あり難がたい」

　そう言ってモップを掛けていく輸送艦は、機き関かん部ぶのものだ。

　……なかなか酷こく使しされているな。

　基本、武蔵むさしの輸送艦は、各かく企き業ぎようや、商人、武蔵自じ体たいの所しよ有ゆう物ぶつだ。

　企業や商人が持つ輸送艦の場合、装そう飾しよくがなされ、見た目もよく出来ている。

　武蔵所有の輸送艦の場合、自じ動どう人形による手入れが行き届いていて、常に新しん品ぴん状態だ。

　だが、機関部のものは違う。見た目は薄うす汚よごれていて、しかし頑がん丈じようだ。

　とにかく動け。とにかく載のれ。とにかく丈じよう夫ぶに。と、そんな姿し勢せいがよく解わかる。

「機関部の輸送艦に乗るのは、俺おれも数える程しかない。だが、これは、あれだな」

『ん？　何ー？』

　表示枠サインフレームの中、艦かん橋きようの影で涼んでいる大ひろが問うてきた。

『あれって？』

「Ｊｕｄジヤツジ．、この輸送艦、落とさない方がいい汚れがあるな？」

『ああ、あるある。〝油汚れは潤じゆん滑かつ油ゆ〟っていう、危険な信しん仰こうがあるからね。

　駆く動どう系けい周りや、外がい装そうの継ぎ目は放ほう置ちしといて。あと、錆さび汚よごれに関しては、表ひよう層そうを覆おおっている状態だと、それ、わざと錆浮うかせてるだけだから』

「その場合のボルトは？」

『専用のロック式を使ってるから、中に浸しん透とうしても、ボルトの芯しんを抜いて分ぶん解かい出来る』

　ノリキが足あし下もとを見れば、外がい装そうを押さえ込む穴には、五ご指しを広げて摑つかめるくらいのボルトが嵌はまっている。ボルトを上から見ると、樹じゆ脂し製せいの芯しんを持った上で、中心から四つに分解出来る形になっていた。

『その方が、艦かんが歪ゆがんでもしなって折れたり、曲がったままにならないらしくてね。

　機き関かん部ぶは自じ動どう人形が入る機き会かいも少ないから、ちょっと外の船とは違うんだって』

「つまりは手造りか」

『ううん。発想は機関部で、生産はIZUMO。他国にも結けつ構こう出てるって。ほら、他国は自動人形の整せい備びがないから、逆にこういうボルトが欲しい訳わけ』

　だとすれば、とノリキは呟つぶやいた。

「三み河かわや北ほう条じようでは、こういうボルトは使っていない訳か」

『そうなるね。出すい納とう見てないから解わからないけど、理り屈くつではそうだと思う。

　──三河も北条も、結構、技術力りよくが高いって言われてるけど、わた……、ボクから見ると、それは繊せん細さいな方で、こういうガサツな必要性に向いたものじゃない筈はずだね』

　だろうな、とノリキは頷うなずき、清せい掃そうの場所を変える。

　ここは〝掃そう除じしてはならない〟場所だ。

　横、追つい随ずいしてくる表示枠サインフレームでは、大ひろが言葉を続ける。

『武蔵むさしの方、どう思う？』

「昼過ぎの会議の事なら、俺おれの管かん轄かつじゃない」

『北条や毛もう利りとは、相あい対たい戦せんだと決まっても？　これから詳しよう細さい決めるって言うけど』

「それを決めるのも、俺の管轄じゃない」

『でも、向こうの総そう長ちようとは相対したいんでしょ？』

「だからこの艦に便びん乗じようしている」

『相対出来るといいね』

「いいかどうかは結果次し第だいだ」

　ノリキの言葉に、大が首を傾かしげた。

『失敗しても、経過で充実したとか、次に繫つなげられるとか、そういう発想は？』

「炎えん天てん下かで聞く事か」

『確かにそーかも。──こっち、かき氷あるけどどーする？』

「後で食えるか？」

『無む理り無理』

　仕方ない、とノリキは肩を落とした。

「付き合おう」

『意い外がいに付き合いいいね』

「まだ諏す訪わは見えないからな」

　ああ、と大が日ひ陰かげの中で苦く笑しようした。

『諏訪を見たいから甲かん板ぱん出てるんだ。だったらもっと前の方がいいよ』

「次からはそうする」

　ノリキは、艦かん橋きようの方に足を進ませながら、こう言った。

「いつになったら、皆に追いつけるだろうか」
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　誾ぎんは、一人で青せい雷らい亭てい本ほん舗ぽへと向かっていた。

　家のある多た摩まから、武蔵むさし野のへの道のりだ。

　艦かん間かんの太ふと縄なわ通路を渡れば、

　……空中では風があったものの、武蔵野は暑いですね。

　左腕うでには夏向きの料理が入った重じゆう箱ばこを掲かかげ、誾は右手で一枚の表示枠サインフレームを操そう作さする。自分の義ぎ腕わんのクーリング設定だ。

　暑い。数日とは言え、地上の真田さなだ領りようにいたから、尚なお更さら暑さを感じる。

　艦かん上じようの大気調ちよう整せいがなされていても、艦表ひよう面めんは夏の日差しで熱を持つのだ。外がい殻かく部分は特にそうだ。装そう甲こう板ばんが密みつ集しゆうしているため、溜たまった熱が外に逃げにくい。

　装甲板の中、冷れい却きやく用ようの水を硬こう化か竹たけのパイプで流しているようだが、すぐに熱ねつ水すいに化しているだろう。地ち表ひように時とき折おり、増設された保ほ温おんタンクが見えるのは、熱水を溜めて湯ゆ屋やなどに送っているという事か。

　……随ずい分ぶんと逞たくましい。

　救いがあるのは、広こう範はん囲いの装甲板が加か熱ねつされる事で、大気中ちゆうの水分が飛ぶ事だ。外殻では、極きよく東とう全ぜん域いきにありがちな湿しつ潤じゆんの蒸むし暑さは無く、砂さ漠ばくのような乾いた暑さがある。

　三世西班牙トレス・エスパニアでも乾かん燥そう地帯はあり、似た空気が懐なつかしさを感じさせる。

　そんな外殻側がわは、基本、輸ゆ送そう区く画かくの横よこ町ちようが並ぶ場所だ。

　夏の下でも、今は武蔵野の補ほ修しゆう中。輸送区画は接せつ舷げんする輸送艦や下ろされる貨物との遣やり取とりに忙いそがしい。更さらには、

「……小お田だ原わら征せい伐ばつと、関かん東とう解放に向けて、防ぼう護ご関係の見直しですか」

　通り過ぎる輸送区画では、大型の表示枠を使用して、各かく担たん当とうへの指し示じが飛んでいた。

　小田原征伐は地上戦せんを想そう定ていしていたが、関東解放は艦かん隊たい戦が発生する可能性が高い。江え戸どと里さと見みという広範囲に渡っての戦せん闘とうになるからだ。

　そのため、今までは水平や下部の装甲を主として補修していたのが、艦上側の装甲や整せい備びを行う方にシフトしている。

　無む論ろん、明日あしたには小田原征伐だ。出来る事は限られている。そのため、表ひよう層そう部ぶは装甲板を追加するよりも術じゆつ式しき系けいの強化をするようだ。基本は〝武蔵野〟の指し示じ通り、

『──装甲用ようの大型符ふを、束たばとしてケースに入れ、装甲の必要な地域の端たん末まつに接続します。端末にケース用スロットをつけますので、スロットインして下さい。──以上』

　との事で、指し示じを聞いた男達はすぐに集まった。

「班はん長ちよう！　装そう甲こう用の符ふ束たばをケースに入れて、各部の保ほ持じ器きに〝スロットイン〟ですね!?」

「馬ば鹿か者もの！　発はつ音おん違う！〝武蔵むさし野の〟さんはもっとクールに、〝スロットイン〟だ！」

「ええ!?　今のは〝浅あさ草くさ〟さんの〝スロットイン〟ですよ！　僕、納なつ得とく出来ません！」

　などと、こだわりがある上で他人に強きよう要ようする男達が頑がん張ばっている。

　……何で三世西班牙トレス・エスパニアが武蔵むさしに負けたのか、何となく解わかる気がします。

　自分の説は幾いくつもあるが、最新の説は〝暑苦しいから〟ではないだろうか。

　明日あしたには変わっている気もするが、最近は探ったところで意味は無いし、ここを住すみ処かにしつつある事から、逆にそういうのがバレない方に気を遣つかうべきかも、と思っている。

　ともあれ後ろでぎゃあぎゃあ言っている男共も、仕事はちゃんとやるから凄すごい。

　明日にはそれなりの成果が出ているだろう。

　こちらはこちらで、

「……あ」

　外がい殻かく部ぶを過ぎると、急きゆう激げきに涼しくなった。

　まだ暑いのだが、床が輸ゆ送そう用の硬こう化か木材や装甲板ばんではなく、土を固めたものになったからだろう。逆に蒸むしはするが、日陰も多くなった。

　向こうから、資し材ざいを積んだ連れん結けつ大だい八はち車ぐるまがやってくる。

　そして、地下の方から、中央部を補ほ修しゆうする槌つちの音も響ひびいてくる。

「……武蔵むさしも臨りん戦せん態勢ですね」

　真田さなだに行っている間に心構えが随ずい分ぶんと変わったものだと、そう思いながら、誾ぎんは前を見た。

　通りの向こう、武蔵野に開いた大おお穴あながある。

　更さらにその向こうが、青せい雷らい亭てい本ほん舗ぽのある場所だ。

　そちらに向かう吊つり橋を、英国王おう女じよと忍にん者じやが渡って行くのが見える。吊り橋の向こうの袂たもとで、それに気付いたのは水み戸と領りよう主しゆだろう。

　ちょっと歩けば顔かお見み知しりに会う。そんな都市航こう空くう艦かんで、

「明日以い降こう、さて、どうしたものですか」
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　正まさ純ずみは、遅れて来た自分を自覚していた。

　夕方から青雷亭本舗で行われるのは、毛もう利り・輝てる元もとや北ほう条じよう・氏うじ直なおを招いての立りつ食しよく会かい。その中で明日の小お田だ原わら征せい伐ばつや天てん正しよう壬じん午ごの乱らん、毛利攻ぜめについての取り決めも行われるのだ。

「だから本舗だけでは狭くなるかと思っていたら、こういう仕掛けか」

　本舗の入口側がわ。壁が取り外されている。

　店てん舗ぽ部分を開放型がたの屋根付つきテラスにした形だ。

　更さらには、店てん舗ぽ前の道路に敷しき居いとなる垣かき根ねを置き、立りつ食しよく用ようのスペースにしている。

　そうして出来るのは、葵あおい家けの幅を持った露ろ天てんの立りつ食しよく場じようだ。

　道路は敷しき石いしブロックを向かいの家側に増ぞう設せつしており、道みち幅はば自体が損なわれないようにしているが、

「これ、許可は取ってるのか？」

「ああ、向かいの家とかにはシロに菓か子し詰づめ持って行かせたけど、大体は解わかってるし」

　斜はす向むかいの家いえ前まえで、犬を抱えた老ろう婦人がこちらに笑えみで一いち礼れいする。ああ、ジョセフィーヌって言うんだっけかアレ。前に葵姉あねや浅あさ間まが言っていた気がする。

「あ、正まさ純ずみ、ちょっと横すみません」

　巫み女こ服ふくにエプロン姿すがたの浅間が、茄な子すの煮に浸びたしを詰めた重じゆう箱ばこを両の手に抱えてくる。

　見れば、既すでに路ろ上じようパーティのテーブルには料理が並び始めていた。浅間は幾いくつか並ぶテーブルを見渡し、

「極きよく東とう系けいはここですね。喜き美み──？　あれ？　いないのか、な……？」

　振り向き、葵姉を探す彼女の髪かみに、巫女衣い装しようの特とく徴ちようである耳型の知ち覚かく素そ子しがついていない。まだ本業タイムでは無いと言ったところか。

　……よく働くもんだなあ。

「午前は水着で、さっきまでは夏服だと思ったら、今度は巫女服か、浅間も忙いそがしいな」

「いや、着替えは慣れてますから。今も、パッとそこで着替えましたし」

　皆の動きが止まるのを、正純は見た。

　浅間も、自分の台詞せりふの意味に気付いたのだろう。あ、と声をあげ、

「い、いや、良くある事！　良くある事ですよ!?　現げん場ばで着替えるのはフツーによくある事じゃないですか！」

・不退転：『この否定に何の意味があるのかしら』

・ウキー：『成なる実み、悪あがきは武蔵むさし住人の基本スキルだ。信じないのも基本スキルだから安心するといい』

　無む茶ちや苦く茶ちや言ってるようだが、本当にそうだから困る。

　と、周囲の沈ちん黙もくに対し、浅間が鈍い汗あせを搔かき始めた時だ。不ふ意いに葵家の窓が開いた。

　幅はば狭せまめの落とし窓。中から外に顔を出したのは葵姉だった。

　彼女は浅間の、制服の胸むね布ぬのを顔前に翳かざすと、

「アイマスク……！　や、やだ、隙すき間まがあり過ぎるわコレ！　これじゃ皆が仕事してる間に余よ裕ゆうぶちかまして寝られないじゃない！　不ふ良りよう品ひんの返品は浅間神じん社じや宛あてかしら！」

「解ってやってますよね!?　というか、喜き美みは献こん立だて表ひようの後ろの方も出して下さい！」

　ああ成なる程ほど、と正純は今いま更さら思った。

　……浅間も、今日きようからは葵の家、なのかな？

　浅あさ間ま神じん社じやの仕事があるから常じよう駐ちゆうとは言えまい。ただ、ミトツダイラもそうするようだし、

・副会長：『葵あおいとホライゾンの近くに、ミトツダイラや浅間がいた方が、安心ではあるな』

・●　画：『そうね。ネタの供きよう給きゆう元もとと、読者の潜せん在ざい的てきな引きになってくれるから安心だわ』

・金マル：『そうだね。ミトっつぁんも、アサマチも、ナイちゃんとガっちゃんは断固支し持じするよ！　安心して！』

・銀　狼：『安心出来ませんわ──！』

　まあ、賑にぎやかなのはいい事だ。

　周囲が騒さわがしい方が、葵も落ち着くだろう。

　見ている限り、馬ば鹿かの危険な行いは、場が真ま面じ目めな程にレベルが高くなっているからだ。

　……周囲が真剣な時程、ちょんまげやったり、朝ちよう礼れいで花はな火び持ち込んだりなあ……。

　ある意味、周囲を見ていると言う事か。

　だが、思わぬところで、そんな馬鹿とホライゾンの支え役が出来た。

・副会長：『本来なら、クロスユナイトかウルキアガ辺りに頼むところではあるが、そうもいかんからなあ』

・●　画：『ネタにして欲しいの？』

・傷有り：『私のせいでしたら、すみません……』

・金マル：『ん？　メーやんのせいじゃないよ？　〝あの忍にん者じやのせいだ〟って情報端スレツドがえらい勢いで走り始めてるし』

・十ＺＯ：『また！　また何か危険な仕込みが!!　あ、でも、メアリ殿どのが武蔵むさしに来た事で起きる諸しよ事じの責任は自分にあるので御ご座ざるから、気にする事は無いで御座るよ？』

・立花嫁：『──では第一特とく務む、総そう長ちようの護ご衛えいが出来ない事をどう責任取とられるのでしょう』

・十ＺＯ：『ス、ストレートに難しい質問が来たで御座るな！』

・●　画：『カラダね……。ええ、解わかってるわ。そうしなければならないものね』

・十ＺＯ：『全く解らんで御座るよ──？』

・あずま：『肉にく体たい労働の事？』

・金マル：『……ガっちゃん、高たか笑わらいしないでいいから。あと、こうぎの肉体労働とか、そっちまで食い込んで盛り上がらなくても大だい丈じよう夫ぶだから』

　魔女テクノヘクセンは狙そ撃げき可能な高台でこちらを監かん視しと言っていたが、何やってんだろうか。

　ただ、全体を俯ふ瞰かんするように、垣かき根ねの据すえ付つけを始めた直なお政まさが言葉を作った。

・煙草女：『まあ、いろいろと意味のある動きにはなってるさ。大体、このところは武蔵の上でも安全地ち帯たいじゃないしねえ』

・蜻蛉切：『Ｊｕｄジヤツジ．、そうで御座るな。十じゆう勇ゆう士しの伊い佐さ殿どの達が乗り込んできたり、地ち竜りゆうの虎とら秀ひで殿が降って来たり、天てん竜りゆうの佐さ助すけ殿と才さい蔵ぞう殿が忍しのび込んでいたり、いろいろあったで御座るし』

・貧従士：『……今いま気付いたんですが、全部、真田さなだじゃないですかね？』

　皆が、また黙だまった。

　ややあってから、入口際ぎわで警けい備びについていた二ふた代よが、こちらに振り向いた。

「先日、信のぶ之ゆき殿を完全に張り倒しておいた方が良かったで御ご座ざろうか」

「いや、真田総そう長ちようは親しん武蔵むさし側だから。あと、あれだけ張り倒しておいて、完全じゃなかったのは驚きだ」

　と、垣かき根ねの向こうから直なお政まさが立ち上がった。彼女は、垣根のパーツを義ぎ腕わんで背負い、

「二枚仕じ立たてで、間に業ぎよう務む用ようの防ぼう護ご符ふを仕込んでおくか。情報ステルスが効くヤツ、アサマチ持って来てるかい？」

「業務用の符は流石さすがに持って来てません。ただ、普通の符を一時的に増ぞう幅ふく術じゆつ式しきで強化出来ますから、その方法で」

　よく解わからないが、多分、凄すごい技術なのだろう。

　直政も、垣根の据すえ付つけのため、道路の敷しき石いしブロックの一部を外し出した。道路をめくるなんてレアな行為だと思うが、迷い無くそれを行う辺り、経験なのだろう。

　武蔵むさしで生きていく、という意味も含めて、皆それぞれの得え手てだ。

　そんな事を考え、ふと、正まさ純ずみはこう思った。

　……私も、見合うだけの事をやっていかねばなあ。
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　メアリは、点てん蔵ぞうと手を繫つなぎつつ、青せい雷らい亭てい本ほん舗ぽ前まえに作られた立りつ食しよくスペースに入った。

　入口の木製アーチがそのままなので、

　……後で、花など飾っていいか聞いてみましょうか。

　夏の日差しと熱気で枯かれないものがいい、と、頭の中で選択肢しを広げながら、

「……？」

　メアリは、ある事に気付いた。

　皆がそれぞれの動きを作り、言葉を交わす中、それを見渡している姿すがたが一つあるのだ。

「正純様？」

　呼びかけると、正純が肩を震わせて振り向いた。それは一いつ瞬しゆん、何かを忘れたかのように戸と惑まどった反応で。そんな動きを見せた彼女は、しかしすぐに、眉まゆを浅く歪ゆがめた笑えみを作ると、

「あ、ああ、どうしたメアリ、ミトツダイラも」

　ええ、と応じたのは、自分ではない。途と中ちゆうから同どう道どうしたミトツダイラだ。

　彼女は、一度こちらを見て、〝……ですわよね？〟という同どう意いの視線を作ると、

「何か、妙みようにボーっとしてましたわよ？」

「──ああ、何となくな。考え事」

　言って、それだけでは言葉が足りないと思ったのだろう。彼女は苦く笑しようし、

「何だかんだと、いろいろ出来る連れん中ちゆうが集まったよなあ、と」
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・ホラ子：『さあ、皆様、正まさ純ずみ様さま公こう認にんで、自じ画が自じ賛さんのコーナーです』

・立花嫁：『今日きようの和わ風ふうトルティーヤは自信作さくです。宗むね茂しげ様の好きな鴨かも醬じよう油ゆ、他人に提てい供きようするのはどうかと思いましたが、宗茂様の勧めもあって頑がん張ばりました』

・立花夫：『ははは、今日の誾ぎんさんも頑張り屋で素す敵てきですよ』

・傷有り：『──Ｊｕｄジヤツジ．、今日は来る途と中ちゆう、点てん蔵ぞう様に、睡すい蓮れんの花を頂いただきました』

・十ＺＯ：『メアリ殿どのも、部屋に戻ったら早さつ速そく着替えを出してくれたりで、よく気が付く御ご仁じんで御ご座ざるよ？』

・貧従士：『こ、これ、自画自賛じゃなくて旦那だんなと嫁よめの相そう方ほう自じ慢まん合がつ戦せんですよ！』

・〇べ屋：『待ったあー！　今、シロ君に野や菜さい貰もらった！　白はく菜さい！　〝三日は保もたせよう。食費が浮く〟って、シロ君大だい胆たん!!　おっと、肉は週末の楽しみだよ!?』

・ウキー：『成なる実み、今日の駆く動どう音おんは短めでいいな……』

・不退転：『武蔵むさし用ようセッティングに戻したものね。貴方あなたの加か速そく器き放ほう熱ねつも、離れて見てる分には随ずい分ぶんと主張が強いわね』

・義　　：『……これは自慢か？』

・眼　鏡：『だったら私が行こう。……最近、頼んでもないのに襲しゆう名めい者しやのサインが送られてきてね。コレクションが捗はかどるよ。──君の方は？』

・未熟者：『回答強きよう制せいかよ!?　──というか、大体、君の方だって欲しいだろ？　僕達の方が各かつ国こく回るから襲名者と会う機き会かいが多い。そういう事だ』

・眼　鏡：『……じゃあ、僕の方で襲名者のサイン貰もらったら、送っていいんだ』

・未熟者：『いや、まずは君のを寄よ越こせよ！』

・眼　鏡：『──書類を送って来たら返すよ』

・約全員：『ひいいいっ』

・蜻蛉切：『皆、いろいろあるで御座るなあ。正純はどうで御座る？』

・副会長：『自分の方だったら、さっきの会議はよく凌しのいだなあ、とかあるんだが……。浅あさ間ま、ミトツダイラ、そっちはどうだ？』

・あさま：『いえ、私達は別に……。ねえ？　ミト？』

・銀　狼：『ええ、別に何も……。ですわよね？　ええ』

・●　画：『何だかネタの匂においがするわね……。解わかる。解るのよ……』

・礼賛者：『相方自慢が段だん々だんと別のものになって来たような気が……』
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　正まさ純ずみは、皆の遣やり取とりに肩の力を抜いた。

　……まあ、皆してお互いをよく見ているという事か。

　狭い武蔵むさしにおける長い付き合いの産物かと思えば、余よ所そから来た自分は元より、敵であった立たち花ばな夫ふ妻さいも、メアリや伊だ達て家け副ふく長ちようも馴な染じんでいる。

　……いい意味でも悪い意味でも、人間関係の大おお枠わくが雑なんだよなー。

　皆、基本の付き合いはよく、キツいところにもガンガンとツッコんで来る。だがそうかと思えば、深い部分については、お互いに認めていないと、触れさせはしても、解決を手伝わせたり、共に行くような事をしない。

　そしてお互い、応おう援えんは忘れないし、最後は自分でやれと後あと押おしする。

　時とき折おりに来る、その後押しに、自分とて幾いく度どか救われたものだ。

　三み河かわでズボンを引きずり下ろされたのはどうかとは思うが、まあ、あれも同じ事だ。

「全く……」

　呟つぶやき、正純は辺りを見る。

　……政治と交こう渉しよう関係の役だからと言って、する事が無い訳わけじゃあない。

　無む論ろん、調ちよう理りは出来る。母直じき伝でんの技があるのだ。しかし今は、

「ちょっと、皆に配る事前のレポートを纏まとめたいんだが、スペース有るか？　あと、ネシンバラとベルトーニ──、は野や菜さい市いち場ばか。まあ手て空すきの連れん中ちゆう、質しつ疑ぎしたら答えてくれ」

「おーう、セージュン、じゃあちょっと中来いよ。少し開けるトコ開けるし。

　あと、ホライゾン、浅あさ間まとネイトも、ちょっと来てくれ」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と軒のき下したの鉢はち植うえを日陰に動かしていたホライゾンが立ち上がる。

　その一方で、浅間とミトツダイラが、

「──ええと、私達も、ですか？　トーリ君」

「ああ、後でマサもちょっと頼む」

　ああ、と直なお政まさが意を得たように頷うなずいた。

「──部屋、開けるってか。だったらそれは──」

「フフ、そ・う・い・う・こ・と」

　何だ何だ、と思っていると、夏服をラフに着込んだ葵あおい姉あねが出てきた。

「とりあえず今の内に、一つのケジメを見せて、次のステージに進もうっていうのよ。

　ほら、ちょっと来なさいアンタ達。ホライゾンも。──見ておくものがあるわよ？」

　それは、

「うちにホライゾンが住んでいた時の部屋。今は空あき部屋だけどね。

　一応、今日きようから開放するから、見ておきなさい」
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　ホライゾンは、喜き美みの言葉に顔を上げた。

　浅あさ間まが淹いれてくれた茶を、壁を外した店てん舗ぽの軒のき下したで受け取りながら、

「以前のホライゾン……、つまり、ホライゾンの初期型がたが住んでいた部屋ですね？」

・貧従士：『ダイナミックな割り切りが来ましたね……』

・義　　：『つーか、ソレで言ったら、私なんか試し作さく型みたいなもんだぞ』

・賢姉様：『……皆、駄だ目めよ!?　ヨッシーはもう完成型じゃね？　とか、思っても言ったら駄目！　先せん祖ぞ伝でん来らいの体たい質しつとか体型が今日きようも明日あしたも頑がん張ばらない子だっているんだから！』

・副会長：『大たい概がいひどいぞ葵あおい姉あね。──だがまあ、ホライゾンの部屋が、ここにあるのか』

　まあな、と答えたのは、珍めずらしく夏服姿すがたの馬ば鹿かだった。

　馬鹿は、尻しりを振ってスカートを揺らし、背を向ける。そうする事で、馬鹿は店舗の奥、厨ちゆう房ぼうの入口を示し、

「来いよ。ああ、マサもちょっと来てくれ。うちの改かい造ぞうプラン話すし」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と直なお政まさが垣かき根ねの向こうから立ち上がった。二重化かした垣根を義ぎ腕わんで摑つかんで揺らし、

「まあいいだろうさ。──工こう賃ちんフツーに取るから覚かく悟ごしときな」

　と、直政が義腕で垣根を摑んだまま、こちらに来た。

　……は？

　跳び越えた。と、そのような行為が生じたのは理り屈くつとして解わかる。

　だが、今、直政の動きは、まるで垣根を突き抜けたかのようで。

「直政様、小しよう事じの前の大だい事じとして質問しますが、今のは──」

「あ？　義腕を使っただけさね」

　言われている意味が解らない。だが、こちらの肩を軽く叩たたくものがいた。

　ミトツダイラだ。

　彼女は眉まゆを下げた笑えみで、

「義腕側で、身体からだを持ち上げてこちら側に運ばせたんですわ。身体が浮き上がると義腕のバランスが甘くなるので、マサも身体を縮めて垣根を跨またぐように越えたんですの。

　顔や肩の高さは変わらないので、見慣れてないと何だか解らなかったんでしょうね」

「そんな珍しいさね？　機き関かん部ぶだと狭いとこや足をついたらマズいところもあるから、義腕持もちはフツーにやるけど」

　と、入口際ぎわの垣根が、軋きしみを上げた。

　見ると、誾ぎんとやってきた成なる実みが、垣根を挟んで自分の額ひたいを押さえている。

　誾が、落ちかけた帽ぼう子しを直し、成実が鼻び梁りようの付け根を摘つまんで、

「これは不ふ覚かく……！」

「いや、情なさけない話だわ」

　外側にいる成なる実みの横。ウルキアガが相あい方かたを見て、肩を落とした。

「成実、面白そうなネタが聞こえたからといって、こっちと話しながら試そうとするな」

　いや、と言ったのは、誾ぎんの方だった。

「こちらも、第六特とく務むの方を見ながらだったので、失しつ敬けいを」

「んで、動きとしては出来たんさね？」

　義ぎ腕わんの二人が振り向いた。彼女達たちは垣かき根ねを上から義腕の平ひら手てで叩たたき、

「Ｊｕｄジヤツジ．、当然」

　声を揃そろえて言われたので、ホライゾンは拍はく手しゆをする。

　誾も成実も、顔を薄うす赤あかくして、誾は咳せき払ばらいで、成実は半はん竜りゆうと共にアーチを潜くぐって来た。そして成実が皆から一度視し線せんを切り、店てん舗ぽの奥を見み据すえる。

「──そちらの奥、この副ふく王おうが住んでいた場所があるの？」

「おお、ウキ嫁よめも興きよう味みあっか」

　夏服の胸むね帯おびを直しながらの馬ば鹿かの声に、皆が顔を見合わせた。その動きに、ホライゾンはこう呟つぶやいた。成なる程ほど、と。

「ホライゾンが前に出なければならないようですね。──とりあえず、手早く済ませましょうか。この後、会議という時間でもありますし」

　やってきた浅あさ間まに湯ゆ飲のみを返し、ホライゾンは立ち上がって腹を一つ叩く。

「よし、気き合あいを入れて参まいりましょうか」
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　直なお政まさは、葵あおい家けの奥に入る事について〝久しぶり〟という実感を得た。

　キッチンに店舗から入って、他者の家の生活を覗のぞき見ながら、ふと彼女は思う。

　……以前、奥まで入ったのは、水回りの手て配はいをした時だったかねえ……。

　中ちゆう等とう部ぶの時だ。キッチンの流し台の高さを変えたのだった。

「トーリがここを使って、店をちょっとやってみたいって、そんな感じだったさね」

　流し台が女性用の高さで設定されていたので、高めのものに変へん更こうした。

　その時、水道の延えん長ちよう手配もしたのだが、一つの厄やつ介かいが生じた。

　……本ほん舗ぽを復帰させると、調理用ようの水の使用量りようが結けつ構こう面めん倒どうな事になるってねえ。

　業ぎよう務む用としての登とう録ろくが出来ればある程てい度どは免めん除じよがなされるが、流石さすがにそこまで店としての活動実じつ態たいを持つ訳わけでもない。

　なので排はい水すいのリサイクル用浄じよう化か水すい槽そうを増ぞう設せつし、裏うら手てに仕込んだが、

「まあ、意い外がいと癖くせのある建けん造ぞうで」

「住んでる分には解わからねえんだけどなあ」

　と、女じよ装そうがキッチン奥の廊下で振り向く。

　馬ば鹿かは皆がついて来ている事を確かく認にんしつつ、天てん井じようからぐるりと指さし、

「何か、英国IZUMO製なんだって？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、パン焼いたりって店てん舗ぽが前ぜん提ていだからかねえ？　接続ユニットは同じなのに、その間かん隔かくや尺しやくが違ってさ。御お陰かげで浄じよう水すい槽そうの設置は地上側がわになるし、何だか解わからなくて頭抱かかえたもんさ。

　登とう記き情報見みて納なつ得とくしたけどね」

　ふうん、と、後ろの皆が廊下やキッチンを見回す。

　と、女装が苦く笑しようした。

「おいおい、見てもエロゲくらいしか隠かくしてねえぞ」

「ともあれトーリ様、改めて問い掛けますが、ホライゾンはこちらに住んでいた訳わけですね？」

「そうそう。ホライゾンの母かあちゃんが居なくなってから、そんな感じ」

「期間としては、どのくらいなのでしょう？」

「三年くらいじゃねえの？」

　いえ、と言ったのは、浅あさ間まだった。

「二年と五ヶ月程ですね。細かくて済みませんけど」

　……アサマチは、やはり気を遣つかうさねえ。

　直なお政まさは友人の気き遣づかいに苦笑する。

　馬鹿は哀かなしんだら死ぬ。

　だから浅間は、概がい算さんとは言え、馬鹿が年月を大きめに数えて深しん刻こく化かしないように止めたのだ。そうやって介かい入にゆうする事で、自分も〝知っている〟と馬鹿に伝える意味もある。

　気遣いの女さね、と直政は浅間を思う。だが、浅間が不意に前に出た。眉まゆを浅く立て、

「あ！　ちょっと、ちょっとすみません」

「あれ？　浅間、何？」

「ええと、すみません、喜き美みの部屋に用が」

「あら!?　私のベッドに興きよう味みがあるのね!?　そうなの!?　だったら先に暖めておくのもいいわよ!?　でも布ふ団とんにオッパイの型がつかないようにしてね！　略してオッ型！」

「姉ねえちゃん、パイ型じゃねえの？」

「フフフ、愚ぐ弟てい？　その言い方だと、チンコの型つけたらンコ型で訳わけ解らないわよ？　だからルールとしては先出しでチン型に繫つながるよう、オッ型。どう？　チンコ主体のルールよ！」

　浅間が無む視しして喜美の部屋のカーテンをめくって入った。すぐに中から、

「あ！　喜美ったら、私の脱いだ服を人じん体たい状じように配置して〝たーいよーう〟みたいなポーズを！　うちはアマテラス系けいじゃないんだからやめて下さい！」

　どんなポーズさね、と思うこちらの眼がん前ぜんで、馬鹿が奥を指さす。

「そこ、俺おれと姉ねえちゃんの横の部屋が、ホライゾンの昔住んでた部屋な」

　成なる程ほど、という声で、こちらの横に並んだのは、ホライゾンだ。

「何な故ぜ、今まで、その事を明めい言げんされなかったのです？」

「んー。ちょっと見れば解わかるっつーか。ほら、マサも浅あさ間まも来いよ」

「あ、はい！　ちょっと待って下さい！」

　浅間が、慌あわてているのか、夏服のシャツを抱えて出てきた。そして自分を含め、馬鹿の後ろについていけば、廊下はすぐに突き当たりとなる。

　左手側がわ、喜き美み達の部屋の並びにあるのが、ホライゾンがいたという部屋の入口。

　向かいは風ふ呂ろと洗面所。

　だから左を見れば、

「トーリ様、開けて頂いただけますか」

「Ｊｕｄジヤツジ．、まあこんな感じな」

　馬鹿が、来ている皆に見せるようにドアを開けた。
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　鈴すずは、開けられた扉とびらの向こうを知ち覚かくした。

　……わ。

　風が動き、音が広がる。

　感覚としては、耳で聞く事によって知覚していた廊下の左手に、何も無い空間がいきなり生じた状態だ。

　その空白はしかし、奥がある。

　皆の息や物音が反はん射しやする事で、手を伸ばすように中が明らかにされていく。

　音の響ひびきは、すぐに内部を渡った。遮しや蔽へい物があっても、その裏に回り、

　……ええと。

　壁と天てん井じよう、そして床。これらを理解すると、急きゆう激げきに中の状況が露あらわになった。

　だが、ある程度の状態を確かく認にんした時。鈴は、ある人と同じ事を呟つぶやいた。それは、ミトツダイラとの、

「え……？」

　疑問詞しだ。

　そこはホライゾンのいた部屋。そう言われてはみたものの、開け放たれた扉の向こうに存在しているのは、

「──荷物？」

　部屋は片付けられていて、布ふ団とんなどが積まれた空間になっていた。

　これは、どう知覚しても、こう言わざるを得ない。

「来客用ようの部屋だ、ね……」

　ホライゾンの部屋ではなくなっていたのだ。







[image: 第三十一章『居間の客人達』]
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「フフ、そういう事」

　ホライゾンは、喜き美みの声を聞いた。

「ホライゾンと愚ぐ弟ていがいなくなってから、部屋の中にあったものは、元もと信のぶ公こうの元に引き取られていったわ。その後、愚弟が戻ってきて、ここをどうしようかと相談したんだけど、どう使おうか迷っちゃってね」

「成なる程ほど」

　とホライゾンは応じた。

　薄うす暗ぐらい室内は、自分の記き憶おくに無いものだ。だが、ここの住人であった自分は、十年前に一度失われた。それならば、

「空あき部屋のままというのも、武蔵むさしの生活では無む駄だですね」

「怒ってもいいのよ？　さあ、ぶって！　ぶつのよホライゾン！」

　喜美が馬ば鹿かの身体からだを右脇わきに抱えて、馬鹿がこちらに尻しりを突き出す。

　初めは馬鹿がいやいやと言うように尻を振っていたが、

「駄だ目めよ愚弟！　十年分ぶんの始し末まつをつけるのに尻を出しなさい愚弟！　はいペローン！」

　夏服のスカートを喜美がまくると、女じよ装そうも覚かく悟ごを決めたらしい。

「おっしホライゾン！　一いつ丁ちようケジメとして行くか！」

　馬鹿は、尻を突き出し、

「よーし！　バッチコ────イ!!」

　ホライゾンは二ふた代よから蜻蛉とんぼスペアを借りて、その刃やいばを馬鹿の尻にそっと差し込んだ。

「あっ、ちょっ、オマエこのネタ最近ブーム？　ってかやばやばやば尻の彫りが深くなっちゃうのおん」

『嫌いや──』

「頑がん張ばるで御ご座ざるよ蜻蛉スペア！　もう少しの辛しん抱ぼうに御座る！」

　女じよ装そうの尻は放ほう置ちとして、ホライゾンは喜美を見た。

「喜美様」

「フフ、何？　ホライゾン。私のオッパイに悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシを差し込むの!?　そうなの!?」

「そんな事をしてもアデーレ様が悲ひ嘆たんするだけでしゅ」

「何か酷ひどい事言われると思ったら多角的に来ましたよ!?」

　アデーレには右の親おや指ゆびを上げておく。

　ですが、とホライゾンは言った。

「ホライゾン、この部屋を見て、解わかる事があります」

　それは、

「……記き憶おくが無いので、ここが自分の部屋だったと言われても、どうしたものかと……」
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　……ですわよねー……。

　ミトツダイラは、ホライゾンが気まずい汗あせを搔かきながら喜き美みに顔を向けるのを見た。

　ホライゾンは、右手を肘ひじから挙げ、

「あの、喜美様、ひょっとして今の時間帯たい、ホライゾンが失った記憶をちょっと思い出したり、何か過去の思い出のものを見つけたりするのがベストなんでしょうか」

「うーん、無む理りなら無理でしょうが無いかもしれないわねー……」

「というか、ホライゾンが責任を感じる場では無いと思いますのよ？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、解わかっております。ここに、責任をひっかぶると言ったのがいますので」

　ホライゾンが、悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシを馬ば鹿かの尻しりにそっと差し込む。

「あっ、ちょっ、二枚差しは新しくね!?　そうじゃね!?」

　我が王ここは忍にん耐たいですの。

　と、王の努力をミトツダイラが見守っていると、義よし康やすが、壁の下側にあるものを見つけた。

「おい、ここの壁、開いた穴を修しゆう繕ぜんした痕あとがあるぞ」

　ぬう、と点てん蔵ぞうがそれを確かく認にんした。

「まさか幼少のホライゾン殿どのが、何かの拍ひよう子しでつけた思い出の傷！　──そう、これは見るからに、隣となりの部屋から矢が打ち込まれた痕！」

　皆が一いつ斉せいに浅あさ間まに振り向くと、既すでに巫み女こは俯うつむいて右手を肘から挙げていた。

「すみませんすみませんすみません、ほら、新しい弓ゆみを手にした時って、射うちたくなるじゃないですか。だから要いらない雑ざつ誌しを的まとにして試し射ちしたら、これがまたいい貫かん通つう性能で」

「つまり智ともがやりましたのね？」

　浅間が俯いたまま両手を挙げた。

　喜美の方も、一つ頷うなずいて、

「でもその前に、一回、壁かべ紙がみを変えてるのよね客室用に」

　成なる程ほど、という声をミトツダイラは聞いた。

　ホライゾンだ。彼女は一ひと息いきを入れ、

「ともあれ昔、ここにホライゾンが住んでいた訳わけですね？」

「フフ、そういう事。それで今のホライゾンは、どうするの？」

　喜美が、王の尻を、抱えた太たい鼓このようにホライゾンに向けて言う。

「うちに来たんだから、この部屋はまたホライゾンにあげるわ。でも、返すのでも、戻すのでもないわ。だって貴女あなたは一度失われて、だから後こう悔かいがあったんだものね。

　新しくやっていこうと、そういう思いで、貴女にあげる、ここをね」

「Ｊｕｄジヤツジ．、随ずい分ぶんとホライゾンは大切にされていたのでしょう」

　ホライゾンが、薄うす暗ぐらい部屋を見渡し、こう言った。

「狭い武蔵むさしの中です。店を営んでいるなら、ここを倉そう庫こにする選択もあった事でしょう。

　それが客室になっているとは──」

「何だと思う？」

　そうですね、とホライゾンが言った。そして彼女は、こちらと、浅あさ間まに視線を向ける。

　……え？

　とミトツダイラが思った瞬しゆん間かんだ。ホライゾンが、顎あごに手を当て、こう言った。

「トーリ様達は、新しい自分をやっていくつもりで、そしてその通りであったと、そういう事だと判はん断だん出来ます。つまり──」

　つまり、

「新しい家族が増えたら、ここを利用する、と、そんなところだったのでしょう」

　ホライゾンの言っている意味が、解わからないミトツダイラではない。

　……それは、この家に〝入る〟という事ですわね。

　そしてホライゾンは、喜き美みに視線を向けた。

「喜美様」

　ホライゾンは、王の尻しりに挟んでいる二枚の刃やいばの入り具合を直し、

「いいですか」

「な、何か余分な動作がありましたわよホライゾン！」

「さっきからズリ落ちそうなのが気になってまして」

　ホライゾンは、顎あごに手を当てて、生け花を見るように二枚差しを確かめた。

「──まあこの辺りでいいでしょう。それでですね、喜美様」

「何かしら？」

「もう充分でしょう。過去のホライゾンがここにいたのは事実です。ですが、新しい家族が出来るまで、ここを客きやく間まとして使用する……、とは言っても、使用形けい跡せきがありません。

　そこの男がモテないからだと推すい察さつされますが──」

　ホライゾンは、蜻蛉とんぼスペアの角度をちょっと直した。

『急角度──』

「堪こらえるのです蜻蛉ナンタラ。──でもまあ、喜美様やトーリ様の意い識しきが、新しいものへと向いていても、実質が伴わなければそれはある意味残ざん念ねん無む念ねん。

　三み河かわでケジメはつけたと思いますので、新しい体制でいきたいものです」

　と、ホライゾンの言葉を聞いていたミトツダイラは、ある事に気付いた。

　……繫つながりましたわ。

　王の後こう悔かいについて、だ。

　前を見ていて、皆を引っ張っていこうとしていた王が、ずっと後こう悔かいを抱えていた理由。

　矛む盾じゆんしているようなそれは、

　……王にとっては、それが、最後のホライゾンだったんですのね？
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　ミトツダイラは、この部屋の中を見渡した。

　ここに、ホライゾンの匂においは無い。昔の彼女の匂いは、美び化かも含めて〝牡ぼ丹たんの匂いの髪かみ〟と憶おぼえているが、今はもう、王や喜き美みの〝椿つばきの匂いの髪〟ばかりだ。

　思い出の品も、元もと信のぶ公こうに回かい収しゆうされ、きっと王にとっては、ホライゾンは〝いなくなってしまった〟のだろう。

　親が、自分達のケジメとして後悔通どおりに石せき碑ひを置いたが、

　……ああ。

　その〝通り〟を、その石碑の前を行けば、本当に〝いなくなってしまう〟。

　だけど、だ。

　だけど王は、本当の事を解わかっていた。ただ認めるかどうか、というだけで。

「我が王」

　ミトツダイラは、呟つぶやいていた。

「ホライゾンが〝まだいる〟と思っているなら、ここを、閉じたままにしてましたわよね」

　だが〝いない〟。

　その事は解っている。だから自分でも前を見ていこうとして、新しい誰だれかを望んで。

　……大体私、解ってましたのよ？

　大罪武装ロイズモイ・オプロが各かつ国こくに配られた時、あれを集めて供く養ようにしようかと、そんな冗じよう談だんめいたような、しかし自分達の区切りを告げる案もあったのだ。

　それをするために、きっと王は、卒そつ業ぎよう後ごに本ほん土どに降りる。

　今から思えば、三み河かわでも、臨りん時じ生徒総そう会かいの後、学校前の階段を先に一人で降りていった王なのだ。

　自分の問題については仲間に迷めい惑わくは掛けられないと、何だかんだで一人で行き、そこで新しい誰かを探そうと、そんな風ふうにも思っていたろう。

　だからだろうか。ある時、浅あさ間まが、このような事を言い出した。

「怪かい異いの調査のために、卒業したら本土を回ろうかと思ってるんですよね」

　半分噓うそで、残り半分も、また噓だろう。

　だから自分もその時、言った事がある。

「水み戸と・光みつ圀くにの聖せい譜ふ記き述じゆつ傍ぼう論ろんで、諸しよ国こく漫まん遊ゆうというのがあるんですけど、知ってますの？」

　だが、ホライゾンが来て、変わった。

　王は一人で行く事を選ばなくなり、

　……そうですわね。

　王は奥おう州しゆうの地で決めたのだ。皆と共に行くと。だからあの時、王の中では決まったのだ。

　一人で行き、新しい誰だれかを探すのではなく。

　皆で行き、大事なものを認めて──。

　……うぁ……！

　自じ画が自じ賛さん過ぎますわ！

　母のように頰ほおに手を当ててくねくねしたくなるが、ここは我が慢まん。

「我が王」

　王は、新しいホライゾンを含め、全て受け入れる事を選んだのだ。だから、

「──我が王は、〝ここにいよう〟と、そう決めたんですのね」

　後こう悔かいも何も、忘れる事も、逃げる事もしなくてよくなった。

　皆がいて、皆を選んだから、だ。

　そして、自分達も、そうさせる。そのために、

「私も〝ここにいますわ〟。──我が王」
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　鈴すずは、ミトツダイラの声に、あるものを感じた。

　鈴だ。

　凜りんと鳴る、毅き然ぜんとした、喜びと期待。鈴という、自分の名を持つ音おん具ぐの響ひびきだ。

　自分の中でもなかなか鳴らない音の響きを、横に立つ友人が立てる。

　……わ。

　ミトツダイラは、結けつ構こう、テンションよりも理性の人だと鈴は思っている。昔の事もあってか、基本は自分を抑えているからだ。

　たまにその抑よく制せいをテンションが超えると凄すごい。ちょっと引くくらい凄い。

　……あれ？　こ、これって、テンションの人という事かも。

　でも悪い事じゃないから大だい丈じよう夫ぶだよね？　と鈴は誰にともなく確かく認にん。

　だが、そのテンションと抑制のバランスが、〝騎き士し〟なのだと鈴は思う。

　ふとすれば暴あばれたくも、ハシャギたくもなるものを抑え込み、溜ため込む。その時の言げん動どうは、自分を律した上で告げられる、

「──我が王、それでこの部屋はどうしますの？」

　いいな、と鈴は思う。

　トーリ君と一いつ緒しよにいるミトツダイラさんは、格好かつこいい。格好つけてる訳わけではなく、自分らしさを出していて格好いい。

　大体、よく考えると今はトーリ君が二本差しなんだけど、前向きに物事の本ほん質しつを得ているミトツダイラさん凄すごい。

　……トーリ君は、新しい体制を始めてたんだね。

　彼なりに言うと、もう逃げねえ、っていうアレだ。

　そしてホライゾンが言う通り、彼女も新しい体制を望んでいる。

　記き憶おくがないのに、昔の事を持ち出されても困る、というところもあるのかもしれない。

　大体、三み河かわでは、二人で過去を見て、その因いん縁ねんを払ふつ拭しよくしてきたのだ。

　だからというように、ホライゾンが動いた。

　皆に顔を向け、二本差しをそっと直して、頷うなずいたのだ。

「いいですか」

　ホライゾンが、喜き美みの抱えた尻しりを叩たたき、

「あんっ、ホ、ホライゾン、何？　敏びん感かんにするの？」

「誰だれかその見苦しいのを黙だまらせるさね」

　ホライゾンが、「三本目……」と呟つぶやきながら辺りを窺うかがい始めたので、鈴すずは皆と一いつ緒しよに身を低くしてやり過ごした。後ろでメアリが、

「あの」

「王賜剣エクスカリバーをそっと差したら、多分、エリザベス殿どのが何か言うで御ご座ざるよ？」

「あー、私としては、尻に王賜剣で国際問題という前ぜん代だい未み聞もんな話は避けて欲しいなあ……」

「──じゃあ成なる実み」

「──ええ、嫌いやよ」

　早い。

　だが、ホライゾンは、何ど処こにも獲え物ものがいない事を確かめたのか、

「仕方ありません。まあ何と言いますか。この男、照れ屋なのか何も考えてないのか、基本、余よ計けいな事は言うくせに、大事な事をあまり言いませんで」

　言うホライゾンが、浅あさ間まとミトツダイラの方に顔を向けていく。そして点てん蔵ぞうや、正まさ純ずみの方にも、だ。

　……あ。

　ホライゾンは、解わかっている。

　その、大だい事じな事を、言わなくても通じている者達がいて、それが皆だと。

　だから彼女は順に、皆に顔を向けていき、最後、一ひと息いきを入れた。

「皆様には確かめる意味も無い事だったと判はん断だん出来ます。既すでに、三み河かわ以前にて始まり、三河にて宣せん言げんし、奥おう州しゆうにて足並みを揃そろえ、真田さなだにて覚かく悟ごを決めた事なのですから」

　ただ、と言ったのは、ミトツダイラだった。

「過去と今、王の秘ひ密みつの本ほん心しんを、皆、ここで共有した訳わけですのね」

・●　画：『あ、御ご免めん。今、ちょっと、ミトツダイラの秘密の場所を描き込んでてそっち行けてないんだけど、ええ、音では聞いてるから大だい丈じよう夫ぶよ』

・金マル：『うーん、そっちの客きやく間まの中、そんな風ふうに想そう像ぞうで描いて大丈夫かなガっちゃん』

・銀　狼：『何を勝かつ手てにしてますの──!?』

・ベ　ル：『ミ、ミトツダイラさんっ、抑よく制せいっ、抑制っ』

　だが、ミトツダイラの言う通りだ。

　ここはきっと、トーリ君が、今までいろいろ考えていた証あかし。

　恐らく、知っていたのは喜き美みちゃんと、トーリ君のお母かあさんくらいで。

　だけどそれを見せて貰もらえて、開放するとしたら、

「ん……」

　という小さな声を、鈴すずは聞いた。

　浅あさ間まだ。後ろに立っている彼女が、体温をちょっと上げた自分の身体からだを浅く抱いているのが解わかる。今の漏ぬれた声は、狼狽うろたえるような、しかし自分に言い聞かせるような声こわ色いろだ。

　受け入れようと、戸と惑まどいながらもそうする頷うなずき。

　そして正面で、ホライゾンが告げた。

「──今日きようで確かに、新しく書き換えましょう」

　ホライゾンが、また、ミトツダイラと浅間に面おもを向けた。

「この部屋では狭せま過すぎますね。トーリ様が直なお政まさ様を呼んだ意味も、よく解ります。

　──直政様。宜よろしいですか？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、この、喜美との部屋を仕切ってる壁、外しゃいいんさね？」

　……え？

　鈴は、ふと手を伸ばして、壁に触れてみた。

「外せる、の？」

「ああ、さっきも言った通り、昔に大体の構こう造ぞうは見てるからさ。廊下側から、ストッパー外してユニット抜けば素す手ででも外せるさね。持ち運びはあたしが義ぎ腕わんでやった方がいいけど」

　凄すごい話だ。

　……うち、壁とかないから解らないなあ……。

・貧従士：『部屋がある、という時点で凄いですよね』

・ベ　ル：『で、でも、アデーレ、一人暮らしだから』

・〇べ屋：『鈴は、親おや御ごさんと一いつ緒しよで、部屋はどうしてるの？」

・ベ　ル：『ん。ロフトの下の一いち畳じようを、カーテンで区切って。──私、上の方がいいんだけど、お父とうさんとお母さんが、危ないからって。子供扱あつかいなんだけど、でも、あの、──上に行きたがる方が子供なの、かな？』

・金マル：『でもうちのクラスの皆、ナイちゃんもガっちゃんもだけど、すぐ皆、高いところに行きたがらないかな？』

・不退転：『それって皆して馬ば──、何な故ぜ皆、お互いを視線で牽けん制せいするの』

・礼賛者：『というか、高いところに上がった事ない人の方が少なさそうですね。あ、小しよう生せいは大だい丈じよう夫ぶです。いつも地下で仕事してますので』

・未熟者：『アンダーグラウンドじゃないだろうね御お広ひろ敷しき君くん』

　よく解わからないが、地下に潜もぐるよりはいいのだろう。

　ただ、ミトツダイラが動いた。彼女は左手側の壁に手を当てて、

「この壁を外すと言う事は、……王と喜き美みの部屋と、この部屋を、実じつ質しつ、一ひと間まにするという事ですの？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷うなずいたのはホライゾンだ。彼女は尻しりを一つ叩たたいて、

「ここが〝客きやく間ま〟ではなくなる、という事です。それに、この家に多おお人数が入るにしても、今のままでは壁の分だけ手て狭ぜまになります。──あとはメインの寝ね床どこをベッドか床ゆか寝ねか、人数を見て判はん断だんですね」

「じゃあ、早さつ速そく外すさね？」

「あ！　ちょっと待って下さい！」

　浅あさ間まが声をあげた。

「今日きようはミトの御両親が来るんですよ。客間はあった方がよくないですか？」
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　……確かにそうですわ!!

　ミトツダイラは、その事実を思い出して血の気が失うせるのを悟さとった。

　対たい処しよとしては、確かに浅間が言う通りだ。客間に隔かく離りして、音声ステルス結けつ界かいを彼女に張って貰もらえば、翌朝までは表おもて向むき静かになってるだろう。中はどうなってるか知らん。

「智、いい判はん断だんですわ！　今日だけは客間ラストデーで！」

「ククク、じゃあ直政、壁外しちゃって」

「喜美！　喜美！　面白い方優ゆう先せんで考えてますわね!?」

「フフ、やあねえミトツダイラ。面白いだなんて、流石さすがの私もそんな酷ひどい欲求で思ってないわ？　ただ、何がどうなるか凄すごく見てみたいからそうしたいだけよ!!」

「更さらに酷いですわ──！」

　と、叫んだ時だ。

　ふと、成なる実みが首を傾かしげて右の手を肘ひじから挙げた。

　何？　と皆が視線を向ける中央で、伊だ達て家けの副ふく長ちようは、口を開く。

「水み戸と領りよう主しゆは、葵あおい家けに嫁とつぐの？」
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・●　画：『ダイレクト！　ダイレクトな確かく認にんだわ！　ああもう、さっきから夏のイベント用の原げん稿こうでそっちに行けないのが悔くやしくて悔しくて！　マルゴット……！』

・金マル：『はいはいガっちゃん、抱きついて満足したらペン入れ続けようねー』

・傷有り：『ええと、あの、状況がよく解わかっていないのですが、点てん蔵ぞう様さま、御ご説明を頂いただけますか？』

・十ＺＯ：『……あのミトツダイラ殿どの？　ミトツダイラ殿に怒られずに説明したいので御ご座ざるが、どういった危険ワードがあるで御座るかな？』

・銀　狼：『思った以上に厄やつ介かいですわ──!!』

・義　　：『あー、私も今そっちに向かってる最さい中ちゆうだが、里さと見みの近所の水み戸とで、何か体制の変化でも起きるかどうかは大だい事じなんで、聞いてみたくはある』
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　ミトツダイラは、どう言ったものかを迷った。

　嫁ぐ、というと、確かにそのような流れだ。今後の流れではいろいろあるだろうが、自分と王と、お互いが望むように続けば、実際はそうなっていく。

[image: ]

　そして自分達たちの間では、ホライゾンが長ちようとなるような予感もある。

　何な故ぜなら、自分は王の望みを叶かなえる騎き士しで、主しゆ従じゆうの関係を結んでいる。そして王を主あるじとした自分達武蔵むさし勢の望みは、世界の征せい服ふくと、ホライゾンの感情を戻す事なのだ。

　この点においては、自分と王は主従というチームで、同じ目的を共きよう有ゆうしている。

　これは、つまり、

「布ふ陣じんですわね」
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　アデーレは、ミトツダイラの言葉に、一つの動きを作った。

　皆で顔を見合わせたのだ。

　そして全員、一ひと息いきを入れてから、ミトツダイラに顔を向け、こう言った。

「夫ふ人じん……!?」

　揃そろえた声に、ミトツダイラが僅わずかに身を逸そらす。

　それは、こちらの大きな反応に対し、意い外がいと言った風ふ情ぜいだ。

　そんな彼女に対し、一歩を前に出た者がいる。

　ネシンバラだ。

　彼は、眼鏡めがねを鼻の上に押し、

「大事な事だから、一つ確かく認にんしよう」

「な、何ですの？」

「つまりミトツダイラ君は、王の夫人の一人に加わる、という事かい？」

　問われた先、ミトツダイラが眉まゆをひそめた。やはり〝何を意外な〟というように、

「私、前からそのつもりでしたもの。当然ですわ」
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　ミトツダイラは、皆が爆ばく発はつしたのを聞いた。

「マジで!?」

　……えっ？

　いや、自分が騎士として仕える事や、布陣の話は出ていた筈はずだ。

　だから物もの怖おじする事はない。ミトツダイラは、自分の胸に手を当てて言った。

「ええ。──王の布陣の中、最も近くにいる騎士として頑がん張ばりますわ」

　告げた。その直後だ。

　皆が、真ま顔がおになって、

　……え？

　一いつ拍ぱくの間があったと、そう思った瞬しゆん間かんだ。

　横、いつの間にか来ていたホライゾンが、こちらの肩に手を乗せた。

　彼女は無む表情に、皆に左の掌てのひらを見せて〝待て〟と示す。

　その上で彼女は、鈍い汗あせを搔かきながら、

「見事な宣せん言げん、どうも有あり難がとう御ご座ざいます。ミトツダイラ様。正直、そこまでの覚かく悟ごで乗り込まれたとは、ホライゾン、いろいろと用意してみるものですな」

「い、いえ、あの、布ふ陣じんに加わるというのが、そんな見事ですの？」

　また言った！　という皆の言葉に首を傾かしげる向きもある。が、ホライゾンが、

「正直、ホライゾン、そこら辺は淡たん泊ぱくなので、ミトツダイラ様に頑がん張ばられると肉食の宴うたげを止められない気もしますが、まあいいでしょう」

「ええと、私の戦せん闘とう状況の事ですの？」

　皆が、僅わずかに引いた。

　ややあってから、ひそひそと、

「戦闘、なんでしょうね……、やっぱり」

「どっちかって言うと捕ほ食しよくじゃないさね？」

「葵あおい君が心配になるけど、まあ、保ほ護ごされるという意味では有りかなあ」

　どういう事だろうか。だが、ちょっと不安になる向きもあるので、ミトツダイラは問うて見た。

　浅あさ間まの方に振り返り、

「あの、智ともだって、私達の布陣の中に加わりますのよね？」
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　浅間は、皆が一いつ斉せいに振り返るのを見た。

　……ええ!?

　ミト、振りが酷ひどいですよ!!　と思うが、今いま更さらどうしようもない。

　いきなりここで側そく室しつ宣せん言げんとは、流石さすがにどうかしてないだろうか。

　ただ、こちらを見ている視線の中、

　……ミト？

　ミトツダイラに、妙みような雰ふん囲い気きがある。それは、今の自分の状況が解わかっていないというか、何か勘かん違ちがいがあるのでは、という首の傾げだ。

　だから浅間は思った。今の流れに、一体何の間違いがあっただろうかと。そして、

「────」

　……あ──[image: ]

　気付いた。

　夫ふ人じんじゃない。そうじゃない。

　……布ふ陣じんですね!?

　一いつ瞬しゆん、目の前が暗くなった。

　間違いなく、そう、間違いなく、昨日きのうから今日きように掛けては、一生の中で最も自分の血液が上っては引いてを繰り返している。

　今は全力引きだ。だが、それはすぐに、

　……うわ……！

　勢いよく、首の辺りから熱が上がってきて、蒸むしたような汗あせが来る。

　参まいった。

　どう答えるべきか。だって、全てを知った上で〝夫人〟を問われているのは自分だけだ。

　何しろミトは布陣のつもりなのだから。夫人の前ぜん提ていで答えを迫られているのは自分となる。

　だから、

「え、ええと」

　さっき、彼には〝いつか自分から言う〟と、そう告げたばかりだ。

　その共通の秘ひ密みつは、隠かくしておきたいし、守りたい。

　だが、自分の友人については、こうも思うのだ。

　……ミトは、きっと、〝夫人〟であっても、応じたと思います。

　だけど、今までのが、勘かん違ちがいだったと皆の前で気付かされた時、ミトツダイラは、まるで自分が〝夫人〟を誇こ示じしていたように感じるのではないか。

　だから、秘密裡りに知らせようとして、浅間は一歩を前に出た。

「あの、ちょっと、ミト」

　……え、えーと。

　芝しば居いは苦にが手てだ。しかし、浅間は前に出る時、わざと部屋の入口の段だん差さで躓つまずき、

「あ」

　バランスを崩くずす。

　すると、反はん射しや的にミトツダイラが前に出てきた。

　何も言わず、こちらを支えようとしてきた彼女の肩。そこに自分は寄りかかって身を正し、耳元でこう言った。

「おっと」
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　ミトツダイラが初めに感じたのは、発音の事だった。

　……おっと？

　尻しり上あがりではない。僅わずかに尻下がりだった。それは、字で言うと、

　……夫おつと？

　読み方は、おっと、または、

「ふう、……ミト、すみません、ちょっと踏み外しました」

　ふ、という言葉の、夫という字。

　偶ぐう然ぜんかも知れないが、だとしたら、浅あさ間まのこのバレバレの芝しば居いの意味が解わからない。

　ならば、この謎なぞかけは、何だろうか。

　答えを思い、ミトツダイラは、きっかり二秒を思し考こうし、

　……ぅあ──[image: ]

　私、頑がん張ばりますの!?　というのが最初に来た感想だ。捕ほ食しよく、という言葉が確かに思い浮かんだが、あまりにも母系けいなので横に置いておく。

　とはいえ、自分の勘かん違ちがいが問題だ。騎き士しの姿し勢せいとして正しいのだが、ズレてたとなると、

　……我が王、すみませんですの──[image: ]

　内ない心しんで土ど下げ座ざを十回位くらいしたが、想そう像ぞうの中で顔を上げると尻しりに二枚差しだったので、多分許されているのだろうと、そう思う事にした。

　だが、浅間が身を離し、こちらと皆の間で襟えり元もとを扇あおいでいる。視線はやや天てん井じよう向むき、先さき程ほどの芝居をさりげなく済ませたつもりなのだろう。

　本当なら、ツッコミを入れてやりたいところだ。

　しかし、今は救たすけられた。自分の勘違いを気付かされ、

「……ええ」

　そうですわね、とミトツダイラは思う。〝夫〟の方でも、覚かく悟ごは決めているのだ。

　だから、今は、友人の事を思って言葉を作ろう、とミトツダイラは思った。自分の勘違いを、噓うそではなく、本当の事とするために、

「──まあ、敢あえて聞く事ではありませんわね。智ともだって、加わる筈はずですわ」

　それは、

「私達による夫人の構成、──楽しそうですものね」

　言った。その瞬しゆん間かんだ。

「よく言い切りましたわネイト！　満点ママン賞をあげますのよ！」

　皆の後ろから、爆ばく弾だんが来た。
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「さっき追い払ったのに、何でいきなり来てますの──!?」

　何かが終わった、と、そんな言葉を感じながらミトツダイラが告げる先。母は、密みつ集しゆうした皆に笑えみの会え釈しやくを送りながら、その間を抜けてやってくる。

　恐ろしい事に、何な故ぜか、肩どころか、胸も、髪かみすらも当たらない。

　どういう仕掛けか、といえば体たい術じゆつなのだろう。

　ただ、どうしたものかと思っている眼がん前ぜん、母が、呆ぼう然ぜん状態の浅あさ間まの肩を後ろから支えた。

「ネイト！　貴女あなた、この貧ひん乳にゆうの子と勝負ですからね!?　頑がん張ばるんですのよ!?」

「何かここに自分基準で全部回ってる人がいますのよ!?」

「あ！　ネイトママン！　ちょっと待って待って！」

　二枚差しが起き上がった。が、喜き美みが抱えてしまっているため、足を浮かせて仰のけ反ぞるだけだ。だからというように、喜美が小さく笑った。

「愚ぐ弟てい？　回して欲しい？」

「頼むぜ姉ねえちゃん！」

　しょうがないわねえ、と言うや否いなや、喜美が王を縦たてに回した。抱えていた腕を捻ひねるようにしながら、その腕を自分で潜くぐるようにする。子供の踊りのような動きだ。

　そして王の身体からだが縦に二回転。喜美が、彼と自分と前後の向きを入れ替えるように身を回すと、王がこちら向きに立つ形になる。

　女じよ装そうは、立った。尻から落ちた二枚を股またの間で拾い、上に突き出すように腿ももに挟み、

「なあ、ネイトママン」

「我が王、それ、人と話す態度ですの……？」

「いや俺おれ、フリーダムだから」

「まあ確かにそうですわねー……」

　粘ねばれよ！　という声が後ろから聞こえるが、どうしようもない事ってありますの。

　ただ、王は、母に視線を向けた。胸の辺りを凝ぎよう視ししてから顔を見る辺りが見事だ。

「ええと、ママンの方、どうする？　今日きよう、うちに泊とまるの、この客きやく間まを使う？」

　そうですわねえ、と母が口に手を当てる。その勿もつ体たいぶりに、ミトツダイラは、

　……肯こう定てい！　肯定ですわよ御お母かあ様さま！　Ｔｅｓテスタメント！　と言えば楽になりますわよ!?

　思う視線の先、母は頷うなずき、こう言った。

「先さき程ほどの、そちらの姫ひめの話を伺うかがっていると、ここは壁を外した方がいいと思いますわ。

　──私達が泊まる事で、ここを客間に固定する言い訳わけになってもいけませんし」

　母の思わぬ言葉。それに対し、ミトツダイラは呟つぶやいた。

「御母様、……まともな事が言えますのね」

「まあ、ネイトったら。お母さんはいつだって真ま面じ目めですのよ？　それで王様？　代わりの部屋が頂いただけるなら、防音が効いてるといいのですけど」

「──御母様！　いきなり核かく心しん過ぎますわ！」

「いいですのネイト？　他人の家というシチュエーションが大事なのです」

「真面目な顔して誤ご魔ま化かそうったってそうは行きませんわよ？」

　だが、浅間が既すでに表示枠サインフレームで結けつ界かい設定を始めている。先程の礼のつもりだろうか。

　気になるのは、

「ええと、御お父とう様さまは？」

「Ｔｅｓテスタメント．、今は外がい交こう館かんですの。会議が終わるまでは、休んでいて貰もらってますわ」

「御父様、何ど処こか調子が悪く？」

「Ｔｅｓ．、一晩、私と離れていたじゃありませんの。だから外交館に行って私と会ったら、寂しさが不ふ意いに沸わき上がったらしくて、ちょっと二人で勉強を。──私が」

「な、何か言葉の回し方が変ですのよ!?」

　まあまあ、と、母が浅あさ間まの肩に手を乗せたまま、笑えみで言う。

「貴女あなた達たちもじきにそうなりますわ」

　達、という部分に疑問を得たが、聞かない方がいいだろう。被ひ害がいが拡大する。

　今、聞いておくべきは、

「御お母かあ様、……御母様が来たという事は、会議ですの？」

「いえ、先にちょっと料理をして置こうと思っただけですの」

　この女は……！　と心しん底そこ思ったが、母が笑みで言うだけだ。

「でも、すぐに輝てる元もと達も来ますわ。料理の丁ちよう度どいい出来上がり頃ごろ、楽しく会議しましょうね。

　──明日あしたの、小お田だ原わら征せい伐ばつや備び中ちゆう高たか松まつ城じよう戦の段だん取どりと、そこで奪うばい合う権けん益えきについて」







[image: 第三十二章『雲下の天下人達』]
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　麦むぎ畑ばたけと水路の平野に、轟ごう音おんが響ひびいていた。

　音の意味は、定期的に超ちよう重量物ぶつを穿うがつものだ。

　四し方ほうと八はつ方ぽう。夏の日差しの下で繰り返されるのは、巴パ里リを水に沈めるための防ぼう波は堤てい作成だ。

　だが、明日あしたに巴里水すい没ぼつの戦せん闘とうが始まると言う事で、

「急げ！」

　現場は、あらゆるところから生まれるその言葉通り、動き続けている。誰だれも彼も、巴里と、その周辺を守る竜りゆうの巨きよ影えいを視し界かいに入れながら、資し材ざいの運うん搬ぱんや設置に忙いそがしい。

　輸ゆ送そう艦かんは南に陣じん取どる安土あづちと現げん場ばの往おう復ふくを繰り返し、巴里の周囲に資材の山を作っていく。

　皆は各所に溜ためられた資材をそれぞれ運んで、都市を囲む位置へと配はい置ちする。

　運搬も配置も、しかし、人々がそのまま行う訳わけではない。

　作業に従じゆう事じする者達のほとんどは、機き動どう殻かくを身に着けているか、術じゆつ符ふによる身しん体たい強化をした者達だ。

　人間一人ひとりが、十メートル四方を超える鉄てつ板ぱんを運び、皆で大地に突き立てる。

　そういった動きをする時、大だい事じなのは足あし場ばだ。重力軽けい減げんや分ぶん散さんに使う出力は無いため、皆はまず、

「堤てい防ぼう用ようの装そう甲こう板ばんを地面に敷しけ！」

　堤防として立てる装甲板を、資材の山から現場までの道路として舗ほ装そうする。

　そして目的の場所まで装甲板の道路が届いたら、資材の山の方にある路ろ面めんから、それを剝はがして前に運ぶのだ。

　あとはこの繰り返しで、安定した作業が確定する。

　だが、運ぶ事と立てる事は出来ても、打ち込むのが難しい。

　機動殻と符術強化によって個人の力を上げる事は出来ても、不可能な事が一つある。

　背せ丈たけだ。

　機動殻は、装そう着ちやく状態でも全ぜん高こう三メートルを超える事が希まれだ。

　五メートルはある装甲板を打ち込むには、背丈が足りない。

　M. H. R. R.神聖ローマ帝国もP. A. Odaも、武ぶ神しん戦力の充実は薄い国だ。

　高い位置での作業が難しい。

　その場合、

『おーい、どうすんだ、お前ら』

　巴里を囲っていた竜りゆうの内、濠ほりに後あと足あしを投げ出して座り込む竜が問う。

　全長百メートル超の巨きよ体たいにとって、数キロ先の工事現場はすぐに足の届く位置だ。ちょっとした呼びかけは、竜側の聴ちよう覚かくが鋭い事もあって遣やり取とりが成立する。

　竜りゆうは、長い首を支えるように、膝ひざに肘ひじをついた頰ほお杖づえを作り、

『手伝ってやろうか？』

「はあ!?　ナメてんのか!?　いらねえよ！」

　作業をしている相手が振り向く。

　彼らは、立てただけの鉄てつ板ぱんに、四し方ほうから縄なわを掛けた。上から打ち込む際、板が傾かないようにするためだ。

　後は上から打ち込むだけだ。その方法はまだ解わからないが、やる気らしい。

　そんな光こう景けいを見た竜は、鼻で深い息をする。

『いらねえっても、どうすんだよお前ら。ちっちぇーから無む理りだろ』

「方法幾いくつかあるんだよ！　ちょっと見てろ！」

『さよか』

　と、竜が、別の方角の護まもりに就ついている仲間に手を振った。

『おい、何か見せるってよ』

『何？　どうすんだって？』

　数名の竜が見るのは、巴パ里リの北ほく東とう部ぶ。

　そこに立てられた鉄の壁は、しかし足元が定まっていない状態だ。

『おう、これ、差し入れ』

　北側から来た竜が、給きゆう水すい用ようの大おお樽だるに入ったワインを持って来た。

　真ま面じ目めにやれよ！　という東側と南東の竜を無む視しして、四頭とうが北東の濠ほりに腰を落とす。

　巴里の方も、濠の工事や、壁の補ほ強きようをしている者達が手を止め、そちらを眺ながめる。

　そして先さき程ほどに声を掛けた竜が、ワインを舐なめながら言った。

『じゃ、ちと、やってみ？』

「酒飲めんの!?」

『竜は酒好きだぜ？　そこらの伝でん承しようにあるだろ？　極きよく東とうだってデカめのヒドラが酒飲んで首くび刎はねられてるじゃねえか』

「ああ、スサノオ関係な」

　と、M. H. R. R.神聖ローマ帝国側の皆が納なつ得とくしたように頷うなずく。そして彼らは遠くから、

「だったらこっち来いよ！　うちの方がビールは美う味まいぜ！」

　すると、巴里の方側からも、

「ビールが美味いんじゃなくてビールしかねえだろうが！　黒い汁しる飲んでプハーじゃねえ！」

「よく考えたら、お前らコーヒーも黒で森や衣い装しようも黒とか、人生黒デッキか！」

「そうだ！　こっちの方はワインだぞー！　赤と白だぞー！　美味いぞー！」

　はあ!?　とM. H. R. R. 側が機き動どう殻かくす姿がたで出てきた。

　M. H. R. R. 旧派カトリツクを代表する企き業ぎよう体、神しん聖せい騎き士し団だん鉄てつ甲こう会かいの機動殻だ。色は白で、

「白でーす」

　彼らは、横に、一いつ般ぱん学生の夏服姿すがたを並べる。

　学生服は黒なので、白と黒が並へい列れつする。

　そして機き動どう殻かくのリーダー格が、両横の並びを手で示し、

「カフェオレ」

　言った後で、彼は背負っていた装備の突とつ撃げき槍やりを抜いた。

「──って、誰だれだ馬ば鹿か野や郎ろう、うちの国に黒しかねえとか言ったやつら！　出て来い！」
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　市し壁へきに囲まれた都市、マクデブルクの東にエルベ川がある。

　その川に掛かる桟さん橋ばしの上、巴ともえ御ご前ぜんは表示枠レルネンフイグーアで六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズからの中継を聞いていた。

　釣つりをしていて、町に戻る矢や先さきの事だ。

「──黒と言ったら、改派プロテスタントだろう。旧派カトリツクは意い外がいに派は手で好きだしな」

　と、巴御前は釣ちよう果かの入った魚籠びくを掲かかげた。

　魚籠は藤とう編あみなので茶色いが、夏服は袖そでまで黒だ。

　彼女は自分の色を確かく認にんすると、新しく表示枠を開く。

「おいゲーリケ、改派の〝黒金侍アイゼンリツター〟って、作る機き体たいは何色だったか憶おぼえてるか？」

『Ｔｅｓテスタメント．、やはり改派は質しつ実じつ剛ごう健けんの黒！　この渋しぶさが格好かつこいいのです！　いいですか!?　つまり──』

　巴御前は竿さおを握った手で表示枠を割った。

　一ひと息いきついて、桟さん橋ばしからエルベの水面みなもに視線を落とす。

「ま、M. H. R. R.神聖ローマ帝国全体が黒と、そう思われているのは、改派としては有りだろう」

　夏の日差しの下。水面に映るのは、新しく掛けられた桟橋にいる夏服姿の自分だ。

　霊れい体たいとしての流体エーテルフレアによってハローを起こしているが、制せい服ふくも髪かみも黒で、

「昔は旦那だんな合わせで赤だったけどな。──だが、喪も服ふくって訳わけでもないから、三十年戦争が終わったら、改派は全部イメージチェンジで色を変えてみるか？」
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　巴パ里リと、それを囲もうとする堤てい防ぼうの間では、声が飛び交っていた。

　今は巴里の方から、

「おい！　M. H. R. R. ！　寒くて小こ麦むぎ作れねえからって大おお麦むぎ作ってビールにしまくってんじゃねえ──！　パンの代わりにビールとか、お前ら何ど処この肉にく牛ぎゆうだ!!」

　するとM. H. R. R. の方からは、

「馬鹿野や郎ろう！　食料の新しい形だと思え！　大体お前ら、ワインなんかガブガブ飲んで、ワイン倉ぐらのサイト見るといつも若い女の子がワイン樽だるで葡萄ぶどう踏んでるけど、アレ実際は重量級きゆうのオッサンが裸足はだしでシャンソン唄うたいながら〝うひゃあ、紫むらさき色いろのイクラだあ〟とか笑いながら踏んでるだろ！」

「そんな事してねえよ！」

　ふう、と一ひと息いきついたのは、眺ながめてる竜りゆうの一頭とうだ。彼は大おお樽だるのワインを舐なめて、

『人間、見苦しいな……』

「おいM. H. R. R.神聖ローマ帝国！　こんな事言いわれてるぞ！」

「お前らだよ六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ!!」

『というか、そろそろ防ぼう波は堤ていのソレ、打ち込んでみねえ？』

　竜の言葉に、M. H. R. R. 側は顔を見合わせた。

　そして彼らは、

「既すでに用意は出来ている！　見ろ、頭ず上じようを！」

　空を指さした先、そこには輸ゆ送そう艦かんが浮ふ上じようしている。先さき程ほどまでは資し材ざいを運んでいたものだ。

　今、彼らM. H. R. R. 勢の直ちよく上じようにあるものは、巴パ里リ側からだと甲かん板ぱん上じようを見る事が出来る。

　平たい輸送艦。長い鉄の甲板上にあるのは、資材ではない。

　人ひと影かげだった。しかも、

「何だ、あの重量級きゆうは……!?」

　高度約二キロ。M. H. R. R. の輸送艦としては限げん界かい高度ともいえる位置に見えるのは、重量級の機き動どう殻かくだった。

　身長は三メートル程。だが、重量級なのは、その分ぶ厚あつい装そう甲こうや、動きよりも耐たい久きゆう性せいを重じゆう視しした駆く動どう補助系けいゆえではない。

「おい！　装そう着ちやくしてるやつら、不ふ摂せつ生せい過ぎるだろうが！」

「不摂生ではない！」

　M. H. R. R. 側のリーダー格が叫んだ。

「M. H. R. R. らしく、ビール飲んでアイスヴァインとソーセージを毎日食ってたらああなっただけだ！」

「同じだあ──！」

「馬ば鹿か野や郎ろう！　総そう員いん、ちゃんと傭よう兵へい団だんとしての訓くん練れんは欠かしていない！

　　──意味が解わかるか!?」

　M. H. R. R. 側の声に、巴里側の者達は息を詰めた。

「まさか……」

　やるのだ。

「そうとも」

　そしてM. H. R. R. 側のリーダー格が、表示枠レルネンフイグーアを開いた。

「隊たい長ちよう──！　下の準備は出来ました！　他の奴やつらつけてお願いします！」

　彼が呼びかけた表示枠レルネンフイグーアの先。そこから、音がした。

　空だ。

　天てん上じように浮かぶ甲かん板ぱん上じようから、鉄の打だ音おんが響ひびいたのだ。

　輸ゆ送そう艦かんの上に立つ男達が、息を揃そろえて跳ちよう躍やくする音だった。

　彼らの姿すがたが、明らかに宙に舞った。

　艦かん外がいの空へ、身を踊らせたのだ。

「お」

　と見上げる皆の視し界かいの中。それが来た。

　超ちよう重量の機き動どう殻かくが、空中でゆっくりと姿し勢せいを変え、頭を下にして、

『方向指し示じ用よう術じゆつ式しきカタパルト展開』

　M. H. R. R.神聖ローマ帝国側、空に弾はじけていく表示枠の元から、声がした。

『M. H. R. R. 、羽は柴しば所しよ属ぞく機動殻大だい隊たい内、突とつ貫かん中ちゆう隊たい〝叫食シヤウエツセン〟。──打ちて参まいる』
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　空の中で、重じゆう厚こうの機動殻を纏まとった隊長格かくは、こう思った。

　……我、ようやくまた役に立てる時が来たか。

　体質というものがある。

　食って鍛きたえて、というのを普通にしていたつもりだが、三十代から、微び妙みようにヤバくなってきたのだ。特に腹回り。

　そろそろ前ぜん線せんを退しりぞこうかと、そんな事も思っていた頃ころだ。

　だが、時代が動いていた。M. H. R. R. は、全面的に戦せん場じようを展開し、その中で自分達も動き続けなければならなかった。

　攻める時もあれば、守る時もある。

　他国と戦う時もあれば、自国の改派プロテスタントと戦う時もある。

　そして極きよく東とう側として動く事も有り、今はその時間だ。

　常に、戦いの時間がある。それが今のM. H. R. R. であり、独逸傭兵団ランツクネヒトであり、羽は柴しば勢ぜいだ。

　このように戦いを続けて行く中、戦せん線せんを意い地じでも保つ役がいる。自分達、機動殻大隊だ。

　だが、戦せん闘とうの連続によるストレスと、自分達の強化のため、やれる事は限られている。

　鍛えて、食って、休む事だ。

　……時たまエロゲとか、そういうのも有りだがな……！

　無む論ろん、そんな生活をしていると当然、ヤバくなる。前々からヤバかったのが、目に見えてヤバくなった。

　だって羽柴様、補ほ給きゆう確保すげえ上う手まいし。

　旧派カトリツクゆえ、出されたものは全部食う。

　結果として、ちょっと普通の機き動どう殻かくがキツくなってしまったのが自分達だ。

　しかしそれでも、戦せん場じようでは意味があった。

「旧派聖術クラスイツシユクンスト〝命の重み〟、──展開」

　重じゆう厚こう化かだ。

　生命にとっての体積とは、存在そのものだ。体積イコール、命の嵩かさと言っていい。

　だから、命を重んじる聖術テスタメントクンストを掛ければ、体積は武ぶ器きとなる。

　重量だって、同どう様ようだ。

「そうとも」

　我々は、腹回りとかがヤバいのではない。

「いいか、独逸傭兵団ランツクネヒト諸しよ君くん……！」

「Ｔｅｓテスタメント．──！」

　空中、ゆっくりと降こう下かを始めた全員に、隊たい長ちよう格かくは叫んだ。

「我ら命の総そう量りようが、人より多き者達なり！」

「──我ら命の総量が、人より多き者達なり!!」

「我らその命をもって役目を打つ者達なり！」

「──我らその命をもって役目を打つ者達なり！」

　息を吸い、

「我らが役目を叫び食え。──〝叫食シヤウエツセン〟！」

「Ｔｅｓ．！　──〝叫食〟！」

　同時。全員の背後となる天上側に、複数の表示枠レルネンフイグーアが展開した。

　加か速そく。加か重じゆう。そして自じ重じゆうを聖術加か圧あつした重力塊かいの槌つちを、彼らは構えた。

「──両りよう腕うで展開」

　空に、倒とう立りつした巨きよ軀くの機動殻を芯しんに、一つの武器が出来た。

　両腕に合わせ、まるで顎あごのように下に伸びた聖術の二に槌つちだ。

　そのまま彼らは、落らつ下かを始め、しかし、

「加速開始……！」

　真ま下したへと、一いつ直線に自分達をぶち込んだ。
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　男達は空を行く。眼がん下かへと、垂すい直ちよくの頭ず上じようとなった大地へと自分達を叩たたきつけに行く。

　高度二キロの距離とて、わずか数秒。

　だが、男達は唄うたった。緊きん張ちようと期待の中、自分達の軌き道どうを揺らしもせず、

「──我ら今日きようこそ　あの地へと行く」

　歌声が、空に置いて行かれる。

「──新たに辿たどり着かんとする」

　その行き先は、

「美しい土地　ヴェスターヴァルト」

　地上が近い。もはや手の届くような位置に、堤てい防ぼうの装そう甲こう板ばんが見え、

「──そうとも」

　唄うたった。

「冷たい風が吹き付ける今……！」

　そして彼らは直ちよく撃げきした。
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　突とつ貫かんの響ひびきに爆ばく風ふうが上がるのを、巴パ里リの市し壁へき上うえからアンリは見ていた。

　既すでに巴里はステルス防ぼう護ご障しよう壁へきで覆おおわれている。だから外を確かく認にん出来るのは、市壁と障壁の間からだけだ。

　そこから望む北東、そして各所の遠えん方ぽうから、爆風による砂すな煙けむりが上がっている。

「……人類も、無む茶ちや苦く茶ちやをするものだな」

　空から動力降こう下かした敵機き動どう殻かくが、堤てい防ぼうとなる装甲板を地面に穿うがったのだ。

　自動人形ベル・デ・マリオネツタの視し覚かくは、高速で捉とらえた映えい像ぞうを即そく座ざに処理していた。

　爆風が上がる直前。空から降ってきた旧派聖術シーニヤクラシカの槌つちは十数メートルの巨きよ大だいなものだ。それは、

「おい、アンリ、上空百メートルくらいでの突とつ入にゆう速度、測れたか？」

「音速を超えてはいない。──が、出力次し第だいでどうにでもなろう」

　アンリは一度、目を閉じる。

　彼らが穿った装甲板は、大型の航こう空くう艦かんが用いるものだ。

　大きさもだが、何よりも厚みがある。

　目もく測そくではあるが、約七十センチ程の金属と緩かん衝しよう材ざいを重ねて作られているだろうに、

　……打だ撃げきされた部分が、大きく変形していたな。

　打撃した側は、聖術の双そう槌ついを砕くだいていた。破は砕さいして散る流体エーテルを用い、着ちやく地ち用の緩かん衝しようにしていたのだ。

　使い捨てではない。

　今、着地した超ちよう重量の機動殻達に、M. H. R. R.神聖ローマ帝国の皆や、後ろに控えていたP. A. Odaの者達が駆かけ寄っていく。

「やった！　やりましたね隊たい長ちよう！」

「Ｔｅｓテスタメント．！　もう、〝後こう衛えいの楯たて〟とか言わせんぞ！」

　聞こえる声に、アンリは眉まゆを立てた。

「……全く、自分達の手の内を、単なる杭くい打うちで明かすのかと思えば」

「こちらに、意い識しきしておかねばならない戦せん力りよくがあると見せた上で、全体の士し気き上げか」

「そういう事だ。──我々は、明日あした、上空に輸ゆ送そう艦かんが近付いてきただけで、今の攻こう撃げきが巴パ里リに降るかと懸け念ねんしなければならなくなった」

　厄やつ介かいだ、と思う視し界かいの脇わき、一つの大きな動きを作った者がいる。

　竜りゆうだ。

　酒を舐なめ、今のパフォーマンスを見ていた竜が、小さく頷うなずいた。

『人類ってのは面めん倒どうだな』

　ああ、と、他の竜が頷いた。

『明日あしたは、手を抜けねえわ』
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「武蔵むさし野のの工事も、明日までで一つの決けつ着ちやくとなると、手を抜けぬな」

　と、義よし康やすは、武蔵野の茶ちや屋やで一ひと息いきを入れていた。

　場所は補ほ修しゆう工事の現げん場ばに近い立ち飲み茶屋だ。

　青せい雷らい亭てい本ほん舗ぽに向かう途と中ちゆうだった。生徒会室で里さと見み関係の資し料りようを整理していたら、皆より遅れてしまったのだ。

　既すでに太陽は西に傾き、日陰の形も傾かしいでいる。

　無む論ろん、青雷亭の集合時間は遅めだ。関かん東とう解放があるとはいえ、今回の話し合いは小お田だ原わら征せい伐ばつや天てん正しよう壬じん午ごの乱らんと、備び中ちゆう高たか松まつ城じようの戦いについてだ。

　今、自分が慌あわてる事はない。それに、

　……焦あせっている、と自覚出来る動きは避けたい。

　だが、そうは思っても、心が急せく部分は確かにある。

　明日からの戦せん闘とうを経て、毛もう利りと北ほう条じようを合流した上で行われる、慶けい長ちようの役えき。

　関かん東とう解放だ。

　それは里見を取り戻すという事であり、

「姉あね上うえも……」

　義よし頼よりも、と、名を出すだけの勇気はない。ただ、

「おいよほぉおおお！　らあっせうらっぺ！　おあたああああ！」

　店の侍じ女じよコスプレの手によって、目の前のカウンターに、クリームを混ぜたかき氷が置かれる。乾かした竹の器うつわに入っているが、これ、足あし場ば用の竹ちく材ざいを切ったものじゃないだろうか。

　ともあれ、義康はスプーンで冷れい菓かを掬すくって口にする。

　茶屋の突き出し屋根の影の下。自分は見事に夏休み状態だと思うが、

　……実際は、まだ夏休みではないのだよな。

　ぎりぎり授業日、というところだ。

　軒のき下したから店内を見ると、足あし場ばにコンパネを打って作った店の壁にはカレンダーが貼はってある。浅あさ間ま神じん社じやのものだ。浅間神社代表が、巫み女こ服で拝おがんでいる絵の横、見える数字は、

「七月、二十九日か」

　今日きようを入れて、あと三日で七月が終わる。

　……八月になったら、流石さすがに夏休みにならざるを得まい。

　だとすると、関かん東とう解放は、明日あしたか明後日あさつてに開始だ。

　幾いくら歴史再さい現げんが学業より優ゆう先せんだとは言え、夏休み中の開始は難しい。ならば、

「……忙いそがしくなりそうだな」

「関東解放の事やな？」

　横、声が響ひびいた。

　右手側に振り向くと、軒のきの影の下で表示枠サインフレームを何枚も広げている少女が居る。

　見知った相手だ。ただ、こちらも向こうも、顔は知っているという程度。それは、

「里さと見み生徒会長、里見・義よし康やす。──武蔵むさし代表委員長、大おお久く保ぼ・長なが安やすや」

　彼女は、こちらに振り向かずに言葉を作る。

「関東解放どころか、その前の小お田だ原わら征せい伐ばつの時点で面めん倒どうな事になるで。──覚かく悟ごしとき」
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「──では、全員、食事をしながらで結けつ構こうだ。時間も時間なので、立りつ食しよくしつつ、会議をスタートさせたい」

　西日の色に浸ひたり始めた空が、右う舷げんにある。

　道路に対して右舷側にある青せい雷らい亭てい本ほん舗ぽは、影をゆっくりと道に落としていく。

　が、その陰いん影えいを胸から下に浸ひたらせながら、正まさ純ずみは麦むぎ茶ちやのグラスを掲かかげる。

　彼女の見る先。そこにいるのは、

「毛もう利り・輝てる元もと。──そして北ほう条じよう・氏うじ直なお」

　彼女達だけではない。毛利側には自じ動どう人形達たちが揃そろい、北条側には氏うじ照てるもいるが、

「──そちら、三人目となる方は誰だれだ？　北条・氏直」

　言葉を送った先。氏直の後ろに、二つの影がある。

　一つは自動人形の氏照。もう一つは、長ちよう寿じゆ族ぞくの男の影だった。

　夏ゆえか、半はん袖そでの長ちよう衣いについたフードを被かぶった姿すがたは、腕も顔も、皺しわに覆おおわれている。

　彼は、曲がった腰をやや低くし、フードの奥、白髪しらがの底からこちらを見た。

　そして、ゆっくりと口を開き、会え釈しやくする。

「北条、小田原教きよう導どう院いん、機き鳳ほう大だい隊たい隊長、──副ふく会長の、北条・幻げん庵あんと言う」

　言った後、彼は、口を横に曲げた。

　笑えみを作ったのだ。

「ふふ……、小お田だ原わら征せい伐ばつや、備び中ちゆう高たか松まつ城じようの戦せん闘とう。その相あい対たい戦せんにおける戦闘日数や、各かく勝敗の権けん益えきなどをこれから設定していこうと言う訳わけだ。だが、そこに面白味はあるのかね？」

「面白味？」

　そうとも、と、彼は言った。

「小田原征伐や天てん正しよう壬じん午ごの乱らん。──その勝敗の賭かけ事だよ。いろいろと考えているのだろう？

　自分達の国を賭けるに相応ふさわしい内容を、さ」







[image: 第三十三章『路上会議の出場者』]
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　青せい雷らい亭てい本ほん舗ぽの前。会議と食事は、静かに進められていた。

　沈ちん黙もくが生じていた訳わけではない。武蔵むさし、北ほう条じよう、毛もう利りはそれぞれの陣じん営えいごとに集まり、会議に対する最終的な確かく認にんを行っていた。

　その中、北条・氏うじ直なおは、小こ太た郎ろう、氏うじ照てる、幻げん庵あんという三人を相手に自分達たちのオーダーを話し合いながら、こう思っていた。

　……洋よう食しよくのテーブルの近くが良かったですね……。

　北条は印度インド諸しよ国こく連れん合ごうだ。

　三日連続カレーなどは余よ裕ゆうの食事じ情じようだが、極きよく東とう式しきの和わ食しよくだって食事として普通に供きようされる土地なのだ。

　そして自分が今いる辺りは、和食中ちゆう心しんのテーブルだ。卓たく上じようを見ていると、何となく、〝味が違うけどいつもの顔ぶれ〟というような料理の並びとなっている。

　よく考えたら、食材は関かん東とうのものを使っているのだろうし、調ちよう理りも基本は武蔵なのだから、基本は北条と同じ関東ベースなのだ。

　氏直からすると、ちょっと癖くせのある地じ元もと料理に過ぎない。

　デザートにでもなれば変わる気はするが、

　……残念です。

「氏直様！　それでですね。やはり戦後の安定についてですが──」

「小太郎、──北条は解かい体たいされますから、それでいいんじゃないでしょうか」

「氏直様！　氏直様！　何かすごくいい加か減げんな対応ですよさっきから！」

　食の影えい響きようとは恐ろしい。

　……しかし、洋食のテーブルは何ど処こかといえば……。

　武蔵のところだ。

　毛利のテーブルは和わ洋よう折せつ衷ちゆうのようなものばかりで、あれはきっと武蔵の料理なのだろう。

　氏直は、テーブルと、各かく陣じん営えいの配置を見て、こう思った。

　……武蔵側は、もう少し、各陣営の食のあり方を考えてみるべきでしょうに……。

　まあよく考えたら、自分達が勝かつ手てに位置を決めたのだから、武蔵側に罪は無い気もする。だが、それでも、武蔵側が洋食の処ところに陣じん取どっているのは、何となく納なつ得とくがいかない。

　気を遣つかって、和食の処にいるべきではないだろうか。
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　正まさ純ずみは、会議の準備を進めながら、こう思った。

　……何だか、北条・氏直がこちらを睨にらんでいる気がするんだが……。

　だが、彼女はいつも目を伏せているので、睨にらむ、という表現は該がい当とうしない。

　それに、正まさ純ずみはこうも思うのだ。

　自分達がついているテーブルの事だが、

　……和わ食しよくのテーブルの方が、良かったなあ……。

　正純は洋よう食しよくもいける。が、これから会議があるのだ。脂あぶらものなどで、口に味が残っているのは避けたい。

　しかし、周囲の皆が洋食テーブルについてしまった。

　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの連れん中ちゆうが、料理を持ち込んできたというのもあろう。まずはミトツダイラが肉に誘われてしまい、二ふた代よがパスタにハマった。大いにハマった。そこで大体の勝負がついたのだが、浅あさ間まが皆をいなすように、

「ほら、そんなガっつくと、後でもたれますよ？」

「ですが浅間様、この洋食テーブルを占せん拠きよしていると、デザートの時間は洋食デザートです。

　トーリ様による濃のう厚こうクリームやタルトにアイスなど、如何いかがでしょうか」

　という、ホライゾンの言葉で浅間が折れてしまい、大たい勢せいが決まった。

　仕方なく、自分はパンにサラダやハムを挟んで食べているが、

　……やっぱ北ほう条じようがこっち睨にらんでるなあ……。

　うーん、とあまり味を感じなくなるタイプの緊きん張ちようを得ながら、正純は思った。

　……毛もう利り側がわは、ちゃんと会議の準備してるんだろうなあ。
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　……腹が減った……。

　輝てる元もとは、テーブル上の〝武蔵むさし料理〟を前に何も食べる事が出来ないでいた。

　……武蔵副ふく会長、お前、あたし達が来るなり「会議だ」じゃねえよ……。

　Mouri-01達が現状把は握あくの確かく認にんと講こう義ぎを行い始めたために、立りつ食しよくタイムは完全な授業タイムに変へん更こうされていた。

「──という訳わけで姫ひめ様さま、私達の備び中ちゆう高たか松まつ城じようの戦いは、基本、二戦です。言い換えるなら戦争の勝敗による権けん益えき交こう渉しようは二度なので、上う手まく用いていきたいところですね。──姫様？」

「あー、聞いてる聞いてる」

　返答に身が入らない事著いちじるしい。

　食いてえ──、と内ない心しんで叫びながらの準備は厳きびしいものだと、輝元はそう思った。

　……武蔵系けいの食事っても、和わ洋よう折せつ衷ちゆうだからなあ……。

　個人的には、今は和食の時間だ。

　何しろ、六護式仏蘭西を出てからこちら、洋食しか口にしていない。

　毛利の土地が、六護式仏蘭西の暫ざん定てい支配を受けているためだ。

　基本、〝狩猟館パンシヨン・ヴエルサイユ〟の中では洋よう食しよくが中心になるので、今回の東とう行こうの途と上じようでは、艦かん内ないで洋食尽くめであった。

　輝てる元もとは極きよく東とう側がわの出しゆつ自じで、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの料理も行けるが、極東料理の方も好きだ。

　そしてこのたび、武蔵むさし側で立りつ食しよくパーティ兼けん会議となったため、昼の会議後に何か食う事も無く、ここに来たのだが、

　……ここでおあずけか……。

「く……」

「輝元ー。何か怒ってる？」

　怒ってる訳わけでは無い。

　腹が減ってるだけだ。

　後で食う。必ず食う。絶対食う。

　それがこれからの会議のモチベーションとなろう。

　自分達たちの前にあるのは、出来れば、和わ食しよくテーブルの方が良かった。が、武蔵料理もそれはそれで和わ洋よう折せつ衷ちゆう。

　和のテイストはここにも確実にある。そう思う事にする。

　見ていると、毛もう利りで六護式仏蘭西という自分にはこれが合っているかも、と思える辺り、空くう腹ふくは何でも許してしまうものなのかもしれない。

　……ああ、そこの魚フライの中ちゆう巻まきは絶対に後で食おう。

　焼き豆どう腐ふのピーナツソース和あえとか、確実に美う味まいよなー。

　ああ、そこの豚ぶた肉にくのマスタード煮にはかなりの洋食振ぶりだが、腹にガツンと入れたくもある。

　ともあれ、腹が減った。

　この状況を生んだのは一体誰だれだ。

　……武蔵副ふく会長か。
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　正まさ純ずみは、会議の準備を進めながら、こう思った。

　……何だか、毛もう利り・輝元も、こちらを睨にらんでいる気がするんだが……。

　確実に睨んでる。たびたび視線を合わせると「見んじゃねーよ」と、そんな事を思いたくなる目つきを寄よ越こしても来る。

・貧従士：『あのう、副会長？　何かしました？』

・副会長：『いや、何も……』

・蜻蛉切：『正純、輝元公こうだが、どうもお前が何かを食べるたびに睨んで御ご座ざるぞ』

・不退転：『何か行ぎよう儀ぎの悪いところでもあるんじゃないかしら。口を開けてたり』

・副会長：『いや、それはしてない。舐なめ箸ばしや迷い箸もしてないぞ。──フォークだし』

・ホラ子：『──さあ、採点タイムです』

・副会長：『今のはギャグでも何でもないぞ！』

・俺　　：『フォークだし』

・副会長：『う、うるさいなお前は……！』

　と、表示枠サインフレームに歯を剝むいていると、横の浅あさ間まが苦く笑しようする。

「会議前だから、食べておくのがいいと思いますよ。こっち、私が作ったエンドウ豆のスープと、蕪かぶの挽ひき肉にく合わせです。それと──」

　と、浅間が、皿に鳥のローストを載のせる。ただの焼き鳥ではない。やや太めの紐ひも程に細く切られているそれに、

「西洋山葵わさびのソースで食べろとトーリ君が。──で、その後にコレを」

　渡されるのは親おや指ゆび大だいの紙包みだ。数は三つ程。

「……何だ？　この白い餡あん子こ棒ぼうみたいなの」

「アーモンドの粉こなを、薄はつ荷かと卵らん白ぱくで練ったミント系けいのマジパンです。これから会議するなら、とりあえずコレでシメとけって」

・●　画：『あ、それ、青せい雷らい亭てい本ほん舗ぽのレア菓が子し！　徹てつ夜やの時に、口がスッキリするのよね』

・金マル：『おおう、セージュン、臨りん戦せん態勢って事だね？』

　成なる程ほどなあ、と正まさ純ずみは頷うなずいた。

　どうせ美う味まいんだろうな、と、何となく釈しやく然ぜんとしないものを感じながら、正純は腰のポケットバインダーにそれをしまう。

　さて、と料理を口にして、正純は一ひと息いき入れた。蕪がいい味してるなあ、と思いながら、

「──じゃあ、会議と行こうか」

　見れば、やはり両国代表はこちらを睨にらんでいる。
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「こんにちは──、じゃないか、こんばんはー、今日きようは休みですか？」

　遠く、槌つちの音が渡ってくる空の下。そして、夏の午後が夕方に変わる日差しを浴びる武蔵むさしの上で、声が響ひびいた。

　多た摩ま表ひよう層そう部ぶ。商店街がいの一いつ角かくで、開け放たれたドアの前に立つのは、シャツ姿すがたのオリオトライだった。

　彼女が覗のぞき込むのは青雷亭ブルーサンダーだ。それも、BLUETHUNDERの建物の中だった。

　パン屋兼けん軽けい食しよく屋やとなっている店内に、今、客の姿すがたはない。ただ、奥からは調ちよう理りの音と、塩と油を焼いた匂においと、

「ああ、先生、──うちの、どうだったかい？」

「ええと、トーリと喜き美みの事ですか？」

「いやいや、移い動どう教室に持っていったうちの食材」

　と、奥から、湯ゆ気げの上る寸ずん胴どうを両手で持った人ひと影かげが来る。

　店てん主しゆだ。彼女は握あく力りよく補強機き構こうのついたミトンで、寸胴をカウンター前の床に置く。床ゆか上うえには薪まきが緩かん衝しよう材ざいとして並べてあり、

「よ、……と」

　置かれた寸胴の下で、薪が軋きしみと、わずかな煙を上げた。

　寸胴の中に入っているのは、黒く、煮に立たって泡あわ立だつペースト状のもの。匂においは、

「あ、デミグラス……。随ずい分ぶんと濃いですね。ワインの匂いが凄すごい……」

「水分少なめで作って、大だい体たい七倍くらいの濃のう度どかねえ。もう、かき混ぜるのが難しくて、うちにあった鎧よろい通どおし使って切るように混ぜる状態さ」

　流石さすが、とオリオトライは、パンの並んでないカウンターを見る。

　そして彼女は、開けたドアから響ひびいてくる工事の音を指さした。

「これ、こっちのですか？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、工事への差し入れだね。商しよう工こう団だんの指し揮きで、各店が現場への配はい給きゆうをやってる。今日きようはうちの列の担たん当とうで、うちはシチューの元もと種だね作づくり。

　──これを現げん場ばで、別の鍋なべに湯を沸わかしてね。希き釈しやくして使うって寸すん法ぽう。具ぐは他の店が作ってるから、それと合わせて」

「あと、幾いくつ程？」

「あと四つかね。二つはもう仕込んであるから、順じゆん次じ持っていって貰もらうさ」

　まあ偉えらい騒さわぎだね、と、店主は腕を組んだ。

「ホントだったら、トーリと喜き美みの方、手伝ってやりたいけど。ホライゾンに余ったパンをあるだけ持って行かせたから、それでいいとするかい」

「うちの方も助かりました。昼にナルゼ達が持って来てたパンも、ここのですよね」

「あの子達には世せ話わになってるからねえ」

　店主は笑う。そして、

「それの上うわ澄ずみで取った脂あぶらあるけど、持ってく？　パン炒いためると美う味まいよ？　トマトとワインとバターの味で。肉や野や菜さい炒めてもいいね」

「おおう。じゃあ瓶びんで貰っていきます。それで──」

　ああ、と店主は頷うなずいた。カウンターに寄りかかって、肩をすくめる。

「今回は、曲くせ者ものはいないみたいだね。──先日の天てん竜りゆうを悟さとれなかったボンクラが言う事じゃないけど、有あり明あけの時のような、変な動きは無い。これは他の連れん中ちゆうもそう言ってる」

「昼の会議で、大おお谷たに・吉よし継つぐが来ましたが──」

「詠えいさんが改良した武蔵むさしの防ぼう護ごは、通つう神しん関係もキツめだよ。智ともちゃんが手を入れてるし、暇ひまがあったら禊祓みそぎしてるから大だい丈じよう夫ぶだろう」

　店てん主しゆは、そう言って小さく笑った。

「先生ってのも、大変だねえ。直接に手を下くだしたら駄だ目めなんだから」

「Ｊｕｄジヤツジ．、と言える程、皆を援えん護ご出来てるといいんですけどねー」

「だったら商しよう工こう団だんに、学長先生から言こと伝づて出しておくといいよ。明日あしたからの連れん戦せん、私達だって、重要だと言う事は解わかってるんだからさ。担当云うん々ぬんじゃなくて、援護はしたいのさ。

　──明日以い降こう、手の空すいてる者で、食料や術じゆつ式しきなどの援えん助じよがしたい者はやってくれ、って、そういう指し示じを出してくれるかい？」

　その問い掛けに、オリオトライは笑えみを作った。そして、

「あれ、貰もらえます？」

　天てん井じよう。合がつ掌しよう造づくりの屋根裏うらには、フックが掛かり、野菜や肉が吊つるされている。

「移い動どう教室で真田さなだに行く前、うちにあるのは全部食べちゃってまして」

「酒も持ってく？　専門じゃないから無名だけど、つけるよ？」

「Ｊｕｄ．、お願いします」

　と、オリオトライが、何かに気付いた動きで表示枠サインフレームを開いた。店主がそれを覗のぞき込み、

「始まった？」

「Ｊｕｄ．、正まさ純ずみから連れん絡らく来ました。──会議をスタートした、って」

　全く、とオリオトライは、眉まゆを立てた笑みを作る。

「こっちが援助してるっての、解ってるからこその、こういう一ひと言ことでしょうね。

　──任せておいて欲しいって、そういうつもりなんですよ。あの子」
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「──では、最初の議ぎ題だいから行こうか」

　空は西日の色。オレンジというよりも、薄い朱しゆの色が西から始まっている。

　青せい雷らい亭てい本ほん舗ぽの前は、しかし西側である右う舷げん方向に店てん舗ぽを置いている。

　ゆえに、店の軒のき側にいる正純達は、濃い日陰の中となり、

　……右みぎ前まえに毛もう利り、左ひだり前まえに北ほう条じよう、か。

　両者と向き合うような構こう図ずで、立りつ食しよく会議はスタートする。

　最初の議題。それはまず、

「三勢せい力りよくのコンセンサスだ。今回における私達の最終目もく標ひようは何なのか。

　それをお互い、明らかにする事で、以後の話し合いをスマートに済ませられると思う」

　だから、というように、正純は言った。

「現状における武蔵むさしの最さい大だい目標は、関かん東とうの解放だ。それの達成のため、小お田だ原わら征せい伐ばつと天てん正しよう壬じん午ごの乱らん、そして備び中ちゆう高たか松まつ城じようの戦いは、なるべく無む傷きずで済ませたい」

　さあ、と正純は、左右の両者に手を振った。

「そちらの望むものは何だ？　忌き憚たん無く話し合いと行こう」
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　西からの傾いた日を浴びる会議の場。

　立りつ食しよくのテーブルからは、幾いくつもの料理の匂においが届いてくる。

　だが、それを遠いものとして感じながら、輝てる元もとは思った。

　……日差しが眩まぶしいな。

　西の太陽が明るいなら、それはいい事か、と思い直し、輝元は言葉を作る。

「小お田だ原わら征せい伐ばつと緒しよ戦せん。そして備び中ちゆう高たか松まつ城じようにおける、お互いの最大目もく標ひようか」

　輝元は、頭を搔かいた。

「その目標で言うなら、関かん東とう解放によって得られる関東勢せい力りよくとの協きよう力りよく関係を得る事だ。

　外がい界かいへ出るという六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの最大目標を考えると、それが必要となる」

　だが、と輝元は言葉を置いた。

「関東解放が上う手まく行くかどうかは、まだ定かじゃあねえ。だから、考えられるオプションは、全ぜん部ぶ選択肢しに入れておく」

「つまり、最初期にあった、〝松まつ平だいらの全ぜん権けんを移い譲じようされる事〟も含み、か？」

　武蔵むさし副ふく会長の言葉に、輝元は小さな笑いを得た。

　……解わかってるじゃねえか。

「当たり前だろ？　状況が変われば国の動きも変わる。人間にとって、日々のちょっとした事で学校への通り道や寝起きの時間を変えるように、国という人じん格かくだって、ちょっとした事で変化を得る。──戦争しておいて何も変化が無ければ、それは国という人格の鈍どん磨まだ」

　言いつつ、輝元は内ない心しんで苦く笑しようする。

　説せつ教きようくせえー、というのが自分に対する自分の感想だ。

　しかし、間違った事は言っていない、と輝元は思う。

「六護式仏蘭西は、将しよう来らいの覇は王おうだ。そうなるためならば、どのような手も使う。

　ここで武蔵と相あい対たい戦せんという戦争を出来るなら、そこでは最大の利り益えきを狙ねらう。

　──それで文もん句くはないな？」

　確かく認にんの問い掛けに、武蔵副会長は姿し勢せいも視線も動かさない。

　……面めん倒どうな女だ。

　超ちよう然ぜんとして、自分の考えを持っていて、揺るがない。自分の態度をあまり表おもてに出さないのも、こちらとは嚙かみ合わない。

　それでいて、この武蔵副会長という女は、攻めるところで攻めてくる。

　黙だまっているのは、萎い縮しゆくしているからではない。攻める手を考えているだけだ。

　沈ちん黙もくして、こちらの言う通りになるかと思えば、最後で刺しにくるタイプ。

　……こういう面めん倒どうなのは、ホント、最後の最後まで見てやんなきゃいけねえんだよな。

　その面倒が、口を開いた。肩かた上うえ、オオアリクイの走狗マウスと共にこちらを見て、

「同どう意いだ」

　武蔵むさし副ふく会長が、静かに告げた。

「武蔵も、松まつ平だいら勢として将しよう来らいの覇は者しやが約束されている。ゆえに、自分達とて、覇者となるためにはどのような手も使う。──その通りだ」
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　氏うじ直なおは、今の武蔵副会長の言葉を聞いて、自分の方針を絞しぼり込んだ。

　……変わりましたね。

　昼の会議の時とは、武蔵側のあり方が違う。

　昼の会議の際、武蔵勢ぜいはこちらとの協きよう働どうを探していた。交こう渉しようによってその道を引き出そうとしていたのだ。

　だが、今の武蔵勢は逆だ。

　……〝松平勢として、将来の覇者が約束されている〟、……ですか。

　毛もう利りの言った〝覇は王おう〟への対応だ。

　自分達と毛利は似ているというような、そんな意味ではない。

　毛利が、覇王になるためにどのような手でも使うと言うなら、自分達も覇者となるためにあらゆる手段を使うと、そう言っているのだ。

　必要とあらば敵てき対たいする。そういう事だ。

　しかも、これについては、毛利側に責任を投げた。

　何な故ぜなら、毛利が「文もん句くはないな」と言った事に対し「同意だ」と返したのだ。

　毛利が言わなければ、同意は生じなかった。更さらには「その通りだ」と、毛利側の逃げ場を断つ方向で来ている。

　警けい告こくだ。

　その事を理解の上か、後ろで筍たけのこと長なが葱ねぎの煮に付つけを皿に取っていた氏うじ照てるが言う。

「良いなあ、良いなあ。──松平はいずれ天てん下かを取る定め。奴やつらは毛利を支配下かに置くのだ。将来の権けん勢せいを背後に置いての威おどし合いというのは、明るい未来を信じていられる者達の特とつ権けんよ。そう思わぬか」

　左さ様ようのう、と幻げん庵あんが茶をちびちび飲みながら言う。

「うち、滅びるしのう……」

　確かにそうだが、身み内うちが諦あきらめモードなのは微び妙みように腹が立ちもする。

　と、武蔵副会長がこちらに顔を向けた。彼女は眉まゆに入っていた力を抜き、

「北ほう条じようは？　どういう風ふうに将来を見ている？」

「Ｔｅｓテスタメント．、小お田だ原わら征せい伐ばつ後、速すみやかに武蔵むさし側と合流し、関かん東とう解放に移りたく思います。

　そのために、小田原征伐の決けつ着ちやくとして──」

　北ほう条じようは二人の親しん族ぞく襲しゆう名めい者しやに顔を向けた。

「──この二人の処しよ刑けいをしてしまっても構いません。実際、氏うじ照てるは羽は柴しばへの責任として自じ害がいを賜たまわりますし」
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「おいいいい!?」

　氏うじ直なおは、後ろの二人が同時に声をあげたのを聞いた。

　左から横よこ飛とびで氏照が来て、

「おい！　おい！　この鬼おに姪めい！　俺おれが何か悪い事をしたか!?」

　右から幻げん庵あんが横飛びで来て、

「そうとも！　この鬼き女じよ！　わしが何が悪い事をしましたかあああ!?　どうですかあ!?」

「氏直様！　氏直様！　こいつら挑ちよう発はつしてますよ!!」

　二人は構わなかった。

　幻庵が軽く左右に上じよう半身をスライドさせ、

「いいですかあ？　大体、自分などは小田原征伐の時には死去しておるのですよお？」

「ここでちゃんと死んでおきませんか、大おお叔お父じ様と自じ動どう人形」

「こ、この鬼姪！　俺と幻庵殿どのを区別したな！　──幻庵殿！　これは我らの分ぶん裂れつを狙ねらった陽よう動どうだぞ！　この小こ娘むすめめ……！」

　やかましいので、腰の刀に手を当てて顔を向けると、叔父が黙だまった。

　そして氏直は、二人に言った。

「先に言っておきますが、北条がヤバくなったら率そつ先せんして腹を割って下さい。大体それで満足いく結果になりますので」

「こ、この鬼姪！　人を呼びつけておいてそれか！　帰るぞ俺は！　八はち王おう子じに帰って寝る！」

「八王子城じようは小田原征伐では激げき戦せん地ちになりますので、勝かつ手てに動かさないようにお願いします」

　氏直は語ご気きを強めて言った。

「──八王子攻ぜめは、本来、前まえ田だ・利とし家いえなども参加するもの。今、柴しば田た勢にいる前田・利家がこちらに動いてこないのは、私達の敵になる事で松まつ平だいら側に与くみする結果になるのを警けい戒かいしてでしょう」

　しかし、と氏直は言葉を繫つなげる。

「言い換えるなら、P. A. Odaの介かい入にゆう無なしで小田原征伐が行えるのは今の機き会かいのみです。

　あまり余よ計けいな動きをしないで頂いただきます」

「はあああ？　お前、誰だれにもの言ってんだあ!?　ああ？」

　氏うじ直なおは、表示枠サインフレームを出して〝許可〟のボタンを押した。

　あ、と氏うじ照てるが声をあげた瞬しゆん間かん。

　氏照が落らく雷らいした。
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　正まさ純ずみは、自じ動どう人形がプラズマを纏まとわり付かせながらのたうち回るのを初めて見た。

　派は手でな、宙が裂さけるような音を弾はじけさせつつ、自動人形が地べたで踊る。

「あぺぺてれっぽらか！　らぱらぱけけけえてててててぴもおおお!!」

　何を言ってるのか解わからないというか、痺しびれて勝かつ手てに舌したが回ってるだけだろう。

　正純としては、夏の花はな火びのように弾はじける氏照を見て、

　……わあ……。

　静かな感かん嘆たん詞ししか感想が出て来ないのが正直なところだ。

・副会長：『……私、北ほう条じようって、ほら、鎌かま倉くら繫つながりみたいに見えるところあるだろ？　だからさ、ちょっと、真ま面じ目めなところかなあって、期待してたんだよな……』

・貧従士：『何だか、悪の組そ織しきの罰ばつゲームみたいですね』

・ウキー：『……というか、ノリキのイメージが間接的に変わっていくな。ちょっと間違っていたら、ノリキがああいう目に遭あっていたのか』

・ホラ子：『トーリ様、実はああいうプレイが好きではありませんか』

・俺　　：『らめえええええええ、しゅごいのほおおおおおとか言うと思ってんのか!?　美お味いしいなそれは！　でも北条だったらまずノリキか！』

・十ＺＯ：『一いつ瞬しゆんノリキ殿どので想そう像ぞうして嫌いやな気分になったで御ご座ざるよ！』

・●　画：『──それよ!!』
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「──っくしょああ！」

　諏す訪わの神じん社じや正面。森に囲まれた大きな湖みずうみの西岸に、武蔵むさし機き関かん部ぶの輸ゆ送そう艦かんは降りつつあった。

　西日を浴びる湖と森の間には、背の低い民みん家かや、工こう房ぼうらしき平ひら屋根が敷しき詰められている。

　森側にある、広い敷しき地ちを持った神社。諏訪の運営と、関係する神しん道とう企き業ぎようのための町だ。

　今、諏訪には明かりが点ともされつつあった。

　湖にそって東西に流れる街かい道どうと、諏訪神社に通じる幹かん線せん道路。それらに術じゆつ式しきの篝かがり火びがつき、町を西にし日び以上に照らし始めているのだ。

　そんな、夜への準備を甲かん板ぱん上から見下ろしているノリキに、表示枠サインフレームで大ひろが言う。彼女は眉まゆ尻じりを下げつつも、口を横に開いた顔で、

『……何今の？　何だか酷ひどいクシャミだったねえ。諏訪はちょっと標ひよう高こうあるし、湖あるから寒いよ？』

「いや、今のは不ふ意いに来た。誰だれかこちらの事を噂うわさしているか？」
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・労働者：『おい、誰かこちらの事を話したか？』

・十ＺＯ：『いやいや全然！　何でも無いで御ご座ざるよ!?』

・●　画：『Ｊｕｄジヤツジ．、そうよ、安心して。──綺き麗れいに描くから』

・労働者：『おい、こら』

　実況通神チヤツトが賑にぎやかになっているのを、正まさ純ずみは横よこ目めで見ていた。

　正面に捉とらえているのは、北ほう条じようの状況だ。

　現在、とりあえず罰ばつゲームは終わったらしい。白い煙を上げている自じ動どう人形を地面に残したまま、氏うじ直なおがこちらに振り向いた。

「──北条の最終目もく標ひようは、関かん東とう解放となります」

　何な故ぜなら、と彼女は言った。

「小お田だ原わら征せい伐ばつの終了後、北条は、歴史再さい現げんに基づき、解かい体たいされるからです。

　その解体戦せん力りよくをもって、最後の戦せん闘とうとして、関東解放を担にないます」
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　氏直は、宣せん言げんをしてから、誰にも気付かれぬよう、浅く吐と息いきした。

　……北ほう条じよう最後の当とう主しゆの、これが役やく目めというものですか。

　聖せい譜ふ記き述じゆつに拠よれば、小お田だ原わら征せい伐ばつ後、羽は柴しばの指し示じで松まつ平だいらは関かん東とうに封じられ、その際に武たけ田だや北条の残ざん党とうを吸収していく。

　それは実際、自然な流れで行われていく事だろう。

　松平が極きよく東とうの天てん下かを得る事は、聖譜記述で見えているのだ。その形が、実際に世界を征せい服ふくするものなのか、解かい釈しやくによって押さえつけられたものなのかは解わからないが、極東勢ぜいにとっては最大の希望となる存在だろう。

　この小田原征伐と、備び中ちゆう高たか松まつ城じようの戦いで武蔵むさしが勝てば、そのイメージは強くなる。

　関東を解放すれば、尚なお更さらだ。

　……そうなったならば……。

　きっと、誰も彼も、どの国も、後の世界への蓄たくわえをし始めるだろう。

　皆、次世代に向け、現状で得られる最大限の権けん益えきを望む事になるのだ。

　松平に吸収される陣じん営えいの者は、吸収後ごに松平麾き下かでいい立場を得るために。

　松平に臣しん従じゆうをする陣営の者は、臣従後に自じ勢せい力りよく内のいい立場を得るために。

　そういう流れは、これからの状況次し第だいで加か速そくする。

　だから、と氏うじ直なおは思い、言葉にした、

「この戦せん闘とうと、関かん東とう解放、それによって武蔵むさしは極きよく東とうの大だい勢力としての足あし場ばを得ます。

　そういった事を理解の上で、──さて、明日あしたの戦いの段だん取どりを決めましょう」
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　返答は、武蔵側からはすぐに来なかった。

　代わりというように来たのは、地面からの声だ。

「──鬼おに姪めいは仕切り屋で敵かなわんな」

　氏うじ照てるだった。彼は自分の周囲に各部再さい起き動どう進行中ちゆうの表示枠サインフレームを幾いくつも立てながら、ゆっくりと身を起こす。

「危うく、脳のうをこんがり強めで焼かれるところであったぞ、鬼姪」

「レアでは死なないのが、北ほう条じようの技術力の高さですね」

　そうともそうとも、と叔お父じは満まん更ざらでもなさそうに頷うなずく。そして彼は、まだぎこちない動きで腕を組み、

「いいかあ？　──いいかと言っている」

「……相変わらずしつこい叔父ですね」

「いいから聞けえ。いいな？　うちが終わるとは言え、──中ちゆう途と半はん端ぱしたら殺すぞおお！」

　ほう、と氏直は応じた。

「──性能差さ、技、力、装そう備び、心こころ構がまえ、部ぶ下か、位くらい、美しさ、どれを取っても下の叔父上うえが、以前に殺された上で、次は私を殺すと言うのですか」

「一回、自じ動どう人形に〝転てん生せい〟したお前に、今、追いついた訳わけだからな」

　氏照が自分の首を撫なでて言う。そして彼は、薄く笑って、

「大体貴き様さま、俺おれの身体からだに〝逆らったら自動で処しよ罰ばつ〟のような設定を入れてないだろう。ナメてるのか俺を」

「そういうものを入れる事こそが油ゆ断だんを呼びます。──何事にも迷う事こと無なく、この叔父はこちらを殺そうとしているので、何い時つでも叩たたき切れた方がいい。それが私の判はん断だんです」

「……嫌いやな鬼姪だ。本当に、嫌な鬼姪だな」

　言った氏照が、視線を逸そらし、三秒経たってから大きな舌した打うちをした。

「そのような設定が為なされていたら、バレぬように破っておいて、隙すきを見て殺してやろうかと思っていたのになああ！」

「叔父上は解わかりやす過ぎます」

　……だが、それでこその北条・氏照ですね。

　氏直は、ある意味、この叔父に絶対の信頼を寄せている。

　嫌いや味みで居い丈たけ高だかだが、それ以上に戦せん闘とう狂きようなのだ。

　元は身み分ぶん欲よくが高い人だったのだが、自分が総そう長ちよう兼けん生徒会長になって押さえつけてから、鬱うつ憤ぷん晴らしの前ぜん線せん張ばりをするようになった。

　とにかく果か断だんだ。

　内ない政せい、外がい交こう、そして戦闘においては、自分の方に長ちようがある。

　だが、とにかく〝敵を潰つぶす〟事に関しては、この叔お父じの方が上だ。

　何しろ、自分も一度殺されている。

　父や、その重じゆう臣しん達たちも同どう様ようだ。

　北ほう条じようを一度乗っ取ろうとして、父達に阻はばまれたがゆえ、氏照は北条の内部を食いに掛かった。自分が幼い頃ころ、病びよう弱じやくを理由に自動人形化させられたのも、そのためだ。

　まさか、病弱な子供を収めた人形の身体からだが、開発ラインの成長とともに、北条最強の存在になるとは思ってもいなかったようだが。

　……こちらを傀かい儡らいにするつもりが、十数年越ごしの親の仇あだ討うちをされるとは。

　叩たたき斬きった際、氏うじ照てるは笑った。

　そして、幾いく度どもこちらに斬りかかってきた。

　自や棄けになったのではない。

　自分が負けると言う事を、微み塵じんも思わなかったのだ。あの時の叔父は、首を叩き落とされてもなお、己おのれの勝利を疑っていなかった筈はずだ。

　そんな叔父を、自動人形の身に落として生かしておいたのは、小こ太た郎ろうからすれば〝間違い〟で、自分の思い描く未来からすれば〝正しい〟。

　間違いは無い。

　この叔父は、敵を潰す。それは、

「────」

　勝てるという事だ。

　小お田だ原わら征せい伐ばつにおいて、勝てる部分が、自分達にもある。

　……自分も含めれば、北条に、二勝が得られます。

　他、幻げん庵あんと小太郎がどう働くかは不明だが、叔父と自分の分は確かく定てい出来よう。

　だから、と、自信の理り路ろを得て、氏うじ直なおは言った。

「さあ、明日あしたの〝戦争〟の段だん取どりを決めましょう」
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　……戦闘の段取りってのも、凄すごいなあ。

　現代的と、そう言うべきだろうか。

　割り切りがいいと、そう考えるべきだろうか。

　だが、こちらはこちらで考えるべき事がある。

・副会長：『皆、これから私達は、代表戦せんを何回戦行おこなうかを議ぎ論ろんする。その間に、各かく勝負で〝国家として何を賭かけるか〟のベットの話し合いもする。だから、皆にも協力して欲しい』

・〇べ屋：『金!?　金だよね!?　もはやウンコ野や郎ろうの汚お名めいを着た以上は何が来たって怖こわくないかんね!?　さあどうだ!?　ハイ幾いくら!?』

・御広敷：『あ、料理の方は、今、ハッサン君と葵あおい君と三人で協力してますので、その辺りは気にせず進めて下さい』

・〇べ屋：『無視が来たよ無視が！』

　そんなもんだろう、と思った時だ。不ふ意いに言葉が一つ来た。

・不退転：『小お田だ原わら征せい伐ばつへの代表戦せん。私を必ず出すようにして頂ちよう戴だい』

　成なる実みだ。
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　皆が、振り向くでもなく、しかし気け配はいを成実に送ったのを、鈴すずは知ち覚かくした。

　……成実、さん？

　自分も顔を向けると、成実は振り向かず、しかし口に小さな息を作った。

　笑いの吐と息いきだ。

　だがそれは、こちらにだけ解わかるような〝音〟。まるで、

　……心配、する、な……？

　そう言われた。そんな気がした。

　だが鈴は、今の意い思しが、自分にのみ届く伝え方であった事に気付いて赤せき面めんする。

　そしてウルキアガが、言葉を送ってきた。

・ウキー：『皆、案ずる事はない。──成実は戦せん闘とう狂きようなのだ』

・不退転：『貴方あなたといると自分の新しい魅み力りよくに気付けて幸いだわ』

　成実が、今度は誰だれにでも解わかる吐息をする。

・不退転：『簡単な事よ。小田原征伐には伊だ達て家けも参さん陣じんするの。だけど現在、伊達家は態たい勢せいの立て直し中だし、主力であった鬼おに庭にわさんも羽は柴しば側に一度身を寄せるわ。

　政まさ宗むねをこちらに出させる事は可能でしょうけど、それをすると仙せん台だい城じようには主戦力がいなくなる。そういう事よ』

・ベ　ル：『……戦力、いないの？』

・不退転：『Ｊｕｄジヤツジ．、そうよ。いないの』

　いた気がするけど、どうだったっけ。でも、成実さんが言うなら、

・ベ　ル：『そうなん、だ』
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「ハァイ！　今日きようも仙せん台だい城じようの補ほ修しゆう工事を皆どうも有あり難がとう！　生徒会長と副ふく会長の内、ゴミ扱いの副会長の方です！　ほら！　ほらそこの一年生の女の子！　そっぽ向かない！　ほら君！　美しい黒くろ髪かみのロングの子！　──いきなり短たん刀とうで髪切ろうとすんなよ！　そんなに今日きようは暑いですか！　仕方ないなあ、じゃあ僕が温めてあげよう！　ほら、僕の胸に飛び込んでおいで！　シカトか！　シカトですね!?　それともひょっとして外がい界かいと意い識しきが隔かく絶ぜつ気ぎ味みの深しん窓そうの令れい嬢じようなんですね！　そうか！　じゃあ仕方ない！　憶おぼえてろよ!?

　それでちょっと皆、少し相談があるんだけど、この前に青せい竜りゆうがここぶった切ったじゃん？　あれで最上階の僕の部屋が真まっ二ぷたつになって──、知ってる!?　知ってるのか皆！　僕の事が心配で！　ざまあみろ!?　変わった応おう援えんだね有り難う！　それで質問なんだけど、どうして仙台城の補ほ修しゆうスケジュールで僕の部屋が一番最後なんですか!?　つまり美お味いしいものは最後にするという事か！　なあんだ、そうなのか！

　誰だれだウザいとか言ったヤツ！　有り難う御ご座ざいます！』
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・不退転：『戦力というか、非ひ戦せん事じも含みで見たら負ふ債さいにしかならないのはいたけど』

　ああ、あの人だ、と鈴すずは思った。

　小こ次じ郎ろうさんにちょっと似てる人。名前が。

　伊だ達てではいろいろあったな、と、そんな事を思うこちらの手て前まえ。成なる実みが言葉を重ねてきた。

・不退転：『──だから、小お田だ原わら征せい伐ばつには伊達家として援えん護ごさせて貰もらうわ』

・ウキー：『成実、──すぐ戻って来い』

・不退転：『帰るところが他に無いって、解わかってるのかしら』

　おおう、という周囲の漏もれた声を聞きながら、鈴は思う。

　……成実さんも、大変なんだ、ね。

　武蔵むさしに来たら全て平へい穏おんと、そんな事はあり得ない。

　メアリが時とき折おりに英国を気に掛けるように、そしてミトツダイラも六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズを思う事があるように、所しよ属ぞくしていた土地の事は、大事なのだ。

　追われて出しゆつ奔ぽんした訳わけでも、仲なか違たがいがあった訳でもない。

　それぞれの立場と、利点をもってここにいる。

　だからだろうか、応おう答とうする正まさ純ずみの方も、

・副会長：『有り難い』

　そう言ってから、彼女は告げた。

・副会長：『今の内に言っておくが、一つ、気を付けねばならない事がある。

私達はこれから天てん正しよう壬じん午ごの乱らんと小お田だ原わら征せい伐ばつと備び中ちゆう高たか松まつ城じようの戦い、そして蟹かに江え城じようの戦いという四戦を行う。

　だが、私としては──』

　聞いた。

・副会長：『これらの戦いに主しゆ力りよくを割さくのを避けたいと考えている』
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　……えっ？

　皆が、沈ちん黙もくしたのを鈴すずは聞いた。

　……皆を、戦争に、出さない？

　それは、戦争に対し、率そつ先せんした動きを取らないと言う事だ。

　鈴は思った。正まさ純ずみ大だい丈じよう夫ぶ？　と。

　隣となりのアデーレも同じ事を思ったのだろう。

　アデーレが何も言わず、目の前のパスタをただただ山で皿に取り始めた。

　明らかに取り過ぎだが、気が散っているのだろう。それとも本気で食べたいだけか、ちょっと解わからない。でもそれさっき食べたらニンニクがキツかったから気を付けてアデーレ。

　特に翌よく朝ちよう。

　前にも餃子ギヨーザで後こう悔かいしたのを思い出してアデーレ。

　だが、皆は今、共通して思っている筈はずだ。

　正純が変な事言い出した、と。

　だが、迂う闊かつにものを言えない時間だ。

　会議の場だ。何かを気け取どられてはいけない。

　大体、こんな場所で〝正純、おかしくなった？〟なんて言えば、国こく際さい問題だろう。武蔵むさしの皆だったら普通かも知れないが、なるべく不ふ規き則そく発言は避けた方がいいと思う。うん。

　それゆえに、鈴は皆と共に沈ちん黙もくし、

「────」

　押し黙だまった瞬しゆん間かんだ。店てん舗ぽから、

「セージュン！　狂ったか!?」

　女じよ装そうの声に、正純が肩を上げて振り返った。

「やかましい！　ちょっと考えあるんだ。静かにしてろ！」

　ふう、と正純が息を入れ、髪を払い直す。

・副会長：『いいか？　よく聞け』

　正純の言葉が来た。

・副会長：『大事なのは関かん東とう解放だ。これを為なせば、極きよく東とうの東側が松まつ平だいら勢せい力りよくになる！

　もはや背後を気にする事も無く、私達は羽は柴しばやP. A. Odaの攻こう略りやくに乗り出せるんだ』

　それはつまり、

・副会長：『羽柴には関せきヶ原はらと小こ牧まき長なが久く手ての戦いを。P. A. Odaには本ほん能のう寺じを要求出来るだけの足あし場ばが整う。そのために、関かん東とう解放は完かん遂すいしなければならない。だから──』

　だから、

・副会長：『主力の投とう入にゆうは関東解放に向ける。小お田だ原わら征せい伐ばつと天てん正しよう壬じん午ごの乱らん、そして備び中ちゆう高たか松まつ城じようの戦いは、なるべく副ふく次じ戦力で行う。──出来るな？』

　どうだ！　と正まさ純ずみが皆に顔を向けた。すると、

・83　　：『オウ、仕方ありませんネー』

　何か来た。いや、待て、と正純が咳せき払ばらいして、

・副会長：『ええと、副次戦力と言っても、戦えなければ駄だ目めで』

・粘着王：『我々がどうにかしなければなるまいか……』

・副会長：『つまり勝利を確かく定てい出来る人材が──』

・いんび：『僕達がまた本ほん気きを出す時がきたようだね』

　……大だい丈じよう夫ぶかなあ。

　と、鈴すずは気まずい汗を背に感じる。

　だけど他ほか、副次戦力になりそうなのは──。
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　空あけられたフラッペの器うつわを見ながら、大おお久く保ぼは一ひと息いきを入れていた。

　里さと見み生徒会長とは、北ほう条じようの現状などを知らせて、先さき程ほど別れたばかりだ。

　自分の仕事上、先せん輩ぱいや後こう輩はいと言葉を交わす事は多い。が、他国の生徒会長で同学年という彼女とは、

　……なかなか、気を遣つかうもんやなあ。

　あの先輩連れん中ちゆうに、可愛かわいがられてる存在でもある。

　立たち場ば的てきなものもあるのだろうし、指し導どう者としての付き合いもあるのだろうが、何となく、

　……羨うらやましいとか──。

　と、そんな事を思って、大久保は首を横に振った。

「恐ろしい思し考こうやな」

　あの連中に気に掛けられたい、という思おも惑わくが自分の中にあってはいけない。

　危険過すぎる。

　そう、今、里見生徒会長に感じていた感情は、

　……まあ、自分の中の〝チヤホヤされたい〟感が、無む区別に発はつ動どうしとんのやろ。

　あんな先輩達でも、こっちを〝気にしてない〟となると、ちょっと悔くやしい。そういう事だ。そして里さと見み生徒会長に思う感情は、

　……大変やなあ……、というところやな。

　何しろ明日あした以い降こうは戦争だ。

　無む論ろん、戦争が生じるのは、副ふく会長の習しゆう性せいだから仕方ない。彼女のやり方を認めた以上、自分も同どう罪ざいだ。

　滅びるまで付き合うしかないし、どっちが滅びるのが先かを競うチキンレースはひたひたと始まっている。

　だが、戦争の前ぜん線せんに出るのは、やはり危険だと大おお久く保ぼは思う。

「だってなあ……」

　自分の左腕うで。白い義ぎ腕わんは肩に馴な染じんでいる。

　自分の〝今〟、といえる義腕だ。だが、これを得た時の云うん々ぬんが、誰だれかに生じるかと考えると止めたくはなる。

　無む論ろん、生じるかどうかは必然ではないので、危険性だけを前に物事を否定する気も無いのだが。しかし、

「────」

「おいよほぉおおお！　らあっせうらっぺ！　おあたああああ！」

　里見生徒会長が頼んでいたのと同じ物が来た。

　ラッシーフラッペ。ちょっと今日きようは冷たいものを食べ過ぎな気もするが、彼女との付き合いだと思う事にする。

　器うつわを取り、誰にも悟さとられないように軽く掲かかげ、

　……今、行われている戦前交こう渉しように幸あれ。

　自分は後こう衛えいだ。物ぶつ資しや各かく委員長の管理をしなければならない。

　頑がん張ばらんと、と思った瞬しゆん間かんだ。表示枠サインフレームが開き、

・副会長：『あ、大おお久く保ぼか？　お前、明日あしたの小お田だ原わら征せい伐ばつとか備び中ちゆう高たか松まつ城じようの代表、やりたいだろ？　名前をあげるチャンスだもんな。じゃあ相あい対たい戦せん組み込んどく。頑張れよ』

「ちょぅ待てやあ──!!」

　既すでに通つう神しんは向こうから切られている。
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・あさま：『あの、大久保さんから正まさ純ずみへの回線アタックが執しつ拗ように来てるんですけど』

・副会長：『んー、放ほう置ちって出来るか？』

・あさま：『それは逆にやめた方がいいんじゃないでしょうか。大久保さんがちょっとキツい事されると、ほら、犯はん罪ざい認にん定ていされるかもしれませんし』

・金マル：『たとえば？』

・あさま：『ええ、通神帯ネツトで強ごう引いんなストーキング行為をすると、神しん道とうストーカー認定警けい報ほうが鳴った後で、表示枠サインフレームを叩たたく指ゆび先さき、爪つめの間から焼いた針はりを差し込まれるような痛みが来て、後ろから〝形容しがたい気け配はい〟が半年つきまとうようになってお尻しりから禊祓みそぎ水みずが二に升しよう程そっと流し込まれた後で対たい象しようへの通つう神しんが出来なくなります』

・十ＺＯ：『最後だけで良いのでは御ご座ざらんか？　あと、〝形容しがたい気配〟って何で御座るか一体』

・あさま：『ええ、国くに造づくりの際、追いかけ回して降こう参さんさせた禍津まがつ神かみ系けいの中で、ノリがいいのがいるらしくて、逆にやってみたいとかで』

・煙草女：『何で同どう害がい復ふく讐しゆうなんさね』

・あさま：『ええ、五ご代だい前まえの代表が、ちょっと武蔵むさしが中ちゆう東とう方面行った時にハムラビ展を見て、〝これだ！〟と思ったらしくて』

・不退転：『……何で皆、〝成なる程ほど〟って顔してられるの』

・ウキー：『慣れだ、成なる実み。直じきにお前もそうなる』
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　いいのかなあそれで……、と正まさ純ずみは沈しずみ込むように思いつつ、大おお久く保ぼへの神しん罰ばつ適用を解かい除じよ指定にして貰もらう。

　そして一ひと息いき入れて、改めて思うのは、

　……副ふく次じ戦せん力りよくも、充分に揃そろってはいるか。

「よし」

　と正純は、輝てる元もとへと視線を移した。

「まずは先に、小お田だ原わら征せい伐ばつと天てん正しよう壬じん午ごの乱らんの詳しよう細さいとして、相あい対たい戦せんの戦せん闘とう回数などを決めたい。いいか？」

「Ｔｅｓテスタメント．、うちは基本、二戦だけだからな。そっち先に決めてくれ」

　輝元が笑って腕を組む。

　そんな彼女の眼がん前ぜん。用意された料理には誰だれも手をつけていない。

　……一応、気を遣つかっておくか。

　うん、と思った正純は、北ほう条じよう側に向き直る前に、言葉を作った。

「気にせず食事を進めてくれ。冷めると難だしな」

「馬ば鹿か、気にすんな。大体うちは自じ動どう人形主力だ」

　ハ、と輝元が小さく笑った。

「食わなくても充分だぜ」
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　……やっちまった！

　輝てる元もとは、己おのれの虚きよ栄えいを呪のろった。

　……いや、どう考えても腹が減ってるだろ、あたし。

　あまりにも自分の特とく性せいに素直過すぎる。これでは、この会議の推すい移いも含め、いろいろなものが危険ではないだろうか。

　まあどうにかなるか、と思いつつ、輝元は近くにあったグラスを手に取った。

　武蔵むさし料理テーブルのため、極きよく東とうワインが注つがれている。

　今の自分にとって、これは正に〝命の水〟だ。

　……一体どういう状況なんだ、あたしゃ……。

　輝元は、腹が減らぬよう、赤の匂においを確かめる振りだけにして、口に入れる。

　これでどれだけ保もつかなあ、と思いながら耳に聞こえるのは、氏うじ直なおの声だ。

　酷ひどく静かな落ち着いた響ひびきが、まず、こう言った。

「では、北ほう条じよう代表としてここに二つ提てい言げんします」
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　氏直は言った。

「一つ。──北ほう条じようとしては、ここからの交こう渉しようを天てん正しよう壬じん午ごの乱らん扱いとしたいです。

　何な故ぜなら天正壬午の乱は北条と松まつ平だいらの抗こう争そうですが、最後は両者の講こう和わに終わる領りよう土ど争い。そしてここからの交渉は小お田だ原わら征せい伐ばつのルールを決めるものですが、領土も含めた権けん益えきについて触れるなら、国家間かんの領土争いと見る事も出来るでしょう」

　また、

「もう一つ。──私達の小田原征伐のルールなどが見えたところで、昼に言った通り、備び中ちゆう高たか松まつ城じようの戦いを同ルールで組み込んで頂きたく思います。

　こちらの戦いも、別で行えば損そん耗もうの計けい上じようなど予測しづらく、後の関かん東とう解放に支し障しようがあると判はん断だん出来ますので」

　どうですか？　と問うた先、二国の代表は、ややあってから首を下に振った。

　輝元が、ふむ、と鼻を鳴らし、武蔵副ふく会長に視線を向けた。

「同じ戦せん場じよう、同じルールで戦うなら、こちらから北条への人じん員いん出しも同一手て順じゆんで出来るか」

　なあ、という輝元の声に、武蔵副会長も応じる。

　彼女は顎あごに手を当てて、

「Ｊｕｄジヤツジ．、武蔵むさし側がわとしても、その方が対応が楽だ。この会議を天てん正しよう壬じん午ごの乱らん扱いとするのも、こちらとしては余よ計けいな戦せん闘とうをせずに済むので有あり難がたい。ただ、小お田だ原わら征せい伐ばつは──」

「Ｔｅｓテスタメント．、支し城じようやそれ以外の城しろの攻こう略りやく戦せんを含むと、相当な戦せん域いきになりますね。そのまま行うか、纏まとめていくか、まずはそこから会議でしょう」

　つまり、

「戦後の取引の数だけ、関かん東とう解放が難しくなる。──しかし、関東解放を優先すれば、戦後の取引の数は少なくなる。そういう事です」
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　氏うじ直なおは、言った。表示枠サインフレームを広げ、そこに北ほう条じよう印度インド諸しよ国こく連れん合ごうの概がい要よう図ずを出して、

「北条は八国の三百万石ごくを治める大だい勢せい力りよく。そこには城が多く存在しています。

　その内、小田原征伐に関かん与よしていくのは──」

　概要図の上、いくつもある集しゆう落らくや城のアイコン。その内、該がい当とうするものに氏直は朱しゆ色いろの丸をつけた。

「数は大体、二十を超えると言ったところですね」

　かなりの量だ。

　北条側の代表を集めても、これだけの人員は確かく保ほ出来ない。だが、そうであるならば、

「これを相あい対たい戦とするにはどうすべきか交渉と致しましょう。──武蔵勢ぜい」

　こちらは解体の未来がある北条。後がない存在に対し、関東解放という共通目もく的てきを持ちながら、武蔵はどのような対たい処しよをするのか。

「始めましょう」
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　正まさ純ずみは氏直の言葉に対し、内ない心しんで息を詰めた。

　……城しろ数かずが二十を超える!?

　疑問の視線の先で、氏直が一つ頷うなずいた。彼女は自分の表示枠を後ろから叩たたき、

「小田原征伐は、最後の水みず攻ぜめだけがクローズアップされますが、実際は、羽は柴しば側が前ぜん哨しようとなる各地の城しろ攻ぜめを行い、その後に小田原に通じる支し城じようなどを潰つぶした広こう域いき戦です。

　まずは前ぜん哨しようとして──」

　五つ。

「山やま中なか城、鷹たかノ巣す城、足あし柄がら城、韮にら山やま城、下しも田だ城」

　そして続く支城や諸しよ城潰しは、江え戸どはおろか、里さと見み領りようにまで伸び、

「松まつ井い田だ城、厨くり橋はし城、箕みの輪わ城、館たて林ばやし城、津つ久く井い城、玉たま縄なわ城、松まつ山やま城、江戸城、小こ金がね城、土と気け城、臼うす井い城、本ほん佐さ倉くら城、河かわ越ごえ城、岩いわ槻つき城、鉢はち形がた城、忍おし城、そして八はち王おう子じ城に片かた倉くら城、楢なら原はら城──」

　とても憶おぼえ切れたものではない。

　氏うじ直なおも、そう理解したのだろう。

「この辺り、数にして、先のと合計二十五、といったところで手を打ちましょうか」

　かなりの量だ。

　この数で相あい対たい戦せんを行った場合、北ほう条じようの方はどう考えても人数が足りない。

　足りない分は毛もう利りが援えん助じよしようと言っていたが、それでもまだ足りないだろう。

　その場合、どうなるかと言えば、

　……場合によっては、関かん係とう勢せい力りよくから人じん員いんを出す事になるよな。

　つまり、毛利の次は、自分達から人員供きよう出しゆつだ。

　そうなると、危険だ。

　関東解放に、支し障しようをきたす恐れがある。

・83　　：『出で番ばんですかネー』

　それは勘かん弁べんして欲しいネー。

　……って、そうじゃないだろ！

　と、自分にツッコミを入れて、正まさ純ずみはふと我に返った。

　北条の言った内容に対して、一つの事実がある事に気付いたのだ。それは、

　……無む理りだ[image: ]

　どう考えても、二十五の相対戦は有りえない。だが、それを為なそうと言うならば、そこには別の思おも惑わくが見えてくる。

　北条が、馬ば鹿かげた数字を上げているのは、

「交こう渉しようだな」

　城の数を少なくする分、〝戦争権けん益えきを寄よ越こせ〟と言っているのだ。

　もしも城の数を減らし、戦せん闘とう回数を少なくしないなら、共とも倒だおれもある。

　これは詰まり、

　……私達の未来を担たん保ぽにした交こう渉しようだ……！

　正純は、北条への評ひよう価かを改める。

　この相手は、江え戸ど解放という目もく標ひようを掲かかげるだけの正せい義ぎを自分なりに持ちながら、そこに纏まつわる益えきについては最さい大だい限げんを得ようとするのだ、と。

　理り想そうと現実。その区別がついていると言うべきか。

　理想を掲げ、邁まい進しんはする。が、そこにくっついてくる権益を〝汚きたない〟ものとしない。

　そうだった。

　北条は、P. A. Odaの支配下かに有りながら、関かん東とう解放を仕込んでいたのだ。

　そういう相手だ。

　この交こう渉しようを〝天てん正しよう壬じん午ごの乱らん〟に置き換えようと、そう言うだけの事はある。これは戦争に匹ひつ敵てきする交渉なのだ。

　ならば、こちらも、どうするべきか。

　交渉という駆かけ引きを前に、正まさ純ずみは身み構がまえる。

　だが、自分が息を吸い直すより早く、前に出る影があった。

「ヅカ本ほん多だ君くん。ここはちょっと僕に任せて欲しい」

　ネシンバラだ。

　彼は眼鏡めがねを鼻の上に押し直し、鋭い瞳ひとみを氏うじ直なおに向けた。

「──偏かたよった歴史好ずきが、小お田だ原わら征せい伐ばつを解かい体たいしよう」







[image: 第三十四章『路上会議の仕掛け人』]
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　ネシンバラは、とりあえず右手を振った。

　意味は無い。そうすると格好かつこ良よく見える筈はずで、相手は何かあるかとビビる筈だからだ。

「さて、少し聖せい譜ふの歴史を顧かえりみた方がよさそうだね……」

　この〝……〟が大事だ。伝でん統とう的とはいえ、基本を守らねば。

　すると向こう、北ほう条じよう・氏うじ直なおが軽く首を傾かしげた。

「私達の歴史が、何か？」

　なあに、気にする事じゃない。

　……言ってみただけだから、真まに受けられても困る。

　これだから素しろ人うとは、と思いつつ、ネシンバラは言葉を進めた。

「来い、天てん帝ていミチザネ」

　言うと、首くび元もとのハードポイントパーツから、ミチザネが出現した。

　走狗マウスとはいえ、マスコット的な動きはしない。ハードポイントパーツから転がり出たり、飛び出たりというのは〝脅きよう威い感かん〟が足りない。

　だからミチザネが出現する時は、ハードポイントパーツから浮き出るように設定している。物理透とう過か処理をするために出現から数秒は機き能のうを発はつ揮き出来ないのだが、大だい事じなのは実利ではない。こうした方が絶対に強い、そう思うからだ。

　そして形を露あらわにしたミチザネに、ネシンバラは告げる。右腕うでを振り、

「ミチザネ、表示枠サインフレームを出してくれ。大事なヤツをね」

　そう、こういうワードが大事だ。

　何しろ、他の皆のようにモーションコントロールを設定していると、右腕を振っただけでミチザネが表示枠を出しまくってしまう。

　だからモーションコントロールをするなら、基本は二段動どう作さ。〝拳こぶしを握って・広げながら振る〟など、よく考えたら広げて、振って合ごう計けい三段か、まあいい、知らぬ間に強さが増してた。僕の才能というところだろう。ふふ、我ながらいいぞ僕。後で自分のステータスを見直さなければいけないね。

　ともあれ余よ裕ゆうがあるなら口で指し示じした方がミチザネにも優しい。

　ミチザネはこちらに振り向かず、表示枠を出す。

　そこに表ひよう示じされるのは空白だ。何しろミチザネに何を表示させるか言ってない。

　だから、

　……えーと。

　手しゆ動どうで自分の情報庫データバンクを呼び出す。そこから自分の溜ため込んだり、作り上げた歴史関係資し料りようを掘り出し、

　……あったあった。

・●　画：『早く』

・未熟者：『勿もつ体たいつけた方が、向こうには脅きよう威いに見えるんだよ？　解わかってないね』

・煙草女：『というかネシンバラ、アンタ、走狗マウスに嫌きらわれてないさね？』

・未熟者：『失礼な事言うなよ！　元気だよ！』

・ハナミ：『…………』

・あさま：『ハナミ？　ミチザネについて気を遣つかわず好きに言っていいですからね？』

　外野がやかましい。

　だが、彼らが時間を稼かせいでくれている間に、ネシンバラの準備は整った。

「さて」

　言う。

「小お田だ原わら征せい伐ばつには二つの流れがある。それは前ぜん哨しよう戦せんとなる各地の城攻こう略りやくと、小田原攻ぜめとなる支し城じようの攻略を含めた小田原城包ほう囲いだ」

・金マル：『これ、さっき聞いた？』

・ベ　ル：『うん、氏うじ直なおさ、ん、言ってた』

・立花嫁：『宗むね茂しげ様、言った相手に同じ事を伝えるというのは、意味があるんでしょうか』

　君達よく〝食べましたか〟〝食べました〟とかやってるじゃないか！　とネシンバラは思いつつ、纏まとめた情報を提てい示じしていく。

　そして、吐と息いきを内ない心しんで作りながらも、現状の把は握あくとして、

・未熟者：『これから小田原征伐について軽く話すけど、いいかい？』

・不退転：『参加する側にとっては、聞いておきたいところね』

　いい反応だ。解説心しんが昂たかぶる。

　思わぬ薄ら笑いを得ながら、ネシンバラは言った。

・未熟者：『小田原征伐は、北ほう条じようの全ぜん域いきを制せい圧あつする大だい戦争だ。そこら辺の城攻めや合かつ戦せんと考えない方がいい。そのつもりでいてくれ』
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　アデーレは、あまり関かん東とうの事について詳しくない。

　否いな、正確には、欧おう州しゆう圏けん以外の事については、余り詳しくない。関東などは〝外国〟の扱いだ。一応、史し学がくや国こく学がくなどは授業で学んでいるが、

　……うーん。人生ここまで他国に関わるとは思ってなかったですしねー……。

　総そう長ちようが将来に何かをするかも、という予想のようなものは昔からあった。だが、それも聖せい連れんの強力な権けん威いのある下、欧州圏けん内ないだろうという、根こん拠きよのない考えに制されていたのだ。

　それがまあ、気が付いてみたら欧州圏は飛び出すわ露西亜ロシアに行くわ米は美う味まいわで、

　……なかなか不ふ思し議ぎな体験してますよねー……。

　とはいえ、不勉強はマズいと思う。だから一応、問うておく。

・貧従士：『ええと、それって、どのくらいの大だい戦争なんですか？』

・未熟者：『荒っぽく言うと、ここから北は真田さなだまで。東へは、その南北ラインをずっと東に動かしていく感じで、沿えん岸がん沿ぞいにそのまま里さと見みまで。……って言ったら解わかるかな？』

　アデーレは考えた。

　極きよく東とうの概がい要よう図ず。関かん東とうの位置と広さを思い、その西に隣りん接せつする甲こう信しん越えつを連れん結けつする。

　そして出来上がるのは、関東の南全域を浸しん蝕しよくする大だい領りよう地ちだ。

「──無む茶ちや苦く茶ちやデカいじゃないですか！」

　否いや、デカいというよりも、長い。

　東西に長く横たわる帯おびのような領地だ。その東西を距離としてみれば、大たい国こくである六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの横幅と良い勝負か、超えている。

　……うわ。

　イメージとして、〝関東は松まつ平だいらのものになっていく〟という未来が有り、里さと見み生徒会長のいた里見家けもあったから、油ゆ断だんしていた。

　北ほう条じようは大たい国こくなのだ。国の規き模ぼからすれば、欧おう州しゆうの一国に匹ひつ敵てきする。

・銀　狼：『勿もち論ろん、歴史的に見たら、松平勢せい力りよくも三み河かわ方面から関東側がわに進出してますので、北条がその全ぜん域いきを全て支配している訳わけではありませんのよ？』

　ただ、と第五特とく務むが前置きした。

・銀　狼：『相模さがみから江え戸どに掛けての周辺は、北条側の固まった土地。この頃ころ、里見ですらも半島の土地を追われて北条に屈くつしていたんですの』

　つまりは、大国の本ほん拠きよに、今、自分達はいる。

　それを明日あしたから攻こう略りやくしようというのだ。

　……無む茶ちや過すぎますって。

　だけど、

「ああ」

　何となく解った。

　北条も、副ふく会長も、この戦せん域いきに相あい対たい戦せんを何な故ぜ望んだのか、アデーレは理解した。

　……そんな大戦争をしている余よ裕ゆうは無いからですね？

　大たい義ぎ名めい分ぶんとしては〝夏休み前だから〟がある。

　しかし、自分達としては、急ぎこの戦争を済ませ、羽は柴しばが介かい入にゆうしてくるより先に関東解かい放ほうを終えてしまいたい。そういう事だ。

　だが、北条側としては、滅びる前に権けん益えきを得ておきたい。

　この戦争が、国家としての利益を得る最後のチャンスなのだ。

　だから北ほう条じようは、莫ばく大だいな量の戦争を吹っ掛けて来た。この交こう渉しようを天てん正しよう壬じん午ごの乱らんとして、広大な領りよう土どで起きた戦せん場じようを全て駆かけ引きに使うつもりだ。

・貧従士：『書しよ記き。──小お田だ原わら征せい伐ばつは、どういう流れで進しん行こうしたんですか？』





●






　ネシンバラは、皆の表示枠サインフレームに関かん東とうの概がい要よう図ずを送った。

　そして、北条の領りよう土どに、西からの矢や印じるしを描く。

・未熟者：『基本、羽は柴しばの戦力は東とう海かい道どうを通って西から来る。この頃ころは松まつ平だいらも関かん東とうに領りよう地ちを持っていたが、基本は三み河かわ方面が主領土で、関東側の土地は三河から延長していったものだね。

　そして、羽柴と松平は、合流して北条に向かうんだ』

・貧従士：『羽柴と松平は、仲が良かったんですか？』

・未熟者：『表おもて向むきはね。──ただ、この時期はまだ羽柴の方が優ゆう勢せいだ。

　北条とも親しん交こうがあった松平は、北条を切り捨てる事で羽柴への敵てき対たい意い思しは無いと示す意味もあった、と、僕はそう思っている。

　そして、羽柴側としては、この戦いに参さん陣じんするかどうかで関東諸しよ勢せい力りよくの忠ちゆう誠せい心しんを確かめる事も出来たし、何よりも──』

　羽柴はやはり、松平を恐れていたのだろう、とネシンバラは思う。何な故ぜなら、

・未熟者：『北条の土地は、戦後、松平のものとなる。だが、それは羽は柴しばの策さく略りやくだ。羽柴としては、体ていよく、松平を自分達のいる関かん西さいから遠ざけたんだね』

　だが、とネシンバラは言葉を作った。

・未熟者：『松平勢ぜいは大変だ。北条側と繫つながりは無いと見せるためにも、羽柴の監かん視し下かで、小田原城じように着いた後から分ぶん隊たいしての転てん戦せんを行った。

　先さき程ほど北条・氏うじ直なおが挙げた、小田原城の支し城じようと、それを支える城を潰つぶしに行った訳わけだね。

　そして、他、北ほく陸りく側からの援えん軍ぐんもあり、この広こう域いき戦せんは終了する事になる』

・副会長：『……だが、終わりはあっさりと、そう言うべきなんだろうな。水攻ぜめによる降こう参さんをする事になったんだから』

・未熟者：『タイムスケジュール的には、それをやる前から、総そう勢ぜいが北条の城を攻こう略りやくしていってるんだよね』

　まず、東海道を通って行きながら、羽柴勢は北条の西側にある城を潰す。これは背後から襲おそわれないようにするためであり、

・未熟者：『自分達の足あし場ばとなる城を得るために、五つの城が潰される』

　それが北条の言った前ぜん哨しよう戦せんだ。

　羽柴、松平、両陣じん営えいは箱はこ根ねや下しも田だに基き盤ばんを置き、

・●　画：『これ、温泉豪ごう遊ゆうコースじゃないの？』

・未熟者：『だから水みず攻ぜめを行っている最中、羽は柴しばは関かん東とう勢ぜいに自分の権けん勢せいを見せつけるため、愛あい人じんの淀よど君ぎみ呼んで祭をしたりと大騒さわぎだ。その間、松まつ平だいら勢や北ほく陸りくからの上うえ杉すぎ勢、そして羽柴の麾き下かは、各地にある北ほう条じようの支し城じようを潰つぶしていく事になる』

　ふと、ネシンバラは一つの事を思った。

　今では考えられない事。だが、当時では当然だった事。それは、

・未熟者：『通つう神しん環かん境きようのろくにない時代、大たい軍ぐんに水攻めで包ほう囲いされ、孤こ立りつ状態で、遠くの仲間達が攻こう略りやくされているのを想そう像ぞうするしかない状況。──北条側のストレスというのは、どれだけあったものだろうね』

　きっと、今の北条も似たような位置にいた筈はずだ。

　通神などはある現在だが、P. A. Odaの管理下かに置かれていたのだから。

　無む論ろん、北条の歴史再さい現げんとして正しい流れではあるが、それがゆえに他国からは孤こ立りつし、しかしP. A. Odaである羽柴と敵てき対たいして滅びていく事になる。

　何を選ぶ事も出来ない。しがみつく事も、頼る事も出来ない。

　ただ、孤立と、誤ご解かいの末に滅びる事を強きよう要ようされる。

　……成なる程ほどなあ。

　ノリキが、武蔵むさしに来た意味や、言っていた事が、何となく解わかった。そんな気がする。

　彼は彼女を守るのだ。

　そのために、壊こわす方法を得に行ったのだろう。

「成程なあ……」

・●　画：『何か言ってる？』

　狙そ撃げき距離からは、口の動きしか読めないか。

　……まあいい。

　ネシンバラは定てい義ぎした。

・未熟者：『何となく解った』

　北条は、自分達の境きよう遇ぐうについて、一つの思いを抱いている。

・未熟者：『北条は、孤こ独どくなんだ』
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・ナイト：『……何か、バラやんが、……言い出したよ？』

・俺　　：『北条は……、んっ、……孤独なんだ……、んっ』

・ホラ子：『トーリ様、何をキモくて失礼な事を言っているんですか。正確には〝──ホッジョウサン、コドゥクナデスヨー〟です』

・銀　狼：『あの、ホライゾン？　いきなり新ネタは心しん臓ぞうに悪いですのよ？』

・あさま：『一応、印度インド人じん喋しやべりネタなんでしょうか……』

・副会長：『おいネシンバラ、私の気持ちが解わかったか？』

・未熟者：『ああ、君と解り合える時がくるなんてね……』
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　全く、という吐と息いきが宙に呟つぶやかれる。

　食事の匂においを得た風が吹くのは川の上。

　浮ふ上じよう島とうの英国の第二階かい層そうに倫敦ロンドンが有り、その中をテムズが流れている。

　川を渡る唯ゆい一いつの橋の上には、一つの町があった。

「橋の上は無む税ぜい」

　そういうルールの穴をついて、橋きよう上じようにこそ資し産さん家かが住み着こうとして、屋や敷しきを建てる。

　橋はやがて家屋で埋まって渡れなくなり、結局、道は、立ち並ぶ屋根の上に出来た。

「だけど無税の住人は、橋を渡る通つう行こう料りようをとる」

　声が立つのは、橋に立つ建物の上。屋根の張り出しの縁ふちだ。

　藁わら葺ぶきの斜面に寝ね転ころがって本を読んでいるのは、一人の少女だ。白はく衣いを短くジャケット状に仕立てた上着のまま、彼女は沈んでいく夕日に本を持ち上げてページに光を得る。

「──タダじゃないんだよ、一人ってのも」

　全く、と彼女は、仰あお向むけに構えていた本を閉じた。

　日が傾き過ぎた。もう読めない。だからというように、シェイクスピアは身を起こし、

「どうして、身み内うちじゃない人の孤こ独どくには気付くかなあ」
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　ネシンバラは、通神文メールの表示枠サインフレームを見た。

　……シェイクスピアから、何も無いか。

　大体、このテの時は何か来るものだが、無む反応なのはそれはそれで気になる。

　……調子狂くるうなあ。

　きっと、こちらの言葉を見て、考える部分があったのだろう。

　いつもこっちにキツいクセに、何かヘコむ事があると待ちに入る。

　もっと人と話せよ、君は。とネシンバラは思う。そっちだって相当に濃いんだから、と。

「さて」

　いろいろ考える事はあるが、それは後にしようとネシンバラは結けつ論ろんした。

　今は私し事じと感情の時間じゃない。シェイクスピアも、それは解っているだろう。

　だから、

「──始めよう」

　ネシンバラは氏うじ直なおを見た。

　今、思う事は一つだ。

　……考えよう。

　この相手は、孤こ独どくだ。おお、格好かつこいい。

　だけど、これは現実で考えると、とても辛つらい事だ。

　僕は知っている。

　自分が独ひとりになった時、鼓こ舞ぶする己おのれもいるけど、ふとすれば、その孤独に押し潰つぶされそうにもなるという事を。

　僕は知っているんだ。

　だから言う。

　恐れず言う。

　北ほう条じようを孤独に仕上げる一いち因いんである松まつ平だいらが、敢あえて言う。

　まずは右手を振る。

「前ぜん哨しようの城が五つ、小お田だ原わら包ほう囲いのための支し城じよう潰つぶしでとりあえず二十、といったところか」

　実況通神チヤツトが〝またか……〟など言っているが、無む視しをする。

　ネシンバラは、表示枠サインフレームを軽く叩たたいてこう言った。

「削けずれるのが、幾いくつかあるね？」





●






　ネシンバラは、言葉を作った。

「まずは、城の規き模ぼなどによる〝削り〟だ」

　それは、

「〝城〟とは言っても、大だい規模なものばかりではない。単なる屋や敷しきを壁で囲ったようなものだって、拠きよ点てんとしての役割を持っていれば〝城〟だ。逆に、武ぶ将しよう達たちが長期投とう宿しゆくしていても〝寺〟であったり〝神じん社じや〟であったりと、ここらの区分というのは難しいんだよね」

・武蔵野：『またネシンバラ様の余よ計けいな解説が始まりましたか。──以上』

　何ど処こからツッコミだよ！　と思ったが、バックアップがあるのは有あり難がたい。

　そして、ネシンバラは北条・氏うじ直なおに向き直った。無む表情とも言える伏ふせ目め顔がおを見て、

「先さき程ほど、貴女あなたが言った五つの城の内、鷹たかノ巣す城じようと足あし柄がら城は、箱はこ根ねの山に作られた番ばん城じようだ」
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　解説しよう、とネシンバラは告げた。

「番城とは、その周辺を警けい備び、監かん視しするための城だ。砦とりでとは違い、城としての機き能のうは持っているけど、城じよう主しゆが常じよう駐ちゆうしていない城なんだ。だから──」

　だから、

「代表戦せんを考えた際、ここには持ち主もいないため、相あい対たい者しやが存そん在ざい出来ない」

　言って、ネシンバラは相手を見た。

　北ほう条じよう・氏うじ直なお。彼女はこちらに顔を向けていて、しかし、

　……無む反応か。

　何も言う必要はない。そういう風ふうに見える。

　ゆえに、ネシンバラは言葉を作った。相手の出で方かたを探るために、石でも放り投げるような気持ちで、

「前ぜん哨しよう戦せんの代表戦は、残りの三さん城じようで行えばいい」

　と、ネシンバラは、マークをつけていた五つの城から、鷹たかノ巣す城と足あし柄がら城を削さく除じよする。

　残った城は三つ。今、表示枠サインフレームに示されているのは、





・山やま中なか城、韮にら山やま城、下しも田だ城






「この三城は、城じよう主しゆもいた。相対の権けん限げんは、基本、あると判はん断だん出来るだろう」

　言葉に気を付けながら、ネシンバラは告げる。

「──さて、ここからが真しん骨こつ頂ちようだよ」

　言ってみただけだ。言えば場の流れはこちらに来る。そう思う。

　ネシンバラは右の手を振って戻し、指を宙に立て、虚こ空くうを引っ搔かく。爪つめに何かが引っかかっている訳わけではない。大だい事じなのは肩と肘ひじの〝何か抵てい抗こうがあるような引き方〟と、手て指ゆびをがくがく揺らしながら動かす事だ。

　引き切った。

　そしてその手で、ネシンバラは表示枠を操そう作さする。

「残りの支し城じよう戦せんを解かい体たいしよう。とりあえず、先程挙げられたものは──」

　表示され、マークを重ねられた城は、次の通りだ。





・松まつ井い田だ城・厨くり橋はし城・箕みの輪わ城・館たて林ばやし城・津つ久く井い城・玉たま縄なわ城・松まつ山やま城・江え戸ど城・小こ金がね城・土と気け城・臼うす井い城・本ほん佐さ倉くら城・河かわ越ごえ城・岩いわ槻つき城・鉢はち形がた城・忍おし城・八はち王おう子じ城・片かた倉くら城・楢なら原はら城






　数は多い。

　だが、憶おぼえる必要はない。

「減らすよ」

　先さき程ほどと同じフィルタだが、更さらに追加を入れる。

「城の規き模ぼとは別で、城の主あるじがいるかどうかも重要なファクターだ。相対権限を持つ人員をその城が持っていなければ、相あい対たい戦せんの〝数〟に加える意味は無いからね。

　だから、と城じよう主しゆがいた城以い外がい、ネシンバラは切り落とす。すると、





・松まつ井い田だ城・津つ久く井い城・鉢はち形がた城






「──実は、ここまで一気に削けずれてしまう」

　と、両腕うでを振って皆に示した。その時だ。

「少々、宜よろしいですか」

　冷たいとさえ見える声で、北ほう条じよう・氏うじ直なおが言った。

　……来たか。

　思うなり、氏直が言葉を重ねる。

「城主がいない城は除じよ外がい、とするのであるならば、各かく城主が揃そろった小お田だ原わら城はどうするのでしょうか。小田原城を今のリストに追加する際、各城主の分、戦せん闘とう回数を追加しますか」

「小田原城の城主は貴女あなたさ、北ほう条じよう・氏直」

　おお、僕は歴史上の人物となる人と、話をしている。凄すごいや！　と思いながら、ネシンバラは言葉を進めた。

「小田原城を追加しても、戦闘回数は、貴女の分しか増えない。──一回だけだ」
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　ネシンバラは言葉を送り、内ない心しんで自分の方針を固めた。

　……測らないとね。

　どのくらい、この北条・氏直が〝理り想そうを追う人〟なのか。

　それとも、真ま逆ぎやくの〝現実を追う人〟であるのかどうか。

　それはつまり、

　……北条・氏直が、この戦争権けん益えきを、どれだけ欲するかという事だ。

　もし彼女が理想を追うならば、滅ぶ北条よりも関かん東とう解放を優ゆう先せんする為ため、小田原征せい伐ばつは戦闘回数少なめで行こうとするだろう。

　だが、もし彼女が現実的ならば、滅ぶ北条を関東解放よりも優先し、小田原征伐の戦闘回数を多めにしようとするだろう。

　どちらだろうか。

　その天てん秤びんを、ここで測っておきたい。

　だから、強ごう引いんに削った。

　ここで反発がなければ、相手は理想主義だと思う。それもこちらにベタ寄りだ。

・貧従士：『でもこれ、削り過ぎじゃないですか』

・〇べ屋：『うん、幾いくらこっち寄りでも、流石さすがに反はん発ぱつ来る削けずり方だよね。ラストの方でこっち優勢になってからやるならいいけど、考え無しだとここから捲まくられるパターンかなあ』

・●　画：『後あと先さき考えてんの？　正まさ純ずみ』

・未熟者：『僕に振れよ僕に!!』

　言われて見ると、確かにちょっとやり過ぎた気もする。

　だがまあ、やってしまった事は仕方ない。そう思おう。

　……大だい事じなのは開き直りだね！

　そう心の中で強く呟つぶやき、ネシンバラは問うた。

「小お田だ原わら城じようを含めて、七回戦。それでどうだい？」

　問うた先、氏うじ直なおが軽く顔を上げた。目は伏せたままだが、彼女は明らかにこちらを知ち覚かくし、

「一つ、いいでしょうか」

「何だい？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と氏直が頷うなずく。そして彼女は、口を開いた。

「歴史再さい現げんにおける武ぶ将しようとの嚙かみ合いは、どうしますか？」
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　氏直は言った。

「松まつ平だいら勢ぜいは、小田原征せい伐ばつに参加しました。その際、松平四し天てん王のうと呼ばれる者達が多くの城しろ攻ぜめに参加し、攻こう略りやくを行っています。

　──歴史再現を考えた場合、貴方あなた達たち松平勢は、まず、そういった〝自じ勢せい力りよくの歴史再現〟を行わなければなりません。それは城の規き模ぼや城じよう主しゆの有う無むを除いて、です」

　さて、と氏直は話題を転換する。

「とりあえず、松平勢が大きく関かん与よした城を挙げましょうか」

　表示枠サインフレームを、氏直は軽く叩たたく。

「まず、初めの前ぜん哨しよう戦せん」





・足あし柄がら城・鷹たかノ巣す城・山やま中なか城






　三つだ。
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・あさま：『あれ？　ネシンバラ君が挙げたのと、数は変わりないですね』

・俺　　：『元はどんなだっけ？』

・銀　狼：『ええと、元はこうですわ。流れも示しますわね？』





元の形　　：山やま中なか城じよう・鷹たかノ巣す城・足あし柄がら城・韮にら山やま城・下しも田だ城
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書記訂正案：「城の規き模ぼや城じよう主しゆの意味によって採用する」

　　　　　：山中城・韮山城・下田城
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北条訂正案：「松まつ平だいら勢ぜいの関与によって採用する」

　　　　　：山中城、足柄城・鷹ノ巣城






　──というところですわね』

・金マル：『わあお、山中城、大だい人にん気き』

・●　画：『だけどこの訂てい正せい案あんが、後の支し城じよう関係に回ったらどうなるの？』

・ベ　ル：『あ、う、うじ直なおさん、動く、よ？』
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　氏うじ直なおは、自分が今いま挙げた三つの城の名前を見た。

　……随ずい分ぶんと、世せ話わになった場所です。

　歴史再さい現げんゆえ、建物は確かに存在している。それは〝城〟ではないものもあるが、解かい釈しやくとしては〝城〟なのだ。

　それらを今、自分は、北ほう条じようから切り取るようにして駆かけ引きの道具と化す。

　随ずい分ぶんと感かん傷しよう的てきになったものです、と、そんな事を感じながら、氏直は言った。

「まずは、三つですね」

　数から言えば、先さき程ほど武蔵むさしの書しよ記きが挙げたものと変わらない。

　ただ、城が、大きめのものから小さな番ばん城じようへと変わっている。

　規き模ぼとしては小さくなるため、戦争としては縮しゆく小しよう傾向にもみえるだろう。

　それは違う。

　……差さ異いの証しよう明めい、行きましょうか。

「では、残りの支し城じようと、その周辺の諸しよ城じようについてです」

　同どう様ようのフィルタを掛ける。

「松平勢の関かん与よが大きいのは──」





・津つ久く井い城・玉たま縄なわ城・江え戸ど城・小こ金がね城・土と気け城・臼うす井い城・本ほん佐さ倉くら城・岩いわ槻つき城・鉢はち形がた城






　氏直は、城を絞しぼった。だが、その数は、

「──九。先さき程ほどの三さん城じようを入れると、十二となりますね」

　これが松まつ平だいらを基き礎そとした時の本ほん命めいだ。

「歴史再さい現げん。そのルール上、松平勢ぜいはこれらの城をクリアしなければなりません。

　さて、どのように相あい対たい戦せんを行いますか？」
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　来たなあ、とネシンバラは思った。

「とりあえず言葉の勝負で行こう、北ほう条じよう・氏うじ直なお」

　ネシンバラは言って、氏直の表示枠サインフレームを指さした。

「虚きよ偽ぎとまでは言わないが、少し、そちらに酷ひどく偏かたよった見方があるね」

「それは、何です」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とネシンバラは頷うなずいた。

「考えてみてくれ。別に、北条が追い詰められる小お田だ原わら征せい伐ばつは、松平勢と北条だけでやっていた訳わけじゃない。戦国最さい強きよう軍ぐん団だんとなった羽は柴しば勢だっているんだ。──それなのに、何な故ぜ、君は松平勢にだけ、破は滅めつの歴史再現を強きよう要ようする？」

　言葉を作って、ネシンバラは右の中なか指ゆびで眼鏡めがねを持ち上げた。そして腰で身体からだを右にスライドさせ、右に半歩踏ふみ込んでから顔を五ご指しで隠かくし、

「──さて」
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・●　画：『…………』

・あずま：『え？　何？　今の』

・金マル：『…………』

・ベ　ル：『えっ？　……えっ？』

・貧従士：『ああ、鈴すずさん、意味の無い動きは混乱しますよね。知ち覚かくの想そう定てい外がいな訳で……』

・副会長：『おい、ネシンバラ』

・未熟者：『何だい？　今、相手を追い詰めているんだからさ』
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　……大だい丈じよう夫ぶなのか……。

　正まさ純ずみは、鈍にぶい汗あせを搔かきながら、そう思った。何しろ、

　……どう考えても、今、追い詰めてないよな……？

　追い詰めているという行動も、根こん拠きよも、どう見たって今は無いだろう。

　だが、この同どう人じん作家には世界がどう見えているのか。正直、知っておいた方が後の安全のためにも必要な気がするが、キツイ現実を見てしまうのでやめておけと、そんな心の警けい報ほうもかなり強い。

　どうしたものか。

　だが、そう思っているこちらの眼がん前ぜん、ネシンバラが身み構がまえて言った。

「一つ言いたい」

　顔を覆おおっていた手を、ネシンバラが手首のスナップで前に振る。

「もしも僕達に暗あん黒こくの歴史再さい現げんを要求するなら、羽は柴しば側にもそれを粛しゆく々しゆくとすべきだろう。

　そうでなければ、君達の言っている事は、蔑さげすま……、むべき虚きよ偽ぎだ」

　……嚙かむな!!

　向こう、同じ事を思ったのか。無む言ごんの伊だ達て家け副ふく長ちようがウルキアガに半はん目めの横よこ目めを向けた。

　対するウルキアガが視線を向け、お互いは頷うなずく。

　それで終わりであった。

　……落ち着いているな。

　伊達家副長なりの慣れ方と言うべきか。

　諦あきらめがついている気もするが、まあ、そんなところだろう。

　だが、今は身み内うちの刺し合いの時間ではない。北ほう条じようの反応を待つ時間だ。

「さあ」

　ネシンバラが、右の手を捻ひねりながら前に振った。パワーが溜たまっているとでも言うのだろうか。大だい丈じよう夫ぶか。

　しかしうちの書しよ記きは、一ひと息いきを入れ、こう言った。

「羽柴への歴史再現請せい求きゆうの用意は？」





●






　正まさ純ずみは、氏うじ直なおの返答に心を構えた。

　否定が来る。必ず来る。

　何しろ北条は、関かん東とう解放を目的として掲かかげているし、それに羽柴を介かい入にゆうさせないために今回の毛もう利り参さん戦せんなどを行ったのだ。だから、羽柴の介入を自ら望む筈もない。

　……では、どう来る。

　それに対し、ネシンバラがどう反応するかも気を付けねばならない。

　……さっきからこの男は挙きよ動どう不ふ審しんだしな……。

　ここは冷静な自分が、場をどうにか収めねばならない部分もあろう。あ、このトマトのフライ、ソースを合わせると美う味まいなあ……。

・貧従士：『副ふく会長、観かん戦せんモードになってませんか？』

・月　輪：『ま──？』

・副会長：『ああ、ツキノワ、大だい丈じよう夫ぶだ。艦かん戦せんじゃない』

・約全員：『何をいつも教えてるんだよ！』

　あまり気にするな。

　ともあれ、という空気の中、北ほう条じよう・氏うじ直なおが、こちらに顔を上げた。

「成なる程ほど」

　Ｔｅｓテスタメント．、とつけて、氏直が頷うなずいた。

　そして彼女は、こう言ったのだ。

「では、羽は柴しば側にも要求するとしましょう」
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　良い度ど胸きようだ、と、今の氏直の言葉を判はん断だんした女がいる。

　毛もう利り・輝てる元もとだ。

　腕を組み、内ない心しんで口くち笛ぶえを吹く勢いの評ひよう価か。それは、

　……意い地じ、張るじゃねえか。

　どう考えてもブラフだ。

　ここで羽柴を呼べば何もかもが台だい無なしになる。

　それは、〝この女〟の望みでは無い。

　だけどよ、と輝元は、頰ほおの奥で歯を嚙かんだ。

　……援えん護ごしてやるよ、北条。

　そう思い、輝元は言った。

「後がねえんだもんな。──そういう判断だって充分あるさ」
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　正まさ純ずみは、輝元の方に振り向かなかった。

　相手が、プレッシャーを掛けに来た事が解わかったからだ。

　……しかも、毛利としては意味の無いプレッシャーだ……！

　何を考えている、というのがこちらの本ほん音ねだ。何しろ、北条の言葉に説せつ得とく力りよくを与える事でこっちに重じゆう圧あつを掛けてはいるが、それで毛利が得るものは何も無いのだ。

　意い気きに感ず、というところだろう。

　だが、今は国家の話し合いだ。それなのに、私し情じようで他国を応おう援えんするなど。

　……それを咎とがめたこっちが、後々で厳きびしくなるなど、考えてもいないだろう！

・ウキー：『これはアレだな。……プロ式レスリングだな』

・十ＺＯ：『相手の技と力を全部出ださせる、というヤツで御ご座ざるな？』

・傷有り：『ああ、シェイクスピアの〝アントニーとクレオパトラ〟ですね』

・十ＺＯ：『おお、メアリ殿どの、ストロングスタイルで御ご座ざるな』

　全く解わからん。

　だが、北ほう条じようは言う。

「──こちらの手て勢ぜいには、P. A. Odaの陣じん営えいもおります。彼らを伝つ手てに、羽は柴しばへと連れん絡らくをとりましょう。それによって、私が提てい示じした城の数を通してくれるのですね？」

　来た、と正まさ純ずみは思った。いつの間にか目の前に立っているネシンバラの背を見て、

　……いざとなったら私が出るか。

　副ふく会長権けん限げんだ。

　書しよ記きよりも上の役にいる自分が、「今のは書記の戯ざれ言ごとだ」としてネシンバラの言葉を全部撤てつ回かいする。

　ネシンバラの国こく際さい的てき評ひよう価かは一いつ切さい無くなるが、仕方ない。変な小説書かいてるしな。シェイクスピアが何とかするだろう。それで合ってる筈はずだ。

　……だが、どうする？

　正純は、ネシンバラの背中越ごしに、北条・氏うじ直なおを見た。

　濃い肌はだをした、黒くろ髪かみ。角つの有りの自じ動どう人形。濃いとしか言いようが無いキャラだが、それとは別で、攻め方はストレートだ。

「──どうします？」

　氏直が問うてきた。

「羽柴に連絡をとれば、いいのですね？」

　彼女の確かく認にん。それに対し、正純は一つの答えを聞いた。

　ネシンバラだ。

　目の前にある彼の背中が、氏直の台詞せりふに対し、一つの反応をしたのだ。

「そうじゃあないだろう」

　言った。

「それが北条・氏直のする事かい？」
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　ネシンバラは言った。

「北条・氏直。──君は、僕達に歴史再さい現げんを迫ろうとしているね」

「Ｔｅｓテスタメント．、小お田だ原わら征せい伐ばつ自体が、歴史再現です。それに準じる事に何か問題が？」

「だったら、決まりだ」

　ネシンバラは、一いち度ど頭を振った。そして右の手を広げ、虚こ空くうを搔かいた。

　その腕で、彼は自分の顔の周囲をつるりと撫なで、

「君は僕に勝てない」

　ノってきた、とネシンバラは思った。今、手元に開くのは、幾いくつかの表示枠サインフレームだ。

　……やる事が多いけど、手は打つだけ打っておこう。

「いいかい」

　ネシンバラは、また幾つかの表示枠を自分で呼び出しながら、こう言った。

「これから、君が僕に勝てない事を証しよう明めいする」
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「は……？」

　と、工事現げん場ばの空に落ちた声は、疑問詞しだった。

　止まる足音は吊つり橋の上。そこにたたずんだのは、義よし康やすだ。

　彼女は、夏の夕日を真まっ正しよう面めんに浴びながら、手て元もとに来た表示枠を見ている。

　朱あけの光が明るいため、表示枠はよく見み透すかせない。だから彼女は、夕日に敢あえてそれを翳かざし、逆ぎやつ光こうとして文字を読む。

　書かれている内容は、短いものだ。だが、そこにあるのは、

「ちょっと待て……！」

　槌つちの音が一つ響ひびいた中で、義康は髪かみを搔かき上げた。

　額ひたいに浮いた汗あせを拭ぬぐい、彼女は前を、武蔵むさし野のの右う舷げんを見る。

「……ちゃんと副ふく会長の許可を得ているんだろうな!?　武蔵むさし書しよ記き！」
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　背後で本ほん多だ・正まさ純ずみが身動きした事を、ネシンバラは悟さとった。

　彼女は今、白しろ身み魚ざかなのフライをレモンで食う振りをしているようだが、実際は違う筈はずだ。

　表示枠を開き、連れん絡らくをとっている。それも、こちらの指し示じ通りに、だ。

　いずれ力を発はつ揮きする仕込み。

　ここから先において、必要になるだろうと思っていたが、今、それが生じてくるとは。

　……ともあれ、頼む。

・未熟者：『ちょっと協力してくれ。いいかい？』

・副会長：『せざるを得ないだろ。今からだと』

　すまないね、とは言わない。勝利のために必要なのだ。

　……いいなあ。

　友情と勝利。そして努力は、今までの積み重ねが全てだ。

　あとは、そこに導く主人公こうがいればいい。

　……すまない。

　ネシンバラは、目の前に浮いている走狗マウスの頭を軽く叩たたいた。

　びっくりして振り向く走狗マウスは、ミチザネと言う。

　天てん神じん道みち真ざね。雷かみなりの神であり、文学の神でもある。そんな存在を模もしたものとはいえ、極きよく東とうの文化では模も造ぞうは本ほん物ものの代だい役やくでもある。

　何が代わりで、何が本物か。この会議の席には相応ふさわしい題だい材ざいだと、そんな事を思いながら、ネシンバラは道真に言う。

「すまないね」

　僕のような男が、ここで主人公こうだ。

　道真にはすまない。だが、

　……攻めるとするか。

　ネシンバラは言った。

「歴史再さい現げんの、退たい屈くつな話をしよう」
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　氏うじ直なおは、武蔵むさし書しよ記きの声を聞いた。

「北ほう条じよう・氏直には、幾いくつかの歴史再現があるね」

　それは当然だ。

　何しろ、関かん東とうの覇はを謳うたった事もある北条は、戦せん国ごく時代のメジャー大だい名みようだ。歴史関係の話題には事欠かない。しかし、

「その中でも、節ふし目めのものとしてあるのは、やはり小お田だ原わら征せい伐ばつと、その近辺のものだ」

「それが何か？」

　武蔵書記が狙ねらっているのは、挑ちよう発はつだろうか。

　意い図とが解わからない事に対しては、問うに限る。それも、

「私の幾つかの決断を挙げ連つらね、揚あげ足あしを取るのですね？」

　問いかけは、条件を狭める能力を持った言葉だ。

　反はん論ろんが無ければ、相手の言う事はこちらの問い掛け通りだと、そうする事も出来る。

　そんな、箸はしで[image: ]ついばむような言葉を、氏直は正面に投げかける。

「私の終わりに向かっての歴史を持ち出し、ここで私を追い詰めよう、と？」

　狭めた。

　だが、投じた台詞せりふに対し、ある言葉が来た。

「そうじゃないだろ」

　まただ。

　再度となる言葉を、相手はこちらに送って来た。そして、

「北条・氏直は、苦労人だ。──北条家けの君くん主しゆでありながら、父達によって傀かい儡らいのような扱いを受け、そしてその呪じゆ縛ばくを逃のがれたと思えば、すぐに小田原征伐なんだから」

　そうだなあ！　と後ろで叔お父じが笑うが、気にしない。

　いつでも殺せる相手だ。身み内うちなので容よう赦しやもしなくていい。だから気にしない。

　しかし、眼がん前ぜんの相手の言葉は、少々気きに掛かる。

　……面めん倒どうな。

　こちらを語られるのは、気持ちが悪い。

　自分が今までしてきた苦労を解わかる者など、いないのだ。その初期を知る人以外は。

　ならば、と氏直は思った。

「解ったような事を言いますね」

「歴史書を読んでいるからね」

　相手は言った。顔に手を翳かざし、何な故ぜか人ひと差さし指ゆびを真まっ直すぐ下に落としながら、

「君は、僕の好きな歴史の真ま似ね事ごとでしかないと、そう思わせないでくれよ？」

「どういう意味です？」

「これから君を計る」

　向こう。武蔵むさし総そう長ちようの姉が、浅あさ間ま神じん社じや代表の胸を両の五ご指しで摑つかんだ。

「計けい測そく！　計測よ！　語ご調ちようから言ってオパイに似てるわよね！　ほら、計測！　オパイ！　誰だれよ似てるなんて言ったの！　いいセンスしてるわね！　ほら来なさいミトツダイラ！」

「会議中ですのよ──！」

　だったら大声出さない方がいいのでは。

　……ですが、疑問ですね。

「私の、何を計ると？」

　問うた先、武蔵書しよ記きが頷うなずいた。

「それは僕が見通す事じゃない。──僕は、繫つなげるだけだ」
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　森の底は、既すでに夜の暗さを持っていた。

　背後には航こう空くう艦かんの着ちやく水すいした湖みずうみ。そして正面には、

「諏す訪わ神社か」

　ノリキの声が響ひびく先、明かりに照らされているのは広い階段だ。そしてその奥、森の向こうに見えるのは、夕日の逆ぎやつ光こうに浮かび上がる黒い屋根だった。

　目の前の大通り。それを渡れば神社に至る。だが、

「営業時間は大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　通りの、湖側がわにある枕まくら木ぎ歩道に立つノリキは、諏訪の方を指さしながら後ろに振り向いた。

　着水した輸ゆ送そう艦かんの方、自分と艦の間あいだ辺りに大ひろが居る。彼女は桟さん橋ばしの上で、表示枠サインフレームに周囲の風景を撮さつ影えいしながら、

「夜九時までならやってるよー。やっぱり遠くからの人もいるからね。──あ、でも、神じん社じや内に泊とまり込みは出来ないから。今夜は輸ゆ送そう艦かんに泊まり」

「食事は？」

「定時に来れば出るよ」

　有あり難がたい、と言って、ノリキは神社に向かって歩き出す。

　後ろ、大ひろが笑って、

「気が早いね！　皆には私……、ボクから言っておくけど、夕食は七時だよ!?」

「受付と術じゆつ式しきの企き画かく登とう録ろく、それと〝睦月むつき〟の預けだけでも済ませてくる」

　ノリキは必要な証しよう文もんの書かれた表示枠を翳かざした。

「あ、──あとだな」

「え？　なあに？」

　表示枠を軽い右手のスナップで叩たたいて壊こわし、ノリキは言った。

「気は早くない。未み練れんがましさに虚きよ勢せいを張っていたせいでな」

　戻す右手の先、光の欠片かけらが散っていく。

　その光に振り向きもせず、彼は前に出て、

「繫つなげようと、見苦しく今思う」
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「──さあ、繫げよう」

　ネシンバラは言った。両手を広げ、表示枠を自分で呼び出し、こう言った。

　表示枠は、手書きの飾り枠わくが付けてある。闇やみの力を増大させるであろう紋もん章しようだ。効果があるかどうかは知らない。否いな、あったら危ないじゃないか。あるかどうかが大事なんだよ。

　その紋章。上側に火が踊おどるような文字で〝DEMON〟とあるが、僕はなかなか字が上う手まい。

　……いけるじゃあないか。

　心しん底そこから、何が行けるのかは解わからないが、そう思う。そして、

「北ほう条じよう・氏うじ直なお」

　ネシンバラは、表示枠の向こうに相手を捉とらえ、台詞せりふを送る。

「実のところ、聖せい譜ふ記き述じゆつに拠よれば、──小お田だ原わら征せい伐ばつが起きる前、北条・氏直は自分と羽は柴しばの行き違いを正そうとして、羽柴に連れん絡らくを取ろうとしている」

　北条・氏直は、表情を動かさない。

　彼女の不ふ動どうを見たネシンバラは、こう思う。

　……無む反応が武ぶ器きの人だな。

　だがこれは、後ろのヅカ本ほん多だ君や、相手にとっては、解りやすい交こう渉しようなのだ。

　お互いの空気を読み、的てき確かくな言葉を送ったり、差し引きをしていく。そういう場所なのだ。

　ゆえに、今、自分の方では、北ほう条じよう・氏うじ直なおの無む言ごんと無反応に意味を感じ、それなりの対たい処しよをしていくべきなのだろう。

　しかし自分は、そういうのが苦にが手てだ。

　……その場合、さて、どうしていくか。

　歴史上の人物となる相手。そんな存在に対し、歴史的決けつ断だんを迫る己おのれを自覚しながら、ネシンバラは言う。

「──しかし、羽は柴しばは既すでに北条を潰つぶすつもりで動いていた。北条・氏直は、羽柴の側そつ近きんに頼み込んだが、それは届かず、ある人物に救いを求めた」

　その人物は、

「──松まつ平だいら・元もと信のぶだ」





●






　ネシンバラは、表示枠サインフレームを上げた。

　相手を見み据すえ、ただただ彼は、言葉を作る。

「北条・氏直は、松平へと救いを求めた。羽柴への仲ちゆう介かいをして欲しいと。

　だがその時、松平はもう羽柴の元へと行っていて、小お田だ原わら征せい伐ばつの用意を了りよう承しようしていた」

　全く、とネシンバラは呟つぶやいた。

「通つう神しん手段があれば、小田原征伐は起きずに済んだだろう」

　ネシンバラは相手を見る。

　無む表情と無言の北条・氏直を正面に捉とらえ、ネシンバラは言葉を続けた。

「さて」

　右手を振る。

　右手に追つい随ずいして表示枠が一気に動いたが、動どう揺ようしなければそういうものだと言い通せる。

　だからそうした。

　そしてネシンバラは、気付かれないようにゆっくりと手を戻し、

「──ここで君が羽柴に連れん絡らくを取るとしたら、その内容は羽柴を引き寄せるものであってはならない。羽柴に、全ては間違いだから来ないでくれと懇こん願がんしなければならない」

　言って、ネシンバラは左手で足あし下もとを指さした。

「しかし、それは羽柴に届かない。届いてはならない。──この意味が解るかい？」

　相手は無言だ。だが、ネシンバラは告げた。

「それが歴史再さい現げんとして、正しい姿すがただからだ」

　一息。

「羽柴を呼べない以上、羽柴に関して、君の方に発言権けんは無い。

　言っただろう？　〝羽は柴しばへの歴史再さい現げん請せい求きゆうの用意は？〟と。

　しかし、君にある訳わけが無い。出来る訳も無い。だから僕は言う。

　──羽柴の関かん与よした城を、代表戦せんの数として計上する事は出来ないと。

　つまり僕達は、北ほう条じようと松まつ平だいら勢ぜいで戦争をしなければならないのさ。

　ネシンバラは、言いながら右手を振った。今度は表示枠サインフレームが追つい随ずいしないようにしている。だから彼は安心して半はん身みのポーズを決め、

「相あい対たい戦の城しろ数かず。つまり先に決めた前ぜん哨しよう戦せんとしての三城じようと、本戦の三城。





　・前哨戦：山やま中なか城・韮にら山やま城・下しも田だ城

　・本　戦：松まつ井い田だ城・津つ久く井い城・鉢はち形がた城






　この六城に小お田だ原わら城を追加して計けい七城──これらを代表戦の数とさせて貰もらう」

　言った先。北条・氏うじ直なおが動いた。

　目を鋭くしたネシンバラの視線の先。夏服姿すがたの相手が、静かに頷うなずいた。

「Ｔｅｓテスタメント．、解わかりました」

　北条・氏直は、表示枠を開いてこう言った。

「──羽柴に連れん絡らくをつけましょう」







[image: 第三十五章『路上会議の背理者』]
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　正まさ純ずみは、北ほう条じよう・氏うじ直なおの言葉に反応が出来なかった。

　……羽は柴しばに連れん絡らくをつける？

　羽柴に連絡をする。北条はそう言ったのだ。

　だが、どうするのか。

　……歴史再さい現げんのルールから、それは外れるぞ!?

　先さき程ほど、北条は歴史再現のルール遵じゆん守しゆを述べたばかりではないか。それをもって、ネシンバラが歴史再現に則のつとった北条の封じ込めを行ったのだ。だが、

「────」

　眼がん前ぜんにて、右手が挙がった。

　ネシンバラだ。

　制せい止しの合あい図ずとしての右手だ。こちらに対し、黙だまっていろという手の動き。

　その手に表示枠サインフレームがついて来ているが、ツッコむべきだろうか。それとも、

　……あ、そうか。

　どう言うべきか。言葉の選び方に正純は気付いて、こう告げた。

「大だい丈じよう夫ぶか」

・賢姉様：『頭？』

・副会長：『状況だよ！』

　だが、目の前にて、右の手が降りた。

　ネシンバラが背を正し、相手を見み据すえる構えをとり直す。そして、

「ヅカ本ほん多だ君。心配させて済まないね」

「どうする？」

　手助けはいるかと、そんな問いだ。するとネシンバラは小さく頷うなずき、

「フ、……今はまだ、君は傷を癒いやしてパワーを溜ためておくべきだよ」

・金マル：『……あれ？　セージュン、怪け我がしてたっけ？』

・副会長：『私が聞きたい……』

　どうやら向こうの脳のう内ないではそうなっているのだろう。

　だが、どう考えても、無む茶ちやだ。だって、

　……向こう、何を考えてるか、解わからないぞ？

　自分の発言に対し、前ぜん言げん撤てつ回かいを平気で行ってきたのだ。それの咎とがめがあろうとも、無む言ごんで受け止めたようで居て、しかし次には自分有ゆう利りの言げん動どうをしてくる。これは、

・未熟者：『──知ってるかい？　印度インドの神。最高神しんの一人であるシヴァの妻つまの事』

　しらん。大体、〝最高〟の神の〝一人〟って何だ一体。

　だが、眼がん前ぜんの背中は、悠ゆう々ゆうと思し考こうを述べる。

・未熟者：『シヴァの妻つまは二つの顔を持つ。本来はパールヴァティーと呼ばれる貞てい淑しゆくな妻だが、戦いの場では殺しを好きな残ざん忍にんな姿すがたになり、これはカーリーと呼ばれる』

・副会長：『裏と表おもての考え方か？』

・未熟者：『ヨーガの考え方だろうね』

　更さらにしらん。向こう、馬ば鹿かがクロスユナイトと二人で、

「印度インドって言ったらゲーム会社のアレだろ。点てん蔵ぞう憶おぼえてっか。ＣＭでヨーガ～、とかいうヤツ。中ちゆう等とう部ぶの時にヨガドライブとか持ってるやついたなあ」

「御お広ひろ敷しき殿どのが、小しよう等とう部ぶの時に一人でヨガマスターシステム派で孤こ立りつして御ご座ざったな」

「いいんですよ！　小しよう生せい、今はヨガサターンですから！」

　全くわからん。まあヨガが凄すごい事は解わかった。だが、

・未熟者：『この交こう渉しよう相手、そういうタイプだね』

　そうなのか、と、正まさ純ずみはカーリーについて通神帯メールで検けん索さくしてみた。


《カーリー：パールヴァティーの憤ふん怒ぬ版ばん：残ざん忍にんで舌した出だして踊って殺す。踊ると大地が壊こわれるので、旦那だんなが仕方なく下で踏み台になる。つまり旦那ちょうつよーい》



　精せい一いつ杯ぱい明るく書いてる横で、水すい墨ぼく画がによる大量殺さつ戮りくシーンがあってどうしたものか。

　だが、確かにこの相手は、静かな豹ひよう変へんをする。

　ゆえに正純は思った。どうする、と。

　……どうする気だ。ネシンバラ。

　思うなり、眼がん前ぜんの背が言った。

「何な故ぜだい？」

　彼は北ほう条じよう・氏うじ直なおに問い掛ける。

「何故、そこまで、こちらに我がを通そうとする？」

　……そうとも。

　ネシンバラの疑問に、正純は内ない心しんで頷うなずいた。

　すると、北条・氏直が、一つの反応を見せた。

　口を開き、それを止め、

「…………」

　小さな笑えみを、目め元もとと口くち元もとに許したのだ。
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　鈴すずは、鼓こ動どうを詰めた。

　……え？

　北条・氏直の表情。自分が知覚したものに、身み震ぶるいを得たのだ。

　鈴すずはものを見る事が出来ない。周囲を、人を、何もかもを知覚して生きている。

　無む論ろん、鈴には、感情が知覚出来ない。

　色と同様に、相手の心が知覚出来ない事を、鈴は自分の不足に思った事がある。目が見えない代わりに、別のものがどうして知覚出来ないのだろう、と。だけど、

　……ん。

　ある時、教えて貰もらったのだ。自分は、感情が起こすものを知覚出来ると。吐と息いきや発熱、表面的な表情の動きや、場合によっては鼓こ動どうや、微かすかな動どう揺ようの動どう作さだって読み取れるのだ。

　そして今、二つの感情が鈴には知覚出来ていた。

　一つは、北ほう条じよう・氏うじ直なおから自分に届いてきたものだ。

　小さな感情だった。

　本当に、口くち端はに上がっただけのような、微び細さいなもの。

　だが、その対ついとなるように、現在、皆からも届いてきたものがあった。

「────」

　戦せん慄りつだった。

　恐れ、警けい戒かいし、身み構がまえるための感情。

　しかし、鈴は思った。

　……どういう、事？

　皆が息を詰めている。輝てる元もとですらも、息を殺して場に向き合う状態となっているのに、

　……どういう事……？

　鈴は思った。何な故ぜなら、

　……氏うじ直なおさん、喜んでる、よ？

　残ざん忍にんな感情は無い。後ろ暗いところも無い。ただただ、子供が、遊び疲れて家に帰った時に作るような笑えみ。

　そんな笑みを得た彼女は、ただただ、身から力を抜き、

「…………」

　口端と目め元もとに浮かべた笑みで、軽く俯うつむいた。

　その動きは、まるで喜びに泣く涙を隠かくすようで、

　……あの。

　鈴は、何故か彼女に呼びかけようと思った。

　どうしたの？

　何か、嬉うれしい事があったの？

　……それとも。

　鈴はこう思った。何か、嫌な事が無くなったの？　と。

　次の瞬しゆん間かん。氏直が告げた。

「──羽は柴しばに連れん絡らくをとります」

　笑えみを秘ひめた声だった。威おどしも、躊躇ためらいも、暗さも無い。まるで注文を取るような気軽さで、氏うじ直なおがこちらに言葉を送る。

「それでいいのですね」

　うん、と鈴すずは言いかけた。しかし、

「不可能だね」

　ネシンバラの声に、鈴は身をすくめた。

　……いけないいけない。

　伊だ達ての時と違って、自分は今回、交こう渉しよう役ではないのだ。

　そして鈴は、笑みの声を聞いた。それは、北ほう条じよう・氏直の嬉うれしそうな声で、

「不可能？」

　羽柴への連絡を、彼女が行う事だ。

　それについて、氏直はこう言った。

「──出来ると、そう思っていますとも」
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　正まさ純ずみは危険を感じた。

　……捨て鉢ばちだ。

　北条の戦せん術じゆつが読めた。それも確定レベルで、だ。

　……彼女は何も恐れていない。

　歴史再さい現げんも、聖せい連れんも、自分の運命も、羽柴も何も、恐れていない。

　ただ、自分の意思が通れば良い。何な故ぜなら、

「そうだそうだ、そうだよなあ！　氏直！　──北条の意を最後は通さねばな！」

　彼女の背後、自じ動どう人形の叔お父じが頷うなずく。振った顔の横、耳から白い煙を出しつつ、

「既すでに滅びが決まっている我々、もはや何も恐れる事は無い。

　交こう渉しようが失敗したところで、痛むものは何も無いのだ。そう、無いのだああ!!」

　解わかれ、という口く調ちようで、氏うじ照てるが言う。そして彼の横、フード姿すがたの長ちよう寿じゆ族ぞくである幻げん庵あんが、首を下に一つ振った。彼は串くしに刺さった黄粉きなこの白しら玉たまを口にしながら、

「──無む論ろん、今まで、権けん益えきだ何だで美う味まい汁しるを吸ったのを忘れてはおらんよ？

　だが、見苦しさを恐れなければ、〝綺き麗れいな終わり〟をしようとも思わんのさ」

　だって、と彼は言葉を続けた。

「終わっても、生きていたいのだよ」

　上うわ目め遣づかいでも無い。軽く顎あごを上げて、しかし正面から幻庵の視線がこちらを見る。

「君らは、これからも生きていく。──終わりの見えない贅ぜい沢たく者ものに、我々の焦あせりも諦あきらめも足あ搔がきも、理解出来るものではないだろうし、もしそのような素そ振ぶりを見せたら、それこそ存分に集たかってしゃぶり尽くすとも」

　ほら、と彼は言った。

「餓が鬼きというあれ、あるだろう？　──この印度インドが発はつ祥しようだよ、あれは」

　くく、という笑いを、幻げん庵あんは作った。身を震わせ、

「我々は君達とは行けない。北ほう条じようは終わるのだ。里さと見みや、伊だ達てや、上うえ杉すぎなどとも違う。

　関せきヶ原はらより先に、この関かん東とう南部八国を治めた北条は消えるのだ」

　つまり、

「君達が今行っている会議。殊こと、我々については、やるだけ無む駄だとも言える。

　こっちはそのつもりだよ……？」

　そうだろうな、と正まさ純ずみは思った。

　一つ、この北条という国が、今まで自分達が相あい対たいしてきた国とは違う部分。

　それは、この国が、これからすぐに消えてしまうという事だ。

　小お田だ原わら征せい伐ばつは、北条が消える戦い。その戦いの意味を、今ここで作ろうというのだ。

　……厄やつ介かいだ。

　北条が捨て鉢ばちになるのも解わかれば、城の数にこだわるのも解る。

　彼女にとって、城の数は、単なる〝数〟ではない。

　そこに住み、支えてきた人々と歴史。

　それがどれだけの意味を持っていたかを、今ここで計り、結果にしなければならないのだ。

　北条の歴史と価か値ちを、彼女は、支し配はい八国に住んでいた人々に見せねばならないのだ。

　北条という国の大だい清せい算さん。

　これが、北条の最終当とう主しゆである彼女に課せられた最大の仕事だ。

　……だとしたら──。

　正純は思った。

　関東解放を望む彼女とは、つまりその終わりを見み据すえた後の彼女なのだろう、と。
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　……マズイな。

　正純は内ない心しんで焦あせりを自覚する。

　ここまで。今日きようの昼過すぎの会議もだが、IZUMOでのやりとりなども含め、北条はもっと冷静に自分達の行く末を見ているのだと思っていた。

　だから関東解放を掲かかげ、こちらに協力を申し出てきたのだと。

　だが、そうではなかった。

　思い当たる節ふしはある。何な故ぜなら、

「────」

　毛もう利りを関東に招いた事がそうだ。

　P. A. Odaの滝たき川がわ達を引き込んだ事もそうだ。

　そして彼らを用い、こちらに戦争を仕掛けようとしていた事も、全てそうだ。

　関かん東とう解放を目的とするならば、素直にこちらに準じれば良い。

　何な故ぜ、力を用意して敵てき対たいを望んだのか。

　毛利は、松まつ平だいらの権けん限げんを得ようという目的があった。だが、北ほう条じようは違った。

　……しくじった。

　何故、そういう〝欲〟があるのが、毛利だけだと錯さつ覚かくした。

　北ほう条じようだって同じだ。

　関かん東とう解放という言葉に、北条の真しん意いを見み誤あやまったと、そう言える。更さらには、

　……しまった……！

　目の前に居る交こう渉しよう役、ネシンバラが問題だ。

　何故なら彼は、氏うじ直なおと数の勝負をしに出てきたのだ。己おのれが持ち得る歴史の知識を用い、北条と城の数を上下するために出場している。

　しかし、今の現場は、方向性が違う。

　城の数や、そのための駆かけ引きは、上うわ辺べだけのものでしかない。

「おい」

　ネシンバラ、と、正まさ純ずみは声を掛けようとした。

　直後に、笑えみの声が聞こえた。

「羽は柴しばに連れん絡らくを取る方法はあります」

　氏直が、こちらの声を遮しや断だんするように言った。

「P. A. Odaの滝川を通し、呼べばいいのです」
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　北条が、放り投げるように送った言葉に、輝てる元もとは感かん嘆たんした。

　……そういう事か。

　そういう事だ。

　北条が、滝川を飲んで動いていたのは、単に戦力を増やすためではない。

　連絡役だ。

　無む論ろん、通つう神しんが可能な現代において、連絡役という機き能のうはほぼあり得ないと言っていい。

　だが、国家間かんにおいて、唯ゆい一いつ、それが機能を発はつ揮きする状況がある。

　政治的、戦せん事じ的てき、そして歴史再さい現げんによって国の目と耳を封じられた時だ。

　そういう時、連絡役が、政治の力や実力で、その封ふう鎖さを突とつ破ぱする。

　北ほう条じようにとっての滝たき川がわは、そういう役に成り得るのだ。だが、

「それは、無む理りだろう」

　武蔵むさしの書しよ記きが、ゆっくりと言った。

「滝川が籠ろう城じようした蟹かに江え城じようには、やはり羽は柴しばの救きゆう援えんは届かなかった。

　君達が滝川を通じて救援を呼んでも、羽柴はここに来ないよ」

　封じた。

　今の言葉で、武蔵の書記は北条の動きを封じた。それも歴史再さい現げんとして、だ。

　だが、輝てる元もとは、こう思った。

　……馬ば鹿か。そうじゃねえよ。

　解わかってない。残念ながら、まだ解ってない。

　北条は、今、そういうキャラじゃあないのだ。

　……理り屈くつが通じる相手じゃねえんだよ。

　そうとも、と内ない心しんで頷うなずくこちらに応じるように、氏うじ直なおが言った。

「──蟹江城に救援が来ないのですね」

「そうとも。滝川に援えん護ごは来ない。だからこその籠城だ」

　成なる程ほど、と氏直が頷うなずいた。

「──小お田だ原わら征せい伐ばつには、来るかも知れませんね」

　何な故ぜなら、と彼女が言った。

「蟹江城の戦いと、小田原征伐。こちらで重ねている以上、羽柴がどちらの戦いをどう捉とらえるかは好きに出来ます。──蟹江城に救援を出せないなら、小田原征伐に〝侵しん攻こう〟の戦せん士し団だんを出す。そういう解かい釈しやくもあるでしょう」
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　強ごう引いんだ……！　とネシンバラは思った。

　二に面めん性せいというものが人間にはあり、今の北条・氏直は、表おもて向むきは冷静に装よそおいながら、攻こう撃げき的な面を全開にしている。

　だが、それでも、強引だ。

　理り屈くつが効かない。

　否いな。今の北条は、こちらが理屈で押さえ込もうとすると、理屈を上回る強引な論を持ち出してくるのだ。それも、下した準備したものを理由に、だ。

　今もそうだ。

　こちらは、自分達だけの話をしているのに、向こうは自分の抱えたP. A. Oda陣じん営えいをとっかかりにして、ここに居ない羽柴の行動を持ち出してきた。

　他国は今、関係ないというのに、だ。

　国家間かんの会議で、これはあってはならない事だ。

　おそらく、とネシンバラは心に前置きをして思った。

　……彼女の中では、これが〝論〟になっているんじゃないか？

　相手が用いているのは、偽ぎ証しようだ。

　確度が高いと、自分で思っている推すい測そくを、事実として扱う。推測は推測でしかなく、それも自分だけの論であるのに、自分で信じて疑わない事によって〝事実〟としてしまう。

　証しよう拠こがなかろうと、本当の事でなかろうと、自分が信じたら〝事実〟なのだ。

　それを用いられた場合、厄やつ介かいなのは、〝否定〟をしても相手には通じないと言う事だ。

　向こうの中では〝否定素材のない事実〟になっているため、実際の根こん拠きよがないと言っても通じない。逆に、〝事実〟を噓うそで否定しようとしていると、そんな扱いを受ける事になる。

　これは、こちらの分ぶが悪い。

　相手の事を理解して、戦せん術じゆつも解わかっていて、言葉の勝負だという自覚はある。

　だが、

　……こっちは正気なんだよね。

　向こうは、自分を信じるという点で、盲もう目もく化している。

　それは、自分だけを見つめ、全て自分の内の部分で判はん断だんするという狂きよう気きだ。

「──く」

　……くそ。

　針はりの山に触れる気分で、ネシンバラは言った。

「羽は柴しばが、こちらに戦せん士し団だんを送るという根拠は？」

「滝たき川がわは、羽柴の懇こん意いな先せん輩ぱい。彼女を見捨てる筈はずがありません」

「見捨てる筈が無いという根拠は？」

　追つい及きゆうだ。

　根拠を追って、言葉を作った。すると北ほう条じようは、相変わらずの笑えみでこう言った。

「ならば貴方あなたは、どうして見捨てると思うのですか？」
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「────」

　やられた。

　一いつ瞬しゆん。足あし下もとを掬すくわれたような気がして、ネシンバラは堪こらえた。

　いや、実際に、こちらは揚あげ足あしを取られたのだ。

　心の中に、一瞬、純じゆん粋すいな憤いきどおりが浮かんだ。

　北条の告げた台詞せりふの意い図とはよく解わかる。

　北条は〝羽柴は滝川を見捨てない〟という論を信じているのだ。こちらから見れば妄もう言げんでも、向こうにとってはそうではない。

　だからこちらの追つい及きゆうに対し、北ほう条じようは証しよう明めいを求めたのだ。

　滝たき川がわを羽は柴しばが見捨てる根こん拠きよを出して見ろ、と。それが無ければ、滝川を羽柴は見捨てない事にするぞ、と。だが、

　……そういう問題じゃないだろ!?

　だったら先にそっちが証明してくれ、と思うが、向こうは〝自分を信じている〟のだ。そして向こうは〝こちらを疑っている〟のだからタチが悪い。

　北条がこちらに向けた笑えみが、止まらない。

「さあ、理由をどうぞ」

　無む茶ちや苦く茶ちやだ。

　自分の方でも理由が無い事など、恐らく彼女は失しつ念ねんしている。

　そしてこちらが、理由を言えない事はよく解わかっている。

　自分のミスは計上せず、他人の方は都つ合ごう良よく責め立てる。その上で、

　……こっちにミスがあるから、自分は正しい、と言うつもりか。

　理り屈くつとして、正しいようで、おかしい。

　こちらが間違っていたとしても、相手が正しいという事にはならないからだ。

　だが、そういう理屈では通じない。

「理由は言えないのですね？」

「いや、そうじゃないだろ」

「そうやって逃げるのですか。──根拠無しにこちらを追い詰めておきながら、鋭いところを突かれると誤ご魔ま化かして逃げる」

「それは──」

「どうして私の質問に答えて下さらないのです？」

　問いかけに応じる事が反はん撃げきの機き会かいだと、ネシンバラはそう思った。

「そっちが出した意見に、先にこちらが問うたんだ、根拠はあるのかと！　それを逆さか手てにとって、こっちに食らいつくのはやめてくれ！」

「何を言ってるんですか」

　笑みが、言葉を嬉うれしそうに零こぼす。

「貴方あなた達は私達より上の存在。この世の覇は者しやとなる松まつ平だいら勢ぜい、武蔵むさしの艦かん。そんな存在だというのに、貴方達は自分を誤魔化して、滅びるだけの私達の質問にも答えられないのですか。

　貴方達の方が、私達よりも多くを知って、多くを摑つかんでいるでしょうに。

　答える義務があるとしたら、弱い私達より、貴方達です」

　……く！

　狂ってる、とネシンバラは言いかけて止めた。

　落ち着け。

　狂ってるのなら、既すでに内うちのクラスに何人かいる。教員含ふくめて大だい体たい全員だ。あ、向むか井い君くんは違うか。だが、変なのが自分の知る世界に一人増えたからと言って、今いま更さらここで脅きよう威いを感じる事はない。

　だけど会議の現げん場ばに狂人は駄だ目めだろ普通。

　ここで席を立って御ご破は算さんにしたっていい状況だ。しかし、

・銀　狼：『関かん東とう解放を楯たてにされてコレは、少々面めん倒どうですわね……』

　その通りだ。

　大体、ここでは関東解放の前ぜん哨しよう戦せんとして、代表戦をお互いなるべく損そん害がい無く、なあなあで進ませていく事が大だい事じだったのではないのか。

　それが、大きく話がずれて、小さい事に深くこだわるようになっている。

・〇べ屋：『ネシンバラ君、女の子理り論ろんに勝てないよねえ』

・●　画：『女同士だったらそろそろ手が出てもおかしくない時間帯たい』

・金マル：『撃うっとく？』

　……それじゃ駄だ目めだろ！

　だが、どうしたらいい。

　完全に、狭く深い部分に嵌はまってしまった。向こうはもう、好こう機きとばかりにこちらに食いついて来ている。

　ここで、こっちが答えられなかったら、それみた事かと来る筈はずだ。

　……この場合は──。

　似た事例が、あった気もする。

　何だったろう、とネシンバラが思った。その時だ。

「──待った！」

　背後から、本ほん多だ・正まさ純ずみの声が響ひびいた。
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「待った！」

　氏うじ直なおは、武蔵むさし副ふく会長の声を聞いた。

「今、北ほう条じようは、羽は柴しばの国家的な動きを代だい弁べんしている！　北条は羽柴の代だい理り人にんとしての役を持っているのか!?　その役を羽柴側から任されていないなら、貴女あなたの言げんは無む効こうだ！」

「これは失礼」

　勿もち論ろん、自分が羽柴の代理人の訳わけが無い。

　氏直は武蔵副会長に頷うなずき、言葉を作った。

「──交こう渉しよう役は、貴女になるのですね」

　何な故ぜなら、

「貴女あなたの代だい理り人にんだと思っていた武蔵むさし書しよ記きは、そうではない。──今の貴女の言葉を聞くならば、そうなります。だけど、どうなのですか」

「────」

　封じる。

　……武蔵副ふく会長。貴女は素直です。

　相手に真まっ直すぐ距離を詰め、ずっと捉とらえ続けるような交こう渉しようは貴女の得え手てだ。

　だけど、と氏うじ直なおは思う。

　……このように、しがみついて貪むさぼり、相手の隙すきを打ち続けるような交渉は苦にが手てでしょう。

　だから、氏直は相手を封じに掛かった。

「もしも貴女が前に出るなら、私は彼の言葉を全て無む視ししましょう」

　さあ、

「どうなのですか？」
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　……やってくれる！

　正まさ純ずみは、氏直の挑ちよう発はつを堪こらえた。

　北ほう条じようの言う内容は、ネシンバラを人ひと質じちに取ったものなのだ。

　こちらに対し、前に出ろと彼女は言う。

　だが、そうやって武蔵側の思い通りにしたいというならば、ネシンバラの権力は失しつ効こうさせられる事になる。

　ここで応じる事で、武蔵の書記という役やく職しよくが、今後、国家間かん政治の舞台に出せなくなってしまうのだ。

　その選せん択たくは出来ない。

　無む論ろん、本ほん音ねを言えば、北条の言葉には応じたい。

　仕切り直しとして、ここで自分が前に出るようにしたい。

　だが、駄だ目めだ。

　ここでそれを行えば、ネシンバラの国家的てき発言力りよくが失われる。

　否いな、本音を言うと、それもいーかな、と思ったりもするし、

・●　画：『試しに応じてネシンバラをクビにして、ネシンバラの同どう人じん誌しが高たか値ねになるか見てみない？』

・金マル：『安くなるんじゃないかな？』

・〇べ屋：『あっぶな。今、買い占めるとこだった！』

　なかなか厳きびしい。だが、

　……あれ？

　正まさ純ずみは気付いた。

　今の北ほう条じようの挑ちよう発はつが、挑発になっていない事に、だ。
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　鈴すずは、正純の身み動うごきに気付いた。

　……あれ？

　不ふ意いの動きだ。

　いきなり顔に手を当て、しかし、正純が何かを言おうとしている。

　否いな、今、彼女は、言葉をつい放ってしまいそうになるのを、五ご指しで顔ごと隠かくしているのだ。

　……な、何？

　聞いちゃいけないかな、と思いながら、鈴は耳を澄すませた。

　すると、あるものが聴ちよう覚かくに届いてきた。

「うわ……」

　驚きだ。それも、何かに気付いたというような声。

　今まで、見落としていた事を悟さとったと、それを示す吐と息いきだった。

　そして彼女は、こう言った。

「ネシンバラ。お前が的てき確かくだ」

　そして、鈴は、ネシンバラに顔を向けた。すると、

　……あ。

　ネシンバラの左手、手元に、新しい表示枠サインフレームがある。

　通つう神しん用のものだというのは知ち覚かく出来た。だが、そこに、

　……誰だれ？

　相手は一体。誰なのか。否、解わかってはいる。

　彼だ。
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・俺　　：『おい、俺おれ、今、パスタ茹ゆでててそっち見られねえんだけど』

　彼が言った。

・俺　　：『シェイクスピアだっけ？　あれより面めん倒どうじゃねえだろ？』
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　ネシンバラは、無む言ごんで手を動かした。

　総そう長ちようの言葉に頷うなずき、別の表示枠に言葉を作る。

　相手は英国。自分にとっての天てん敵てきとも言える相手だ。

　ネシンバラは問うた。

『──そっちはどうだい』

　送った。

　それを浅あさ間まが受け取り、結けつ界かいが個人解かい除じよされているのを確かく認にんの上で英国に送る。

　すると、すぐに返答が来た。

　彼女だ。

　文ぶん面めんにはたった一ひと言こと。こうあった。

『──来なよ』
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「──貸しにするつもりはないよ、トゥーサン。

　君が、僕から拒きよ絶ぜつの強ごう欲よくを簒さん奪だつした時のお返しだ」

　テムズを見下ろす屋根の上、夕空を見上げて苦く笑しようしながら彼女は言った。

「これ程ほど本心じゃないと解わかる芝しば居いをしたのは初めてだ」

　全く、と彼女は言葉を繫つなげ、本を空に広げた。表面に防水、防ぼう塵じんの術じゆつ式しきが紋もん章しようとして光り出している一冊。彼女はそれを眺ながめ、

「──今の芝居。通じる君だと解るのが、僕の不幸で幸いだ。頭を冷やそう」

　言って、彼女は背から後ろに、眼下のテムズへと身を落とした。
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　ネシンバラは、内ない心しんで苦笑した。

　左の手元に、文字がある。端たん的てきな表現の物もの言いいだ。

　アイツらしくない。

　それはどちらかというと、僕の文章だ。自分がしている事、書いている内容、それが正しいかどうか確かめるために細かく確認し、一歩一歩を進めていく文体。

　そんな言葉で「来なよ」と来た。

　行けるか。

　こっちにベタ寄りじゃないか。来いというなら自分の文ぶん体たいで書け。〝こんな文体の主ぬしがいるけど、来るかい〟、とやればいいだろうに。だけど、

　……あー、くそ。

　僕の状況が、どういう仕掛けか、一発で解られてしまうのがこっちの不幸で面めん倒どうだ。

　葵あおい君くんとは違って空気読よまないから、ペースを崩くずされるし。

　でも、そんな相手にとって、今のこっちの状況とは、相当にヤバく見えるのだ。

　無む論ろん、彼女の言げんは、彼女なりの芝しば居いだ。「現状、こっちに逃げて来た方がいいんじゃないのかい」というのを、芝居じみた方法で婉えん曲きよくしたのだ。

　だったら、とネシンバラは思った。

　仕切り直しだ。

　途と中ちゆうだが、仕切り直す。何もかもやり直す。

　何を、と言われたら、自分を、だ。この交こう渉しようを、じゃない。

　交渉はもう進んでいる。後戻りは出来ない。だけど、

　……行けるか馬ば鹿か！

　彼女がああ言ったのは、こっちが来る筈はず無ないと、彼女だってそう思っているからだ。

　つまり僕は、勝つと思われている。勝って、行かないと、そう確信されている。

　行ったら、間違いなく縁えんを切られる。

　残念だったね、では済まされないのだ。傷をなめ合うような事は絶対無ない。何な故ぜなら、僕達は、作家としてやっていく事でお互いの存在を別としたからだ。

　もし、負けて行けば、そこにあるのは慰なぐさめではなく、失しつ望ぼうだ。負けたら、行く事こと無く、どこかで旗はたを上げ直すくらいの覚かく悟ごが必要だ。

「──ああ」

　これは面めん倒どうだ。

　これは、本当に面倒だ。

　葵あおい君に言われた事が、今いま更さらながらに再さい確かく認にん出来てきた。

　そうとも。もしここで僕が北ほう条じように負けても、「ハイ負けました！」で済む。済まないかも知れないが今はそういう事じゃない。黒魔女達が率そつ先せんして僕の輝かしい聖人生ホーリーライフに泥どろを塗りに来る事が予知出来るが、それはそれ、だ。

　……僕が負けたところで、北条は僕に失望しないし、僕が自分をやり直す事もない。

　だが、彼女は違う。

　深く考えると、自分の中における向こうの脅きよう威いがどれ程かを解わからされる気もするが、こっちは武蔵むさしの住人なのだ。

　そして、

　……別に、皆の中じゃあ、このくらいの失敗、いつもある事か。

　何かあったとしても、通神帯ネツトで検けん索さく一位の座をクロスユナイト君から奪うばうくらいだ。

　国家的な権けん威いの失しつ墜ついがどうした。国内での権威失墜はもうやっていて、未いまだに武蔵野むさしの艦かん橋きようでは自じ動どう人形達が「何しに来たのですかネシンバラ様。──以上」などと言われて最近慣なれてきた。人間は学習するものだね。

　だが、そんな事は、英国行きの前半戦でもうやった。

　権威の失墜、余よ裕ゆうです。

　通つう過か点てんでしかない。

　……つまり、これは、現状は、状況は、こういう事だ。

　北ほう条じよう・氏うじ直なおを、自分は既すでに通過しているのだ。

　ならば、

「──ヅカ本ほん多だ君」

　僕は英国の時より強い。パワードネシンバラ、否いな、アドバンスドネシンバラと言っていい。

　だから言おう。

「確かに僕が的てき確かくだ」
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　鈴すずは、ネシンバラが左手を掲かかげるのを知覚した。

　彼は、夏服なので袖そでが無いのに、何な故ぜか袖をたくし上げる動きをして、

「北条・氏直」

　言った。

「これから本ほん気きを出す。交こう渉しようの、ね」

「こちらの質問に答えてくれるのですか？」

　ネシンバラが、左手の五ご指しを開いた。

「──実は僕は、左ひだり利ききでね」
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・●　画：『あれ？　作画したの、全ぜん部ぶ左右反はん転てんしないと駄だ目め？』

・金マル：『い、いや、聞いてないよ？　初耳だよ？』

・礼賛者：『小しよう等とう部ぶの時、鉄てつ棒ぼうから落ちて右腕うで脱だつ臼きゆうしてましたが、左手ではろくに板ばん書しよ出来て無かった筈はずですよ？』

・あさま：『というか、話が繫つながってないんですが……』
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　フフ、とネシンバラは小さく音の出る吐と息いきをした。

　皆、ビビっているだろう。

　噓うそはついていない。何しろ今は両手でタイピング出来るのだ。両利きであるなら、左利きという要素を内包しているだろう。

　……そして──。

　ネシンバラは、右手に追つい随ずいする多量の表示枠サインフレームを、眼がん前ぜんに戻した。

　北条・氏直を見み据すえるのをやめ、自分の文字を目の前に置いたのだ。
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「気付いたかな」

　芝しば居いの呼びかけに返信が無い事に、川面を流れるシェイクスピアは笑えみを得る。

「気付いたら、急ぎ、自分の言葉を見るんだトゥーサン。

　僕達は作家だ。作家は読者の言葉に目を通しても、読者の言葉を見み据すえてはいけない。それをやったら、作者は読者の発はつ想そうの内側にしかいられない。

　読者を捉とらえたと思った時点で、僕達は読者に捉えられる。

　それをせず、読者の言葉を見たら、それを裏うら切ぎれ、トゥーサン。そのためのヒントを向こうが与えてくれているんだ〝これを超えたら凄すごいよ〟と。そうすれば、その裏切りの是ぜ非ひは、もはや誰だれかが定義出来るものではない。君の創そう作さくが面白ければ存そん続ぞく出来る。つまり僕達は、自分だけの全てを、自分が作るものの出来に懸かける事が出来る。それだけだ」

　言って、シェイクスピアは、笑えみを強くした。

「早く〝来い〟よトゥーサン。こっちは面白いよ」

　言った時だ。

　ふと、シェイクスピアは自分の身体からだが揺れた事に気付いた。

「あ、何だ？」

　水の底が、流れていく尻しりに当たったのだ。

　座ると言うより、寝ね転ころがる動きで身を起こし、シェイクスピアは河か畔はんに身を起こす。

　遠く、向こう岸からこちらを呼ぶ声に、軽く手を振り、彼女は眼鏡めがねを上げ直した。

「──もう、足のつくところだったとはね」
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　鈴すずは、ネシンバラの背を捉えた。

　……大だい丈じよう夫ぶか、な。

　大丈夫でなければならない。否いな、大丈夫かどうかと言うのは、ネシンバラというより、

　……ネシンバラ君、頭、おかしくなってないかな……。

　そんな事を思ってしまう自分が恥はずかしい。

　これは仲間を信用しているのかどうか。否、信用しているからそうなのかも知れないが。

「…………」

　私、最近、良い子じゃないなあ、と鈴は思う。





●






「さて」

　とネシンバラは首と肩の骨を鳴らした。

　今、後ろで鈴すずが身動きを取ったのが見えている。

　何しろ自分の表示枠サインフレームには、ミラー機き能のうもついている。ポーズをキメる際、身だしなみがおかしくなっていてはいけないからだ。

　だから彼女が顔を赤くして半歩下さがるのをネシンバラは確かく認にん。そしてこう思った。

　……僕の事を応おう援えんしようとしていたのか。

　そうに違いない、とネシンバラは心の中で一ひと息いきをついた。

　ああ。

　今、誰だれもが僕の事を応援している。通神帯メールを見ても、名も無い人々が、

『あの野や郎ろう、鈴さんを退ひけさせたぞ！』

『やっちゃあいけねえ……。いけねえよ……』

『アニキ、どうしまひょか……』

　それらの反応を見て、ネシンバラは確かく信しんした。

　……僕の人気が高まっている……。

　検けん索さく一位もすぐそこだ。今、クロスユナイト君がベスト８を独どく占せんしているのを、三位まで切り崩くずした。

　そうとも。

　英国で学んだのだ。

　このくらいの反応。シェイクスピアに比べたら全く恐ろしくない。

　あれの恐きよう怖ふを知っている身としては、正まさにこのくらいは上じよう客きやくだ。

　……いい感じだね。

　幾いく度どとなく、同じ事を思う。

　今回の交こう渉しよう中。ずっとそうだ。

　幾つかの失敗をしたところで、交渉は進めねばならないのだ。

　ならば、負けを感じた時点で失敗だ。

　楽しくやらねば。

　そうでなければやってられない。

　常に自分をハイテンションに保つ事。これも英国で学んだ事だ。いろいろ考えてヘコんだとしても、自分には結局、戻ってくるべき作家の道があるのだ。

　幾度となく絶ぜつ望ぼうを食らって、暗い滅びの気分に浸ひたったとしても、

　……結局は、ハイテンションで解決さ。

　だったら、とネシンバラは思った。

「今、僕の目の前に、我わが儘ままな女め神がみがいる訳わけだ」

　……RPGだと、カーリーとかは中ボスの大おお手てだなあ。

　たまにダンハイ教きよう譜ふの連れん中ちゆうから、メーカーに〝マジ祟たたりあるのでやめて下さい。踊られてしまいます〟などと抗こう議ぎ文ぶんが来るらしいが、大体は〝このカーリーはインドカリーの精せいで、名前が似てますが本ほん物ものとは違います〟などと返答をされる。最近は気き遣づかって、青じゃなくて黄き色いろいカーリーも登場するようになったと聞くがそれの方が問題じゃ無かろうか。

　僕も昔は自分の小説によく出した。

　それが、本ほん場ばの土地から、今、北ほう条じよう・氏うじ直なおに重ねられる形で見えている。

「……じゃあやろう」

　左手を構え、ネシンバラはこう言った。

「──対たい応おう出来る城の数を、三つにしよう」
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　……この馬ば鹿か……!!

　正まさ純ずみは、胃いの底の辺りに、何か重い物が一いつ気きに来たのを悟さとった。

　どう考えてもストレスだというのは解わかる。だが、

・あさま：『あれ？　先に数を絞しぼっちゃうんですか？』

　その通りだ。

　今回の、城の数の取り合い。これはあれと同じ駆かけ引きが使えるのだ。

・〇べ屋：『英国でハワード卿きようとシロ君が交こう渉しようした時と、同じだよね？　最初に城の数をお互い提てい示じして、折せつ衷ちゆう案あんを纏まとめていくって言うタイプ』

・粘着王：『あの時の流れ……、どうであったであろうか』

・いんび：『Ｊｕｄジヤツジ．！、確か追い詰められた後で土ど下げ座ざが炸さく裂れつしたんだよ！　あとは、……あったかな。ははは』

　インパクトあった部分だけ憶おぼえてないかこのインキュバス。

　だが、あれには続きがあった。

・礼賛者：『そうですね。あのあと、土下座マスターであるベルトーニ君が、一気に日数を絞しぼったのでした』

・ホラ子：『では、開始早そう々そうに数を絞ったネシンバラ様の戦せん術じゆつは？』

・未熟者：『え？　ベルトーニ君がこうしていたなあ、と、そう思ってやっただけだよ』

・約全員：『馬鹿あ──!!』

・未熟者：『な、何だよ馬鹿って。これ、勝てる戦術だろ？　一応、三つって言う理由はあるんだ！　後で説明するから信じてくれ！』

　皆がこちらを見た。

　発言権けんは我に有り。役やく職しよく者しやとして、副ふく会長という立場への尊そん重ちようだ。だが、

　……あ、いかん。

　さっき、この目の前に居る阿あ呆ほを、的てき確かくと言ってしまったのだ。

　だとすると、ここは任にん命めい責任が生じる。ゆえに、

・副会長：『ね、ネシンバラ、私は、その、お前を信用しているから、な？　な!?』

　自分で自分を信用していないので、流石さすがにコケた。

　だが、同どう人じん作家は全くメゲなかった。またエア腕うでまくりをして、

・未熟者：『まあ、いいから見ていてくれ。さっき言ったろう？　言葉の勝負だって。

　三さん城じよう勝負、何とか通して、その数にした謎なぞを自ら明かすから、楽しみにしてくれ』

　左の五ご指しで空中を引っ搔かき、その手で顔を隠かくした上で、彼は言った。

「三つだ。これで勝負をつける」







[image: 第三十六章『未来の区切り手』]
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「城の数を、三つとして勝負したい、と？」

　北ほう条じよう・氏うじ直なおは、自分の笑えみが強くなるのを感じた。

　……おや。

　追い詰めたと思ったら、落とし込んだと思ったら、そして叩たたき伏せたと思ったら、まだ敵は足あ搔がくというのだ。

　こっちには事実が見えていて、世界は自分が思った通りになっている。

　そう、ここは水みず攻ぜめを受けて外がい界かいと遮しや断だんされる北条の地。

　そして自分は、強力な親しん族ぞくによって傀かい儡らいとなり、やはり外界を遮断された北条の当とう主しゆ。

　この二つが合わさった時、何が生じるか。

　……もはや潰つぶれて消えるしかないという、遮断の北条ですよ。

　もはや何も恐れるものはない。

　どうせ消えるのだ。奪うばうだけ奪い、評ひよう価かを得て領りよう民みんに施ほどこしとしようと、そう思う。

　だからしがみつき、引きずり倒したと思ったのに、

「城、三つ？」

　氏直は問うた。

「おかしいですね。私は、城を十二程ほど計けい上じようしたはずですが？」

「三つだ。理由は後で説明するが──」

　敵は表示枠サインフレームの向こうから、そう言った。

「三つで充分だ」

「羽は柴しばを呼んでいいと、そう言うのですね」

　ああ、と答えたら、即そく、呼ぶつもりだった。

　脅おどしのつもりはない。

　脅そうが何しようが、こちらは終わるのだから。ならば後あと先さき考えず、我がを通していくだけだ。ゆえに氏直は、右の手に表示枠を翳かざした。

　武蔵むさし書しよ記きの言葉を待つ。

　場合によっては、ここで決断だ。だから、

　……〝終わり〟とは、こんな場所で作られるものなのかも知れませんね。

　ふ、と覚かく悟ごの息を氏直は吸った。

　直後。武蔵書記がこう言った。

「そんな事を言った覚えは全く無いね」

　表示枠の向こうから、声が聞こえた。

「もしそれをやったならば、それは北条の独どく断だんだとこちらは宣言する。そして武蔵勢ぜいはこの場とこの時間から小お田だ原わら征せい伐ばつを開始する。そのつもりだ」
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　氏うじ直なおは、笑えみを止めた。

　……何です。

　何ですか、この相手は。

　こちらは被ひ害がい者しやで、敗者で、失われるものだというのに、

　……こちらの言う事を無視して、責めるのですか……？

　最後なのだ。最後くらい、自由にさせてくれてもいいではないか。

　我わが儘ままに、多くを望み、叶かなえられる。そういう人生の一いつ時ときが、一度くらいあってもいいのではないか。だが、

「私達を、押さえつけようというのですか」

「そんな事を言った覚えは一切ない」

「ですが、城を三つに絞しぼっているではないですか」

「当たり前だ」

　敵が、表示枠サインフレームの向こうから断だん言げんした。

「僕達は、未来の勝者だ。ここで過去の敗者となる君達の言うなりになる謂いわれはない。

　もしそれがあるとしたら──」

　それは、

「サービスだ。それだけだよ北ほう条じよう。それに甘えて、何を勘かん違ちがいしているんだい？」
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　ネシンバラは、北条・氏直が真まっ直すぐに顔を向けてきたのを見る。

　だが、それも表示枠に並ぶ文字の向こうだ。

　……彼女はこちらに真っ直ぐ顔を向けてきた、と。

　北条・氏直の何もかも、今の自分は描びよう写しや出来る。

　ならば怖こわい部分や、威い圧あつも何もありはしない。戦せん国ごくの大だい名みようたる彼女とて、自分の文字内ないに収まる存在でしかないのだ。

　そして氏直が、言葉を作った。

「傲ごう慢まんですね」

「そんな事を思った憶おぼえは一度もない」

　ネシンバラは相手の一いつ切さいを否定する。

　完全なる遮しや断だん。これがこの〝交こう渉しよう〟における必ひつ勝しよう法ほうだ。

　相手は必ひつ死しに自分の世界に引きずり込もうと、こちらや自論を定てい義ぎしてくる。〝～ですね〟とか〝～ですよね〟、というような物もの言いいで、受け答えしないならば是ぜとするような、そんな物言いを連れん発ぱつする。

　付き合ってはならない。

　応じるが、それは違うと明めい言げんし、ことごとくカウンターで遮しや断だんする。それが大だい事じだ。

　そしてその上で、己おのれの言葉は通す。

「城は三つだ」

　言う。

　すると氏うじ直なおが、首を軽く横に振って、こう言った。

「そんな事を許可した憶おぼえはありません」

　こちらの真ま似ねか。だったら都つ合ごうが良い。

「許可など必要無ない」

　何な故ぜなら、

「僕達は勝者で君は敗者だ。敗者は勝者に従う。ならば僕達は、ここで交こう渉しようせずとも、いずれ僕達の好んだ未来を手に入れられる」

「──私達から、奪うばうというのですか」

「そんな事を言った憶えはない」

　ネシンバラは左の手で言葉を打ち込んだ。

「君達は滅びろ。僕達はそれを見届けて、君達が残したものを拾っていく」

「……極きよく東とうの覇は者しやは死体漁あさりがお好きですか」

「そんな事を言った憶えはない」

　ネシンバラはそう言って、更さらに言葉を繫つなげた。

「大体、死んだ人間が、気にする事じゃあない」

「……何様のつもりですか？」

「勝者だよ」

　氏直に対し、表示枠サインフレームの文字越ごしにネシンバラは言った。

「勝者である事を恐れない勝者だ」

「死体漁りを楽しむ程度の存在が、ですか」

「二度だ」

　告げた回数に、氏直が眉まゆを歪ゆがめた。だが、

「……は？」

　何の事か、彼女は気付いては居ない。

　……ならばそれは、こちらにとって好こう都合だ。

「死者が何を言っても気にしない。僕達にとっては、死者の残したものは生せい者しやに受け継がれ、使われる事で価か値ちを発はつ揮きするからね」

「簒さん奪だつ者しやではありませんか」

　いいねえ、とネシンバラは思った。

　……英国でも、僕は簒奪者だったよ。

　マクベスだ。

　王おう位いの簒奪者。その呪のろいは、禊祓みそぎによって僕の加か護ごに転じているのだろうか。

　極きよく東とうの昔話ではよくあるじゃあないか。汚よごれた流れ者を洗ってやって世せ話わしたら、実は神かみ様さまだったとか。死体を見知らぬ者に預けられ、一晩匿かくまったら、その死体が金きん塊かいになってたとか。

　穢けがれたアーティファクトが、世話をされるという禊祓によって善よき物ものに転じる。

　それが本当ならば、

　……シェイクスピアはいい呪いを掛けてくれた。

　僕は簒奪者だ。それも、王を殺す事が可能なマクベスだ。

　そして僕が殺すべき王は、

・未熟者：『葵あおい君くん』

・俺　　：『あ？　何？　今作ってる山葵わさびパスタ食いたいか？』

・未熟者：『いいねえ。でもさ、ちょっと聞いてくれ』

・俺　　：『言ってみ？』

　ああ。

・未熟者：『英国での禊祓が、今、ようやく終了したよ』

　僕はもう、善よき物ものだ。自分の王様を殺そうとしない。

　だから、

「簒奪者などと、自分の事を言った憶おぼえはない」

　王位を獲とったマクベスは、自分を何と名乗ったか。

「王様だ」

　ずっと昔に、聞いた言葉。そして記き憶おくに刻きざんだのは、

「僕達は、王様と共にある者達だ」

「死体漁あさりの欲よく深ぶか者ものが、王を奉たてまつるのですか……！」

「三度だ」

　……もう充分だろう。

　ネシンバラは、息をつき、右手を掲かかげた。表示枠サインフレームの文字、ある一点を指さし、その向こうにいる北ほう条じよう・氏うじ直なおをも指し示した。

　ネシンバラは、ゆっくりと言う。

「三度、自分の事を死体や死者と言ったね」

　ならば、

「憶えがないとは言わせない。──君は死者だ、北条・氏直。生せい者しやの世界での発言を禁じる」
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「戯ざれ言ごとです……！」

　北ほう条じよう・氏うじ直なおの言葉に、ネシンバラは即そく答とうした。

「ならば死者を楯たてにした君の発言の全てが戯言だ、北条・氏直」

「そうやって言葉で押さえ込もうというのですか！」

「ならば言葉でこちらを押さえ込もうとした君の発言の全てを否定する、北条・氏直」

「揚あげ足あし取りで勝ったつもりですか!?」

「ならば揚げ足取りで君が得た優ゆう位いを全て認めないものとしよう、北条・氏直」

「理り屈くつ、理屈理屈！　理屈で全てが回ると思っているのですか!?」

「ならば君の理屈を全て忘れよう、北条・氏直」

「だったら相対戦せんの交こう渉しようも無しにしますよ……!?」

「ならば──」

　ならば、とネシンバラは言った。

「城の数も御ご破は算さんだ、北条・氏直」

　そして、

「君は勝者に対しての交渉材料を、今、放ほう棄きした。──北条・氏直」
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　ネシンバラは、内ない心しんで息を深く吸った。

　今の一ひと言ことで、城の数を数えるところまで戻し、更さらにはリセットを掛けた。

　やっと、取り戻した。

　一気に、彼女の論に入り込み、逆ぎやく回まわしにしてやったのだ。

　……口では解わからないなあ……！

　文字にして並べて、ようやく言葉の順じゆん番ばんを組み上げられるレベルだ。

　これを素すでやってしまえる本ほん多だ・正まさ純ずみというキャラが、どれだけ異常な事か。

　だが、ネシンバラは思う。

　……ここからだ。

　ここまでだ、ではない。

　ここからが、自分の攻こう撃げきターンだ。

「……っ！」

　ネシンバラは右手を振った。

「右手解禁……！」

　両手によるタイピングで、ネシンバラは自分の台詞せりふを表示枠サインフレームに流していく。そして、

「城しろ三つ」

　否いな、とネシンバラは間に否定を挟んだ。

　まずは一ひと息いき。数秒の呼こ気きの上で、ネシンバラはゆっくりと言葉を作る。

「城なんていらないな、死者の国なら。──僕達の指し示じに従え、北ほう条じよう」
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「……勝者！」

　氏うじ直なおが、眉まゆを立てて叫ぶのを、正まさ純ずみは見た。

「勝者の傲おごりが……！」

　……うわ。

　北条・氏直は、幾いく度どか見ている。

　IZUMOを始めとして、今日きようの昼過ぎにだって、会っているのだ。

　だが、彼女がここまで感情を明らかにするのを見たのは、初めてだ。

「貴方あなたが望んでいる事は、北条の尊そん厳げんを潰つぶす事です！」

「死を前ぜん提ていに交こう渉しように臨のぞんで、失敗したんだ。リスクを負う覚かく悟ごはあったんだろう？」

「これがリスクですと……!?」

「まだまだだよ」

　ネシンバラが言った。

「北条には潰れて貰もらう。──が、聖せい譜ふ記き述じゆつ通り、その後には松まつ平だいら勢ぜいが元北条の地を管理する。どうだい？　領りよう民みんにとっては、何い時つ滅びるか解わからない北条が消えて、極きよく東とう覇は者しやの松平が支配者になってくれるんだ」

　だから、

「北条は早期に潰れて、僕達に権けん限げんを与えた方が、領民は安心するよ？」

　そして、

「領民は皆言う。──ああ、北条の時代より良くなったね、ってね」
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　氏直は思った。

　ここで、この交渉相手を叩たたき斬きる事は可能だろうか、と。

　可能だ。

　他国の総そう長ちよう兼けん生徒会長に対し、無ぶ礼れいを働いた。

　その場で手打ちをするのに相応ふさわしい。

　それに、ひょっとするとこの交渉相手は、自分に刀かたなを抜かせる狙ねらいでこんな事を言っているかもしれないではないか。

　だったら斬ざん撃げきを叩たたき込んで構わない。本ほん人にんが望んでいるのだから。

　そう。よく考えたら、普通、こんな挑ちよう発はつを会議の席でする筈はずもない。こちらに対する無ぶ礼れいは、つまり、斬きられるつもりなのだろう。

　それ以外、何かあるだろうか。

　……無いですね。

　斬っていい。氏うじ直なおはそう判はん断だんした。だから、

「────」

　動く。その瞬しゆん間かんだった。

「死者が動くのか」

　武蔵むさし書しよ記きが告げた。右手を振り、ポーズをつけ、

「変わった国だ。北ほう条じようとは」

　と、その言葉に、氏直は隙すきを見つけた。

　形けい勢せいを逆ぎやく転てんする理り屈くつを、だ。
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　いけますね、と北条・氏直は理解した。

　また、相手の襟えり元もとを摑つかむような事が出来る。そのまま倒れ込み、沈み込む事が出来る。

　……ほ。

　内ない心しんで、熱が揺らいだ。真まっ直すぐに、相手を焼こうと向かっていたものが、相手を包むように揺れるものとなった。

　氏直は心の中の火を軽く振り、武蔵書記に叩たたき込んだ。

「変わった国です」

　そうですとも。

「北条では死者が動いている。この叔お父じ達も、私も、既すでに滅びる事が決まった住人」

　だから、

「死者でも発言権けんを持ちます」
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　……子供の喧けん嘩かですわね……。

　ミトツダイラは、内ない心しんで半なかば呆あきれ、残りの半分では感心した。

　正直、北条・氏直が凄すごい。だって、

　……うちの書記を、瞬しゆん間かん的てきに上回りますものね。

　梅うめ組ぐみの交こう渉しよう役というか、口が立つのは誰だれかを考えた場合、正まさ純ずみが一番だとは思う。自分としては王を推おしたいところではあるが、これは贔屓ひいき目めだろう。喜き美みは言葉を話していない気がするので欄らん外がいとする。

　だが、そう言った中でも、書しよ記きは別べつ格かくだ。

・銀　狼：『──ええ、書記の物もの言いいは、……言ってる理り屈くつがどうしようもなくて、相手をするのが馬ば鹿からしくなりますものね』

・金マル：『真まっ正しよう面めんからぶつかれるノリ嫁よめ、何か凄すごいよね』

・未熟者：『どういう意味だあ──!!　今、白はく熱ねつの議ぎ論ろん中ちゆうだぞ！』

　恐らくそう思ってるのは本ほん人にん達たちだけ。

　と、ミトツダイラがふと横を見ると、ホライゾンが汗あせを搔かきながら、真剣な顔で両の拳こぶしを握って観かん戦せんしている。よく見れば手前のテーブルには醬しよう油ゆ味あじのポップコーンもある。

「…………」

　ミトツダイラは見なかった事にした。

　……ですけど、これからどうしますの？

　強ごう引いんに死者と定てい義ぎして議ぎ論ろんの場から強引に追い出した北ほう条じよう・氏うじ直なおが強引に死者の国だと認める事で強引に復ふつ帰きしてきた。何か全ぜん部ぶ強引な気もしますけど、他に言いようありませんの。

　だが、氏直が姿し勢せいを正した。彼女は一ひと息いきを入れ、

「城は、三つだと言うのですか」

　議論を、〝食いつき〟のやり方に戻す。

　対する書記は、眉まゆをひそめて右手を振った。

「死者の発言権けんを認めたつもりはない」

「ここは議論の場です」

　北条・氏直が言った。

「場のルールは貴方あなたがきめるものではありません」
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　輝てる元もとは、軽く半歩を下がった。

　……おいおい。お前がルールかよ。

　と、今の北条の言げんに、輝元は危険を感じた。だが、北条は更に言葉を続ける。

「議論の場は、発言権を持つ者達の場。私達は北条の代表。そして死者。しかし北条の国では死者も発言権を持つ。ゆえにこの議論の場では、私達は発言が出来ます」

　自分達や北条を死者としての架か空くう理論だ。

　公的にあってはならない物言いだが、武蔵むさし側がわもそれを了りよう承しようして議論している。

　架空上の取引を介かいさねば、解かい決けつ出来ない問題があると、そういう事だ。それはたとえば、消えていく国の今後であり、ここにいない羽柴達を含めた仮定の部分の事だろう。

　そして今、北条が攻こう撃げきの手を変えた。

　今までは自分の支配範はん囲い内ないの事から、述べていた。

　しかし今は、〝この場のルールを〟持ち出してきた。

　安全に、武ぶ器きになるものを手にしたと言う事だろう。それも、相手と同じ〝世界観かん〟にあるのだから、この武器は相手によく通じる。

　……だが、その使用法は、相変わらずの自分理り論ろんだ。

　危険だ。

　現在の北ほう条じようは、議ぎ論ろんの場を支配しようとしている。今の発言を基き礎そに、議論の場のルールを自分のいいように変えて行くつもりだ。

「────」

　輝てる元もとは、Mouri-01に視線を振った。

　すると肉があった。Mouri-01が、手を添えた箸はしで、牛肉の清酒煮にを差し出しているのだ。

「姫ひめ様、いきなり重めですけど、どうぞ」

「いや、有あり難がたいもんだぜ」

　と、箸を[image: ]ついばむように、肉を食う。

　……あ、美味うめえ。

　と思いつつ、急ぎ飲む。そして、口の中にあるものを嚙かむ真ま似ねをしつつ、小声で、

「北条の余よ波はがこっち来たら、止めるからな」

「Ｔｅｓテスタメント．、警けい戒かいはしております」

　上じよう出で来きだ。と、笑えみを送って、輝元はまた前を見た。その直後に、

「頭を下げなさい、武蔵むさし書しよ記き」

　北条が、己おのれのルールを持ち出した。

「貴方あなた達は、この議論の場では、私達より下なのですから」
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　正まさ純ずみは思った。

　……よくわからん理論が来た……！
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　ネシンバラは思った。

　……やはりそうきたか……！
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　ネシンバラは氏うじ直なおの台詞せりふを聞いた。彼女は、さて、と前置きし、

「この議論は、小お田だ原わら征せい伐ばつの内容を決めるものです」

　ネシンバラは何も言わない。下へ手たに応じるのが危険だからだ。

　しかし氏うじ直なおが、こちらの警戒を悟さとった上で、問いを重ねた。

「そうですね？」

　念ねん押おしの疑問を振ってくる。だからこちらは、表示枠サインフレーム越しにこう応じた。相手の不備を指摘するものとして。

「備び中ちゆう高たか松まつ城じようの戦いと、蟹かに江え城じようの戦いも重なってるけどね」

「彼らは北ほう条じようの軒のきを借りているようなもの。大家おおやである北条が最大権けん限げんを持ちます」

　背後、皆が「えっ」と小さな疑問の声を作った。だが、

　……何な故ぜ、皆、今のが解わからない……!?

　ネシンバラは思う。今の一言で、向こうは強大な力を持ったのだ、と。

　危険だ。

・あさま：『あのですね？　ええと、ちょっと言いにくいんですけど、今、実は凄すごく無む駄だな事をしてるんじゃあ……』

・ホラ子：『何を言っているのですか浅あさ間ま様さま、今、北条がパワーを増大させたのですよ』

　……解わかってるねアリアダスト君！

・俺　　：『おーい皆、ポップコーンいるかー』

・銀　狼：『え、ええと、我が王？　ビーフコンソメ味、ありますの？』

　後ろがやや賑にぎやかになる一方で、ネシンバラは北条に向き直った。

「君が、最大権けん力りよく者しやなのかい？」

「ならば小お田だ原わら征せい伐ばつをどこで行う気なのです？　私達の許可無なしに。

　──貴方あなた達は私達の許可がなければ歴史を進められないのですよ？

　まさか、そのような事も忘れていたのですか？　ふふ、仕方ないですね、滅びる国の事など、今まで気に懸かけた事もないでしょうから。ええ、教えてあげましょう。こういう時のルールというものを」

・俺　　：『ちょっと、股こ間かんの辺り、キュっと来ねえ？』

・蜻蛉切：『正まさ純ずみ、来るで御ご座ざるか？』

・副会長：『落ち着け……！』

・金マル：『いやあ、ノリリン将しよう来らい大変だわコレ』

　ネシンバラは思った。

　……何な故ぜ……、僕とシェイクスピアの時、そう気き遣づかってくれない……？

　大だい丈じよう夫ぶだろうと思われているのか。

　だが、今は議論の時間だ。

「やる気かい」

「当然です」

　北ほう条じよう・氏うじ直なおが言った。

「──関かん東とう解放。これは武蔵むさし勢ぜいの望むものでもあります。しかしそれを果たすためには北条の助じよ力りよくが必要。貴方あなた達は私達に助力を乞こう身です。──違いますか」

　念ねん押おしが来た。

　だから一いち応おう、言っておく。

「議ぎ長ちようは誰だれだい？」

「私です。議ぎ題だいが、小お田だ原わら征せい伐ばつを中心としているのですから」

「違うね」

　ネシンバラは言った。

「議論の際、議長は議場を提てい供きようした国の代表だ。そう、つまり──」

　僕だ、とネシンバラが手に胸を当てた瞬しゆん間かんだ。

　皆が一いつ斉せいに、ある人物を見た。

「ホライゾンか……！」
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・俺　　：『えーと、俺おれ、俺俺、俺だよ俺。俺の事忘れてない？　どう？』

・ホラ子：『人じん望ぼうですなあ』

・未熟者：『え、ええと、アリアダスト君？　ちょっと今、身み分ぶんを僕に譲ゆずってみない？』

・ホラ子：『青雷亭ブルーサンダーの店員と一いつ般ぱん学生のどちらがいいでしょうか』

・未熟者：『い、いや、僕が欲しいのは議長の方！』

・ホラ子：『なかなか正直ですね。正直者のネシンバラ様には青雷亭の店員と一般学生の身分を両方貸たい与よしましょう』

・約全員：『レンタルだ!!』
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　待て！　とネシンバラは思った。

　議長になって場を支配してやろうと思ったら、予想外の方向に話が吹っ飛んだ。

　今、武蔵むさしの姫ひめがこちらにやってくる。彼女は、北条・氏うじ直なおとこちらを交互にみると、後ろの収しゆう納のう空間から行ぎよう事じ用ようの軍ぐん配ばい団扇うちわを出し、

「アィイイイ！　ヌォこったァ！　ヌォこったヌォッタアアアアア!!　ッキヨイィィ！」

　女おんな衆しゆうが三人くらいやってきて、彼女を羽は交がい締じめにして連れて行く。

　無む言ごんの連れん行こうに、武蔵の姫は浮いた足をフラフラさせながら、

「おや、どうしました皆様。迫はく真しんのジャッジはショーノスケ・キムラ風ふうでしたが」

「頼む。喋しやべるんじゃないさね……」

　向こう。浅あさ間まがホライゾン・アリアダストを皆の中央に立たせるまでが一ターンだ。そして浅間の方は、いろいろと彼女の前に広げ、

「ハイ、ホライゾン？　ポップコーンの新作ですよーう？」

　などとやり始めたが、議ぎ長ちようの席はこっちに来ないようだ。

　……マズいな。

　ともあれ、議長は自由主義になったため、北ほう条じよう側の優ゆう位いには自分で何とか対たい処しよしなければならない。無む論ろんそれを為なすための、幾いくつかの流れはあるが、

　……よし。

　プランＡだ、と脳のう内ないで思い、ネシンバラは言葉を進めた。

「北条・氏うじ直なお、つまり君は、この議ぎ場じようにおける最高権けん力りよく者しやではない」

「ですが、貴方あなたよりも上位です。小お田だ原わら征せい伐ばつの支配権けんを持ちますから」

「ではこうしよう」

　ネシンバラは言った。

「──城は三つだ」





●






　ネシンバラは数を再び限定した。

「三つ。それだけだ」

　譲じよう歩ほはしない。すると、北条・氏直が小さく笑った。こちらの態度など気にしないと言うように、彼女は口くち端はに笑えみを作ったのだ。

「十二です」

　氏直が言う。

「松まつ平だいら勢ぜいの関わった城攻ぜめ。その数を十二とし、そこから交こう渉しようをスタートしましょう」

「否いな、三だと言っている。──君達の事を考えて、だ」

「馬ば鹿かな話ですね。これは、歴史再さい現げんなんですよ？」

「ああ、歴史再現だ。君達だって、歴史再現のルールに準じる。そのつもりなんだろう？」

「Ｔｅｓテスタメント．、そのつもりです」

「だったら、三だ。──羽は柴しば側の代だい理り人にんとしても、その数は譲ゆずれない」

　ほう、と氏直が軽く首を回した。

「確かに、……攻せめ手側の戦せん力りよくとして、羽柴不ふ在ざいの現在、貴方達はその代理人として歴史再現を担っている訳わけですね」

　北条の物言いに、ネシンバラは意い識しきを堅くした。

　……来る。

・副会長：『おい』

　本ほん多だ・正まさ純ずみも、今の論の流れに危険を感じたらしい。

　その予感は正しい。何な故ぜなら、今、自分達が小お田だ原わら征せい伐ばつにおける羽は柴しばの代理人である事を示すのならば、

「──羽柴の攻せめた城も、全て貴方あなた達たちが攻こう略りやくする義務がありますね」

　氏うじ直なおが、笑えみで広げ直す城。それは当初の前ぜん哨しよう戦せんから支し城じよう攻めから何から、全て含み、

「小田原城を含み、二十六。……二十六！　それだけの城を交こう渉しよう材料としましょう！」
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　義よし康やすは、議ぎ論ろんの場に跳び込んだ。

　状況は通つう神しんで聞いている。

　垣かき根ねの中、夕ゆう闇やみに沈しずみつつある立りつ食しよくの場は、幾いくつか仕掛けられた明かりに照らされている。

　その中、左手側がわのテーブルに、見知った顔があった。

　北ほう条じよう・氏直だ。

　料理の匂におい。熱したトマトの匂いが鼻に煩わずらわしいと、そう思いながら、義康は声を作った。

「氏直！」

　大おお久く保ぼとやらの言っていた通りだ。

　随ずい分ぶんと、彼女は油ゆ断だんならぬ事をしてくれた。だが、今、言うべきは、

「関かん東とう解放が望みではなかったのか!?」

「それは当然ですよ。里さと見み・義康」

　氏直が、笑みで言った。

　義康にして、初めて見る彼女の笑みだ。それは力も抜け、自然なもので、しかし、

　……おい。

　義康は思った。

　……氏直。

　何な故ぜ、お前、

「泣いている……？」
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　鈴すずは、義康の言葉に、身を震わせた。

　……あ。

　気付いた。

　先さき程ほど、彼女の笑みを知覚した時、何故、自分だけが反応を違たがえたのか。

　確かに、深く知覚すれば、彼女の目め尻じりからは涙が零こぼれている。

　しかし、先程から、ずっと彼女は、

　……嬉うれしそうだった、よ。

　だから、気付けなかったのだ。

　そして鈴すずは、一つの事を思い出す。ネシンバラが言っていた、相手の事だ。

　カーリー。

　貞てい淑しゆくな姫ひめの、二に面めん性せい。それをそのままに彼女が有していると言うならば、

「嬉うれ、しい？」

　自分は気付いて、皆が気付いてないかもしれないものを、鈴は伝えた。

「嬉しい、の？　氏うじ直なお、さん」

　問い掛けに、明確な答えが来た。

　彼女が振り返ったのだ。

　この強ごう引いんな議ぎ題だいの渦うず巻まく底で、ゆっくりと北ほう条じようの主あるじが振り向いた。

　笑えみだった。

　頷うなずくまでもないというように、その表情が涙を零こぼす。
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　氏直は、場の初期化かを悟さとった。

　追い詰められ、追い返され、巻き戻され、しかし巻き戻しを強くする事で、初期の優ゆう位いな段階にまで自分達を戻したのだ。

　無む論ろん、単なる巻き戻しではない。自分達の発言力りよくにおける優位がある。

　この議ぎ場じようにおいて、議ぎ長ちようである武蔵むさしの姫ひめはいるが、彼女は観かん戦せん者しやだ。敵の味み方かたでもなければ、こちらの敵でもない。

　自分は、悠ゆう々ゆうと、水渡る蛇へびのようにこの議論を泳ぎ、相手を絞しめていけばいい。

「二十六の城。羽は柴しばと松まつ平だいらの関わらぬものはありません。歴史再さい現げんに準じるのですから、当然それらを攻こう略りやくする用意はあるという事ですね」

　有あり難がたい話だ。

「無論、二十六の城を攻略出来ないのであれば、それ以外の条件交こう渉しようとなります。

　──つまり、城を落とす代わりに、補ほ償しようの交渉となるのです。そのつもりはありますね？」

　どう考えても、二十六の城を落とすのは無む理りだ。

　時間としても、人じん員いんとしても、足りはしない。

　ならば、決まりだ。未来の形が、今、ここで決まる。

「──勝者」

　この極きよく東とうの天てん下かを得る松まつ平だいら。武蔵の船よ。

「敗者となる北条。我ら、既すでに百年以上前から滅びを予告されていた我らの最期を飾るために、汝なんじら勝者よ、──頭を下げなさい」
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　氏うじ直なおは、息を吸った。

　……勝利も、存そん続ぞくも、栄えい華がも、何もかも。

　孤こ独どくなようでいて、空を去って行く武蔵むさしには、それら全てを得る可能性があるのだ。

　地上にいて、国と国は繫つながり、海でも繫がり、道も開発で繫がったとしても、北ほう条じようの滅びる歴史は消えない。

　武蔵や松まつ平だいらとて、同じ事にはいずれなろう。

　だが、今、失われる者と、これからの者の差は大きい。

　……何もかも、この船は運び、去ってしまう。

　ずっと昔から、幾いく度どとなく見上げ、見送ったのだ。

　それを今、北条が、滅びの運命を受け入れたまま、自分の手に掌しよう握あくする。

　強ごう引いんな手も、みっともない手段も、情なさけない方法もとった。

　だが、この形の滅びを迎えるなら、敗者の業ごうを浄じよう化か出来るだろうか。

「さあ」

　氏直は、はっきりと言った。

「未来の勝者よ。今の敗者に頭を下げなさい。

　そして未来の生せい者しやよ。今の死者に頭こうべを垂たれなさい」

　交こう渉しようは、城の数だ。

「二十六。その数字が、貴方あなた達たちの船を砕くだくか運ぶか、──相模さがみの波はまだ高いのですよ」
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「氏直……！」

　義よし康やすは、長年の宿しゆく敵てきとも言える相手に、声を飛ばした。

　……くそ。

　今、ここは自分のいる場所ではない。

　議ぎ論ろんの主ぬしは、己おのれではないのだ。

　だが、北条と里さと見みは長年の因いん縁ねんを持ち合う仲なかだ。

　感情任まかせではあるが、しかし、今の会議の内容については言いたい事がある。

「これがお前の望む事か!?」

「里見・義康」

　北条・氏直が、笑えみで言った。

「これからの見苦しさも何もかも、先せん代だい、先せん々せん代だいからの付き合いとして、貴女あなたには見ておいて欲しいものです」

　何な故ぜなら、

「聖せい譜ふ記き述じゆつに拠よれば、里さと見み・義よし康やすは小お田だ原わら征せい伐ばつにおいて羽は柴しば方かたとなったのに、遅ち参さんする。

　その後にまたいろいろあり、里見は羽柴に所しよ領りようを没ぼつ収しゆうされ、それ以い降こう──」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──それ以降、里見は松まつ平だいらを頼る事になるのだ」

「そうですね」

　氏うじ直なおが、ゆるりと身を揺らして言う。

「貴女あなたも、私の近くから、またこの船で去って行く」

「……は？」

　……貴女〝も〟？

　意味が解わからず、言葉を失った自分の眼がん前ぜん。氏直が動いた。

　彼女は、武蔵むさし書しよ記きに向き合い、歯を見せたのだ。

「さあ、始めましょう。生きる事で勝者となる武蔵の住人。

　この二十六の城を用いた交こう渉しようを」
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　身を揺らし、髪かみを靡なびかせる氏直に、ネシンバラは口を開いた。

　今、言うべき事がある。その内容は、

「──城は三つだ」

　息を吸い、

「二十六などと、認めたつもりはない」





●






「おや」

　と、氏直は笑えみで首を傾かしげた。身体からだを揺らし、振り戻して問うた。

「歴史再さい現げんを遵じゆん守しゆして、松平であり、羽柴でもある貴方あなた達が、二十六の城を否定するというのは、意味が解りませんね」

「では、確かく認にんしよう」

　武蔵書記が言った。その瞬しゆん間かんに、氏直はこう応じた。

「嫌いやです」

　武蔵書記の論ろん調ちようは解っている。彼は、こちらを嵌はめるのだ。

　幾いくつかの踏み絵を気付かず踏ませ、最後にそれを明かして逃げられないようにする。

　だから、付き合ってはならない。

「貴方の卑ひ怯きような確かく認にん事じ項こうを聞くつもりはありません。──ここは小お田だ原わら征せい伐ばつを話し合う現場。そして私は北ほう条じようの主あるじ。貴方は私の言葉を聞けば良いのです」

　成なる程ほど、と相手は応じた。

　そして彼は、右手を振り、問いかけを放った。

「つまり貴女あなたは──、この議ぎ場じようの主あるじだというのか」
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　武蔵むさし書しよ記きが告げた問い掛け。

　……これは──。

「────」

　彼の言葉に、氏うじ直なおは動きを止めた。

　単純な肯こう定ていも否定も、出来なくなったのだ。
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・銀　狼：『──仕掛けましたわね!?』

　北ほう条じよう・氏直の無言。それを見たミトツダイラは、書記の仕込みを悟さとった。

　書記が、ここからどのような論を振りかざすかは、彼が狂人なのでちょっと解わからない。

　だが、仕掛けた。確かに仕掛けたのだ。

　自分が議場の主であるかのように振る舞う北条を止めるために、

・銀　狼：『先さき程ほどの否定の連れん打だと追い込みが、効いてますわ』

・煙草女：『は？　どういう事さね？』

・副会長：『──苦にが手て感かん、か』

　その通りだ。

・銀　狼：『Ｊｕｄジヤツジ．、先程、書記は、北条・氏直の言った事全すべてに反応し、潰つぶして行きましたの。それも幾いく度どとなく。だから北条は、自分の発言の直後に書記が食いついてくると、警けい戒かいせざるを得なくなったんですわ』

　相手の得とく意い技わざに乗らないためには、無む視しか拒きよ絶ぜつが一番。

　……北条の戦せん術じゆつとしては、書記の言葉を弾はじいた後、一いつ気きに攻め込むつもりだったでしょうに。

　しかし書記は、そこに仕掛けた。

・銀　狼：『北条に対し、北条が望んでいる事を問い返す。──つまり、北条を議場の主と確認するような物もの言いいをしたんですの』

　結果は、明確だ。

・銀　狼：『北条は、動けなくなりましたわ。だって、反応すれば、前のように食いつかれるかも知れませんし、しかし、拒絶すれば、そうではないと認める事になりますもの』

　しかし、北条・氏直は自じ動どう人形の身体からだだ。高速思し考こうを持っている。

　復帰や己おのれの考え直しは早いだろう。ならば、

・副会長：『──急げ、ネシンバラ』

　Ｊｕｄジヤツジ．、という声を、聞いた気がした。

　正まさ純ずみの促うながし直後。書しよ記きが半はん身みになった。顔に手を当て、中指で眼鏡めがねを持ち上げ、

「三つだ。──この考えをこれから通す」
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　氏うじ照てるは、横に立つ幻げん庵あんが、小さく呟つぶやいたのを聞いた。

「ほう……」

　感心とも言える吐と息いきをしていたので、氏照は幻庵の頭を肘ひじで突いた。

「何が〝ほう〟、だ。おい」

「Ｔｅｓテスタメント．、向こうの書記よ。──〝この考えをこれから通す〟、か」

　彼が、言葉の味を確かめるように呟つぶやき、頷うなずいた。

「その言い方では、認めたつもりはない、とも、通した憶おぼえはない、とも言えぬなあ。

　よくて、通しません、と我がを張るくらいか。何しろ、未来を否定は出来ぬのだから」

　つまり、

「氏うじ直なおは、聞かねばならんよ」
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　ネシンバラは息を吸った。

「何度も言おう。──城は三つだ」

「出来ません」

「ああ、出来ないとも」

　その言葉に、氏直が一いつ瞬しゆんの戸と惑まどいを作った。

　直後に、ネシンバラは言う。

「理由は三つだ」

　大だい事じな一ひと言ことだ。何な故ぜなら、これも相手は即そく座ざの否定が出来ないからだ。

　もし、こちらの言げんを否定するならば、相手はこれから挙げる三つの理由を全て否定しなければいけない。

　ゆえにまず、第一の理由を言う。

「一つ目の理由は、僕達武蔵むさしの側に、襲しゆう名めい者しやがほとんどいない事だ。それも、小お田だ原わら征せい伐ばつに関かん与よした襲名者は、ほぼ皆かい無むと言っていい」

　それなのに、

「誰だれが、攻め手の代表となって、各かく城しろを攻こう略りやくすると言うんだい？　北ほう条じよう・氏直」

「────」

　答えられまい。

　だからこちらは言葉を続ける。

「同どう様ように、二つ目の理由としては、北ほう条じよう側がわにも襲しゆう名めい者しやはどれだけいるのか。少なくとも、今、この場に出てきている襲名者は三人だ」

「四人です！」

　氏うじ直なおが言った。

「私、小こ太た郎ろう、叔お父じに、大おお叔父がいます」

「その大叔父は、小お田だ原わら征せい伐ばつの時には死去している。少なくとも、ここで話が出来るのは、三人分だ。他にいるのなら、リストを出してくれ」

　無む論ろん、とネシンバラは言葉を挟んだ。

「どれだけ人員を用意しても、こちらに対応はない」

「卑ひ怯きようです……！」

　氏直が、涙を散らして声をあげた。

「北条の用意を、無む駄だにするというのですか！」

「三つ目の理由を言おう」

　それは、

「──小田原征伐が歴史再さい現げんだという事だ」
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　ネシンバラは、表示枠サインフレームに文字を叩たたき出しながら、それを読む。

　急ぎの作業だ。読み方はやや棒ぼう読よみになるが、仕方ない。

「小田原征伐が歴史再現である以上、その内容は聖せい譜ふ記き述じゆつに沿わねばならない。

　だが、僕達武蔵むさし勢ぜいは、攻め手を担たん当とうするが、攻め手の襲名者がいない。

　歴史再現として正確に行うなら、僕達は小田原征伐に参加が出来ない」

　しかし、とネシンバラは言葉を繫つなげた。

「僕達は、松まつ平だいらとして、そして羽は柴しばの代だい理り人として、この小田原征伐への参加が認められている。これは北条と毛もう利りの依頼によるものであり、締てい結けつした以上、両者合ごう意いでなければ否ひ決けつする事は出来ない」

「ならば──」

「覚かく悟ごは出来ていたろう？　この辺りのルール、何も知らずに今回の小田原征伐を動かした筈はずもない」

　要するに、とネシンバラは言葉を鍵けん盤ばんから打ち込んだ。

「襲名者のいない戦せん闘とう状況に対し、〝これで歴史が再現された〟と言い切るならば、そこに必要なのは解かい釈しやくだ。

　──そして歴史を作るのは襲しゆう名めい者しや。もしも小お田だ原わら征せい伐ばつが成せい立りつ出来たというならば、それに関わった北ほう条じよう側がわの襲名者との戦せん闘とう行為しか無い。

　羽は柴しば勢ぜいや松まつ平だいら勢としての僕達は、北条側の代表と相あい対たいする事で、その権けん利りを成立出来るという訳わけだ」

「だったら、二十六の城に代表を配置すれば良いのですね？」

「そうじゃない。──これは歴史再さい現げんだよ」

　ネシンバラは真まっ直すぐに告げた。

「小田原征伐の際、ほとんどの北条勢は、小田原城じように籠ろう城じようした。

　貴女あなたも、そこにいる北条・氏うじ照てるも、だ。

　外にいて戦ったのは、一体どれだけいる？」

「戦闘は、その数しか出来ない、と？」

「解わかっていた筈はずだ」

　何な故ぜなら、

「先に、君きみ達たちの城で、城じよう主しゆがいるものを挙げたね？　あれが貴女の本ほん命めいだろう」

　ネシンバラは、先さき程ほど自分が挙げた城のリストを出した。





前ぜん哨しよう戦せん：山やま中なか城、韮にら山やま城、下しも田だ城

支し城じよう戦：松まつ井い田だ城・津つ久く井い城・鉢はち形がた城






「この六城に、小田原城を加えた七城が、僕達の対応すべき城に見える」

「ならば、合計で七城、と？」

「三つだ」

　ネシンバラは譲ゆずらない。

　彼は一度右手を前に振り、

「僕達の方針はこうだ。

　七城中の四城、その内の二城に、襲名者を相対させ、確実に勝利する。

　残りの二城も、襲名者を出すが、先の二つが勝てば、残りの二城分は敗れてもいいだろう。そして──」

　言った。

「残りの三城分ぶん、僕達の誰だれかが出る。だから三城、三人分だ」
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　馬ば鹿かな、と氏うじ直なおは思った。

　七城じようである事を認め、三城分ぶんに彼ら武蔵むさし勢ぜいが出る、という終わりの部分は納なつ得とく出来る。

　だが、武蔵むさし側には、小お田だ原わら征せい伐ばつに合がつ致ちする襲しゆう名めい者しやはいない筈はずではなかったのか、と。

　……それが、他の四城分も、いるのですか？

　と氏うじ直なおは視線を動かした。すると、いた。まずは、

「里さと見み・義よし康やす」

　そして、

「伊だ達て・成なる実みも……」

「そういう事だ」

　武蔵書しよ記きが、広げた表示枠サインフレームの向こうから言葉を送ってくる。

「さて、各かつ国こくの副ふく長ちよう、生徒会長クラスを代表に出せるのが武蔵の強みだ。北ほう条じよう・氏直、そちらはどうするんだい？」

「彼女達を楯たてにするというのですか？」

「そんな事を言った憶おぼえはない」

　そうね、と応じたのは伊達家け副長だ。彼女は一度だけ手で髪かみを払って、

「伊達家の歴史再さい現げんだし、──家や賃ちんみたいなものよ」

「確かに、……私の方も、出る事に意い義ぎがまずあろう」

　義康の頷うなずきに、武蔵書記が右の手を挙げた。

「城の取り合いをするのもいいだろう。──だが、この二人に勝てる者は、そちらにいるかい？　北条・氏直」

「二人でしょう？　伊達家副長に、里見・義康。──この二人が勝てるとしても、他の城はどうするというのです？」

「三つは僕達が何とかする。貴女あなた達を相手にしなければいけないからね」

　武蔵側で三つ。そして伊達家副長と義康で二つを担当。後、残っている城は、

「二つありますね。──それだけの数の襲名者を、どこから出しますか？　まさか、ここから先は交渉だと言って政治的駆かけ引ひきに持ち込みますか？」

「そんな事を言った憶えはない」

　言い切ると共に、武蔵書記が右の手を振り上げた。

　彼の手の動きに合わせ、表示枠サインフレームが追加される。数は二つ、それも大おお判ばんで、だ。

「これが僕達の切きり札ふだだ。──ディスティニーフレーム！　それを見せよう！」

　畳たたみ一枚程もある飾かざり枠わくには、それぞれ一人の人物が映っていた。

　一人は、薄うす暗ぐらい石造りの広ひろ間まに立つ、白い魔ま神じん族ぞくの、

『小田原征伐、──参さん戦せんしようか、この上うえ杉すぎ・景かげ勝かつの戦せん士し団だんが』

　……上越露西亜スヴイエート・ルーシの王……！

「景勝公こうは、小田原征伐における羽は柴しば勢ぜいの主力だよ。松まつ井い田だ城じようや箕みの輪わ城など、多くの城を落とすのに参加している。そして──」

　笑えみを見せる彼の横、もう一枚に見えるのは、夕の空を背景とした女だ。

『──遅ち参さんの歴史再さい現げんではあるが、政まさ宗むねの手て勢ぜいも出て、義よし康やすも出るなら、私も出ざるを得ぬであろうよのう』

　転がるような声と共に、大おお振ぶりの扇せん子すを口に当てる影。それは、

「最も上がみ・義よし光あき……！」







[image: 第三十七章『集合地の簒奪者』]
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　ココ、と義よし光あきは喉のどで笑った。

　横の宙そら、やってきた鮭しやけ延のべが渡すグラスには酒がある。

「去年の仕込み。──今こん時期は稲いな穂ほの伸びるのを眺ながめるのが楽しい時期よの。

　ならば、我々の地を経て行った子供達たちが、どれだけ伸びたか見るのも良かろう」

　さてまあ、と義光は、扇せん子すを上空に指先で放り、グラスを手に取った。

「行くぞえ。──〝山やま形がた城じよう〟」
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『三時間後ごには料理を作り直しておくのだえ？　私は鶏とり料理が好きぞ』

　言って笑う義光の背後。空が大きく動き出した。

　ネシンバラはそれを見上げながら、息を吸った。

　……まずいまずい。

　自分の心が興こう奮ふんしているのが解わかる。

　歴史が動きつつあるという、それだけではない。

　動かしているのだ。

　画が像ぞうの中、義光が遠ざかった。彼女の方でも表示枠サインフレームを出したところを見るに、

・あさま：『正まさ純ずみ、最も上がみ家から実況通神チヤツトなどの通神回かい線せんを開くようにと』

・副会長：『Ｊｕｄジヤツジ．、──上越露西亜スヴイエート・ルーシにも同じように頼む』

　彼女の言葉に応じる動きで表示枠が新しく現れ、接せつ続ぞく関係の設定が画面を走る。

　つまり今、自分の手て元もとが、奥おう州しゆうと上越露西亜、そして関かん東とうを結ぶステーションだ。

　……燃えるなあ!!

　ネシンバラは、左手を前に振って、氏うじ直なおに言葉を投げた。

「さて、選択肢しだよ、北ほう条じよう・氏直」

「何がですか」

　Ｊｕｄ．、とネシンバラは頷うなずく。

「伊だ達て、里さと見み、上越露西亜、最上、──この四戦。やるのかい？」
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　正純は、ネシンバラの意い図とを悟さとった。

　……ああ。

　そういう事か、と、今いま更さらながらに正純は納なつ得とくした。

　今までの城の提てい示じや取り合いの裏で、自分達は最上や上越露西亜に連絡を取り、歴史再さい現げんとしての彼らの連動を促うながしていた。

　歴史再さい現げん、という大たい義ぎ名めい分ぶんはあっても、それだけですぐの参さん戦せんを決められる訳わけもない。そこに踏み込ませたのは、やはり関かん東とう解放やこの戦いが、今後の世界における自国の優ゆう位い性せいを決めると、そう判はん断だんしたからだろう。

　自分の手て元もと。幾いくつか、上越露西亜スヴイエート・ルーシや、最も上がみに流した情報がある。

　人狼女王レーネ・デ・ガルウから得た、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの現状や、伊だ達て・成なる実みと里さと見み・義よし康やすが参戦を決めたという事だ。

　既すでに毛もう利りは大きく動いている。

　世界の流れに貢こう献けんし、力を得たものこそが、次じ代だいのいい位置を得るのだ。

　毛利が西で動くならば、関東側でも動きを取らねばいけない。そして成果を出さねば、後の世で、毛利に対しての発はつ言げん権けんで劣おとるようになる。

　既に、伊達は成実が参戦を決め、里見も同どう意いした。

　だからだ、と、考えておいた方がいいだろう。と、正まさ純ずみは思う。

　……上うえ杉すぎも、最上も、二人とも、親しん身みになってくれたと考えるのは、早計だ。

　世の中は、そう、甘くない。

　しかし、今は今、だ。何か理由はあれ、彼らはこちらに力を貸してくれる。

　有あり難がたい事だと、そう思おう。

　……あとは、この会議だが──。

　ネシンバラの意い図とは解わかっている。

　ネシンバラの作戦では、七つの城の内、四つに、武蔵むさしの外部勢せい力りよくを投とう入にゆうする。

　下へ手たに武蔵勢ぜいで戦うよりも、一いつ点てん集中で強固な四勢力だ。

・義　　：『正直、私が一番、穴だと思うがな』

・不退転：『そう思っていて戦える内は、大だい丈じよう夫ぶよ』

　最後の北ほう条じよう戦せんだ。一番勝しよう機きを摑つかむのは、義康かも知れない。だが、

　……そうではないな。

　ネシンバラの交こう渉しようは、結局、彼らを戦わせないものとなるだろう。

　何な故ぜなら、七戦の内の四戦が外部勢力。それも強固なものとなると、北条側はもはや数で負ける。残りの三戦、武蔵側が全て負けたとしても三敗四勝だ。

　勝ち負けを勝数で決めるかどうかは話し合っていないが、利益と損そん益えきで考えたら、この時点で北条側に利益はない。

　……全く。

　外部勢力のカードを用意するまでの時間稼かせぎ。

　そして、北条・氏うじ直なおを誘ゆう導どうし、歴史再現の議ぎ場じように押さえ込むまで、どれだけ掛かけたか。

　正純は思った。

　こいつ、面白くするためだったら、損そん害がい厭いとわず何でもする気だろ、と。

「さあ」

　ネシンバラが、北ほう条じように言葉を放った。

「誰だれが欲しい？」
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「──は!?」

　いきなりの言葉に、正まさ純ずみは声をあげた。

「ちょっと待て！　ネシンバラ！　どういう意味だ!?」

　問い掛けた先、ネシンバラが振り向いた。

　彼は、〝何か変な事が？〟という顔で、

「──だって、北条には七つの城を賄まかなう戦せん力りよくがないだろ？　それで、僕達は外部戦力を呼べるし、今回は戦力足たりなかったら補ほ充じゆうしていいんだしさ」

　だから、

「皆で派は出でにやるだろフツー」

「待てえ──!!」





●






・あさま：『あっ、凄すごい！　正純が戦争を止めようとしてますよ！』

・あずま：『おかしくなったの？』

・金マル：『うーん、余よ、それはちょっとダイレクトじゃないかなあ』

・副会長：『いや、止とめるだろコレはフツー！』

・賢姉様：『あらやだこの子ったら、他の人が戦争を仕切るのに嫉しつ妬としてるのね!?』

・俺　　：『私の戦争とっちゃらめえええ』

・副会長：『言いたい事増ふやさせて混乱させるなあ──！』
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「ちょ、ちょっと待て、ネシンバラ！」

　正純は問うた。

　確かに、彼の言う事は、現状のルールに準じている。

　だが、素直過すぎだ。

　……こっちの損害が無いようにするのが政治だぞ！

　その流れに乗っていたと思ったら、まさか敵を増ぞう設せつするとは。

　どうしたものか、と正まさ純ずみが思し案あんを働かせた。その瞬しゆん間かんだった。

　反応が、来た。

　それは北ほう条じよう・氏うじ直なおの、両手を握って振るまでした、

「それがいいですね！　それでいきましょう!!　ええ！」

　お前キャラ変わってないか。

　しかし、北条にとっては渡りに船だろう。何せダメ元で食いついていて、城の取り合いも三つに減らされるところだったのだ。それが七つに保てて、各かつ国こくの重要戦せん力りよくが味み方かたについてくれるかも、となれば、

「では」

　息を吸った氏直が、身と表情を正した。きっぱりとした口く調ちようで、

「──その流れで北条はいきます」
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・不退転：『……この人、意い外がいと、武蔵むさしに合ってるかもね』

・貧従士：『いや、この人、ネガティブな方で面めん倒どうかと思えば、ポジティブな方でも面倒じゃないですかね……』

・副会長：『…………』

・〇べ屋：『あ、考えてる。考えてる』

・副会長：『考えないと駄だ目めだろコレは……!!』
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　正純は、考えた。

　だが、思し考こうがまとまる前に、声が来た。

『────』

　外部拡かく声せい器きか何か、遠い声だ。

　……艦かん内ない放送か？

　何ど処こか遠くから、こちらに向けた声が放たれている。しかし、

「何処だ……？」

　皆は顔を見合わせ、辺りを見回した。だが、誰だれもが視線を合わせつつ、

「……何処？　ってか、誰？」

　問い掛けながら振り向くのは、向むか井いの方だ。

　彼女が、〝音おと鳴なりさん〟を着けた両耳みみに手を当てている。やはり向井の方でも、その声が何処からか気になっているのだろう。

　耳に翳かざした手の向きから、南の方だと思うのだが、

　……何ど処こだ？　町まち中なかの拡かく声せい器きだろうけど……。

　解わからない。しかし、

『────』

　声のようなものが、こちらに届いている気がする。

　何だろう、と思う視線の先。向むか井いの頭ず上じようで、直なお政まさが表示枠サインフレームを開いて文字を作った。

『武蔵むさしの聴ちよう覚かく素そ子しからは？』

　その問いに、浅あさ間まが頷うなずき、手元の表示枠を掲かかげた。

　すぐに彼女は、

「あの、鈴すずさん？」

「ん」

　浅間の手て元もとと、向井の両耳みみ近くに表示枠が出た瞬しゆん間かん。

　向井が、あ、と南の空を指さした。

　もはや朱あけを超え、紫むらさき色いろから夜の紺こんへと変わっていく空の中。遠く離れた上空に、一枚の表示枠があった。旧派カトリツクの表示枠だというのは解わかるが、

　……何だアレ？

「ええと、ちょっと拡大してみますね？」

　浅間が、皆の頷うなずきを確かく認にんしながら、青せい雷らい亭てい本ほん舗ぽの前に一枚大きな表示枠を出す。

　と、そこに映ったのは、上空の表示枠だ。その中では、

『聞こえていますか!?　聞こえていますか!?　卑ひ怯きようなる武蔵の諸しよ君くん！

　多分そこのステルス障しよう壁へき内ないにいると思うんですが、透とう過か型がたなら返答しなさい！』

　横の浅間が、通信ＯＫの合図を指で丸マル作って教えてくれる。

　ゆえに正まさ純ずみは、聞き覚えのある声に吐と息いきした。

「大おお谷たにかあ」
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　ほんの数時間前まえに会ったばかりの姿すがたが、そこにあった。

　しかし、それは走狗マウスにも似た小さな姿で、

　……背景、海か？　だとしたら立ってるのは堤てい防ぼうか何かか。

「浅間、あれ、表示枠があんな遠くにあるのはどういう事だ？」

「ええ、昼の一件があったので、武蔵の情報系けい防ぼう護ごを高めに設定したんです。

　武蔵の周囲三キロくらいから、通つう神しん関係の防護が掛かってますね」

　……ああ、あの距離かー。

　安全のためとはいえ、これはこれで不ふ便べんだなあ、とも思う。だが、

『いいですか？　武蔵の諸君！』

　撮さつ影えい者しやが不ふ慣なれらしい。やや揺れる画が像ぞうの中、走狗マウスサイズの大おお谷たにが、

『羽は柴しば様さまから派は遣けんされた監かん視し者しやとして、今のアイデアには賛さん同どうします！』

「ああ、城三つで終えるってやつだな。私もそれが良いと思う」

『違います！　何て卑ひ怯きような！　そうではなくて各かつ国こく含めた総そう力りよく戦せんです！』

「そんな事言ったっけ？　お前、聞き間違えてるだろ」

『言いましたとも、そこの武蔵むさし書しよ記きが！』

「それは幻げん聴ちようだろう。うちの書記、幻聴聞けるタイプだしな」

・俺　　：『オメエ、強ごう引いん過ぎね？』

・副会長：『こっちの気持ちになってみろお──!!』

・義　　：『大変だな……』

・副会長：『……理解されると、それはそれでダメージがデカいな……』

　だが、大谷は腕を組んで身を逸そらした。

　横、堤てい防ぼうの上に串くし団だん子ごが置いてあるのは、撮影者のものか。

　彼は、その団子の前にまで歩き、食い終わって残った串を一本手てにして立てた。

『いいですか？　先さき程ほどから聞いていると、あまりにも意味不ふ明めいな理り論ろんでものごとを振り回していますね？』

「ヅカ本ほん多だ君、言ってやってくれ。失しつ礼れいな事を言うなと」

　無む理り言うな。

　だが、大谷の言わんとしている事も解わかる。

「──可能な限り、代だい理り人にんを用いて小お田だ原わら征せい伐ばつをやれ、と？」

『Ｔｅｓテスタメント．！　特に上越露西亜スヴイエート・ルーシには、こちらから依頼をしようと思っていたところです。

　そして、武蔵勢ぜい、貴方あなた達たちにも、用があります』

　大谷の言葉を聞いた正まさ純ずみは、

　……用？

　疑問に思いながら、皆を見渡した。

　すると何な故ぜか皆、さ、と音がするような動きで視線を逸そらす。

「おい」

・金マル：『狙そ撃げき位置にいて良かったねガっちゃん。巻き込まれるトコだったよ』

・立花嫁：『宗むね茂しげ様さま、段だん々だん慣なれてきてる自分が嫌いやです……』

・立花夫：『大だい丈じよう夫ぶですよ誾ぎんさん。安全のためです』

　どういう意味だ。

　だが、こちらはこちらで確かく認にんが必要だろう。

「大谷、……ぶっちゃけ、憶おぼえが無いんだが、私達、何か悪い事したか？」

・礼賛者：『……ついさっきテーブルでぶっ飛ばして砲ほう弾だん直ちよく撃げきさせませんでしたか？』

・不退転：『あのくらいじゃ大した事ないって事ね……』

・銀　狼：『い、いえ、あの、あれは一種の解決策さく！　そうですのよ!?　解決策！』

　そういやそうだったかー……、と思う正まさ純ずみの眼がん前ぜん。巨きよ大だいな表示枠サインフレームに映るもう一つの表示枠の中で、大おお谷たにが串くしをこちらに向けた。

『そういう意味ではありません。──武蔵むさし勢ぜい！　貴方あなた達たちは一つの事実を忘れている！

　──貴方達は神流かんな川がわの戦いで北ほう条じよう側がわについた。それもP. A. Odaに対たい抗こうするためです。

　つまり、貴方達は、P. A. Odaにとっては北条側です』

　そこまで言って、大谷が、小さな身体からだを揺らした。

　彼はこちらに串を向け直し、流りゆう体たいの光を身体から散らすと、

『──羽は柴しば様の代だい理り、小お田だ原わら征せい伐ばつの監かん視し者しやとして言います。

　この小田原征伐に対し、松まつ平だいら勢は北条の代理としても戦せん闘とうを行いなさい！』
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　大谷は、放送用の表示枠レルネンフイグーアの向こうで、脇わき坂さかが右の親おや指ゆびを上げるのを見た。

　彼女の横、何ど処ことなく半はん目めがちな嘉よし明あきが、己おのれの魔術陣マギノフイグーアに指で、

『よくやってると思うわ』

　……透とう過かしてるとはいえ、反転で見せられましても……。

[image: ]

　おかしいです、と大おお谷たには思った。自分は清く正しく義ぎ理り堅く生活している病原式ウイルスだが、どうもこの二人からの評ひよう価かが低いような気がする。

　ともあれ、今は仕事だ。こちらの表示枠レルネンフイグーアには武蔵むさしの俯ふ瞰かんが映っている。多分あの辺りが目もく標ひようの位置だが、合ってるだろうか。

　……声は拾えているので、大だい丈じよう夫ぶだと思うんですが。

　正義の使し者しやでも流石さすがにちょっと自信が無い。ひょっとして近所の家に指し向こう性せいのある声を誤ご爆ばくしていないだろうか。考え過ぎか。ただ、

『小お田だ原わら征せい伐ばつとして、城を七つ。七戦と聞きました』

　飛ばした声に、武蔵の副ふく会長が応じた。

『そんな事言ったっけ？』

『言いました！　この期ごに及んで誤ご魔ま化かそうというのですか！』

『いや、誤魔化してない。お前にはよく理り解かい出来ないかも知れないが、私にもよく理解出来てないから大だい丈じよう夫ぶだ』

『それは大丈夫とはいいません！』

『そっか、駄だ目めか。じゃあ諦あきらめてくれ』

　通つう神しんが向こうから切れた。

　……え？

　思わず止まったこちらの眼がん前ぜん。脇わき坂さかが、んー？　と放送用の表示枠を裏から覗のぞき込む。

「えーと」

　脇坂が、表示枠に対し、おもむろに斜め上から手て刀がたなを叩たたき込んだ。

　表示枠が揺れ、

『ぬ！』

　大谷は堤てい防ぼうの上を転がった。

　二、三転てんしたこちらに対し、嘉よし明あきが首を傾かしげる。

「……楽しい？」

『た、楽しくありません！　その表示枠、自分と連れん動どうしてるんだからもっと優しく！』

「わあい」

　脇坂が表示枠を両手で摑つかんで上下にシェイクした。

　大谷も、それに合わせて宙ちゆうに躍おどるかと思えば、

「……何か堤防にゴスゴス打ちつけられてるというか、沈しずみ込む？」

『空を飛べる訳わけありませんから、地ち表ひよう設定はあるんですよ！』

「飛べないのかあ──」

『な、何です、その半はん目めと薄ら笑い！』

「飛べないのかあ──。ふう」

『吐と息いきまでつけましたね!?』

　まあまあ、と言うように、嘉よし明あきが表示枠レルネンフイグーアをこちらに向ける。

　自分も連れん動どうして堤てい防ぼう上じようを滑すべりかけたので、連動処しよ理りを切った。すると、

「最後の一いつ瞬しゆんね。ちょっと再生するから見てて──ほら、ここ」

　嘉明が止めた画面の右に、円形の影が見える。それは、

『硬こう貨か弾だんですか……！　向こうの魔女テクノヘクセンの仕し業わざとは！』

「……三キロ以上離はなれた位置にある一メートル四し方ほうを撃うち抜くって、何て無む茶ちやな」

　嘉明は、吐と息いきをつけて南の方、小お田だ原わらの空に浮かぶ武蔵むさしを仰あおいだ。

　餌えさ欲ほしさか、彼女は足あし下もとにやってきた猫ねこに触れながら、

「介かい入にゆうの余よ地ちが出てきたわね」
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　ネシンバラは、後ろの副ふく会長が〝巻け！　早く！〟と小こ声ごえで言ってくるのを聞きながら、心を落ち着かせていた。

　頭ず上じようの表示枠サインフレームの内、上越露西亜スヴイエート・ルーシを映すものでは、上うえ杉すぎ・景かげ勝かつが顎あごに手を当てた姿すがたを見せている。

　黙もつ考こうだ。静かに、自分達の動どう勢せいがどうなるかを見ようというのだろう。

　対し、最も上がみを映す方では、義よし光あきが笑って踊っている。二人とも対たい照しよう的てきではあるが、

「景勝公こう、判はん断だんして欲しい。──そちらは、このままだと羽は柴しば側になる」

『Ｔｅｓテスタメント．、そうならざるを得まいな。ハハ……！　我らと武ぶ力りよくの勝負か、武蔵勢ぜい……！

　避けられぬ相あい対たいというところか』

　やはり景勝公は格好かつこ良いなあ！　とネシンバラは思った。

　戦せん国ごく武ぶ将しようたるもの、立場や付き合いはあっても、戦いくさを前には心こころ躍おどらねば。
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・かげＶ：『ど、どうしようであるか!?　まさか、ちょっと南に行って日を浴びるのもいいかな、と思っていたら、武蔵勢と大だい戦争になってしまうのである！』

・繁　子：『あー、まあそうなったら自分が出るでありますから』

・朝の部：『待たれよ！　その場合は自分が出場して、あの生なま意い気きな全ぜん裸らに一発喝かつを！』

・繁　子：『いや、武蔵総そう長ちようは出て来ないでしょう』

・朝の部：『……じゃあいいか』

・かげＶ：『斎さい藤とうさん、武蔵総長の事が結けつ構こう気に入ってるね!?』

・繁　子：『ともあれ景勝様、幾いくつかの事じ項こうを確かく認にんしなければ。まずはこの件において、武蔵勢との政治的取とり引ひきとして何が出来るのかを。何しろ単に羽柴勢の手て下したとなるのでは、損が大きい。

　後の武蔵むさし勢ぜいに、恩おんを売れるようにしなければならないものであるかと』

・愛　人：『ははは！　まぁた怪け我がして戻ったよおう！』

・かげＶ：『きさまああああああああああああああああああ！』

・女市長：『おーい貴き様さまら、牛の死し体たいを使ったボルシチ出来たから学がく食しよくに整せい列れつしろ。二列だ』

・かげＶ：『よかろう！　見事な定てい時じ夕食だマルファ……！』
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『夕食の前だというのに、この糞くそ虫むしがああああ！』

　上越露西亜スヴイエート・ルーシの表示枠サインフレームで、景かげ勝かつ公こうのライブ[image: ]しつ責せきが直なお江え・兼かね続つぐをバウンドさせる。

　それを見るミトツダイラは、

・銀　狼：『あ、相変わらずの恐きよう怖ふ政治ですわね……！』

・十ＺＯ：『Ｊｕｄジヤツジ．！　本ほん物ものの雷らい帝ていで御ご座ざるなあ……！』

・未熟者：『君達、生なまで見られたんだよね。いいなあ……！』

『貴き様さまの居い場所などあるかああああああ！』

　なかなか激しいが、少々慣れてきている自分が怖こわい。

　……まあ、向こうの人達もそうでしょうしねえ……。

　と、思っているこちらの視し界かいの中。雷らい光こうと撃げき音おんが響ひびくのを背後に、画面内ないに人ひと影かげが来た。

　本ほん庄じよう・繁しげ長ながだ。夏服姿すがたの彼女は、鼻の上にサングラスを持ち上げ、

『景勝様は今、部ぶ下かへの温おん情じようで忙いそがしい。私が代だい理りするものである。

　まず、先に言っておくが、──こちらとしては、小お田だ原わら征せい伐ばつには参加したいと考えている』

「……敵に回るという事ですの？」

　問い掛けに、繁長が視線を挙げた。彼女はこちらを見て、

『南へ向かう。──そういう事である』
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・かげＶ：『そう！　南！　今は夏だからね！　ここで長い冬に備えていろいろと買い込んでおきたいよ！　動物園えんのために集めた動物たちも、まだ我が地に不ふ慣なれゆえ、適てき性せいな飼料を買っておきたい！　子供達のための本なども必要だ！』

・愛　人：『景勝くぅん！　も、もうちょっとこっち！　こっちの肩の辺りだよぉ！』

・かげＶ：『死ねええええええええええ！』
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　向こうは盛り上がっているな、と正まさ純ずみは思った。

　上越露西亜とは通つう神しんでの遣やり取りしかした事は無いが、

　……これを機に会見を得られる可能性もある訳わけだ。

　ならば、お互いの手を尽くす意味はある。

「ネシンバラ、ここで上越露西亜スヴイエート・ルーシと戦争を行うとすれば、何の事じ案あんがある？」

「慶けい長ちよう出で羽わ合かつ戦せんだ。それが一番、効率がいい」

・俺　　：『ケーチョーでは合がつ体たい？』

・副会長：『皆、無む視ししよう』

・俺　　：『──あ！　この野や郎ろう！　ホライゾンは俺おれの事無視しない──、何でそんな目で睨にらんでんの!?　ちょっと新しくね!?』

　どんな目だ、と思うが、新しいのだろう。

・副会長：『慶長出羽合戦については、三さん国ごく会議の際にもクロスユナイトの方から話があったと思う。──別名〝会あい津づ征せい伐ばつ〟。単純に言えば、関せきヶ原はらで西せい軍ぐんについた上うえ杉すぎに対し、松まつ平だいら勢ぜいが攻こう撃げきを仕掛けるというものだ』

　だが、その際は援えん護ごがつく。

・副会長：『最も上がみと伊だ達てが、共に上杉への侵しん攻こうを手伝うんだ。──上越露西亜側が南なん進しんしてくるのは違うが、現状と合わせれば私達には大きな益えきとなる』

・銀　狼：『今の内に戦っておけば、関ヶ原の際に、上越露西亜と戦せん闘とうをしなくてよくなりますのね？』

　そういう事だ。

・九尾娘：『そうなると、対上杉は私が出ねばならんかえ』

　表示枠サインフレームの向こうで、狐きつねが喉のどを鳴らした。

　最上もまた、ここでは益を共に得る者だ。そうなると、

「私も含め、お互いの位い置ち関係が面めん倒どうそうね」

　伊だ達て家け副ふく長ちようが告げる。

　そして、彼女だけではなかった。

「あたし達も、小お田だ原わら征伐の中に混ぜて貰もらおうか。──対たい羽は柴しば代だい理り、つまり対たい武蔵むさし勢だ。

　実際、毛もう利り勢だって小田原征伐には派は兵へいし、海上輸ゆ送そう支援やってたんだ。参戦権けん限げんはあるぜ」

　毛利・輝てる元もとが、腕うでを組んだ笑えみで告げたのだ。
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　……やはり、そう来るよな。

　正純が思う眼がん前ぜん。毛利・輝元が、ようやく、という形で息をついた。

　そして彼女は、背後に手を振った。

　後ろ、自動人形ベル・デ・マリオネツタのMouri-01が応じ、持ち込んできていた荷物を用意し始める。

　その動きの中で、輝元が言った。

「それぞれの陣じん営えいと、目もく標ひようとする相手。そしてベットを決めようじゃねえか。

　うちは、当然、そこの武蔵むさし勢ぜいが第一目標だ。用意する掛け金は──」

　彼女の眼がん前ぜんのテーブル。その上にあるものを、侍じ女じよ式しき自動人形達たちが一いつ瞬しゆんで宙ちゆうに退たい避ひさせた。代わりというように、Mouri-01がテーブルに二つ置くものがある。

　大きめの、しかし運うん搬ぱん用ようの木箱コンテナだ。

　人の上じよう半身が収まる程、と言ったらいいか。大型の楽がつ器きが入りそうなサイズだった。

　……何だ、アレ……？

　と、正まさ純ずみが疑問した時だ。同じように訝いぶかしむ皆の中で、反応する者が一人いた。

　ホライゾンだ。

「それは──」

「Ｔｅｓテスタメント．、やっぱ当人は解わかるか」

　輝てる元もとが指を鳴らすと、Mouri-01の頷うなずきを伴って木箱が開いた。

　白の気き体たいを広げ、自じ動どう展開する木箱は〝封ふう印いん〟の表示枠シーニヤカドルを幾いくつも伴っている。

　二つの木箱。その中にあるのは、

「──大罪武装ロイズモイ・オプロ〝傲慢の光臨フオス・ハイベリフアニア〟と〝虚栄の光臨フオス・ケノドクシア〟だ」

　白と黒、二色で作られた形けい状じよう。肩けん胛こう骨こつと骨こつ盤ばんに似たそれらが、ホライゾンの視線の先で青あお白じろい流りゆう体たい光こうを放っていた。
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　誰だれもが息を詰め、小さな身動きを取る中、輝元は一つの疑問を聞いた。

「何な故ぜです？」

　問いかけを生むのは、北ほう条じよう・氏うじ直なおだった。

「武蔵むさし勢ぜいにとって、否いな、世界においても、大きな切きり札ふだになるでしょうに」

「おいおい、──あたし達にとっては、あまり意味は無いんだぜ」

　輝元は、両手を広げ、木箱の背を叩たたいた。

「だってあたし達は、この備び中ちゆう高たか松まつ城じようの戦いを終えたら、関せきヶ原はら以降、負けが無い。

　ただ覇は道どうを突っ走るだけだから、もう、傲慢も虚栄も、あたし達のものだけでいいのさ」
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　輝元は言う。

「無む論ろん、地元にゃ聖譜顕装テスタメンタ・アルマだってある。国の守りとしちゃあ充分だ。

　だが、それはそれとして、この、不要となる大罪武装を交こう渉しよう材料に用いるなら──」

　輝元は、自分の口くち端はに笑えみが宿るのを感じつつ、武蔵勢力を見た。

「お前らと戦闘出来る備中高松城の戦い。その講こう和わ用ようにするのがベストだろ。

　だからあたし達は、これをそこで使う」

　もう一度、輝てる元もとは木箱コンテナを叩たたいた。

「あたし達に勝っても、あたし達はこれを押しつけて一いつ切さいの交こう渉しようには応じねえ。

　あたし達が勝ったなら、これくっつけてやっから、一つ話に乗れ」

　それは、

「建たて前まえはどうあろうと、関せきヶ原はらとヴェストファーレンであたし達の味み方かたにつけ、武蔵むさし」
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　正まさ純ずみは、初めて輝元の本ほん心しんを聞いた気がした。

　関かん東とう解放や、外がい界かいの開かい拓たくという、それらの事業についても、彼女の本ほん音ねはあったろう。

　だが、関東解放と外界開拓は、事業で有り、ポジティブな夢だ。

　虚きよ栄えいの望むものと、そう言える。

　しかし、今のは違った。

　……味方につけ、か。

　毛もう利りは先さき程ほどこう言った。傲ごう慢まんと虚栄は、自分達のものだけでいいと。

　それはもう、きっと、彼女達の中では、己の個性として事実になっているのだ。

　そしてもう、きっと、彼女達の中では、外付けのそれは不要になっているのだ。

　だから、本ほん音ねが出た。

　こちらを頼り、力を貸せと、毛利・輝元がそう言っている。ゆえに、

「──Ｊｕｄジヤツジ．、そちらの戦争権けん益えき。了りよう承しようした。毛利・輝元。……明日あしたの小お田だ原わら征せい伐ばつ、そちらも相あい対たい戦に加わるといい」
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　よっし、と輝元は頷うなずいた。

　そして一度では無く、二度、三度と首を下に振る。すると横のMouri-01が、小さな声で、

「見事な交こう渉しようでした。──姫ひめ様さまの交渉の中で、二番目に素晴らしかったですね」

「一番は？」

「太陽王ロワ・ソレイユの告こく白はくを受けた時です」

　さよか、と、照れる気にもならない輝元は、しかし、

「──じゃあ決まりだな！」

　左右にある大罪武装ロイズモイ・オプロの木箱を、両の手で強く張った。

　響ひびく快かい音おんと震しん動どう。それらを合あい図ずに、Mouri-01が木箱の蓋ふたを閉じる。

　武蔵の姫が、ちょっと中を覗のぞき込むようにしていたのが気になるが、

「まあいい」

　と言った瞬しゆん間かんだ。閉じかけた木箱コンテナの蓋ふたが、いきなり何かを嚙かんだ。

　金きん属ぞく的てきな音と共に、木箱が震しん動どうして白光の霧きりを吹いた。蓋が幾いく度ども閉じようとして、

「姫ひめ様さま！　何かが木箱の中に入ろうとして……！」

「何だ？」

　と、輝てる元もとが身をテーブルに乗り出した瞬しゆん間かん。

「────」

　勢いよく木箱が閉じた。

　……は？

　そこには何も無く、光の霧も消えていく。

　白いクロスが掛かるテーブルに、閉じた木箱だけが残されていた。
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　浅あさ間まは、皆と一いつ緒しよに足あし下もとを見ていた。

　視線を向けるのは、横に立つホライゾンの方の地面だ。

　彼女の足元、テーブルの下を高速で二つのものが這はい寄ってきた。

　右腕うでと左腕だ。

　二本の腕は、ホライゾンの足下に来ると、

『…………』

　残念そうに、もたげた手首を左右に振った。

　対するホライゾンも、

「仕方ありません。別の手を考えましょう」

・副会長：『ああ、手だけに、別の手か』

・立花嫁：『宗むね茂しげ様、こ、こういう時……』

・立花夫：『誾ぎんさん、無む理りに笑おうとしないでいいですよ』

・蜻蛉切：『……あ、今、解わかったで御ご座ざるよ！　そういう事で御座ったか！』

・義　　：『というか強ごう奪だつしようとするなあ──!!』

・●　画：『よくあるよくある』

　本当にあるから怖こわい。

　だが、両の腕が、地面をホールドして倒とう立りつ。肘ひじと手首を曲げて、屈くつ伸しんからのジャンプでホライゾンの両肩かたに戻る。その動きは、皆が丁てい寧ねいにガードしている陰で行われ、

・あさま：『ミト！　も、もうちょっと髪かみの毛こっちに振って下さい！　右みぎ半はん球きゆうを隠かくしますから！　喜き美みもこっち！　こっちです！』

・ホラ子：『ホライゾン、皆様の御ご協力に感かん謝しやいたします』

　と、ホライゾンが軽く両の肩を揺らす。嵌はまり具合を確かめているのか。そんな光こう景けいを横に置きながら、浅あさ間まは今の交こう渉しようの記録をとる。

・あさま：『ええと、今、聖せい譜ふ記き述じゆつ的には、北ほう条じよう方がたと羽は柴しば方かたに分かれてるんですよね？

　それで毛もう利り方も入ってきた訳わけですが……』

・義　　：『毛もう利り方が、武蔵むさしの敵だから、実じつ質しつは羽柴方と考えるべきなのか？』

・賢姉様：『落ち着きなさい！　毛利が羽柴の訳わけないじゃない。羽柴が羽柴で武蔵が羽柴で毛利が毛利で羽柴で上うえ杉すぎが露西亜ロシアで羽柴が、えーと』

・あさま：『混乱させに来たくせに、自分で混乱しないで下さいって！』

　だが、つまりは戦せん場じようが重なったという事だろう。神流かんな川がわの戦いがそうだったように、

・あさま：『それぞれが何ど処こに所しよ属ぞくしているか、となると、今はこんな感じでしょうか』





・小お田だ原わら征せい伐ばつ：「北条・武蔵・最も上がみ」VS「大おお谷たに・伊だ達て・最上・上杉・毛利」

・備び中ちゆう高たか松まつ城じようの戦い：「毛利」VS「羽柴（武蔵）」

・蟹かに江え城じようの戦い：「滝たき川がわ・真田さなだ」VS「武蔵」

・慶けい長ちよう出で羽わ合かつ戦せん：「上杉」VS「武蔵・伊達・最上」






「ヨッシーちゃんがいるので、最上は〝武蔵〟勢として扱ってます。ただ武蔵の扱いが面めん倒どうですね……」

　羽柴側でもあり、北条側でもあるのが問題だ。三さん重じゆう、四重の戦場において、他方では味み方かたで、他方では敵になるからだ。

「しかし、大谷殿は一大ジャンルで御ご座ざるな」

　と、二ふた代よが言った時だ。

『誰だれが自分を名な指ざしでいいと言いましたか!?』

　元気な病原ウイルスが、また表示枠サインフレームに表れた。彼に対し、正まさ純ずみは首を傾かしげ、

「あれ？　大おお谷たに、お前が出るんじゃないのか？」

『自分の修しゆう復ふくには、あと二十七時間は掛かります！』

　ネシンバラが、皆に振り向いた。

「メモったかい？」

　皆が、毛利や北条も含めて頷うなずくと、表示枠の中で大谷が身動きを止めた。

　ややあってから、彼は、あ、と声をあげ、

『──誘ゆう導どう尋じん問もんを行うとは卑ひ怯きようなり！　やはり悪の集団！　小さいところでミニ卑怯！』

・銀　狼：『あの、すみませんけど、今の私、酷ひどい言葉を思ってしまいましたわ』

・義　　：『つーかこいつ、ロールアウトしたばかりで外げ道どう共どもの相手かー……』

・立花嫁：『学習にならないのでは』

　そんな気もするが、浅あさ間まはとりあえず大谷を羽柴に書き換えておく。

　あとは、どうするかといえば、

「さあ」

　ネシンバラが、自分の交こう渉しようを終えた合図として、両の腕を広げた。

「──誰だれが出る？　この小お田だ原わら征せい伐ばつに。武蔵むさし側がわは、滝たき川がわの蟹かに江え城じよう攻ぜめにも出すから、流石さすがに七戦は無む理りだ。だから権けん益えき含めた結果として、小田原征伐に出るのは三人にしたいが、各かつ国こく、人数調ちよう整せいのためにも、権けん益えき関係と対たい抗こうする相手をどうするか、まとめようか」

　つまり、

「七なな城じようや二戦なんて言わない。全ぜん勢せい力りよくが共同で行う総合相あい対たい戦せんとすべきだろう。

　──どうだい？」







[image: 第三十八章『落とし処の支配者』]
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「総合相あい対たい戦せんって……。権けん益えきに、相手に、と、いろいろ問題あるぞ」

　だが、と正まさ純ずみは呟つぶやいた。これはなかなか良いアイデアだ、と。だから、

「まず、戦せん場じようの区分けが必要だろう。

　一つは私達とP. A. Oda、滝たき川がわ達たちの戦せん闘とう。

　もう一つは、備び中ちゆう高たか松まつ城じようの戦いと、慶けい長ちよう出で羽わ合かつ戦せんを重ねた小お田だ原わら征せい伐ばつだ。

　この中で、どのように相手を見定めるルールを作るか。

　どうしたものか、と正純が思ったタイミングで、声が来た。

『区分けなど考えず、小田原の中で対たい応おう出来る相手と、戦えばよかろ』

　最も上がみ・義よし光あきだ。彼女は浅あさ間まが書き込んだ表示枠サインフレームの内容を掲かかげ、





・小田原征伐　　　：「北ほう条じよう・武蔵むさし・最上」VS「羽は柴しば・伊だ達て・最上・上うえ杉すぎ・毛もう利り」

・備中高松城の戦い：「毛利」　　　　　　VS「羽柴（武蔵）」

・蟹かに江え城の戦い　　：「滝たき川がわ・真田さなだ」　　　VS「武蔵」

・慶長出羽合戦　　：「上杉」　　　　　　VS「武蔵・伊達・最上」






『お互い、誰だれと相手を決めず、各かく戦せん役えきの中で戦っていい相手と戦うがよかろ。

　つまり──』

　彼女は言った。

『小田原に代表として入った者は、各戦役の敵対陣じん営えい代表に攻こう撃げきして良いものとする。

　元より相対戦せん。利害が絡からむのだから、区切る意味はなかろ。

　これは幾いくつかの戦争の集合体。敵が味方であったり、逆であっても、ルールの範はん疇ちゆうよ』

　待て、と言ったのは、毛利・輝てる元もとだ。

　彼女は右の手を挙げ、そのまま最上の表示枠シーニヤカドルを指さした。

「相手も、ここではまだ決めねえ。──そういう事か」

『決めぬ方が、やりやすい事もあろう？　たとえば、歴史再さい現げんに無い形で、他国を援えん護ごするとか、そういう事ぞえ？』

　最上の示し唆さする意味は解わかる。〝勢力〟として枠わくに収まっておけば、対たい抗こう勢力の相手と、聖せい譜ふ記き述じゆつ上の戦せん闘とうが無くても相対出来るからだ。

　たとえば最上なら、武蔵側勢力として北条方に身を置き、羽柴勢力代表を相手に出来る。そうする事で武蔵に恩おんを売る事が可能なのだ。

　そして最上は、対小田原の羽柴勢力として、北条代表をも攻こう撃げき出来る。

　……成なる程ほどなあ。

　それぞれが、勢せい力りよく縛しばりで自由に相手を選べるなら、戦争による政治的駆かけ引ひきを歴史再さい現げんに縛しばられずに済む。これだけの大勢力が集つどう戦せん場じようにとっては、機き会かいの平等と、歴史再現のぎりぎりを兼ねたやり方だとも感じる。

・副会長：『南に関かん東とう諸しよ侯こう、東に伊だ達て、南西に上越露西亜スヴイエート・ルーシを構えた最も上がみ。

　それゆえに発想出来る戦せん略りやくと、そういう事か』

「面白い方法ですね。ならば今、とりあえずのルールを決めておきましょう」

　北ほう条じよう・氏うじ直なおが手を振った。既すでに彼女の高速思し考こうの中では、大おお枠わくが決まっていたのだろう。

「まあ、大体はこのタイプの代表戦せんの習わしのようなルール。

　これを、小お田だ原わら征せい伐ばつをベースとした、小田原での戦せん域いきのルールとします」





「戦場のルール」

・一いち戦せん闘とうは三十分を限界とし、引き分けは成果と認めない。

・望む戦闘方法に食い違いがある場合、協きよう議ぎの上、片方の方法で十五分ずつ戦闘する。

・勝利者、敗者は、戦闘続ぞつ行こう可能であると判はん断だんした場合、別の戦場を展開して良い。

・戦闘を終えた者は、一時間、戦闘不ふ可か能のうとする。

・通つう神しんは、現場からの送そう神しんのみが基本。交こう神しんは定てい時じもしくは戦闘不可能時じ間かんのみとする。






　……随ずい分ぶんと、突っ込んだな。

　正まさ純ずみは思い、毛もう利り側に視線を送った。

　対する輝てる元もとが、こちらの方に一つ頷うなずいてから、北条に言葉を放つ。

「──連れん戦せんありなら、可能性は広がる。引き際さえ見み極きわめとけばな。──うちは乗った」

　ならば、と正純は言った。

　ここで一つ、駆け引きとして宣せん言げんしておく事があるのだ。それは、

・副会長：「最上・義よし光あき。──貴き勢せい力りよく代表が武蔵むさし以外の勢力と戦闘して敗はい北ぼくした時、その補ほ償しようは武蔵が払おう」
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　……判はん断だんが早いな！

　輝元は、武蔵副ふく会長の言葉に内ない心しんで口くち笛ぶえを吹いた。

　今の相手の判断は、なかなか悪くない。

　一見、最上を味み方かたにつけるために見えるが、そうではない。その実際は、最上を敵にしないための一ひと言ことだ。

「〝武蔵以外の〟、というのと、〝敗北〟という条件が肝きもだな」

　この条件下かでも、最上は武蔵以外の敵に敗北した際、戦争権けん益えきを他国に払わねばならない。が、この場合、実際の戦せん闘とうで生じた費用などは武蔵むさしが補ほ塡てんするのだ。

　これによって、最も上がみは、敗北のリスクが軽けい減げんされる。戦せん費ぴを武蔵が賄まかなうため、敗北時じに払う権けん益えきに対し、費用を回せるからだ。

　但ただしこれは、〝武蔵以外〟の国を相手にした時だけだ。

　武蔵に対しては、相あい対たいとしてのリスクが高くなる。

　武蔵としては、最上が勝てば問題なし。負けても、戦争権益の争そう奪だつによる実じつ質しつ権けん限げんでは無く、金や物品の補塡で済む。それでいて最上級の戦せん力りよくを二ふた手てに確かく保ほ出来るなら優ゆう位いだろう。

　……こっちは、どうしたもんかな。

　毛もう利りは備び中ちゆう高たか松まつ城じようの戦いにおいて、単独勢せい力りよくになってしまっている。

　元より、小お田だ原わら征せい伐ばつにおいても、自分達毛利は後ご詰づめに近い。

　聖せい譜ふ記き述じゆつに拠よれば、毛利・輝てる元もとは京きよう都と御ご所しよに詰める流れだ。羽は柴しばが中央を空あけるのを、毛利が穴あな埋うめするのである。

　……流石さすがにこれを、あたしの〝参さん戦せん〟とは出来ねえ。

　ただ、小田原征伐に出ている、と言える者達はいる。

「毛利水すい軍ぐんと、益ます田だ・元もと祥ながと、幾いくらかの武ぶ将しようが、下しも田だ方面の攻こう撃げきに出ているんだったな」

　Ｔｅｓテスタメント．、と頷うなずいたのは、後ろに控えている人狼女王レーネ・デ・ガルウだった。益田・元祥を襲しゆう名めいする彼女は、

「私の分は、小田原征伐に積極的に出られますわよ？　下田城じようを攻せめる戦いに出ていると、そんな話が聖譜記述にありますもの」

「それだけ聞けば充分だ」

　……とりあえず、一人は確実に〝小田原征伐を攻めていい〟訳わけだ。

　それも人狼女王。今回の戦せん域いきに投入するには、最強のカードだろう。だが、

　……まだ打てる手がねえかなあ……。

　と、そこまで思い、輝元はある事に気付いた。

　自分は今、関かん東とう勢ぜいの駆かけ引きにほだされ、戦争をしたくなっているのだ、と。

「────」

　随ずい分ぶんと自分も、気軽になったものだ。

　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズを離れて、その庇ひ護ごを一時的に外れているが、その分、何かしてやろうという意い識しきの翼つばさが広がっているのだろうか。

　だが、と輝元は思った。Mouri-01に対し、小さな声で、

「武蔵からの権益は、勝ち負け関係無なしで、大罪武装ロイズモイ・オプロを出せば二つ確保出来る。だから敢あえて武蔵から権益を得る事は考えなくていい。

　──うちが戦せん場じように出せるのは現状二人としているが、基本、世せ鬼きと人狼女王の二人で、武蔵以外の国から奪うばえる物はあるか？」

「Ｔｅｓ．、北条を押さえる事が出来れば、外がい界かい開かい拓たく時、大たい陸りく東ひがしから南ルートで大きく侵しん行こう出来ますね。他ほか、上越露西亜スヴイエート・ルーシからもそれが可能かと思いますが、そちらは外がい界かいでも極ごつ寒かんの地。距離としては露西亜ロシア側が最さい短たんだと思いますが──」

「南から回って、外界の紅こう海かい抜けて地ち中ちゆう海かい出るのが安心っぽいな」

　だとすると、

「北ほう条じようの権けん益えきが欲しいところだな」

　昼過ぎの会議で、北条には毛もう利りから人じん員いんを出すと言ってある。だがこれをよく考えれば、

　……北条の代表を増やせば、北条から権益を奪うばえる率が上がる、って事だな。

　無む茶ちや苦く茶ちやな発想かも知れないが、事実だ。そして、人員はなるべく、毛利から出さない方がいいとも思う。ならば、

「手て頃ごろな戦せん力りよくを、何ど処こかから引っ張れないか」

　では姫ひめ様さま、とMouri-01が、一枚の表示枠シーニヤカドルを出して来た。

「一つ、小お田だ原わら征せい伐ばつに参さん戦せんするための手がかりになりそうなものがあります。これを姫様だったら、どう使われますか？」

　問いかけと一いつ緒しよに差し出されてきた物。それは、

「輸ゆ送そう艦かんか……！」
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　正まさ純ずみは、輝てる元もとの呼びかけの声を聞いた。

「おい、大おお谷たに！　お前だ！」

『Ｔｅｓテスタメント．！　何ですか毛利・輝元！　頭ごなしに上から目め線せんで！』

「お前だあ──！」

　皆でツッコミを入れるのは連れん帯たい感かんの強化になるだろうか。

　ただ、輝元は態度を崩くずさず、大谷を指さした。

「お前達の、伊い豆ずにおける投とう宿しゆく費ひ用ようを毛利が負ふ担たんする。だから北条の手て勢ぜいとして誰かを小田原征伐に参加させろ！」

　……は？　いきなり何をまた？

　対する大谷も、同じ思し案あんらしい。すぐに首を横に振り、

『どういう意味か全く解わかりません！　毛利・輝元！』

　……これは同意だなあ。

「おい、毛利・輝元、どういう事だ」

「Ｔｅｓ．、つまりこういう事だ。──小田原征伐の際、あたしは京きよう都と御ご所しよに詰める事になる」

「確かにそれが、聖せい譜ふ記き述じゆつだな」

　ああ、と輝てる元もとが頷うなずいた。だが、彼女はそのまま、大おお谷たにをもう一度指さす。

「だが、小お田だ原わら征せい伐ばつでは、益ます田だ・元もと祥なが達を出す他にも、海上輸ゆ送そうを用いて、毛もう利り水すい軍ぐんが羽は柴しばの侵しん攻こうを支えているんだよ。毛利はその輸送指し揮きもあって、西にいた訳わけだが──」

　輝元が笑った。

「毛利の兵へい站たんあってこその小田原攻ぜめ。そう考えるなら、一人くらいこっちに手て勢ぜいを寄よ越こしてくれてもいいだろう。

　あたしはそいつを北ほう条じようの援護に転じるけどな」
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　大谷は、怖おぞ気けのようなものを情報体たいの自分として感じた。

　輝元が、何を言っているのかよく解わからない。が、何となく、意味としては正しいと言う、その事を理解している自分がいるのだ。

　解っているのに理解出来ない。しかし、意味は通るために、

「……戦力の、供きよう出しゆつを!?　それも北条方に付け変えると!?」

『Ｔｅｓテスタメント．、それが歴史再さい現げんってものだろ。当時と同様、こっちはそっちの兵站をみてやる。

　だからそっちは、こっちにも権けん益えきをくれ。小田原攻ぜめを手伝った者としての成果を』

　と、そこまで輝元が言った時だ。

　無む言ごんの脇わき坂さかが手を挙げた。

「アンジー達、ちょっと不利だよ？」

　確かに、と言ったのは嘉よし明あきだ。

「艦かん隊たい戦せんなら〝双姫ツヴアイ・フユルステイン〟で出て航空戦で介かい入にゆう。地上戦なら〝双姫〟で出て爆ばく撃げきで介入。

　そんなつもりで来たけど、まさか相あい対たい戦になるとはね。

　空を行く機殻箒シヤーレ・ベーゼンあっての魔女テクノヘクセンにとって、お互いの戦せん場じようを合わせないといけない相対戦は、なかなか面めん倒どうだわ」

『御二人では、少々不利という事ですか』

「不利というか、そこに投入しないのがフツー」

『記録では、武蔵むさしの白魔女ヴアイスヘクセン達が英国で相あい対たい戦せんを行っていましたが……』

「それ、私達には挑ちよう発はつよ？」

　と、嘉よし明あきが苦笑して言った。

「仕方ないわ。アンジー、出る用意をなさい。向こうには羽柴勢の枠わくもあるのよ」

「Ｔｅｓ．、気が重いねえ、キメちゃん。どっちがどっちで出る？」

　嘉明が自分を指さす。彼女は、表情の無い目で、

「私が毛利を通して北ほう条じようの代理となるわ。回復術なんかも白魔女の技だから、何かあっても復帰は出来るしアンジーは羽柴勢で出て」

「キメちゃん怒ってる？」

「何で？」

　嘉よし明あきが、首を傾かしげた。

「何かあった際に出るために、私達十じつ本ぽん槍やりがいるのよ」

『も、申もうし訳わけ御ご座ざいません！』

　と、堤てい防ぼうで大おお谷たには平へい伏ふくした。

『あと二十七時間程ほどで、完全に復帰いたしますがゆえ！　その後の御ご使し役えきを！』

「流体エーテル燃料を尻しりに突っ込んだら回復早いかしら、アンジー」

「あ、うん、賢鉱石オレイ・メタロあるよ。拳こぶし大だいの」

『ちょ、ちょっと、どうする気ですか！』

「今の流れで解わからないとなると、相当に欠けつ損そんしたわね」

「早く治さないと」

　魔女テクノヘクセン達が、こちらに向ける視線を確定した。大谷は、半歩下がって、

『待ったあ──！　おーたーすーけえ──！』

　と、声をあげた瞬しゆん間かんだった。

「遅れましたあ──！」

　右手、堤防に飛び込んで来た人ひと影かげがある。

　息を切って、蔦つたや葉っぱを肩や頭に絡からませたのは、

「可か児に・才さい蔵ぞう！　──一八・〇六、何とか現げん着ちやくしました！」
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　輝てる元もとは、表示枠シーニヤカドルの中で堤防に立つ大谷を観みていた。

　彼は走狗マウス状態のままでも、やはり光を散らしつつ、

『──Ｔｅｓテスタメント．、当方の話がまとまりました。北ほう条じように転身可能な戦力を供きよう出しゆつしましょう。

　羽は柴しば麾き下か、十本槍の四番、──加か藤とう・嘉明が出ます』

「ケッコーメジャーじゃねえか。有あり難がてえ。じゃあ……」

　と、輝元が言った。

「もし勝ったら、そっちの投とう宿しゆく費ひ用ようだけではなく、……毛利の残ざん存ぞん戦力を六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの巴パ里リ防ぼう備び戦には投入しない事を約束しよう。無む論ろん、大半はこっちにいるんだけどな」

『Ｔｅｓ．、戦後を狙ねらわれないだけでも充分です』

　……意い外がいに鋭いじゃねえか。

　戦争中は手を出さない。そのつもりだ。だが、戦後、羽は柴しばが大おお返がえしをする時に一発入れてやろうと思っていた。

　そこに、大谷は今の一ひと言ことを差してきたのだ。

　……知った上で、大おお返がえしにぶっ込んでやろうかなあ……。

　いろいろ考えてしまうが、それは巴パ里リ側の動きにもよるだろう。今は、

「そっち、羽は柴しば方の動きは？」

『Ｔｅｓテスタメント．、──十じつ本ぽん槍やり麾き下かの、可か児に・才さい蔵ぞうを出します。福ふく島しま達の代だい理りでもあります』

　お、と武蔵むさし書しよ記きが大おお谷たにの映る表示枠サインフレームを覗のぞき込む。

　だが、件くだんの人物は見えない。ただ、声だけが、

『あっ、先せん輩ぱい！　お団だん子ご！　お団子嬉うれしいです！　有あり難がとう御ご座ざいます』

『カニ玉たまー。そんなんで喜んでるんじゃ、これとかどうかなー』

『あっ！　バナナ！　モンキーですね！　頂いただきます!!』

『後でちゃんと歯を磨みがくのよ』

　などと、やかましく聞こえてくる。

　……ともあれこっちは、益えきを得る事に手を抜かずに行けたか。

　と、輝てる元もとが一ひと息いきをついた時だった。

『ではこちらは、参戦する事を会あい津づ征せい伐ばつの歴史再さい現げんにして貰もらいたい』

　上越露西亜スヴイエート・ルーシ、本ほん庄じよう・繁しげ長ながが、言葉を作った。
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　繁しげ長ながは、謁えつ見けんの間まから外に出ていた。

　石造りのホールの中では、雷らい帝ていの回復術じゆつの余波で通つう神しんに少々ノイズが掛かる。だから圧あつ縮しゆく空間のホールから通路に出て、

「少し、確かく認にんしたい。現状の参さん戦せん人員の事だ」

『──人数か？』

「そういう事である。……今、それぞれが出そうとしている人員を並べようか」





・北ほう条じよう：「氏うじ直なお・氏うじ照てる・幻げん庵あん・小こ太た郎ろう・嘉よし明あき」

・武蔵むさし：「三名」

・最も上がみ：「義よし光あき・義よし康やす」

・羽は柴しば：「可児」

・上うえ杉すぎ：「未定」

・滝たき川がわ：「滝川・真田さなだ三名」

・伊だ達て：「成なる実み」

・毛利：「世せ鬼き・人狼女王レーネ・デ・ガウル」






「いいであるか？　小お田だ原わら征せい伐ばつをベースに考えた場合、北ほう条じよう、武蔵むさしの連合は八名。

　対し、羽は柴しば、毛もう利りの連合は上うえ杉すぎを除いて三名。

　上杉が残り五名の差を埋うめるには、少々負ふ担たんが大きい」

『ならば』

　と応じる声があった。

　北条側、幻げん庵あんだ。

　彼はフードを上げ、その下にある丸い目をこちらに向けた。白が目立つ瞳ひとみが、確かにこちらを見み据すえ、

『P. A. Odaを巻き込むしかあるまいよ。──滝たき川がわ・一いち益ます。聞いているのだろう？』

　幻庵の呼びかけ。それに対し、まず繁しげ長がなは通つう神しん範はん囲いを拡大許可した。防ぼう護ご設定を掛けた上で、自国と友好国だけではなく、近きん隣りん諸国へと許可を広げる。すると、

『いいねえ。──乗る意味があるよ』

　通神に、夕焼けの終わりが映った。

　地面側には莫ばく大だいな水面を。遠くには山さん岳がくを見せるのは、

『P. A. Oda、滝川・一益。──蟹かに江え城じようの設置中だが、その案には乗りたい』
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　あぶねえ……！　と、湖みずうみ近くの林で、筧かけいは言葉を漏もらしていた。

　自分達が今行っているのは、人工湖に着ちやく水すいしている蟹江城の防備構こう築ちくだ。

　蟹江城は三百メートル級の航こう空くう戦せん艦かんだが、浮ふ上じようしてなければ単なる要よう塞さいだ。人工湖の何ど処こからだと攻せめやすいか、また近付かれやすいか、などを検けん証しようする必要がある。

　……危険な位置に、先に砲ほうを向けておくだけでも、違うもんさ。

　だが、滝川の通神が、筧の足を止めていた。

『相対戦せんにこちらを巻き込んでくれるなら、有あり難がたい』

　確かに、と筧は思った。

　地上戦を行えば、こちらは数で劣おとる事になる。努力次第の部分もあるが、劣れつ勢せいであるのは確かなのだ。だから、現状は地上戦の準備を進めていたが、それを相対戦に変えて行こうとするならば、滝川の判はん断だんは正解だ。

「政治的判断で、運命って変わるよな」

　今のは上う手まく行った。だから、あぶねえ、なのだ。

　木々の間。ああ、ここからだと艦かん橋きようが見えるなあ、と思いながら、筧は一ひと息いきを入れる。

　……相対戦だと、どうなっかな。

　自分達の手は、その多くを先夜に明かしている。

　別の手はあるが、それを用いて何ど処こまで通用するか。

　どうだろうなあ、と、筧かけいが呟つぶやいた時だ。通つう神しんから滝たき川がわの声が聞こえた。

『北ほう条じよう征せい伐ばつの相あい対たい戦せんに、こちらを明確に組み込んでいく。それは了りよう承しようだね。だが──』

　彼女は言った。

『こちらは地上戦である事を変へん更こうしない。──並へい行こうして、地上戦を決行する。

　だからそちらの相対は、こちらに攻せめてくる時、戦せん士し団だんを伴いな』
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『おいおい、滝たき川がわさん、──相対戦の方が安全だろう』

「ビビるなよ筧・十じゆう蔵ぞう」

　蟹かに江え城じようの艦かん橋きよう上。消えていく夕日を背に浴びながら、滝川は言った。

「私はね。──戦争として、武蔵むさし勢ぜいに負けるつもりはないんだよ」

　筧がいるのは東側の湖こ畔はんの辺りか、と滝川は見当をつける。

　艦橋がどう見えるかを検けん証しようしているのだとしたら、あの林の中だろう。

　……ああ、いた。

　こちらを見て、手を軽く挙げている。向こうからも、自分が見ている事が解わかるのだ。

　いい忍にん者じやだ。うちの麾き下かでも、あのクラスはなかなかいない。

　それが、P. A. Odaから出て行ったのだから、我が勢力は贅ぜい沢たくだとしか言いようが無い。

　自分も、その贅沢の一人だ。だから、

「いいかい筧。北条や毛もう利り、武蔵達はね。小お田だ原わら征せい伐ばつの後、関かん東とう解放という大戦争をしようって話なのさ。だから彼らは、損害の少ない相対戦で今の争いを収めようとしている。

　戦せん士し団だんや航こう空くう艦かん、武ぶ神しんなどが失われるより、実力者の勝負で済ませようとしてるのさ。

　実力者が多い国々だから出来る、そんな方法でね」

　悔くやしいじゃないか。

「無む論ろん、P. A. Odaだってそれが出来る大たい国こくさ。ただ、今の私達には無む理りだ。

　だからだろうね。連れん中ちゆうは相対戦を持ちかけてきた」

　……解るかい？

　滝川は、筧に、諭さとすようにこう言った。

「大国P. A. Odaの武ぶ将しようは、力を失ったからと言って、敵てきが示す安全な方法で生きながらえようとは思わないよ。──大国の一部を任されていた意い地じとして、逃げはしないさ」

『それは誇りってか、愚おろかって言うんじゃねーの？』

「意地、って言ったろ？」

　そういう事だ。

「大体、相あい対たい戦せんを受けた場合、後で関かん東とう解放で武蔵むさしと戦争する皆に、どう言えばいいのさ。

　皆は戦争やってるけど、私は見み逃のがされました。──なんて、恥はずかしくて死ねるね」

『──で？　俺おれ達にも、それに付き合え、と？』

「そのくらいやったら、第二次上うえ田だ合かつ戦せんって言えるんじゃないかい？」

　確かにね、と筧かけいが応じた。

　ならば決まりだ。

　息を吸うと、夜の始まりの冷たさがある。

　水と森の匂におい。砂さ漠ばく地帯のP. A. Odaで生まれた忍にん者じやにとっては贅ぜい沢たくな空気だ。

　吐はく息には熱を感じながら、

「うちの麾き下か、真田さなだは一いつ騎き当とう千せんさ。それだけの戦力を持って〝相対戦〟として欲しいね」
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『成なる程ほどのう。──武蔵、どうする？』

　最も上がみの声に、正まさ純ずみは吐と息いきを内ない心しんに隠かくした。

　……まあ、実質、里さと見み生徒会長と伊だ達て家け副ふく長ちようが出ているから、武蔵勢ぜいとしては既すでに二人を出している事になる訳わけだ。

　伊達家副長が敵てき側の陣じん営えいというのがやりにくい。

　だが、と正純は手を挙げた。

「それぞれの敵てき対たい陣営には、攻こう撃げきを仕掛けて言い訳だな？」

『たとえば？　何ど処こであろうかのう？　答えてみ？』

　Ｊｕｄジヤツジ．、正純は頷うなずいた。

「北ほう条じようだ」

　何な故ぜなら、

「北条からは、得たいものがある。──北条の地下にある、黎れい明めいの時代の遺い跡せき。そこに入り、確かく認にんする権利を、だ」
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　点てん蔵ぞうは、氏うじ直なおの挙きよ動どうを見た。

　目を伏せながらも、己おのれの動きを制せい御ぎよする自じ動どう人形の身体からだ。氏直のそんな身は、しかし、

「────」

　無む言ごんで、揺れもしなかった。ただ、彼女は薄く口を開き、

「あのような、訳も解わからぬものに、国家の戦せん役えきの成果を？」

「そうだ。──私達には、意味がある。否いな、意味が無いとしても、それを確認するだけで充分に意味がある事なんだ」

　左さ様ようですか、と頷うなずく氏うじ直なおの身動きには、作られたものが無い。

　ならば、と点てん蔵ぞうは思った。

　……北ほう条じようの遺い跡せきにあるものとは、どういったものか……。

　ノヴゴロドと真田さなだの地下にて見たのは、中央が削けずり取られたレリーフだった。

　円形の天てん井じよう中央。そのど真まん中なかにあるものを、円えん陣じんを作って並ぶ人々が祝しゆく福ふくしていた。

　そのレリーフが北条の地下に残っていると言われたが、

「さて……」

　見ている限り、氏直はそれを知っている。

　だが、意味が解わからず、価か値ちも認められないと、そんな感じだ。

　何な故ぜだろうか。

　無む論ろん、今、氏直はそれを答えるまい。政治的な意味を持つと解ったのだ。

・副会長：『あー……、もうちょっと上う手まい聞き方すれば、タダで教えてくれたかもしれんよなー……』

・銀　狼：『いえ、あまりこういうところで、安く動くものではありませんのよ？』

・不退転：『Ｊｕｄジヤツジ．、大体そんな聞き出し方をしても、後で重要なものだったと知れた時、お互いの関係がおかしくなるわよ』

・●　画：『騙だまされたヤツが悪い、って考え方は？』

・立花嫁：『国際的にその考えを現した時点で、味み方かたはいなくなるかと』

　確かに、とナルゼが下がるのを見て、正まさ純ずみは内ない心しんで肩を落とす。

　力を抜こう。

　ちょっとネシンバラの勢いに押されていた部分があるのかもしれない。

　……だがまあ、言っておくか。

「うちの第一目もく標ひようは北条、次が毛もう利りとなる。元々がそのつもりだったからな。それと並へい行こうして、滝たき川がわの相手をしよう」

「Ｔｅｓテスタメント．、第一の相手、お互いに向き合えるといいのですが」

　と、北条・氏直が手を振った。

　広がるのは、大きめの表示枠サインフレームだ。中には小お田だ原わらの概がい要よう図ずが示されている。

　画面の中央。既すでに水すい没ぼつ状態にある小田原城じようがあり、その南には市街がある。

　小田原城の北側、浅い森を抜けた位置には人工湖こが見え、

「この中央に滝川の蟹かに江え城じようがあります。そこから小田原市街までを考えると、南北約十五キロ、東西に五キロ程のこの領りよう域いきを、私達は戦せん場じようとして供きよう出しゆつ可能です」

　つまり、

「私は小田原城の中央広場にいます。相あい対たい戦せんの総員、それぞれこの戦せん闘とう領域内で自由に戦争をされるがよいかと」

「──ハ。不ふ意い打うちも罠わなも何でもありってか？」

「勝てば国策レベルの権けん益えきですよ。既すでに相あい対たい戦せんの勧かん告こくがあり、宣せん戦せん布ふ告こくは整ったのです。

　──最も遠い上越露西亜スヴイエート・ルーシの到とう着ちやくは？」

『明日あしたの昼前になるであろう』

「Ｔｅｓテスタメント．、では、明日の午後一時から。それまでにこちらは市街の清せい掃そうと、念のために領りよう域いき外の住民の退たい避ひなどを行います。あとは……」

　北ほう条じよう・氏うじ直なおがこちらに顔を向けた。

　彼女は、軽く髪かみを揺らし、

「小お田だ原わら征せい伐ばつ後ご、北条は松まつ平だいら麾き下かに組み込まれる事となります」

「ならば、どうしたい？」

　Ｔｅｓ．、と、氏直は首を下に振った。そして彼女は、

「──外がい界かいに私達が出る。その援えん助じよをお願いいたします」
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　氏直は言った。

「滅びても、定住の出来る場所へ。しかし現在の暫ざん定てい支配のあり方では、極きよく東とうと各かつ国こくの二重構こう造ぞうでそれぞれが滅びと勃ぼつ興こうをしてしまい、安定が為なされません。

　滅びと再生。その輪りん廻ねを落ち着かせたいと、そう思うのです」

　だから、

「この土地を明け渡す代わり、私達に再生の地を。──如何いかがでしょう」
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　北条もか、と輝てる元もとは思った。

　外界の開かい拓たく。生なま半はん可かな手段と力では出来ない事だ。

　だが、よく考えれば、それだけの戦力を北条は有している。

　過か酷こく環かん境きようでも動作出来る自じ動どう人形と、武ぶ神しん戦力があるのだ。航こう空くう艦かんについては、機き鳳ほうが先行して発展していて、近海用の輸ゆ送そう艦かんが多いだけだが、

　……その分は、武蔵むさしや極東の援助があればいいってか。

　今になって改めて北条を見ると、その動きには一いつ貫かんがあった。

　……関かん東とう解放を狙ねらうのは、関東諸しよ侯こうを自由にして、外界への道をつけさせるためだとしたら、こいつは上う手まい算さん段だんだ。

　外界。北条の望む大陸の南方面は、東からだと沿えん岸がん伝いに移動出来る。南なん進しんするので、北部より気き候こう条件はいい筈はずだ。

　ならば、北条としては、開拓に関東諸侯を動かしてしまえばいい。そうすれば、大陸の東から、彼女達は安全に自分達の土地まで行ける。

　関かん東とう諸しよ侯こうと付き合いのある北ほう条じようとしては、関東解放を行えば信しん頼らい関係も得られるのだ。

　だが、その場合、毛もう利りの位置は複雑になる。

　昼の会議が行われる前までは、毛利は、武蔵むさしの実権を手に入れ、関東解放を行うつもりだったが、

　……やっぱ余よ所そ者もののあたしたちが、関東勢力の信頼を即そく座ざに得るって訳わけにゃいかねえな。

　間に入るとしたら、共に関東解放のために動いた北条だ。ならば、

「────」

　輝てる元もとは結論した。北条は、こちらを仲ちゆう介かいしつつ、利用するつもりだったのだ、と。

　……北条は、関東諸侯と毛う利ちの間を取り持ちつつ、毛利が欧おう州しゆうに行くには、南なん進しんが早いと言うだろう。

　北条の言う通りに南進すれば、彼女達の望む印度インドの土地だ。

　毛利は、欧州に行くため、その土地の開かい拓たくを手伝わねばならない。

　北条としては、欧州覇は者しやと関東勢力に恩おんを売りつつ、自分の土地を安全に入にゆう手しゆ出来る。

　……全く。

　結果として武蔵が介かい入にゆうし、北条は主導権けんを失った。

　だが、今度は、大陸南方面の開拓の協力を武蔵に乞こう。

　毛利は、その土地の開拓を手伝わざるを得なくなるというのに、だ。

　徹てつ底てい的てきな他者利用、というべきか。依い存ぞんではなく、自分の目的のために利用するところが恐ろしい。

　こいつはホントにしがみつくタイプだなあ、と輝元は北条・氏うじ直なおを批ひ評ひようする。

　そして氏直が、武蔵に述べた。

「北条の土地を明け渡す分、開拓の援えん助じよを。──得られますか？」

　どうだ？　と輝元は武蔵副ふく会長に視線を向けた。

　一いつ国こく限定の援助は行っていない。だから援助と言っても、全ての国に対応出来るようなものにならざるを得ないのが武蔵の現状だ。

　……しかし、北条はそのつもりじゃないだろう。

　ここから、しがみついて、援助を引き出そうとする。それが氏直のやり方だ。

　そんな交こう渉しように対し、武蔵副会長はどうする？　と、興きよう味みの疑問を輝元は抱いた。

　直後。声が響ひびいた。

　武蔵書しよ記きだ。彼は既すでに表示枠サインフレームを閉じた状態で、氏直に向かって口を開く。

「それは無む理りだ」
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　ネシンバラは、ゆっくりと言った。

　この相手を刺し激げきする必要が無い時間帯たいだ。だから、意味を含め、ネシンバラは言葉を送る。

「北ほう条じようは松まつ平だいら麾き下かに組み込まれる。君達のその後は、僕達と共にあるもので、他にあるものではない」

「それは──」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とネシンバラは首を下に振って見せた。

「君達が外がい界かいの印度インドに行きたいなら、それは僕達の事業となる」

「……何い時つになるというのですか」

「さあ？」

　解わからないので、応じるつもりはない。

　無む論ろん、こんな応答をすれば相手は怒る。

　……来るよなあ。

　解り切った事実というように、氏うじ直なおが眉まゆを詰めた。

「そんな、いい加か減げんな事で……」

「待てないのかい？　待たず、勝かつ手てに行こうとでもいうのかい？」

「当たり前です！　私達に、滅びの後の自由を──」

「そうかあ。行ってしまうのかあ。残念だなあ」

　ネシンバラは、吐と息いきした。それも大げさに。何もかもより仰ぎよう々ぎようしく、だ。

「ああ、残念だ。外がい界かいの開かい拓たくに行ってしまうのか」

「……それが、何か問題が？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とネシンバラは肩をすくめた。

「──ノリキ君を嫁よめにやれないよ？」

「じゃあやめます」

　即そく答とうであった。
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　大ひろは、諏す訪わ神じん社じやの入口となる鳥とり居いを過ぎた位置で、水の音を聞いた。

　鳥居を抜けた先にある手水ちようず台だい。長さ十メートルはある石のプールに、ノリキがいきなり頭を突っ込んだからだ。

　飛沫しぶきが上がり、ややあってから、ノリキが顔を上げる。

　大は、水の滴しずくを地面に黒く零こぼす先せん輩ぱい格かくに対し、

「……ダイナミックな手洗いだね」

「何だか、酷ひどく熱い予よ感かんが来た」

「……スピリチュアル勘かん違ちがいかもよ？」

「そうかもしれんな」

　やっぱこの人もフツーじゃないんだなあ、と思うこちらの視し界かいの中、ノリキが頭を振る。

　はー、と息を整えた彼は、身を起こし、改めて手を洗う。右の手て指ゆびへと念入りに水を絡からませているのは、やはり術じゆつ式しきの事を気にしているのだろうか。

「落ち着かない？」

　問うてみると、彼は柄ひ杓しやくを手水台に置いて、空を見上げた。

　もはや森の中にある神社からは、明かりの方が眩まぶしく感じる夜間ま際ぎわの虚こ空くう。

　だけど南においては、北ほう条じようの地とつながる夜空を仰あおぎ、彼は言った。

「力が間に合うか、が落ち着かなくてな。──割り切りは出来ているんだが」
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「氏うじ直なお！　氏直──！　貴き様さま、何だいまの返答は！」

「そうですぞ！　余よ所その国に行った係けい累るいが嫁に欲しいなどと、いきなり何を！」

　正まさ純ずみは、氏直が氏うじ照てると幻げん庵あんに詰め寄られるのを精神的に遠とお間まから眺ながめていた。

　感想としては、

[image: ]

　……だよなあ。

　と、同どう意い半分の同どう情じよう半分だ。

　だが、詰める二人に対し、氏うじ直なおが首を傾かしげて言った。

「別に貴方あなた達、これから死ぬんだからいいじゃありませんか。ああ、そっちの大おお叔お父じはもう死んでる筈はずなので更さらに構いませんね」

「お、おまっ、さっきまで自分達の事を死者とか言って煽あおっておいて！」

「大だい丈じよう夫ぶです。北ほう条じようは潰つぶれますから、とりあえず全員死し者しや確定である事に間違いはありません。私に第二の人生があるだけです」

「一人だけ、そんな事が許されると思っているのか!?　ああ!?」

　氏うじ照てるの言葉に、氏直が即そく答とうした。

「誰だれも許しませんよ。私だって許しません。──だから、私を壊こわしに来ると、そういうのでしょう」
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・女　衆：『おおう……』

・〇べ屋：『これでノリキ君がしくじったら凄すごい事になるよね。多分、印度インド中心にアーマゲドンが起きるんじゃないかな。ラッパ吹きたい人いる？』

・貧従士：『というか、北条総そう長ちよう、大たい概がい頭おかしい人かと思ってましたけど、実は大概頭おかしくて恋する乙女おとめですよね。コレ』

・●　画：『ナチュラル狂人で刃にん傷じよう沙ざ汰たで二重人格で粘ねん着ちやく気き質しつで自じ己こ利益追つい求きゆう型がたで独どく占せん欲よく高めって、女の負の部分が集まったようなキャラねえ』

・未熟者：『鏡かがみ見た事あるか？　あるか？』

・●　画：『どう？　マルゴット』

・金マル：『うん、ガっちゃん可愛かわいいよ！』

・あさま：『……ともあれ、ネシンバラ君が北条さんを相手に出来たのもよく解わかりますね。普ふ段だんから、濃のう度どの強い空気に触れてますからね』

・義　　：『お前ら全員鏡を見たらどうだ……』

・九尾狐：『修しゆ行ぎようが足りぬのう、義よし康やす。──で、だ。北条の方はどうするのだえ？』





●






　Ｊｕｄジヤツジ．、と正まさ純ずみは頷うなずいた。

「北条には、関かん東とう解放の後、松まつ平だいらの代だい理りとして、相模さがみの土地の管理権けんを預けようと思う」

「それは──」

　北条・氏直の声に、応じる感情があった。

　ココ、と笑ったのは最も上がみ・義よし光あきだ。

　彼女は扇せん子すを広げ、こちらを、南を指し、

『我らと同じぞえ。──松まつ平だいらの土地の管理権。つまりは、滅びたまま、治めろという事。

　自じ治ちではあらぬ、管理者として己おのれの土地に舞い戻る訳わけよのう。

　無む論ろん、上からの指し示じによる無む理り難なん題だいや、税ぜいを納める必要はあるが──』

　義光が、氏直に視線を向けた。

　彼女は目を細め、

『一度死ぬ身。もはや何も苦などはあるまいよ、のう？』

　有あり難がたい、と正まさ純ずみは一ひと息いきを入れた。

　その上で、正純は、表示枠サインフレーム内の最上・義光に顔を向けた。

「最上・義光。今回、こちらの招しよう集しゆうに応じてくれた礼がしたい。何なりと言ってくれ」

『以前の会議にて決した、関かん東とうと奥おう州しゆうを結ぶ通つう商しよう路ろがあったろう？　あれ、地上側における敷ふ設せつの最さい速そくを、最上に預あずけられるかえ？』

　問いかけの意味は解わかる。

　三さん国ごく会議の際に決まった、奥州、上じよう越えつ、関東を結ぶ通商路の敷設において、まずは最上を優先としろと言うのだ。

　……これは──。

・守銭奴：『金の話なので口を挟もう。通商路を敷設すると言う事は、中ちゆう継けいの商業地を作っていくという事だ。つまり最上は、それらの中継商業地を早期から掌しよう握あくしようとしている。

　……特に、最上側や他国から江え戸どに繫つながる大ハブ市場が狙ねらわれるだろうな』

・副会長：『そうなった場合、どうなる？』

・守銭奴：『その中継商業地は、最上が先に入って仕し切きってしまうだろう。対する上越露西亜スヴイエート・ルーシと伊だ達てと私が余よ所そ者もの扱いとなる訳わけだ。

　そうなった場合、伊だ達てと上越露西亜は、通商路を持っているとは言っても、自分達の領りよう内ないでしか力を発はつ揮き出来なくなる、という訳だ。私も困る』

　……つまり、伊達と上越露西亜にとっては、自分達の動きを堰せき止められる訳だ。

　会計はどうでもいい。だが、流石さすがにこれは許可が出来ない。

　が、最上の動きはもう生じているのだ。最上の提てい案あんを潰つぶせば、彼女の協力は得られないか、最悪、明あ日すの現場で裏うら切ぎられる可能性も出る。

　……どうする？

　と正純が疑問した時だ。

「お？　テーブルの料理、減ってねえな。位置替えすっか？」

　と、女じよ装そうが鍋なべを一つ抱えて路ろ上じようへとやってきた。
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　……テーブル移動！

　氏うじ直なおは、期待した。目の前の和わ食しよくから、ようやくオサラバ出来るのだ。やってこい洋食。妥だ協きよう案あんでも武蔵むさし料理なのでそれはそれで良しとしましょう。

「えーと、んじゃ、会議も結けつ構こう進んでんだろうけど、一ひと息いきがてらに──」

　武蔵総そう長ちよう、いい提てい案あんです！　と氏直は身み構がまえた。





●






　……和食行けるか!?

　輝てる元もとは、期待した。後ろの方、人狼女王レーネ・デ・ガルウが何な故ぜか吹き出しているが、気にしない。ただ、

「よし」

　和食来い！　否いな、こちらから行くのか！　と輝元は心の中で手を打った。

　直後。こちらと和食の間にいる武蔵副ふく会長が、右の手を挙げた。

「待った！」
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　正まさ純ずみは、頭ず上じように見える上越露西亜スヴイエート・ルーシと最も上がみの表示枠サインフレームに声を送った。

「通つう商しよう路ろの件、こうしよう」

　背後、皆の中にいる成なる実みが軽く鼻を鳴らした。その音を警けい戒かいか期待か、深くは考えぬ事にして、正純は全体を制止させる。

「いいか」

　まず、言うべきは最上だ。

「最上の進しん言げん、飲もう。通商路は、最上、江え戸ど間のものを優先して敷ふ設せつする」

『ほう……』

　義よし光あきが、口の端はを吊つり上げる。そして彼女は、肩を上下に揺らし、

『無む論ろん、そのまま飲むのではなかろ？　だが、下へ手たな手を打てば、狐きつねは打って出るぞえ？』

「解わかっている。だから、進言しよう」

　言う。まずは前置きとして、

「──通商路、中央回かい廊ろうとなる場所が出来るのは、大体どの国も解わかっているな？　三さん国ごくと江戸側からの通商路が重なる場所は、特に大商業圏けんになる」

　言う台詞せりふに、誰だれも頷うなずかない。

　成なる実みは腕を組んだまま。

　上越露西亜スヴイエート・ルーシの繁しげ長ながは鋭い目の無む言ごん。

　そして最も上がみは、目を細めたままだ。

　誰だれも彼も、不満があれば一気に口を開く。そういう構えだ。

　そんな彼女達を前に、正まさ純ずみは周囲のテーブルに視線を移し、息を吸う。

　……和わ食しよく、洋よう食しよく、武蔵むさし料理か。

　三種の食事がそれぞれ載のったテーブルがここにあるならば、

「その中央商業圏けんの管理。それを各かつ国こく、三年ごとの持ち回りとする。──一番手は最上だ」

　告げた内容。

　それに対し、最上は一いつ瞬しゆん、目を見開き、しかし直後に笑った。扇せん子すで顔を隠かくし、

『やられたわい……！』
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　ココ、と義よし光あきは喉のどを鳴らした。既すでに夜の雲が流れ出した空を背景に、

「商業圏けんの交こう代たい管理制。──なかなか、いい発はつ想そうぞえ」

　一いつ国こく支配や管理による腐ふ敗はいの防止にもなれば、担たん当とう国こくが変わるたびに商業圏の色が変化するため、倦けん怠たいも無くなるだろう。

　……問題は、引き継つぎや、三年間常じよう駐ちゆうする者達の居きよ住じゆうなどよのう。

　無む論ろんそれは、武蔵ならば得意とするものだろう。彼女達は、一年単位で総そう長ちようや生徒会長をすげ替えてきているし、居住区の増設や入れ替えは武蔵という環かん境きようそのものの技術だ。

　だからこその発はつ想そうと、そういえるのかもしれない。更さらには、

「上越露西亜、伊だ達て、──うちに続く二番手はどちらかえ？」

　決めるのは、武蔵側だ。

　そして、決める要因は、これから先、すぐにある。

「無論、この管理権ローテーション、放ほう棄きしてもいい。が、私は乗るぞえ？

　武蔵も乗る。ならば最も上がみ・江え戸ど間からの発展は確実よのう。

　その乗り遅れをした場合、ここから先の年月、どちらが落ちぶれていくのか見み物ものぞ」

　何な故ぜなら、

「いずれ消える最上。後は死者の残り世として、ただただ羽う州しゆうの土地の発展に尽くす。

　政治や戦いくさにほだされぬ羽州は、豊かになる事しかもう見ぬのよ」

　さあ、と義光は笑った。

　前を見た。

　ずっと先、南の空。左手に見える白い板は有あり明あけだ。そして、その更さらに向こうの南西、

　……おお。

　武蔵むさしの姿すがたが、遠くに望める。

　武蔵から、この山やま形がた城じようまで。距離はどれだけあるだろうか。

　だが、これは今夜にも詰まる。

　そして、と、義よし光あきは艦かん橋きようからの眼がん下かを見た。

　下に広がる森林地帯と、山。残り雪もまだ山にある土地だ。

　これらが、やがてあの南の土地と繫つながるのだ。そのためにも、

「小お田だ原わら征せい伐ばつ。関かん東とう解放。──悪くはない三年を頂いただくぞえ。それも先せん手てよ。

　伊だ達ても上越露西亜スヴイエート・ルーシも、どうするかえ？　何も考えず狐きつねの足あし跡あとを雪に追っても、騙だまされて引き返す事になるぞえ？」
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「いいわ。その提てい案あん、伊達も飲む事にするわ」

『同じく、上越露西亜も了りよう承しようしよう』

　と、二国相あい対たいの言葉を、正まさ純ずみは聞いた。

　……だろうな。

・礼賛者：『的てき確かくな判はん断だんですね。最も上がみは実際、大農のう耕こう国家ですが、伊達と上越露西亜には別の商業利益を生む生産物や貿ぼう易えき品があります。三年をリードされ、中ちゆう央おう大商業圏けんに最上の〝型〟をつけられても挽ばん回かい出来る。そう思ったのでしょう』

・貧従士：『単純に言うと、どういう事です？』

・不退転：『伊達から見れば、関かん東とう解放さえ成れば、海路から江え戸どに結ぶ事も可能だし、航こう空くう艦かんによる通つう商しよう路ろだって確保出来るのよ。ある意味、最上は左右と下を伊達と上越露西亜に押さえられているから、意い地じでも通商路を確保したかった訳わけね』

・〇べ屋：『だからきっと、最上が大通商圏を支配したら、通行税ぜいや関かん税ぜいの撤てつ廃ぱいをその後に適用出来るルールとして固める筈はず。その後、周囲を囲まれた最上に不利が生じないようにね』

・不退転：『また、上越露西亜は、その通商路から得られたものを海路で京きようや東とう欧おう諸しよ国こくに貿ぼう易えき出来るわ。最上の米の最大買い取り手になる可能性もあるから、三年ローテーションでもあまり焦あせらない筈はず。逆に、市場が温あたたまってから、東とう欧おう向けの港として用いる筈ね』

・立花嫁：『明日あしたの小田原征伐において、重要な示し唆さを有あり難がとう御ご座ざいます？』

・貧従士：『……え？　どういう事です？』

　アデーレの疑問に、立たち花ばな嫁よめが頷うなずいた。

　あー、と口元に手を当てる伊達家副ふく長ちように振り向きもせず、立花嫁が告げた。

・立花嫁：『三年ローテーションを焦あせらなくていいなら、上うえ杉すぎは明日、通商圏の管理順番を争うような戦せん闘とうをしないという事です」

　つまり、

・立花嫁：『上越露西亜スヴイエート・ルーシが敵に回る可能性が高い。そういう事ですね』
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　見事だなあ、と、正まさ純ずみは立たち花ばな嫁よめと伊だ達て家け副長を見る。

　伊達家副長が、何を照れているのか解わからないが、まあ、そういう感情なのだろう。

　ただ、ここまでをひとまとめとするならば、

「──大体、各かつ国こくの陣じん容ようや、利害も見えたな？　ならば人にん数ずう調整をしたいが──」

『上うえ杉すぎは、私、本ほん庄じよう・繁しげ長ながと、もう一人が出る』

「もう一人？」

『実はまだ決まっていない。慶けい長ちよう出で羽わ合かつ戦せんとして、戦せん力りよく的に二人はいると見ているだけだ』

　成なる程ほど、と頷うなずくこちらの横で、浅あさ間まが資料を書き換えた。

「こんなところでしょうか……」





・北ほう条じよう：「氏うじ直なお・氏うじ照てる・幻げん庵あん・小こ太た郎ろう・嘉よし明あき」

・武蔵むさし：「三名」

・最も上がみ：「義よし光あき・義よし康やす」

・羽は柴しば：「可か児に」

・上杉：「本庄・他一名」

・滝たき川がわ：「滝川・真田さなだ三名」

・伊達：「成なる実み」

・毛もう利り：「世せ鬼き・人狼女王レーネ・デ・ガウル」






　成なる程ほど、と正純は思った。

「これが、明あ日すの戦争を取り仕切る人じん員いんか」

　合計二十人。明らかにされてない者もいて、大体うちなのが何だが、他国は実力者揃ぞろいだ。

　そんな彼らをぶつけ合う相あい対たい戦せんでつかめるものは何だろうかと、正純はふと考え、

　……それは、明日の結果次し第だいか。

　ならば、と正純は言葉を作った。

「会議はこれにて終了だな。──後は、明日、小お田だ原わら征せい伐ばつの結果以後としたいが、いいか？」

「──Ｔｅｓテスタメント．」

　と、何もかもが頷うなずく空気。それがこの会議の終了の合図だ。

　……何だか、いろいろあったな。

　大体はネシンバラが原因の気もするが、介かい入にゆう理由を見つけられなかった自分も悪い。

　ただ、皆が息をつき、肩から力を抜くのが見える。

　誰だれもがまず、身み内うち同士で語り合い、やがて交流となるのだろう。

　ダルいとも、解放ともいえる空気の中、正まさ純ずみは思った。

　……何な故ぜ、さっきから北ほう条じよう・氏うじ直なおと毛もう利り・輝てる元もとに睨にらまれているんだろうか。

　まあいい、と思いながら、正純は目の前にある海の苔り焼やき餅もちとチーズの合わせを手に取り、口にした。

　何か、北条と毛利から更さらに睨まれたが、気にしない事にする。
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　浅あさ間まは、全体の動きが緩やかなものになった事を悟さとった。

　会議は終わったのだ。

　ここから先、それぞれの情報交換や駆かけ引きはあるだろうが、直接に国の方向性が決まるような事は無い。

　……だったら、記録はここで締あきらめてしまった方が良さそうですね。

　この場のステルス防ぼう護ご障しよう壁へきはそのままにして、入口に会議終了の表示枠サインフレームを立てておこうと思う。そのために、垣かき根ねの入口に身を向けると、ホライゾンがついてくる。彼女は、こちらのしようとした事に気付いたのか、

「浅間様、何か手伝う事は？」

「あ、いえ、別に大だい丈じよう夫ぶです。ただ単に、表おもてに看かん板ばん出すような感じで」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とホライゾンが頷うなずき、それでもついてくる。

　その一いつ緒しよ感かんとでもいうべきものに、ふと浅間は小さな笑えみを得た。

　……ホライゾンも、普通に、誰だれかと行動を共にするんですよね。

　彼にくっつくか、何ど処こかでじっとしているような時期は終わっているのだ。

　だから彼女を拒こばむ事なく、浅間は表おもてに出ようとする。

　と、不ふ意いに前から声がした。

　垣根の入口。アーチの向こうから、

「あの」

　と響ひびく男性の、しかし高い声。その響きに、浅間は、ふと感想を得た。

　……聞いた事があります？

　あるような気がする。

　だが、知らない。そんな、妙みような矛む盾じゆんを得る。

　とはいえ、向こうは姿すがたを見せた。表の警けい護ごの許可を得たと言う事は、関係者なのだろう。

　アーチを潜くぐって入って来たのは、背の低い少年。否いな、細ほそ身みと言う事もあって、年下に見えるだけだ。

　見れば、灰はい色いろの髪かみをした、やや吊つり目め気ぎ味みの姿がそこにいる。

　彼は、手に荷物を提さげ、やや太めの眉まゆを下げ、

「ええと、ここに来れば大だい丈じよう夫ぶと聞いたのですが──」

　ほう、とホライゾンが彼に会え釈しやくした。

「御お客きやく様。ここは今、極きよく東とうで最も危険なデンジャラスゾーンとなっておりますが」

「え、ええっ？」

「ちょ、ちょっとホライゾン、初しよ対面の人にいきなり本当の事は駄だ目めですって」

「浅あさ間ま様、ナイスフォローです。さあ御客様、いらっしゃいませこのアグレッシブワールドへ。──で、どういった御ご用よう件けんでしょうか」

　あ、はい、と向こうが言った。その瞬しゆん間かんだった。

「あなた！」

　声と共に、いきなりの大だい質しつ量りようがこちらと彼の間に飛び込んで来た。

　ミトの母親だ。

　彼女が、やってきた相手に覆おおい被かぶさるようにして、

「ん──」

　いきなり、嚙かみつくような口づけをした。

　……え!?

　と疑問する間も無い。そのままミトの母親は、相手の首から下に唇くちびるを嚙かませ、上着を脱がし、ズボンに手を掛け、

「ちょ、ちょっと御母かあ様！　こんなところで何してますの!?」

　ミトツダイラの声に、母親がちらりと振り向いた。

「何言ってるんですのネイト。うちでも普通にしてる事じゃありませんの」

「ここ外！　外ですのよ!?　あと他人の家の敷しき地ち！　それと──」

　遣やり取りに、左右に視線を行き来させるしか無い自分とホライゾン。

　これはいきなり親子喧げん嘩かにならないでしょうね……、と微び妙みように心配になったが、不ふ意いの声がそれを止めた。

　服を半脱ぎ状態にされた青年が、ミトツダイラの方に顔を向け、笑えみを作ったのだ。

「ネイト！　元気そうで何よりだね……！」

　その呼び声に、皆がミトツダイラに視線を向ける。

　注視され、頰ほおを赤くした銀ぎん狼ろうは、しかしややあってから、胸を張った。

　そして彼女は、こちらを見て、何事かと覗のぞきに来た女じよ装そうを見て、口を開く。

「皆様、──我が王？　こちら、うちの父親ですの」

　表示枠サインフレームを開き、ミトツダイラが父を紹しよう介かいした。

「六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズではテュレンヌの好こう敵てき手しゆコンデ伯はく。そして極きよく東とうとしては清し水みず・景かげ晴はるを襲しゆう名めいしておりますの」

　ほう、と声を作った皆と共に、浅あさ間まはミトツダイラの父を見た。

　自分達の父と同じくらいの歳としであろうに、やはり人狼女王レーネ・デ・ガルウの加か護ごなのか、

　……随ずい分ぶんと若い……。

　下へ手たをすると年下に見える。

　そして背も低く、やせ形で、今もミトツダイラの母親に後ろから抱かれるままに立っている。その姿すがたはどう見ても

「うん……」

　皆と一いつ緒しよに、浅間はミトツダイラに振り返った。

「想そう像ぞうしてたまんまですね……」

「な、何ですのその物言い!!」

　いや、そのまんまで、としか言いようが無い。
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「──さて、いつものそのまま、という訳わけには行きませんが、手合わせを始めましょうか」

　夕ゆう闇やみがまだ西に残る空の下。縁えん日にちの太たい鼓こと笛ふえの音ねが下から響ひびく位置で、清きよ正まさは声を生じた。

　自分と福ふく島しま。お互いが今いるのは、

「先日同様、鉄てつ甲こう艦かんの屋外増設プールの上、というと不ふ思し議ぎですが、さっきの福島様の追つい走そう戦の再現に近いですね。この足あし場ばは」

　足が立つのは、プールの水面だ。

　プールに簀すの子こを敷しき詰めて浮かせ、それを足場にしている。

　お互い水着で、上にジャージと体たい操そう服という姿だが、

「キヨ殿どの、……この戦せん場じようと足場、意味があるので御ご座ざるか？」

「Ｔｅｓテスタメント．、すぐに解わかる事になると思います」

　と、清正は自分の武ぶ器きを右手に回した。

　カレトヴルッフ。

　対ついの鎌かま形がた槍やり。合わせる事で一本となるが、

「加か速そく器き性能はそのままに、今回は取り回ししやすいように一部小型化しています。また、模も擬ぎ戦せんと言う事で、放つ攻こう撃げきは全て衝しよう撃げき転化しています。

　福島様の一いちノ谷たにも同様ですね」

「Ｔｅｓ．、とりあえず勝負の方は──」

「お互いが納なつ得とくするまで、というのでどうでしょうか」

「キヨ殿どのが……？」

　問い掛けに、清正は微び笑しようした。

　自分の首元、薄く残る傷きず痕あとを晒さらし、

「これが消えるまでに、雪せつ辱じよくは果たしたいと、そうも思うのですけどね。でも──」

　清きよ正まさは、軽く身を揺らした。カレトヴルッフを回す慣かん性せいに任せて身体からだを振って、

「あの加か藤とう・段だん蔵ぞうとやり合うのは、福ふく島しま様さまの役でしょう」

　言って、清正は前に出た。

　直後。

　……え？

　いきなり、眼がん前ぜんに黒の色があった。

　それは蛇へびのように流れ、目の前で振りかぶられる漆しつ黒こく。髪かみの色であり、福島の結ゆい髪の靡なびきであった。

　瞬しゆん間かん的てきに、お互いの距離を零ゼロにされた。そう解わかった瞬間。

「────」

　無む言ごんで、福島の攻こう撃げきが来た。
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　福ふく島しまは、空を眺ながめていた。

　夜の空だ。雲は少ないが、空に浮かぶ影の色は、自分達の鉄てつ甲こう艦かん上で行う縁えん日にちや、巴パ里リの明かりに下から照らされている。

　雲の動きは遅い。だが、福島は、

　……は？

　身体からだが冷たい。それも、後ろ側だ。頭の後ろ、首の後ろ、背、腕うでも腰も尻しりも脚あしも、踵かかとも、全てが冷たさに摑つかまれたように沈しずんでいる。

　耳に聞こえたのは、小さな波音だった。

　その音と、耳に水がかかった瞬しゆん間かん。

「……!?」

　福島は、水みず飛沫しぶきを纏まとって身体を起こした。

　……ええと。

　辺りを見回す。

　すると、プールがあった。水平線には縁日の提ちよう灯ちん並びが見えており、その下には屋や台たいの屋根が並んでいる。

　それらの背景と逆ぎやつ光こうを置き、一つの影が立っている。

　清きよ正まさだ。

　合わせて一本としたカレトヴルッフを右手に持ち、彼女は笑っていた。

「──福島様、隙すき有ありですよ」

「あ、いや、その」

　急ぎ身を起こす。

　……いつの間に。

　何な故ぜ、今の状態になっていたのかが解わからない。

　自分の方が跳び込み、攻こう撃げきを仕掛けていた筈はずだ。

　それがいつの間にか、倒されていた。

　一いち撃げきを食らって昏こん倒とうした訳わけではない。

　……ならば……？

　解らない。

　何があったのか、自分には理解出来ない。しかし、清正が一ひと息いきを入れ、

「何度だって、やりますからね」

「今のを、で御ご座ざりますか？」

　と、簀すの子この上で中腰姿し勢せいを取った時だ。

「福ふく島しまさん！　清きよ正まささん！　始めるのが早いですよ！」

　上がり口の方から、片かた桐ぎりがやってきた。

　彼は〝百ひやく紋もん検けん地ち〟を素早く自分の周囲に展開。水によって、こちらの動きをトレスし、記録する構えをとった。

　同じように、ここへと上がって来る影がある。それは、

「あれ？　縁えん日にち分ぶんのノルマを果たしにきたのに、訓くん練れん？」

　蜂はち須す賀かだ。彼女はP. A. Odaカラーの水着に上着を羽は織おった姿すがたで、

「まあいいわ、見てて面白いものにして」

「Ｔｅｓテスタメント．、努力するで御ご座ざります」

　言って福島は前に出た。清正に何な故ぜ倒されたのか、理り屈くつは解わからない。だが、記録係は来て、自分の意い気きは失われていない。ならば、

　……昼の失しつ態たい。原因を理解する事が出来るで御ご座ざりましょうか……！

　福島は、疑問しながら清正に突とつ撃げきを掛けた。

　水みず飛沫しぶきの音が、耳につく。
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　青せい雷らい亭てい本ほん舗ぽ前。路ろ上じようでは片付けの時間も終了していた。

　既すでに各かつ国こくの代表は、身内と顔を見合わせて急ぎ足に立ち去っている。

　梅うめ組ぐみの皆は、垣かき根ねの分解とテーブルの搬はん出しゆつ、そしてゴミを定位置にまとめて出し、

「ようし、解散ー。マサは、ちと外壁直しとか垣根の取り外しとか頼むわ。

　あとテンゾーと、シロいるかー？　近所に菓か子し配くばり頼む」

　という女じよ装そうの声と、手を一つ打つ声によって、皆が動き出した。

　それぞれは自分達の家へと戻り、慌あわただしかった今日きようを思い返す流れだ。だが、

「……どうしたものかしらね」

　成なる実みは、高たか尾おへと向かう道上で呟つぶやいた。

　隣となりには半はん竜りゆうがいる。彼は立りつ食しよくの残り物を詰めた重じゆう箱ばこを下げながら、

「蟹かにのチーズ焼き、食うか？」

「残念だけど、伊だ達てでは似た料理があるの」

　だが、今のは彼の気き遣づかいだろう。多分そう。そうであって欲しいからここで重箱開けて食べようとしないでくれると有あり難がたい。

　すると、彼はそのまま歩みを続けた。

　つまり、有り難いという事だ。

　……さて。

　彼がこちらに気を遣って話題を振ったのだ。自分はどう応じよう。

　周囲。まだここは武蔵むさし野ので、中央では工事が続いている。

　しかし、彼はそのまま数歩を行き、

「座って食うか？」

「……本ほん音ねそっち？」

「腹が減っては戦いくさは出来ん」

　言われ、成なる実みは歩きながら吐と息いきした。

「──鶏とり肉にく料理、あったかしら」

「七しち面めん鳥ちようの醬しよう油ゆ揚あげはあったな」

「じゃあそれにするわ」

　表ひよう層そう部ぶで座る事の出来る場所は、意い外がいと限られている。

　武蔵むさしに不慣れな自分が見る限り、夜で閉じ始めた店先などは使えない。明かりをつけて営業している店も、それはそれで客用のものだろう。

「輸ゆ送そう区く画かくなら休きゆう憩けい用ようの長なが椅い子すは多い」

　果たして、高たか尾おと武蔵野を結ぶ艦かん尾び輸送区画は、その通りだった。

　今も武蔵野修しゆう復ふくの資材が運うん搬ぱんされており、輸送区画は明かりが全面的に灯ともっている。

　相談ごとをする雰ふん囲い気きじゃないわね、と思いながら、武蔵の外がい縁えん側、断だん崖がい上ともいえるような眺ちよう望ぼうに二人は空あき椅い子すを見つけた。

　見晴らしのいい場所だ。

　眼がん下かには小お田だ原わら城じようと市街が斜めに見えている。市街に明かりが少なく、南の沿えん岸がん部ぶに多いのは、住民が退たい避ひをしているからだろう。

　いい場所ね、と成実は思った。

　この輸送区画、彼は顔見知りが多いらしい。輸送関係のバイトをしているせいもあるだろう。たびたび声を掛けられ、挨あい拶さつしている間、こちらは重箱を膝ひざに載のせ、

　……あ、この蟹かにのチーズ焼き、下した味あじにオリーブ使ってるのね。

　油に脂あぶらで、身体からだに悪いような気もするが、他のものを食べるアクセントとしてはいい。

　七面鳥の醬油揚げもなかなかだ。だが、脂物はこの程度にしておこう。

「この、卵と豆の御ご飯はん、結けつ構こういいわね」

「主食も欲しくなるからな」

　そうね、とお互いの膝に渡すように重箱を載せた。自分は左、彼は右。右腕うでが邪じや魔まな彼は、長椅子の後ろに右腕を回し、左手で器き用ように箸はしを使って重箱を突つき出す。

「帰る前に無くなるな、これは」

「青せい雷らい亭ていに戻しに行ってもいいわ」

　言った上で、成実は自分の現状に対する感想を呟つぶやいた。

「面めん倒どうな事になったわ」
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　自分の事を表現するのは苦にが手てね、と成なる実みは思う。

　だから自分ではなく、己おのれを囲む現状を言う。

「面めん倒どうだわ」

「伊だ達て家けが一人で、武蔵むさしを敵に回す羽は柴しば側、か」

「応こたえが早いわね」

「貴き様さまの事は大体知っている」

「貴方あなた、……曖あい昧まい機き能のうがついてたのね」

「褒ほめるな」

　言われて、成実は三秒程ほど考えた。そして額ひたいに手を当て、ああ、と納なつ得とく。

「悪かったわ。褒めてしまって」

「解わかればいい。だが、成実。──そういうのを含めての出しゆつ奔ぽんだ。手助け出来る部分は手助けしよう。何かあるか。金は駄だ目めだ。今月はもうエロゲを頼んでしまったからな」

「知ってるわ。エロゲの通つう販はん用住所が二人の共用のものに重なってるから。──言っておくけど、私、あんな副次装そう甲こう持ってないわよ」

「そうか……」

　残念だったらしい。が、付き合う気も無い。

　アスパラの甘あま醬じよう油ゆ煮にに箸はしをつけながら、成実は言った。

「いろいろ覚かく悟ごしていても愚ぐ痴ちは出るものね」

「洋よう食しよくが食いたかったか」

「それもあるわ」

　成実は吐と息いきして、トマトソースの掛かった白しろ身み魚ざかなのボイルを箸に取る。

「私、身内で争う事が多くて困るわ」

「伊達でも青せい竜りゆうと戦せん闘とうしておったな。ノーパンで」

「格好かつこは関係ないわ。状況が大事なだけで」

　駄だ目めね、と成実は自分を思う。彼が気き遣づかっているというのに、嚙かみついて。

「これ、食っていいか」

「二つまでなら」

　平然と三つ持って行かれたので睨にらむ事にする。

　だが、気にせぬ顔で彼は言う。

「フツーに、自分らも身内で共とも食ぐいしてるから気にする事はなかろう」

「国家間の代表戦せんは、死人が出てもおかしくないレベルよ」

「じゃあ大した事ないな」

　何を、と声を作りそうになる横で、半はん竜りゆうが平然と言った。

「自分らは、臨りん時じ生徒総そう会かいで、武ぶ神しんがレンチで人を殴なぐったりしてたからな」

「思い切りがいいわね」

「ああ、完全にノリだけの生き物になってたからな。相手が潰つぶれて死んでないのを見て〝くそ！〟とか言ってたし」

「その頃ころの貴方あなたは？」

「ちょっと前に粉ふん塵じん爆ばく発はつをやって遊んでたな。いいぞ、粉塵爆発。気き管かんが綺き麗れいになる」

「いい教きよう導どう院いんね」

「今いま頃ごろ解わかったか」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷うなずいたこちらに、彼が言う。

「身内で殴なぐり合うのに何か問題が？」

「気が疲れるの」

「何な故ぜだ？」

「身内だと、相手の損害の意味が解わかるから。同じ共同体の中で、共同体存続のために動かなければならないものを損じてしまったと、そんな風ふうにも思うし」

「では貴様、拙せつ僧そうを殴れるか」

「殴れるわ」

「じゃあそれでいい」

　言われた意味が解らない。だから成なる実みは問うて見た。

「貴方は私を殴れるのかしら」

「殴れるとも」

「本気で？　死ぬかも知れないのに？」

「貴様は死なない」

　断言が来た。

「拙僧が何かをやろうとも、義ぎ腕わんと義ぎ脚きやくを外したり、百足むかでを用いて迎げい撃げきするだろう。

　それでももし駄だ目めだった場合は──」

「その場合は？」

「拙僧が守ってやるから安心しろ」

「……殴っておいて守るとは、新説ね。半竜の頭は大だい丈じよう夫ぶかしら？」

「大丈夫だ。──拳こぶしを止められぬ訓くん練れんはしておらん」

「ならば、その直後に私から反はん撃げきがあったら？」

「それが打てない相手だから、拳を止めるのだ」

　Ｊｕｄ．、と成実は頷いた。

「完かん膚ぷ無きまでに生かせと、そういう事ね」

「Ｊｕｄジヤツジ．、生かしておけば何とかなる。だから、失わせない事だけを考えればいい。

　そして成なる実み」

「何？」

「伊だ達てでのお前は、そうしていたように思う」

　そう、と成実は頷うなずいた。

　そう見えていたならいい、と、内ない心しんで頷き、しかしその思いを表おもてには出さなかった。

「明日あしたは賑にぎやかになりそうね」

「もう、今夜から賑やかな者達もいるだろう」

「Ｊｕｄジヤツジ．、総そう長ちようの処ところね」

　成実は、もう見えなくなっている青せい雷らい亭てい本ほん舗ぽの方へと、首を傾けた。

「──集団生活の始まりなんて、いきなりなのが武蔵むさしらしいわね」
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　浅あさ間まは、その空間に荷物を置いた。

　葵あおい家け。青雷亭本舗の奥に作られた広ひろ間まだ。

　元はトーリと喜き美みと、そして客きやく間まの並びだったのだが、

　……マサが客間の壁を外はずして、喜美がベッドを片付けて……。

　あっという間に、横長の広い空間が出来上がった。

　彼の部屋との敷しき居いはカーテン。

　廊下側となる方にも、カーテンを壁代わりにしている。そのため、窓側と奥側は壁。廊下側と、彼の部屋の側がカーテン仕切りという形だ。

　今、ここにあるのは約八畳じよう程の広間だが、

「ええと」

　どうしたものかと思っているこちらの眼がん前ぜん。ホライゾンが床に畳たたみを並べていく。重力制せい御ぎよ使用であるため、結けつ構こう気軽に回したりしているのが可愛かわいらしい。ただ、

「あ、そちら、トーリ様の方のスペースは喜美様が使用します。一種の検けん問もんですな」

「け、検問って何ですの？」

　後ろ、自分と同じように荷物を持って呆ぼう然ぜんとしていたミトツダイラが声をあげる。

　そんなミトツダイラに対し、ホライゾンは両の掌てのひらを立てて見せた。

　彼女はそのまま、彼の部屋の仕切りであるカーテンの方に身体からだと手を向け、

「そおぁあ……！」

　カーテンの壁を、重力制御で平行に押し込んだ。

　向こう。何かが倒れて、何か箱のようなものが転がった音がするが、ホライゾンは気にしない。彼女は、うんうん、と頷うなずき、

「これでまた半はん畳じよう程が空あきました。ちと、畳たたみをずらすのを手伝って下さい」

　はい、と頷うなずき、浅あさ間まは喜き美みの寝しん所じよとなる畳の横に腰を落とした。そこにある一枚。その縁へりに手を掛け、

「──ええと、ミト？　トーリ君が近い方がいいですよね？　騎き士しなんだから」

「い、いえ、喜き美みがいますし、──それ以前に、ホライゾンは喜美の位置にいなくていいんですの？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、しばらくは、この、元客きやく間まの方がいいかと」

　彼女は言って、重力制せい御ぎよで一番奥の畳を壁に押し込んだ。

「今は憶おぼえていない自分をズヌオオオオ！　と吸収する訳わけではありませんが、もし残念と言えるものがそこに残っているなら、ホライゾンがいる事で納なつ得とくして貰もらえるでしょう」

　浅間の目には、奥の客きやく間まがあったところには何も見えない。義ぎ眼がんの〝木葉このは〟も反応しない。だが、そうする事でホライゾンの方に何か納得があるのならば、

　……これがホライゾンにとっての、供く養ようという事なんですね。

　自じ動どう人形の身体からだでも、〝納得〟を形や行為として捉とらえようとする事はあるのだろう。

　そしてホライゾンが、自分の畳の位置を整えに行く。

　彼女は、ふとこちらに振り向き、

「トーリ様と喜美様は？」

「え？　ええと、私達が今日きようからここに入るのと、うちの両親が来たため、そのパーティ用だか何だかで、両親伴って青雷亭ブルーサンダーに買い出しに」

「Ｊｕｄジヤツジ．、では、丁ちよう度どいいですね。ちょっと、大事な事をお話ししましょう」

　それは、

「──トーリ様の事です」
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　……トーリ君の事？

　話の方向と、そこに絡からむように出された名前に、浅間は身を堅くした。

　大体、ホライゾンが彼の事を相談するというだけでも希レ話アだ。

　……ええと。

　窓際に荷物を置き、少し迷ったが、ホライゾンの前に座った。同じように、ミトツダイラもこちらに来て隣となりに座る。

　そしてホライゾンが、こっちと隣を交互に見て、口を開いた。

「喜美様は大だい体たいの事を理解されているようですし、ホライゾン達に気を遣つかわれてトーリ様を外に引っ張り出したのだと判はん断だん出来ます。だから、ちょっと聞いて頂いただきたく思います」

「な、何をですの？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、まず確かく認にんですが、……御二人は、トーリ様との関係において、お互いが大事な位置にいると、そういう事を重要視ししてここに入られた訳わけですね」

　Ｊｕｄ．、と迷い無く隣となりの騎き士しが応じてくれて、有あり難がたい。

　自分の方は、誰だれにも見えないような動きで、〝頷うなずいた事にする〟のが精せい一いつ杯ぱいだ。ただ、横の狼おおかみは、自分の胸に手を当て、はっきりと言った。

「こちらもホライゾンに確認したい事がありますわ。──私達が、我が王との関係を重要する場合、その関係が深くなる事に対し、ホライゾンはどう思いますの？」

「つまりエロースな話ですか」

　狼が、はっとしてこちらを見たが、既すでに視線は逸そらしてある。

「智とも……？　今いま更さら逃げてどーしますの」

「いや、まあ、ちょっと、ええ」

　往おう生じよう際ぎわの悪さに慣れて来ましたね……、としみじみ思っていると、ホライゾンが頷いた。

「まあ、そういう話題もあって当然。ホライゾンの方として考えますに……」

「ど、どうなんでしょう」

　つい、前のめりに問うてみる。するとホライゾンは、

「Ｊｕｄ．、ぶっちゃけ、ホライゾンの感情が全部戻っていないので判はん断だんは難しいのですが、現状、メイン三つと、〝焦がれの全域オロス・フトーノス〟がある状態で考えますに……」
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　ええ、とホライゾンが首を下に振った。

「ホライゾン、結けつ構こう淡たん泊ぱくなのでは」

「ちょ、ちょっと、もうちょっと重く考えましょうよホライゾン！」

　浅あさ間まは、自分でも〝止めない方がいいんでしょうねー〟と思いつつ、止める。

　やはりフェアではないような状況は避けたいのだ。だから、息をつき、

「ええと、ホライゾンはまだ感情が戻ってません。だから、実際、私達が関係を深くして行く事とか、自分の事とか、定かには捉とらえられない筈はずです。だって、嫉しつ妬とも起き動どうしてない筈ですし、それに、ええと」

　言いにくい言葉だが、迷っても仕方ない。

「淫いん蕩とうもありませんから、愛とか、そういうものの深い部分が判断つきにくいでしょう？」

　問うた。すると、

「…………」

　ホライゾンが、こちらから少々視線を逸らして黙だまった。

　……え？

　何だか鈍い汗あせを搔かき始めたホライゾンに、浅間は自分が何かしくじったかと思う。

　……な、何でしょうかね、コレ。

「ええと、ミト？」

　視線を横に向けると、ミトツダイラもこちらから視線を逸そらし、鈍い汗あせを搔かいている。

　まずい。これはいかんです、と、浅間は内ない心しんに焦あせりを飼かい始めながら思った。

「あの、二人とも？　何か私、変な事言いました？」

「いえ、浅間様、ちょっと宜よろしいでしょうか」

　ホライゾンが、汗を浮かべながらこちらに手を挙げる。

「あのですね、浅間様。淫いん蕩とうも無いから、愛とかの判はん断だんがつきにくいと仰おつしやいましたが」

「ええ、それが？」

　問うと、応こたえはすぐに来た。

「浅間様の愛とは、エロ行為の事なんでしょうか」
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　ミトツダイラは、巫み女こが狼狽うろたえるのを至し近きんで見た。

「い、いや、何ですかそれ！　そ、そんな事ありませんって、ありませんよーう、無いですよーう。だ、大体それは、ええと、そう！　愛があってこそのエロ行為です！　エロあっての愛じゃありません！　順番が違います！　ですよねミト！」

「まあ、智ともがそう言うなら……」

「こっち！　こっちに意い識しきを向けて言いましょうよ！　今、こっち見てるけど、心が別の方を向いてますよねミト!?」

　どうしろと。

　だが、焦あせる浅あさ間まを前に、ホライゾンが口を開いた。

「申もうし訳わけ御ご座ざいませんが、浅間様。浅間様の方、少し勘かん違ちがいがあります」

　それは、

「まず、ホライゾンに戻る感情は、基本として負の方。大たい罪ざいとして、感情はそれを押し殺す方に向きます。無む論ろん、それゆえに行動は増え、判はん断だんが増すのも確かですが、ポジティブな感情が来るかというと、そうではありません。それは逆ぎやく位いとして育はぐくまれていくものだと、英国でそのようにトーリ様は仰おつしやいました。ゆえにホライゾンは、負の感情を恐れません」

「では、ホライゾンにとって、我が王とは、どういう存在ですの？」

「ホライゾンの逆位であるのは、三み河かわで確かく認にんし、真田さなだでも確認しました。無論……」

　ホライゾンが、辺りを見回した。誰だれもいないのを確認してから、

「英国でトーリ様が仰ったのと同じように、もしトーリ様がいなくなったら、ホライゾンも、気持ちなど整理して、またいずれ新しい自分を始めるのでしょう」

　ただ、

「そこに至る前に、後こう悔かいか何か、大きな楔くさびを得るのだと、そう判断出来ます」

「────」

　ミトツダイラは、浅間が緊きん張ちようするのを肌はだで捉とらえた。

　電でん撃げきのように、軽い張り詰めが巫み女こから来る。

　彼女もきっと、今、ホライゾンの言った事を想そう像ぞうしているのだ。自分と同じように。

「面めん倒どうな話だと、そう判断出来ます」

　ホライゾンが言った。

「いついなくなっても大だい丈じよう夫ぶなように準備していても、想像してみるだけで、喪そう失しつとは哀かなしくなるものです。いずれ代わりか、それ以上、それ以外の価か値ち観かんと出会えると解わかっていても、思い出に浸ひたる選択肢しもあり、なかなか難しい」

　そして彼女が、浅間とこちらを、交こう互ごに見た。

「御二人も、ホライゾンと同じようですね」

　ふと、ミトツダイラは、ホライゾンの表情の変化を捉とらえた。そんな気がした。

　定かには見えないのだが、自じ動どう人形の姫ひめが、

　……安あん堵ど？

　微笑し、肩の力を抜いた。そのように見えたのだ。だが、

「────」

　改めて視線を向ければ、ホライゾンはいつも通りの無表情だ。

「？　何か？　ミトツダイラ様」

「あ、いえ、何でもありませんのよ？」

　気のせいだったのだろうか。しかし、ホライゾンは、その無表情で口を開く。

「先さき程ほどの浅あさ間ま様の勘かん違ちがい、もう一つ訂てい正せいしましょう。ホライゾンが根こん幹かんに持つ大罪武装ロイズモイ・オプロ〝焦がれの全域オロス・フトーノス〟ですが、これは既すでに起き動どうしています」

「……え？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、〝焦がれの全域〟は大罪武装の統とう御ぎよＯＳです。大罪武装はホライゾンの感情で出来ていますが、ホライゾンの手元に来たそれを、感情では無く〝武ぶ装そう〟として扱える処理を行っているのは、〝焦がれの全域〟でしょう。

　全てが揃そろった時に何が生じるかは解わかりませんが、現状、〝焦がれの全域〟を含むなら、ホライゾンの嫉しつ妬とは４／９で稼か働どう中なのです」

　そしてホライゾンが、こちらと浅間を交互に見た。

「御二人や、他の皆様を、羨うらやましく思う時もあるのです。そして、だからこそ、今回のようなウエルカム態勢を整えようとも思ったのです」

　さて、と彼女が言った。

「ここからが本題となります。トーリ様の事ですが」

　会え釈しやく一つで、言葉が来た。

「ぶっちゃけ、トーリ様は保もたないでしょう」
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「保たない……？」

　浅間は、鸚鵡おうむ返がえしに応じる事を無意味に感じつつも、

　……ですよね。

　と、そんな感想をホライゾンの言葉に抱いていた。

　彼が、この先保もたない。それは、失われるか、壊こわれるかは解らないが、

　……いなくなってしまうという事です。

　何な故ぜなのか。横で息を沈しずめているミトツダイラの代わりに、ホライゾンが告げた。

「ホライゾンの感情を取り戻すために、大罪武装を集め、末まつ世せも解決する。

　言ってみれば単純な事ですが、そのためには多くのものが付ふ随ずいして動きます。

　順調に行く時もあれば、上う手まく行かない時もある。特に昨今は、失われるものがあり、それをどう捉とらえるかについては真田さなだで大いに学ばせて頂いただきました。ですが──」

　ですが、

「トーリ様は、ホライゾンに対して、常に格好かつこつけるのです」
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　苦く笑しよう、という感情が本来あるべきだろう、と浅あさ間まは思った。

　ただ、ホライゾンの言っている意味は、よく解わかる。

　彼がホライゾンに言う台詞せりふの内、多た々た聞く機き会かいがあるのが、

「〝負けないぜ〟ですよねー……」

　一体何に勝とうとしているのか。それはホライゾン本人の人格……、いや、それには勝てない気がしますが、まあそれはそれとして、

「ホライゾンを通して見る、世界征せい服ふくやら何やら、というところですわよね、アレ」

　そういう事だ。

　彼は世界を征服し、彼女に全ての感情を取り戻すのだが、

　……馬ば鹿かですからねえ……。

　ホライゾンに対して、心配するなと言うように、常に彼は格好かつこつける。

　弱みを見せず、強気な部分を見せ、常に暗い部分を出さないようにしている。

　無む論ろん、それは、

「あの、ホライゾン？　それは私達が三み河かわでホライゾンを救いに行く途と中ちゆう、トーリ君は哀かなしくなったら死ぬという、あの契けい約やくをしたせいもあって……」

　それだけではない、というのは、彼を知っているならばよく解る。だから、

「あれはホライゾンを救うため、必要だった事です。だから謝る気もありませんが、ホライゾンの選択では無く、私達の選択と、状況ゆえですからね？」

「そう言って頂いただけると幸いです、浅間様。ですが、トーリ様の選択肢しが狭せばまっている事についてはコンセンサスを頂けますね」

　その事実については同意だ。

　そして、横のミトツダイラも、

「私に対しても、我が王は、王として振る舞いますのよね……」

「ただ、トーリ様は、ミトツダイラ様に対して、救いを求める事が出来ます」

　ホライゾンが告げた言葉。

　その内容を、浅間は理解した。

　……あ。

　今になって、ようやく解った事がある。午後にここに来た時、彼に言われた事だ。あれは、

「トーリ君、私達には、格好つけないんですよね……」
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　確かに、とミトツダイラも頷うなずいた。

　……確かに智ともの言う通りですわ。

　どちらが良いとか悪いとか、一いち概がいに言う事は出来ない。

「既すでに、お解わかりの御ご様よう子すですね」

　ホライゾンが言う。その台詞せりふにミトツダイラは浅あさ間まと共に頷うなずき、

「騎き士しの主しゆ従じゆうとはそういうものでもありますもの」

「うちはまあ、昔からそうなので……」

　だが、ミトツダイラには解る事が一つある。

「この話題、うちの母や我が王がいるところでは出さないようにしてましたわね？」

　移い動どう教室の天てん幕まくの中でも、〝いずれ〟という風ふうに収めていた部分があった。その理由は、

「馬ば鹿かな人ではあっても、それをこちらが口にして、ミトツダイラ様の御母かあ様に弱みとして見せる意味は無いと判はん断だんしました。まあ、気付かれている可能性は高いですが、馬鹿な強がりの裏返しは、皆様の補ほ塡てんでどうにかなるものかと」

「それは──」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とホライゾンが頷いた。

「強がりの必要性は、これからこそ高くなる、とホライゾンは判断しています。

　皆様も、同様かと思われますが」

「Ｊｕｄ．、……世界征せい服ふくに至る過程で、これからは立案や方針を打ち出すのではなく、その結果を出していく事が重視されますものね」

「そういう事です。……今までもいろいろありました。馬鹿な事がたくさんありまして、ホライゾンが解決を導いたのも二度三度では……、何ですかその顔は」

　いやまあ、と横の巫み女こと一いつ緒しよに手を振る。

　対するホライゾンは、膝ひざを叩たたき、

「いいですか。真ま面じ目めな話です」

「……はい」

「──これから先、多くの国がトーリ様に期待します。そのためにいろいろなものが費やされていき、トーリ様の責任となって行くでしょう。

　しかし、トーリ様の横にホライゾンがいるだけでは、トーリ様は保もちません。

　何があっても、ずっと、強がっていなければならないからです。

　ホライゾンに心配させないよう、──失われないようにも、頑がん張ばらねば成りません。

　勿もち論ろん、このところで、多くの人達に多くを任せる事で負ふ担たんを軽けい減げんしていますが、不可能を抱え込むのがトーリ様の王のあり方です。しかし、それ以外の部分で、関係は増え、期待が増えると、トーリ様に、不可能では無く、可能の期待も増えていきます」

　全く厄やつ介かいな、と彼女は言った。

「政治家としての成果を見たならば、三み方かたケ原はらでの派は手でな敗戦の後、三さん国ごく会議で再さい起きしただけでも充分だとは思うのですが」

「でも、まだまだ、羽は柴しばや信のぶ長なが、ヴェストファーレンに、……末まつ世せの解決もありますのよね」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──ホライゾンとトーリ様の関係が、もっと単純だったら良かったのですが、まあ、何と言いますか」

　ホライゾンが、軽く天てん井じようを見上げた。

　数秒。それだけの時間を置いて、彼女がこちらに視線を戻した。

「──ホライゾンも、この性格ですからねえ」

「ま、まあ、それを結論としては本当に終わりですわよ？」

　いやいや、とホライゾンが両手でこちらを制す。

　そして彼女は、自分の頭、右の側そく頭とう部ぶに右の人ひと差さし指ゆびを横から立てた。

「ホライゾンが、トーリ様の原動力です。しかし、強がって前に進んでいては、やがてすり減って行きます。だから──」

「トーリ君の回復や、耐たい久きゆう力りよくとして、私達がその関係を活いかせ、と？」

　浅あさ間まが、問い掛ける。

　しかし彼女は、自分で告げて、数すう拍はくを何か迷った。

　そして、ややあってから、彼女は言う。

「私達の関係は、トーリ君とホライゾンの関係を保つための道具じゃないですからね？」
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　上う手まい言い方じゃありませんね、と、浅間は内ない心しんで肩を落とす。

　だが、この期ごに及んでも、やはりプライドはある。

　自分と、己おのれが大事だと思う人の関係が、誰だれかの道具にされたり、下に置かれるのは惨みじめだ。

　無む論ろん、これは感情の問題で、解かい釈しやく一つで変わるものでもあるが、

「惨めな思いをするようなら、私はすぐ立ち去ります」

「浅間様、〝関係〟に価か値ち観かんはあれど、上下はありません。ゆえに、──強がりですね」

　ホライゾンが、こちらを真まっ直すぐ見て、告げた。

「トーリ様は、下へ手たな芸げい人にんです。その事を浅間様はよく解わかっている筈はずです。

　三み河かわで鈴すず様の作文を読まれた話、ホライゾンも聞きましたが──」

　ホライゾンが目を細めた。

「あの下手な芸人は、目の前に誰かがいて、大事な時だと思えば、その人にだけ本気になれる。その人しか見なくなる悪い癖くせがある。だからこそ、他の国の王が、馬ば鹿かな言葉を聞いてしまうのです。浅間様は、それを間ま近ぢかで見た筈はずですし、今まで幾いく度ども見ているでしょう。

　──今度は、浅間様や、ミトツダイラ様が、その誰かになるのです」

「それは──」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とホライゾンが首を下に振った。

「ホライゾンは、常に〝その誰だれか〟です。しかしホライゾンは、トーリ様の原動力として、トーリ様の負ふ担たんだと解わかっていても、強がって貰もらわねばなりません。何な故ぜなら、トーリ様はホライゾンに対して格好かつこつけたいからです。それを止める野や暮ぼはホライゾンにありません。

　ゆえにお二人は、トーリ様を甘えさせてやって下さい。疲れて、憤いきどおって、哀かなしくなりかけたりもするトーリ様を救たすけ、甘えさせてやって下さい。それがある意味、本当のトーリ様と、そう言える訳わけでもありますから」

「その場合、ホライゾンとしては、トーリ君に〝強がってないで休んで来なさい〟って、こちらに送る形ですよね……」

「Ｊｕｄ．、……お互いがお互いを〝いいなあ〟と思っているのが、いいのかもしれません。

　その意味では、王としての格好かつこつけと、救きゆう援えん求める情なさけなさを見られるミトツダイラ様が最も美お味いしい位置かと判はん断だん出来ます」

「わ、私!?」

　狼狽うろたえる騎き士しに、今こそ浅あさ間まは頷うなずいた。

「良かったですねえええ、ミトォォォ」

「な、何ですの!?　その舐なめるような口く調ちよう……！」

「いやいや、舐めるのはミトの方ですよね。ええ」

　騎士が一いつ瞬しゆんで赤せき面めんした。

　彼女は、口を横に開き、

「あの、ホライゾン？　関係が深くとかで、ええと、……そうなりました場合は？」

「Ｊｕｄ．、基本、ホライゾンがトップバッターなので、初はつ打席はホライゾンであった方が、トーリ様も納なつ得とくが行くのでは無いでしょうか」

「生なま々なましい話を管かん理り野球的に聞いてますよ？」

　ただ、重要な事を聞いた。

　……確かにトーリ君、ホライゾン相手には格好つけてますもんねー……。

　あ、ちょっと羨うらやましい、と、そう思う事が大事なのだろう。

　彼は、こちらには格好つけないが、そうして貰もらえるのもまた自分の特権なのだから。

　……成なる程ほど。

「この価か値ち観かんが、ホライゾンの言う、布ふ陣じんの、方向性という訳ですね」

　浅間は、ようやくに肩の力が抜けるのを感じながら、こう言った。

「私達は、〝関係〟と言う大きな言葉の中にある、〝小さな関係〟で、皆で一つの〝大きな関係〟にもなれると、そういう訳ですね」

　家族的とも、生物的とも言っていいし、組そ織しき的とも言っていい。

　……あ、神しん道とうの神様関係も、そんな感じですね……。

　そこまで思いが至るのは、流石さすがに職しよく業ぎよう病だろう。

　ただ、不ふ意いにホライゾンが、顔をこちらに近づけて来た。

「いいですか御二人とも」

　次に言われる言葉は解わかっている。ゆえに浅あさ間まは、ホライゾンに対してこう言った。

　気付けば、横のミトツダイラも同時に、

「これは私達の共通の秘ひ密みつ。──そうですね？」

　問い掛けた先、浅間は、ホライゾンが微笑したような、そんな感覚を得た。

　今後、このような事が、何回あるのだろうかと、そう思いながら。
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「──十七回目ね」

　蜂はち須す賀かが呟つぶやく言葉を、片かた桐ぎりはある音と重ねて聞いていた。

　水みず飛沫しぶきの音だ。

　……うわ。

　眼がん前ぜんにあるプールは、先日に自分も泳いだ事がある。

　今、その水面には簀すの子こが敷しき詰められており、簡かん易いな水上舞ぶ台たいとなっていた。

　簀の子はやや沈しずみ気ぎ味みで、上に乗る者達は、足あし指ゆびが沈む程度の水を踏む。

　だが、今、水を踏んでないものがいた。

　福ふく島しまだ。

　彼女は、転てん倒とうし、自分で上げた水飛沫の戻りを浴びている。

　そして転んだ彼女とは別で、ずっと水上に立ったままの影がある。

「清きよ正まささん……」

　自分から見えるのは背中側。金の髪かみは水に濡ぬれてもおらず、夜風に靡なびいていた。

　彼女は未いまだカレトヴルッフを、明確に振っていない。それなのに、

「何で、福島さんが、全く敵かなわないんですか？」

「私に訊きいてる？」

　横の蜂須賀が腕うでを組む。彼女は一度首を傾かしげ、

「清正が、どういう方法かは解わからないけど、福島の出で鼻ばなを挫くじいてるのは確か」

「技の入り、という事ですか」

「そのくらい、自分で調べる」

　言われ、こちらの懸け念ねんが当たっていた事を片桐は悟さとる。

　……意い外がいと蜂須賀さん、親切ですよね。

　厳きびしいつもりなのだろうが、一周して解りやすくなっている。

　本人もそれには気付いているのだろうが〝面倒めんどくさい〟のと〝そこまで悪役にならなくても良い〟といった辺りだろうか。

　今も、二人の訓くん練れんを見ているのは、彼女なりの気き遣づかいなのだと片かた桐ぎりは思う。

　……そう、蜂はち須す賀かさん、いい人ですよね。

　何しろ自分が風ふ呂ろに入っている時、突とつ入にゆうしてこない。面白半分とか、無む造ぞう作さとか、何か表示枠レルネンフイグーアで記録と検査とか勝かつ手てにされない。

　無む論ろん、小しよう等とう部ぶの少女の身体からだを、こちらも見たいとは思わない。

　大体、と片桐は思った。自分には、武蔵むさしの淫いん乱らん巫み女こさんがいるじゃないですか、と。

「片桐、ちゃんと前見て」

「あ、す、すみません！」

　小等部の子に[image: ]しかられてる自分は、どんなもんだろうか。

　だが、片桐は、また音を聞いた。

　福ふく島しまが、清きよ正まさに仕掛け、再び吹っ飛ばされたのだ。

「──十八回目。そろそろ気付けないなら、相当重じゆう症しようよ」







[image: 第四十章『行き詰まりのトップランナー』]
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　夜の下。縁えん日にちの照明を下から浴びるプールの上。

　上がった水みず飛沫しぶきと、水面の簀すの子こ上を転がる福ふく島しまを見て、片かた桐ぎりは蜂はち須す賀かに問うた。

「──重じゆう症しようって、何がですか？」

「スランプだと思う？」

「違うんですか？」

　蜂須賀は答えない。それは、こちらの問いこそが答えという事だ。

　……スランプじゃないなら、一体、何だろう。

　福島が精せい彩さいを欠いている事は、片桐にもよく解わかる。ノヴゴロド以い降こう、彼女の戦せん績せきは詰めが甘い。今日きようなどは真田さなだの三み好よし・晴せい海かいを追い込めずに退しりぞけられてもいる。

　この状況で、明日あしたの巴パ里リ侵しん攻こうを行えば、どうなるか。

　清きよ正まさが今いま行っている訓くん練れんとは、

　……福島さんに掛かった〝曇り〟を払うものだろう……。

　と、片桐はそう思っていた。だが、

「スランプの払ふつ拭しよくではないなら、今、ここでは何をしてるんです？」

「解わからないの？」

　蜂須賀が、腕うでを組んだまま、吐と息いきで告げた。

「途と方ほうも無い事よ。──清正は、どんだけ福島を信用してるの」

「それは──」

「結けつ論ろんが出るまで、言わない。要いらぬ期待を抱える必要は無いわ」

　また水飛沫が上がった。

　福島が、清正の横を転がって、その後ろへと水を跳ね上げる。

　だが、そこからの流れが、少し違った。

　福島の身が、転がった状態から跳ね上がったのだ。

　転てん倒とうからの一いち回転に合わせ、簀の子に手を突き、身を飛ばす。

　空中で胸側を下に。足から着ちやく地ちする身体からだは、右手の一いちノ谷たにを握っている。

　前に出る。その行き先は、清正を背後から狙ねらうものだ。

　対する清正が振り向かない。

　そして福島が行った。清正の身体を左の背後から打ちに行く。

　突とつ撃げきした。
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　福島は、空を見た。

　夜の空だ。

　……は？

　おかしい。今、自分は、清きよ正まさの背後から襲おそいかかったのだ。それなのに、

　……何な故ぜ──。

　と思った瞬しゆん間かん。福ふく島しまはある事実に気付いた。

　こういう結果が連続する事について、当然の事実。

　しかしそれは、

「────」

　暗い、厳きびしい突き放しのようなものを感じた瞬間。

　福島は二十回目の水みず飛沫しぶきを上げた。
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　清正は、自分の左を福島が転がっていったのを見た。

　自分の正面、七メートル程の位置にまで彼女の身体からだは移動した。

　水飛沫が派は手でに上がったが、浅い波の立ち方が強い。横よこ倒だおしになって、簀すの子こ上をバウンドしたからだろう。

　横向きに倒れた彼女の身体は、荒い息をついている。

　長い結ゆい髪がみは、その先が簀の子の合わせ目より下に落ちた状態だ。

　……しかし。

　気付いたでしょうか、と清正は思う。

　今の福島の動きは、先さき程ほどまでの彼女と違った。それまでは〝訓くん練れん〟として、正面から掛かってこようとしたのだが、今のように背後からとなると意味が変わる。訓練としても、何かを憶おぼえるのではなく、実じつ戦せんを想そう定ていしたものとなるからだ。

　しかし、

「攻こう撃げきを仕掛けてきた際、まだまだ自分の不備に気付いてませんでしたね、福島様。

　出来れば、攻撃の後には、気付いて頂いただきたいのですが──」

「Ｔｅｓテスタメント．、──大体の部分は解わかったで御ご座ざります」

　福島の声を、清正は聞いた。

　水から這はい上がるようにして、起き上がる影がある。

　濡ぬれた黒くろ髪かみが、瘦やせたように見えて、すまないと清正は思う。だが、

　……こればかりは、自分で気付かないと、甘えます。

　自分には相手のミスを〝それは危険だ〟として思い知らせ、叩たたき込める程の力がない。特に福島は自分と同どう等とう以上の使い手だ。

　ならば大事なのは速度より的てき確かくさだと、清正はそう思いながら対たい処しよし、今、問うた。

「どうですか？」

「Ｔｅｓテスタメント．、大だい丈じよう夫ぶに御ご座ざります」

　水を零こぼし、福ふく島しまが立った。一いちノ谷たにを右の手に提さげ、

「──つまり、拙せつ者しやの動きに、パターンが出来ているので御座りますな？」
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　単純な話です、と片かた桐ぎりは思った。

　何かをするには動作が必要で、動作とはつまり動きを始めて、終えるまでの流れだ。

　この流れを正確に、最適にしていく事を、上じよう達たつという。

　だが、福島の場合、この洗せん練れんが為なされ過ぎていて、

「流れが固まってしまっているんですね……」

　戦せん場じようでは安全が第一だ。失敗すれば死ぬ事もある。だから、無む理りをしないという意味も含めて、福島は自分の持つ〝型〟を優ゆう先せんする。

　しかし、それが読まれたら、どうなるか。

　最適の〝型〟は、失敗に直ちよつ結けつする落とし穴になるのだ。

「昼の再さい現げん。その意味が解わかるわね」

　蜂はち須す賀かがプールに立つ二人の足あし下もとを眺ながめ、言葉を作った。

「水みず飛沫しぶき」

「……は？」

「見て理解」

　蜂須賀の言葉に頷うなずくように、福島の身体からだが沈しずみ込んだ。

　前に出る。その行き先は清きよ正まさの右手側だ。

　清きよ正まさが右手に持つカレトヴルッフを振らせないように、福島は一いちノ谷たにを右前に出して牽けん制せい。福島の構えは、左手が柄つかの穂ほ先さき側がわを、右手が柄の石いし突づき側を持ったものだ。

　左の手で操そう作さする穂先側、一ノ谷の先せん端たんが、カレトヴルッフを抉えぐるように動いた。

　カレトヴルッフを前に振ろうものなら一ノ谷で干かん渉しようする。そういう動きだ。

　だが、これは攻こう撃げきではない。

　次の瞬しゆん間かんに、片桐は福島の狙ねらいを見た。

　福島は、右の手で操作する石突き側を、殴なぐりつけるようにして清正に叩たたき込んだのだ。

　一いつ瞬しゆんだった。

　カレトヴルッフを牽制する左の穂先は、右の一発を悟さとらせぬフェイントであり、また、石突きを振るための初しよ動どうでもあった。

　動きとしては、石突きと柄を横よこ殴なぐりに振る形だ。

　しかしそれは、

「柄つかという直線を横よこ薙なぎに振る訳わけだから、回かい避ひしにくい。

　──今まで捉とらえ切れなかった清きよ正まさをどうにかしたいという思いの表れね」

　だが、そこからがおかしかった。

　石いし突づきの横よこ殴なぐりが、清正に届く瞬しゆん間かんだった。

「……え？」

　片かた桐ぎりの視し界かいの中、不ふ意いに福ふく島しまの身体からだが浮き、前につんのめった。

　……何な故ぜ？

　解わからない。ただ、百ひやく紋もん検けん地ちは記録を続けている。

　そして、福島が身をそらし、堪こらえようとして、

「……っ!?」

　吹っ飛んだ。
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　水が染しみ込み、やや沈しずんだ簀すの子この上。

　福島は右肩から転がった。

　飛沫しぶきが上がり、身体が水に引っかかりながら跳ねる中、福島は疑問した。

　……何故で御ご座ざりますか!?

　清正の実力を侮あなどっている訳わけではない。

　しかし、おかしい。

　今のは、自分にしては希まれな動作の筈だった。

　一いちノ谷たには敵の攻こう撃げきを受け、吸収する機き能のうがある。ゆえに、攻撃も防ぼう御ぎよも、穂先を中心としたものがほとんどで、石突きを横殴りに扱うなど、まず行わない行為の筈はずだ。

　訓くん練れんにおいて、見せた事すら無いような動きだ。

　それが何故、見切られる。

　……どういう事で──。

　御ご座ざりますか、という言葉は、心の中で作られなかった。

　倒れた視し界かいに、いきなりの銀ぎん光こうが届いたからだ。

　カレトヴルッフ。

「そろそろ、私から動いても大だい丈じよう夫ぶそうですね」

　清正の声と共に、剣とも見える大おお槍やりが叩たたき込まれてきた。
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　福島の身が回かい避ひの動きを取るのを、清正は見た。

　……鋭い。

　反応が、ではない。動きだ。

　結ゆい髪がみを跳ね上げ、身体からだを前に折ったまま、福ふく島しまの身が後ろへ跳ちよう躍やくする。

　身を起こさないのは、追つい撃げきへの警けい戒かいと、反はん撃げきを考こう慮りよしたものだろう。身体を前に倒しておく事で、被ひ弾だん面積を少なくし、次の初しよ動どうのための踏み込みを先行しておくのだ。

　良い動きだ。だが、

「さて」

　清きよ正まさは追った。福島の動きに、自分の距離を詰める。

　転てん倒とうからの跳ちよう躍やく回かい避ひならば、二歩分ぶん。見み栄えを張って、一歩で強ごう引いんに清正は詰めた。

　追いつく。そして、

「どうします？」

　問うた瞬しゆん間かんだった。

　カウンターのタイミングで、一いちノ谷たにの穂ほ先さきが来た。

　こちらが強ごう引いんに踏んだ一歩。その着ちやく地ちに合わせた一発だ。

　動きも、力も、発はつ想そうも申し分ない。

　……見事ですね。

　そう思いながら、清正は動いた。
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　片かた桐ぎりは、福島が宙ちゆうを舞ったのを見た。

　清正に向かっていった彼女の身は、逆に後ろへ、背の方へと。

　側そく転てんするような動きで水面を吹き飛んだ福島を、しかし片桐は一いつ瞬しゆん理解出来なかった。

　……どういう事です!?

　福島は、今、前に向けてカウンターを放っていた筈はずだ。

　それなのに、何な故ぜか彼女は、後ろへと吹っ飛ばされている。

　カウンターに対し、何かを合わせられたのだ。

「何を叩たたき込まれたんです？」

　横に立つ蜂はち須す賀かに片桐は問う。すると、蜂須賀はプールを眺ながめ、

「──そんなんじゃない」

　蜂須賀が頭を搔かく。

「随ずい分ぶんと重じゆう症しよう」

「重症？」

「相当に砕くだかないと駄だ目めね」

　言っている間に、清正が動いた。ゆっくりと前に出て、福島への距離を詰める。

　追うのではない。相手に接近する。ただそれだけだ。

　清きよ正まさの足あし下もとで軽く水が跳ねる。しかし、彼女と福ふく島しまの距離は詰まり、

「────」

　水みず飛沫しぶきを一つ上げ、福島が跳んだ。
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　福島は、清正に対たい抗こう出来る位置を取った。

　清正の右手側。右に持つカレトヴルッフ自体が邪じや魔まになる角度だ。

　距離にして約五メートル。補ほ強きようを入れた一いちノ谷たにのリーチは三メートル弱なので、彼女が少し踏み込めば清正に一いち撃げきを入れられる。

　だが、福島は、単純に飛び込まなかった。

　清正とて、自分のカレトヴルッフの扱いは解わかっている。この位置取どりは、清正が常に警けい戒かいし、対抗策さくを訓くん練れんしている場所の一つなのだ。

　今、福島は敢あえてそこに跳び込んだ。

　清正に対するフェイントだ。対抗の動きを出すべきかどうか、判はん断だんを迷わせる。

　そしてここから、彼女の背後に跳び、

「────」

　跳んだ。

　跳ちよう躍やくは低く。着ちやく地ちは一いつ瞬しゆん。水面下かの簀すの子こ上にて、足を滑らせる事もなく、福島は膝ひざを蓄たくわえるようにして清正の背後を取った。

　一いち撃げきを入れる。そのために右膝ひざを清正の方に突き出し、身体からだのバランスを整える。

　片かた膝ひざ着きからの槍やり突つき。そのような姿勢をとり、動いた時、福島はある事に気付いた。

　いつの間にか、自分が清正の正面にいるのだ。

　……は？

　おかしい。

　何な故ぜ、背後に回った筈はずが、正面にいるのか。

　こちらが跳んだのでも、回ったのでもない。

　ならば、清正が、自分の方に振り向いていたのだ。

　一いつ瞬しゆんの合わせだった。

　……読まれた？

　それは確かだろう。そして、読まれた理由も解わかる。

　今の流れは、清正にとって、訓練などでよく体験している流れだったからだ。

　しかし、と福島は思った。何故、自分が後ろに回る事まで読まれたので御ご座ざりましょう、と。

　おかしい。

　カレトヴルッフの右手外そとに回り込む事は、訓くん練れんで幾いく度どもやっている。清きよ正まさに頼まれて、攻せめ手の方法なども思し考こうし、対たい応おう策さくを協きよう議ぎした事もあるのだ。

　だが、そこから後ろに回るのは、膨ぼう大だいな選択肢しの一つだ。

　何な故ぜ、その選択を読まれた。

「っ──」

　清正がこちらに来た。

　まずいで御ご座ざります、と福ふく島しまは思った。

　今、不明の状況が自分を包んでいる。清正に、自分の動きが完全に読まれているという、そんな不明だ。

　その状況の中にいる己おのれは、しかし不明の理由を理り解かい出来ず。対たい応おう策さくも打てない。

　今のまま清正とぶつかれば、負ける。

　否いな。既すでに幾いく度ども負けている。数にして二十を超えたばかりではないか。

　これはつまり、自分の動きが、

　……見られて、読まれている。

　ふと、福島は思った。これこそが仕掛けに御座りましょうか、と。
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　自分の動きが見えている、と仮か定ていするで御座ります、と、福島は思った。

　……その場合、読まれるのは、見えているからで御座りますな。

　そう思い、福島は、

「…………」

　ある事に気付いた。

　自分の動きが見える仕掛けに、だ。
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　……あ。

　片かた桐ぎりは、福島の動きが変わったのを悟さとった。

　接近する清正に対し、立ち上がって距離をとった福島が、歩ほ法ほうを変えたのだ。

　今までは急ぎ、接近や対たい処しよをするために、走るような前ぜん傾けいだった。身は前に倒しながら、腰は上がったまま。脚あしを後ろに蹴けり出すための姿勢をとっていたのだ。

　今は違う。

　身体からだは起こし気ぎ味みに。脚も、前後ではなく、左右に渡すような姿勢になっている。腰が落ちているのが特とく徴ちようだ。

　蟹かにに似ていると、片かた桐ぎりはそんな感想を福ふく島しまに抱く。

　蟹の動きは、しかし、速かった。

　水の上を行く脚あしは、今までのように走らない。

　何しろ、行き先にまず身を跳ばさない。

　先に送るのは、左右どちらかの足だ。

　膝ひざを送り出し、その先から、爪つま先さき立てるようにして行き先の簀すの子こを踏む。次の瞬しゆん間かんには、先に差した足に追いつくようにして身を寄せる。

　蹴けって進むのではなく、引き寄せて進む。

　匍ほ匐ふくや、腕うでだけで登とう攀はんするのにも似た動きだ。

　……あれは……。

「私達の先任、今は真田さなだに来ている連れん中ちゆうの一人が、似た動きをしてたわね」

　蜂はち須す賀かが言う。

「前に出した脚と膝ひざで相手を牽けん制せいし、すぐに退ひく事も出来る。

　即そく座ざの方向転てん換かんに難なんが生じるけど、福島なら機き動どう力りよくで解決」

　成なる程ほど、と納なつ得とくし、その上で片桐は口を開いた。

　気付いた事があるのだ。今の、爪先を上から水面に差すような福島の動きでは、

「水みず飛沫しぶきが立ちませんね」

　それに、

「清きよ正まささんからは、福島さんの奥おく足あしが見えにくい。清正さんは、福島さんの動きを読めなくなりました」

「どうして」

「足あし跡あとを知らせる水飛沫が立たず、足の動き自体も見えなくなったからです」

「そう」

　蜂須賀が、詰まらなさそうに言った。

「──愚ぐ策さくで動くくらい、追い詰まった」
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　福島は、前に出た。

　だが、単純な前進ではない。清正の左に回り込む動きだ。

　身体からだは右を前に出した半はん身み。右足を前に突き、身体を右膝ひざに引っ張らせるように行く。

　方向転てん換かんは、後あと足あしとなる左の足が行う仕事だ。

　爪先立てた左足の先が、リア側の舵かじとなって身体を左右に振る。

　前後のタイミングを読みながら、福島は行く。

　……これなら……！

　方向転てん換かんの左足は、前に突き出した右膝ひざと、己おのれの身体からだで隠かくれている。

　一いちノ谷たには、清きよ正まさに見せるよう、身体の前に構えた形だ。

　槍やりとしては、扱いにくい位い置ち関係だった。

　槍を両手で持った場合、邪じや魔まになるのは己おのれの身体と柄つかだ。

　だから槍やりは、身体の正面では、横に渡すように構えられるのが常となる。

　しかしそうなっては、身体の正面に槍を突く事は出来ない。

　今、清きよ正まさの左に回り込む自分にとって、彼女の位置はとにかく悪い。

　清正に、槍を構えたこちらの身体が正せい対たいしている。

　槍を振るには自分の身体の干かん渉しようを考こう慮りよしなければならない。

　それも、どちらかというと押しつける動きが必要だ。力の入る、引く動作ではない。

　つまり今は、操そう作さのしにくい状態と言える。しかし、

「────」

　これでいい、と福ふく島しまは結けつ論ろんした。

　ここまで無む茶ちやな動きは、今までの清正との訓くん練れんでもまず行った事はない、と。

　……これで〝読まれる〟事は無い筈はず──。

　思い、福島は突っ込んだ。すれ違いざまに清正に一いち撃げきを放ち、

「……!?」

　疑問は一いつ瞬しゆんだった。清正が、一いちノ谷たにを突き込むこちらに左手を掲かかげたのだ。

　反応されたのだ。
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　福島は思った。一瞬の中でこう思った。

　……何な故ぜ……!?

　清正の挙げた左手の角度と動きは、見たなりに意味が摑つかめた。

　彼女は一ノ谷の穂ほ先さきを摑もうとしている。

　長方形の穂先だ。刃やいばを握り込まなければ捕ほ獲かくは出来る。

　だから彼女はそうしようとする。こちらの武ぶ器きを悠ゆう然ぜんと捕つかまえ、

　……崩くずしに来るで御ご座ざりますか!?

　今までと同じだ。

　先さき程ほどからの全て、清正はこちらに何の攻こう撃げきも入れていない。

　自分側の動きを読み、踏み込む直前の足を掬すくったり、武器を振る腕うでを軽く下に引いたり、急ぐ身体のウエストに手を掛けて回したりと、それだけで吹っ飛ばしてくる。

　さっきのカウンターなどは、あり得なかった動きだった。

　何な故ぜなら、突とつ撃げきを掛けた自分の足を掬すくい、宙ちゆうで横に回したのだ。

　一いつ瞬しゆんの動どう作さだった。

　自分は彼女の振った足に乗せられるような状態になり、そのまま一いつ回転を食らった。そこには淀よどみも何も無く、自分の勢いは消されもせず、

「────」

　今も同じだ。

　先さき程ほどと同じように、自分は吹っ飛ばされる。

　穂ほ先さきを摑つかまれ、下に引かれる。それも巧たくみに、きっと身体からだの正面側がわ。

　前後に開いた脚あしが致ち命めい的だ。横の、しかも下した方向への引きに耐えられない。

　負ける。と、そんな未来が想そう像ぞう出来て、福ふく島しまは身を引こうとした。

　間に合わない。もはや敗はい北ぼくの臨りん界かい点てんは過ぎたのだ。ならば、

　……く。

　二十回を超える負けを食らって尚なお、今の自分は、己おのれの敗北の理由が理り解かい出来ない。

　訓くん練れんで、見み慣なれた動きを取っているのかと思えば、違った。

　水みず飛沫しぶきによって足あし跡あとを明確にし、動きを予測させているのかと思えば、違った。

　では何だ。

　自分がここで負ける理由は、

　……考えるので御ご座ざります……！

　時間は無い。

　出来る事は二つ。

　思う事と。それを反射で動作とする事だ。

　だから福島は、そうした。
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　見事、と清きよ正まさは思った。

　眼がん前ぜん。一つの動きが生まれたのを清正は見ていた。

　こちらが摑もうとしていた一いちノ谷たにの穂ほ先さきだ。それが今、いきなり展開したのだ。

　長方形の穂先が、根元から左右に開き、蜻蛉とんぼ状じようとなる。

　福島が、一ノ谷を摑ませないように刃やいばを広げたのだ。

　自分の手に摑まれぬよう、下がり展開した刃は、しかし威い嚇かくするように見える。

　虚きよ勢せいですね、と清正は思った。

　だが、両の目は、相手の動作を感じている。

　見ているのでは無い。見て、理解していては間に合わない。

　だから視し界かいに入る動きを感じ、先を予測する。

　福ふく島しまはいなかった。

　正確には、視し界かいの中に、靡なびく髪かみだけがある。

　濡ぬれた結ゆい髪がみがこちらの後ろに回っている。

　速い。

　一いちノ谷たにを手放したがゆえの速度だが、もはや脚あしの動きではない。前後に脚を開いた状態から一いつ瞬しゆんでそこまで移動するには、一つしか方法がない筈はずだ。

「逆さか落おとし」

　福島が風を巻いた。

　風は背後に回る。

　……素す晴ばらしい。

　戦せん闘とうの最さい中ちゆう、一つの動作の中からの、別べつ動作への高速シフト。

　本ほん人にんは気付いていないだろうが、そんな事を思いつき、実じつ行こう出来る人間が今の極きよく東とうにどれだけいるというのか。

　戦闘の中で、この人は、思いつく限りの動きを叶かなえ、対たい応おう出来るのだ。

　それが、今、ある原因で、自分の力を認められなくなっている。

　正さねばならない。

　自分に出来る方法の全ぜん開かいで、そうしなければならない。

「ええ」

　自覚を認めた直後に、清きよ正まさは息を吸った。

　……さて。

　気付いて貰もらわなければなりません。

　何な故ぜ、自分が貴女あなたの動きを読めるのか。そして、対たい応おう出来るのか。

　……来ますか。

　背後、福島の風が舞った。

　来るのだ。
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　福島は跳んだ。

　最初の着ちやく地ち。清正の背後に跳んだ一発で、水を強く蹴け立たてた。

　それは己おのれの位置を明確に知らせる為ため故こ意いに。

　自分はここにいると意い識しきさせる為、簀すの子こを軋きしませそう伝えた。

　直後に、福島は身を跳ねさせた。

　前ではない。

　上だ。

　行く位置は清きよ正まさの頭ず上じよう。そこしかない。水平方向からは〝読まれる〟のだ。

　そして彼女の上に至るなら、跳ちよう躍やくのみではやはり〝読まれる〟。

　だから足あし場ばを作った。着ちやく地ちの際に弾はじいた水だ。

〝逆さか落おとし〟は、足場があれば、そこを起き点てんに加か速そくが可能だ。

　ならば散った水の滴しずくを踏めばいい。

　それを行うための、〝見切り〟の技術はある。己おのれの身体からだを制せい御ぎよし、思うがままに動かす技だ。これなら水を踏み、足場と出来る。

　無む論ろん、このような技術をもってしても、ノヴゴロドで自分は敗はい北ぼくした。

　敵てきとの〝見切り〟勝負に、負けたのだ。あれは、等とう質しつなものであったようで、

「────」

　違った、と今いま更さらながらに福ふく島しまは思う。

　向こうの〝見切り〟が、上であったと。

　それだけの事だ。そして、

　……あ。

　武ぶ器きが無いで御ご座ざりますな、と福島は思った。

　武器はある。

　先さき程ほど〝逆さか落おとし〟で跳ちよう躍やくする際、濡ぬれた結ゆい髪がみを軽く一いちノ谷たにの柄つかに引っかけた。

　宙ちゆうに浮いた一いちノ谷たには、髪に引かれ、こちらの手の中に来るだろう。清きよ正まさの頭ず上じようへ行く自分の手に、だ。

　そして福島は行った。水を蹴けり、落らつ下かの加か速そくで、清正の頭上に至る。

　届く。

　一ひと息いきにも見たぬ高さと距離だ。だが、大だい事じなのは位置よりも軌き道どうと、その後だ。

　単純に跳ぶのではなく、水すい滴てきを足場に軌道を複雑に。どちらかというと清正の正面側の空から、落ちるように彼女の頭上を狙ねらった。

　広げ、伸ばした右手には、一ノ谷の柄が来る。

　来た。

　摑つかみ、引いたもの。

　それは、カレトヴルッフの柄だった。
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　片かた桐ぎりは、異い様ような光こう景けいを見た。

　福島が、空中での一いち撃げきを受け、水面に叩たたきつけられたのだ。

　だが、それは結果でしかない。経過として見えた物こそが異様だった。

　……今のは──。

　福ふく島しまの跳ちよう躍やくに合わせて、清きよ正まさがカレトヴルッフで宙ちゆうに舞ったのだ。

　その際、清正は福島の一いちノ谷たにを手で摑つかんで下に落としてもいる。捕とらえられぬように穂ほ先さきを広げ、捨てて見せてまでした一ノ谷を、清正は逃のがさなかったのだ。

　敵てきの武ぶ器きを排はい除じよ。続く清正の動きは、宙に跳ねた福島にカレトヴルッフの右みぎ刃はを投じながら、彼女の上に回り込む事だった。

　カレトヴルッフの加か速そく器きを用いた跳躍は、一いつ瞬しゆんで清正を福島の上に置いた。

　後は、清正が一いち撃げきを叩たたき込むだけだった。

　だが、と片かた桐ぎりは思った。

　……今のは、何です？

　福島の直ちよつ下かから清正が跳んだ。その光こう景けいが福島には見えていておかしくない筈はずだ。

　だが、こちらから見た福島の動きは、眼がん前ぜんのものを捉とらえていない道どう化けそのものだった。

「徹てつ底てい的てき。清正」

　蜂はち須す賀かが小さく呟つぶやく。

「訓くん練れんの慣れ？　──違う。

　水みず飛沫しぶきの足あし跡あと？　──違う。

　ならば発はつ想そうの差？　──違う。

　どれも間違い。でも、どれも、未み熟じゆくな連れん中ちゆうや、そこそこの実力者なら気付き、つけ込んでくる箇か所しよ。達たつ人じん級や、化ばけ物ものとなれば、隙すきどころじゃない。死に直ちよつ結けつ」

「だったら、清正さんが、このステージを用意したのは……」

「水飛沫とか、訓練とか、そういう事を気付かせようとしたオシャレじゃない。

　──全部違ちがうと、そう解わからせるため」

　つまり、

「もっと根本的なところに、福島が陥おちいってると、解らせるため」
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　……何な故ぜで御ご座ざります……!?

　福島は簀すの子この上に膝ひざをつき、疑問した。

　何故、自分は負ける。

　訓練の慣れでも、動きを読まれるだけでもない。発想においても先回りをされた。

　一体、どうすればいいというのだ。

　眼がん前ぜん、清正が落ちていたカレトヴルッフの右みぎ刃はを拾う。水を垂たらした刃やいばを、彼女は右手の中だけで合わせ、合がつ致ちさせる。

　そして空あいた左手で、清正は既すでに拾い上げていたものを軽く回す。

　一ノ谷だ。

　水を切り、縁えん日にちの光に朱あけを返す刃に、しかし清きよ正まさは一いち瞥べつもくれない。

　ただ彼女は、こちらに対し、カレトヴルッフの穂ほ先さきを向けた。

「福ふく島しま様。──如何いかがですか、現状は」

　問われ、福島は考えた。どう答えればいいのか、と。

　だが、全ては解わかり切った事だ。

　ノヴゴロド以い降こう。自分は完全に精せい彩さいを欠いている。自分の中にあった勝利を摑つかむための糸が、切れてしまったように感じるのだ。

　当時までは、達たつ人じんが行える〝見切り〟の動作も出来たのだ。

　今は、それにすら自信が無い。

　否いな、自分の出来る〝見切り〟が、達人たる者達のそれとは、違う気がするのだ。

　彼らは攻こう防ぼうという戦せん闘とうの流れを泳ぐように、身を回し、身体からだを踊らせるが、自分のそれは、ただ移動し、加か速そくのための足あし場ばを得るためのようで。

　自分の技術を、信しん用よう出来ない。

　一度の敗はい北ぼくでそうなるとは、情なさけない事だ。

　しかし、ノヴゴロドのあれは、

「完かん敗ぱいで御ご座ざります」

　今も同じだ。否、今の方が遙かに酷ひどい。

「勝てぬで御座ります」

「Ｔｅｓテスタメント．、そうですか」

　では、と清きよ正まさが言って、右の手を振った。

　カレトヴルッフで、おもむろにこちらの顔面を貫つらぬいたのだ。
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　砕くだいた、と蜂はち須す賀かは今の一いち撃げきを読んだ。

　……清正も随ずい分ぶんと思い切る。

　それ程、トップに並ぶ福島が大だい事じか。

　だが、今の一発には一切の容よう赦しやがなかった。軽く見える手首のスナップは、だからこそ高速だ。そして、カレトヴルッフ程の刃やいばならば、当てるだけで怪け我がを負わせられるのだ。

　顔面に直ちよく撃げきすれば、頭とう骨こつを砕くだくくらいは容易たやすい。

　ここは羽は柴しばの前ぜん線せん。新しん鋭えいの設備がある。今この艦かんに用意された医い療りよう技術ならば、応おう急きゆう手当てとしては万ばん全ぜんだろう。

　完かん治ちに時間は掛かるが、破は砕さいされた顔はきっと治る。

　無む論ろん、その頃ころには、全ての戦争は終わっているだろうが。

　清正が福島に対して無む造ぞう作さに送った一発は、そういうものだ。

　怪け我がよりも、そこから得られる未来にこそ重きがある一撃。

　その刃やいばを、

「福ふく島しまさん！」

　片かた桐ぎりうるさい。頰ほおに手を当てて、女かお前。腕うで組んでる私は女だが。

　しかし、福島はどうだろう、と蜂はち須す賀かは思った。

　見ていて、やる気の無さや倦けん怠たいとも違う。もっと別のものに囚とらわれた自分達のリーダー。

「──怯おびえ」

　怖おそれと言ってもいい。

　負ける事への恐きよう怖ふ感かん。

　大だい事じな局面で敗はい北ぼくすれば、死よりも恐ろしい仲間達への被ひ害がいが発生する。

　そして何よりも、

　……私達の目的が潰ついえる。

　だが、その怯おびえに食われたら、終わる。

「解わかれ」

　蜂はち須す賀かは呟つぶやいた。

　視線の先。清きよ正まさがいる。カレトヴルッフを振り抜いた顔には、厳きびしい表情がある。

　いい度ど胸きようだ。その程度の表情で、それだけの事をしてやったのだから。

　一方の福島は、

「負けた」

　そうであった筈はずだろうに。

　フ、と蜂須賀は小さく笑って、こう言った。

「何な故ぜ、負けない。福島」
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　福島は、右頰ほおに冷たいものを感じていた。

　当たっている物は何か。視線を右にゆっくり動かすと、解わかる。

　自分の顔が、目が、そこに見えていた。

　カレトヴルッフの刃やいばだ。

　分ぶ厚あつい刃が顔かお横よこに有り、右頰に当たっているという事は、自分は砕くだかれていないという事だ。

　清正が外したのだ。ならば、

　……今のは、脅おどしで？

　ぎりぎりの一発を入れる事で、自分の目を覚まさせようという、そんな話なのだろうか。

　だが、不ふ意いに、こちらを見ている自分が歪ゆがんだ。

　カレトヴルッフが引かれ、清正の手て元もとに戻るのだ。

　そして清きよ正まさが、こう言った。

「避けないで下さい」
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　……は!?

　福ふく島しまは、清正の言葉に疑問した。

　避けたつもりなど無い。こちらは、清正の不ふ意いの一いち撃げきを見て、覚かく悟ごしたのだ。キヨ殿どのにこうまでさせる拙せつ者しやは、もう駄だ目めなのだろう、と。

　だから観かん念ねんして、その一発を甘んじて、[image: ]しかりとして受けようとも思ったのだ。

　避けてはいない。

　……決して──。

　避けてないで御ご座ざります、と言おうとした刹せつ那なだ。

　もう一度、刃やいばが来た。その光を正面に捉とらえ、福島は、

「────」

　ああ、と心に言葉が生まれた。

　負けて、どうしようもなくなっている自分を、終わらせようとしている仲間がいてくれる。

　ならば、それに甘えようと、福島は身を前に出した。座ったまま、自ら刃に当たりに行って、友人であり、仲間である者の苦労を、己おのれの責任にしようと思ったのだ。
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　片かた桐ぎりは、何かが終わった事を悟さとった。

　清正の二発目が風を切り、

　……本ほん気きだ。

　手首から放たれるカレトヴルッフは、しかし重く宙ちゆうを穿うがつ。

　そして刃の行く先で、

「どうして……」

　カレトヴルッフの刃が見える。

　それは、福島の顔かお横よこ。左頰ほおを掠かするようにして、肩の後ろに抜けていた。

　当たっていない。

　不発の神しん格かく武ぶ装そうを見て、片桐はこう言った。

「どうして、……避けてしまうんですか」

「訓くん練れんだ」

　蜂はち須す賀かが言った。彼女は、ハ、と小さく笑い、

「見覚えた動き」

　そして、

「無む意い識しき下かで生じる、生せい存ぞんの発はつ想そう。それら全てが、避けさせた」

　しかし、と片かた桐ぎりは眉まゆをひそめた。

「さっきは、それら全てが福ふく島しまさんを失敗に導いたじゃないですか」

「解わかれ」

　蜂はち須す賀かは前を見ながらそう言った。だが、彼女はすぐに、

「あー」

　こっちが〝解らないタイプ〟だと判はん断だんしたのだろう。

　嫌いや気けとしか見えない眉まゆと口の歪ゆがめ方で、蜂須賀が口を開く。

　何だかすごくすまない存在になった気のするこちらの横。蜂須賀が言葉を作った。

「バランス」

　それだけだった。

　そして正面で動きが生じた。清きよ正まさが、三発目を叩たたき込んだのだ。

　肘ひじまでを入れた、深い刺し突とつだった。
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　避けた、と、福島は自覚した。

　一発目は、何だか解わからなかった。

　二発目は、自分が信じられなかった。

　三発目は、己おのれの行いなのだと理解が出来た。

　そして、また次の刺突が来た。

「────」

　四発目の踏み込み、

　……く。

　動くのか、と、福島は自分の身体からだを思った。今までは無意識の反応で避けていたが、意識して福島の至し近きん攻こう撃げきを避ける事は、

「……っ」

　避けた。

　右の頰ほおを削けずられ、虫が伝うような感覚が来た。血管が連続で裂さけたのだ。虫の足を感じた位置から血が零こぼれ出す。

　だが、避けた。自分の意い思しで、自分の動きで避けた。

　しかし、疑問が残る。

　回かい避ひして、自分はどうするのだろう。

　別に、回避しなくても命は奪うばわれない。

　痛いのが嫌いやなのか？

　それは、否いなだ。顔を砕くだかれる程てい度どの攻こう撃げきなら、意い識しきも飛ぶものだ。逆に、今のような擦さつ過かの方が後々にも痛みが残るというのに。

　ならば、ここでリタイアするのを、プライドが許さないのか？

　これも、否だ。戦せん線せんを維い持じ出来ぬ怖おそれの方が先にある。仲間に迷めい惑わくを掛ける事を考えたら、

　……ここでリタイアした方が、楽で御ご座ざりましょう。

　それなのに、何な故ぜ、回かい避ひした。

　解らない。だが、

「────」

　五発目、六発目と、攻こう撃げきが来た。

　放たれる穂ほ先さきを、水の上で福ふく島しまは回避する。

　姿し勢せいは崩くずれている。

　急ぎ這はい、転がって、清きよ正まさに水を蹴け立たてて何とか立ち上がろうとする。

　許されなかった。

　福島が簀すの子こを蹴けりつけ、こちらの踏み足を崩くずす。

　自分は水みず飛沫しぶきを上げ、膝ひざをつき、何とか距離を取ろうとするだけだ。

　……く。

　やられてしまえば、何もかも終わる。

　そうすれば、全てが楽になる。

　最さい前ぜん線せん。敵てきの中でも最も強力な者と当たる役。福島・正まさ則のりという襲しゆう名めい。そして何よりも、

　……十じつ本ぽん槍やりとしての宿しゆ命くめいと大たい義ぎ……！

　そのプレッシャーから、仲間の手によって解放されるのだ。

　つまり、終わりで御ご座ざります。

　そう、大体、今の自分よりも、キヨ殿どのの方がトップは適てき任にんで御座りましょう。

　何しろ、今までトップだった拙せつ者しやをここまで追い詰めて御座ります。

　ゆえに、ここはトップをキヨ殿に譲ゆずり、自分はその証あかしとして敗はい北ぼくするのがいい。

　それがいい。

　それなのに、何な故ぜ、

「────」

　既すでに、二十を超える数の攻撃を避けた筈はずだ。

　何故だ。

　何故、自分の攻撃は通じず、諦あきらめてもいるというのに、避け続ける。

　答えは明確だ。

　今、ここでやられたら、先さき程ほどの回避の理由が解わからないからだ。

　リタイアすれば、あの一いつ瞬しゆんの不ふ可か解かいの謎なぞが解けない。

　……何な故ぜ……。

　何故、自分は、沈しずまぬ事を選んだのか。

　福ふく島しまが、自分の中の疑問を明確にした時だ。

「仕方ありませんね」

　清きよ正まさが、カレトヴルッフを構えた。

　簀すの子この上で振り返る視し界かいの中、清正の構えが今までと違う。

　彼女は重ねた双そう槍そうを脇わきに抱え、こう呟つぶやいたのだ。

「果てなさい、──カレトヴルッフ」
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　福ふく島しまは、反射的な動作をとった。

　自分が膝ひざをついている簀の子の右隣どなり。そこに浮く一枚に手を掛け、

「……っ」

　全身を振った勢いで、それを清正に叩たたきつけたのだ。

　低空からの、舞い上がるような板いた群むれの攻こう撃げき。大きさ一いち畳じよう程もある簀の子は、水を載のせた自じ重じゆうで軋きしみ、しかし、

「く……！」

　叩きつけると言うより、斧おのの一いち撃げきに似た横よこ薙なぎが清正に放たれた。
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　清正は、その動きを読んでいた。

　福島の右腕うでが隣の簀の子に伸びるよりも、こちらを窺うかがう視線が痛かった。

　思い詰め、何かをするというのが先に解わかり、今の自分への嫌いや気けを心に得る。

　だが、そこまで追い込む意味がある。

　その一方で、清正の取った行動は、タイミングが悪かった。

　カレトヴルッフは、もう発はつ射しや準備に入っていたのだ。簀の子を避ける事で照しよう準じゆんがずれ、

「……っ」

　本来なら、やや水すい平へい打ちに福島を打ち、吹き飛ばすつもりだった。

　だが、やや下向きとなった穂ほ先さきは、

　……いけません……！

　プールを、打だ撃げき力りよくが穿うがつ。

　それは水面を大きく押し潰つぶし、震しん動どうさせ、簀の子を一いつ瞬しゆんで十数枚砕くだき、

「────」

　プールが、反動で爆ばく発はつした。
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　片かた桐ぎりは、水の破は裂れつを浴びた。

　カレトヴルッフの一いち撃げきは、福ふく島しまに直ちよく撃げきしなかった。

　元々、放たれるのは本来の攻こう撃げきではない。設定変へん更こうゆえの衝しよう撃げきが飛んだのだ。

　そして、カレトヴルッフの打だ撃げきは福島の足あし下もとの水面を抉えぐった。

　掘ったのではない。

　衝撃による圧あつ縮しゆくだ。

　押し縮められたものは、しかしやがて元の形に戻らねばならない。

　プールの水は、圧縮によって淡あわく過か熱ねつし、水すい蒸じよう気きを巻き上げる。

　だが、水の余よ裕ゆうはそこまでだった。

　圧あつ迫ぱくされた水が、抉えぐりの位置を中心に爆ばく発はつしたのだ。

　空中であれば拡かく散さんしたであろう衝撃は、水中において正しく働き、反射した。

　水が自ら宙ちゆうに飛ひ散さんし、簀すの子こが舞い上がった直後。

　……うわ！

　プールの水すい槽そうを打撃した衝撃が、上へと跳ね上がった。

　それが爆発だ。

　波が弾はじけ、清きよ正まさが水の山に押されるように背後へと大だい跳ちよう躍やくするのが見えた。

　直後に、舞い上がった水が、大量の雨となって降り注そそいだ。

　簀の子の破は片へんも落ちてくる中、片桐は見た。福島の姿すがたが何ど処こにもないのを、だ。

「福島さん……！」

　降る水に声が搔かき消えそうになる。

　そして横にいる蜂はち須す賀かが、こちらもずぶ濡ぬれになりながら、こう言った。

「落ちたよ」

　彼女が示すのは左さ舷げんの空。

「どうなるかね」
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　福島は、こう思った。今日きようはよく、空を見る日で御ご座ざりますな、と。

　朝には、嘉よし明あきと脇わき坂さかが可か児にを縛しばって飛んでいった空を見上げ。

　昼には、晴せい海かい入にゆう道どうとの一いつ戦せんの後、清正の膝ひざ枕まくらで見上げ。

　夜には、清正のカレトヴルッフで吹っ飛ばされて見上げている。

　キヨ殿どの率りつが高いで御座りますなあ、と思うが、ちょっと今はまずい。

　何しろ、鉄てつ甲こう艦かんから落らつ下かしているのだ。

　自分達がいたのは八番艦かん。前方には四番艦までが縦たてに並んでいる。

　そのどれもが、艦かん上じようで縁えん日にちを開き、明日あしたの巴パ里リ攻ぜめに備えて意い気きを蓄たくわえている。

　自分はそこから落ちていく。

　下まで、約五十メートル程。このまま落下すれば、命はない。

　だが、救われようにも手立てがない。

　普ふ段だんなら落下対たい抗こう用ようの術じゆつ式しきなど持っているが、今は水着だ。水着用に組んだハードポイントパーツの中、今回は加か護ごを訓くん練れん用に絞しぼってしまっている。

　余よ分ぶんなものがあると、自分の悪い部分を見落とすのではないかと、そう思ったのだ。

　……不ふつ束つか者ものらしいミスで御ご座ざります。

　これは、終わっても文もん句くが言えない。

　そして、今いま更さらになって、福ふく島しまは、こう思った。

　……一ひと足あし先さきに、終わりで御座りますかな。

　何が悪いのか、解わからなかったという時点で、駄だ目めなのだろう。

　この戦せん国ごくの世の中。ある程度の力はあったと思うが、足りなかった。何よりも、足りぬ部分を理解する力こそが足りていなかった。

　だから、再さい起きした相手に負けた。

　本ほん多だ・二ふた代よ。

　元々、本ほん調子ではない彼女に、〝勝った〟時点で、間違いだったのだ。はっきりした結果を求めて燻くすぶって、再さい戦せんに逸はやって本当の実力差を思い知らされた。

　ああ、と福島は虚こ空くうを落ちながら呟つぶやいた。

「拙せつ者しや……」

　出来る事ならば、

「あの二つの戦い。やり直したいで御座りますなあ……」

　本調子の相手と、逸らぬ自分で。もう一度、正面からぶつかりたいと、そう思う。

　……それが叶かなうならば──。

　と、そこまで思って、福島は気付いた。

　……拙者には、やり残した事が、まだあるので御座りますな。

　当然だ。

　途と中ちゆうで降りていこうとするのだから、何もかもが途中の事こと柄がらだ。

　だが、ここにおいて、福島は口から声を漏もらした。

「く……」

　視し界かいが涙で歪ゆがむのは何度の事か。

　自分は弱くなったと、そう思いながら、福島は喉のどから漏もれる声を言葉に変えた。

「──悔くやしいで御ご座ざります」
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　力が足りなかった、と福ふく島しまは自覚する。

　だが、間違った戦いを得た事で、自分の中の何かが歪ゆがんだ。

　納なつ得とくが、出来なくなったのだ。

　自分の力がどれだけのものであったのか、解わかる事も出来ず。ただ、不ふ完かん全ぜん燃ねん焼しようの勝利と敗はい北ぼくだけがあり、しかし、その後にも強きよう敵てきは現れて、

「ああ……」

　力が足りなかった。

　だが、歪ゆがんだのは自分の甘さだ。

　だから今、自分は終わる。

　落ちていって、終わる。

　それなのに、

「──何な故ぜ」

　何故、と福島は思った。

　何故、今、自分は目を閉じない。

　何故、今、自分は息を止めない。

　何故、今、自分は己おのれを諦あきらめない。

　何故──。

「何故……！」

　何故、今、自分は、虚こ空くうに手を伸ばしている。

　答えは明確だ。

　頭ず上じよう、こちらに落らつ下かしてくる、ひたむきな影が一本あるのだ。

「一いちノ谷たに……！」
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　清きよ正まさは、何も言わなかった。

　ただ、艦かんの甲かん板ぱん縁べりに急ぎ駆かけ寄り、下へと一本の槍やりを投じた。

　槍では、落下を止められない。

　一ノ谷に落下軽けい減げんの加か護ごはないのだ。

　だが、と清正は思った。一ノ谷で無ければ、福島の目は醒さめない、と。

　常に彼女の攻こう撃げき力りよくであり、手段であった神しん格かく武ぶ装そう。

　それを眼がん前ぜんにして目が醒さめなければ、

「生きていても、死んだのと同じでしょう」

「優しいな、清きよ正まさ」

　背後で、蜂はち須す賀かの声が聞こえた。

「生を基準に判はん断だん出来る」

「Ｔｅｓテスタメント．」

　清正は応じて、自分の中からの笑えみを得た。

「私自じ身しんが、──死を基準とされるからでしょうね」
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　福ふく島しまは、右の手に一いちノ谷たにを摑つかんだ。

　何な故ぜ、という言葉が、心の中で鳴り響ひびいている。

　否いな、手の中にある力は、清正が投げたのだ。

　戻って来いと、清正が言っている。

　加護や術じゆつ式しきではなく、一ノ谷が投じられてきたのがその証しよう拠こだ。

　自分で上がってこいと、そう言われているのだ。だが、

「────」

　福島は思う。自分は、諦あきらめなくて良いのかと。

　弱いというのに、それなのに、

「く」

　手の中にある力を使えと、仲間はそう言ってくれるのだ。

　自分の弱さの自覚はある。もう、目をそらしても仕方が無い。

　そして仲間は、歪ゆがみを払ふつ拭しよくしようとしてくれる。

　ならば後は、自分次し第だいだ。

　……Ｔｅｓテスタメント．。

　了りよう解かい。

　契けい約やくの意。

　その言葉を心に告げて、福島は考える。

　どうして先さき程ほど、あれだけ自分を終わらせようとしていて、今、必死に、自分を存そん続ぞくさせる理由を探すのかと。

　その問いかけの答えは、問いそのものだ。

　終わらせたくないからだ。それだけだ。

　本当は、終わらせたくなくて、だが、終わらせた方が良いと思って、その思いに従おうとしていただけだ。

　格かつ好こうをつけていただけだ。

　それなのに、清正が「死ぬな」という思いを送って来ただけで翻ひるがえす。

　構って欲しかっただけではないか。

　みっともない。だが、

「……Ｔｅｓテスタメント．！」

　これで、今までを終わりにするとしたら、皆は赦ゆるしてくれるだろうか。そして、

　……全く。

　福ふく島しまは、もはや躊躇ためらう事無く望んだ。

　終わらない事を望んだ。

　浮かんでいた涙を振り払い、福島は一いちノ谷たにを引き寄せ、こう叫ぶ。

「……〝逆さか落おとし〟！」
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　夜空に、影の弧こが舞い上がるのを清きよ正まさは見た。

　福島だ。

　彼女が落らつ下かから己おのれを引き上げ、その勢いで自分達よりも高くまで跳んだのだ。

　全ては、強ごう引いんな動きの連続だった。

　先さき程ほどまで見下ろす視し界かいの中、福島には逆落としを行う足あし場ばが無かった。

　虚こ空くうにおいて、逆落としを発動したとしても、それは落らつ下かに繫つながるだけだ。

　方向を与え、自分の位置をずらす事は出来ても、落ちる動きからは免まぬがれない。

　それは、足場の無い場合だ。

　福島は、しかし〝逆落とし〟の踏み場を作った。

　共に落下していた無む数すうの水すい滴てき。それを彼女は蹴けりつけ、

「────」

　落下した。

　鉄てつ甲こう艦かんの外がい壁へき、そこに向けて、自分の落下をぶつけに行ったのだ。

　後は簡単だった。

　艦の壁を連続して〝落ちて来た〟福島は、その勢いで跳ちよう躍やくし、

「戻って来ましたか」

　黒の結ゆい髪がみが作る弧こが、夜空から降りてきた。

　行き先は、水の多くを失ったプールの縁ふち。

　訓くん練れんは、まだ続いているのだ。だから、

「──行きます」

　清正は、カレトヴルッフを左右の手に構え、前に出た。

　大だい事じな仲間の歪ゆがみを払ふつ拭しよくし、正すために、

「行きます……！」

　高速の突とつ撃げきを仕掛けた。
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　攻こう撃げきと防ぼう御ぎよの交こう換かんは、円えんを描いた。

　輸ゆ送そう艦かんの艦かん橋きよう上じよう。そこに用意されたプールに、今、水は失われている。

　だからというように、福ふく島しまと清きよ正まさは、円形のプールサイドをお互いの戦せん場じようとした。

　それぞれの槍やりを振るい、攻こう撃げきを送っては跳ね返し、

「────」

　火ひ花ばなを散らし、二人が己おのれの位置を変えては回る。

　金属の音が鳴る一方で、足音が踏み込みと退たい避ひを告げ続ける。

　高速の遣やり取とりは、左右からの連れん続ぞく攻撃に頼る事をしない。膝ひざによる踏み込みと牽けん制せいや、体当たりにも見える肩からの斬ざん撃げきなども入るのだ。

　お互いが持てる技を繫つなげ、打ち合う姿すがたを、プールサイドの縁ふちに退避して見る者達たちがいた。

　蜂はち須す賀かと片かた桐ぎりだ。

　二人は、福島と清正の動きを視線で追う。

　時たまに、片桐の視線が追いつかない。福島達の位置取どりでは無く、穂ほ先さきの動きに視線を奪うばわれてしまうからだ。

　だが、そんな二人の遣り取りを見て、片桐が呟つぶやいた。

「どうしてです？」

　疑問だ。

「どうして、福島さんの動きが、通用しているんですか？」
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「解わかれ」

　蜂須賀は、片桐にそう告げた。

　だが、自分でもそれは間違いだと蜂須賀は思う。

　……正確には、こうね。

「解る必要が無い」

　自分は解っている。

　福島の攻撃が、今、清正に通じているのは、単純な理由だ。

　……防ぼう御ぎよがある。

　初めの頃ころの福島は、清正に攻撃を当てる事だけを考えていた。

　逸はやっていたのだ。

　だが、戦せん場じようにおける動きとは、相手を倒すだけではなく、生き延びる事をも含んでいなければならない。

　攻こう撃げきと防ぼう御ぎよ。この二つの要素を、戦せん場じように出る者は同時に扱わなければならないのだ。

　面めん倒どうなようだが、これは重要な事だ。

　何な故ぜなら、単純な攻撃の動きであっても、その中に反はん撃げきを受ける用意があれば、防御側がわは迎げい撃げきをする事が難しくなるからだ。

　逆に、単純な防御であっても、その中に反撃をする用意があれば、攻撃側は攻撃をする事が難しくなる。

　攻撃と防御は、別々のものではない。重ねる事で、お互いのバリエーションを増やす事が出来るのだ。

　だが、どちらかが欠けてしまうと、どうなるか。

　……迎撃も、反撃も無いなら、読みやすいわね。

　どれだけ難しい動きを取っても、裏に何も無いなら、対応は簡単だ。その動どう作さにだけ、集中していればいいのだから。

　先さき程ほどまでの清きよ正まさの〝読み〟は、それが仕掛けだ。

　その事を、今の福ふく島しまも理解しているだろう。だから、

「鋭い」

　福島の動きが、攻撃と防御の連れん動どうを確かにしているのだ。
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　……忝かたじけない！　キヨ殿どの……！

　福島は、汗あせが浮き始めた肌はだを感じながら、一いちノ谷たにを清正に送った。

　単なる攻撃ではない。弾はじかれた後の事を考え、身を回した流れを持つものだ。

　すぐに防御にも転じられる攻撃。それを、浮き足だったものではなく、腰の入ったものとして送る事は難しい。

　だが、これからはずっとそうだ。

　今後の自分は、今やっている事を忘れてはならないのだ。

　攻撃と防御。

　基本に忠ちゆう実じつであれば、絶対に忘れない事だ。

　しかし、忘れた。

　強きよう敵てきを相手に逸はやり、倒す事を優ゆう先せんとして、己おのれを守る事を忘れた。

　そして後に、武ぶ神しんという、防御自じ体たいが意味を失うような相手とぶつかったのが悪かった。

　あの戦いで、強敵に対する防御のセンスがずれてしまったと、そう思う。致ち命めいの一いち撃げきだけを避ければいいと、そんなクセがついてしまったのだ。

　だから晴せい海かいに〝読まれた〟。

　水みず飛沫しぶきの跳ね方だけで、自分の挙きよ動どうを読まれるほど、己おのれは焦あせっていた。

　……だが──。

　それを、引き戻してくれた仲間がいる。

　先さき程ほどの訓くん練れんだ。

　終わっても良いと思った自分に、清きよ正まさは顔面狙ねらいの一いち撃げきを寄よ越こしてきた。

　あの時、自分は当たるつもりだったが、避けた。

　これまでの訓練や経験による危険回かい避ひのセンスだ。

　それが、自分の意い思しとは関係無なしに発はつ動どうした。

　自分の中に、まだ、防ぼう御ぎよのバランスは残っていたのだ。

　一番安あん堵どしたのは、清正だったろう。そして二番に安堵したのは、今、それを思い出している己おのれだ。

　だが、と福ふく島しまは思う。清正と攻こう撃げきをかわしながら思う。

　……キヨ殿どの、言ってくれても良かったのでは御ご座ざりませんかな。

　言ってしまったのでは意味が無い、という突き放しなのだろうか。

　それとも、自分で気付けるだろうという信頼なのだろうか。

　解わかりはしない。

　ただ今、言えるのは、

「どうで御座りますか……！」

　問えるだけの自分が、ここに戻って来ている。

　弱い自分だ。

　すぐに自信を無くし、構って欲しいと弱気ぶる。

　だが、そんな自分が、今はここで、

「通用するで御座りますか……!?」

　己の評ひよう価かを恐れない。

　自分から目を逸そらさずに、いられるのだ。そして、

「……！」

　福島は、攻撃を清正に送った。

　双そうの槍やりを振るい、時に重ねて、こちらとの攻撃を送そう迎げいし合う清正が、

「Ｔｅｓテスタメント．、──まだまだです」

　厳きびしいが、笑えみの声が、確かにこう言った。

「もっと、広い場に行きましょう」

　何な故ぜなら、

「今の福島様に、ここは狭いですよ」

　言われるなり、福島は清正の攻撃を受けた。

　一いちノ谷たにの柄つかでカレトヴルッフの穂ほ先さきを迎えた瞬しゆん間かん。

　……お？

　清きよ正まさが、そのまま踏み込んできた。

　押される。だが、交こう代たいの動きの用意はあった。だから福ふく島しまは跳ちよう躍やく。そして清正が、カレトヴルッフの加か速そくを用いて、更さらに押してきた。

　こちらの身体からだが浮く。

　浮いた。

　そんなこちらを追うように、清正が跳躍した。

　空中。右に彼女が並んだ。

　自分と彼女の身は、もはやプールのある艦かん橋きようを飛び出し、甲かん板ぱんの上空に至る。

　振り向く視線の先、清正の金の髪かみが夜空に広がった瞬しゆん間かん。

　福島は、眼がん下かに縁えん日にちの明かりが広がったのを見た。
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　縁日の空間を行き来する学生達たちの内、最さい後こう尾び艦かんである八番艦にいた者達は、空で鳴った音に気付く事が出来た。

　金属音おんだ。

　高く鳴り響ひびいた鉄てつ音おとに、幾いくらかの学生はお互いの顔を見合わせ、またある学生は敵てき襲しゆうを疑い、そして他の学生達は、

「おい……！」

　音の在処ありかを見つけ、指さした。

　それは上空。屋や台たいの明かりを浴びる夜の空に、水着姿すがたの十じつ本ぽん槍やりが二人いたのだ。

　福島と清正。二人はそれぞれの主しゆ武ぶ器きを持ち、

「……！」

　空中で、数すう合ごうの激げき突とつが放たれた。

　お、と皆が見上げる先。二人は縁日に並ぶ屋台の中央列れつ、二軒けん並びで縦じゆう列れつを作った屋台の屋根にそれぞれ着ちやく地ちした。

　だが、彼女達は足を止めた訳わけでは無い。

　縁日の音楽が鳴る人々の雑ざつ踏とうと喧けん噪そうの頭ず上じよう。福島と清正は着地の勢いを消す事無く、前へと走り出したのだ。屋台の屋根上うえを、左さ舷げんに福島、右う舷げんに清正という構こう図ずで、二人は加速し、

「──！」

　走り、彼女達は攻こう撃げきと防ぼう御ぎよを送り、返し合う。

　勢いよく、皆の衆しゆう目もくを恐れず、祭の上を二人の武む者しやが鉄てつ火かを散らして駆かけて行く。
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「福ふく島しま様！　勝負と行きましょう！」

「勝負!?　どのようなもので御ご座ざりますかな!?」

　Ｔｅｓテスタメント．！　と清きよ正まさが笑えみで言った。

「先せん頭とう艦かんの前部甲かん板ぱん。そこに先に辿たどり着いた方が勝ちです！」

　解わかりやすい、と福島は思った。

　今、身に汗あせは浮き、疲ひ労ろうの色も出てはいる。先さき程ほどの訓くん練れんと、外を落らつ下かした緊きん張ちよう感かんは身体からだに馴な染じんで来ているが、それゆえの疲れは確かにあるのだ。

　だが、福島は頷うなずいた。

「Ｔｅｓ．！」

　言って加か速そくした。足あし場ばは足の下にある縁えん日にちの屋や台たい。しかし、

「──と」

　右から、清正が攻こう撃げきを放ってくる。

　単なる駆かけっこでは無いのだ。これも訓練。ならば、と福島は走りながら武ぶ器きを構えた。

　一いちノ谷たに。

　自分用の神しん格かく武ぶ装そう。補ほ強きようは入れて機き能のう強化はしているが、今は槍やりとしてだけ使う。

　そして打ち合う。

　本ほん気きで相手の身体や脚あしを狙ねらい、走る速度を落とそうとする。

　無む論ろん、向こうもそのようにしてくるので、こちらは防ぼう御ぎよを重ねて応おう戦せんを放つ。

　火ひ花ばなが散り、硬い音が宙ちゆうに裂さけ、

「……？」

　不ふ意いに、周囲の音楽が、こちらの動きと重なった。そんな気がした。

　しかし、それは気のせいではない。

　自分達の左右。外そと舷げん側がわの屋や台たいの上を、十数人の学生達が走り出していた。見れば、それぞれは楽がつ器きを抱えた男女で、

「福島様！　清正様！　同どう道どうします！」

　楽がく団だんだ。P. A. Oda側を中心とした戦争と儀ぎ礼れい式しき典てん用ようの吹すい奏そう楽がく部ぶ。誰だれも彼も、本来ならば戦せん場じようで音おん響きよう武装を振り鳴らして戦う者達だった。

　彼らが今、戦せん術じゆつ速度で踊り、唄うたいながら自分達との併へい走そうを始めた。そして、

「あ……！」

　女じよ学がく生せい三人組のアリアが、左さ舷げんで宙を鳴かせた。

　それだけではない。

　自分達の眼がん下かの通路や水平の屋根に、学生達が並んで走り出したのだ。

　戦せん士し団だんが中心となって行く彼らや彼女達たちの内、先せん頭とうを行く男が振り仰あおいできた。

「福ふく島しま様！　清きよ正まさ様！　これは何でありますか！」
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「──訓くん練れんです！」

　と戦せん士し団だんの問いに答えたのは清正だ。

　彼女は、こちらの攻こう撃げきを予よ断だん無く弾はじいて走りながら応じる。

「先頭艦かんの前部甲かん板ぱんまでのレース！　そういう訓練ですよ！」

「じゃあ、──自分達も参加して構いませんか」

　回す穂ほ先さきのこちらと向こうで、自分は清正と視線を合わせた。

　清正が頷うなずいた。自分だって同じだ。だから自分はこう言った。

「来るで御ご座ざりますよ！」

「Ｔｅｓテスタメント．！　──よし！　野や郎ろう共ども、女共、祭の始まりだ！」

　縁えん日にちの中、各所に表示枠レルネンフイグーアが林りん立りつした。それは自分達の疾しつ走そう状況を告げるもので、

『福島様と清正様に抜かれた奴やつらから参さん戦せん可能だ！　二人を追い抜かして先に先頭艦かんの頭まで辿たどり着いたら勝ち！』

『隊たい長ちよう！　賞品は何ですか！』

『──御お二人からのキスだと嬉うれしいなあ！』

　え？　とこちらが思った時だ。

　各所に新しい表示枠が林立する。それは、

『勝ったら、御二人からのキスだと嬉しい！』

『勝ったら、御二人からのキスが嬉しい！』

『勝ったら、御二人からのキスで嬉しい！』

　と、完全な伝でん言ごんゲームが成立して、艦の前の方と、先の艦かん群ぐんからどよめきが生じた。

　……何で御座りますか、コレ。

　思う横、火ひ花ばなを散らす鉄の向こうで、清正が笑った。

「勝たないといけなくなりましたね」

「確かに」

　言って走り出すと、横に走る影が幾いくつも並んだ。

　手に武ぶ器きを持っているのは、下にいた戦士団だ。気付けば、既すでに下では走りながらの殴なぐり合いが生じている。嫌いや味みの無い怒ど号ごうが、

「馬ば鹿か野や郎ろう！　貴き様さまのようなヤツに嬉しい権利を渡してなるものか……！」

「御二人の純じゆん潔けつは私達が守りますからね！　そこの男どもは上を見るな！」

「邪じや魔まするな！　追いつくだけで精せい一いつ杯ぱいなんだよ！」

　なかなか賑にぎやかだ。そして、屋根上を並ぶ学生達が、こちらに軽く手を挙げた。

「手合わせ！　お願いいたします！」

　自分で良いのか。

　福ふく島しまは、思わぬ申もうし出に息を詰めた。だが、横を並ぶ清きよ正まさが、小さな声で告げた。

「私は手を抜きませんよ？」

　だったら、決まりだ。清正と渡り合いながらであっても、

「来るが良いで御ご座ざります！」

「Ｔｅｓテスタメント．！」

　そして、福島は接せつ敵てきした。
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　祭の舞台は、断だん続ぞくの縦たて長ながだった。

　縁えん日にちの鉄てつ甲こう艦かんは八番艦から四番艦まで。合計で五艦分ぶんの甲かん板ぱん上じようは、距離にして約千五百メートル。その上を、今、騒そう動どうの波が突っ走っていく。

　屋や台たいは四よん軒けん縦じゆう列れつ。中央二つの上を福島と清正が突っ走っていく。

　その二人を大おお外そとから支えるように、音楽隊たいが踊り唄うたいながら走り追う。急ぎながらも音楽を乱さぬ彼らの背後には、騒動に参加しない学生達の内、身み軽がるな連れん中ちゆうが観客としてついていく。

　大変なのは、左右の通路と、中央の屋根上うえだった。

　通路は既すでに、この祭に参加しようとする学生達で溢あふれ、屋根上は莫ばく大だいな戦せん場じようになっていた。

　既に酒が入っている者達もいるのだ。戦争前まえの鬱うつ屈くつもあったのだろう。皆は屋根上を突っ走り、福島と清正に突っかけては吹っ飛ばされ、共に行く者同どう士しでも殴なぐり合い、蹴け落おとし合う。

　だが、皆、笑っていた。

「おお……！」

　集団が、福島に突っかける。

　一いつ斉せい攻こう撃げきとも言える、息を合わせた突とつ撃げきだ。水平からの集団だけではなく、それを飛び越えるような上からの攻撃も重ねてきていた。

　対する福島は、清正に視線を一いつ瞬しゆん向けた。

　清正のカレトヴルッフ。その連れん撃げきに対し、彼女は一いちノ谷たにの石いし突づきを合わせ、

「……と」

　カレトヴルッフの攻撃を受ける反はん動どうで、突撃の集団に一ノ谷を連続で叩たたき込んだ。

　無む駄だな攻撃はしない。

　自分に対して、誰だれが最も速く届くかという事と、どこを打てば最も効率よく飛ばせるかを計り、的てき確かくな攻撃を打ち放つ。

　当てて果たした。

　打だ撃げき音おんは人にん数ずう分ぶんに等しく。一いつ斉せいの突とつ撃げきは、それが飛びかかるのと同じ勢いで、逆ぎやく方向へと吹っ飛んだ。

　まるで福ふく島しまの背後に、花が咲いたように人ひと群むれが散る。

「わ」

　と路ろ上じようを走っていた女子達が声をあげる。

「福ふく島しま様さま！　もっとやっちゃって下さい！」

「Ｔｅｓテスタメント．！　──次、相手になるものは!?」

　応じるごとに吹き飛ばし、攻こう撃げきを回かい避ひし、しかし福島は前に出る。

　艦かんが切れた。

　だから、跳ぶ。

　降こう下か術じゆつ式しきなど持っていないが、もはや恐れるものでは無い。

　後ろと左右。ついてくる者達も、清きよ正まさも、虚こ空くうを飛び越える事への忌き避ひは無い。

　幾いく人にんかは距離が足らず、

「あら──!?」

　落ちていくが、降下術式や加か護ごでのフォローを自分で入れる。

　そして福島は次の艦の艦かん尾びに着ちやく地ち。次いで着地した清正が、その勢いで重い一発を放ってくるのを、彼女は一いちノ谷たにの柄えで受けた。

　音楽がついてきた。他、戦せん士し団だんの皆も、見物の誰だれも彼も。自分達を追って、やってくる。

　そんな流れを確かく認にんの上で、福島はまた清正と走り出した。

　攻撃を送り、回避を行い、しかし彼女と視線を合わせると、

「────」

　清正が、青い瞳ひとみの笑えみを見せる。

　……全く。

　自分は、どれだけの心配と不安を彼女に掛けていたのだろうか。

　すまないと謝っても、気にするなと言われるだけだ。だから、福島は走りながら告げた。

「皆、すまないで御ご座ざります」

　走り、剣けん戟げきと音楽と喧けん噪そうと、全てを連れて行きながら福島は言った。

「このところ、明確な戦せん果かを挙げる事が出来ていないのは確かに御座ります。

　しかし──」

　しかし、

「勝つまでやる所しよ存ぞん。応おう援えん、宜よろしくお願いするで御座ります」

　言った。

　これが今の本ほん心しんだ。

　……再さい戦せんを。

　何い時つの機き会かいになるかは解わからない。だが、以前の歪ゆがみの払ふつ拭しよくとして、本当の勝負を望む。

　本ほん多だ・二ふた代よ。武蔵むさし副ふく長ちようという位置にいる彼女を、自分はこれから追っていく。

　だが、そんな自分を、皆はどう思うか。

　……甘えていると、そう言われたら──。

　と、暗い思いに囚とらわれかけた瞬しゆん間かんだ。不ふ意いに、福ふく島しまは音を聞いた。

「────」

　楽がつ器きの音。金きん管かんが鳴らす吹すい奏そう音おんは、併へい走そうして大おお外そとを行く楽がく団だんのものだ。

　そうだった。

　彼らは先さき程ほど、こう言っていたのだ。

　……同どう道どうする、と。

　応おう援えんでも、加か勢せいでもない。気き遣づかいも無く、ただ、道を同じくして行く。

　何も気にするなと、そう言うかのように、勢いの良い音楽が左右を並んで支し持じをする。

　そこで全ては終わらない。眼がん下かを行く戦せん士し団だんの皆が、声をあげた。

「湿しめった話は終わりですかい!?」

　明るい口く調ちように、福島は心を揺らされた。

　……そうで御ご座ざりますな。

　今は祭の時間。そして、何もかもがありの、禊祓みそぎの時間だ。ゆえに、

「Ｔｅｓテスタメント．、──今ので、終わりに御座ります！」

　じゃあ、と屋根上の併走者が増えた。ここは七番艦かん。八番艦の騒そう動どうと話を聞いて、待っていた者達がいるのだ。

　この祭、何ど処こもかしこも同道の皆ばかりだ。そして勝負は続く。

　飛びかかってきた相手を回し蹴げりで吹っ飛ばしながら、福島は加か速そくした。

　前へ。自分達の勝負の決けつ着ちやく場じようへと、彼女は自分を落らつ下かした。
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「いやあ、元げん気き元気、こりゃ縁えん日にち続けてて正解でしたねー」

　八番艦の後部艦かん橋きよう上じように響ひびく声は、竹たけ中なかのものだった。彼女は艦橋上の縁へりにある手て摺すりに肘ひじをつき、横に並ぶ片かた桐ぎりと蜂はち須す賀かに声を掛ける。

「片桐君達、行って来ないの？」

「いや、流石さすがについていけません……」

「玄げん武ぶを四番艦に用意しておけば良かった」

　という蜂須賀の声に、竹中が苦く笑しようした。

「蜂須賀君、そう言っておいて、そういうのした事無いですからねー」

「ですよね、蜂須賀さん、そういう嫌いやがらせはしませんよね」

　笑顔で言う片かた桐ぎりに、蜂はち須す賀かは横よこ目めを向けた。

「子供じゃないんだから。……馬ば鹿か？」

　子供が……！　と引きながら憤いきどおりの顔をする片桐の頭を、竹たけ中なかは軽く撫なでた。

「片桐君、無む理りしない」

「な、何ですか、その子供扱あつかい！」

　まあまあ、と言いながら、竹中は視線を前に向け直す。

　今、戦せん闘とう集団は六番艦かんに至っている。人ひと群むれの波が音楽付きで遠ざかって行き、

　……ああ、吹っ飛んでます吹っ飛んでます。

　位置的に言って、今のは福ふく島しまだろう。

「福島さんが復ふつ活かつしてくれて良かったですねー」

「Ｔｅｓテスタメント．、確かにそうです。決定力りよくを持つ戦力ですから」

　でも、と片桐が言った。

「明日あしたの作戦が、これで変わりますか」

「ケッコー変わりますねー」

「……だったら、何で竹中さん、福島さんの訓くん練れんを手伝ったりしなかったんです？　まさか、立りつ案あんした作戦崩くずれるのが面めん倒どうだから、とか？」

「軍ぐん師しはどんな状況でも作戦立てるのが仕事なんで、面倒ってのは無いです。多た忙ぼうはあるけど。ただ、おねーさんは軍師で、トレーナーじゃないんですよねー……」

「すみません……」

　いやいや、と竹中は苦く笑しようする。

「でもまあ、福島さんが復活してくれておねーさんは嬉うれしいです」

　竹中は、去って行くようにも感じられる音楽と喧けん噪そうを眺ながめるように、手て摺すりに顎あごをつけた。後ろに突き上げた腰が、何かミシミシ言ってる気がするが、デスクワークのやり過ぎだという事にしておく。まだ若い。

　ともあれ、竹中は言った。

「ハイリターンを稼かせぐためには、ハイダメージのマージンが無いと駄だ目めですから」

「あの……、福島さん達を、危険に陥おとしいれる気ですか？」

「勝ってなんぼの世の中ですよー」

　でも、という片桐を竹中は真ま面じ目めだと思う。

　……私、不ふ真面目ですからねー……。

　しみじみそう思っているだけではいけないのだろう。蜂須賀がフォローするように片桐に言った。

「ハイダメージをくぐり抜ければ」

　それに、

「聖譜顕装テスタメンタ・アルマ」

　彼女の言葉に、片かた桐ぎりが、ああ、と頷うなずく。

「竹たけ中なかさん、一回守まもってくれますものね」

「でもそれも織り込み済みで作戦立りつ案あんしちゃうんですね、これが」

　竹中は、苦く笑しようするしか無い。

　……頑がん張ばってくれるかなー。

　他人事ひとごとのように思うが、実際、他人事だ。だが今は、

「福ふく島しまさんが復ふつ活かつしてくれて、嬉うれしいですよ」

「ですよね」

「Ｔｅｓテスタメント．、さっき作戦立案中ちゆうに食べたアンチョビのピザが結けつ構こうキツくて。窓開けて吐はこうとしたら福島さんが窓の外を〝逆さか落おとし〟で突っ走っていくじゃないですか。

　吐くのを急がなくておねーさん正解でした。カウンターで当てますからねー」

「そ、そういう昔のゲームみたいな事やめましょうよ！」

「ああ、外がい壁へき上のぼってると窓開けてきてえろえろみたいなの、ありましたねー」

　結けつ構こう下へ手ただった気がする。

　だが、前を見れば、

「おお、五番艦かんから四番艦に」

　こちらの方も、まだ続くらしい。祭の場は福島の方に移ったのだ。

　屋や台たいを壊こわされたり、客がいなくなったのを理解した店みせ番ばんが、その修しゆう復ふくや呼び込みをやめ、

「くっそ！　請せい求きゆうしてやる……！」

「ああ！　大人おとな達たちに請求してやるとも……！」

　などと、調ちよう理り台だいから包ほう丁ちようやのし棒ぼうを持って走り出すのが逞たくましい。先に吹っ飛ばされて復ふつ帰き中ちゆうだった学生が、彼らに気付いてまた慌あわてて走り出す。

　元気ですねー、と思う視線の先、

　……お。

　先せん頭とうの集団が、喧けん噪そうを一ひと際きわ大きくした。

　四番艦に辿たどり着いたのだ。
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　先頭は、福島だった。

　四番艦側がわの迎げい撃げきは充分。皆、武ぶ器きを持って艦かん尾び側がわに待ち構えている。

　福島と清きよ正まさに手を出していいのは、追い抜かれてからだ。だから福島が着ちやく地ちをした位置。そこに表示枠レルネンフイグーアが立ち、

「線せん引びき……！」

　指し揮きを執とる学生の声と共に、福ふく島しまの頭ず上じように一枚の表示枠レルネンフイグーアが浮いた。

　その表示枠から、左さ舷げんと右う舷げんに向けて赤のラインが一いつ直線に走る。これがオフサイドライン。この線に追い抜かれた者から、

「攻こう撃げき開始……！」

　剣けん戟げきが高速の殺さつ到とうとなり、加か速そくする福島が後ろ向きに身を回した。

　打だ撃げきする。

　快かい音おんが連続して鳴り、福島が加速するごとにその数が増える。だが、追う学生達の数も多いのだ。

　身を跳ね上げて屋や台たいの屋根上を疾しつ走そう開始した福島に、怒ど濤とうの量で学生達が突っ走る。

　誰だれも彼もが加速術じゆつ式しきを入れ、機き動どう殻かくすら用いた高速で、

「勝負お願いします……！」

　追いすがる。その瞬しゆん間かんだった。

　福島と彼らの間に、一つの影が跳び込んだ。

　清きよ正まさだ。彼女は、突とつ撃げきの踏み込みを行おうとした学生達に、

「あら」

　気付いたかのように、カウンターでカレトヴルッフを叩たたき込んだ。

「──!?」

　先せん頭とうの突とつ撃げき隊たいが崩くずれ、後ろが止まれず巻き込まれる。

　打撃の反はん動どうで清正は前に出るが、そこに学生達が殺到した。

「お願いしまあ──す！」

　男だけではなく、女もいる。そして仲間割われもあり、接近する間に吹っ飛ばされていく姿すがたも多い。だが、彼らは走り出した清正に追いつき、

「必ひつ殺さつ！　質より量……！」

　圧あつ倒とうという言葉で、清正に食らいつこうとした。

　瞬しゆん間かん。間に合わぬ清正の腕うでを、前から引く者がいた。

　福島だ。彼女は、

「──〝逆さか落おとし〟」

　静かな声で、明らかに数すう歩ほ分ぶんの距離を清正と共に跳んだ。

　透すかされた形になった学生達は、あ、と声をあげ、

「協力プレイはありですか!?」

「勝負はレースでしか御ご座ざりません！」

　清正の腕を引き、半なかば抱きかかえるようにした福島は、しかし彼女を軽く放る。

　清正が宙ちゆうで微笑して、

「福島様！」

　並んだ。中央の屋や台たい並び、後ろからはもはや騒そう動どうとなった皆の追つい走そうに迫られながら、清きよ正まさが汗あせを飛ばした笑顔で言う。

「勝負です！」

　言って、二人は背を合わせるように走った。追いすがり、数を増やす突とつ撃げきの総そう勢ぜいに、福ふく島しまと清正は位置を交こう代たいしながらの迎げい撃げきを開始する。
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　清正は、走り、追っ手を打だ撃げきして穿うがちながら、笑った。

　……良かった。

　自分よりも常に前を行く人が、戻って来て良かった。

　先せん頭とうに立ちたくないのかと言われれば、それは無いと応じられる。義ぎ務むは義務であり、自分の可能と不可能がどれくらいあるかは解わかっているのだ。

　結果がどうなるかが解っていれば、何が起きても動じない。そんな覚かく悟ごはある。

　だが、福島は違う。

　自分よりも可能と不可能が不ふ確たしかで、揺れている。更さらにはそれが、先さき程ほどまでのように下に落ちる時もあれば、上に昇る時もある。

　どうでしょう、と清正は今の福島を思う。

[image: ]

　だから、背を合わせ、迎げい撃げきを共に重ねる時間を、清きよ正まさはやめた。

　……一発で、解わかる筈はずです。

　それは、昼に見たもの。

　福ふく島しまが無む意い識しきに行った、ある動きの事だ。

　その再さい現げんを行うために、清正は一歩を強ごう引いんに加か速そくした。福島よりも前に出て、

「……行きます！」

　仕掛けに行った。
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　福島は、勝負の時間が終わる事を悟さとった。

　もはや最後の四番艦かん。その甲かん板ぱん上じようを半なかば以上、通り過ぎているのだ。

　前に出た清正は、カレトヴルッフを既すでに抜き打たっている。

　一発目は、右の刺し突とつだった。

　刃やいばを水平にした一いち撃げきは、穂ほ先さきよりも片かた鎌かまの部分でこちらの首を狙ねらう。

　だが、かわした。身を沈しずめ、加速の準備姿し勢せいにシフトしながらの回かい避ひだ。

　見れば、清きよ正まさの続く二発目が既すでに構えられている。

　それが本ほん命めいだ。身を低くしたこちらに対し、斜め上からの打ち込みを行うのだろう。

　ならば前に出て、

　……この一発を左右どちらかにかわして行けば──。

　清正に、すれ違いざまの一撃を送れる。と、そう考えた瞬しゆん間かんだった。

　福島は、清正が動くのを見た。

　彼女は、左の二発目から手を離し、

「……っ」

　右の刺し突とつを放った手首を、左の手で摑つかんだのだ。

　強ごう引いんな動どう作さだった。だが、右手を下げて引く動きは、先さき程ほどの水平打うちを、

　……下段を通して引き戻す!?

　その通りだ。

　身を低くしたこちらの視し界かい。その上に、片かた鎌かまの刃やいばが降って来た。

　当たる。

　身を低くした瞬間なのだ。重じゆう心しんは下に沈しずんでおり、左右に身体からだを振る事は出来ない。

　前に出るのが得とく策さくだが、それでは片鎌に当たりに行く動きとなる。

　だが、福島は思った。

　……当たらないで御ご座ざりますな。

　何な故ぜだろう。そう感じた。

　ああ、と福ふく島しまは、今の実感の理由に思い至る。

　合っているのだ。自分の動どう作さと、この戦せん闘とうの流れが、だ。

　だから、今、前に出て、踏み込む脚あしに従って、身体からだが上下すれば、それだけで、

「────」

　当たらない。
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　清きよ正まさは、それを見た。

　昼と同じだ。どう見ても当たると、そう思えたものを、福島が突き抜けた。自分にはそんな風ふうに見えたのだ。

　昼は、資し材ざいの鉄てつ骨こつだった。

　今は、カレトブルッフだ。

　こちらが強ごう引いんに下げた刃やいばを、福島は突き抜けてこちらに来た。

　だが、清正は理解した。昼と今、目の前で見えたものは、福島の透とう過かではない。

　……達たつ人じんが可能な、行動の〝見切り〟……！

　柴しば田たや、本ほん多だ・二ふた代よなど、あの副ふく長ちようクラスが可能とする、速度と判はん断だんの制せい御ぎよによって生まれる、行動の最さい適てき化かだ。

　無む駄だな動きをせず、超ちよう高こう密みつ度どの動作制御を用いる事で、ありとあらゆる回かい避ひを行い、また、当てに行く。

　今までも、福島はそれを可能としていた。だが、彼女が出来た〝見切り〟は、自分の位い置ち制御を基き礎そとしたもので、どちらかというと加か速そくの発はつ射しや台だいを作るものに近い。

　今の〝見切り〟は、違った。

　単なる移動や姿し勢せい制御ではなく、突とつ撃げきしながらの回避。

　……これは──。

　恐らく、他の達人が踏み込んでいる領りよう域いき。

　攻こう撃げきのための移動と、防ぼう御ぎよとしての回避や位置取どりを一体とした、〝見切り〟の上じよう位いだ。

　柴田が膂りよ力りよくと反射神しん経けいでそれを行い。

　本多・二代が速度とバランスでそれを行い。

　福島は、攻撃と防御の制御でそれを行う。

　それぞれの最適化には、方法ゆえのクセがあるだろう。だが、

「福島様……！」

　間に合った、と清正は確かく信しんした。

　明日あしたの巴パ里リ攻ぜめ。そこにいる化ばけ物もの達を相手に出来る力が福島に間に合った。

　自分は、明日、戦う覚かく悟ごが出来ていて、皆もそれは同じだろう。

　しかし、福ふく島しまには今、間に合ったのだ。本来の〝見切り〟を取り戻し、更さらに上を摑つかんだ。

　無む論ろんそれは、完全ではない。恐らくは、自覚も薄く、自じ在ざいに用いられるものでもない筈はずだ。

　……でも……！

　期待という言葉を感じながら、清きよ正まさは後ろへと跳ちよう躍やくした。

　右のカレトヴルッフを押し下げる動作は、跳躍のタメでもあるのだ。

　強ごう引いんに右腕うでを引きながら、清正は強く後ろへと跳んだ。

　先さき程ほど宙ちゆうに放っておいたカレトヴルッフの左刃ばを、空中で左手に持ち、

「勝負です！」

　正面に福島を置き、ゴールを背後に、清正は攻こう撃げきを叩たたき込んだ。

　両のカレトヴルッフを合わせるように中央へと振りながら、強気の口く調ちようで、

「果てろ、カレトヴルッフ!!」
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　福島は、跳び込んだ。

　屋や台たいの屋根上うえを走り、

　……間に合え……！

　逆さか落おとしの加か速そくを連続で入れて、後こう続ぞくを一気に引き離す。そして、

「おお……！」

　左右から閉じていくカレトヴルッフ。

　その中央を抜け、

　……行けるで御ご座ざります……！

　身を前にぶち込み、福島は落らつ下かした。その行き先は、

「──あれ？」

　歩ほ数すうを間違えたらしい。清正に決けつ着ちやくの一いち撃げきを入れるつもりが、半はん歩ぽほど大きく踏み込み、

「あ」

　福島は、清正の胸に顔面から食い込んだ。
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　清正は、何が起きたのかを理解していたが、何がどうなっているのかを理解出来ていなかった。

　福島が歩数を間違えたのは、行動最さい適てき化かのせいだ。本来なら、防ぼう御ぎよ行動として行う一歩分ぶんが、カレトヴルッフに対する踏み込み動作として消化され、ズレてしまったのだ。

　だが、結果として、福島がこちらの胸に顔から飛び込んできて、自分はそれを受け止め、

「きゃ……！」

　カレトヴルッフを閉じるよう、中央に振っていたのがいけなかった。

　その動きは、福ふく島しまを抱きしめるものとなり、

「あ」

　合わさったカレトヴルッフの一いち撃げきが、福ふく島しまの向こうで加か圧あつ。

　破は裂れつした威い力りよくが、後ろに追って来ていた総そう勢ぜいに向かった。その結果として、

「え？」

　艦かん尾び側がわへと、一いつ斉せいを吹っ飛ばす力が、水平にぶち込まれたのだ。
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　皆は、その光こう景けいを見ていた。

　全長三百メートルの輸ゆ送そう艦かん上じよう。その甲かん板ぱんで行われる縁えん日にちの頭ず上じようで、人の波が一いつ気きに吹き飛んだのだ。

　高さは正確に屋や台たいの屋根上うえすれすれ。下に並ぶ屋台には何の損そん害がいも無い。

　宙ちゆうに舞った皆は、しかし、

「くっそおおおおお！」

「横から行けば良かった！」

「でも正面から胸に食い込むの見られました！」

　などと満足げで、そして無ぶ事じな者達は、誰だれよりも先に艦かん首しゆ側がわに到とう達たつした者を見た。

　福島だった。

　結ゆい髪がみを靡なびかせた彼女は、双そうの片かた鎌かま槍やりを持つ清きよ正まさに抱だきしめられたようで。

　緩ゆるやかに甲かん板ぱんに着ちやく地ちした福島が、横よこ抱だきにしていた清正を下ろす。

　気付けば、皆、動きを止めていた。

　音楽隊たいも、左右の屋台上から動かず、踊る者達も、片かた脚あし立だちや倒とう立りつ状態で不ふ動どうの姿勢だ。

　何がどう、決けつ着ちやくするのか。

　そんな期待を見守る視線の先で、福島が動いた。

　彼女は、清正を前に、艦首の先側に回し、肩から力を抜いた。そして、

「キヨ殿どのが先で御ご座ざります」

　何な故ぜなら、

「拙せつ者しやをここに連れてきてくれたのは、キヨ殿で御座りますから」

「じゃあ、ええと」

　と、清正が、辺りを窺うかがうように見回す。

　注ちゆう目もくはあるが、しかし誰もが動かず、じっとしている中央で、清正が、

「──逆な気もしますけど」

　福島の頰ほおに唇くちびるを合わせた。

　数秒。それだけの時間を持って、清きよ正まさが福ふく島しまの頰ほおから口を離し、皆を見た。

「皆さん」

　清正が言った。

「明日あしたも楽しく行きましょう」

　告げられた言葉。その意味と現状に対し、皆が動いた。

　誰だれも彼もが一いつ斉せいに声をあげ、足を踏みならし、

「──！」

　歓かん声せいの咆ほう吼こうをあげたのだ、
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　遠く、南の空で祭の灯ひが揺れる。

　それを、太陽王ロワ・ソレイユは巴パ里リの市し壁へき上から眺ながめていた。周囲、護ご衛えいの自動人形ベル・デ・マリオネツタ達を置きながら、彼は石の壁上から、感想を述べる。

「敵てきとは言え、祭の空気はいいものだね。楽しさが伝わってくる」

　告げた言葉。それに対して、返答は足あし下もとから来た。

「──羽は柴しばの贅ぜい沢たく好き。再さい現げんとは言え、やはり享きよう楽らくは正まさしくあるものかと」

「Ｔｅｓテスタメント．、君は羽柴側がわを目の敵かたきにしてるけど、そこらへんは公こう平へいだね。──飛び加か藤とう。」

　Ｔｅｓ．、と言うのは、太陽王の脇わきに片かた膝ひざをついている老ろう人じんだった。

　彼は、左右を見渡し、

「ベルンハルトと、配はい下かの竜りゆう達は？」

「北の浜はま辺べだ。──今日きようの夕食は魚だそうだ。白ワインも持っていったとも」

「天てん竜りゆうが、地ち竜りゆうの食事に付き合いとは」

「君に家族は？　段だん蔵ぞう」

　問い掛けに、老人、段蔵はわずかに黙だまった。ややあってから、

「──真田さなだに置いてきましたとも」

「大だい先生！　大先生！　ここでしたか！　小しよう生せい、探したであります！」

　壁上に階段から上がって来た晴せい海かいを、太陽王が笑って指さす。

「楽しい故こ郷きようだったようだね」

「Ｔｅｓ．、全く、不ふ肖しようの弟で子し共どもが恥はずかしい。──失しつ敬けい」

　と、段蔵は立ち上がる。そして足音を立てて晴海の方へと行き、

「何じゃ貴き様さま！　ここは太陽王のいる場、陛へい下かを正面に仰あおぐならば膝をつけ！」

「いやいや申もうし訳わけ御ご座ざいません大先生。これ、真田からの土産みやげです」

「はあ……？　晴海、お前は四し国こくにいた頃ころからこういう事ばかりが上う手まかったと聞くが──、おおう、こねつけ餅もちじゃな!?　おま、ちょ、何な故ぜにわしの好きな挽ひき肉にく入りを忘れた！」

「いやいや申し訳御座いません大先生。途と中ちゆうの道で、飢うえて死にかけている者がおりまして、その者の命を救わずして何が真田の忍しのびかと。──ええ、飢えてたの小生ですが」

「貴き様さまあ──!!」

「はは、仲がいいのはいい事だ」

　太陽王の笑いに、段蔵と晴海が振り向く。晴海の頭を段蔵が下に押さえつける手て前まえ、太陽王は巴里の中に視線を向けた。

「見てみるといい」

　Ｔｅｓ．、と皆が巴里に視線を向けた。

　すると、そこには、巨きよ大だいな祭の大おお鍋なべがあった。

　外から中を見せぬため、内部をステルス障しよう壁へきで区切られていた巴パ里リは、今、その上空を大だい規き模ぼ障壁に覆おおわれている。ゆえに戦せん闘とう中ちゆうでもない現在は、内部の障壁を解かい除じよし、それぞれが顔を合わせ、風通しもよくして、

「────」

　祭が行われていた。

　通りには料理を並べたテーブルが置かれ、各所ではワインやビールの樽たるが置かれ、

「……！」

　人々がそれぞれ話し合い、語り合い、笑い合って踊り合う。

　走狗マウスは町の中を走り回り、時とき折おりに術じゆつ式しきを使用した花はな火びも上がる。

　暗いところは何ど処こにもなく、町に並ぶ建物や武神ルール・デ・マリオネツタが作る影すらも、幾いく方向から照らされてその色を薄くしている。

　不ふ夜や城じようだ。

　その光こう景けいを見る護ご衛えいの内、アルマンが呟つぶやいた。

「人間とは不ふ可か解かいだな。このような祭を、何な故ぜ、行うのか。勝利の祈き願がんならば、祈願だけをすれば良いのに、何故〝祝い〟と称しようして騒さわぐのか。祈願を穢けがしていると思うのだが」

　それは、と応じたのは、彼の逆ぎやく位置に立つアンリだ。彼女は巴里を遠くまで見渡し、全ぜん域いきにわたって祭が浸しん透とうしているのを見定めると、

「騒ぐ理由がほしいのだ、アルマン。それが得られれば、時期や所を構わず騒ぐ。

　そして酒や肉を食う事は、それらの力を恵みとして身体からだに受け取るという儀ぎ式しきでもある。

　一応の大たい義ぎ名めい分ぶんはあるのだ、アルマン」

「面白い見けん解かいだ、アンリ、アルマン」

　フ、と太陽王ロワ・ソレイユが笑った。

「だが、巴里の皆は勤きん勉べんだよ、アンリ、アルマン。

　何故なら、朕ちんという存在がいるのに、毎日を祭にしない。これが勤勉である以外の何であるというのだろうか」

　晴せい海かいが、首を傾かしげ、

「太陽王、実は扱いが酷ひど──」

　段だん蔵ぞうが殴なぐりつけて床に這はわせた。

　快音がするが、太陽王は構わない。彼は再び南の空を、そして東へと視線を向け、

「さあ、祭の規模ではこちらが上だよ羽は柴しば勢ぜい。

　──明日あしたの開かい戦せんは、何時になるか予測ついている者はいるかい？」

　Ｔｅｓテスタメント．、とアンリが頷うなずいた。

「羽柴勢の工事は、今も補ほ強きようが続けられています。明日の昼過ぎ、午後二時からかと」

「昼食後ごの運動に大だい迎げい撃げきという訳わけか。悪くない。

　──輝てる元もと達たちの方が、開かい戦せん時じ刻こくは午後一時だから、朕ちん達より早いのだったね」

　太陽王ロワ・ソレイユは腕うでを組む。そして東の空に一つ頷うなずき、

「向こうの空の下。輝元も、武蔵むさしの偽にせ全ぜん裸らも、人狼女王レーネ・デ・ガルウ達も、楽しくやっているのだろうか」
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「す、すいません、あの、そっちお楽しみ中だと思うんですが、あの、俺おれの部屋、何かもの凄すごくグシャアって圧あつ縮しゆくされてるんですが」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──ホライゾン達の居きよ住じゆうスペースが必要でしたので」

　と、ホライゾンが自分の畳たたみに布ふ団とんを敷しいていく。同じように喜き美みや浅あさ間まも布団を置き、広げて行く。だがミトツダイラは部屋の廊ろう下か側がわに座る両親に対して、

「あの、御お母かあ様さま？　御お父とう様？　我が王の御ご両親の寝室を借りられたので、そっち、用意に向かって構いませんのよ？」

「──あらまあ、ネイトったら照れてしまってますのね？　大だい丈じよう夫ぶ、お母さん達はとっくに用よう意い出来てますのよ？」

　何の？　と冷ひや汗あせつきでミトツダイラは思うが、聞かない方がいいだろう。実行される。

　ただ、廊下側のカーテンの外を、人ひと影かげが回って来た。

「おーい、大丈夫？」

　王だ。

　だからミトツダイラは皆にアイコンタクト。ホライゾンと浅間が頷うなずき、喜美が何な故ぜか枕まくらを抱いて〝カモン！　カモーン！〟とそれを叩たたき始めたが無む視しをする。

「大丈夫ですわよ？　我が王」

「Ｊｕｄ．、とりあえず夜や食しよく持って来たけど、風ふ呂ろの順じゆん番ばんどーする？　俺おれ、先でいい？」

　カーテンを開けて入って来た王。その問い掛けに動いたのは、父だった。

　昔と風ふう貌ぼうの変わらぬように見える父は、少し王に対して警けい戒かいがあるのか、小さな礼を送る。

　そして父は、外の方、廊下に手ての平ひらを差し出しながらこう言った。

「あ、私達夫ふう婦ふは一番後あとか先さきで」

　おおう、という低い吐と息いきが浅間や喜美から漏もれる。

　喜美が浅間の肩を肘ひじでつつくと、浅間は真ま面じ目めな顔で、

「やはり御風呂も一いつ緒しよですね……」

「あら、……控えめな性格ね、って私は言おうと思ったのに」

「引っかけですよね!?　それ、引っかけ問題！」

　その声に、母が笑えみの目を細めた。

「大丈夫ですわ。余よ所そのおうちの御風呂ですものね。二時間くらいで済ませますわ」

　何を？　と内ない心しんで冷ひや汗あせつきで思うが、黙だまっていた方が良いだろう。説明される。

　そして王が、廊ろう下か側がわに置いていた盆ぼんをこちらのスペースに持ってくる。

「おーし、とりあえず夜や食しよくな。ホライゾンと姉ねえちゃんはアップルパイ。

　浅あさ間まは前にベルさんが持ち帰るの物もの欲ほしそうに見てた白はく桃とうパイな。

　──で、ネイトは鴨かもハムのクラッシュパイに、あとミトカーチャンが燻くん製せい肉にくステーキの葵あおい家けジャム仕立て。父とうちゃんの方は柑かん橘きつのムース」

「な、何か一人だけ凄すごいのがいますのよ？」

「ネイト、母という役目は大変なんですのよ？」

「うん、でも頂いただこう」

　と、父が、母の方と、こちらを見てから、両の手を合わせる。

　……あ。

　我が家なりの久しぶりの儀ぎ式しきだ。

　父としても、かなり緊きん張ちようしているのだろう。記き憶おくの中だけではなく、定期的に来る通神文メールからも、気き遣づかいの強い性格だというのは伝わってくる。

　それは遠くで生活している娘むすめとしては、心強さや有あり難がたさとなるものだ。ただ、こういう場で見ると、父の気遣いセンスの出まくりは、

・賢姉様：『……失礼承しよう知ちで言うけど、小しよう動物系けい？』

・あさま：『え!?　珍ちん獣じゆう系って言うのかと思いましたけど!?』

・貧従士：『う、うわ、そっちに行って見られないのが残念です！』

・銀　狼：『オープンにしてていいんですのコレ!?』

　だが、気付けば、ホライゾンも、喜き美みも、浅間も、王も同じようにしている。

　……智とも、教きよう譜ふ的に大だい丈じよう夫ぶですの？

　視線を送ると、浅間が肩をすくめた。

・あさま：『神しん道とうアバウトですから』

　心強いというか、何かそれはそれで大丈夫かという思いも得る。

　だが、父が言う。

「──出で逢あいは神の与えた最大の恵みであり、別れは最さい上じようの消化をすべし。AMEN」

　食事の前の祈りだ。アレンジが効き過ぎてるが、うちらしいと言えばうちらしい。

　昔は意味が解わからなかった言葉だが、今は、何となく解る気もする。

　……食事の事だけでは無いですわよね、これ。

　もっといろいろな事を含んだ祈りだと、そう思えるのは、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズとM. H. R. R.神聖ローマ帝国での一件があったからだろうか。

「──って、御お母かあ様！　何をソッコで食べ始めてるんですの!?」

「な、何なに言ってますの？　お父さんの分を切り分けてるだけであら美お味いしい」

「ナチュラルに食べてますわよ！」

「あー、ネイトも自分の食えー？」

　だが、それぞれが、王の入れた紅こう茶ちやを湯ゆ飲のみでサーブされて、一ひと息いきをつく。見ていると、父が、母から貰もらった肉の一ひと切きれを口にしていた。

　父としては、やはり、他者の場なので緊きん張ちようしているのだろう。

　母に寄りかかるように、しかしぎりぎりで自分を保った崩くずし正せい座ざで、父は食事する。

　我が王の手前、父は俯うつむき気ぎ味みにフォークを口に収め、

「…………」

　止まった。
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　……え？

　ミトツダイラは、父の不ふ動どうに焦あせりを得た。

　何か、悪いものでも食べただろうか。

　父は元々、かなりの料理好ずきだ。王も負けてはいないと思うが、好みがある。

　ひょっとして、母の好み合わせだったものが、上う手まく行ってなかったのか。

　だが、父はまた、不ふ意いに動いた。

　母の抱えるステーキ皿の上から、ソースの方をフォークで絡めて、また口にする。

「──ん」

　という声に、紅茶を飲んでいた王が振り向く。

「どーかした？」

　え？　と父が、身を震わす。

　一いつ瞬しゆんで赤せき面めんした父は、やや迷い、しかし、

「これは、君が？」

　喜き美みが大おお仰ぎように両手を左右に振ったが、無む視ししておく。

　父に対する王は、軽く頷うなずき、

「Ｊｕｄジヤツジ．、どんな感じ？」

「──面白い。あ、うん、味は充分だよ。人狼ルウガルウさんも美お味いしいと思う」

　人狼さん？　と浅あさ間まが首を前に傾かしげた。

　……そ、それ、父が母と二人の時にだけ言う呼び方ですのよ！

　だが、言える訳わけも無い。ただ、母は苦く笑しようして、父の肩を軽く叩たたいた。

「いい味ですわね。一度、私の実じつ家かで見せたものから、ちょっとアレンジ入ってますでしょう？　──やや酸さん味みをつよくして、あと……」

　うん、と父が母の言葉を継ついだ。

　母の台詞せりふに意い識しき的な後あと押おしをされたのだろうか。父は、ソースの載のった皿から、中に入っている果くだ物ものをフォークで刺し、

「味もいい感じだ」

　口く調ちようが、やや興こう奮ふん気ぎ味みになっている。

　父はしかし、自分を止めず、前のめりになって王に問う。

「でもこれ、リンゴのジャムで作ると似てるものが出来るけど、ここまで歯は応ごたえは無い筈はずだ。……コレは一体？」

「ああ、カリンを砂さ糖とうに漬つけたヤツを刻きざんで入れてあんのよ」

「カリン？」

　父に、母が問う。軽く、人ひと差さし指ゆびと親おや指ゆびで輪を作り、

「あれって、このくらい小さいものでしたわよね」

「それ西せい洋ようカリン、西洋ビワってやつな。東とう洋ようのは拳こぶし大だいのが実として出来るんだわ」

　ほう、と両親が王の方を注ちゆう視しする。

　王は、二人の視線に応こたえるように、軽く何かを刻むジェスチャーをして、

「肉の裏で、歯は応ごたえがシャクシャク言って面白いだろうと思ってさ。毎日食くうにはしつこいけど、こういう時だと貴き重ちようっぽいっしょ？」

　成なる程ほど、と父が頷うなずき、母がソース部分だけをナイフで口にする。

「意い外がいとボリュームを感じる食材ですわね。鼻につく感もなく、リンゴに近いというか……」

「リンゴと同じで薔ば薇らの親しん戚せきって話だから、香りがいいだろ。そのままだと硬くて食えないから、漬けないとこうならねえから注意な。ただ、硬いだけあって、この手のソースには刻んで入れやすくてな。前にネイトに出した事あるんだけど、ケッコー好こう評ひようだったから」

「まあ」

　母がこちらを見た。ふふん、という目の細め方をして、母が言う。

「随ずい分ぶんと、御ご相しよう伴ばんに預かっているようですのね」

　一いつ瞬しゆんで、身体からだに熱が来て、嫌いやな汗あせが噴ふいた。

　ただ、父が、王を見て、こちらを見て、

「そうなの？」

「え？　あ、ええと、カリンのは、ええと、その、何度かあったうちの一回で……」

　言っている事が、母の台詞せりふの否定に全くなっていない。

　しかし父は、微笑で言った。

「良かった」

　……え？

　言われた台詞。その意味を考えた瞬しゆん間かんだ。

　王が、こちらに問うた。

「でもさ、ネイト、──俺おれ、ネイトパパンのソース、再さい現げん出来た事あったっけ？」

　問われ、ミトツダイラは、今こそ父の言葉の意味を理解した。
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　あ、と浅あさ間まは思った。

　今、とても大だい事じな時間ですよね、と。

　だから浅間は、息を詰めた。

　友人と、その両親の間にある、短いながらも濃のう密みつな時間を邪じや魔ましないように、ただ、

　……頑がん張ばって。

　浅間は、心の中で友人の背を押した。

　今のミトなら、大だい丈じよう夫ぶです、と。

　……ええ。

　お母かあさんと、話せるようにもなってますもんね。
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　……Ｊｕｄジヤツジ．。

　ミトツダイラは、息を整え、全てを理解した。

　今の、父と王との遣やり取り。その起き点てんになった〝良かった〟の意味だ。

〝良かった〟と父が言ったのは、父にとって〝良かった〟のではない。父は、こちらの事を〝良かった〟と言ったのだ。

　しかし、これは、このままだといけない。

　父の思し考こうが行き過ぎだと、急いで応じなければならない台詞せりふだ。

　ゆえに、ミトツダイラは父へと前のめりになって告げた。

　胸に手を当て、しかし、あまり必ひつ死しでは無いと表情で示しながら、

「私、御お父とう様さまの肉にく料理は、御父様しか作れないと思ってますわよ」

　だから、

「また、明日あしたにでも、お願いしますわ。瓶びん詰づめのソースでは物もの足たりませんもの」

　言った先、父が軽く目を見開いた。ややあってから、父が小さく笑う。

「そう？」

　父が、王に笑えみを向けた。

「有あり難がとう」

　軽い遣り取り。

　だが、ミトツダイラは、

　……ああ。

　良かった、と、そう思った。

　父は控えめな性格だ。だから今、ちゃんとこちらを食べさせてくれる人を認めた時、全てを預けてしまおうと、そう思ったのだろう。

　もはや自分は、この子には必要無ないのだ、と。

　それは、子こ離ばなれという行為だ。だが、その子離れは、他た人にん化かの子離れだ。そういうものも充分にありだとは思うが、本ほん人にんがどう思っているかと言えば、

・ホラ子：『有あり難がとうと言われるならば、──御お見事でした』

　そういう事だ。

　王は、落としどころを作った。

　自分は、うちにきた狼おおかみを食わせてやる事が出来るが、狼本ほん家けの料理は、本家でしか作れないのだと。

　だから、そういうものを捨てなくて良いと、そう示したのだ。それも、娘むすめであるこちらの言葉として、だ。

　……良かった。

　父が告げた言葉を、お互いの意味として、ミトツダイラはそう思う。

　今の遣やり取りで、自分は、親おや元もとを離れても大だい丈じよう夫ぶと示した一方で、肉親という繫つながりを捨てずに済んだ。

　自分でも気付いた内容であろうが、タイミングと己おのれの性格を顧かえりみるに、上う手まく立ち回れたかどうか。

　……我が王に、感謝ですわね……。

　ふう、と内ない心しんで一ひと息いきをついた時だ。

・賢姉様：『──フフ、これで御ご両親、公こう認にんね！』

　喜き美みの一ひと言ことに、ミトツダイラは、今の流れの本当の意味を悟さとった。
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　浅あさ間まは、ミトツダイラからの熱気を感じた。

　皆はサーブされた夜や食しよくを終え、狼おおかみの両親は彼と料理談だん義ぎに興きようじている。

　だが、ミトツダイラの皿には、手がついておらず、

　……こりゃ相当ですねー……。

　自覚と、他人の認にん知ちは、意味が違うものだ。

　ミトツダイラにとっては、母とは敵てき対たいした流れもあり、そして久しぶりの父との邂かい逅こうでもある。これは、どういう事かと言えば、

・ホラ子：『御両親、死亡フラグをたてまくってる気がするのですが、大丈夫でしょうか』

・あさま：『いや、うちの方には、点てん蔵ぞう君くんという、死亡フラグを立てまくっても生きてた上に嫁よめを連れて生せい還かんというのもいますから……』

・十ＺＯ：『あ、あれは男の決心！　決心で御ご座ざるよ！』

　などとやっている間、ミトツダイラの両親と彼が、通神文メールの交こう換かん設定を始めていた。料理関かん係けいのサイトを見ているが、あれ、ミトの両親が作ってるページではなかろうか。

　……トーリ君、交こう友ゆう関係広げるの上う手まいですよね……。

　自分も営業関かん係けいの仕事をするが、ナチュラルに出来るかどうかは別だ。浅あさ間ま神じん社じや代表と言う事で、ちょっと壁を作ってしまっている部分もある。

　ただ、いろいろな遣やり取りの後、ミトツダイラの母が、娘むすめの方に振り向いた。

「じゃあ、ネイト、お肉を頂いただきましたし、私達が先に御お風ふ呂ろ頂きますわ」

「二時間占せん領りようするつもりですの？」

　娘むすめの、はあ、という吐と息いきを含めた言葉。それに反応したのは、両親の方でも、彼の方でもなかった。

　喜き美みだ。彼女は、彼が皿などを重ねて出て行くのを見送ってから、

「じゃ、これからちょっと撮さつ影えい会かいやって遊びましょ。丁ちよう度どうちに来た記念で、ね」

「撮影会？」

　問うて見るが、どんな事をするかは解わかっている。

　たびたび、誰だれかの家に集まった時など、そんな事をやっているのだ。

　喜美の方で、自分撮どりや風景撮りに始めた撮影術じゆつ式しきに凝こり始めたようで、

「前にも、皆みな用ように抱き枕まくら作ったりしましたよね……」

　ああ、とホライゾンが頷うなずいた。

「今回は、どなたが獲え物もので？」

「や、やる気ですのねホライゾン！」

　ミトツダイラの言葉に、喜美が目を細めてやってきた。四よつん這ばいで、彼女はこちらの腿ももに頰ほおを乗せる。

「浅間？　ミトツダイラ？　多分、持って来てるわよね？　──水着」

「え？」

　読まれてる。

　そんなものは無いと、噓うそをつこうかとも思ったが、無む理りだ。代だい演えんの関係で、噓はつけない。

　どうしたものかという迷いが、そのまま言葉に表れ、

「え、ええと、あ、あるにはありますけど、ええ、持って来てはいますけど」

「そうよね。ジャグジー用というか、朝の禊祓みそぎとして水を浴びる時とか、いつも泊とまりの時、用意はあるものね」

　確かにそうだ。

　自分一人で朝の禊祓を行う時は裸はだかだが、他の誰かとそれを行う時は、水着着ちやく用ようにした方が、相手に忌き避ひ感かんがない。風ふ呂ろとして入る時、禊祓みそぎ関係の行為を一いつ緒しよにしてしまう事もあるが、〝禊祓〟とするなら、その方法だ。

　……泊とまり込みの時は、皆、酔よっ払ぱらったりエロ談だん義ぎしたり食い散らかしたままだったりで、思い切りヨゴレますからねー……。

　よその家でも翌よく朝あさの禊祓が出来るよう、セット類は持っているのだ。

　そしてミトツダイラの水着は、

「ええ、うちと鈴すずさんで、ちょっと新しん作さく用意してます。ミトが今まで着てたのと、浅あさ間ま神じん社じやの符ふ的てきユニットを組んだのを。移い動どう教室の時、ミトのはよく脱げそうになってましたし」

「ネイト……、身体からだの引っかかりが少ないから……」

「あ、あれはどっちかっていうと脱がされ掛かったんですのよ！」

　まあそういうものかもしれない。

　だが、これらの話をどう捉とらえたのか。喜き美みが、ふふん、と鼻を鳴らす。

「じゃあ、始めましょうか。ミトツダイラのママンとパパンがお楽しみの間、私達で」

「あ、俺おれ！　俺もいい!?　女じよ装そうでがふっ」

　カーテンから顔を出した女装を、ホライゾンが一いち撃げきで向こうに沈しずめるまでが一ターンだ。

　……何が何だか。

　でもまあ、と浅間は思う。喜美としては、こっちの気分をほぐそうとしてるのかもしれませんね、と。

　裸はだかに近い格かつ好こうで、部屋の中で自由にする。

　それは、ミトツダイラにしてみれば、己おのれの匂においつけや巣す作づくりに近い意味を持つだろうし、自分としても、この空間の〝自由〟を計るいい機き会かいだ。

　彼もそうだ。さっき、ここに夜や食しよくを運んでくれたのも、

　……ここを居い場所にしろと、そういう事ですよね。

　食事をする、という事は、パーソナルな行為だ。

　自分達に出されたのが、青せい雷らい亭てい本ほん舗ぽでは馴な染じみのパイやパン料理であったのに対し、ミトツダイラの両親に出されたものが、ディナー系けいやこちらと違うスイーツであったのも、そう考えると意味が解わかる。

　向こうは客きやく人じん。こっちは青雷亭の人間だ。

「……何ともかんとも」

　呟つぶやいて、浅間はカーテンの壁を見た。

　……結けつ界かい、張らなくていいですよね。

　それを自分なりの許しとして、浅間は喜美に頷うなずいた。

「明日あしたから戦争ですけど、今夜はちょっと遊びましょうか」

「あら、乗り気ね」

　そりゃあ、と応じて、浅あさ間まは、今いま更さらながらに赤せき面めんを感じた。

「楽しく撮とってくれるんでしょう？　初めての日な訳わけですし」
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　翌よく朝あさは、曇どん天てんだった。

　雨あま雲ぐもではなく、完全に空を覆おおうものでもない。海辺の小お田だ原わららしく、夏の気流によって生じた分ぶ厚あつい雲が、海の方から広こう範はん囲いに広がり、流れていく。

　夏の陽よう光こうに上から照らされ、鈍く光る低い雲の下。小田原征せい伐ばつの行われる小田原上じよう空くうは、幾いくつもの勢せい力りよくが集つどう場所となった。

　北ほう条じよう、毛もう利り、武蔵むさし、そして北方からは最も上がみの〝山やま形がた城じよう〟と、上越露西亜スヴイエート・ルーシの航こう空くう戦せん艦かん〝福ふく島しま城〟が随ずい伴はんをつけて参さん上じようしたのだ。

　まず、北条艦かん隊たいが、制せい空くう権けんと戦せん場じようの管理のために上空に位置し、他の艦隊が下を行く。

　続き、上越露西亜が小田原の西に控え、最上と武蔵は東に。

　そして先行していたP. A. Odaの蟹かに江え城は、その北にある人じん工こう湖こに陣じんを張る。

　最後、毛もう利り艦隊が南に陣じん営えいを作り、

『さて、皆様、正しよう午ごより、小田原を戦せん場じようとして開放します』

　北条・氏うじ直なおからの通つう神しんに、どの陣営の皆も、顔を見合わせ、頷うなずいた。

　小田原城と、その市街を囲むように、各かく勢力の麾き下かが、陣を作る。

　それは、祭の準備だった。

　羽は柴しば達が行っているように、現地となる小田原でも、各かく陣営が宴えん会かいの形を用意する。

　無む論ろん、大事なのは、戦場に代表として出る出場者だ。

　彼らや彼女達。個々ではあるが、皆、国家の代表であり、

「──勝敗で国の権けん益えきが動くならば、手は抜けんな」

　福島城の上から本ほん庄じよう・繁しげ長ながが言う通り、誰も彼も、出場の準備に余よ念ねんがない。

　祭が、始まるのだ。
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　ナルゼは、非ひ出場枠わくとして、搬はん入にゆう出しゆつされる荷物の管理を行っていた。

　……イベントや、いつもの仕事より派は手でね。

　当然と言えば当然の事を思いながら、彼女は上空の武蔵むさしから輸ゆ送そう艦かんで運ばれてくる貨物をチェックしていく。

　ほとんどは、小お田だ原わら征せい伐ばつを観かん戦せんするための祭の用意と、

「組立プールなんかもあるけど、メインは滝たき川がわの蟹かに江え城じよう攻ぜめの装そう備び、というのが、ちょっと物ぶつ騒そうね」

　運ばれてくる最さい新しん鋭えいの装備と、バックアップ。それらを荷物として重ねていく一方で、ふと後ろから声がした。

「……あー、何ですか浅あさ間まさん達、えらく疲れた御ご様よう子すで」

　武蔵側。海に面した陣じん立だての中で、アデーレが荷物を奔ほん獣じゆうで置きながら問う。

　荷物をテールバラストや腕うでに乗せた機き動どう殻かくが見るのは、表ひよう層そう部ぶの横よこ町ちようパッケージを利用したテラスだ。皆の荷物や、調ちよう理りの用意などが為なされたテラスの上、浅間とミトツダイラがぐったりしている。

　荷物上に横たわっている二人の他、アデーレが見ているのは、

「何だか、総そう長ちようもグターとしてますが、何かあったんですか？」
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　エロい事じゃなさそうね、と、ナルゼは浅間とミトツダイラを見て思う。

　今日きよう、自分達は出場枠わくに入っていない。だが、

「何かマズい事あったら強ごう引いんに救きゆう助じよに向かう役だけど、……そっちの二人は、何か回復術じゆつ式しきがいるかしら？」

「いや、別に……、ええ」

　と、巫み女こ服ふく姿すがたの浅間が身を起こす。彼女の横にいたミトツダイラも、夏服の裾すそを直しながら姿勢を正した。

「──興きよう味み本位で訊きくけど、何かあったの？」

「いや、昨夜にほら、喜き美みが良くやる撮さつ影えい会かい、あったんですよ」

「ああ、浅間神じん社じやのＣＭのアレとか、身み内うち用よう抱だき枕まくらとかの。今回はミトツダイラも？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とミトツダイラが一ひと息いきを入れる。

「──それでまあ、今朝けさ、ちょっと早起きして、我が王に朝食の用意でもして差し上げようかと思いましたの。うちの親も来てましたから、ちょっといいとこ見せよう、と」

「そうしたら？」

「Ｊｕｄ．、昨夜撮影した画が像ぞうが、店の壁かべ一いつ杯ぱいの大おお判ばんポスターになって貼はられてまして」

「あー、昨夜、喜き美みに二十四時間営えい業ぎようの版はん画が屋やを訊きかれたのはソレね。はんＱの武蔵むさし営業所を教えてやったんだけど」

「そっちが手引きしてましたのね!?」

　案内割わり引びきのサービスがある事は言わないでおこうとナルゼは思った。

「だけど何よ、ポスター剝はがしてて疲れたの？」

「ええ、二人で急いで剝がしたら、下にもまだありまして……」

「剝がせば剝がす程ほど脱げていくという鬼おに仕し様ようでしたのよね……」

「ああ、それじゃ途と中ちゆうでやめられないわね……」

「ええ、後ろ五枚が、枠わくにボルト止めされたボード型だったので、これは畳たたんだり破って捨てる訳わけにもいかず、裏庭で破は砕さいしたりとか……」

「朝から元気ねえ」

　で、とナルゼはペンで頭を搔かきながら言った。

「朝食は？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、結局、うちの父が作ってくれましたの」

「は？　じゃあ、そこに転がってる馬ば鹿かは？」

　ええ、と、浅あさ間まが動く。

　荷物の上で寝ている馬鹿の上に、浅間が表示枠サインフレームを広げた。遮しや光こう処理のされた大おお判ばんだ。

　曇どん天てんだが、日差しは雲を透かしてある。浅間は馬鹿を表示枠の日陰に入れて、

「……トーリ君は、ほら、私達の部屋のスペース作るために、ホライゾンがトーリ君の部屋をグシャアって圧あつ縮しゆくしちゃったんで、昨夜は寝るスペースを作って終わったとか」

「……ちょっと」

「何です？　ナルゼ」

「そういう時は、アンタ達が自分達の布団ふとんに導いてやるべきでしょう」

　は？　と浅間が疑問する。

　ややあってから、浅間は意味に気付いたらしい、ミトツダイラ共とも々ども、

「い、いや、ちょっと、ええと」

　彼女は、慌あわててミトツダイラに視線を振る。

「そういう空気じゃないですよね？　ミト。ええ」

「Ｊｕジヤ、Ｊｕｄ．！　昨夜は撮影会の後で、揉もみに来る喜美を押さえ込んだり、ホライゾンの両腕うでが這はい回るのを捕つかまえたりと、いろいろありましたのよ？」

　向こう、荷物の整理をしていたホライゾンが両腕を振り上げる。

　それを見たナルゼは、やれやれと吐と息いきするしか無い。

「アンタ達、これから保もつの？」

　問うと、女二人は肩を並べて荷物に座り、

「…………」

　最初と同じように、ぐったりした。

　何か不ま味ずい事を言ったらしい。

　だがまあ、とナルゼは思う。向こう、メアリが点てん蔵ぞうと荷物の搬はん入にゆう個数を数えながらも、浅あさ間ま達たちを見て笑っているのだ。

　感情を見る事が出来るメアリからは、二人が何だかんだと楽しんでいると解わかるのだろう。

　……だったら、こっちも躊躇ためらう部分がないわね。

　次の同どう人じん誌しの内容は決まった。今日きよう、観かん戦せんしながらマルゴットと話し合おう。

　よし、と心に力を入れた時だ。西の方、小お田だ原わら方面に向かう道から、人ひと影かげが来た。

　ネシンバラだ。

「おうい」

　彼は手を振り、声をたてる。

「──そろそろ出場者は用意してくれ。先せん行こう的に町に入った後で、北ほう条じよう側がわから表示枠サインフレームによるインフォメーションを出すってさ！」
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　義よし光あきは、半日ぶりの地面を踏んでいた。

　武蔵むさしに並ぶように、しかしこちらは着ちやく陸りくした山やま形がた城じようの下だ。輸ゆ送そう艦かんから学生達が荷物を下ろし、展開させていくのを見ながら、

「ん……」

　伸びを一つして、横の鮭しやけ延のべに言う。

「地じ元もと以外の地面を踏むのも久しぶりよの。前に有あり明あけを攻こう撃げきした時も、神流かんな川がわの戦いを見に出た時も、下に立つ事は終ついぞしなかったからのう」

　と、上着を脱ぬぐ義光に、声を掛ける者がいた。

　義よし康やすだ。

〝里さと見み家け〟の腕わん章しようを腰のハードポイントにつけた彼女は、武蔵側から手を挙げて、

「そっち、用意は出来ているのか。下の方ではもう呼んでいるぞ」

「焦あせったところで、全員が揃そろわぬと始まらぬぞえ。こっちは、現げん場ばでの食糧配はい給きゆうなどその辺りの手て筈はずも固めたくてな」

「長期戦せんになると思うか？」

　距離、五メートルという位置で足を止めた義康に、義光は頷うなずいた。

「これだけの実力者が揃そろうと、戦せん闘とうのたびに場は荒れる。荒れた場では実力は発はつ揮き出来ぬゆえ、初期では戦せん場じようが散らばるであろうよ。そして──」

　そして、

「中ちゆう盤ばん以い降こうは、荒れた戦場の中で、自分に有利な場所を見つけた者が、そこで待つ」

「……それに突っかけて勝負、か？」

　否いな。と義よし光あきは笑った。

「初期の勝負が済めば、政治の動きは出てくるものぞ。私のように全て現げん場ば判はん断だんと出来るならともかく、他の国は、トップとの意見交こう換かんが必要であろうな。

　恐らく、午後の半なかば過ぎに、そのような状態となり、個々、もしくは一いつ斉せいに一時休きゆう戦せんとなるであろ。──そこで食糧補ほ給きゆうよの」

「……初期で負ける気は無いと？」

「負けるつもりで出るものはおるまい」

　やれやれ、と義光は言う。

「初期は全力で行けるぞえ？　ただ、早期離り脱だつをして決けつ着ちやくとするのではない限り、一時休戦まで、安全に過ごす必要はあるがな」

　言葉を作っている途と中ちゆうから、義光は歩き出した。

　横を通り過ぎられる形になった義よし康やすが、

「おい！　何ど処こに行く！」

「義康、お前の〝義ぎ〟は？」

「自動操そう縦じゆうで、呼べば来るようにしてある。戦場に持ち込むと何処にいるか解わかり過ぎるし、燃ねん料りようの関係から長時間行こう動どうは不利だ」

「武ぶ神しん乗のりはコストに見合わぬのう。──ほら、下が呼んでいるのであろ？　行くぞえ」

「待て！」

　義康が追いすがる。

「お前の装そう備びは!?」

「私の扇せん子すは、銃じゆうであり剣であるぞえ？」

「それであの連れん中ちゆうと立ち回るつもりか。鬼おに切きりはどうした？」

「鬼切は相手の係けい累るいを叩たたき斬きるが、本ほん人にんは斬れぬ。今回のような相あい対たい戦せんでは使えぬものよ。

　無論、持ち込んでおるかどうかは、お前にも内ない緒しよぞえ？」

「食えぬ話だ」

「それでこその狐よのう。大体──」

　ココ、と義光は笑った。

「九きゆう尾びの異い族ぞく。その力を見せてやるのも、たまにはまあ、悪くはなかろ？」

　問い掛けられ、動きを止めた義康に、義光は手を伸ばす。

　黒い髪かみ、しかし背の低い頭を撫なで、義よし光あきはココ、とまた喉のどを鳴らした。

「──心配されるのは嬉うれしいぞえ？」

「当然の事だ」

　呆あきれたように言い、義よし康やすは義光の前を歩き出す。

　その後ろを、義光が軽い足取りでついていく。

　夏の午前が終わろうとする曇どん天てんの下。先行する義康は、義光がちゃんと後ろにいるか、二度、三度と確かく認にんして、

「行くぞ。こっちだ。──既すでに、小お田だ原わらに武蔵むさし勢ぜいなどが入ってる。貴き様さまの言う通りなら、早めに良い場所をとっておかねば危険だ」





●






「──小田原征せい伐ばつが始まったか」

　森に囲まれた広い境けい内だい。玉たま砂利じやりを排はい除じよした土の地面の上で、ノリキは小さくこう呟つぶやいた。

「皆、賑にぎやかにやってるんだろうな」

『そっちはどう？』

　Ｊｕｄジヤツジ．、とノリキは、表示枠サインフレームに頷うなずく。画面の中、空と輸ゆ送そう艦かんの甲かん板ぱんを背景にした大ひろは、やや眠そうだ。一いつ拍ぱく後の出港に備え、徹てつ夜やで貨物の搬はん入にゆう出しゆつをしていたらしい。

　そんな彼女を見て、ノリキは言葉を作った。

「機き関かん部ぶも大変だな」

『すまない、なんて勘かん違ちがいを言わないのは有あり難がたいね』

「機関部のスケジュールを知らない訳わけじゃない。直なお政まさ達たちの多た忙ぼう振ぶりをみてるからな」

『マサ先せん輩ぱいはタフだよねえ』

　言う大の笑えみに、ノリキは小さく笑った。

「直政の事が好きか」

『いや、朱雀すざくを組むって、並じゃないよ？　話聞きいたら、武蔵に来た時には、もうバランスとか調ちよう整せいがほとんど不要だったって言うし』

「だが、少しは必要だったんだろう？」

『──戦せん闘とう用の調整だったから、作業用にした、って。失しつ敗ぱい調整じゃなく、武蔵上では不要だから調整し直した、ってだけ。最近また、戦闘仕し様ようになってるらしいけど』

「嬉うれしそうに言うんだな」

『そりゃあ』

　と大は笑うが、それ以上を言わない。

　言うまでもない、という事なのだろう。

「実力による信頼というのは、いいものだ」

　ノリキは言って、自分の右拳こぶしを逆の平ひら手てとぶつけた。

　快かい音おんが響ひびき、周囲に諏す訪わの表示枠サインフレームが立ち始めた。


《諏訪神じん社じや内ない：第七境けい内だい：使用目的「試し打だ」：申しん請せい》

《申請者：都市名〝武蔵むさし〟所しよ属ぞく：ノリキ　様：御ご利用有り難う御ご座ざいます》

《境内加か護ご：三十メートル四し方ほう：防ぼう護ご・防ぼう音おん・使用者反はん動どう軽けい減げん──》



「軽減は要いらない。実じつ戦せんで違い和わがあるとまずい」

　と、ノリキは右後ろに声を飛ばした。土の境内の縁ふち。石いし畳だたみの上に立つ担当の巫み女こが一いち礼れいして、手元の表示枠サインフレームで設定を解かい除じよした。

「──では、試打準備の方、お願いいたします」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷うなずくノリキの脇わきで、大ひろの表示枠が頷うなずきを作る。

『出来てるの？』

「基本の組み替えは、昨夜に頼んだものとして出来てる。──流石さすがは本社と言ったところだ。俺おれが組んだ〝睦月むつき〟よりも、展てん開かい速度が──」

　ノリキは、右の拳こぶしを握った。

　その瞬しゆん間かんに、拳から肘ひじの辺りまで、縦たて長ながの諏す訪わ術じゆつ式しき表示枠が展開する。

　だが、完全展開するまでに、ノリキは手を開いて術式を解除。

　しなかった。

　二度、三度と、軽く空くうを打ちながらノリキは術式を甘く連れん続ぞく展開する。

　完全には発はつ動どうさせない。しかし、空から打ちの速度を上げ、

「──速い」

『どのくらい』

「昔は振りかぶる前に展開する必要があった。今は、振りかぶって打ち出しても間に合う」

『どういう事？』

「打だ撃げきをコンパクトに出来るし、打撃速そく度どを上げられる。──術を重ねて組むのではなく、効こう率りつ良よいメインフレームに乗せたと言っていたが」

　ノリキは、術式設せつ定てい用ようの表示枠を見て苦く笑しようした。

「少々、燃ねん費ぴは悪いな」

　と、境内の脇わきで、担当の巫女が表示枠を掲かかげた。


《試打準備：確かく認にん》



　頷うなずき、ノリキは右の手を挙げる。了りよう解かいの合あい図ずだ。

　応じるように、空が鳴った。遠く、森の向こうにある諏訪本社から、

『あ、何か射しや出しゆつされた』

　見えてる、とノリキが言った直後だ。こちらの眼がん前ぜん、距離五メートルの位置に、岩が突き立った。


《試し打だ用よう：天てん然ねん石せき：十二トン級一枚：初しよ手て用よう：確かく認にん》



『何か凄すごいの行ったけど、大だい丈じよう夫ぶ？』

「調ちよう整せい用だ。気にするな。──あと九枚頼んである」

『大丈夫って、そういう意味じゃないよ。──と、あ、オーダー来た』

「オーダー？」

『小お田だ原わらの戦せん場じように出るオーダー。送るよ』

　Ｊｕｄジヤツジ．、とノリキが頷うなずくなり、それが表ひよう示じされた。

　勢せい力りよくごとに並ぶ出場者の面めん々めんは、





・北ほう条じよう：「氏うじ直なお・氏うじ照てる・幻げん庵あん・小こ太た郎ろう・嘉よし明あき」

・武蔵むさし：「三名」

・最も上がみ：「義よし光みつ・義よし康やす」

・羽は柴しば：「可か児に」

・上うえ杉すぎ：「本ほん庄じよう・他一名」

・滝たき川がわ：「滝川・真田さなだ三名」

・伊だ達て：「成なる実み」

・毛もう利り：「世せ鬼き・人狼女王レーネ・デガルウ」






「まだ名前の出てないのもいるな。うちの連れん中ちゆうの事だが」

『現げん場ばでの戦せん闘とう開始まで公表義ぎ務むが無かったって話で。だからぎりぎりまで出さないつもりみたい』

「戦闘開始は、いつだ？」

『一時。──って、あ、今、今』

　表示枠サインフレームの右隅すみで、漢かん数字の時計が一時を指した。

　すると、表示枠に書かれたオーダーが、自動で書き直しを行う。そこに現れた、未定だった面々の名前は、

「──全く」

　ノリキは口を横に開いた。

「ネシンバラが考えたな、コレは」

『あー、最近、何となくそれ解わかってきた気がする……』

　大ひろの声に、ノリキはもはや説せつ明めい義務は無いと判はん断だん。やれやれ、と両の拳こぶしをぶつけ、眼がん前ぜんの岩と向き合った。

「すぐ済ませる。──戻りは？」

『下りだから六時間くらい。最さい速そくで四時間？　──でも、行ってどうするの？』

　Ｊｕｄジヤツジ．、とノリキは頷き、打だ撃げきの準備姿し勢せいを身み構がまえながら、息を整えた。

「昔の地じ元もとを、救いに行く」
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　曇どん天てんの小お田だ原わら征せい伐ばつ。

　風が吹き、空の雲が鈍にぶく光る下で、一つの水すい源げん地ちと、一つの城しろと、一つの市街を舞台とした戦せん場じようが動き出した。

　代表戦せんの戦場だ。

　正まさしく十三時に小お田だ原わら征せい伐ばつは開始され、各かつ国こくの監かん視しの下、最初の戦せん闘とうが十三時七分に始まった。

　市し街がい中央にて生じた爆ばく圧あつの破は砕さいが、その合あい図ずだった。







[image: 第四十四章『初期時間の駆け人』]
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　嘉よし明あきは、一つの音を聞いていた。

　遠く、建物の屋根の向こうで、抜けるような爆ばく発はつ音おんが生じたのだ。

　……戦せん闘とうが始まったのかしら。

　早さつ速そく血の気が多い事で、と感想するが、自分もその中の一人なのだ。

　白魔女ヴアイスヘクセン。普ふ段だんは空を戦せん場じようとする者にとって、地上戦せんというのは有利なものではない。

　だが、と嘉明は思った。戦い方は知っているのよね、と。

　後は、有ゆう事じの際はそれを用いるだけだが、

「可か児にと合ごう流りゆう出来ればいいのだけど」

　自分は北ほう条じよう側がわに出しゆつ向こうした形だ。北条と羽は柴しばは敵てき対たい勢力だが、お互い、別の敵対勢力がある限りは、無む理りに戦闘をする謂いわれも無い。

　可児の実力は不明だが、地上戦の得え手てだろう。昨日きのう、まさか下しも田だまで半はん日にちで走そう破はしてくるとは思わなかった。本ほん人にんに言わせれば、

「だって、夜になったら山は怖こわいじゃないですかー！」

　との事だが、それは夜の山を経験した者の台詞せりふだ。

　相当、出来る。これが嘉明の可児に対する判はん断だんだ。だが、

「────」

　さてどうしたものかしら、と嘉明は思った。

「真ま面じ目めに戦うのも、なるべく避けて立ち回りたいのよね」
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　嘉明は、この戦場と、出場者の事を思う。

　オーダーを見る限り、飛ひ行こう能力があるのは自分くらいだ。だから戦せん闘とうが生じた場合、すぐに飛ひ翔しようして逃げる事も可能。

　市街地ちなら障しよう害がい物ぶつや遮しや蔽へい物ぶつには事こと欠かかない。翼つばさは視し認にんされやすいが、退たい避ひして逃げ切る戦せん術じゆつがあると考えれば、他より有利だろう。後は、

　……どこか、民みん家かや店にでも隠かくれるのも有ありかしら。

　だが、町には人ひと影かげがある。

　自じ動どう人形だ。

　北条側のサービスなのか、北条式しきの侍じ女じよ服ふくを着た自動人形が、通りの掃そう除じや、一部の店を営業している。戦場が荒れた際には片付け、救助が必要な場合には動くのだ。

　無む論ろん、出場者の位置を他に知らせぬため、彼女達は誰だれにも挨あい拶さつも会え釈しやくもしない。

　自分達は空気のような扱いだ。

　と、また、向こうで爆ばく発はつが生じた。遠ざかっている。

　……だとすれば……。

　危険だ。

　代表者達たちは、進行している戦いの現げん場ばからは距離を取る。自分達の戦せん闘とうが邪じや魔まされては困るからだ。だが、そうだとすれば、

「ここは──」

　自分がいるのは、小お田だ原わらの市街の南西だ。角かど地ちに近い。

　追い込まれれば逃げるスペースは無い。

　急いで動いた方がいい。中央側から敵が来る可能性があるのだから、通りを行く際、中央寄よりの建物の陰に入る。

　急ぐ。

　なるべく消しよう極きよく的てきに行きたい。だから、通りを掃そう除じしている自じ動どう人形を避け、

「──邪じや魔まよ」

「あ、すみません」

　応答に、相手の肩を一つ叩たたき、嘉よし明あきは急いだ。軽い足取りで、しかし、翼つばさを使い、

「──っ」

　水平の加か速そくで、その場を一いつ気きに離れる。

「油ゆ断だんしたわ……」

　まさか、と嘉明は呟つぶやいた。

「こんな位置にまで、接近されてるなんてね」
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　世せ鬼きは、去って行く風を見送った。

　右の手を当てるのは、嘉明に叩たたかれた肩だ。

「不ふ意い打うちで、一気にカタをつけようと思ったんですけど、上う手まく行かないですね」

　肩に当てた手の中、一本の黒い短たん刀とうがある。

　振り返れば、もはや嘉明の姿すがたは、翼つばさの散らす羽は根ねすらも無い。

　見事な逃とう走そうだ。

　こちらの肩を叩き、気付いていると知らせた上での行いだ。自分の方では、一いつ瞬しゆん、気付かれたという事実に対して身み構がまえてしまった。

　その隙すきを突かれ、逃がしてしまった訳わけだが、

　……不ふ意い打うち用の装そう備びで戦う事にならず、良かったと考えましょう。

　前向き、それがいい、と世鬼は頷うなずいた。そして、

「じゃあ、行きましょうか」

　北ほう条じよう式の侍じ女じよ服ふくを、肩の留め具から一いつ気きに外す。

　下に着ているのは本来の衣い装しよう。六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの戦せん闘とう用よう侍女服だ。襟えりを整え、スカーフを巻き直し、世せ鬼きは各部の装そう甲こうを確かく認にん。

「Ｔｅｓテスタメント．」

　彼女はそのまま、近くにある用水桶おけの蓋ふたを開けた。

　中にあるのは、長ちよう銃じゆうや短たん銃じゆう、剣けん類るいをまとめたパレットだった。

　重力制せい御ぎよでそれを持ち上げ、世鬼はふと、顔を上げた。

　音が聞こえる。

　遠く、去って行く爆ばく発はつの音だ。響ひびく大気の遠とお吠ぼえは、

「攻こう撃げきでは無いですね。これ。……追い詰めるための、遊びの動きです」





●






　大おお久く保ぼは、町の中を走っていた。

　土の地面を踏むのも久しぶりだ。武蔵むさしと違って湿しつ度どが高く、遠くには分ぶ厚あつい陽かげ炎ろうが見えて、

　……ああ、地上は風ふう流りゆうやなあ。変な先せん輩ぱいとか、おらんしなあ。

「──って、和なごんどる場合やないで！」

　叫んだ瞬しゆん間かん。背後で爆ばく圧あつが生じた。

　家屋数すう軒けんを一いつ瞬しゆんで食う火か焰えんの術じゆつ式しきだ。単なる延えん焼しよう術式ではなく、爆ばく砕さい術式も重ねているらしい。轟ごう音おんは衝しよう撃げき波はを生み、砕くだかれた建造物の破は片へんが高速で市街を突き抜ける。それも文字通りに、建物を貫かん通つうし、思わぬ所から襲おそってくるのだ。

　今もまた、

「うわ」

　右後ろの建物。宿やど屋やらしく、二階屋にテラスを持った極きよく東とう建けん築ちくの壁が、その二階部分から砕くだかれた。建たて物もの自体が破は砕さいした訳わけではない。先さき程ほどの爆発で砕かれた家の破片が、隣りん接せつする区く画かくの建築物に激げき突とつしたのだ。

　宿屋の二階の壁を穿うがち、飛んでくるのは柱だった。火に焼かれて黒こく炭たんとなった部分を持つ柱には、漆しつ喰くいの壁が破片としてついている。

　それはこちらの頭ず上じようを越え、しかし失速して、

「……っ！」

　上から、殴なぐりつけるように落ちて来た柱を、大久保は前に加か速そくして逃げた。

　かわす。

　後ろで、意い外がいに軽い音を立てて柱が地面に激突。土の上を滑るかと思えば、やはり中なか身みが抜けたような音で転がった。

　しかし、上からは焼けた漆しつ喰くいの破は片へんや、土つち塊くれが降ってくる。

　爆ばく発はつの影えい響きようと、その被ひ害がいの大きさを知らない大おお久く保ぼではない。英国に向かう途と中ちゆうで、それらはよく理解しているのだ。だが、

「くっそ！」

　悪い言葉遣づかいだが、それしか言いようがない。

「先せん輩ぱい達たち、恨うらむで！　超ちよう恨む……！」

　言っているだけでは駄だ目めだ。帰ったら実行しよう。そうしよう。無む許可の呪じゆ法ほうは刑けい法ほうに触れた気もするが、加か納のう君に何とかして貰もらおう。

　大体、と大久保は思った。

　……美う味まい話やと、そう思ったんだわなあ……。





●






　大久保は、昨夜の事を思い出す。

　会議の後あと始し末まつに訪れた自分に、副ふく会長は青せい雷らい亭てい本ほん舗ぽのタルトを箱で渡し、

「おう、大久保、これ持って帰れ。馬ば鹿かが女じよ装そうで作ったものだが美味いぞ。

　ああ、明日あしたの事は大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、ルールが決まってるからな。何と、戦せん場じようでは交こう渉しようもオッケーという事なんだ。ほら、これ見ろ」





「戦せん場じようのルール」

・一いち戦せん闘とうは三十分が限界とし、引き分けは成果と認めない。

・望む戦闘方法に食い違いがある場合、協きよう議ぎの上、片方の方法で十五分ずつ戦闘する。

・勝利者、敗者は、戦闘続ぞつ行こう可能であると判はん断だんした場合、別の戦場を展開して良い。

・戦闘を終えた者は、一時間、戦闘不ふ可か能のうとする。

・通つう神しんは、現場からの送そう神しんのみが基本、交こう神しんは定てい時じもしくは戦闘不可能時間のみとする。






「な？　一応、皆、協議を是ぜとする方針で固まってるから、お前は安心して交こう渉しようの準備をして行ってくればいい。その手て筈はずは各かつ国こくついてるだろうからな。

　おっと、紅こう茶ちやのパックもあったんだ。今日きようはコレ食ってしっかり寝ておけ。いいな？」

『ま──』

　アリクイに手を振られ、勢いで帰されてしまったが、即そく座ざに抗こう議ぎすべきであった。

　何しろ、この戦場のルールには、一つ欠点があるのだ。

　……協議で戦闘方法を変えられるとあるんやけど、相手に協議の意い思しが無かった場合、どうしようもないねんなー。

　つまり、一ひと言ことで言うと、

「狂人相手だと駄だ目めや」

　自分の場合がそうだった。

　万まんが一いちを考えて、眼がん前ぜんに〝協きよう議ぎ希望〟と大きく書いた表示枠サインフレームを掲かかげていたのだ。

　戦せん場じようには、市街の中心地ちを選んだ。

　いろいろと考え方はあるだろうが、ど真まん中なかで戦せん闘とうを起こす馬ば鹿かはいない筈はずだと、そう思し案あんしたのだ。何しろ、中心で戦闘すれば、目立つし、戦闘は四し方ほうからの監かん視しを受ける。

　そんな中心地では、派は手でな戦闘よりも、交こう渉しようなど、目立たぬ動きを望まれる筈だ、と。

　だから大おお久く保ぼは、こう思った。市街の中心地に行き、協議の札ふだを掲げて相手を待とうと。

　実際そうした。

　市街の中央は広場だった。水みず場ばが中央にある、土の広場。そこならば〝協議〟の札ふだもよく見えるだろう。各国の監視があれば、協議無む視しで襲おそいかかる馬ば鹿かもおるまい。

　そして町の並びから、広場に入ろうとした時だった。

　いきなり、家屋の陰から人ひと影かげが飛び出してきた。

　侍じ女じよ式しき自じ動どう人形。北ほう条じよう・氏うじ照てるだ。

　北条は、武蔵むさしにとって大事な相手だ。今後の戦力にもなるし、副ふく会長達たちが追っている北条の遺い跡せきに入る権けん限げんも必要だ。だから大久保は、

「協議！　協議を経た戦闘を望むで！」

　叫んだ瞬しゆん間かんだった。

[image: ]

　氏うじ照てるが、両の手で顔を隠かくした。そして彼は、両腕うでで大きく円えんを描くようにして手を振り回し、自じ動どう人形の顔を露あらわにすると、舌したを出し、

「ばあああああああああああ！　俺おれでしたああああああああ!!」

　誰だれやねん。否いな、北ほう条じよう・氏照か。

「はああああい！　チビッコちゃあああああん！　お一人御ご案あん内ないいいいいいいい！」

　そこから先は、今まで通りの流れだ。

「くっそ！」

　背後に、また爆ばく発はつの音と、

「おおおおおい！　何ど処こですかああああ！　出てこおおおうい！　それとも入ってますかあ！　俺おれはもうお入りですよおおおう！　氏うじテル、入っテル……！」

　狂きよう人じんの声が、夏の日差しの下で追ってくる。
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　叔お父じは元気なようで、と氏うじ直なおは思った。

　平ひら城じろとして構えた小お田だ原わら城じようの本ほん丸まる中央。陣じん幕まくの中で、氏直は一ひと息いきを入れていた。

　竹で作った日ひ傘がさの下だ。自じ動どう人形達たちが淹いれてくれる茶は、しかし熱めで、

「自動人形の身とは言え、汗あせが湧わいて引く涼すずしさは、いいものですね」

　Ｔｅｓテスタメント．、と自動人形達が頷うなずき、また控ひかえる。

　そして自分は、表示枠サインフレームで戦せん場じようの概がい要よう図ずを見ていた。

　水すい源げん地ち、小田原城、そして市街。誰だれが何ど処こにいるかを知る事が出来るのは、小田原征せい伐ばつを仕切る自分だけの特とつ権けんだ。

　今、城の大おお手て門もんの方に行くのは、

「小こ太た郎ろう、あまり無む理りをしないように」

『そうは言っても、相手はほとんど無む茶ちやの塊かたまりです！』

「だから無理をするなと言っているのです」

　氏直は笑って、幾いくつかの動きを見た。

　今、武蔵むさし側の本ほん隊たいは、水源地の方の丘にいる。滝たき川がわの方が総そう力りよく戦を望んでいるため、そこだけは相あい対たい戦せんとして見た場合、特とく殊しゆなあり方だ。真田さなだの三人も出場しているが、さて、これもまたどうなる事か。

　ただ、一つ、武蔵勢ぜいには告げている事がある。

　戦いの前、陣じん容ようを考えている副ふく会長達たちに、一つの通つう神しんを送ったのだ。

　その結果として、水源地に向かう武蔵勢ぜいには、

「副会長や、総そう長ちようもいますね……」

　いい判はん断だんだ。何な故ぜなら、

「北ほう条じようの遺い跡せき。それは、滝たき川がわ達が構えた水源地にあるのですから」
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　正まさ純ずみは、一つの丘を眼がん前ぜんにしていた。

　滝川の構える水源地の人じん工こう湖こは、やはり小お田だ原わら城じようよりも高い位置にある。

　周囲を森に囲まれているため、それを遮しや蔽へいに人工湖に近付くのは容易に思える。だが、

「……真田さなだも滝川も忍にん者じやだからね。森の中は危険だ」

「自分らが、また先行するべきで御ご座ざろうなあ」

　ネシンバラとクロスユナイトの言葉に、こちらは頷うなずくしか出来ない。

　曇どん天てんの森と丘。そしてここから見えない湖みずうみに、

「──遺跡があるのか」

「北条の話だと、そうですわね。……元々、水源地に遺跡があったのも、意味が解わかりますわ。後のちの世では、海も使えて、貿ぼう易えきのために人々は下に町を広げたのでしょうけど」

「で、どーすんの、セージュン、今から見に行く？」

「権けん利りを得てないだろう」

　正純は呟つぶやき、爆ばく発はつが光と音として見える市街と、小田原城を見み据すえた。

「誰だれかが北条側の誰かに勝って、遺跡へ行く権利を得ないと駄だ目めだ。

　他にも、政治的な要よう因いんで、各かつ国こくの構えが変わるかも知れない。安全を考えたら、今すぐという訳わけにはいかないだろうな。とりあえずは──」

　正純は、爆発の生じる小田原市し街がいを見た。

「あの中で、誰かが北条に一勝するのを待つしかない」

「それが出来なかったら？」

「何ど処こかの国か、北条に頼んで、一勝分ぶんの権けん益えきを融ゆう通ずう。もしくは土ど下げ座ざだな」

　遠く、爆発の音が聞こえる。しかし、

「む？」

　ウルキアガが、小田原の街の方に、視線を向けた。

「──爆発の方向が、変わったな。戦せん場じようで何か動きがあったか」
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　大おお久く保ぼは、追ってくる爆発が、いきなり逸それたのを悟さとった。

　……右!?

　ずれた。だが、気を抜く訳わけにはいかない。フェイントと言う事もあるのだ。

「く……」

　大久保は走った。あと三秒、このまま走って爆発が追って来なかったら安心しようと、そう思って突っ走った。

　三。

　後ろで爆ばく発はつがまた生じた。位置はやはりずれている。

　だけど大おお久く保ぼは走った。向かいの突き当たりは丁てい字じ路ろだ。そこを右か左に跳び込もう、と。

　二。

　急ぎ、大久保は足を加か速そくさせる。

　あ、しまった。冷れい却きやく術じゆつ式しきを複ふく数すう展開させていない。いつもの暑しよ気き避よけ程てい度どに、二枚だけしか出していない。

　一。

　丁字路にさしかかる。後ろ、また爆発がずれた。

　良かった、と大久保は思った。やはり敵てきの狂人はこちらを見み限かぎってくれたのだ。恐らく、こっちを見失った時、他の相手を見つけたのだろう。だから、

「零ゼロ……！」

　丁字路を右に曲がって、家屋の陰に入り、大久保は一ひと息いきをついた。

　救たすかった。

　幾いくら何でもこの展開は酷ひど過ぎる。

　文ぶん系けいがどうして体育会系というか、狂きよう系の自じ動どう人形に追い回されないといけないのだ。

「帰ったら抗こう議ぎやわあ……」

　呟つぶやき、大久保は熱の入った息を地面に捨て、身体からだを起こした。

　正面に、機き鳳ほうがいた。

　金きん色いろと赤の、全長十五メトールは下らない機鳳が、その機き首しゆをこちらに向けている。

「……え？」

　何でこんなものが、という大久保の疑問の先。機鳳の顔にある視し覚かく素子が光を宿した。それは目のように動き、こちらを捉とらえ、

『おおう、おおう、これは武蔵むさしの子、……であったかな。まあいいか。わしは北ほう条じよう・幻げん庵あん。今は北条・氏うじ邦くに役として来ているのでな。あ、これ、うちの試し作さく。地上戦特とつ化か型の機鳳でな』

「────」

　ちょっと待った、と大久保は身を反そらせた。

　……狂人の次は機鳳とか、ここはどんなテーマパークやねん……！

　思う眼がん前ぜん、機鳳が〝よ〟と腰を上げた。そして、全身から金属の飛沫しぶくような音を立て、

「ちと砲ほう門もん展開するが、痛くはないから安心するとええ。──おじちゃん、痛くしない方法を知っておるからのう。さあ、……どれがいいかのう」

　大久保は、答えもせず、今いま来た道をダッシュで逆ぎやく走そうし始めた。
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　市街に、疾しつ走そうの破は砕さいが追加された。

　家屋を連続して宙ちゆうに散らし、小お田だ原わらの町を突っ走っていくものは、しかし家屋の屋根と破は壊かいの向こうにはよく見えない。

　だが、そんな砕くだきの波を眺ながめられる位置で、一つの声が告げた。

　小田原の北側。並ぶ商店街の屋根上うえで、二つの影が向き合っている。

　一つは、給水用ようの桶おけ上うえに立つ女だ。白の肌はだを持つのは、

「──上越露西亜スヴイエート・ルーシ代表、本ほん庄じよう・繁しげ長なが」

　対するは、湯ゆ屋やの屋根上で腕うでを組んだ、

「北ほう条じよう・氏うじ照てるだあああああ！」

　言った彼は、腕を組んだ状態から、左右の手に刀かたなを展開した。数はそれぞれ三本。指の股またに挟んだ刃やいばは一いつ瞬しゆんで火か焰えんを吹いた長大となり、

「頭ずが高いぞ小こ娘むすめ……！」

　給水桶を支える足あし場ばが、一いち撃げきで火に触れ、爆ばく砕さいした。
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　繁しげ長ながは、火か焰えんの連れん斬げきと相あい対たいしていた。

　北ほう条じよう・氏うじ照てるだ。

　身体からだは自じ動どう人形。持つ武ぶ器きは、

「……爆ばく砕さい伝でん導どう力りよくを持った剣であるか！」

「ぴんぽおおおおおおおおおおおおん！　でもぶぶううううううううん！

　両方合わせてぴぶんぶぽううおうおうおうおうおうおうおうんん！

　つまり半分残ざん念ねんでしたああああ！　聞きたいですかああああ!?　うん、これ、刀じゃなくて、剣でえす！　逆でえす！　氏照、素すで間違えましたああああ！　刀でえええす！」

　首を上下逆ぎやく近くにまで回して言う相手に、繁長はイラっと来た。

　だが、氏照の動きが確かだ。首を前後に振ったり、犬のように身を左右に振って飛びかかろうとしてはいるが、手て指ゆびで手た繰ぐる剣の軌き道どうは乱れる事が一いつ切さい無い。

　達たつ人じんだ。

　迂う闊かつに近付く事は出来ない。

　しかし、繁長にとっては仕し留とめたい相手だ。

　……北条への勝利は、価か値ちがあるものかと。

　上越露西亜スヴイエート・ルーシにとって、北条の土地は、P. A. Odaを挟んだ南の土地だ。間には真田さなだも有あり、繫つながってはいないため、本来ならば土地的な魅み力りよくはない。

　しかし、後々には武蔵むさし側がわ主しゆ導どうで通つう商しよう路ろが構こう築ちくされるのだ。その時、南にて農業や漁業、貿ぼう易えきの出来る飛び地の権けん利りがあれば、どれだけの意味がある事だろうか。

　また、北条側への勝利は、武蔵が欲しているものでもある。自分達たちはこれを会あい津づ征せい伐ばつとしつつも、北条への勝利権けんをもって武蔵側に恩おんを売る事が可能なのだ。

　……ならば、この戦いの意味は重要であるかと。

　繁長は、腰を落とした。身み構がまえる。

　すると、氏照が、舌したを出し、身体を前に揺らし、

「おおおおおおう！　やあああるきかあああ!?」

　繁長は、スカートから携けい帯たい用ようの大おお筒づつを出して氏照にぶち込んだ。
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　決まった、と繁長は思った。

　だが、違った。

　破は壊かいは、氏照に当たらなかった。自分が放った鉄てつ弾だんは、彼の遙はるか後ろの突き当たりで爆ばく発はつを生じたのだ。

　回かい避ひされた。

　一いつ瞬しゆんの動きだ。氏うじ照てるが、こちらの砲ほう撃げきを知って、身体からだをくの字に曲げた結果だ。

　遙はるか向こうの家屋が、その正面口ぐちを砕くだかれ、煙を上げる。

　対する氏照が、そちらに一いつ瞬しゆん振り向き、

「あぶねえええええ！　何しやがんだこの女あああああ！　俺おれの事が嫌きらいかああああ！」

「貴き様さまの事、好きなヤツいるのであるか？」

「俺だあああああああああああああ！　自己愛でえええす！　ざあんねえんでしたあああああ！　残念賞しようは八はち王おう子じ旅行でいかがですかああああ!?　滝たき落おちてみっか!?　えええ!?」

　イラっと来たので、二発目を叩たたき込もうとする。

　砲ほう撃げきの構えを取った。

　直後。眼がん前ぜんに黒と白の色が広がっていた。

　氏照だ。

　一いつ瞬しゆんで間まを詰められたのだ。自じ動どう人形の性能ゆえと言えるかも知れないが、

　……動きに乱れが無いのであるよ……！

　スムーズで、下へ手たな上下も震えも無い。まるで、先さき程ほどの位置からここまで、スライドして来たような移動だ。

　そして手て指ゆびに絡からめた火か焰えん刀とうが、自動人形の関かん節せつを無む視しした振りで飛んでくる。

「──っ」

　右上から落ちてくる火焰。氏照の左手に拠よる一発を、繁しげ長ながは身を右に振って避けた。

　狙ねらうのは、がら空あきとなった氏照の左脇わきだ。ここに目め掛がけて、繁長は左の拳こぶしを放つ。握るのは腰のハードポイントにつけた極ごく厚あつの短たん刀とう。クロイカネで作られた超ちよう近接戦せん用ようの鎧よろい通どおしだ。

　これならば魔ま神じん族ぞくの装そう甲こうとて溶よう断だんするように抜ける。自動人形の身体とワイヤーならば、即そく断だちが可能だ。

　左脇を貰もらった、と繁長が思った瞬しゆん間かんだ。

　氏昭が縦たてに振り抜く左腕の火焰の下と、その胸の間から、刃やいばが飛んで来た。

　彼の右手が持つ火焰刀が、火を止めて横よこ突づきにぶち込まれて来たのだ。

　氏照の右腕うでは、己おのれの胸を左に抱くような動きをしていた。

　強ごう引いんな挙きよ動どう。だが、繁長は、敵てきの動作よりも先さき読よみに息を詰めた。

　……どういうタイミングであるのか!?

　まだ、敵は左の火焰刀を振り切ってもいない。それなのに右の一発が正確にこちらの位置を突いて来たならば、この氏照は、左の一いち撃げきの際、既すでに今の右を放っていたのだ。

　自分がまだ、動きを始めてもいないタイミングだったろうに。

「く……」

　火焰を切ったのは、自分の身体を燃やさぬため。

　氏うじ照てるにしてもぎりぎりの動きである事は解わかる。

　だが、迎げい撃げきは果たされた。繁しげ長ながは極ごく厚あつの刃やいばを立てて構え、ガード姿勢を取る。

　右に踏んだ右足の踵かかとを右前に送り、左の後ろ足を右に蹴けった。次に生じる剣けん戟げきの衝しよう撃げきを右に逃のがす。そのつもりだ。

　直後。

　三つの火ひ花ばなが激げき突とつに散った。

　氏照の右手が持つ三本刃の突きを、クロイカネの短たん刀とうが受けたのだ。

　刃の背を二にの腕うでで受けるようにしたのが功こうを奏そうした。肘ひじで衝しよう撃げきを受け止めつつ、繁長は右に軽くステップ。

　そのはずだった。

　……重い……!?

　氏照が放ったのは、身体からだの前を通した横の曲きよく突づきだ。だが、威い力りよくはそんな代しろ物ものでは無い。こちらの肘を痺しびれさせ、右のステップによる衝撃緩かん和わを不ふ確たしかにさせるような重さだ。

　軽いステップのつもりが、土の地面を半身程ほど滑すべらされる。

　一いつ瞬しゆん。足あし裏うらのグリップが緩ゆるみ、しかし、

「おぉ……！」

　繁長には、魔ま神じん族ぞくの血が流れている。膂りよ力りよくは人の数倍を発はつ揮き出来る。

　故ゆえに、自じ重じゆうの軽さを活いかすのではなく、殺す方に力の方向をシフト。ノックバックのスライドを止めて、繁長は高速で氏照の背後に回る。

　今、自じ動どう人形は、右の腕で身体を抱いていて、その腕を上から押さえるように左腕を振り下ろしている。これから構え直すにしろ、振り向くにしろ、攻こう撃げきを始めるまでには準備の一動作が必要になる。

　しかし自分はこれから、左の刃を逆さか手て打うちでその背に叩たたき込めばいい。

　だからそうした。

　氏照の背後に回った身を、左に、彼の方に寄せながら、左の短刀を放つ。

　直後。繁長は、あるものを見た。

　目だ。

　氏照の顔が、百八十度を曲がり、こちらを追っていたのだ。白しろ目めを剝むき、口から舌したを出した顔が、上からこっちを見下ろし、

「ざああああんねええええええん！」

　同時。氏照が動いた。それは回かい避ひではない。攻撃でもない。自らこちらに背を振って、

　……しまった……！

　クロイカネの刃に、氏照が自ら背を刺した。

　短刀が、鍔つば元もと近くまで自動人形の背に刺さる。

　だが、それは深ふか手ででは無い。左の五ご指しに伝わる手て応ごたえは、刃やいばが何かに挟まった感かん触しよくだ。

　氏うじ照てるが、自じ動どう人形の身しん体たい関かん節せつ部ぶに刃を挟み込みに来たのだ。

　一いつ瞬しゆんの判はん断だんだった。

　引き抜くか、それとも、刃が折れるかもしれないが、一いつ気きに上へと短たん刀とうを振り抜くか。

　繁しげ長ながの決けつ断だんは、

「……危険な手であるな!!」

　刃を捨て、氏照の左に身を弾はじき戻したのだ。

　直後。氏照の攻こう撃げきが、自分が先さき程ほどまでいた位置に叩たたき込まれた。

　左腕うでだ。

　氏照が、前に振った左腕を、強ごう引いんに振り回す形で後ろへと打ち込んだのだ。

　それは、左肩の関節の制限を抜いた上で、

　……右腕を使用したのであるか。

　先さき程ほどこちらを狙ねらった右腕は、振り下ろす左腕の下に入っていた。その右腕を強引に持ち上げ、左腕を鞭むちのように押し上げ放ったのだ。

　更さらには、

　……来る……！

　顔が、こちらを見ているのだ。肩の上を転がるように、上下に回った首が、逆さ状態でこっちの事を見ている。

　そして、左腕が獲え物ものを捕とらえないと理解した瞬しゆん間かんに、氏照が次の動きを取っていた。

　それは、上に跳ね上げた右腕を外に回しながら、

「くうううるくううううるまあああわるうううううううう!!」

　右足を軸じくとした右スピンだ。

　力を抜いた左腕を、肩から振り回す。それも、

「もおおおおおえろおおおおお！　男の情じよう熱ねつうううううううう！」

　火か焰えんの斬ざん撃げきが回転した。右と左、それも、肩と肘ひじの関節を抜き、

「のびますのびまあああああす！」

　半はん径けい四メートル程のリーチの先で、火焰刀とうが出力を上げた。
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　小お田だ原わら市街、次の瞬しゆん間かんに生じた爆ばく発はつは、今までとは規き模ぼが違った。

「ほう」

　と声を作ったのは、市街の北東。軽けい食しよく屋やの店先で団だん子ごの串くしを手にしていた義よし光あきだった。

「広がる爆ばく砕さい。……周囲へと叩き込んだという感じであろうの。

　これは、攻せめ手の方に勝しよう機きがあるとみるが……」

　響ひびく音と、そちらから吹いてきた突とつ風ぷうに町が揺れる。

　その風を浴び、団だん子ごを口にしながら、義よし光あきは呟つぶやいた。

「風かぜ荒あれた野も、我が羽う州しゆうには平へい然ぜんとある。今のままで始めても良いが、どうせなら茶の一ひと飲のみくらいは余よ裕ゆうを持たぬかえ？　──なあ」

　と、義光は、正面の道に立つ影の名を呼んだ。

「──可か児に・才さい蔵ぞう。どうだ？」

「はい！　頂いただきます！」

　良い良い、と、義光が座っている縁えん台だいの横を叩たたく。すると可児はそこにジャンプするように座って、後ろの店内に声をあげた。

「すみません！　善ぜん哉ざい下さい！　お餅もち入いりで二つ！」

「ほう、よく食べるのう」

　はい！　と可児は頷うなずいた。

「食べると背が伸びるんです！　もっと大きくなりたいですから！」

「ほう、胸はどうぞえ？」

「それは背が伸びた後です！」

　義よし康やすに聞かせてやりたい台詞せりふよのう、と思いながら、義光は口を湯ゆ飲のみにつける。

　遠く、爆ばく圧あつの風が止やまない。向こうの戦せん場じようが、加か速そくを続けている。





●






「はあああああい！　こんにちはああああああ！」

　半はん径けい十メートル強を焼き尽くし、その倍ばい以上を吹き飛ばした後には、町の残ざん骸がいしか残らない。建物とは結局、板と柱はしらの集合で、それは爆圧と突風に耐えられるものではないのだ。

　攻こう撃げきの後に残るのは、転がった壁かべ材ざいと、折れた柱と、桶おけなど軽いものや、簞たん笥すのように塊かたまりとして存そん在ざい出来るものばかり。

　一いつ見けんは、町の構成物ぶつ全てが波によって打ち上げられたようにも見える。

　その中央で、氏うじ照てるは身を回し、火か焰えんの三列を二に条じよう、合計六本振り回していた。

　対するのは、繁しげ長ながだ。

　回かい避ひを基本専せん念ねんとする彼女に、氏照が高速の連れん斬ざんを叩たたき込む。

　それは単純な斬ざん撃げきではない。腕うでの関かん節せつを自由にするどころか、身体からだの前後を入れ替え、時には腰の関節すら回して方向を変え、

「お待ちやがれえええええええ！　はあああい！　今なら斬撃ハッピーセットが焼き頃ごろいい加か減げんでありますよおおう!?」

「いるか馬ば鹿か者もの……！」

　声をあげ、繁長は、

「吹っ飛ぶがいいであるぞ！」

　距離を空あけ、右腰こしに下げた携けい帯たい大おお筒づつから砲ほう撃げきを叩たたき込む。

　次じ弾だんを砲ほう口こうから入れ、砲を一いつ回転させての装そう塡てん行為はすぐの行いだ。何な故ぜなら、氏うじ照てるが砲撃の軌き道どうを読み、身体からだを崩くずしてまで回かい避ひするからだ。

　避けた氏照は、

「あ、あぶねえええ！　人に向かって撃うつなって教わらなかったのかああああ!?」

「お前だあ──!!」

　言っている所に、火の斬ざん撃げきが叩たたき込まれる。

　空中に散った塵ちり芥あくたすら、触れれば爆ばく砕さいさせる術じゆつ式しき刀とうだ。

「厄やつ介かいであるな……！」

　言いつつ、繁しげ長ながは前に出た。広くなった町の中。残ざん骸がいの間を抜け、それらを遮しや蔽へいとしながら、氏照への突とつ撃げきを敢かん行こうする。
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　繁長は行った。

　前に出る。

　すると氏照が、右腕うでの一発を無む造ぞう作さに叩きつけてきた。

　僅わずかに斜め打ちになっているが、気をとられてはならない。この相手は、剣の軌き道どうを途と中ちゆうから変える事が可能なのだ。

　追つい尾び弾だんに追われていると、そう思った方が早い。

　そして、その動どう作さの始まりとなるのが、視し覚かくだ。自じ動どう人形の自由関かん節せつの恩おん恵けいは武ぶ器きを振る腕の軌道などもあるが、氏照の場合は何よりも首だろう。

　こちらがどのように動いても、相手の外側、遠くを行く動作だ。その中心で首を振る動きには速度で敵かなわない。

　……だからこの敵は、攻こう撃げきを放ち、こちらを視線で追ってくるのである！

　目で追い、攻撃し、また追う事で、こっちを常に動かすのだ。そして、火か焰えん刀とうの爆砕ゆえ、追われる側は動かねばならなくなる。ならばまずは、

「本ほん庄じよう盾たて……！」

　繁長は、左の掌てのひらから流りゆう体たいの楯たてを術式で作り、氏照に叩きつけた。

　シールドを、文字通り発はつ射しやしてぶち込むシールドバッシュだ。

　狙ねらいは氏照の右の腕。火焰刀に当てる動きだった。しかし、

「ぶううううううううう！　はずれえでええええす！」

　氏照が、右の斬撃を振る最さい中ちゆうに肘ひじ関節を抜いた。腕がくの字に曲がり、本庄盾の外を回る。

　かわされた。その瞬しゆん間かんに氏照の肘関節が入り直し、更さらには、

「おかわりいいいいいい!!」

　右腕うでの斬ざん撃げきまでが放たれた。

　……く！

　速過ぎる。

　更さらには、この敵てきの攻こう撃げきは、地面を打たない。

　高速で力任まかせに火か焰えん刀とうを回転させているようでいて、地面に刃やいばを当てる前に引き戻し、次の回転の初しよ動どうにする。

　強ごう引いんなまでの連れん斬ざんと押し切り。それが氏うじ照てるの剣けん術じゆつだ。

　力ちから押おしが基き礎そであるが故ゆえに、強い。

　対する繁しげ長ながは、しかし退ひかなかった。本ほん庄じよう盾たてを用い、

「おお……！」

　氏照の攻撃を回かい避ひしては楯を叩たたき込み、応おう戦せんした。

　砕くだかれた楯は爆ばく砕さいし、かわされた斬撃は大気を焼き払う。

　夏の曇どん天てんの下で、轟ごう音おんと火焰が高速の遣やり取りを紡つむぎ合う。

　その中で、繁長は笑い声を聞いた。舌したを揺らして喉のどを鳴らす氏照が、笑ったのだ。

「いいなあ……！」

「何がであるか！」

「お前のような者が、今日きようはここにたくさんいるんだよなああああああ!?」

　だからどうした、とは繁長は言えなかった。

　この敵は、そいつらを相手しようというのだ。

　……狂きよう戦せん士しか……！

　戦せん闘とう狂きよう。北ほう条じよう・氏照を称しようする際に、一つの基準となる言葉だ。その本ほん質しつが、もはやこちらを見ていない。

　自分は今、通つう過か点てんに思われている。

　その事実が、繁長の内ない心しんに熱を作った。

「ナメるでない！　──人形入りの狂きよう骨こつが!!」

　止める。この狂人はここで上越露西亜スヴイエート・ルーシが止める。

　権けん益えきも何も関係ない。北条・氏照は、自分を通過点としたのだ。

　それは、上越露西亜を頂点とする者としては、

「──赦ゆるせぬ！」
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　繁長は、氏照が右から振り下ろしてきた斬撃を、左に身を振って回避した。

　位置は相手の正面。だが、すぐに氏照の斬撃が追ってくる。それも超ちよう低空から、跳ね上がるように、だ。

　だから急ぎ、繁しげ長ながは二つの動きを作った。

　右の携けい帯たい大おお筒づつを右下に放ちながら、氏うじ照てるに本ほん庄じよう盾たてを叩たたきつけたのだ。

　右の砲ほう撃げきが肝きもだ。何な故ぜなら、

「当たれ……！」

　右下には、氏照の火か焰えん刀とうが来ている。次の一いつ瞬しゆんで跳ね上がり、こちらを叩き斬きるような動きを持った一いち撃げきだ。

　致ち命めいの斬ざん撃げきだという、そんな覚かく悟ごはある。

　そして、この刀が作る炎ほのおは、斬撃の後、対たい象しように火を宿らせて爆ばく発はつさせる。火に見えるのは爆ばく砕さい術じゆつ式しきの延えん焼しようであり、導どう火か線せんのようなものだ。

　つまり、斬撃の後、爆砕まではタイムラグがある。

　これは、火焰刀を破は損そんさせないためであり、持ち主を傷つけない処置であろう。

　だが、刃やいばにこちらから砲ほう弾だんを当てたならば、どうか。

　斬撃に対して当てた一発は、炎が宿るものの、衝しよう撃げきで刃から離れず、

　……爆発する！

　それは、砲撃の威い力りよくも含め、火焰刀はおろか、氏照の左腕うでを破は壊かいするだろう。

　砲弾は、果たして当たった。

　即そく座ざの事だ。そして繁長は、本庄盾を振るう左腕に力を込めた。

　次の瞬しゆん間かん。火焰刀が砕くだけ、爆発が生じる。

　だが、自分は魔ま神じん族ぞくの血を引いている。至し近きんの小しよう規き模ぼな爆砕くらいならば、生物的加か護ごで堪たえられるだろう。

　ゆえにそうした。すると、

「なあああああああんかやってますかああああああ!?」

　本庄盾を潜くぐるように、逆さになった氏照の顔面が来た。

　……は!?

　疑問したのは、氏照にではない。

　右下。自分が放った砲撃の行き先だ。

　火焰刀に、己おのれの砲弾は激げき突とつしている筈はず。

　そして、見れば確かに、砲弾は当たっていた。

　火を噴ふいていない刃に、だ。

　地面。そこに捨てられた火焰刀が三本ある。氏照が、直ちよく撃げきの瞬間に火を消し、捨てたのだ。

　砲弾はその三本を土の上に叩きつけ、

「──！」

　砕くだけた瞬しゆん間かん。

「ざあああああんねえええええん！　もう一本んんん！」

　氏うじ照てるが、右手の三本を、左からの火か焰えんの斬ざん撃げきとして叩たたきつけて来た。

　かわすタイミングでも、姿勢でもない。繁しげ長ながは、

　……不ふ覚かく……！

　思いを腹の底に沈しずめ、動いた。
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　叩たたき切ったと、氏照はそう思った。

　だが、右の刃じん炎えん三本に手て応ごたえはなく、しかも、

「んんんんん!?　んん!?」

　氏照は、顔を小こ刻きざみに二度、三度と振った。

　首を傾かしげるように上下する彼の右腕うで、そして右肩かたの辺りで、衣い装しようが乱れている。

　侍じ女じよ服ふくのエプロンが千ち切ぎれ、顔面も右みぎ半分に焼け痕あとがある。

　爆砕が、至し近きんで生じた証あかしだった。

「おいおいいいいいいいいいい!?　何ですかあああ!?　これ！　敵てきは何ど処こだ！　ああ!?」

　呼びかける先、町の残ざん骸がいが小さく動いた。

　吹っ飛ばされ、家屋の倒とう壊かいに身を食い込ませた繁長が、ゆっくりと起き上がったのだ。
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　繁長は、立った。

　彼女は、荒い息をつき、距離十二メートルで氏照と向かい合った。

　繁長は前を見ている。

　だが、膝ひざがふらつき、

「おおおおおい、意い識しきあぱらぱあああって感じになってませんかああああああ？」

　衝しよう撃げきが、軽い脳のう震しん盪とうを起こしている。

　だが、致ち命めいの怪け我がは無い。それは、

「さっきの楯たてのせいだああああああ！」

　本ほん庄じよう盾たてだ。

　氏照に叩きつけるつもりだった左の楯。繁長は、それを、氏照が左の火焰刀とうを捨てたと解わかった瞬しゆん間かんに左へ投じたのだ。

　氏照が既すでに右腕を振り下ろしていると、先を読んだ判はん断だんだった。

　果たしてその一いち楯たては、火焰刀の斬撃を浴び、しかし、

「こんがりきたあああああ！　氏照君、うまそうでえええす！」

　氏照と繁長の間で爆砕した本庄盾が、斬撃の届くより先に、彼女を吹き飛ばした。

　だから繁しげ長ながは生きている。

　負ふ傷しようは、爆ばく砕さいの衝しよう撃げきで吹き飛ばされたのみ。

　これは氏うじ照てるも同どう様ようだ。ただ、自じ動どう人形のフレームに入った氏照と、魔ま神じん族ぞくという生物の繁しげ長ながでは、一つの差がある。

　脳のうの防ぼう護ご性せいだ。

　氏照が、脳に衝しよう撃げきも受けず、即そく座ざの行動が出来るのに対し、繁長は、

「────」

　本ほん能のう的てきに立ったものの、動けない。意い識しきは醒さめつつあるが、そのままだ。

　そして氏照が、手を抜かなかった。言葉を放ちつつも自分の身体からだの各所を点てん検けんし、

「おいっっちにいいいい！　さああああんんしい──！」

　跳ちよう躍やくして、繁長に飛びかかった。それも、無む手てだった左腕うでに、

「あったりいいいい！　もう三本んんん!!」

　新しん規きの火か焰えん刀とうを振り、氏照が行った。
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　繁長は、自分の状況をよく理解していなかった。

　何か、激しい憤いきどおりのようなものがあり、戦せん闘とうを行っていたのは憶おぼえている。

　だが、今、自分は何をすべきで、どう考えるべきかが、

　……く。

　意識に靄もやが掛かっているようで。何かを思おうにも、ただただ白い空白を抱え込んでしまったような気持ちだけがある。

　……何であろうか。

　ただただ面めん倒どうで。何かを考えるのにも、頭ず痛つうのようなものが返るだけだ。

　目の前、何だか黒くて白いものが、長い両手を振りかざして突とつ撃げきしてくる。

　まずい、とは思うが、何がまずいのかは解わからない。

　だが、これはまずい。

　でも、ただただ意識が白い。ゆえに、

「────」

　何も考えずに済むものを、繁長の意識は欲した。

　空。曇どん天てんの雲は鈍く光り、今の自分の意識のようだ。

　空の下には町並みがあり、随ずい分ぶんと周囲は破は壊かいされている。

　と、その時だ。

　……え？

　流れる雲。その向こうに、色が見えた。

　青の色。空の色だ。

　おお、と繁しげ長ながは思った。春が来たのであるか、と。

　上越露西亜スヴイエート・ルーシの冬は、常に曇どん天てんの空だ。それが晴れる際は、春が来たという証しよう拠こで、決まり事のように春しゆん雷らいが来る。

　来た。

『繁長君。──そちらの状況、本国への報告はまだであるか』

　雷らい帝ていだ。

　上越露西亜からの通つう神しんだ。それは確かに、最強の魔ま神じんの声で、こう告げた。

「寝ている訳わけではあるまいな？　だがもう昼過ぎだ。一応、こう言おう」

　笑えみの想そう像ぞう出来る声が、言葉を作る。

「〝こんにちはズドラートヴイチエ〟、繁長君」
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「──!!」

　意い識しきが醒さめた。

　そうだ。これは〝挨拶プリヴエート〟だ。

　敵との激げき突とつ。それを上越露西亜では戦せん闘とう儀ぎ式しきとして交こう換かんする。

　ゆえに曇天の下。敵の突とつ撃げきに対し、繁長は目を醒さました。

　これは、得意だ。これは、上越露西亜の得意なのだ。

　正しよう面めん勝負。幾いく度どとなく勝利し、幾度となく吹き飛ばされた事がある。だからこその技を自分は持っている。それは、

「本ほん庄じよう盾たて……！」

　強ごう引いんに、手に力を込め、繁長はそれを多た重じゆう展開した。

　数は十六。扇おうぎ状じように眼がん前ぜんに配置した流りゆう体たいの盾を、

「……っ!!」

　瓦が礫れきを吹き飛ばし、盾が飛んだ。近くの家屋や、建けん築ちく物ぶつの残ざん骸がいを吹き飛ばし、転がして流体の盾が炸さく裂れつする。

　だが、正面方ほう向こうでは回かい避ひが生じた。

　氏照だ。全身を振りたくって突撃してくる彼は、

「おはようござああああああいまああああああす！」

　飛ひ来らいした盾を、脚あしをくの字に折って越え、自じ動どう人形は加か速そくした。両の火か焰えん刀とうは翼つばさのように羽ばたかれ、走る脚は馬のようにギャロップする。

　対する繁長は、まだ先さき程ほどの本庄盾が飛ひ翔しようしている段から、前に出た。

　そして二発目の十六枚を、

「行け……！」

　氏うじ照てるの腰の高さで放った。

　だが、敵の回かい避ひは一いつ瞬しゆんだった。氏照は走る身体からだの骨こつ格かくを組み替え、胴どう体たいをコの字にして至し近きんの一発を避けたのだ。

　距離は詰まる。しかし、繁しげ長ながも前に行った。

　そして、

「おお……！」

　奥おく歯ばを嚙かみ、繁長はもう一度の十六発を叩たたき込んだ。

　狙ねらいは顔面。当てるのではない。視し界かいを奪うばうのだ。

　しかし、

「ばああああああ！　ここだああああああああ！」

　氏照が、顔を落とした。

　首の関かん節せつを外し、身体を前に文字通り折って、氏照が本ほん庄じよう盾たての下に顔を置いた。

　既すでに氏照の攻こう撃げきは始まっている。右腕うでを振って、こちらの左肩かたから真ま下したへと、火か焰えん刀とうの火を叩たたきつけようとしている。

　同時の動きで、繁長は右腕を振った。携けい帯たい大おお筒づつを右の手に持ち、

「そこである……！」

　射しや撃げきしたのは虚こ空くう。だが、そこには命めい中ちゆうするものがあった。

　氏照の左腕だ。

　氏照が放とうとしていた二発目の攻撃。それを先さき読よみして繁長は砲ほう撃げきを送った。

　瞬しゆん間かん。氏照が左の肘ひじ関節を外した。明らかな軽い音が響ひびき、彼の腕が鋭えい角かくに曲がる。

　砲ほう弾だんがかわされた。

　繁長に武ぶ器きは無い。

　ゆえに敵が言った。

「おねぼうさんにはおしおきでええええええす！」

　対する繁長は、身を軽く、ステップを一つ踏んだ。身体を、今までのような重量重じゆう視しでは無く、速そく度ど重視の構えにシフトし、

「〝挨拶プリヴエート〟を教えよう」

「知ってる！　俺おれ、知ってるううううう！」

　左の火焰刀を振りかぶり直すように深く振りながら、氏照が吠ほえた。

「〝こんにちは〟ああああああああああああズドラートヴイチエ！」

「その通りだ」

　と、繁長は身を低くした。

　直後。ある力が、一つの破は壊かいを生んだ。

　繁しげ長ながの放った砲ほう撃げきだ。氏うじ照てるの腕うでに当たらず、背後に抜けた一発が、光を砕くだいたのだ。

　先に放っていた本ほん庄じよう盾たて。まだ完全に拡かく散さんしていないそれの一枚を、砲ほう弾だんが割り、

「────」

　光が散った。
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　氏照は、首だけを後ろに回し、それを見た。

　光だ。

　目の前にいる魔ま神じん族ぞくの女。そいつが撃うった一発を、自分は華か麗れいに回かい避ひしたというのに、

　……はああああ!?

　散るのは流りゆう体たいの青の破は片へん。しかしそれは勢いよく飛び散り、

「〝こんにちはズドラートヴイチエ〟」

　目の前の女が告げたのと同じタイミングで、散った光が引いん火かした。

　楯たての破片が、こちらの火か焰えん刀とうの火に触れたのだ。

　後は簡単な事だった。

　一いつ瞬しゆんで、宙ちゆうを飛んでいた他の楯にも火は突っ走った。

　引いん火かから爆ばく砕さいまでのわずかな瞬しゆん間かん。

　氏照は叫んだ。

「物を大切にしない子がああああああああ！」
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　爆砕が、氏照の背後から連続した圧あつ撃げきを叩たたきつけた。

　前に振り返っていたのは正解だった。髪かみが焼かれ、衝しよう撃げきが首を揺らすが、視し界かいは乱れるだけで、失われずに済んだからだ。

　だが、骨こつ格かくは歪ゆがみ、幾いくつかのワイヤーは千ち切ぎれ、

「おおおおお！」

　氏照は叫んだ。

「俺おれは強えええええええええ！」

　瞬間。先に飛んでいた楯の全てに、爆砕が引火した。合ごう計けい三十二発。どれも距離は空あいていたが、爆ばく圧あつは多た重じゆうし、

「……っ！」

　衝しよう撃げきが骨格を亀き裂れつさせ、腕などをあらぬ方向に吹っ飛ばそうとする。だが、

「耐える俺、かあああああっこいいぜえええええええ!!」

　氏照は吠ほえた。

　……すげえええええええええ！

　こんなピンチになるのは、人生においてなかなか無い。舐なめ切ってた姪めいに、ある時殺され掛けた時があったが、あれはいつだっけか。大した事ないから忘れちまった。

　だが、これはなかなか無い。

　舐め切ってたどころか、視し界かいにもろくに入れてなかった相手に、ここまでされるとは。

　しかし、

「我が慢まんしたぜえええええ！」

　抜けた。

　爆ばく圧あつも、風も、衝しよう撃げきも、何もかもの脅きよう威いがピークを超えたのだ。

　ならば後は構わない。

「こらあああああああああ！」

　叫び、氏うじ照てるは、前を見た。が、敵てきはいなかった。

「お帰り様あああああああ!?」

　と、氏照は前に出た。辺りを見回す動きで、左手を額ひたいに翳かざそうとして、

「おおおう!?」

　左の背に、何かが引っかかっている。

　先さき程ほどの爆圧で関かん節せつが壊こわれたのだろうか。

　氏照は、何事かと、首を回した。そして、後ろを確かく認にんして、それを見た。

　敵がいた。

　こちらの背後。爆ばく風ふうの残り滓かすに髪かみを揺らしながら、敵がこちらに背中を見せて立っている。

　敵は、しかし、ただ立っている訳わけでは無かった。

　彼女の手が、あるものを握っている。

　武ぶ器きだ。

　クロイカネで作られた分ぶ厚あつい短たん刀とう。こちらの背に突き立っていた一本だ。

　敵は両手でそれを摑つかみ、一度腰こしを落とした。そして、

「こういう時の挨あい拶さつを教えよう」

　力任まかせに、魔ま神じんの女が背の一いつ刀とうを大だい上じよう段だんからの一いち撃げきに変えた。
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　氏照の左腕うでが、肩どころか、その付け根から断だん裂れつした。

　長身の自じ動どう人形の身体からだが、勢いよく右に傾く。

　テンションを保っていた関節のワイヤーが、左ひだり半はん身しんの消失によって右へ巻かれたのだ。

　身体を大きく反そらせ、氏照が泳いだ数歩を後ろに踏む。だが、意い識しきは絶たれず、

「おはようございまああああああす！」

　顔から先に起き上がるようにして、力任まかせに人形が身体からだを跳ね上げた。

　そこに、繁しげ長ながは本ほん庄じよう盾たてを叩たたき込んだ。

　氏うじ照てるの、断たれた左ひだり半はん身しん。その欠け痕あとを埋めるように、流りゆう体たいの楯たてが七発ぶち込まれる。

　打だ撃げきが入り、人形の骨こつ格かくが砕くだけた。更さらにそこに、

「……！」

　繁長は至し近きんの砲ほう撃げきをぶち込んだ。

　人形の身体が割れ、破は片へんが散り、暴あばれ掛けていた下か半身が突っ張った。何か空くう転てんする音が腰の辺りから響ひびき、腰が胴どう体たい側がわに食い込んでいき、

「──こつかけええええええええ！」

　破は砕さいする。

　それだけだった。

　そして転がる自じ動どう人形へと、繁長が静かに言った。

「〝さようならダスヴイダーニア〟、北ほう条じよう・氏照」

　瓦が礫れきに転がった自動人形は、動かない。

　氏照の白しろ目めも、舌したも、力なく、ただあるだけだ。それを見た繁長は、一ひと息いきを入れ、口を開く。曇どん天てんの夏の空。風の吹く小お田だ原わらの空に、声をあげた。

「上越露西亜スヴイエート・ルーシ代表、本庄・繁長。──北条代だい表ひよう、北条・氏照、討うち取ったり……！」
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　……ああ、何か始まってるなあ。

　と、出しゆつ港こう準備を進めていく輸ゆ送そう艦かんの甲かん板ぱん上じようで、大ひろは思った。

　手て元もとには、二つの表示枠サインフレームがある。一つは、小田原の状況を文も字じ情報で流してくるもので、そこに映る情報は、

「ノリキ先せん輩ぱい、北条側が一つ負けたって」

『大だい丈じよう夫ぶだ』

　もう一つの表示枠が応じる。

　が、その素そっ気けなさに、大は首を一つ傾かしげた。

「──氏照公こうだよ？　あの、馬ば鹿か強い」

『だから大丈夫だと言ってる』

　ああ、と大はノリキの言い分に気付いた。

「氏うじ直なお公じゃないから、って事」

『解わかっているなら言わなくていい』

　彼の言葉に、大は眉まゆを上げた。そして、一いつ拍ぱくを置いてから、

「絶ぜつ好こう調ちよう？」

『何がだ？』

「だって、ほら、こっちに見えてるそれ」

　画面に映るのは、諏す訪わ神じん社じやの境けい内だいだ。制作された術じゆつ式しきを試し打ちするための境内。

　そこにあるのは、先さき程ほどまでならば、試し打だ用ようの岩石だった。

　重量にして一〇トン超の石が、諏訪神社から射しや出しゆつされて、並んでいたのだ。しかし、

「何か、凄すごい事になってるね」

　並べられた岩が、消えている。

　代わりにあるのは、石いし塊くれだった。境内の土の地面に散らばったのは、どれもこれも割られたものではなく、打だ撃げきによって砕くだかれたもので、

「──どう？　行ける？」

『不ふ備びはあるが、行くしかない。ただ、ちょっと諏訪の本社で、用意するものがある』

「用意？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と先せん輩ぱいが、こちらを見た。眉まゆを立てたいつもの眇すがめで、

『氏うじ直なおとの相あい対たいで、必要なものだ。それを用意したらすぐ行く。──間に合うか？』

「間に合うかどうかは、向こうと自分に言ってよ」

　と、苦く笑しようする大ひろの手て元もとで、小お田だ原わらの状況表ひよう示じが変化した。

「──ほら、また、勝負が始まったよ！　急いで！」
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「あらあら、北ほう条じようの勝負が一つ、ついてしまいましたわね」

　と、軽けい食しよく屋やの前で口にハンカチを当て、人狼女王レーネ・デ・ガルウは呟つぶやいた。

　戦う前には腹をそこそこ満たしておこう、と、小田原料理に舌した鼓つづみしていたのがいけなかった。気付くと、周囲数すうキロ圏けん内ないでは幾いくつかの戦せん闘とうが進んでいる。

　自分もこれからその中に加わるが、

　……輝てる元もとは、北条の権けん益えきが欲しいんですのよね。

　自分は副ふく長ちようなのだ。なるべく上うわ役やくの望みは叶かなえてやりたい。だが、

「意い外がいに、極きよく東とう系けいの味付けもいいものですわね。ちょっと砂糖醬じよう油ゆで口がべたつきますけど」

　と、口を拭ぬぐったハンカチを嗅かぎ、食事の余よ韻いんを軽く楽しむ。

　いい匂におい。

　食事の分もだが、ハンカチの匂いもいい。

　選んでくれたのは夫だ。

　プレゼントされたその夜、これを口にくわえて彼の身体からだを舐なめたり拭ぬぐったりして、存ぞん分ぶんにお返しした。

　そんな匂いの染しみついた布ぬの地じを持っていると、それだけで彼の加か護ごを得ている感がある。しかもここ数日は、身体からだや髪かみに娘むすめの匂においもついている。

　家族が、共に戦せん場じようにいると、そんな錯さつ覚かくも得るのだ。

　しかし、と人狼女王レーネ・デ・ガルウは思う。

　……利害では、武蔵むさし側がわと毛もう利り側は敵てき対たいですわね。

　北ほう条じようの権けん益えきが欲しい毛利と、北条の遺い跡せきに行きたい武蔵と。

　可能なら、どちらも北条を一人ずつ倒して行きたいところだが、北条の代表の一人、氏うじ照てるは上越露西亜スヴイエート・ルーシに倒されてしまったらしい。

　あの氏照が、と考えると、序じよ盤ばんから番狂わせだ。

　現状、北条側の残りは氏うじ直なおと幻げん庵あん、小こ太た郎ろうという走狗マウスだけとなる。

　氏直は小お田だ原わら城じようにいるから、場合によってはそこに乗り込むのもありだろう。ただ、敗はい北ぼくした氏照は、負ふ傷しよう状態にある筈はずだ。

「氏照公こうがムキになって復帰された場合、仕し留とめやすくなってるでしょうけど、ちょっと面めん倒どうな事になりそうですわね」

　自分が相あい手て出来れば良いが、狼おおかみの王おう族ぞくとしては、手て負おいを仕留めるのは避けたい。

　しかし、そうなれば自分が今、相手をするべき優ゆう先せんは、

　……北条と、武蔵勢ぜいの、元気な方々ですの。

　北条を相手するのは、輝てる元もとの望みとして。

　武蔵勢を相手するのは、輝元の望みを叶かなえるための補ほ助じよだ。武蔵側が北条を狙ねらっているのは確実なので、先にそれを潰つぶそうという考え方である。

　物ぶつ騒そうですわね、と、人狼女王は自分に苦く笑しようした。

　と、その時だ。人狼女王は、目の前に人ひと影かげが立っているのに気付いた。

　明らかに、こちらを待っていた構え。

　武蔵の代表の一人だった。

「あら」

　人狼女王は、相手に笑えみで告げた。

「そちらも同じ考えですの？　──でしたら、ここで勝負もありですわね」

　言葉を送った先。相手は、自分の胸を軽く叩たたいた。そして瘦そう軀くの胸を張り、

「毛利代だい表ひよう。勝負ですネー」

　敵てきの名前、それは、

「ハッサン・フルブシ。──頑がん張ばりますネー」

　人狼女王は思った。

　これはちょっと想そう定てい外がいですの、と。







あとがき




　そんな訳わけで『境きよう界かい線せん上じようのホライゾンⅥ中』をお届けします。

　前回と今回、いろいろ連れん中ちゆうがやってますが、戦争を始める前に、何でその戦争をするのかよく考えておくべき、という話があったりします。

　確かにものすごい損そん耗もうをする行いなので、終わった時にはそれを黒くろ字じに転向出来るだけの利り益えきが無いと駄だ目め、って話な訳ですな。だからそれを行う場合、お互いはそれぞれの利益や保ほ障しようなど、戦後を見み据すえていないとなりません。

　こういった、先のビジョンやら何やらをもった上で、更さらには戦争をするための正当性を得ておかなければならないので、戦争ってのは思った以上に面めん倒どうなものです。単に思いつきで出来るようなものではなく、動かすための準備なども必要ですから、世よ論ろんを味み方かたにつけておかないといけませんし。もう完全に政治の一いつ環かんですねコレ。

　そういう意味では、戦争や侵しん略りやく行為の大たい義ぎ名めい分ぶんになるような国際的発はつ言げんは「言ったもの勝ち」な部分が強くあります。国際的な発言は、それが否定されなかったら〝国際的な事実〟になってしまうのだから、無む茶ちやな事でも言っておけばいいという、そんな大たい国こくのやり方が生まれてしまう訳わけですね。

　国家間の外がい交こうというものはこの時代に発展していくものですが、それはまた、強国の強きよう弁べんが罷まかり通りやすい時代になったという事で。なかなか難しいものです。

　ともあれそんな感じで軽くチャット。

「学生時代に、いい思い出ある？」

『小学校の時さあ。昼休みに校庭の池で鯉こい釣つってた訳よ』

「何ど処この小学生だよ」

『まあそういう遊びをしたい時期もあるんだってよ。──でな？　教室に戻ったら無む人じんだから、先に皆みな帰ったと思って俺おれも帰った訳。あれ、今いま更さら思い返してみると、多分、日に本ほん脳のう炎えんの予防注射だった筈はず。俺、免めん疫えき無いけどよく生きてんなー』

「免疫の有効期間ってあったよなー？　でもお前、今日きようから名前はノーエンだから」

『おお、何か北ほく欧おう系けいだな』

　結けつ構こう生きていけるようです。なお、今回はTheWantedで「Glad You Came」。何かアジア系の祭の曲に聞こえるのは自分だけでしょーか。

　ともあれ次回に向けて、

「誰だれが一番いい役やく回まわりだったのか」

　と、そんな事を思ったりで。小お田だ原わら征せい伐ばつを中心とした下巻、少々お待ち下さい。


平へい成せい二十五年五月　猛もう暑しよ予告の朝っぱら
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